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はしがき 


讓 明治 豪 を 出す ときに、 そのう I 篇 を 出す かも 知れぬ といつ i いたが、 猛の つもりで ま、 

すに しても 「政治 小說 研究』 の 下 f 出してから にしたい と 思って ゐた。 ところが その,. まなか 

ifi 今年 一杯 t りさうな 雲で ある。 そこで 考へ 直して 此の 篇を 先に 出す こと 二  ， た。 

內容の 分類 も、 正編と 同じ，？ つ こ、 ば 台、 S 刃レ， モ，. ,  ノ 

,,,,, r ャ ー  r.^  學 人物と 一 ご^ 立てに したいと ほった が、 ^台の 方が 

, 一し 此の 篇に 入れ かねる ものが 多かった のと、 靈の關係 とで 思 ひきって 政 纏 を 止め こし、 そこで 

文 爵を硏 蓬と 改き、 研磨、 人 I の 二部？ にして みた。 正編の 時 入れるべく して 入れ 遣し 

たもの も 少し あるが、 4^ 體は 正編 刊行 後 執筆した ものが 多い。 

1 鬵牧の ものにしても、 人物 篇の 人物 覆の 資料に しても、 それ を議 してから 後に 多少， 

1 つたと ころも あり、 追加 零る 必耍の生 じたの も f  、 又 新 資料 交 手した の も ある。 從 つて、 

i もの は、 雲當 時に 比して 見逮 へる 程 I した もの も ある。 人物 傅で、 例へば き 啓 I の 如き 

は. その後い ろい ろ If 敎は つず 見付けたり したので、 書き直した 方が いさ だが、 もう 間 こ 

合 はぬ ので、 § 元の ま， にして ある。 かう いふ もの は、 何 かの 機に 訂正 增補 する ことにしたい。 . 


はしがき 


『政 だ 小説 j 下卷 も、 锻近； i 地 樱痴の 項 を 執 華し 終った ので、 もう ャマを 越した。 樱痴 だけで も 約 

raKn 枚になる。 それに 樱痴執 _ 準の 途中で、 餘 俊ない 事情から 坪 内 造 遙傳の 方に か、 つた 爲め、 祈,^:., W 

の 巾 に^へ てあつた 小說の 筋 書な、 ども 忘れた ものが 多く、 荒 筋の ノ ー トを 取り直したり、 作物 を 請み 

^^1したり、 二 m 手間 をして ゐ るう も 時 ii ばかり 經 つてし まった ので、 上、 中 兩卷の 愛讀者 諸氏に は大 

變失禮 したと 思って ゐる。 然し さう 云 ふ 次第で、 もう 樱痴を 終った から、 峠が 見えた、 あと 幾 干 もな 

く. 脱稿す る こと は、 受合 ひで ある。 こ、 暫 らく 御 猶豫を 乞 ふ。 そこで その 間の 退屈し のぎに、 この 續 

隨， 明治 文 舉を御 愛 KF されば、 著者の 幸甚、 何もの か 之に 如かん やで ある。 

昭和 十 三 年 -M 七 月 

柳 田  £ 水 fl 
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「百學 連 環」 に 現れた る文學 知識 

一、 西 周と 「百學 連 環」 

西 周が 西洋 哲學 移入の 先驅 者と して 明治 哲舉界 に 多大の 貢献 をした の は、 世間 定評の ある ことで、 

事新しく いふまで もない が、 彼 は實に 多方面な 人物で、 その 專門 とい ふべき 哲舉 法學經 濟學の 外に、 

文學 知識の 移入に ついても 種々 の 功績が あり、 明治 初期 文 學發達 史上、 到底 彼の 名 を 逸する ことが 出 

來 ない。 それ は甞て 拙著 『飜譯 文學の 硏究』 中の 西周關 係の 項で も その 一斑 を說 いて 置いた。 叉 彼の 

「美妙 學說」 の 論 は 最近 全文が 發 見せられて 吾等 を 驚かした ものである。 今 こ、 で 紹介し ようとい ふ 

「百 擧連 環」 中の 文學 知識の 如き も 亦、 西 周の 文學的 貢献の 最大なる もの S 1 つで なければ ならない。 

私の 意で は、 「百 舉連 環」 中の 文舉關 係の 條を その ま、 文献と して 紹介した いので あるが、 その 前 

に、 解題 代りに 此の 「百 舉連 環」 とい ふ 著作に ついて 數 言したい。 

「百學 連 環」 など、 難しく いふと 大變 奇妙な グ II テスタな 題名に うけ 取られる が、 然し これ は 英語の 

ェ ンサ イク II ぺ ヂァ の譯名 だとい つたら * 諸君 は 吃驚す るで あらう。 然し ェ ンサ イク n ぺヂァ といつ 

「百 學連 環」 に 現れた る文學 知識  一二 


矾究篛  四 

て も、 普通 見られる 大 百科 辭典 式の ェン サイ クロべ ヂァと は少々 趣き を 異にして るる。 これ は」 周 か 

獨自の 立場から 自分の 頭で 「百 學」 を 系統 づけて 「連 環」 式に 纏め 上げて、 ォ I ギュ スト. コム トの 

向 ふ を 張る 程の 意氣を 示した ものである。 

「； 白舉連 環」 を說 明す るに は、 何う しても 西 周の 私塾 育英 舍 のこと を說 かなければ ならない。 

西 周 は 幕府 瓦解 後、 德川 氏と 共に 靜！； に 移. 9、 沼 津兵學 校 を 主宰して ゐ たが、 明治 n パ牛新 政府に 召 

されて 東京に 移. 0  (兵 部 省 出仕)、 十 ni: 居 を 淺草鳥 越に 卜した。 然るに 沼 律 時代の 門 生 その他の 彼 を 慕 

つて 來り學 ぶ 者が 漸く 多くな つたので、 遂に 公務の 傍 私塾 を 開いて、 集って 來る靑 年子、 逸を團 |g 的に 

敎育 しなくて はなら なくなった。 そこで 此の 年 十一月に 入って 私塾 開^の 運び もつ き、 こ、 に 育英 <fii 

なる ものが 出來 上った ので ある。 西 周 はこ、 で靑 年に 理想的 敎育を 施さう と考 へ、 漢學、 英； お、 

等の 諸 科 を 整然と 備へ、 敎 育と いふ もの、 主旨 を 明示して、 嚴 重な 訓練 を 施した ものである。 彼 は 

所定の 學 科の 外に、 別に 毎月 六 回 特別 講義 を 開き、 西洋文明の 粹 たる 諸舉に ついて 鳥瞰 11 的な 概念， ど 

與 へようと か 、つた。 この 講義が 卽ち 「百 舉連 環」 なる ものであった。 勿論、 刊行され たもので はな 

く、 講義の 筆記で あるから 寫 本で 傳 はって ゐる。 聞いた 人が 多勢 だけに、 その 寫本も 種々 な 人の 手に 

なった ものが 幾通り か あると いふが、 先づ 最も 完備して ゐる ものが、 西の 高弟 格た る 福 井 藩士 永 裕 

の 筆記で あると いはれ てるる" 育英 八め は 明治 三年から 六年顷 まで 緩いた とい ふから、 「百^ if  ^ 一  も 比 


間に 成った もので あらう ことが 推察され る。 

此の 「百 學連 環」 は、 部分的に 離して いへば、 西洋 諸學 科の 不完全な 紹介と いふ だけで あるが、 そ 

の 一個の 體系 的な 知識 を 示した ものと して は、 西 周の 知識の 總目錄 であり 總 索引で あり、 從 つて 西 周 

の 業績と 發 展を迪 るた めに は、 實に 貴重な 資料で あるば かりで なく、 當 時の 啓蒙 時代に 西洋文明の 新 

知識 を 系統的 集積 的に 紹介した 點で、 小規模ながら、 「第 十八 世紀 フランスの アン シ クロ ぺヂ ストの 事 

業と、 本質に 於て 同様の 意義 を 有する。 先づ 第一 に 兩者は 共に 啓蒙 的で ある。 知識の 範圍 も愕く ほど 

廣 沉に亘 つて ゐる。 さまで 深く はなくても 一切 を 網羅しょう として ゐる。 最後に 方法 的に も 兩者は 共 

に 粗笨ながら 唯 物的 傾向 をと つて ゐる； これ 等の 諸 點は兩 者の 根本的 類似 性を顯 はす ものと 見る こと 

が 出来る。 (中略) 斯る 應大な 企圖が 一 個人の 仕事と して 鬼され てゐ たこと は 一 つの 驚きに 値する で 

あらう」 (『西 周哲學 著作 集』 解說、 麻 生義輝 氏)。 

「百 舉連 環」 はヱン サイ クロ ぺヂァ (mncyclopaedia) の譯 である こと は、 前記の 通りで あるが、 西 

周 はこの 講義 を 準備す るに 當 つて、 英國 出版の Encyclopaedia  of  Political  Science に據 ると ころが 

あったら しく 暗示して ゐる。 然し 「百舉 連 環」 はこの 英書の 譯述 とい ふので はない。 東洋の 事例が 揮 

山 入って、 西 周 獨自の 立場から 系統 立てられた ことが 明瞭に 分って ゐる。 然し 本文に 引用して ゐる諸 

學の 定義の 英文な ど は、 或は 右の wncyclopaedia の を そのまま 引用して ゐる かも 知れない。 勿論 西 

「百 舉連 環」 に 現れた る文學 知識  五 


硏究篇  六 

周が この Encyclopaedia を 使った にしても、 それ ば^りに よった もので はなく、 他に 幾多の 參考書 

を 利用した こと は、 いふまで もなから う。 左に 「百 舉連 環」 の 全 系統の 組織 を 示して 置く。 

百 舉連環 ^:wr-cyclopaedia) 

總 論 antroduction) 

第 一 編 普通 學 (common  science) 

第 一 章 歴 史 (History) 

正 史 (History)  . 

編年史 (chronicle) 

年歷箋 (Annals) 

(附 載) 第一、 傳 (Biography) 

第二、 年表 (chronology) 

第コ 一、 年 契 (synchronology) 

第 四、 稗史 (i^omance) 

第五、 小說 (Fable) 


蒭 辭 (parable) 

第 六、 古傳 (Mythology) 

史 料 (記 錄、 傳) 

記 錄 (oocument) 

傳  (Anecdote) 

萬 阔史、 各！： 史 

十：：. 中世史、 輓近史 

通古學 (考 古學) Archaeolos- 

第二 章 地理 學 (Geography)  • 

數擧上 地理 學 (Mathematical  Geo ぬ rap-lly  or  Astronomical  Geography; 

物理 上 地理 學 (physical  Geography) 

政事 上 地理 舉 (political  Geography) 

第三 章 文章 學 (uterature  or  Welle -Lettres) 

「百學 連 環」 に 現れた る文學 知識  七 


研究 篇 

0  0  (Grammar) 

1 、音 法 (orthography) 

】 一、 語 法 stymology) 

三、 句 法 (syntax) 

四、 韵法 (prosody) 

形象 舉 (Hieroglyphy) 

1 、 會 意 

二、 諧 聲 

三、 轉注、 處事 

文辭舉 (Rhetoric) 

1 、 指斥體 (Demonstrative) 

1 1、 深慮 體 (Deliberative) 

三、 辨斥體 Gudicial) 

鑾裁術 8riticism) 


八 


語原 學 (phiblogy) 

詩 學 (poetry) 

1 、詩篇 (verse) 

1 r 雅， 頌、 風、 賦、 比、 與 

三、 賦詠 體 (Epic) 

風騷體 pyric) 

^  IS  (rvyricolEpic) 

循環 IS  (Dramatic) 

gr 頌 (psalm) 

偈 (Hymn) 

詩 餘 (ode) 

狂 詩 (satire) 

五、 擬 似 (Imitation) 

第 四？： f 數 學 

「丙學 連 環」 に 現れた る文學 知識 


單 純數學 (pure  Mathematics) 

適用 數學 (Applied  ) 

箅 術 (Arithmetics) 

幾何 舉 (Geometry) 

三角法 (Trigonometry ン 

分解 學 (Analysis) 

第一、 點 m  (Algebra) 

第一 一、 分解 法 上 幾何 學 (Analytical  Geometry) 

第三、 微分 算法 (Differential  Cj;f CUIUS) 

第二 編 殊別學 (particular  science) 

第 一 章 心理 上學 (Intellectual  science) 

神现學 (Theology) 


四、 百兒西 isj 

五 バ ^ 亞 

六、 耶蘇 敎 

七、 回々 敎 

哲 ^  (philosophy) 

1 、 致知學 (Logic) 

1 一 性理學 (psycllology.> 

三、 ^.1 (ontology) 

四、 名敎擧 (Ethics)  - 

五、 政理家 祈：： 學 (political  philosophy) 

六、 佳趣 論 (Aesthetics) 

七、 §1： 舉歷史 (ffiistory  of  philosophy) 

八、 實理 上哲學 (positive  philosophy) 

政事 學 (politics) 

「百 學 連瓚」 に 現れた る文學 知識 


1 、 萬國 公法 

二、 萬國 私法 通權 

三、 確定 國法 

w、 國 法私權 

a、 人身 上權 

五、 政 法公權 

a 立法 之權 

b 行法權 

六、 制亲 #  (political  Economy.; 

a 制產學 大略の 箇條 

第 一 社 (society) 

第二 產 業 (production) 

第一 二  0  (products) 


第 四 直 (value) 

第五 價 (price) 

第 六 交 易 (Exchange) 

第 七 泉貨 通用 (Money  circulation) 

第 八 元 (capital) 

第 九楮鈔 (paper  Money) 

第 十 租稅 .(Taxations 

第 十一 消 費 (consumption) 

b 道理 上に 適せざる 數條 

第一 專賫- Monopoly) 

第二 行 家 (Guild)  . 

第コー 保護 稅 (protectionism) 

第 四 制限 拉 禁制 之 法 (t^estrictive  and  Prohibiting  System> 

第五 金銀 爲利之 法 (Mercantile  system) 

第 六 制 利息 之 法 (usury に aw) 

「百 學連 環」 に 現れた る文學 知識  1 三 


第 七 裁 抑 奢侈 之 法 (Redression  of  Luxury) 

第 八 政府 居間 之 法 (Interference  of  Government) 

第 九 會 社之說 (socialism—owero 

第 十 通有 之說 (communism—saint  Simon) 

第 十一 フ ー リ H リズム 

制 產學の 大本 

計誌學 (statistics) 

b 計誌學 の箇條 

第一 州 縣郡鄕 の 類 

第二 人口 

第三 居 業の M 


第 七 氣學上 之 計 誌 (Meteorological  statistics) 

第 八 御圖帳 (cadastels) 

C 和 蘭國擧 生の 舉科 

第 一 1 章 物理 上學 (phys ぎ 1 science) 

格物舉 (physics) 

1 器械 學 

1 一 靜學、 動擧 

四 氣體學 

五 音 論 (音樂 のこと も あ ho  . 

六 熱 論 

七視術 

八 光 論 

C 以下 永 昆 氏 筆記に なしと い ふ) 

「百 學連 環」 に 現れた る文學 知識 


究 篇 

一 電 論 

ニ磁論 

三 氣界學 

四 天文 學 

a 環 年 

b 行 星 

C 太陽 圆 2il 

e い：： 象學 

^ 化 學 

a 機 性 體化學 

b 無機 性 體化學 

C 元 質之考 

d 親和力 

六 造化 史 (Natural  History > 


r 百學速 環」 の 構成の 大體は 以上の 如き ものである。 明治の 極々 の 初期に 鬼 も かく もこれ だけ 西洋の 

寧 術 を 咀嚼して これ を 一 の 體系的 知識と して 傳 へようと 試みた 西 周 は、 たと ひ コム トの 方法 を模 した 

痕が 見える にしても、 治 新擧の 祖師の 最大な 一人と して、 今日 歷 史的に 十分 その 功績 を 記憶され て 

、ヽ 0 

先に 『西 周哲擧 著作 集』 を 公に して 吾等に 嘉 惠を與 へた 麻 生 義輝氏 は、 今や 更に 大規模な 『西 周 全 

集』 を 編纂しつつ ある T 百學. 連 環」 の 全文 は 勿論 この 全集 中の 一 部と して 重き をな すで あらう が、 然 

し 計畫が 大きいだ けに 早急の 實現 も豫定 されて ゐな いらし い。 それで 暫 らく 同氏に 請 ふて、 私の 手で 

「百學 連 環」 の 本文 中から 文擧關 係の 條 だけ 抄出して、 發 表する こと を 許して 戴いた。 それ は、 全文 

の 入手 は 他日に 期 するとしても、 明治 初期の 文舉界 にこれ 程の 收獲 があった とい ふこと を 一 日 も 早く 

報告して、 その 一斑 を a ^驚たら しめる こと は、 吾等 明治 文學 研究家の 冥加で あらう と 信じ 仁から だ。 

紹介され る 「百 學連 環」 の 本文 は、 總論 全部、 第一 編 第 一 窜歷 3^ の條 * 稗史小 說に關 すると ころ、 

第三 章 文章 學 全部、 第二 編 第 一 章の 中、 哲 學の條 から 佳趣 論 だけ、 以上 四 種で ある。 次の (二) は卽ち 

, 直ちに その 本文から 始める。 
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一一、 「百學 連 環」 中に 現れた る文學 知識 

〔第 一〕 

百 舉連環 (Encyclopaedia) 總論 (Introduction) 

文と 道と は 元と 同一なる ものにして、 文舉 開く とき は 道 亦 明かなる なり。 故に 文^の 舉 術に 係 はる 

大 なりと は、 凡て 世に 文章 家た る もの は 殆んど 其 道に 近き に 似たり。 韓退 之-. 4 へり 「文 は 貰 道の 器な 

り」 と、 文 盛むなら すん ば 道 開く るの 理 なし。 1 註、 貫 道の 器と は 凡て 文 車た る もの、 道ケ- 逮贳 して 

後世まで も傳 へ る を 云 ふなり。) 

uteratllre 卽ち 文章なる もの は舉 術に 大に闢 係す る ものなる が 故に 個條に 依って 人 を 裸ばざる ベ か 

ら t 古 來漢に 於いて は 詩文 章に 就て 人 を撰擧 せり。 後宋の 時代に 至り 其 議論 も 種々 起れ りと i;. もパ ：！： 

ほ 文事に 依て 人 を 撰ぶ に 至れり。 本朝 にても 古昔の 役 入た る もの は、 多く 营 江の兩 家に 取れ h。 ：：.儿卽 

-ち 文章 あるに 依る 所な り。 後 王 へ 文章 地に 隨 ち傳ら やと 雖も、 楠 公の 如き は 聊かの 文章 あ.？ 人な 

るべ し。 故に 名 將の名 を 得る に 至れり。 卽ち楠 公の 語に 非理 法權： 大と 云へ り。 此五 字に "至 りても 公 

- 素より 纖の 文章 あるの みなる が 故に、 更に 語 をな さやと 雖も、 其 意に 至りて は實に 千 さの 余 胃と：. ムふ 


べし。 凡て 天下の 事 皆 文章に 係らざる はなし。 文章に 係 はる 是卽 ち學 術に 係 はるな り。 西洋 古 は舉術 

を 七舉と 定めたり。 Seven  Sciences  (Grammar,  Lo^c,  SM^^OM^O.  Arithmetic,  c^eometry.  Astron- 

omy, Music)  右 七學は 上古 希躐 より 定め 傳 はる なれば、 舉術も 古く 此 時に 創る を 知るべし。 共 中 2 取 

も 文章に 係 はる は、 語擧、 音 樂舉等 を、 王と し、 其 他を餘 派と す。 當 今に 至りて は 其 舉 科 悉く 彌々 盛な 

ら と 云へ ども、 古への 如く 七舉と 定め ある ことなし。 

西洋に 13elle-Lettres と 云 ふ あり。 卽ち 英語に 之 を Humanities 或は Elegant  Literature と 一お • せ 

り。 此の 如く 英國 にて 文學を 人道と 云 ふ 意 は卽ち mental  civilization なる 意に して 凡そ 文舉 なる も 

の は 心 を 開く ものなる が 故に、 文學を 人道と も 云 ふに 至れり。 心の 開く は是れ 道の 明かなる なり。 そ 

の 心の 開く 所 は 文 學に關 係す る 最も 大な りと す。 

文 JiiH "五つの 學 あり。 rhetoric,  IPoetry,  History,  Philology,  Criticism. 凡そ welb- Lettres を學 

ぶ もの は此五 5^ をな さヾ るべ からす。 又 語原 學は Classic  lanwuawe,  creek  and  Latm  の i ; 語の 

-中 何れ にても 舉 ぶこと を 可とす。 其 他 Sanscrit,  Hebrew,  Arabic 力 ラシ ック なる 希臘、 羅 句の 二 語 

を舉 ぶの 上に、 當今尙 ほ 此の 四 舉を爲 さ V- るべ から や。 

凡そ 西洋の 源 は 天竺に あるの 故に、 當 時の 言語 は皆サ ンスキ リットより 出で たり。 併し 當呤 各國 1  一一 口 

.jsi の變化 ありと 雖 ども、 其 源 は 皆 一 なり。 故に サン スキ リット は 其 語源 を 正す の舉 なり。 各闽 之と 言 
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l^i の 一 つなる 證しは 英語 father 蘭 語 vader 佛語 p6re 希， S  peter  IK 竺語 Patri の 如く 古昔より 言 

l^i の 源 一 つなる の 故に、 今 尙ほ其 語 を 略 同 ふせり。 是を F: さんが 爲 めに 當今は サン スキ リットまで も 

舉を 極む る を、 王と す。 

右 說く所 は 文章の 學 術と 關係 する 最も 大 なる ものなる の 故に、 文章 あるに あら * されば 學術 II くの 道 

なしと い へど も 併し 文章 は舉 術なる ものに あらす。 卽ち 文事の 用 をな すな.^。  End  means  measure 

medium にて 凡， v 何事 をな すに も必ゃ 目的な かるべ からす。 其 目的 立て、 之 を 行 ふ^ち 方略な り、 策 

なり、 媒 なり、 故に 學術 は元來 別なる ものにして 文事 を 以て 舉 術と 云 ふに は あらざる なり。 其 ほ 的 を 

行 ふ卽ち 舉術 にして、 方略 及び 策、 媒、 となるべき は 文事な り。 故に 文事な きとき は舉 術の 资け ある 

ことなし。 (中略) 

卽ち 定義に 「！. iterature,  instruments,  institution:  these  ail  are  the  means  of  investigating  one 

§d  and  the  one  end  is  called  TrutliJ 前に も 云 へ る 如く 眞理の 目的 を 達する は 文章 及び 器械、^ 等 

にして 大に舉 術 を 助けて 眞 理を昆 出す の 方略と なり、 媒 となり、 終に 露理の 目的に 達すろ を 得る と雖 

ども、 义 徒らに 文事に 沈溺 するとき は 却て 眞理を 見出す の 害と なること あり" それ故に 逢 1； 梁 武帝時 

代 天竺より 入來 るの 說に不 立 文字と いふ 語 あ. -。 此の 語の 依て 來る所 恐らく は 右の 釋迴の 前に 婆 羅門 

(釋 翻に 至 b て 此說を 破れり) なる.： 示き ありて 其學に 八千頌 とい ふ粮々 の 詩文の 如き もの 許 多 ありし 


が 是等は 却て 煩 雜眞理 を 見出す の 害と なる を 知る に 依る 所なる ベ し。 然れ ども 全く 不立 文字と 達磨の 

說 あかし も 旣往將 来の 工夫 もな く餘 りに 過ぎた る 語に して 適宜 ともなし がた かるべし" 然れ ども 達磨 

以來往 々眞理 を 講究す るの 人出で 来り、 其の後ち 隋の王 通 (文中 子) の 如き は、 聊か^ 理を 知る ものと 

、 ふべ し。 其 他 以前の 儒者た る もの 唯 徒らに 寄籍 上の 論の みに して 更に 眞理に 就く もの 鮮 しと は、 蘇 

長 公 及び 周 茂叔の 如き は 全く 佛 にして 卽ち 錄の學 派な り。 (語錄 なる もの は不立 文字の 意より 起り 

て 文事に 就て 論 やる ことなく 眞理を 講究せ し 語を錄 せし ものな り、 程 子の 如きに 至りて は語錄 なる も 

の を大に 制せり。. 後ち 明の 薜瑄 及び 陽 明の 如き も 亦其餘 派と す。 我が 圃 にて は 巾 江 藤樹、 熊澤蕃 山、 其 

他 新 井 白 石、 貝 原 篤信の 如き は 又其餘 派と す。 又 物 徂徕、 藤 長 胤、 {If. 一 鳩巢の 如き は 學派を 異にし 文章 

を 以て 重ん する に 至れり。 其 後ち 三助 先生 (^賀 彌助、 尾 藤 良 助、 柴野彥 助の 三人) 且つ 山陽 先生の 

如きに 至りて は、 萬理 文章 相 合する の擧 とい ふべ し。 然れ ども 尙ほ 腐儒の 境界 を脫 する こと 能 はや 

若し 山場 先生 實に 眞理を 知る の 人なる とき は、 其 著 はす 所の 書籍な ど は 和文 もて 記す ベ きに 例 故に 力 

徒らに 苦しみて 漢文 を 以て 記せし や。 其 漢文 を 記せる の 故に、 自 から も大 なる 辛苦 を 得、 之 を 讀者も 

亦 多くの 勞を 費し、 且つ 漢文に 暗き もの は 更に 何等の もの 仁る を 知る こと 能 はす t 右し 和文 を 以てな 

すと き は 魔く 萬 民に 通じて 其益大 なるべし。 故に 成 國以來 文章 を 書く 者 は、 苟も 和文 を 以てせ ざるべ 

からす。 併しながら 學者 漢文 を 知らす して 可な. 9 とい ふに あらす。 必 すし も擧び 得て 漢文 も 亦 記し^ 
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-る こと を 要せざる ベ からす。 唯 だ 著 はす 所の 文章な ど は 諸 民の 解し！^ きを 以て 主と する の 故に 漢は， g 

i リ漢の 文字 を 以てし、 英吉利の 文字 を 以てし、 法朗西 は法朗 西、 我が 圃は 我が 國の 文字と 唯 だ 其！：：：.. f 

の 仰し：： 勿き を 以て 肝要と せざる ベ からす。 西洋 にても 古昔の J^acon  (英の大6^|<;)1111ぬ〕 de  Groot 

(s^ の 大儒 者) Montesquieu  Groceus 一， 佛の 大儒 者) の 如き も 羅甸の 文字 を 以て 文章 を 書せ り。 猶 

. ^か 國 の 山陽 先生に 至る まで 儒者た る もの は 漢文 を 重む じ 用 ゆるが 如し。 さて 露 理を兑 出す の 方略に 

なるべき は、 文章、 器械、 設け 等 種々 ありと 雖も是 を 如何して 講究し 見出すべき や を 知らざる ベから 

t 其は兹 に 新 致 知學の 一法と いふ あり。 (以下 論理 舉に 入る 也 略 之) 

〔第 二〕 

亩舉連 環 第 一 編 普通 學 (common  Science ソ 

等 一 章 歷 史 (History) 

Common  Science 卽も 普通の 學の 性質なる もの 四つ あり。 第一 history 第二  Geography 第三 

Literature 第 四 Mathematics 是な り。 此の 四學は 普通の 性質た る 如何と なれば、 第一 Historv なる 

もの は古來 ありし 所の 事跡 を擧て 書き記し、 所謂 溫 故知 新の 道理に 適 ふ を 以て 普通と す。 學 者た？ も 今 

を 知る を 要せん に は、 必ゃ先 づ之を 古に 考へ 知らざる ベから す。 (以下 略 之) 

正 史 (本文 略 之) 


. 編 年 (本文 略 之) 

年 1箋 (同) 

右擧る 所の 三種の 歷史の 外な ほ 之に 類似す る もの 種々 あ. y。 

第一 傅 I： 本文 略 之) 

第一 ； 年表 (同)  • 

第三 年 契 (同 )  / 

第 四稗史 

第 四、 稗史 (I^omance) 此史は 古昔 羅 馬の 時代に 記 出せし ものなる が 故に かく  y 1 マンスと 稱 し、， 

能く 歷史に 類似せ る ものに て 一 種 異なる ものな り。 譬 へば 通俗 三國志 或は 水 滸傳の 如き 一 種の 小說物 

にして、 其實 事よりも 其 形容 を大に 飾りて 記載せ る ものな り。 前 漢の藝 文 志に 小 說謂之 稗 說と) K へり。 

第五 小 說 (諧 語、 3^ 辭) 

第五、 小說 (Fable) 卽ち羅 旬の 話 (fari) なる 字な り。 凡そ 歷史に 似た る もの を. 以て 稗史 として 

になした t の を 以て 小說 とす。 §S^B^^^ 唯 此小說 に 二つの it。 諧語 

(Apologue) 及び 3? 辭 (parable:- 是な り。 

諧 語と は 總て實 跡な きこと にて 唯 だ 其 情 態と 道理と を 生活な き 木お の 類に 比喩して 話せる もの を 一 育 
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ふなり。 響へば 我が 國 俗の 小兒の 話に 桃太郞 或は 蟹の 仇 討の 說 あるが 如き 是 なり。 

と は 唯 だ 僅か の據り どころ よ. e 其 他 種 々 の 實 跡な きこと を 以て 書き記 せし ものに て、 へ ば. 我 

が 草双紙 或は 源氏物語の 如き 是 なり。 

此の 如く 皆實 跡な きこと を 以て 記せる が 故に、 更に 不用に 屬す るに 似たり と 雖も亦 知る にし かやと 

す。 假 令ば 我が 國文 を學ぶ もの は必ゃ 源氏物語に 據ら ざるべ からざる が 如し。 

第 六 古傳 (本文 略 之) 

史料 (記 錄， 傳) (同) 

萬！； 史、 各圃史 (同 ) 

古史、 中世史、 輓近 5^  (同 ) 

通古學 广同 ) 

第 1 一章 地理 擧 (本文 全 章 略 之) . 

〔第 三〕 

第三 章 文章 學 p^^^0s^^ 

Literature なる 語 は羅甸 語の Letera にして、 後世 英の Letter なる 字な り。 旣に總 論に： へ „i ^しが 

如く、 一 つに 之 を Belle-I.ettres と赏 へり。 此の 如く 呼びな すと さは 甚だ 狹 くして Literatare と稱 


、  .3*5 1 冊 こ 

するとき は 最も 廣 く關涉 するな り。 又 一 つに 之 を Humanity と稱す 慰な^。 


吾 &、 

一- 711=  Any 


ヒ文學 なる もの は 如何なる ことより 始， 9、 如何なる ことに 止る、 とい ふ を 論ぜん に は 卽ち語 典 (0- 

吾 &、 よる T 。リ. H も.^^ シ. N るが 故に、 ^^！に文典と譯する は切ならずとす。 凡て 文の 原 

ammar) なる もの あり。 ！：： 1^ しな""， か 鎖 はに 就て 書く もの は 文な り。 故に^の 英 S,i を f 一 を 以て 英學 み- 稱 

し、 佛語 を學ぶ を佛學 な. 

どと 稱 する は 誤りな り。 

Grammar なる 語 は 希臘の "poclMm にして、 英の Letter  t 此語 典なる もの、 定義に ？ ram 

mar  is  the  art  of  speaking  and  writing  with  propriety  according  to  a  established  usage  of  any 

language. (語 典 ハ或ル 國語ノ 一定 シ タル 用法 一一 從テ 正當 ニ話ス コト 書クコ トノ術 也) と 言へ り。 此の 

^く 語 典なる もの は 古 來定. 9 たる 用 ひに^ ふて、 常に、 當り 前に 話す こと、 及び 書く ことの 術なる も 

のとす。 此語典 を IHil^ して 四つと なせり。 

1 、 音 法 

第一 、 音 法 ^orthography) 卽ち發 昔の 法な り。 文 宇に 子音 (consonants) 及び 母音 (vowelles) 

のニ稷 あり。 母音なる もの は 唯 だ 五 文字 (ィ、 ヱ、 ァ、 ォ、 ゥ) の 如く 喉よ h 早：： を 通りて 出る ものな 

り 。西洋 は 一 H 上ハ 文字 を 用 ひ、 五 文字の 外に 一 一十 一 文字 を 以て 子音と せり。 韵觸 とて 子 昔なる もの は 皆 

五つの 母音に 觸れて 始めて 音 をな す ものにして、 假令 ばれ 5;^.^.^ 卽ち カァ、 キイ、 クウ、 ケ.， -、 コー 
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熟 字 (syllable) なる あり。 卽ち 文字の 組立 法な り。 假 令ば 我が 國 にて 歌、 此ゥク の： 卜に フを 加へ 

るき と は、 働く 文字の 歌と なり、 或は 流 ルのル を 除きて スを 加へ ると き は 働く 文字になる が 如し。 

又 Spelling 卽ち命 字なる あり。 所謂 適當の 文字 を 命 やる ものにして、 最も 肝要の ものな りと す" 

我が 國之を ッ、、 、リと 首 ふ。 譬 へば 歌に して 歌に あらざる が 如く， 卽ち 我が 國 のかな 綴の 如し。 

又 Pronunciation 卽ち呼 法なる あり。 所謂 なる ものに て、 f llsi^si ば 1^%^;^^ お 

，つ M に 1 ffi:  4-T  ユキ テキ タ  力 ヮホリ  モチフ  ゥフ 

l^^w バ^ 1 假 令ば 行 而來を イツ テキ タと言 ひ 或は 蝙幅を カウ モリと 首 ひ、 用をモ チュ、 植を ゥュと 

Irr.  i;l!u"  ブ，  * 

霄 ふが 如き 皆 呼 法の 相違した る ものな り。 なほ 漢音の 柬同を 我が 國 にて ト ヲトヲ となせ しが 如し。 

一 一、 語 法 

第二、 語法 (Etymology) 此 語法なる もの は、 根元の 語 及び 其變 化に 關 はる ものに て、 之に^^す.る 

に Sort 及び Derivation 且つ Modification の 三つ あり。 

Sort なる もの は實 名詞、 形容詞、 副詞 等の 文字の 稀 類に して、 譬 へば 黑シ、 赤シ、 .a シ、 或は §.1 

キ、 赤キ、 白キ、 或は 黑ク、 赤ク、 白ク等 大略 此の 如き ものに てな ほ 烏 黑シ、 黑キ烏 、 ^Lt 有. IT と； IH 

ふが 如し。 Derivation なる もの は 語の 變化 にして、 名， 1 より 變 じて 形容詞と なり、 形容， 1 より 變じ 

て 副詞と なる 等の ものな り。 譬 へば 我が 國の 行ク、 In ケ、 行コ、 行キ 等の 如く  五 音の 相 通して 變化 


する ものな り。 叉 我 國の行 は 行に あらす。 マミ ムメ なる メの 働きなる 通韵 にして 行と 言 ふに 同じ 義な 

i 又 手より 働きに 變 じて 取る となり、 或は 日より 干と なり、 £$5 或は 日の 働きなる 通韵 にして 干と 

變す るが 如き、 皆 我が 國 語の Derivation なる ものな り。 

Modification なる もの は變化 せる 語の 成り 終りた る もの を 言 ふな. 9。 

三、 句 法 

第： 二、  Syntax 卽ち 句法なる もの は、 文字 を 重ねて 語と なし、 語 を 重ねて 句と なす、 其 語 を 積む で 

一 つの 意味 をな す、 之 を 句 (sentence) と 言 ふ。 其の 句に 屬 する は 位置 Arrangements 及び 一致 

Agreement の 一 一つな り。 

位置と は 文字の 極り たる 位置に して、 養へば I  am  loving は 其 位置 をな す ものにして、 am  lovi- 

ng は 位置 をな さざる が 如し。 或は 天 命 之 謂 性に して 天性 之 性に あらざる が 如し。 其 位置の 定り あり 

て 動かす ベ からざる ものな り。 

1 致と は譬 へば I  gp  he  goes の 如く 西洋に て は 文字の 單複 あるが 故に その 單複に 依て 一 致せぎ 

るべ からさるな り。 

我が國の如きは其5珥複なるものなしとぃ へども、 句の中|^|?の 一 致に於てはコ ゾ、 ケレ、 ゾ、 キの如 

く 「H!^ コゾ」 とい ふとき は 之 を 受けて 「善 ケレ」 と 言 ひ 或は 【是 ゾ」 とい ふとき は 「善 キ」 と受 るが 
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如 文字の 一 致なる ものな り。 

凡そ 言語なる もの は 各 國唯だ 用 ひの 違 ひ あるの みに して 道理に 至りて は 更に 異なる ことなし。 假令 

ば 和歌に、 

海の 原 八十 島 かけて こ >A 出ぬ と は 人に は 告げよ あまの 釣船 

此 釣船 は 第二 人稱 にして、 人 は 第三 稱 なり。 其辭義 は、 かく 我 は 八十 島 かけて 海原に こぎ 出で しこと 

を 人に 告げて くれ 釣船よ、 とい ふ 意に して、 よの 字 を吿げ よと 用 ひし ものな り。 

御 垣 守 衞士の 焚く 火の 夜 は 燃えて & 一は 消えつ 、もの を こそ 思 へ 

此歌を 世に 御 垣 守りと 一一 一一 I： ひなす は 非な り。 我が 國に 於て 同格なる 語の 用 ひ は あらざる 所なる が 故に、 

御： S 一守る と 動詞に なして  一一 一一 I： ひなす を 可とする。 

s: 、韵 法 

1? 叫 Prosody 韵法 は讀法 及び 詩 術に 係 はる ものに て、 讀 法に 依る もの を 口調 广 Accent) とす。 螯 

へば Accor,l 或は Acknowledgement の 如く 所謂 讀 法の 口調な り。 

通常の 文 を 散文 Prose と稱 し、 詩 を Verse と稱 す。 詩に 係 はる もの は 句 調 (vcrsificatioro なり。 

此句 調なる もの は 句の 中に 於て 語の 極り 及び 韵 ありて ふ 所の 調子に 適 ふ ものな り。 譬 へば 詩の 平 

及び 韵ぁ るが 如し。 


唐詩の 中に 於ても 詩餘 なる 體は謠 ふ 所の 調子に 最も 適 ふとす。 なほ 我が 國の 歌に 五 七 五 七 七 及びお 

五 七 五の 句 調 あるが 如し。 

右 Grammar の 一 條 は^なる ものに あらやして、 皆 術に 屬 する ものな り。 西洋の 書 を 讀む者 は 都 

て 知り 得る 所なる が 故に 唯 だ 大體を 擧て說 き 示す のみ。 

形 象 字 

古昔 は 文字に 二つの 區別 あり。 形象 字 (Hieroglyphy) 及び 書 字 (Letter) 是 にて、 卽ち 此の 形象 

字 を W ゐし國 は 古 埃 及、 支那、 墨 西哥 等な り。 

又此 形象 字 を 分って 二つと せり。 Ideography 及び ffiieroglyphy なり。 Ideography なる もの は 全 

くの 形象 字に して、 物に 文と り 想像して 作りし ものな り。 假 令ば 支那の © ま の 如く、 或は 埃， 

I り 、ソンり <i,- ス匸、 ゥ. とぶ 主し； P  ノ。 太古 は 此の 如き 圖を用 ひしが 

及の $J}€- を.：^ て A の 字と なせし 力. 5 し 漸くに 變 じて 今の 字に 至 る。 

形象 字 (Hieroglyphy) なる もの は 埃 及の 鷹の 圖を 以て 誠と いふ 字に 用 ひ、 なほ 漢の 鬼の 圖を 以て 

卯の 字に 代へ、 鼠^ 圖を 以て 子の 字に 代へ るが 如し。 

漢字 は 大概 此 形象 字より 成立ちし ものに て、 其 他 都て 六義 あり、 六義と は、 形象、 會得、 諧聲 * 轉 

主、 |>  c ズ昔夸 ぶり。 漢文 義と い へ ども 大概 形象、 會意、 諧聲の 

. さ ^^^^b. 三ッ にして 其 他 は 此屮に 鶴す る ものな り。 

一 、 會 意 
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會 意と は武は 干戈 を 止む る ものな. e と 意を會 せし より、 戈の 下に 止の 字 を 加へ しが 如き もの を霄 ふ。 

二、 諧 聲 

諧， 聲 とはェ と， 江 或は 可と 河と 同音なる が 故に、 水 を 加へ る もの は卽ち 水の 江、 或は 河な りと いふ M 

別して 知らし め、 或は 英の. 字に 口 を 加へ て暎吉 利の 暎 となす が 如く、 唯 だ 同音に 諧ふを 以て 文字の 形 

もを變 じて 區別 せし ものな. 00 

三、 轉注， 處事 

轉： K と は 老考の 字の 如く、 處 事と は 上下の 如く 經界 して、 其より 上の 人 を 上の 宇と し、 北ハ より 下の 

人 を 下の 字と する が 如き もの、 假 借と は 假り用 ひる ものに て、 縱の 字の 如く、 糸に 從の宇 を 合した る 

ものなる が 故に 糸 を 付て 試みに 放ち 行 ふの 義 なり。 或は 焉の 字の 如く、 此焉の は ー兀來 せ？ の 宇より 來 

る ものに て、 文の 終りに 焉の字 を 置く 時 は 常に 上に 屍り k るの 意味 をな す。 此の如き文.¥は^^:假惜な 

る ものな り。 其 他 古昔より 文字 ある 所の 國々 は 我が 日本 朝鮮，^ ン滿洲 洲 天竺 悉曇、 亞 5i 比- 亞、 

^太、 魯！！ 亜 等に して、 歐羅巴 は總て letter なる ものな り。 

Grammar  , 即ち 語 典なる もの は古來 漢土に 於て は あらざる 所たり。 然れ ども 最も 早き 時代より 文化 

大 に？！ け爾雅 なる もの あり。 夫れ よ. りして 辭 書なる もの を 作り出せり。 併し 此辭書 あるの みに て 別に 

^ 洋 の 如 き 文法 は あらざる 听な り。 


我が 國の 文字 は總て 漢土より 來 るが 故に、 語 典なる もの 古來 あらざる 所な り。 然れ ども 近来 本 居、 

平 田の 二 氏よ， り國舉 なる もの 大に 開けて、 漸々 に 我が 文字 を 以て 文書く ことに 至れり。 しかしながら 

近来の 國學 者と 稱 する もの S- 弊た る 二つ あり。 一 つ は 徒らに 古昔の 言語 及び 其 他の 事 を 穿 ii して、 今 

を 知る こと 薄く、 一  つ は 徒らに 和歌に 流れて 文章 を 知らざる 是な り。 

我が 國の 一一 H 語 及び 文章に 聊か 便. りする もの は 和字 1^ 濫抄 及び 古言 梯なる 書 あ， C て、 彼の orthogr- 

aphy に en 田る もの な り 0 

叉 彼の 動詞の 變 化に 當る もの は、 翻の 玉の緒 及び 詞の 八衢 なる あり。 又 和訓 菜 及び 雅言 集覽 なる あ 

りて、 彼の Augment に當る ものな り。 

我が 國の 言語 及び 文章 を學ぶ もの は 右の 書に 就て 正さば 大概 恐らく は 可なる ベ し。 

西洋 文化の 盛むな りし 根源 は 紀元前 二十 九 年 IJ&fiJ  Dilsius  (希 人) なる 人 希 職な り 羅 瑪に入 

り 来りて 盛む に 文法 を 以て 國 民に 敎 へたり。 是 より 以前 ァ リキサ ン ドリアに 於て 學校を 設けて 希臘及 

び I 等の 舊の霧 を 集 めて 犬に 開け-るが Sf お" け ひ 52 お お ！は！！|， 

S ひ ま4" き？" ほ ま、 い fo 及に ぎ 一一 シ r ス なる 人の 入り？ て 文法！ へしより、 

益々 盛むな るに 至り、 其 學谷國 に漫延 せる に 及べり。 故に 方今に 於ても 希臘 及び 拉丁の 二 語 を 知ら ざ 

飞まヒき^^吾こちら.45,と^-り0 拉丁 は羅瑪 中の 一 小國 にして 拉丁語 

r は 士 等の ま"， * さらす とえり と稱 する もの は卽ち 羅瑪語 な り 。 
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古昔 は 西洋 一般に 希 職 及び 拉丁の 字 を 用 ひて 文章 を 書きし が 一 千 七 百年 來、 各自 國の宇 を 用 ふるに 

至れり。 其 國々 は 伊大利 亜、 佛蘭 西、 英吉利、 是波 雨亞、 獨逸 等な. o。 獨逸阈 中高 傲 二つの 151： 別 あり 

故 語 も 亦 二つに 分れり" 低獨 逸の 語 は卽ち 今の 和 蘭 語な り。 

^西なる 固 は 近来まで 總て佛 語 を 用 ひける が、 一 千 八 百 五十 年來 漸く 自國の 文字 を 用 ふるに 至れり。 

故に 我が 本朝の！： 語 を 以て 文章 を 書く こと を 今より 始 むる も亦晚 からむ ベ し。 

死語、 生 語 

11  一一！： 語に 死語 Dead  language 及び 生 語 Living  language の 二つ あり。 死語と は 古昔の 文字 あるの 

みに て 方今 常の 話に 用 ひたが たきもの、 希臘 及び 羅馬 語の 如き是 なり。 此等 はな ほ 我が 阈に 漢文 ある 

も 平常の 談話に 用 ひがたき が 如く、 或は 我が 神代の 文語の 如き、 今 談に用 ひざる が 如き もの は 死； 箝 

なり。 

生 語と は 常に 談話に 用 ふる 所の 一一 一一 〔語 を 云 ふ。 凡そ 西洋 中 常に 話す 所 を 以て 書く とき は、 1^ に 文 $； 中と 

なり。 文 京 は， S ち 話なる ものな り。 我が 國の 如き、 常の 話と 書き記せる 文と 異なる が 如き は k 叼も あら 

ざ る 所な り。 

文辭學 

石の 語 典 を經て 後ち 文辭學 £hetoric〕 なる ものに 人る を 要す。 は，!；" ジ.^ i-. ひ 術に 此の 


Rhetoric なる もの は 希 職 語の Teo にして 英語の 話シ (to  speak) なり。 或は 之 を說術 (oratory) 

と 言 ひ、 或は 明辭術 (Eloquence) とい ふなり。 Oratory なる もの は 拉丁の orare にして 今の to 

SDeak なり。 Eloquence なる もの は 拉丁の eloqui にして、 今の 「話シ 出ス」 (to  speak  go なり。 

是等 よ 各に よりて 譯の違 ありと 雖ど も - 皆 大概 首 を 同 ふして 別 ある ものに あらざる なり。 Rhetoric の 

中に 口上 (oral) 及び 書 (writing) の 二つ あり。 Oral と は 口上に て 話す 所の もの を 言 ひ、 writing 

と は 書き記す 所の ものな り。 凡そ 西洋に 於て は ロ說と 文章と 一致に して、 常に 話す 所の 言語 皆 文法の 

見 則に 適する が 故に、 辯に 長 やる もの は必す 文に 長 じ、 文に 長 やる もの は必ゃ 辯に 長ぜ しもの なり。 

我が国の 如き は、 更に 常の 言語と 文書と 一致す る ことなし。 其 他 我が 國 にあり て 西洋に なき 事 あり、 

漢の 諷誦と 佛 家の 經誦の 如き 是 なり。 西洋に て は 歌の 外 更に 節 を 付て 讀 誦する ことなく、 唯だ讀 書す 

る も 人と 談話す る も、 同じく して、 諷誦 及び 經誦の 如き 節 を 以て 讀 むこと はなき ことなり。 此の 

Rhetoric を學 むで 談論に 達し、 文章に 達する の 用た る 所 は 二つ あり。 會場 及び 講座 (さ lut) 

是な り。 會 場と は 國 民の 舍議 する 所に して 其 中に Candidate なる 者 あ. 5 て、 御の 高に 應 じて 櫸^ 33 し 

て カンジ ダ ー 卜と なすな り。 此 カンジ ダ— ト なる もの は愁 代になる の 前にて 終， り -は惣 代^- f?! ら 。んと 衆議の 一 

欲する ものな り。 總 て何官 にも あれ 其 望 ありて 未だ 其官に 至らざる もの を カン シタ ー トと レ，. ft り 

決する 様 諸人 を解說 する 者、 或は 講座に 在. -て萬 民を敎 諭す る愤 等の 如き は必す s^etoric を 學ばざ 

る 可から す。 前に 擧 げし 所の 散文 (prose) 及び 詩 (Vers3) の 如き も Rhetoric なる ものにして、 "む 
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て 今の 文章 は總て 散文なる が 故に 必す しも 力 heto.ic を 學ぶを 以て 要用と せざる ベから 中。 叉に， 以文 

に 一； つの i あり。 i 文 及び 叙述 文な 4 ほ K 事 SISb"" ッ 醫 文と は 所, 文 I にして 

事物に 就て ん非を 論ぜし 文な り。 叙蔡 文と は 唯 だ 有り 來 りし 慕 を 叙て 書きし 所の 文な り。 膝史 中に. V 

るべき 文章な り。 叉此 議論 文に 三つの 體 あり。 現在 過去 未來是 なり。 

一、 指斥體 

ま 一、 現在なる もの を Demonstrative と 言 ひ、 之 を 指 斥 體と譯 する ものにして、 凡そ 蔡 物に 就き 

指す 所 ありて 是非 を辨 解す る 所？。 其 i は 請 (F§eral  oration) 或 I 詞 (panegy.ics:) 或 

は證詞 (Inoculative) 等な り。 難 詞とは 死後に て 生涯の 功 德を擧 て 褒めし 所の-飼 にして 碑文の, - きも 

の 害へ り。 M^^f^Hi の 如き 是 なり。 蘭と 笑 子よ Ji^rt もの I て |> る 所 

の詞 にて 譬 へば 柳 子 厚の 平 淮西碑 及び 溫 公の 神道 碑の 如き 是 なり。 鼸訶と は 所謂， 排識 する：^ にして、 

替 へば 蘇老 泉の 辨姦 論の 如き ものな り。 は 鍵 J:^, ぼ幌 一 或 衣圹" 不淀而 圹"： 小 洗-化 Itid, 

多 力 f 其 賢 蘇 徇！^  Enli- 不近 人情 者 也 作辭姦 論以刺 之。 S1 洋：^ s^gf" 

の 一 つに 非 立，^  (philippics) と稱 する あり， ^ 非 立 伯と は 古昔の 人名に して 其 人 Athene より 起り て 各 

國をぼ し I、 旣に -Thessalia まで 押領 せし 時、 希 職に Demosthenes なる 儒者 ありて、 =ii-.?=:  \ ま 

りし 詞を 作り、 阈 民に 說き 示して 大に非 立 伯の 妨を なせし 事 あり。 夫より して 後世 人 を 指して 識る义 

を 指して 非立怕 とい ふなり。 此譏詞 なる もの は 何 園に 於ても ある ものにして、 其 他 漢土に 於て 多く あ 


る 所な り。 胡 銓の封 事 の も 鈴 明の 楊繼 盛の h 疏、 明の 沈 練の 劾 厳 嵩 等の 如き 漢土 之 を 忠義 大文 

章と 稱 するとい へど も、 皆 西洋の 非 立 伯なる ものな り。 

二、 深慮 體 

第二、 未 來の體 と は 謀慮體 (Deriberative) にして、 未 來の事 を 謀る 所の 詞 なり。 其詞 體は諫 (Fx 

horO 及び 諍 (Dissuade- 或は 講說 (Lecture) 或は 儈の說 法 (sermoto 等の 如き は、 皆 此體を 用 ふ。 

其 他 孔孟の 敎誡、 或は 釋迦 の經文 或は 基督の 敎へも 亦 此の 類な り、 蘇老 泉の 審勢ま 慮の 類 も 未来の 爲 

めに 書きし 所な り。 

三、：^ 斥 1 

一二 ま： キ f 

第三、 過去なる もの は 辨拆體 (JudiciaD にして 旣に 過し 事を辨 別す る 所の 體 なり。 是に 二つの 種 

類 あり。 擯斤 (Accusation) 及び 保護 (Defence) にして、 凡そ 何事に も あれ、 擯斥す るか 或は 保護 

する かの 二つに 外なる ことなし。 訟獄辭 及び 識獄辭 に 至りても、 必中 右の 二つの Si に 落る ものな り。 

孟子 萬 章 論の 如き は 所謂 保護に して、 東 坡の苟 卿 論、 管 仲 論、 羽論の如きは所謂擯斥なるものなり 

此 Rhetoric 卽ち 文辭學 なる もの は 西洋の 古昔に 創る 所に して 始めて 此規则 を 定めし 者 は 希臘人 

Aristotle なり ほ 则 i ？、 其 他 文 辭學に 通達して 有名なる 人 は Demosthenes ほ 3 の 2，+§ 及び 羅馬 

人の Cicero は" 5? なり。 譏の り ほな り。 な近來 最も 有名なる もの は英の Whately  ：!； 一 8" い 及び 獨逸 
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の Spelding は 1"? 等な り。 

鑒裁術 

Rhetoric の 中に 又 一 つの 擧ぁ. 9。 之 を鑒裁 術 (criticism) とい ふ。 繊 ほ 5^。 術と 卽 ちまが と 

云 ふこと にして、 文字を目^^：し、 是非 を辨 別して、 文に 書く 所の 學 なり。 此 文章 は 一 稷の刖 なる もの 

にて、 散文 及び 詩の 如き ものに あら 中。 試 本 (Essay) 及び 题跋 (Review) 等 を 書く 所の 學 にて、 $1 

此 Criticism なる ものより 出る 所な り。 

語 源 舉 

さて Literature なる 種々 の 擧を經 て、 其 終りの 學 問なる もの は 語原 學 (philologo なり。 此； .^li 原 

學 なる 語 は 希の Philo にして 英の fond  of なり。 此 Philology なる 學を其 他 種々 に 呼名して 或は 

比較 (comperative) 或は 語法 舉 (sci  atifio  Etymology.y 或は 音聲學 (phonology) 或は Gloss- 

ology 或 Glossagrophy と 言へ り。 比較と は 各 國の舉 を 比較して 語原 を 正す を 言 ふなり。 北 ハ他： お 

法 舉と言 ひ、 音 聲擧と 言 ひ、 或は Glossology 或は Glossography と 富 ふ も 皆 語原 學と いふ 意に 異 

なること なし。 此 語原 學 なる もの は 西洋 一千 八 百 四 五十 年代の 近き に 創る が 故に、 其 以前 は 此の 如く 

種々 に 呼な せし ものな り。 且つ 近世に 創む るが 故に、 末 だ學 域の 極り も あらす。 唯 だ. E 國冗來 の l?:i、 

或は 外國 より 入り 來る語 等 を辨刖 して、 其 源 を 正す 所の 學 なり。 近代 始めて 此學を Philology と： i 


り を 建てし 人は獨 逸の Schlegel は 一お 5 なる 人な り。 

西洋 今の 一一 m 語の 源 は 皆 天竺より 來り しもの なり。 古昔 は 之 を 猶太より 來る ものな りと せし が、 後ち に 

至りて 次第に 之 を講證 せし に、 語源 及び 人種に 至る まで 明かに 天竺より 出で しこと を發 明せ り。 故に 

近世の 總 ての 言語 を稱 して 印度 Indo 獨逸 Germanic と 云へ り。 其 故 は 最初 印度より 獨 逸に 來 りて 

夫より 擴 りしに 依る 所な り。 其 印度より 移り 來 るに 地形に 依りて 和 蘭、 英吉利、 日 耳曼、 瑞甸、 隨國 

等 は 大概 一致に 移り 來り、 又佛蘭 西、 是斑 牙、 意 太 利、 拉丁、 希 臘等は 又 地形に 依りて 入り 來る ものな 

り。 ，，は ほ 凍^ ザ國 太古 天竺に パラモンなる 教書に 聖書 wg§ 一け なる もの あり、 ^s^,^ 

釋 f. より 古 (にあり て/ぶ ほ に， 西洋 中 今の 一 はまて 此 Sanscrit より-出で たる ものにして、 各！： に 於 

W 得ざる ものな リと見 えたり -pi^l /  I  7 

て 種々 に變ぜ しもの なり。 其  一 ニを擧 るに、 英國 にて 今の Men とい ふ 語 を (聖書)、 Vaira 

(Zand 天竺の 一 小國 なり)、 geros  (希 躐)、 bir  (拉丁)、  gens  (怫蘭 西)、 或は 英 にて 今の Father と 

い 語 を Piter  (聖 )、 Paitar  (zand)、  ：  Perer  (希)、 Peter  (拉 )、 sre  (佛 )、 Pader  (曰)、 va, 一 er 

(和)、 bat  (slavonicy  fadrein  (Gothic) 或は 今の Mother とい ふ 語 を mater- (聖 )、 matar  (Za- 

nd) mater  (拉 )、 m^e  (怫 )、 mutter  (日)、 moeder  (和) 等の 和く 各國に 於て 僅かの 遠 ひ ありと 雖 

も 皆 源 を 同 ふす るが 故に、 唯 だ 大同小異 あるの みな b.^ 且つ 我が 阔及ひ 漢土に 於て は、 古來 曾て あら 

. ざる ことにして、 彼の 言語の 間に 悉く 男女の 性 を^って 言 ふこと は、 古く  Sanscrit に 始まる ものな 
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り 又 西： さ 今の 人種 を Hebrew と唱 へる あり。 或は Arabian と稱 する あり。 亞 刺比亞 及び 猶太の 

人 稀 は 叉^々 なる ものにして、 天竺よ. 0 來り しものに あらやと せ.？。 太古 Shem なる 人此也 方に \ 

り來 りしと いふよ りして、 言語 を Semitic と 言へ り。 叉 群島 語 Polynesia なる 一 種の もの あり.。 

洋 群島なる Moloye  Tarro にて 用 ふる 語に して、 此語は 大概 Sascrit 及び Persia の 二 語 を 川へ 

り .= ^人種 を マレ I ランドい ふ。 マレ I ランドなる 地 は 天竺の 脇なる 一ト^な. o。 

漢、 曰 本、 アメリカ 銅 人 等の 一一 一一 口語 は 印度よ. 0 來る ものに あらやして、 更に 一種の 別なる ものな り。 

然れ ども 亦 其 根源 を 知る こと 能 はす。 從 來歐羅 巴の， 語 は 一 熟 音 Monosyllable にて、 文字 を 合して 一 

語 をな す ものな. 00 漢土に 至りて は 寒、 陳、 東の 如く 多く は 二 音なる 一字 を 以て 意味 をな すり" M だ を 

以て 遙か 古より 文化の 開けし を 知る と雖も 未だ 其 源 を 知る こと 能 は t 萌ぉ 脑喊翅 象れ。 て 尸、 乂 我が 

日本の 言語た る 更に 其 源 を 知る こと 能 はや。 實は古 來獨立 國と稱 する も 不可なら ざるに 似たり。 然れ 

ども ま 力 日本の 如き 一 島の 中に. ITL 然に 人の 生す る こと も あら ざれば、 極めて 之 を講證 なさむ によ 必ゃ 

人種 及び 言語の 源 を 知る に 至るべし。 夫れ 我が 日本の 言語 は 世界中 一 種 の^なる ものに て、 唯 だ 一 1 ぜ 

1 字 を 以て 意味 をな せり。 譬 へば 「ッ」 と 言 ふとき は 常につな がる 意味の みに して、 夫れ より ッヅク 

ツナ ガル、 ック、 ッグ、 ツム、 ッ メル、 等の 如し。 此 義理 を 分てば。 丁ソ ご ツー ゴッ i ッ五ッ だ ッヒッ ，w 

ン ク K  ^  口  ？ ま 0  ◎  △ は 五 昏 の 通 し ， ； , 

、 ブ、 _ ひ/ ン て相對 するな り。 一より 二  二より 三と 皆，^ 第に つながる 意味に 4;- て 一 ッ二ッ 


の 如く  r ッ」 とい ふなり。 終りの 十なる もの は 又 始めの 一 に 廻る の 終りに して、 十の つまりて 小さく 

な. 0 しもの、 故に 十と なり、 且つ 尙 つづ まりて 十と なりし ものな. o。 五と いふ ィは 常に 裏に 當る 意味 

にて、 十の 裏に 當 るが 故に イツ ッ (十， 一 とい ふなり。 其れ故に 來の裏 を 行と いふ。 又寐 とい ふ ヌは無 

くなる 意味に して、 彼の 國の no に 同じなる べし。 夫 故に 死、 塗、 濕等 Q 如く シ はしめ るの 意に て 死 

する もの はし まりて 無くなる との 意な り。 其他シ ボル、 シ メル、 シヅ メル 等の 如く、 シは皆 ひきしぼ 

るの 意な り。 塗 はヌの 無くなる 意味に て 凡そ 物 を 塗る とき は 其 生地の なくなる よりして、 此の 如く 言 

ひ、 i も 同じく 物の 漁 るるとき は 其 目の 無くなる より 言 ふ 所の 語な り。 叉 漢土より 入来る 所の 言 一 甚 

カン ガウ ル 力 グハ シゥマ ウメ ム メル モク メ 

だ 多し。 其  一 ニを擧 るに 考、 香、 馬、 梅、 埋、 目 等の 語 は必ゃ 漢音より 變ぜし 所の 語なる を 知る ベ 

し 0 

詩學 

又、 文舉 (Literature) の 終りに 於て 一 種の 別なる もの あり。 詩學 (poetry) なり。 詩舉 なる もの 

は、 句法なる 結構 (metrical  comtssition) とて 句 を 組立て しもの なり。 句 (pirose) なる もの は 文章 

きま 

學 (Rhetoric) に 書く 所の 散文に して、 句 (verse) なる もの は卽ち 詩に 用 ふる 所の 極り ある ものな 

り。 其 極り を 尺 (vleter) 量 (Quantity) とて、 句の . 短の 極り あるな り。 大概 何國の 詩歌に 於ても， 

十ニ|^|3ょ.0長きを用ふることなし。 譬 へば I  cannot  say  a  b  c の 如く、 猶 我が 國の 歌に 五 七 五 七 七. 
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或は 五 七 五 等の 極り あるが 如し。 其 他 一 つの 法 ある は 押韻 (l^hyme) なり。 此 押韻なる もの は 詩歌 

に 於て 必 しも あら. ざると き は、 更に 口調に 適せざる ものな り。 猶碟 詩の 押韻 あるが 如し。 漢土 は 十：： 昔 

よ. C- 文化 大 に^けた る國 なる が 故に、 常に 話る 處の言 語も自 から 押韻 をな すに 至れり。 夫れ 故に 寄の 

太^ 讃中舜 の 語に、 天 之 歷數在 汝躬、 允 執 厥 中、 四海 困窮、 天祿永 終の 如く 目から 韻を蹈 みて 口調 を 

なせり。 其 中に 人心 惟危 道心 惟微 等の 句 ある は 後ち に 至りて 朱 子の 私に 加へ たる ものなる べし。 或は 

堯舜 時代に 壹 人の 歌に 日出 而作、 日人而 息、 墜井 而飮、 耕田而 食、 帝 力、 何 有 於 我 哉の 如く  |5§ か 

れ us 统 s/xg;^ 一? は。 一 或は 舜の 德を頌 する 南風の 詩に 南風 之 薰兮、 可 以解吾 民 之 II 兮、 南風 之 

時 八， く  以阜吾 民 之 財兮の 如く、 或は漢の高祖儒^！^を好ます儒冠を着ける者を見るときは北ハ冠を解か 

しめて、 其 中に 馊溺 すると 言 ひし 人な b と雖 も、 黥 布 を 破りし とき 酒席の 歌に 大風 起兮、 雲 飛揚、 成 

加 海. T 兮、 歸 故鄕、 安得猛 士兮、 守 四方、 或は 項 羽の 歌に カ拔山 兮氣蓝 世、 時 不利 兮雕不 逝、 雕不逝 

兮可 奈何、 虞兮 虞分奈 若：！： 等の 如く 皆 押韻 あるな り。 漢土 古昔 は 韻字の 極り なくして、 大概；^ を 川 

ひし ものに て、 後、 梁の 沈 約なる 人に 至りて 始めて 今の 韻 法 を 極めし ものな り。 又 •€ 洋 古昔 希 職 及び 

li 瑪 等の 詩に 無 韻 句 (Blank  verse) とて、 韻を蹈 まざる もの 多し。 紀元後 四百 年代 Goth? なる 

人出で 來 しょり 韻を蹈 むこと に 一 定 せり。 近代 英國の IVUlton なる 人の 說に詩 は 古體の 如く 無？^ なる 

も 亦 可な りと、 自分 は 無 韻の 詩 を 犬に 作れり。 我が 國の 和歌に 於て は 更に 押韻の 法な く、 然れ ども 之 


に 代へ るに ii§ と いふ ありて、 語の 口調 をな すに 及べり。 譬 へば 浪華 江の あしの 假寢 (刈 根) の 一 

ゆ ゑ 身 を盡し (水際 標) てゃ戀 わたるべき、 或は 鹽 汲む 海人の 行 平を戀 せし 時の 語に、 月 は 一 つ 影 は 

二つ I 二つ 見られつ も 雲のう へ、 或は 世俗に 謠ふ 所の 仙臺 获と稱 する もの、 如き も、 緣語を 用 ひて 跡 見 

5； きりて 正 岡が 正な きこと も氣 にか、 る、 とい ふ 力 如し 

一、 詩 篇 

右に 說く 所の 句 (verse) なる もの は、 口調 長短の 極り あ.^ て 韻を蹈 みし ものな りと 雖 ども 唯 だ 之 

を 以て 詩と 稱す るに は あらや。 此 Verse なる もの は 詩 中の 句に して、 此句を 連ぬ る を 詩と なす。 是 

を 詩篇 (poem) とい ふ。 漢土 古體は 詩體の 長く して、 屈 原 離騷の 如き もの ありと 雖も、 廣 より 以來 

詩の 體裁を 極めて 短くな せり。 然れ ども 尙ほ 古詩なる ものに 至りて は、 長短 更に 極り ある ことなし 

元来 西洋の 詩た る もの は 長く して 事の 發 端より 其 終りに 至る まで を 作りな せし ものなる が 故に、 降" 詩 

の 類 C あらやして、 短く とも  一.^ ^ をな せり。 譬 へば 我が 國の 義太夫 本の 如き ものな h ち 總て 西洋の 

詩 は 芝居の 種と なす ものにして、 大體 虚誕に 至る と雖 も、 多少の 實益 ある しろものな り。 

二、 雅頌 風、 賦比輿 

叉 詩に 數 種の 體裁 あ， -。 卽ち 詩經の 如き は 朱 子の 說に 六義 と， 言へ り。 其 六義と は、 雅、 頌、 風 - 

4-、 興に して 雅とは 賢人 君子の 世 を 憂 ふるの 語、 頌とは 神 德を頌 して 歡 ぶの 語、 風と は 世の 形勢 を述 
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るお i にて、 所 ii 竹 枝 體 なる ものな り、 此雅頌 風の 二種に 賦、 比、 興の 三體 ありて、 或は 雅 にして M な 

る もの あ、 り。 或は 比、 或は 興 ありて、 其體裁 一様なら や。 此賦、 比、 興の 三體 は、 ，^漢 西洋 共に、 之 

を 川 ひ. ざれば 作る 能 はざる ものな り。 譬 へば 我が 國の 和歌に 吉野山 峰の 白雲 蹈 分て 入に し 人の 跡ぞ戀 

しきと は賦體 なり。 或は 浪華 津に くや 木の 花 冬籠り 今を卷 ベと くや 木の 花と は 比な り。 或は の 

原 ふり さけ 見れば^ 日なる 三 笠の 山に 出で し 月 かもと は興體 なる ものな. 9。 又 我が 國 にあり て 更に 外 

國 になき 所の 一種の 體 あり。 あし 鬼き の 山鳥の 尾の しだり 尾の ながく し 夜を獨 りか も^ん、 此 和歌 

は：^ なる もの を^ ひし 體 にして 曾て 外國 にあらざる 所な り。 凡そ 我が 國 にて 用 ふる 所の 1^ は 其- リ緣 

語 を 加へ て五體 となせ り。 元來 和歌に は 韶を蹈 むの 例な しとい へど も、 余爽午 (明：^ 三ハ 牛) の _ ^安？^ 

の 腐 島に 宿せし とき、 他の 家の 終 管の 聲を 聞て 試みに 韻を蹈 みて 綴な せし が、 更に 面白 き^を なすこ 

と 能 はや。 其 歌 は、 絲 竹の、 音 は 誰が 家ぞ、 春雨の 昔に みたされて たへ f  、に、 やらぬ かたなき 旅人 

の、 夢 結ばれぬ 耳の へ に。 

百兒 亞に 句の 頭に 押韻 するとい ふこと あり、 故に 又 試みに 作りな せし が、 前の 韻を蹈 みしよりも 

却て よき 口調 を 得たり。 其 歌 は、 白浪の 花に も 香 を や 移 すらむ。 喚く や 櫻の た わの 浦風、 T.n 來 我が 國の 

歌に 雅頌風 賦比與 六 義の體 裁 ありて、 多くの 人の 知る 所なる が 故に、 一 々枚擧 する に 及ばす。 ゆ 

の 歌に、 しかりと て 思 ふ 心の 世に た、 す 交る 蓬の 淺 ましの 世 や、 此 歌い 如き は雅の ぺる體 にして. 


ち 世 を 憂 ふるの 語な り。 

漢土 雅頌 風の 三つ は、 後世に 至， 0 て 作る こと 多から すと せり。 漢土の 詩 は 屈 平の 賦體 なる 離騷 よ. 0 

ー變 せし ものにして、 賦體 は漢魏 時代に 至りて 殆ど 止む に 及べり。 漢魏六 朝 時代の 詩 は 大概 唐の 古詩 

なる ものと 同じき 體 なり。 又 其 他 竹枝體 なる もの あり。 卽ち 風の 體 にして 俗に言 ふ itii の 如き もの 

なり。 

三、 賦詠 體、 風 騷體、 雜體、 循環 體 

西洋の 詩 は 和漢の 類に あらす して、 前に も說 きし 如く、 我が 國の 義太夫の 如き ものに て、 是に ra つの 

體 あり。 第 一 、賦詠 體 (Epic) 第一 一、 風騷體 (Lyr:c) 第三、 雜體 (panads) 第 g、 循環 體 (Dramat- 

ic) なり。 賦詠 體 なる もの は總て 外面の 事に 就て 賦せ しもの を 言 ひ、 風騷體 なる もの は Lyre と稱す 

る？ 譬 圖の 如き 七 敍の樂 器に 和して 吟 中る ものにして、 外面より 內 面の 感じ を賦 せし ものな り。 故 

に Lyric と 言 ふ。 雜體 なる もの は Lyrico-wpjc とて、 Wf3ic 及び Lyric を 合した る ものな り。 盾. 

環體 なる もの は、 之 を 分って 二つと なせり。 一 つ は 道化 場 (comedy)  j つ は 愁歎 場 (Tragedy) 此 

二つ を 以て 相互に 反對 して、 組立し ものに て、 譬 へば 我が 國 俗の 忠臣蔵の f 之 居の 如く 愁歎の 場合の 後 

も は叉變 じて 歡 喜の 場合と なすが 如き ものな り。 

四、 頌、 渴、 詩餘、 狂詩  . . 
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又. g  (psalm) 及び 偈 (Hymn) なる もの あり。 此 二つ は 總て經 文の 終りに 記す 所の ものに て、 祌 

徳を舉 て 記す る ものな り。 其 他 又 一種の もの あり。 詩餘 广 ode) 及び 狂詩 (satire) なる もの あり。 

俗に 稱 する 流行歌の 如き ものに て、 尙ほ勸 善 懲悪の 一 具た る ものな り。 

E 、擬似 

聲 色 

凡そ 詩た る もの は 旣に總 論 中に 說 きしが 如く、 雅藝 OLiberal  Arts.} なる ものにして、 昔樂、 檎幾、 . 

, じ 

彫像、 詩、 害 现 S 等、 悉く 之に 屬せざ る はなく、 其聲、 色、 形 をな す を 擬似 (Imitiaton) とて 

總て 事物に 就て 眞を顯 はすが 如く 擬似す るを耍 し， 此 擬似 を 以て 能く 人情 を 動かす ケ奸 しとす。 其 人 

を 動かす もの は歡樂 なり、 故に 彼の 芝 I^ls の 如き は 最も 面白き 處 にして 人情 を歡樂 せし むる 之に 越え 

0  3 う M-  ノし， r。  "fffl 洋の 芝居 は 最も 上品なる ものに て 我が 國の 

ろ もりな しとす 如き 淫褻媿 戲の類 は 決して あらざる 所な り。 

從來詩 (poem) なる もの は 散文 (prose) に對 する ものな りと 雖も、 或る人の 說には 散文 は道现 

上 (I^ational) とて、 道理 上に 基き、 文辭學 (sletoric) に對 する ものに て、 敢て 詩の 對 する ものに 

あらやと いへ り。 或る 說の 如く 總て詩 は 道理 ある を 好ま やして 唯 だ 趣き を 貴ぶ ものな り。 其 根元 は 詩 

樂秉 (Aesthetics) なる 舉ぁ. りて、 卽ち 詩に 屬 する ものな り。 叉 致知學 txogic ン なる もの は、 卽れ 

議論 文に 屬 1* る ものな り。 此 Aesthetics 及び Logic の 二つ は元來 折：： 學 llphilosophy) 屮の 一 部分 


なる ものな. o。 凡そ 詩た る もの は 何國に 於ても 文章に 先き 立て 開けし ものに て、 漢七は 最初に 詩經め 

り， 我が 國 I 初に 讓集 あるが 如く、  0§m00^^t  I 西洋 共に 詩 は 文章 

の 前に 開けざる はなし。 然れ ども 各國の 文化 未だ 開けざる 以前の ことにして、 方今の 如き 文化 開く る 

に 至りて は、 必ゃ しも 詩 を 以て 文章に 先立つ ベから や。 

西洋の 古來 詩に 於て 最も 有名な 人 は 第一 Veda 太古 天竺の 人に て 作る 所の 詩 篇ぁ り。 第二  t.sa— 

Im  of  David 猶太 人な り ^^.^H^-^^^ 第三 Komer 希 g 人に て 古昔 Troy なる 國の 都府に 黄金 

の 虎 ありし を 奪 ひ 取らむ とて 希臘 より 軍 を 起せし ときの 詩 を 作れり。 其 詩の 一 つ を 行軍 (Iliad) 又 一 

つ を歸軍 (Odyssey, とい ふ。 此 Homer なる 人 は 紀元前 八 百年 代の 人な り。 g-5,?5，f 第 叫 >Q 

neid  of  Virgil 羅馬人 +  70cb、 第五、 近來の 有名なる 人 は Dante け 1321。 意 太 利 人に して 諸 神 芝居 

Divine  Comedy なる もの を 作れり。 第 六 Jerusalem  Delivered を 作^る Tasso 意 太禾ゾ —  1565 

第 七、 中 夜の 夢 Isd-summer-nights  Dream を 作れる Shakespeare 英人 は =M 第 八 極樂滅 ii 

Paradise  Lost を 作れる Milton 英人  一^^ 第 九、 Tragedy  of  Phaedre を 作れる Racine 佛人 i699 

第 十 Henriade  of  voltwire 佛人 11778 

+ 1 7$ ぷ。 

又 其 他 最も 輓 近の 有名な もの は Faust を 作れる Goethe 獨 逸人 —1832 

〔第 四〕， 
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百 舉述環 第二 編 殊^ 學 第一章 心理 上學 

(^學 ) 第 六 趣 論 

第 六；：^ 趣 (Aethetics,^ 此住趣 論 は 太古 希 職の 時代より ありし ものと いへ ども 實に舉 問と なりし 

は近來 のこと なり 是を舉 問と なし、 は 日 耳曼の Baumgarten レー^お なる 人に して、 此舉を Aes- 

thetica と 名付けたり" 古昔 は 是を卓 美の 學 Science  of  Beautiful と稱 せり。 

此舉 ある 所以と する は 知 (know〕 行 (act) 思 (feel) 智 (intellect) 意 (will) 感 (sensibili;v) 

眞 (true,) 善 (good) 美 (beauty) 致知擧 (ILOgic.) 名敎 (Ethics) 佳趣 論 (Aesthetics の 順-:: あ 

凡そ.^ は智 より 知り 行 は 意より 行 ひ 思は感 より 思 ふ ものに て此 六つ を性理 にて 分ち 眞 善美の 三つ を 

以て 折 II 學の ml 的と す。 知は眞 なる を 要し 行 は 善 を 要し 思 は 美を耍 する ものに て、 知を眞 ならしむ る も 

の： S 致知舉 にあり、 行 を 善に なす もの は名敎 にあり、 思 を 美に する もの は 佳趣 論に あるな り。 とよ 

あに れ、 足して 缺 くると ころな きを 言 ふなり。 

作 趣 論の 主意と なす 所 は 同異と 云 ふに 在り。 凡て 天地 間の 萬 物 同異 を 以て 成立たざる はなし。 人民 

草ネ みな.，. かる ものと す。 我國の 如き 上天 子より 下士^ 人に 至りて は大 なる 差別 ありと 雖も、 彼の-, 

：*= & 如き は-人 子 も士. &1 人 も 同じ 人と なせし より、 大 なる 差別 ある ことなく 大概^ 比 敵す と雖 も， いら 


た 異なる ところ あり。  , 

譬 へば 人 はみ な 同じ 人な りと 雖も、 人々 みな 異ならざる 者な く、 或は 犬 は 同じ 犬な りと も 一 つ/ \ 

異ならざる 犬な きが ごとし。 

總て 趣きなる もの は、 そろ ふ 所に そろ はざる 所 あり、 そろ はざる 所に そろ ふ もの ある を 以て 味 ひ あり 

とす。 是 すな はち 佳趣 論の 重んじ 基と なす 所な り。 

譬 へ ば 櫻 花 を 愛する も 枝振り も 花 も 同じ 櫻 をた え や 見る より、 他の 櫻 を か はるが はる 見る に 味 ひ あ 

るが 如し。  以上 

(昭和 十 一年 十一月 r 國文學 研究」 第 七 輯) 
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自由 民權 意識に 成る 詩歌 

よく 人が 知って ゐる こと だが、 竹 越 三叉 氏の 『新 日本史』 上卷 (一 七 五 頁) に 次の 有名な 一節が あ 

る。 ——  ， 

立志 社 は (中略) 社員 一 千餘人 あり、 洋擧所 を 開き、 法 學所を 設げ、 日々 夜々 自由 民 權の說 を 講じ 

或は 佛國 革命 を 童謠に 作って 市街に 歌謠 せしめ、 或は 魯國社 會黨の 非運 を 小說に 作りて 傳唱 せしめ 

以て自由民權の^^5^を市民に知らしめんと勉めたり、 

竹 越 氏の 記事に よると、 此の 一節 は 明治 十 年 以前の ことら しく 受け とれる の だが、 これ は 時間 的に 大 

に 壓縮を 行なって、 立志 社が 十 年 以後に 於て 試みた 事柄 を、 こ、 に 繰 上げて 概說 して ゐる ものと 晃た 

い。 若し さもないと 多少の 間違 ひなき を 保し ない。 何と なれば、 立志 社關 係の人 物が 「魯阔 社. 常 y 

の 非運 を 小說に 作った とい ふの は、 明治 十六 年 坂 崎 紫 濶 が 土 陽 新聞に 揭 げた 「露！： 安那 物， 語」 より 以 

前に は 無かった ことら しいから だ。 現に 又、 露國社會黨卽ち虚無黨の活動に自由民權の鬪，^1が间^^ 


し. このは、 明治 十 年 以後の ことに 屬す るの を 見ても 知られる。 

だが、 それ は當 面の 問題で はない。 今 * 私が 注意 を惹 きたいの は、 佛國 革命 を 「童 謠」 に 作って 市 

街に 歌謠 せしめた とい ふ點 だ。 竹 越 氏 は 何の 「童 謠， 一 を 指して かう いって ゐる のか， 私に は 分からな 

い、 又 明治 十 年 以前の 當 時. 果して さう いふ 童謠 があった か 何う か、 これ も 疑問と いへば いへ よう。 

た V' 然し 立志 社の 健兒 連中が、 明治 十 年 以前から、 自由 民權の 意を寓 した 歌謠を 市街に 唱 へて、 宣傳 

的效 果を擧 げた こと は、 これ は 種々 な 文獻に 照して 事實と 認めなくて はならぬ。 

元來 詩歌と 小說を 本質的に 比較せば 何う だと かかう だと かいふ こと は 別と して、 同じ 文舉 とはい ふ 

もの/.、 概してい つて、 小說は 詩歌よりも 理智 的で あり、 從 つて これの 理解に は理 智的敎 養が より 多 

く 必要で あるが、 詩歌 は 小說に 比して より 多く 感情的で あり、 その 理解に は小說 程に 複雜な 心的 能力 

を耍 しない (勿論 例外 も あるに は ある)。 端的に、 直接的に、 パ ッと聽 手の 感情に 訴 へて 來る、 それ だ 

けに 詩歌 乃至 歌謠の 方が 聽手を 感動させる 力が 强ぃ。 叉 その 理解に 複雜な 理智の 力 も 要しない ので、 

ト說に 比して すっと 大衆 的と もい ひ 得る。 宣 傳文學 として 第 一 に 詩歌な 歌謠 なりが 選 まれる のが、 

この 理由から 出て ゐる。 

自由 民權 思想の 宣傳戰 に小說 よ， 0. も 先き に 歌謠が 取り上げられ たこと は、 同じ 理由から 十分 首肯の 

出来る こと だ。 
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そこで、 大仰な 研究な どと 考 へられて は 恐縮 だが、 此の頃 フト r 自. E 民權關 係の 詩歌 や 歌謠を 纏め 

. て 見よう かな」 とい ふ氣 になった の を 好機 會に、 手許に ある だけの 村 料を纒 めて 多少の 整理 を 加へ て 

みょう。 後の 同好の 土に とって 參考 になる かも 知れない。 

二 

同じく 自由 民權 思想 を讀 込んだ 詩歌と いっても、 單に 風懷を 託した とか 自然に 流露した とかい ふ も 

の、 いは V- 自然 發生 的な ものと、 宣傳を 目的と して 意識的に 創作した ものとの 151： 別が ある。 が この 

篇で扱 ふの は、 勿論 主として 此の 後者の 方で ある。 と 思って いた  きたい。 

自由 民權 思想 は 勿論 土 佐 人の 發 明で も專賣 でもない が、 然し 明治の 政治 史を 縦く 人 は 誰でも、 それ 

がいかに も 土 佐 人の 發 明で あり 專賣 であるかの 如く 感す る。 それ は 土 佐の 民權 想が 概して： も 

强烈 であり、 最も 圑結カ を もち、 最も 力な 指導者 を 得て、 最も 活 澄な 運動 をして ゐた爲 め、 全 國の 

同 運動 者から その 本山の 如く、 その 源泉の 如く、 その 智囊の 如く 仰がれて ゐた爲 めだ、 それで i£T  n 

由 民權遠 動に 關 する 限り、 指導 理論に せよ、 運動 方針に せよ、 赏際 運動に せよ、 研究 調す ばに せよ、 {.且 

傳 方法に せよ、 立志 社の 爲す所 は 全日 本の 民權 闘士の 注視の 的と なり、 その 一 舉ー動 は^れに 彼等の 


漠股 すると ころと なった。 

此の 自由 民權 の宣傳 詩歌の 點 でも、 大體 として 土 佐 人が 本家 だとい はなくて はならぬ。 それ も專ら 

立志 社員 を 中 心に して 傅播 された ものであった。 

立志 社の 結成 は、 明治 七 年 四月で あると いふが、 その 規制に よると、 學舍、 商 局、 法律 研究所、 討 

論 演說が 事業の プログラム となって ゐる。 別に 宣傳の 部署 はない が、 それ は、 學舍、 討論 演說 等の 

容を 察すれば、 多く はこ、 で 行 はれて ゐ たものに 違 ひない。 然し 民權を 口にし、 自由 を 標榜す る 以上 

. 大衆との 接觸は 必須の もの だ。 演說 討論 は 大衆 宣傳の 手段と して 或る 程度まで 役に立つ が、 多く は士 

族 叉 は 智識 階級の 爲 めの ものに なって ゐる。 こ ， に 於て か 特に 大衆の 爲 めの 啓蒙 叉 は 宣傳を 目的と し 

たもの、 更に 婦女子 童 幼にまで も 宣傳カ を 及ぼすべき もの、 义 相互 の民權 意識 を强 化する に 役立つ 

ベ き 手段が 工夫され なければ ならぬ の は、 當然 であらう。 

か、 る宣傳 及び 意識 强 化の 手段と して 文藝 が、 而 して 先づ 第一 に 詩歌が 取り上げられた こと は、 私 

の考 へ によると、 明ュめ 維新に 於け る 尊攘 志士 間の 流行が 直接の 實例を 提供して ゐ るの だと 思 ふ。 

卽ち、 初期に 發 生した 自由 民 權宣傳 詩歌の 目的 は、 (第一) 大衆 宣傳、 (第二) 相互の 民權 意識 强 化と 

いふ 二つであった。 (後に カム フラ ー ジ 真と いふ 第三の 目的が 人る)。 而 して 勿論 か、 る 詩歌の 製作 は 

. 立志 社の 公式 ブ ログ ラムの 中には 見えて ない が、 想像力の 豐 かな、 詩歌の 才 ある 一 部靑 年鬪士 達の 問 
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から、 以上の 目的で 夙に か、 る宣傳 歌謠が 生れ、 それが 先輩 連の 默認を 得て、 立志 社の 社歌と でもい 

ふべ きものと なった こと は、 『新 日本史』 の 記事で 推察され る 通りで ある。 

この種の 宣傳 歌謠の 代表的な ものと して は、 「よしや 武士」 と 「民 權數へ 歌」 の 二種が 殘 つて ゐる。 

この 二種 は 何方が 先に 歌 はれた もの か、 「よしや 武士」 の 製作 年代 は 略々 判明して ゐ るが、 「民 描 数へ 

歌」 の 方 は 正確な 年代が 判明して ゐな いので、 その 邊は 分からない。 恐らく 略々！： 時に 流行した もの 

でさう 甚 しい 前後はなかった もので あらう。 卽ち 二者と もに、 明治 十 年 前後から 盛んに 謠 はれ 出した 

ものと 考 へられて 可から う。 二種と. に 此の 種の 歌謠 では 壓倒 的に 流行した もので、 高知詣 での 全^ 

志士 は 皆 その 土産と して 覺 えて 歸 つたから、 その； i 行 も、 文字通り 全國 的で あり、 殊に 「よしや 武士」 

の 如き は、 その 口調が 三鉉 にあ ふやう に 出 來てゐ たので、 花街 女子の 口頭に もよ く 上った もので あつ 

「よしや 武士」 の 「武士」 は 勿論 節 (卽ち フシ) を 武張って 洒落た もの 、「よしや」 と は、 讅の 句の 

頭に 「よしや …… 」 とっくに よって 題と した ものである。 謠の體 裁 は 別に 新規の 歌曲で はない。 いは 

ゆる 都々 逸 調で ある。 これ を 集めた 本 は 以前 は少 くと もお 權 志士 問に 各人 一 部位 づ つも たれた もので 

あったら うと 思 ふのに (或は 歌謠 本の 常と して、 案外 口へ と 傅 はるので、 本と して は 始めから 少な か 

つた もの かも 知れない)、 今日 甚だ 稀れ に 見る ところと なって ゐる。 幸 ひ 私の 手許に 一部 あるから、 こ 


れを 左に 全部 牧錄 してお 目に かけよう。 

よしや 武志 

序 

培養 宜キヲ 得ズン ハ 草木 豈 一一 其 レ蕃茂 スルヲ 得ンャ 人智 ノ開達 亦タ然 リ之ラ 培養 スル 一一 於テ ハ素ョ 

リ高 尙ナル 著書 了リ 優雅 ナ ル 詩歌 ァ リト雖 モ要ス ル 一一 皆 ナ中人 以上 ノ得テ 其 智力 ヲ發 成スべ キモ中 

人 以下 一一 至 テハ则 チ猫ノ 小 1^ 一一  於 ゲルト 一 般ー了 ンテ還 タ其益 ヲ受ル 能 ハズ是 レ恰モ 地味 ノ不 饒ヲ醫 

セ ズ シ テ 唯 草木 ノ 枝葉 ヲ 偃曲シ 或 ハ之ヲ 媒助ス ルガ 如 シ 豈 一一 眞成 ノ 豐熟 ヲ期ス ベ ケン ャ今ャ 曉媳老 

兄ハ大 一一 此ュ 見ル 所有 テ ョ -ン ォ節ノ 編纂 ァリ 其殊 ュ 優雅 ナラザ ル モノ ハ蓋 シ中 人以卩 ニ訴 ヘン トス 

ル所 アルガ 如 シ而シ テ之ヲ 花柳界 一一 唱フ レバ 能 ク冶客 ノ醜熊 ヲ燈革 シ能ク 淫婦 ノ蕩 祌ヲ 改正 シ之ヲ 

市井 ffl 野ノ間 一一 奏ス レバ 則 チ販夫 モ自ラ 奮 興シ耕 夫モ亦 タ能ク 震起セ シムル 一一 足 ル若シ 試 一一 之ヲ有 

髯社會 一一 一 暍ス レバ 髯的ノ 或 ハ畏避 退縮ス ル髯- 一因 緣 アル 海老 ノ 海底 ヲ 遂巡ス ルガ 如 ク之ヲ 再喝ス 

レバ 共 面 一一 赤色 ヲ呈 スル復 タ彼ノ 海老 ノ 熱湯 一一 在 ル如キ 狀ァラ ン其 奇效ヲ 現出 ス ル夫レ 斯ノ， 5 シ鳴 

呼此ノ 山間 一一 シテ 此ノ佳 謠ァリ 歐人ノ 誇稱 シ テ 自由 ハ獨々 逸 〔ド ヅ コ ィ 〕 獨逸 ノ深林 一一 萌出 シ タリ 

.ト ナス モノ ハ抑モ 亦タ故 アル 哉 

* 明治 十 年 慕 秋 鏡 川 北畔ノ 南洋 亭 一一 識ス .  S 逸人 
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世し や 武士 

よしやなん かい 苦熱の 地で も 

よしや ffl 核の わたしが 身で も 

よしや ど ほで も; 齒 にかけ て 

よしや 此身は ど ほな. e 果 よが 

よしや あじゃの 蹄 じ やと 云 ど 

よしや 若菜と 摘す てら りよが 

よしや やま 吹い ろよ くさけ ど 

よしや ほころび 縫ん す とても 

よしやお ま へ が 花 さく とても 

よしや 極り も わるく は あろが 

よしやい やで も 一一 一一 iT たすから は 

よしやお まへ ゲ恥 かしく とも 

よ— やねむ くも 門の 戶 あけて 


隨鸦 山人 

粹な 自由の かぜが ふく 

跡に さがる は 好で な ひ 

結 は ざなる まひ 亂れ髮 

國に. DT  .5 がの こるなら 

卑屈さん すなこち の 人 

くにに 心 を つくづくし 

末は實 のな ひこと 斗り 

縫 ふに ぬ はれぬ 人の 口  ， 

水に うき 草た よりな や 

よして おくれな 瘦 我慢 

投 さだめて そ ひとげ る 

ど ふで いちど ははつ 枕 

叩く 水鷄を 聞し やん せ 


撰 五 
四 


よしやお 前が 通 ふさぬ 氣 でも 

ょしゃ萬^-き目に近江路なれど 

よしやつ らく も 少し はおき > 

よしや 浮氣 をす るなら さんせ 

よしや ど ほで も 何い とやせ ぬ 

よしや 眞葛 はからんで 居よ が 

よしや 隅 W にう かれて 居よ が 

よ しゃ 待 乳 とい ほざき とても 

よしや 絲 目が 切れよ とま、 よ 

よしやし うとが 鬼で も 蛇で も 

よしや 私が ぼん くらじ やとて 

よしや 憂き こと 富士 程つ もが 

よしやお ま へ が 程うる とても 

よしやお 前が よしよ しなり と 

よしやよ く 目 かわし や 白菊の 

自由 民權 意識に 成る 詩歌 


開け ゆく 世に 關 はな ひ 

きょき 心 は 比羅の ゆき 

過した 愚痴 じ や もの 

わたし や 獨で立 氣ぞへ 

辛き うしほに 魚 もす む 

うらみ うらみの 秋の 風 

もとは かもめの 溜 ど. 9 

こ ， ろ關 屋^ 我 を も ひ 

わたし や じゅふの 奴^ 

惚 た權理 です はりこむ 

主のお せじに や 嘔を突 

辛抱 駿 河の 甲斐 は ある 

作り 笑顔に 惚れ はせ ぬ 

司馬徽 さんで は 被：！ 15 舞 

花 もじ ゆうに さく 山家 
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よしや 朝 寐が好 じ やといへ ど 

よしやみ やまの 片 ほと り でも 

よしや 釋迴 でも 四月の あま 茶 

よしや 早く は そ へ な ひとても 

よしや 邪見な あなた じ や 迚も 

よしやお まへ に ふられた 迎も 

よ し ゃ褒： m に ァ ラ ビヤ 海 も 

よしやい なかの かた 言葉で も 

よしや 深山の 埋れ木 じ やとて 

よ、 f> や ig にも ま， 0- よか ま ゝ ト { 

よしやお 前が 氣づょ ひとても 

よしや どんなに 水 さす とても 

よしや シ ビ ル はま だ 不自由で も 

よ し やお 前が 居す はる 氣 でも 

よしやね た 振 さし やん す 迚も 


殺し 盡 せぬ あけ がらす 

卯月 はわ すれぬ 不如歸 

水に なろ と は 思 やせぬ 

いふた 言葉 を 忘れねば 

實と僞 とが かわらねば 

天地 容なひ 身で はな ひ 

わたし ゃ自. E を 喜望峯 

うそ を 信と，， いひ はせ ぬ 

いろは 都に まさる はな 

人 # たいろ かは變 やせぬ 

覺悟 きわめた 戀の 意地 

わしの 熱心 さめ はせ ぬ 

ボリ チカ ルさ へ自. E なら 

たて、 居る そへ この 蕃 

醒 にやなる まひ 村 時雨 


よしや 力 ー ドは 禁ぜられよ が 

よしやし ばし はう き 雲た とが 

よしや 鴛鴛ゃ はなれる とても 

よしやと ふ 座の 花と はい へ ど 

よしや 深山の 伏 家 じ やとても 

よしや あへ ない 中と はい へど 

よしや わたし は 罪つ くると も 

よしや まこと を 明 石た とても 

よしや 可愛 ひお 前 じ やとても 

よしや 私しが 間拔じ やとても 

よしや 田に し と 踏 付ら-り よ 力 

よしや あらしが 立 M の やま も 

よしや あま 酒の ませる 氣 でも 

よしや とんび が 攫へ る氣 でも 

よしやい のちに 限り は あれ ど 
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マグ ナカ ルタで 遊た ひ 

喑り やその 儘 さ へ た 月 

はなれ まひの は 我權理 

迷わせ さんす も 程が 有 

わたし や 自由が たつ 煙 

筆に いはせ る 自由 丈け 

惚た 因果 じ や 是非が 無 

主は須 磨して うわの 空 

いとし 

愛 がらせに や 是非が 無 

焦れ 仕舞 じ や 置 はせ ぬ 

主の 馬鹿 貝 蝶に やまし 

わたし や よし野の 花 盛 

私 や 禁酒で アル コ ー ル 

はなし やせぬ ぞ へ油揚 

限りない のが 國の ため 
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よしや ど ほで もま こ と を寫す 

よしやお まへ の 仰 じ やとても 

よしや 氣障 でも じゅうの 空氣 

よしや どんなに 縳 らんしても 

よしやせ いけ ひ 六 度の 他で も 

よしや 幕が へ した 氣で 居よ が 

よしや 彼 地の はらいせ じゃ迚 

よしやお まへ がフ ラ ン ス氣 でも 

よし lO- 保-一く もまら ねズな らぬ 

よしや 野暮で も ヨシ ョ シ節は 


五八： 


か -ゝ み 川 かよ 筆の やま 

權 利ない 身に 義務 は 無 

弘ひ 世界 も いつしかに 

解 ざなる まい 糯 子の 帶 

こ  > は あじゃの： 0 耳曼 

仕組 や 變らぬ 時代 もの 

つれない 

ほんに 難 面 やつあたり 

私 や 亞細亞 ；のガ ン ベ ッ タ 

よこねつ ぶしの 權利膏 


なまけ 野郞 の 夢 ざ ま し 

「よしや 武士」 選者の P" 鸦 山人と は 何人で あらう か、 これ は 奥附に 安岡 道太郞 編^と あるから、 〈义岡 

道 太郞の 匿名で あらう。 安岡 は 立志 社靑ギ 組の 錚々 たる 一人 だ。 た： A これ だけの 「よしや 武士」 を 全 

リ 岡が 一人で 一時に 作った もの か 何う か。 か、 る歌謠 集の 常と して、 他人が 歌 ひ 捨てた もの を 拾 ひ 

集： y たもの、 ある こと も事實 であらう から、 大部分 は 安岡の 作と しても- 他の 靑年 連の 八：' じた もの も. 

多少 は あらう。 安岡 は 「よしや 武士」 の 作者 代表と いふ 格で あつたの だら うと ふ。  


因みにい ふ、 私の 藏木 は、 栗原亮 一が 高 知に ゐる ところ、 これ を購 つて 志 州 鳥 羽なる 養父 栗 原亮休 

の 許に 送った とい ふ^ 緒附の ものである。 又 凡例の 曲調に よると、 この 本文の 1$ 歌 句の 終りに 、「よし 

よふ ゝし、 よふし、 よし」 と 離 子 をつ けた ものであった らしい。 二 上りで 謠へ とか 何とかい つて ゐる 

が、 私 は 三 絞に 不案內 だから、 それが 何う いふ 調子 か 想像が 出来ない。 

「民 權かぞ へ 歌」 は 一 ッ トセ I から 一 一十 トセ ー まで 一 一十 ある。 植木 枝 盛の 作と 傳 はって ゐ るが、 恐ら 

く事實 であらう" これ も 恐らく 本に なって 配られた もの かと 思 ふが、 この 方 はま だ 見て ゐ ない。 これ 

は 『明治 文化 全集』 um 由 民 權篇) を 始め、 その他の 書物に も收錄 されて ゐ るから 知って ゐる 人々 も 多 

い。 だが、 以上の やうな 次第で、 これ も 此の 稷歌 諮の 元祖 級の もの だから 矢張り 全文 を 左に 祸げて 還. 

かう。 

民 權かぞ へ 歌 

ーッ トセ ー、 人の 上に は人ぞ なき、 權利 にか はりが ないから は、 コ ノ人ぢ や もの . 

ニット セ T、  二つと はない 我が 命、 すて も自. E のた めなら ば、 コノ いと やせぬ 

三ッ トセ T、 民 權自. S の 世の中に、 まだ 目の さめない 人が ある、 コノ あはれ さよ 

TO: ッ トセ I、 世の 開け ゆく その はやさ、 親が 子どもに おし へられ、 コノ かなし さよ 

五ッ トセ ー、 五つに わかれし 五大洲、. 中に も 13； 細亞は 半開 化、 コノ 悲し さよ 

自. E 民權 意識に 成る 詩 欲  £ 九 
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六ッ トセ I、 昔 を を もへば 亜米利加の、 獨 立した の もむ しろ 旗、 コノ いさまし や 

ヒット セ ー、 何故お 前が かしこくて、 私 等なん ど は 馬鹿で ある、 コノ わか. 0 やせぬ 

八ッ トセ ー、 li?- で 人 を 殺す より、 政事で 殺す が 憎らしい、 コノ つみ ぢゃぞ え 

九ッ トセ ー、 こ、 ら でもう 目 を さまさねば、 朝寢は 其の 身の 爲 でない、 コノ おきさん せ 

十 トセ ー、 虎の 烕を かる 狐ら は、 しつ ぼの 見へ る を 知らない か、 コノ ちくし よふめ 

十一 トセ ー、 犬 もく はない 内喧 畴、 やる からけ ふびが やせ じょたい、 コノ ばかな こと 

十二 トセ， I、 西と 東 は ひると よる、 文明 野蠻の わかち こそ、 コノ くち をし さ 

十三 トセ！、 榮へ 行く 世の そのもの は、 民の 自由に ある ぞいな、 コノ しれた こと 

十四 トセ ー、 四民 一 つの その 中に、 とぼけた 華族の かへ り ざ き、 コ ノめづ らしゃ 

十五 トセ ー、 五大洲 中の 亞米利 加 は、 自由の 阈 のさき がけ ぞ * コノ うれし さよ 

十六 トセ ー、 牢屋の 中のう きかんく、 惚れた 自由の 爲 めなら ば、 コノ いと やせぬ 

十七 トセ ！•、 質に もお かない 我が 權利、 うけだす 道理が ある もの か、 コノ しれた こと 

十八 トセ， I、 鼻の 高い に 羽が はえ、 鞍馬の 山 あで 何 をす る、 コノ人 しらす 

十九 トセ ー、 國に むく ゆる -、 ろね は、 岩より 鐵 よ，？ まだ かたい、 コノ うごき やせぬ 

二十 トセ ー、 日本 は isj 細 亞の燈 明臺、 きえて はお 水洋が 闇と なる、 コノ さんせ 。(愛せ 挫 味 S ノー 一: 


此の 「かぞ へ 歌」 を通讀 すると、 何となく 福 澤論吉 の 「學 問の す、 め」 や、 「世界 國盡」 の 匂 ひ 力し 

て來 る。 勿論 一？. i 澤 から 發 して ゐる など 斷す るの は 違 ひで あり、 見當遠 ひで も あらう が、 何處 とな 

くさう いふ ij? ひの する の を 禁じ 得ない。 植木 は 勿論、 福澤の 著書 はよ く 消化して ゐ たらう し、 記憶の 

よい 男であった とい ふから 「世界 國盡」 など は 諳誦して ゐ たらう し、 植木 自身に 福澤を 模倣す るつ も 

り はなく とも、 無意識的に 影響が 出た もので あらう か。 

逸話 を 一 つ 紹介しょう。 

(前略) その 時分、 磐 城の 河野廣 中、 越 前の 杉田定 一 、 豐 前の 永 m  一  二等が 立志 社昆 藥に來 た。 何れ 

も衔 丈の 短い 學 生で 雑魚 場の 楠 瀬 喜 多と いふ 立志 社 唯一 の 女性 (後年 有名な 民權 婆さん) の 家に 寄 

して ゐた。 十一 年 七月に は 頭 山滿が 訪れた。 頭 山 は 毎日 喜 多さん の 家で 午睡ば かりして ゐる (こ 

の 家 は 入江に 近い 川岸で 夏 は 却々 涼しい。) 對 手が あると 『おい 民 權數へ 歌を敎 へて くれろ』 とい ふ 

そして 秋になる と 『俺 も數へ 歌を覺 えたから 歸る』 といって、 旅費 三十 圓を喜 多さん に 借用して 出 

發 した。 あとに は 失戀の 一 女性が 殘 つた。 喜 多さん の 妹分で お 羊さん と 呼ぶ 十七 歳の 處女 であった 

云々。 (昭和 四^ 三月、 愛書 趣味 四ノ ニ號、 濱本浩 氏 「民 權 かぞえ 歌」) 

おもしろい 話 だ、 だが、 これで 一面 當 時の 志士が この 歌 を 立志 社 土産に して 國々 へ もち 歸 つた 様子が 

よく わかる。 
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勿論 これ 等 二種の 歌 諮 は、 大衆と いふ 觀點 から 代表的と いったので、 自山 權關 係の 歌 はこれ に 

限った ので はない。 直接に 宣傳 的と こそ はいへ ぬが、 先づ 志士の 漢詩が 種々 ある。 これ 等 も ii 接に は 

自由 民權の 意識 强 化に 役立った もの だ。 だが 漢詩の こと は、 後に まとめて 語る ことにしよう リ 

一一 一 

「よしや 武士」 や 「民 權かぞ へ 歌」 の 製作され たころ は、 これ 等 歌謠が 自民 權竟 識を宣 傅す るに めに 

作られた こと は 明白で あっても、 歌謠を もって 是非 民權 意識 擴 張の 一 手段と しなくて はならぬ とい ふ 

E 心 想が 植極 的に 纏まって ゐ たわけで はない。 幾分 か 試みと いふ 形が あった。 だが、 これが 異常な 大成 

功 を 博した ので、 逆に、 これ 等 歌謠の 成功が 歌謠 そのもの を宜傳 手段に しなくて はならぬ とい ふ 3^ 想 

を起戟 したので ある。 明治 十一 年 七月 十九 日の 大阪 日報 (七 二 七號」 に は 「民 權ヲ擴 張スル 方法」 と 

いふ 社說が あり、 この 社說 では、 中等 以上の 社 會に對 して は、 ( 一 ) 新聞 雜誌 (小說 の 如き 文" も 入 

る)、 ニー  演說 討論の 二手 段 を 利用し、 巾 等 以下の 社會 に對 して は、 (三) iPl 欲 竹 枝、 1： 四 ズボ敎 の 二手 

段 を 利 川し なければ ならぬ と說 いて ゐる。 その (第三) 謳歌 竹 枝の 條を 引抄 して 示すならば、 —— 

第： 二 謳歌 竹 枝 文章 ト演 說ト ハ固 ヨリ 流通 シテ 馳聘ス レバ 其 效川ハ 以テ世 述ノ開 池 ヲ助ケ 人尺ノ 


智識 ヲ擴ム ル事此 ノ.^ ク夫レ 大ナリ ト雖モ 大凡 ソ 論者 ノ筆ヲ 執リ事 ヲ述ブ ル 習慣 ト 地位 ト 一一 ョ リ或 

モチ 

ハ 鄙野ノ 俗文 ヲ緩リ 下等 ノ個 言ヲ須 ュ ル能ハ ザルノ 事情 ァ ルヲ以 テ其之 ガ爲メ 一一- 感動 ス ル モ ノ或 ハ 

中等 社會以 上 一一 止 マリ テ F 等社會 ヨリ 婦人 兒子 一一 至 ル迄ノ 開明 ヲ致ス 米 國ノ如 キヲ得 ルハ難 カラ ン 

而シ テ獨 リ此等 社會ノ 心ヲモ 感通セ シムル モノ ハ但 語若ク ハ 竹枝ノ 流行 詞ノ ミ 古へ 支那 堯舜ノ 1  仄ハ 

皆 愚 夫： ま婦ナ リ然ル 一一 萬 口 一 談 一一 舜禹ヲ 謳歌、 ンテ 丹朱 商均ヲ 謳歌 セズ 益ヲ 謳歌 セズ シ テ啓ヲ 謳歌 ス 

ル モノ ハ豈ニ 一先 覺者ノ 之 ヲ敎へ テ皆之 一一 習フ モノー 一  ァラザ ラン ャ 四百 餘州ノ 憑 2^  ー了ン テ豈ュ 一 々 

1 一得 テ其人 ノ賢憑 ヲ判ス ルヲ知 ラン ャ古來 世ノ亂 亂餘 一一 ハ 殺伐/謳歌 流布 シ 治平 安逸 ノ時 一一 ハ太 

平 ノ竹枝 流行 スル 亦タ其 徵ナリ 近頃 高 知 一一よ しゃ 武士 ナル 一 謳歌 ノ 流行 スルコ レ元 立志 社員 中ノ手 

二 成ルト 聞ケリ 其 歌 意 或 ハ粗馒 一一 流ル、 モノ アルガ 如 シト雖 ドモ之 ヲ以テ 人民 一一 阈事 ノ重キ ヲ示サ 

ン トス ルハ亦 一 ノ好 手段 ナリト 下等 ノ 人民 ヲ 感化 スル ハ豈 一一 夫 レ之ヲ 措 テ何ゾ 

これに 觀 ると、 「よしや 武士」 の 成功が、 か、 る 思想 を起戟 さした といっても 不可で ない。 

いづれ にせよ、 十一 年頃から、 一部 人士が 歌謠を 以て 對 大衆の 民 權宜傳 の 好手 段と 公然 認める に 至 

つたこと は、 この 一文で 察せられる。 何と なれば、 この 一文 は 日報 記者の 私 言で はなく、 輿論の 反映 

と 見て よから うし、 叉 此の 一文に よって 明確に 覺酲 させられて、 歌 諮に 對 して か、 る 認識 を 新たに し 

始めた 志士 達 もあった らうから だ。 
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吏に 轉 じて、 その 當 時の 詩歌の 發逹史 の 方から 考へ ると、 歌謠を 明確に か、 る ものと 認識せ しめる 

に 至った 問 接の 要因め くもの が 二つ ほど ある やうに 思 はれる。 その 一 つ は、 詩歌 改.： の考 へだ。 これ 

が、 從 來社舍 と 何 S 接觸 もない 浮 文遊詞 乃至 は 誨淫導 慾の 具と 見られて める 歌謠を 改良して 社 <^0： に實 

益 を與 へる ものにし たいとい ふ考 へが 一 動機と なって ゐる事 は、 こ、 で 喋々 說 くまで もな く、 この 方 

面 の 研究家 に は 常識 となって ゐ るが、 歌謠 を民權 意識宣 傳 の 具と するとい ふの も 背景 に は 暗々 裡 にか 

うい ふ考 へが 動いて ゐ たの だとい つて 可い。 今一 つ は、 西洋の 詩歌で 政治に 觸れ たもの が 往々， お 介 さ 

れ、 それが 又 歌謠を 政治と 結びつける ことの 正當 さを敎 へたと もい ひ 得る。 かう いふ 詩歌 方面の 時代 

のお 氣が、 問 接に 維新 志士 達の 示した 前例 を 助けて、 自由 民權 意識に 成る 歌謠を 盛んに 出現せ しめた 

とい ふこと が出來 やう。 

理窟め いた こと をい へば、 先づ かう はいふ もの、、 一 つ は自. S 志士 達が、 何う にも かう にも ムシ ャ 

ク シャ して 遣り きれ なくなって、 思 ひき つ て聲張 、リ あげて 欝 屈せる 感情 を 歌 ひ 出したい 衝動に 驅られ 

たとい ふこ や-も、 大きな 一 つの 要因に なったら うとい ふ もの だ。 (昭和 十一 年 十一月 號 「害 物 展. や- 0 

四 


明治 十 年 以後 二十 年頃までの 問に 出た 民 權歌謠 は、 その 稼 類に 於て 實に 多岐に わたって ゐる 力、 大 

M すると、 俗謠 俗曲、 漢詩、 新體詩 (及び 準新體 詩) の 三種と なる。 さう して その 出現の 時間 的 先 後 

をい つたら、 漢詩が 最も 早く、 俗曲が それに 次ぎ、 新體 詩が 最も 後に 出た ことにな らう。 

俗曲 はこれ を 細別す ると 大體六 種に 分れる。 一 は 俗曲、 小唄、 端 唄體を 襲う 仁 もので、 主として 替 

喷 となって ゐる、 (二) 俗謠、 卽ち 主として 都々 逸體の もの、 (三) 數へ歌 (乎 まり 歌)、 (5 新作 俗 

. 歌、 これ は、 體式 は新體 詩に 屬 せしめて もい、 が、 語句の 上から は 全然 俗歌と なって ゐる 比較的 長い 

もので、 新作が 多い、 (五) 淨 るり、 これ は數が 多くない が、 一 二 ある、 (六) 流行歌、 卽 ちォッ ペケべ 

1 の 類 を 指す。 先づ 此の 六 種が ある。 

漢詩に、 この 詩の 各 體に應 じて 種々 な ものが あらう と 思 ふが、 (一) 短詩 (絶句)、 (二) 長 詩 (お 詩) 

又は 歌 行 風との 一 一種に 分けて 置く。 

新體詩 もまた (一) 唱歌 調と (二) 新體 詩と 二種に 分かつ。 これに (三) 準新體 詩と して、 今様 風 

• の ものが 入る ので、 三種と なる わけ だ。 

或は 新體 詩の (三) を 分けて 和歌の 一種 を 立て、 これに 短歌、 長歌の 二種 を 置いて 兒て も說明 はつ 

i 何れで も！ い。 

以上の 如き 區 分の 仕方で、 各種の 民權 歌謠、 詩歌に ついて 語って 行く としょう。 

自. E 民權 意識に 成る 詩歌  六 五 


. 先づ澳 詩に ついて 語らう。 

漢詩で 古い もの は、 明治 九华、 成 島 柳 北が 下獄の 時の 作と 傳 へられる 右の 詩で あらう。 

；大 無 挤 墨 天 無 キ" 人 代 天 言 代 IKif 我 下獄 時 天爲泣 滿眸淚 化 滿城雪 

これ は 柳 北と 同時に 下獄した 某氏の 作で あると もい ふが、 一 般には 柳 北の 作と して 傳 はって める か 

ら先づ さう として 置かう。 いさ、 か 芝； US 氣が あると いへば いへ ぬ こと はない が、 その 意氣は 大した も 

の だ。 同じく 新聞 條 例で 人 獄 した，：： L1 居 正 功の 作に 次の 詩が ある。 

武士 建 功， §戰 場 仁人 得罪是 文章 自由 描 利 君休說 硏盡腰 問： 一； 尺劍 

叉 左の 詩 は、 國會 請願 代表の 一 人 茨城 縣の 野手 一 郞が太 政 {S の 門 柱に 題した ものと いふが、 頗る 常 

時の 志士 達に 愛 謡され たもの だ。 

辛 苦 艱難 不 足 W 丹誠 誓 欲 逹天閽 誰 知 衣 袂 斑 ぶ ^ 卽 n; ル- 微は 血： 脱 ^ 

明ユめ 十三 ハ牛 頃の 作で もあった らう。 略 ぼ 同じ 喷南總 の 人せ 水 氏が 時事 を慨 して 作った：^ に、 かう いふ 

のがあった。 


何時 得 作 自由 民 國會 未開 權 不仲 舊主 門前 一枝 帚 今朝 又 掃 落花 塵 

それより 有名な ものに は、 例の 中島 勝義の 作と いふ 天日 光 寒 巴 里 城と いふ、 有名な ル ウイ 十六 世 を 

斷頭臺 に 斬る の を 詠 じた ものが ある。 これ は餘 りに も 有名 だから、 誰でも 知って ゐ やう。 

栗原亮 一 の 詩に は、 志士 達の 吟誦した ものが 多い。 今 『皆無 庵 遣 響』 中から  一 ニ抄 して 見よう。 

默坐 沈思 殘燭前 苦艱 遭遇 憶 先賢 寒 烕肌粟 風霜 夜 泣 讀藶騷 約篇 

. これ は 冬 夜書感 とい ふ ものである。 

貪婪 自誤治 民 謀 君 視土塵 臣視讎 奮闘 淋濟濺 熱血 西 球染出 十三 州 

讀 米お と 題す る もの、 明治 十二 三年 頃の 作で あらう かと 思 はれる。 長 詩 七 I 一！： 古詩) で 有名な もの 

は、 波 蘭」 ま 滅亡 篇と 巴黎懷 古の ニ篇 だ。 これ は いづれ も、 當 時の 志士 愛吟 中の 珠玉と もい ふべき もの 

であった。 


弱 肉强食 一 爭場 

草 莽 豈 無義 烈士 

孤軍 防戰爭 雌雄 

嘗 膽易時 雪此恥 

. 痛 恨 無 吿亡國 民 


何異 豺狼逐 群羊 

奮然 挺身 執 戈 起 

動 如 雷 震 疾如風 

雞奈 士氣屬 萎靡 

號叫. 吞淚 訴蒼旻 


茫ぇ 天地 公道 滅 

激昂 決死 誓 山 川 

悲-股 淋离滿 腔 血 

衆 寡 不 敵 勢旣窮 

百 萬 降 兵 夜 流血 


-自， 由 横 意識に 成る 詩歌 


此時家 國奈存 亡 

國存则 生 亡 則 死 

欲灑 敵陣 試攀攻 

奮 戰決鬪 雜而已 

羶風腥 雨 泣鬼祌 
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Ih: 燐 連 野 堆髓髏 

偷 安多 是 自取殃 

ズヰ ノー アル 

又不見 瑞得爾 


英魂 毅魅 地下 哭 

波 蘭 畢竟 非 天 亡 

熱血 染出自 .3 鄕 


盍磨汝 劍飄汝 旗 


ュス 


君不見 蘇普盧 


六 八 

義軍 一 擧 n 恢 (仪 

^  夭 軍 ^  y し 

お 逢 ^  < ーノ刀 まッ 


この 詩 は 製作 年代 を詳 にしない が、 十三 四 年の もの かも 知れな 

.藤 に隨 つて 洋行した 時の 詩 だから、 恐らく 十六 年の 作に 違 ひない- 

塞 煙 之 水 巴 梨 城 地 屬坤輿 第一 名 isoM 萬里乘 

苛政 威 厥 猛虎 勢 ^士 慷慨 志 

堅 水 不戒履 霜 際 維時 七月 蕭 

ー擧 義軍 誅 王侯 殺人 如艸機 

宜戰 飛檄震 五州 千古 憂愤民 

英雄 豈徒 屈草莽 龍戰 虎鬪亂 

共和 建國 貴賤 同 儒生 知 否 家 

總成羶 風 脛 11 裏 

此の 種の 詩で は 穴」 前の 長篇 だが、 誦し 來 つて その 長を覺 えない。 

杉 m 定ー (.雜 山) が 一 經世新 論』 で 舉禍を 買った の は、 明治 十 


想見路 2^ 十四 世 

王 {\ ぶ 積 惡 苦 蒼 生 

斬木爲 兵 揭 竿 頭 

專制君 國威我 敵 

暴 戾驅入 亂贼門 

自. S 凱歌 I 升 平 象 

如 今 泰西 文明 華 


い。 巴黎懷 古の 方 は 十五 年に 板 Is- 後 

リ 

槎客 懷葡 向 誰 1^ 我 

難酬 鼎 銀 刀 前 後 m 

颯秋 殺氣捲 X 起 城 頭 

化劍 屍骸 成 山 血 成 流 

約 論  一 4^1 功名 山ほ黨 

無窮 覇 圖 帝業 謚歸 i?^ 

國事 極 亂却是 致 盛： I 


年であった。 その 時 拘^所での； 


木 欄 圍外月 如 煙 


添 得 一 層 泰色來 


だとい ふのに、 かう いふの が ある。 

夏 宵 雖短永 於 年 萬感 撑腸恍 不眠 擊 柝ー聲 天地 寂 

. 同じく 杉 田が、 明治 十五 年 四月 板 垣の 岐阜の 變を 聞いて 作った 詩に 曰 

大道 同人 豈共灰 天 將奇禍 練眞才 海棠 昨夜 無情 雨 

同じ 時 中島 信 行の 詩に 11 

(前 二 句 を 忘る) 

金 一華 山 裂 紅滿地 正是 自由 結實時 

とい ふの が ある。 これ もよ く 吟誦され、 引用され たもの だ。 

十七 年 十月み 加 波 山 志士 は 皆 詩 を 好く した。 就中 自. e 壯士 達の 口に 膾炙した もの も尠 くない 

. 廣體の 加 波 山 義擧の 詩に 曰く、 11 

虎狼 不斬 鯨不斃 一片 丹心 天地 知 偶有 秋風 拂妖霧 


一味の E 魁視 された 富 松 正 安の 獄中の 作に いふ、 11 

是非 顚倒任 人 評 一. 片 丹心 如 火 明 誰 識孤囚 滿腔血 

琴 田 岩 松 は、 その 獰猛な 風貌に 似す、 頗る 詩人の 素質 を もって ゐた。 

懷慨元 期 救 蒼生 憤然 決 志 爲此行 毒蛇 驗蜒兩 毛 野 
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繞 成 膏 n  0 蒼 生 
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霜 冷 腰 ii 三尺 劍 腸 塞壯士 千歳 名 風 蕭蕭兮 雲慘詹 

これ は 利根 川 を 渡る 時の 作 だが、 殊に 悲壯 なの は、 獄中 母 を 思 ふ 作 だ _ 

三 歲爲囚 稀 雁 魚 夢 魂 唯 向 故圜囘 鐵窓漏 入 半輸月 

平 尾 八十 吉は、 一 味 中 唯 一 の戰 死者 だ. I . 

不譬襄 業 僞兼眞 一 擧可顚 此暴秦 結 得關東 奧羽士 


七 0 

憶 起 當年易 水 情 

應照营 堂 枕 h 來 


他 又 豪傑 有 何人 

その他 宮部囊 を 始め、 まだまだ 多數の 人の 詩 を 擧げる ことが 出來 るし、 又擧げ なければ ならぬ が、 

救 M の 都合で さう もい かぬ から、 『佳人 之 奇遇』 中で 絶唱と 稱 された 我 所 5 わ 行 を祸て 漢詩の 分よ 了ち 

切る ことにする。 我 所思 行 は幽蘭 女史 四 首、 紅蓮の 和 詩 四 首、 合して 八 I あるが、 今 紅蓮の 作 を  一^ 

だけ 抄出す る。 


我 所思 兮在斯 身 

天 歩 艱難 如怒浪 

.自 古 英雄 出 僕 奴 

.寶 刀 在 IM 氣勃勃 

M 横 大空 千里 明 


蟠屈却 期 一 朝 伸 

世途 險巇似 列 峰 

異才 往往 隱狗屠 

何時 能 剌姦佞 骨 

風搖 金波 遠有聲 


豫知 成敗 自有數 

排之蕩 之 是 吾 任 

知涵亂 紛爭世 

海 若 眠 時 天地 靜 

夜 寂え 兮 望 茫 ぷ 


豈爲 屯^ 失牲 0 

厘 l5i 辛酸 不 川价 

或 出奇偉 俊傑 徒 

拄把袂 哀 « ゆ n 

船頭 何堪 今夜：^ 


ま 所：. お 仃は必 やし も 自凼民 權の頌 詩と いふので はない が、 愛蘭 士 亡！： を 嘆 やる 條 就の 意が nh, ふ士 


の 心腹 を 動かして、 頗る 歡迎 された ものであった とい ふ C 

六 

次に 俗曲 俗謠に つ いて 一語ら う。 

端 哏の替 唄 式の もの は、 これ も 亦、 明治 九 年に 早く 見えて ゐる。 

吾が ものと、 思へば 嬉し、 民權 の、 天賦の 自由 を 胸に 据へ、 とぎ 行く 議論 は、 禁獄の、 便器 掃除の 

たねと なる、 待 身に つらき 滿月も 、 實に 名譽じ やな いわいな 

新橋の 妓 某が 情人の 記者の 入獄 を 思 ひやって 唄った ものと いふ、 自. s:li^ 權の 十分な 宣傳 とはいかぬ が 

前半に 多少 その 意 か 見える ので 揭げて 置く。 尤も 臺灣 征伐の 時、 「夕 ぐれに」 の替 唄で 諷剌歌 諮が 出來 

たが.、 これ は、 今揭 げやに 置かう。 

だが 早 いのは 上の 一 首 だけで、 あと は 皆 やっと 後になる。 數も 少ない。 栗原亮 一 の 作と 傳 ふる 「忍 

ぶ 戀路」 の t: 歌 i - 

忍ぶ 暗 世 はさて つらい もの、 祕密逢 ふの は、 命が け、 照らす 自由の 燈の、 光り を 見せよ 慈悲な さけ 

これ は 明治 十七 年 五月 自. S 燈 創刊の 宴席で うた ひ 出された ものと いふ。 

自. m 民權 意識に 成る 詩歌  セ I 


研究 篇  七 II 

同じ ころ 自由 黨の 壯士 連中の 間で、 よくうた はれた 眷哏が 二つ ある。 

(常 盤津將 門 の替 唄) 

すご や 4: 西 亜の 物， 語、 つよげ な 帝 も 幾度 か、 報の 罪に 責められて、 事いた ましき 破裂 彈、 それお ほ 

へて かお？ まの、 姿 も 春の 朧ろ 月、 おぼろげ ならぬ 世の 鑑、 うつして 見せて 戒の、 民の 下 燃へ 思 ひ 

は 胸に、 滅 制 ゆへ とい ふこと を、 そのお. 9 知りて 明暮 に、 わたしの 念が け ふの 今、 屆 いて うれしい 

此の しらせ、 ィ ヂャ/ \- と 人々 の むらがる 夢 合せ 

(色氣 ない とての 替唄)  - 

命ない とて 苦にせまい もの、 野邊の 石碑に 月 もさす、 見やれ 苔に も 花が 人，、 く、 監獄 もどりに 袖つ ま 

され かう ベ 

引かれ、 今宵 逢う との 目 遣いに、 招く 合圖の 旗印、 す きに 雜る 髑體、 心と 讀ん だが 無理 かいな 

前者 は 作者 不明 だが、 後者 は 栗原亮 一作と も、 小 窒信介 作と も傳 はって ゐる。 此 等の 替叫ノ は、 政.；^ 

當 局の 彈壓 が嚴 しくな つてからの もの だけに 「自由 黨史」 にい ふところの 革命 文舉 めく 調子が ある。 

この Si の 替歌 は、 まだまだ 數が 多かった らうし、 現に 國會 開設 後、 盛に 此の 種の 替© が出來 た。 明 

治 十六 年 福， おや 高 知に 流行った とい ふ ー— 

：  レグ オリ ュ I ション 

我 戀は怫 蘭 西の 國の革 命 起す 一一 ャ 恐し 起さねば 可愛 自由に 逢れ ない 

政治 小說 『總理 大臣』 明治 二十 年刊、 志賀 祐五郞 著の 中に 見える I . 


f 日の 曰の、 戰ょ 吹く 風に 誘引れ て、 谷の 戶出 づる鶯 も、 緣の 梅の 宿借りて、 ァレ 見やし やん せ 鳥で 

さへ、 心の 隨に 物言 ふて、 自主の 權利を 張る わい な ！ 

とい ふの も、 か、 る替 唄の 一 種 かも 知れない が、 私 は 原 歌に 暗い ので、 何ともい はれない。 

この種の 眷唄 や、 次の 都々 逸 式の 歌 諮が 志士の 間に 流行した こと は、 一面 志士と 花柳 社會 との 接近. 

を立證 する もので あり、 その 點 では、 彼等の 間に も、 幕末 維新の 勤王 浪土 等と 頗る 似通った 氣 分が 漂 

つて ゐた。 

都々 逸 式の もの は T よしや 武士」 を もって 代表され るが、 民權 都々 逸の 元祖 は 「よしや 武士」 より 

も 古く、 矢張り 明治 九 年頃から 見えて ゐる。 明治 九 年 某月 評論 新聞 第 七十 五號 に、 新橋 妓流 間の 流行 

歌と して 左の 一 一首が 出て ゐる。 

緣と 思へば めの 腰繩も むすぶ 心の いさぎよ さ 

雪 はとけ 花 は 開く る此 世の中に 啞し のまね する 身の つら さ 

前者 は、 禁獄 中の 情人た る 新聞記者 S 身の上に 心意 氣を 走せ たもの、 後者 は 言論 壓 迫の 不當， ^慨嘆し 

たもので ある。 「よしや 武士」 と 同じ 頃、 高 知で 流行った とい ふ 都，^ 逸で 「民權 家」 と 題す る ものに 次 

の 一 首が ある。 

杜^ 愚 痴な言 だ よ 八 千八聲 嗚 て も 雲井 は 浮 はの そら  * 

自由 民權 意識に 成る 詩歌  七三 


硏究篇  七ョ 

明：！ 5 十一 一年 三 H 明 林 新 誌 § 一  號) に：：J^ぇる 一 甘、 —  ， 

民の 權利 がた たないならば 死で 自由の 鬼と なれ 

これ は、 その 顷火阪 の 花柳 社會で 流行した もので あつたと いふ。 

「よしや 武士」 以後、 高 知で 新に：^ 權都. - 逸と いふ ものが 作られて、 盛んに 歌 はれた。 作者 は 常時 高 

知 新 ii 記お 坂崎斌 である。 曰く、  11 

〇：li- 權獨 々 逸 

旭 か V- やく 闻 とはい へど 民の ねむりの まだ さめぬ 

ー匚 力，^  iH^ ひ-力 やぶき 屋根 も か はらない のが 自主の 權 

握り 举で ァノ  ai. 蕨が 民の 權利を 赛の山  . 

が邊 ひ？！ X=^r3k み つ けられて 萌 ゆる 思 ひの たえまない 

花に- M は 浮世の なら ひ あとに なるみの あんじられ 

復ハ論 でかうな るから にや わたしば かりの 愚！^ ぢ やな 、  - 

ぬしの 時計 もソ レ みやし やん せ もはや 十一 一時 まきな ほし 

かげらう の それ か あらぬ か 參政權 利 思 はせ ぶりに も 程が ある 

肖. W 黨、 板 想 退 助が、 政府の 干涉 政策 を慨 して 作った とい ふ變熊 都々 逸が 一首 ある、 ！ 


風雨が 育てる とても、 雨風が 强 けり や 花 もちる ぞいな 

ホ ン 一一 お 世話 も ほどが ある 

諷匕 S 幽婉、 調子 も 佳い。 叉 誰の 作と も 聞き 知らぬ が、 同調の 都々 逸で 皮肉の 頗る 猛烈な ものが ある e 

〇〇 は 鬚 ある 癖に 二重 腰、 海老の 權 利の 後 返り、 

ホ ン 一一 卑屈な 態 かいな 

十七 年 十月 自. S 黨 解散の 時、 歌った もの 1 . 

乘り 出した 舟 だよ 果て は何處 まで も 

おも 舵取り 舵ぢ や、 fxr; ひの 胸に ある 

これ は 有名な もので、 志士 會 合の 席で はよ く 歌 はれた。 叉 左の 數首も 一般に 好んで 歌れ たもの だ 9 

破れ 障子と わたしの 權利、 張ら ざなる まい 秋の 風 

二十 三年. そり ゃ大 馬鹿よ、 善 は 急げと 書いて ある 

他所の 花、 羡 むば かりおや そり ゃ氣が 弱い 

與我自 與死 熱血 染出 十三 州 

羡 ましけ り やゆ、 くが よい 

二十 三まで 苦界の 闇路、 たよります ぞへ. nn 由燈 

自由 民 機 意識に 成る 詩 七； 4 


研究 篇  七 六 

この： g 後の もの も、 自. E 燈の 發刊を 祝した もので あらう。 

明：！ ^ 十六 ハキ 八月の 終 人 S: 出 新聞に よれば、 大和地方の雨乞踊りの§^たとぃって左の如く3^^數符出， 

てゐ るが、 これ も體例 は、 都々 逸 式で ある。 

長い 曰^りの _t 制主雜 も、 頓て. の 雨が 降る 

民のう る はふ 自. E の 雨 を 誰か 束縛す る やらん 

十七 七：： ：- 三十 一 m 自. E 燈には 大阪此 花 新地 吉 川 席のお 德 とい ふ妓が 右の 都々 逸 をうた つて ^米 を 

得たょしが：：^^んる。 

死骸の 山^み 血の 雨 降らし 而 して 自由の 花 す 

前 出の 政治 小說 『總理 大臣』 の 中に (第 六 回) I  . 

遂げぬ こと は 心に 知れ ど已 むに 已 まれぬ 國 事犯 

明：！ 化 二十 ハ 牛に は、 自. e 思想 を 主題に した 都々 逸 集で 「改良 百々 逸 評 集」 とい ふ 本が 刊行され てゐ る. 

とい ふが、 それ は 未見で ある。 都々 逸 は、 簡單な 詩形で、 而 かも 卽 席に いくらでも 作れる ため、 ^し 

探す つもりで 探せば、 夥だ しく 集まる と 思 ふが、 今 はかくの 如く、 見本 程度で 止めて S くより 仕方が 

ない。 

ほ 高 知の 某妓が 好んで うたった とい ふ 左の 一首 は、 決して 都々 逸で はない が、 他に 分類すべき も. 


のがない ので、 こ、 に附 載して 置く、 或は 何 節と かキ チンと した 名が あるの かも 知れない。 曰く、 

應制 しゃん す、 應制 しゃん す、 減法 矢！ i に壓 制し やん す、 お前 達ァ民 權自. E がお 嫌 ひか、 ャッ パリ 

壓 制が お好き かね、 テ モマァ おかしなお 人お やね、 ヒ ー ヤヒヤ 

とい ふ ものである。 

第三の 數へ 歌、 乃至 手 鞠 歌と 稱 する もの、 これ も、 植木 枝 盛の 民 權かぞ へ 歌が 代表的なる もので あ 

るが、 その他に も 有名な ものが  一二 篇 ある。 同じ 植木の 民 權自. H かぞえ 歌と いふ ものが 明治 十一 一： 年 十 

二月の 「世 益雜 誌」 に 見る。 

〇 民權 自由 數ぇ歌 

ーッ トセ 人の 生れ は 皆 同じ 欞 利に 異 りが ある もの か この 同權ょ 

ニット セ 二人 三人の 〇〇 で 鬼 角に ぉ內が 治まろ か この 無理な 事 

三ッ ト セ 民權 自 由が わしの 戀壓制 舅姑が ある とても この 恐れ やせん 

ッ トセ 輿論き 議の その 勢 はお まへ の 力 ぢゃ遏 まらない この やめし やん せ 

五ッ トセ 入らぬ お 世話の この 仕方 程の な いのは わしに や 邪魔 この やめて くれ 

六ッ トセ 無理な 仕方 は 通り やせん 文明開化の 世の中に こめ 政府で も 

自. B:^ 櫂 意識に 成る 詩歌  七 七 


七ッ ト セ なん ぼお ま へ が 威張っても 天下 は 天下の 天下 ぞい こ の 萬 人の 

八ッ トセ 止めて おくれよ 壓制を これが 亂れの 本と なる このお やおさん 

九ッ トセ こんな 馬鹿げた 仕組で は人氣 のよ ろし ひ 害がない この 換へ しゃん せ" 

十 トセ どうで 自由の 此戀路 茨の 中で も 推し 通る この 惚れた わし 

十一 トセ 色 は 香へ どち. 9 ぬる を 散り もせぬ の は 民權ょ この 大切 さ 

十二 トセ 西と の 別ちな く 政府 は 人民 保護の 爲め この 我阈も 

十三 トセ 榮ぇ 行く 世の その 本 は 民の 自由に 在る ぞいな この 外 はない 

十四 トセ 質に も 置かない 我權 利う け 出す 道理が ある もの か この 我物よ 

十五 トセ ごまかし 政事 は 一 時よ 一 一時 立ったら 尾が 見 ゑる この 淺間 しさ 

十六 トセ 論じ つ めたら 外 はない 尊 制 政治が 害の 本 こ の 昔し より 

十七 トセ 知らす にす るの は 罪 淺し知 つて やる のが 罪深い この 惡ぃ事 

十八 トセ 早く 國會 持ら ゑて 立憲政治に 致した や この 我國を 

十九 ト セ 黑き 白き は 言 はやと も 天下の 人間に 目が ござる この 分る ぞい 

二十 トセ 口 本の 國の獨 立 はおの 自 ，5 にある ぞいな このさき も 

この 數ぇ 歌の 公に される より 一年 半 程 以前、 卽ち 十二 年 四月の 「大ぉ  1 新報」 とい ふ雜誌 (t^ 十號〕 


二 ま、 この頃 九州 地方で 流行 を 極めて ゐる自 、王. or 由 かぞえ 歌と いふ もの 力 一 一 一首 at> 抄 されて るる 力 ， 

それが、 例へば、 1 . 

ーッ トセ ィ 人の 生れ は 自主 自由 獨立 する のが 第一 だ この 世の中に 

十一 一 トセ ィ 西と 鬼の 別ちな く官的 やお いらの やと ひもの この 稅を 出す 

とい ふ 調子の もので、 今に 示して 植木の 數へ 歌と 頗る 調子 を 同じく する ものが ある。 植木 は 明治 十一 

二 年度の 夏、 九州 遊說の 時、 可成..^ 長く 福 岡邊に 滞留して るた から、 或は 此の 自、 王 自由の 數へ 歌も植 

卞の作 かと も 思 はれる、 若し 然ら やとせば、 この 自主 自由 數へ 歌に 暗示 を 得る か、. これ を 模倣す るか 

して、 植木が 民權 自由 數へ 歌の 方 を 作った もので あらう。 

この ニ篇は 何れも 反抗 意識が 可な り强 い。 

年代が 少し 飛ぶ が、 明治 二十 年 十一月 十五 日淺 草の 鷗遊 館で 全圃 有志 懇親 會が 開かれた 時、 束 京の 

代言人 佐藤修 吉が會 員に 頒っ たとい ふ 手 鞠 歌が ある。 

一 ットャ 人に 自由がない 時 はく かたはのから だ も 同じ ことく 

ニット ャ 蓋す るよう に 押へ て も- 押へ きれぬ は 人の 口/ \ - 

三 ットャ 三千 七 百 萬 人の く 力 は 御國の 杖柱/ \ 

四 ットャ よその 侮り ふせぐ に は./. \ 上下 一 致で せに やならぬ/.^ 

自由 K 權 意識に 成る 詩歌  七 九 
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五 ットャ 今 は寢て 居る 時で なし/ \. 起て 働ら け 國の爲 めく 

六 ットャ 無理 を 通して すむ 様な く 世界 は 地球の 上 にないく 

七 ットャ 何から 何まで 外國 の，/ \. 萬 似す り や 日本と 云 はれまい-^ 

八 ットャ 大和心 を 人間 は、 國の爲 めに は 死ぬ 事 ぞく 

九 ットャ (缺) 

十トャ 遠くの 國へも 日の 本の 威光 を 示せ 吾れ 人よ 

民 權自. H を 基調と して はゐ るが、 その 中に も 大分 國權 意識が 强く なって 來てゐ る。 

第 四の 新作 俗謠、 これに は、 先づ 植木 枝 盛の 民權 m 舍歌 を擧げ なければ ならぬ。 これ は * 明 ユ^ 十二 

年 六月 刊行の 『民樣 自由 論』 の附錄 として 出て ゐる ものである。 これ は、 大抵の 俗^の：：^ 編 は 七ヒ乃 

至 七 五の 調子で 諧調 を 保って 進む が、 この 田 舍歌は 全くの 自由詩で ある。 勿論 句ヒ： 九 を 丼 A 調と して 

るるとい へばい ひ 得る が、 然し 別に それに 束縛され す、 全く 奔放に 自. e に 歌って ゐる) これの 內容が 

自由お 權宜傳 の 政治 詩でなかった ならば、 明治 大正 詩歌 史上 犬に 問題と された に ひない。 然も 见も 

角、 形式の 方から 注意すべき 作で ある。 

0 民 權田舍 歌 


自由なる ぞゃ人 ii のから だ 

心の 靈妙萬 物に 越へ 

天地と 云 ふ もよ し 

なにも 不足 はない ぞいの 

.自.£ じ や 自由 じ や 人 問 は 自由 

食 ふ も 自由に 生きる も 自由 

體は 動き 足 や 走る 

自. H にす るの が 我が 權利 

權利 張れよ や 國の入 

取らねば 我 儕の 恥ぞ かし 

羽が あっても 飛ぶ ことならぬ 

緒が あっても 游 がれぬ 

蹄が あっても 走られん 

自. S の權 利がない 時 は 

さ らば 人 ii と 云 ふ もの は 

自由 民 櫂 意識に 成る 詩歌 


頭 も 足も備 はり 

心と 身と が 具 はる は 

自分 一 人 は 一 人で 立つ よ 

そこらで 人間 を 自.. a と 申す 

行く も 自由よ 止る も 自由 

心 は. 思 ひ 口 は 言 ひ 

見たり 聞たり 自 .3 

自由の 權利は 誰も 持つ 

自. H は 天の 賜 じ や 

お まへ 觀ん かへ 籠の 鳥 

お まへ 觀ん かへ 網の 魚 

お まへ 觀ん かへ 繋いだ 馬 を 

人に 才 あり 力 も あれ ど 

無 ffl の 長物 益がない 

自由で 生きて こそよ けれ 
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自. S が 無ければ 死んだ も 同じ 

醮と云 ふの はからいが 躂じゃ 

砂 赌と云 ふの はせいが 砂糖 

人 問 も自. W で こそよ けれ 

卑屈さん すな 壓制 受ける 

天の 人間 を 造る の は 

人の 上に は 人 はなく 

こ 、 が 人間の 同 權じゃ 

政府 は 民の 立てた もの 

官的ゃ 吾 倚の 雇 ひもの 

古へ 今の 別ちな く 

應制 暴虐 やら かして 

人 を？；^ し 家 を燒き 

議論 を 禁じ 口 を閉ぢ 

なんと これで もよ い 事 か 


お まへ 觀ん かへ あの 鹽 を- 

から くなければ 沙  である； 

甘くなければ 土 じゃぞ へ 一 

自由がなければ 人形よ 

人に 貧富 强弱 あれ ど 

天下 萬 人 皆 同じ ■ 

人の 下に も 人 はない - 

權利 張れよ や 國の人 

法度 は自. 5 を 護る 爲め 一 

權利を 張らねば 詮 がない！ 

惡 るき 政府が 世に あると 

民の 肖. H を 抑へ 制け に 

金 をと つた. 0 寶を攀 ひ 

無理 非道の 事ば かり 

これ は 問 遠ひ大 間遠 ひ . 
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こんな 無道の 政事で は 

權利 張れよ や 自由 を 仲べ よ 

おきて  ， 

憲法 を 確に 定めよう よ 


民の 安樂が 得られない 

民選 議 (院 力) を 早く 立て 

これ は 今日の 急務 じゃぞ 

立憲 自. S の 政體で 

擧問 修めて 智惠 磨き 

文明開化の 人となり 

國の 威光 を 輝かし 


やれく やれく 國の人 

. 自由の 權を 張り 伸し 

職業 務め 働いて 

三千 餘 萬が 一致して 

秀で 榮 えて 行かし めよ  . 

(明 的 十二 年 六月 『民 櫂自. E 論』 附錄) 

此の 1 の 新作 宣傳^ の 作者と して は、 植木の 外に、 坂 崎 紫 瀾の名 を 忘れる ことが 出來 ない .r-a 

年 八月 一 日 高 知新閜 一 五 〇 號を 33- ると、 左の 記事に 出會 ふで あらう。 

〇 頃日 九十 度 以上の 苦熱に は 流石に 姑射の 祌人水 雪の 膚 もた へ やや あり けん 上の 新地 得.^ 樓 の藝妖 

六々 三十 六 名が 1  母 夜 竹の 模様なん つけたる 揃の 浴衣に て 鏡 川原に 伊勢 おんど を 躍り-出せし 由なる 力 

又 此方に は 鬼神 を も 取り ひしぐべき 壯士が 自由の 一 一字 を 記せる 走 提燈を 高く 提げて 例の 民 描 躍.^ を 

k 强 せらる. 7- とのこと 柳 は 綠花は 紅 あら 面白の 浮世に ぞ ある 因に アメリカ 獨 立て ふ 曲譜 を 得 たれば 
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左に 錄 して 四方 有志の 抵掌を 博す 

朝 陽 輝 やく 太平 海 や 

コ n ンブ ス 氏の 發 見せし 以來 

柬岸 しなる 英吉利 領は 

に 人別 ふ へ て 

欲に M のな き本國 政府 

されば 人民より ュめ つまりて 

中に 拔 群し パ ト リクへ ンリ 1 

我に 自由 を與へ ょ祌ょ 

假令國 王 政府と い へど 

イデ ャ 義兵の 旗擧 せんと 

ヮ シン ト ン をば 總大將 に 

木國 政府の 罪 かき 立て、 

まつ ま 程なく 喇叭の 響き 

凝りに こ つたる 鐵石 心に 


波の 彼方の 亜米利加 洲は 

音 も 名高き 新世界 

日 月 經る こと 三百 餘歳 

民の 產業 繁昌 すれば 

ァレ のコレ のと 租稅を かける 

我 も/ \ もと 議論 を のぶる 

眼 ま 迸し り 突つ たちあが. CS 

自. S なければ 死を與 へよ 

非理の 所業 は 堪忍なら ぬ 

勇み 進みし 老若 女 

叫 十八 士が 連判な して 

國の獨 立 世界へ 示す 

敵の 大軍 群り きたる 

鋒 も 矢玉 も はね か へ る 


八 
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流す 血の 河 屍の 山 も 

和睦な せし はしち ねんめ 

人の 上に は 人 こそな けれ 

上院 下院の 評議 役 

今 は 三十 六 州と なりて 

それ  くに 

其に 引 代へ 亞細 H5i の洲は 

牛よ 馬よ とお ひっか はれて 

筆に 書れ や 口に はい へ す 

眺めて 暮 すが 浮 月日 


新手 いれ かへ 渡海の 敵に 

人に 勝て ふ 天 定まりて 

共和政 體 目出度 こ、 に 

II 年代り の 大統領 

昔し つど ひし 十三 州 も 

拉ても 愉快な 獨立 話な し 

民の 欞利 も荒繩 しばり 

いきて 甲斐な き 此の 有様 を 

遙か 隔てし 東の 空 を 

坂 崎 自筆の 「紫 潤 年譜」 を 見る と、 . I 

又 草 濱躍曲 米 阔獨立 曲 其 他 民 權詞曲 十餘種 (明治 十六 年) 

と あるから、 此の 曲が 坂 崎の 作 だと 知られる。 坂 崎 は、 この 一 曲 だけでなく、 十 g: 年から 十六 年へ 力 

けて 民權 詞 曲 を 十 餘種を 草した もので あらう。 詞曲 とい へ ば 何れも 相當 長い ものの やうな 氣 がする 力 

^の 一曲 以外、 私 は 知る ところがない から、 そこ はに V- 想像に 止める。 

以上 二 曲 は、 その 內容 からせば 新體 詩の 方に 入れても 可い もの だが、 詞 調が 俗 だから、 俗^と して 
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1 Ira^ を 立て、 置く のが 當然だ 。 さう して 兩者 とも、 殊に 後者の 方に、 矢張り 幅 深 論吉の 『世界！： 盡』 

の 臭 ひが 何處 となく ある、 而 かも 相當 深く 浸み こんだ 臭 ひで ある， - これ は兩者 を讀み 比べた 入 は、 必 

す や 首肯す るで あらう。 

次に ^i? 璁 體 の もの は、 長短 二種 あり、 長 は 院本の 體を 成して ゐる。 松澤鶴 舟の 「1- 權鑑嘉 助の^ 

-  、  ひ はく らし； i かの の あかつき  ぎ じん でんな みに のす ふさ か 

影」 や、 ..T 窒 案外堂の 「法 燈將滅 高 野 曉」、 及び 「義人 傅 淋湾墨 坂」、 或は 飜譯 で坪內 逍遙の r{K.S 太 

刀餘波 鋭鋒」 など はこの 長 I ぉ淨 瑠璃の 方に 屬 する。 案外堂の 作 や 逍遙の 「，目. E 太刀」 について は、 ^ 

は前に自分の著寄の中で詳しく；^^川ったことがぁるから、 今 左に 鶴 舟の 「民 權鏡」 の兒本 だけ 描げ よう 

(十四 年 四 M 二十四日、 東洋 自由 新聞 二十 九號、 民 權鏡加 助の 面影、 四 段 目の 中より〕。 

か、 る壓制 束縛の 下に 生れし ：！！：^ として 自由 權利は 夢に だに しらざる 中に た- 獨り義 を 鐡.， ^にばめ 

なし 多くの 民の 其爲 めに 身を鴻 毛よりか ろんじて 嗚 雷より 恐れな す 時の 領主に 畏縮せ す 非 明らか 

に剛訴 して 苛酷の 牧歛遲 しも 空く 畫餅 となる のみ か 一 方なら ぬ 大難の 身に ふりつもる，： Is を^ 分け 

歸る夕まぐれ人目を包む蓑と笠梓川原にさしか/^ るこなたは弟^^ぽ之丞此頃聞く世の噂心がかると 一 

心に 降りく る 雪 を 傘の かみ を賴 みの 眞心ゃ 兄の 松 本の 鄕宿方 へ 心 ざし 漸ょ 渡しに 近つ きぬ m わ へ ば 人 

間 五十 年 永い 浮世に 短い 命 時よ 時節と 云ながら 思 ひも ふけぬ 今年の 不作 又 其 上に 今度の 難 叶 ひし 

颇 ひも 水の 泡 何の 因果 か 我/ \ はかく 非道なる 御 地頭の 下に 生れて 斯く 斗り、 む を 然し 身を碎 き^ゃ 


子供 や 弟に 苦勞を かけて 心配の 中に 月日 を 送る ぞゃ ハテ淺 まし や， く、 と 互に それと 越 方 を 田.^ ひつ" - 

ナ ソ義. ^の 涙 袖 ゃ袂に 淵な せりよ しゃ 浮世の 浮沈 かくて は 架 じと 足早に 歸 ると 知らぬ 弟に 来る とも 

知らぬ 兄 加 助 川の 汀の 舟 小屋に 立 寄て 聲 潜め 急 S 有て 西へ 越す^ 早く 渡して 下されよ といへば 舟人 

口々 に 渡して やる は 安い 事 だが 今日 御上から 御沙汰が 有て 日暮 てから 一人り も 渡す 事 は 相なら ぬと 

見やし やれ あの や ふに 舟 迄 封 じても そっとの 先 歸られ た ソリャ 又 ど ふして 何故と 云ふ顏 詠めて ャァ 

あなた は中萱 (村) の 旦那 様 いかにも 私し は 加 助で ござる 云. - 

これで 大 Is 調子 を概 する ことが 出來 ようかと 思 ふ。 鶴 舟 は 案外な 文學的 手腕の 持、 王で ある。 「民權 

鏡」 は淨 瑠璃と して 語られる ばかりでなく、 舞臺 にか けられ もし、 その都度 見物 を 泣かしめ たもので 

あつたと いふ。  . 

短、 方で は， 1* 刺 滑糟を 交へ たもの A 入れる と相當 多い こと だと m 心 ふが、 眞 面目な もの 力 案外 少な 

い。 例と して、 左の 一 篇 をお 目に かける。 『經國 美談』 、王 從- 捭會の 場で ある。 作者 は 横 濱の人 加 藤 行 永 

とい ふ。 この 人は當 時の ゴシップ 雜 誌に チヨ イチ ョィ 投書して ゐ るが、 何ぅぃふ人カ5_^^^カにしな.- 

この 淨 瑠璃 は 明治 十六 年 八月 發行 「面白 叢談 寄 合 話」 第 一 號に 見える。 . 1 

山里 や ml に まじる 小 牡鹿の。 音 も 小夜 更けて 憐れなる。 病 ひの 牀に只 一人。 身の 過 方 行末 ゑ を。 
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思 ひつ けて 巴 比陀。 落つ る 淚を拂 ひつ/.。 詞 「ハツ ァ 如何 なれば 斯 までに 正理を 守る 我 >M が，；^ に. 

は 不幸の- 15- るぞ。 木 國騷亂 の 初めより 三年に 餘る 憂き 艱難。 曩には 寧 河の 流れに て 死た る 命。 幸 ひ 

に 漁夫 老夫婦に 助けられ 阿 善に 於て は奸黨 等が。 刺客の 爲 めに 3^ 敢な くも。 匁の 錡 となるべき を。 

りしす 

李 志が 肩 女の：； i けにて。 漸く 逃れ 是ま では、 露の命 も 驚ぎ しが。 今 叉 斯る病 ひの 爲。 空しく 此に 

ffl^ なば。 千 辛 萬 苦の 甲斐 もな く。  .j^l: 齊武の 回復 も。 事 半途に して 水の 泡。 昨 ふに 比 ベ I," はま 

た 最と 苦痛 を覺 ゆる は、 我が身 も； 大 より 遺 てられて か。 ハテ 是非 もな や。 口 昔し. 0、」 流 yr.s: 双の 

英雄 も 園 を 思 ふの 精神と 民を憫 れむ眞 心より。 悲歎の 涙 はらく/ \。 落て 前後 も 忘れけ る。 ， おか 

ら 1  彩のお- 53- へて。 隈なく 照す 月影に。 風が もてく る 琴の 音の。 遙か 彼方に 聞 ゆれば。 巴 比 陀は身 を 

起し、 詞 「ハ テ 心得ぬ ァノ 爪音。 斯る偏 鄙の 片山里に。 妙なる調べ を聽 くもの かな。 如： E> なる 人の 

てなぐさみ 

手 『3 そ と暫し 病苦 も 打 忘れ ；し、 獨り牀 より 起き 出づれ ば。 琴の 音 次第に 近づきて。 歌の？ へ煅. 

と 憐れに 

(歌 は 後に 出る 「春の 花」、 こ、 で 略す) 

と 歌 ふ を 聞て 巴比陀 詞 r ハテ不 思 義ゃナ <〕 ァノ歌 こそ は數年 前。 我が 本國に 在りし 時。 C らが 乍り 

し 短歌なる に。 之 を 歌 ふ は 心得難く。 若し や. E 緣の 人に もやと。 思へば 聲さ へな つかしく。 窓よ， r- 

外面 を さし のぞけば。 月の 光. 0, に悌 の。 やつれ 菜た る が 姿。 それと：：？ より 巴比陀 は、 思 はす 


窓より 聲を かけ。 其處に 立し は禮溫 にあら やや。 と 問 はれて 此方の 樂人 は。 暫し見 上ぐ る 其 f 力ら 

IT ぴ 上より 聲 高く。 禮溫 にあらぬ か 誤りし かと。 官 はれて 下なる 樂人 も。 然 かの たも ふ は 郎君なら 

す や。 禮溫 にて こそ 候 なれと。 跡 は 涙に 主 從が。 見上げ 見お ろす 窓 上 窓 下。 暫し詞 もなかり ける。 

此の I 璃は、 『籠 美談』 を 歌った のと、 「春の 花」 の 唱歌が あるので 自由 民 權謹を 盛った ことにな 

るが、 然 ン 可れ かとい へば、 自由 民權 を宣傳 する よりも、 『經國 美談』 そのものに 感心した もの だとい 

ふこと が、 作者の 序詞 を讀 めば 知られる。 

最後に 流行歌の ォッ ペケべ ー 節 は、 大分 晩く、 明治 二十 年 以後の 起 b であるが、 これが 契機と なつ 

て、 か、 る 流行歌と 唱歌 風の ものが 合して 所謂 壯士 演歌が 生れる。 ォッ ペケべ ー の 元祖の 川上 音次郎 

のこと も、 ォッ ペケべ ー そのもの.^ こと も、 大概 は 知.^ れてゐ るので、 業々 しく 說く 要はな からう。 

又壯士 演歌に ついては、 斯道の 元老た る 添 啞蟬坊 氏の 纏った 研究が あるから (『明治 大正 流行歌 史』 

春秋^,^ く それに 依る を 便と する。 こ、 では、 ォッ ペケ ぺ ー の 本文 をい さ、 か 揭げる だけにす る。 

「權利 幸福 嫌 ひな 人に、 自由 湯 をば 飮 ましたい。 ォッ ペケべ ー、 ォッ ペケ ぺッボ ー、 ベ ッボ， -ボ ー 

「堅、 粋 角 とれて、 マンテル、 ヅ ボンに 人力車、 いきな 束髮 ボンネット、 貴女 や 紳士の いでたちで 

外部の 飾 はよ いけれ ど、 政治の 思想が 缺乏 だ、 天地の 眞理が 判らない、 心に^^：由の種を蒔け、 ォ. 
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ッ ペケべ一、 ォッ ペケ ぺッポ 1、 ぺッボ 1 ボ 1 

r 洋： 踣を習 ふて 開化ぶ り、 パ ン食 ふば かりが 改良で ねえ、 自 ぬの 權 利を擴 張し、 國威を 張る のが，^ ：! 

務 だよ、 智識と 智識の 競べ 合 ひ キヨ 、いたしち や 居られない、 窮 理と發 明の 魁で、 異阈こ 劣 

ら ややつつ けろ、 祌國 名義 だ、 日本 ボ ー、 ォッ ペケ ぺ、 ぺッポ I ポ ー ( 昭和 十 一 ギ 十二月 書物 展 5D. 
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ル の；，^ の 歌 詩で 新 體詩風 * 唱歌 風の もの は、 端 を 福 澤論吉 の 『世界 阈盡』 (明治 二 年 問) に發 して ゐ 

る。 『^盡 』 そのもの は、 別に 自由 民權の 宣傳を 意識して 行った もので はない が、 た V 部分的に 自由 民 

樓 意識 を そ、 る效カ があった こと は 否めない。 例へば 卷叫、 亞米 利加洲 の.^ I . 


齊 IK の 下に 土地 廣く 

億の みならぬ 生靈の 

その 極 は 異なれ ど 

是非 曲直 を 分別し 

舉び てす、 む 才能 は 


率土の 濱に民 多し 

貧富 強弱 賢不 Si: 

耳目 鼻に 四 院の宫 

善に 從ふ 本心と 

一 種 無類 萬 物の 


靈に 具る 天の 性 

こ 、 ろ を 勞し身 を 役し 

ひと へ も 貸さ じ 我 自由 

國に報 ゆる 丹心の 

不羅獨 立の 勢 は 

北亞米 利 加の 十一 1: 洲 

威光 を 以て 命じた る 

iki ん とする に 使な く 

自.. ffl の 趣意 も K に 

遣 《 ^に 遣^ かさなりて 

頃 は 安永 五 年の 秋 ： 

四十 八士の 連判 狀 

英吉利 王の 罪 を 責め . 

武器 兵粮 も 乏しき 民 

新手 引替へ せめ 來る 

自由 2^ 權 意識に 成る 


千古 不易の 一 大義 

他人の 熱 を假ら ざれば 

天の 道理に 基き て 

誠にいで し 一 國の 

留ん とすれ ど 止ら や 

その 本國の 政府より 

名 もな き貢稅 いたさ じと 

民に 備る 天然の 

澄まる こ とぞ遣 恨なる 

頼む 所 は 天地の 理 

十三 洲の 名代 人 

世界へ 示す 檄文に 

自 から 建てし 合衆圃 

數 萬の 敵 は 海 を 越え 

猛^ 飛 龍の 勢に 
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おそれて 撓 まぬ 鐵 石の 

失 ふ 生命 得る 自由 

國に報 ゆる 死 を 取らん 

長の！：^ 日の 攻守 

流が す 血の 河 骨の 山 

消て 忘る 大勝 利 、 

和^ 結びし 新條約 

政體 ありて 主君な く 


九 一一 


こ ， ろに a! ふ 國の爲 

正 理屈して 生きん より 

一 死 決して ヒ 年の 

智勇 義の名 を 午 歳に 

七十 一 ー戰の 艱難 も 

目出度 こ ゝ に 英吉利と 

ま つ り) 一 と 

約束 き 政 


天下 は 天下の 天下な り 

この 一節の 如き、 何れよりも 勝れた 自 .5 民 權宣傳 唱歌と なる 可能性が あり、 又事實 その 意識で 歌 は 

れ もした と覺 しく、 種々 な點に 痕跡 影響 を 残して ゐる。 

明治 六 年刊の 『小 擧喑謡 十詞』 の 中に も f 例へば 第 九、 文明の 如き)、 s 主 自. E 意識 を 高 したと こ，. 

ろが ある。 煩 を 避けて 引出せぬ から、 就いて 見られる が 可い。 

高 E 義甫の 著した 『自由 譚』 (： 明治 ヒ 年刊) は 人の 餘り讀 まぬ 齊物 だが、 それ はス マイルス の つ，：！： 助 論 j 

卽ち中 村 正直 譯の 『西國 立志 編』 の內容 を、 自主 自由と いふ 立場から 取上げて、 『世界 阔虚- 風の じん 

調に した 啓蒙 書で あるが、 これ も 自由 民欉 意識の 刺激に は 若 千 役立った もの だら うと ノ る 


自主 自由と は 世の 人の  常に 唱 ふる 事な れど 

勉强勵 精 苦 を 忍び  艱に耐 るに あら ざ れ ば 

固よ..^ 得が たき 事に して  其 巧 用の 大 いなる 

邦家の 隆替 元氣 の虚實  す ベ て 人事の 成敗 は 

自由 . ^得る と 得さる とに  由ら さ る もの はなき ぞ 力し 

大體の 調子 は 此の 如き ものである。  ， 

以上 は 唱歌 風の 先驅 的な もの だか、 然し か、 る 新 體詩風 乃至 唱歌 風の 長歌で 最も 有名な、 最も 人口 

に 膾炙した もの は、 小窒屈 山の 自由の 歌で ある。 此の 屈 山 はよ く 案外堂 主人と 間違 はれる が、 全く 異 

人で、 屈 山 は 名 を重弘 とい ひ 栃木 縣の 人で ある 一， 案外堂 は 名 は 信 介、 丹 後の 宮津の 人)，。 屈 山の 自由の 

歌 は 何時頃の 作 か 知れぬ が、 明治 十五 年 十 月刊 『新體 詩歌』 の 第 一 集に 見える から、 それ 以前の 作た 

る は 明. tn だ。 

自由の 歌 

天に は 自由の 鬼と なり  地に は 自由の 人た らん 

自. S よ 自由 やよ 自由  汝と 我れ が 其 中 は 

天地 自然の 約束 ぞ  千代 も 八千代 も 末 かけて 

自由 K 櫂 意識に 成る 詩歌  九 111 . 


w 究篇 

此 世の 有らん限りまで 

いかに ぞ 仇に 破る ベ き 

月に 村 雲 花に 風 

話せば 長い 事ながら 

其 人民 を 自由にし 

數 多の 人のう き苦勞 . 

我 權勢を 張らん とて 

企てたり しセ ー ザルは 

議員 (院) の 中に 殺された. 9 

民 を奴隸 になさん より.. 

我の 羅馬を 愛する は 

羅 馬の 民の 望みなら 

捨 つる 命 はいと 易し 

.ml 出 を 1SP なさん とて 

邪道 はいかで 正道に . 


二人が 中の 約束 を 

さは 去. 0 乍ら 世の中 は 

ま ， にならぬ は 人の 身ぞ 

古し 羅 馬の 國と 聞く 

共和の 政治 を 立てん ため 

それ を も 知らで 慾の ため 

再び 帝位に I 升らん と 

其 親友の 手に か り 

其 親友の いふ ことに 

寧ろ セ ザルを 殺さば や 

親友よりも 甚し 

我 身 も兹に 諸共に 

佛蘭 西國の ルイス 帝 

種々 に 手段 を 廻せ ど 

打ち勝 つ ことの ある ベ き ぞ 


四 


民の 怒リは 火の 如く 

岩 を も 碎く勢 ひに 

こがね を かざす 冠 は 

あわれ 果敢なくな りけ る は 

自業自得と いふべ けれ 

同じ 車の 一 つ 轍 

コ &ンゥ エル が 手に 持ちし 

天 を も 回らす ばかりにて 

. 自由の 基 を 立てたり き 

もと 英國の 民 なれ ど 

.rE 由の 人に なりた さに 

深山 荊棘 はま だ 愚か 

あ を 海原 を 打ち 渡り 

：殖 おな せし 心根 は 

, 然るに 猶も 英吉利の 

自由 民權 意識に 成る 詩 


叉 洪水の 溢れ 來て 

いと 畏くも 帝王の 

斷頭 機械の 上に 落 も 

誰 を 怨みん 壓 制の 

英吉利 國の 革命 も 

昨日の 王 は 今日の 賊 

自由の 旗の 招きに は 

チヤ，.' レ ス王を 誅戮し 

北 亞米利 加の 合衆國 

共發 端を尋 ぬれば 

故 鄕の名 淺に氣 を 止め や 

人の ふみて しこ ともなき 

見 も 知り もせぬ： 亞米利 加へ 

いかに あわれに 思 ふらめ 

ほ だしの 綱 は 離ら れす 
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暴君 汚 吏の 爾 制に 

義兵 を擧 ぐると 聞から に 

死ぬ る覺 悟で 七 年の 

遂に 敵 をば 追 ひ拂ひ 

ワシントン の 名に 負 へ る 

國の ほまれ や 房， まし 

自. H の 爲には 昔より 

亦 死に別れ すろ もの を 

土地に か はり は ある なれ ど 

人の， 21.2 とい ふ もの は 

つとめよ 勵め 諸人よ 

余此 文.^ 書き を はる 

眠り を さます 鐘の音の 


九 六 


詰り 詰りて 國の爲 め 

我れ 後れ じと 親 も 子 も 

長の 月日の 攻め 守り 

目出度 立てし 獨立國 

都と 共に 榮へ ゆく 

鳴 呼 彼と 云 ひこれ と 云 ひ 

數 多の 人の 生き別れ 

我 東洋の 人ぢ やとて 

など か 心に ||{ る ベ き 

天然 自然の 道なる ぞ 

卑屈の 民と 云 はる、 な 

時し も 春の 夢枕 


いと もさ やかに 聞え ける 

これ を 謹す ると、 明白に、 『世界 阈盡』 の 句 調が 影響 を與 へて ゐる ことが 分かる、 殊に 

明々 白々 に 校 倣と 見て 可い ところ も あるの だ。 


一の 點 では 


楹山 2S 士安脇 和風の 同 題の 唱歌が 一 篇、 明治 十九 年 四月 發 行の 「新體 詩 林」 第 六號に 

.. 勿論 屈 山 の もの 程 有名な も ので はない が、 これも^ 志士の 愛 讀を經 たも の だ。 


人の 上に は 人 はなく 

貴族 富豪 を羡 むな 

命に 換えて 大切 は 

殷紂： 复续始 皇等は 

天意 天理に 逆 ひつ S 

.曾 しと いふ も！ S な， 9 

捉 切 齒の限 なれ 


十三 洲の 星の 旗 


屍 を 曝し 血 を 流し 

銃の 響も劍 も 

まこと 

：諒を 立て 妹と 背の 

i 旦 斯うと 思 ひ 立ち 

自由 民權 意識に 成る 歌 


人の ドにも 人 はなし 

我 も 人な り 彼 も 人 

平等 自由の 權な るに 

人 を 人と も 思 はすに 

傍若無人の 擧動は 

壓制 無道の 政略 は 

セ I ン  とき 

塞烟 河畔の 哄の聲 

惜き 命も惜 まやに 

自. H の爲 なら 阈の爲 

我 目に 見れば 雲烟 

堅に 溢る ゝ もの も ある 

目的 立てぬ 其內は 


九 七 
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引く こと あらぬ 桑の 弓 

凝りに 凝た る！： 民の 

丘ハ にも 增 して 勇し き 

贵审： の權利 を打棄 て. 

假令 機械 は 精な る も 

. 及の 冴に 斬らる ， か 

憐れ 架敢 なき 身の 終り 

力.^ 拔 けて 四つの 面に 

かて、 加へ て 此方に は 

草木 も 振 ふ 勢に 

小さく こそ は 縮む ベ し 

無道の 敵に 打 勝ちて 

無道の 滅んで 有 道の 

理義 なりと 得ぞ 聞きぬ 

臻るを 知れよ 靑 の 


巖を 徹す も 何の その 

銳き 征矢 は ；も 萬の 

之に 手 向 ふ 敵 兵 は 

利 慾に 暗. む 卑屈 者 

如何なる こと をな し 得ん や 

銃の 響に 斃 されて 

敗れに 敗れ 拔 山の 

楚 歌の 悲しく 聞 ゆるに 

ドッと 揚げた る 凱旋の 聲 

彼等の 膽 は彌增 しに 

今や 自由の 天兵 は 

榮枯 も變る 夢現 

興る は 先き より 定 りし 

霜 をば 踏んで 白雪の 

雨 まだ 降らぬ 其 前に 
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汝の窓 を 打 ふさげ 

以上 ニ篇の 自由 歌 を 比較す るに、 屈 山の 方が 情熱 的で あり、 音響 も 強いが、 詩體 として は、 树 山の 

方が、 後から 出來 ただけ に 救  1- つて ゐて、 唱歌よりも 新體 詩に 近い ものと なって ゐる。 その 邊の觀 察 は 

新體詩 發達史 研究の 上から は、 多少 注意 されても 可から う。 

植木 枝 盛の 『自由 詞林』 は、 この種の 自由 歌詞で 自作の もの を 集成して ゐる。 これ は 二十 年 十月 土 

佐 高 知の 出版で、 米國獨 立、 瑞西獨 立、 不慮 多斯、 自由の 歌 (共 一)、 自由の 歌 (其 二)、 自由の 歌 (其 

三) の六篇 の新體 詩歌が 入って ゐる。 此 等の 作品が、 屈 山の 自由の 歌 等に 比して、 遙 に新體 詩ら しい 

ものと なって るる こと は、 右の 例に 見ても 分かる であらう。 

瑞 西獨立 


雲に 聳 ゆる 白山 や 

いま は 春風 和みつ、 

瑞 の國は 其む かし 

いらけ なき 

さも 背 酷 暴政の 

左れ ば^の 爲め 民の 爲め 

, ^をお も ひ 起しに し 

自由 民權 意識に 成る 詩歌 


たぐ ひ 


其の 風景 も 倫な く 

自由の 花の 句 ふなる 

澳地 利に 併されて 

嵐の 斷 ゆる ひま も 無し 

天下の 爲 めに 革命の 

維 廉剔鬮 のこ  > ろざし 


九九 
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之れ と 心 を 同 ふし 

I ^神 勃々 やみがたし 

. 剔 雨に {!: ひて  一一 一一！： ひけら く 

此の 暴政 をい かんする 

干戈 を 執て 革命の 

北ハの 裁判 を 仰ぐ ベ き 

こ の 一 言に はげまされ 

いと ヾ せかる、 思 ひして 

さて 瑞 四の 民ぐ さは 

嵐の 風に し をれ ふし 

虎狼の 群な して 

踏し だかる 、有様 を 

怨は 衆く 骨に！^ IK み 

卓ろ 死す ともい かで か は 

一 千 三百 八ハ ヰの 


ともに^ 旣悲 噴して 

るち さる 

剔 面の 親友 米 爾底撒 

維 廉副爾 よ 我 兄よ 

此の 暴政 をい かんする 

軍 を 起し 皇 天 に 

時 は いづれ の 時なる ぞ 

維 廉剔爾 も 今 は 早 や 

其の K= 意をぞ <iM ぎけ る 

いらけ なき 

彼の 苛酷 虐政の 

見る目 忌え 敷 あれはて つ 

四方に 蔓.^ 朝 宵に 

誰 や、 人か悲 まぬ 

怒る こ ろ は 火の 如し 

此の 暴政 を默 すべ き 

歳に ある、 や あら 玉の 


0 
0 


春 は 一月 一日に 

進め や 進め 國 人よ 

よもに 養. C あらび 立 つ 

我が 此の 國に寇 なせる 

時 は 今 此の 時ぞ たて 

打 出す 音に 散る 玉 は 

交 ふる 戈に 唤く花 は 

彼の 白山の 白雪 も 

黑き 煙に うづ もれて 

我 軍勢 は 猶も又 

聲は山 をも應 かし 

填 地 利の 百 萬の 

敵す る ことのな るべ きぞ 

山な す 屍め で 度 も 

河な すま 潮め で 度 も 

自. m 民權 意識に 成る 詩 欲 


蓆の 旗 を ひるが へ し 

自由の 戈 を 手 握りて 

虎狼 をつ くせよ と 

汝が 仇を攘 ふべ き 

猛り戰 ふ 勇まし さ 

秋 E に 集く 螽蟖 

野 分に なびく 幡薄 

天 を 覆 ひ 雲 を 成す 

吹く 風 も なまぐさし 

今 を 限りと はたらきて 

氣は斗 牛 を も 貫け り 

其大軍 もい かで か は 

妖氛 遂に 打ち 晴れて 

築き 與 せり 自， ffl 鄕 

染めし 出しけ り 自由 鄕 、 


0 
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自 由 

我 を 捕 ふる 者 あらば 

我 を 殺さん 者 あらば 

百 萬 勢の 大軍も 

群な す 虎 や 狼 も 

われ は自 山の 大君の 

死し ぬ 可ん ば 死 せんの み 

或は. され 或は 乂 

自. S の 君の 爲 めなら ば 

@吾々 の こ のむ くろ 

けて 置け り 愛すべき 

殺されぬ とも 死し ぬと も 

殺されぬ とも 死し ぬと も 


0  二 


(其 三) 

我お-捕 へよ 咄汝 

我 を 殺せよ 咄汝 

來 らば 來 れ咄汝 、 

来らば 來 れ咄汝 

馬 前に 立ちて 動かぬ ぞ 

生きぬ 可ん ば 生きん のみ 

いかなる 憂さに あ ふとても 

笑って 之 を 受けん のみ 

夙に 自由の 大君に 

自. E の 君の 其の 犧牲 

何惜 むべ き 此のむ くろ 


何惜 むべき 此のむ くろ 

以上 三 篇の自 巾 歌 を 比較して 見る と、 植木の ものが 最も 新體 詩ら しい 要素 を もって ゐる 

れ やう。  . 


力； 
知 
ら 


此の 種二屬 する ものに、 准 I 詩と もい ふべき 今 霞 歌風の 雅びた ものが ある。 それ は、 矢 野 龍溪 

著 『籠 薩』 前篇 (明治 十六 年 一二 月) の 中に ある 「春の 花」 と 題す る もの だ。 

. 見渡せば 

花な き 里ぞ なか .9 ける 

色香 愛た き 其 花 も  . 

憂き ことの みぞ 多 力り き 

雪 降る 夜に は 枝 を 折り 

集り 會ふ 憂き ことの 

耐へ 忍びし 甲斐 ありて 

唤き 出る ぞ愛 たけ わ 

其の 身の上に 喜の 

知りな ば 何か憾 むべき 

春の 花 こそ 愛た けれ 

これが 頗る 自由 志士の 心に 適 ひ、 同志が 羅 して f 散 やる 場合、 又は 街 上に 遊歩す る 際な どに.^ 

や ロを衝 いて 出て 来た ものであると いふ。 

自由 民權 意識に 成る 詩歌  一 ◦ 一 一一 


野の 末、 山の端まで も 一 

\r 'を 成^りに-^ き 揃 ふ . 

過ぎ 越し 方を尋 ぬれば - 

霜 降る 朝に は 葉 を隕し - 

枯れし とまでに 眺められ- 

積り 積り し 其 中 を  - 

長閑き 春に 巡り逢 ひ 

世の 爲に とて 誓 ひて し - 

花の 荅は 憂き 事と 

春の 花 こそ 例 なれ 


^歌 も 探せば 多少 あるかと ふが、 特に 宣傳的 意識 を こめて 作った ものが あるか 何う か、 只今のと 

ころ 私は兒 てゐ ないから、 それ は揭げ ない。 

八 

最後に 述 ぶべき は、 明治 二十 年 前後、 政治 小說が 盛に 出た 際に、 それ 等 政治 小 或る ものに は 政 

治 的 意識 を 示した 新體 詩が 織り込まれる ことが 多くな つたこと だ。 これ は 一 般 に新體 詩と いふ ものが 

或る 一 部の 知識人 達の 力強い 排斥に も 係らす、 次第に 勢力 を增 して 來た j 方、 社交が 重視され て來、 

政治 小說屮 にも 社交 場裡の 光景 を寫 した ものが 是非 必要と なる。 社交の 席で は、 两 洋風 を梭 倣して i,:: 

歌もう た ふこと が、 大變 新しい ハイカラな 事の やうに 思 はれて 來た。 さう いふ 理. E が、 か、 る 新體， 

風の 1? 歌の 出現 を 助けたら う。 

『II 食後：！！ 本』. 仙 橋散士 九岐哳 著、 明治 二十 年  一 ni: 刊) の 第 六 问 に z: く、  —— 

. ひらけ ゆく。 みづほの くに は。 かしこくも。 あまて らします お ほが みの。 世に まし ませし むかし 

より いと も かしこき ことながら。 をみ なのき みの。 お ほくに を。 を さめた まひした めし あり. - 

きさいの きみの；^ を踐 ませ。 を さめた まひした めし あり、 また 外國 のた めしに は。 をみ なの 身： 


て。 そのく にの。 政事に ぁリ かる 權利 あり。 か、 るた & しのお ほかる を。 なほ さとらで や。 さま 

ざまに。 をみ なの 權を さま" ぐる。 荊棘 を 折りつ。 進み ゆく。 みちを 開きて。 お ほきみ の。 民と 

生れし 分 を 立て。 をみ なの 權を きすつ くる。 つるぎ を をり つ。 進み ゆく。 みちを ひ f ，きて。 おは 

くにの。 ひと つまれし 權を 得る。 道 をつ とめよ，^ 女郎花、 分 をつ くせよ 女郎花 

これ は 珍ら しく も 女 權擴張 をうた つた ものである， 叉、 調子の 五 七 調の 古雅な の も、 而， H い。 

『後世 浮世の 態』 (高 橋 基 一 著、 明治 一 一 ト年六 巧 M) 第士 一回に 曰く I - 

民權歌 


枝 折る 暴風 あり とても 

機つ く 雨の 极を 穿ち 

憂き 事 絶えす あり とても 

大空 衝て 立つ もの は 

樹は壤 に 出で 國は民 

民の 自. S は 壤の肥 

權利 自由 を 守り立てよ 

肥沃の 壤に根 を 下し 

自由 民權 意識に 成る 詩歌 


雪 は 梢 を す とても 

烈しき 霜の 葉 を 枯らし 

三千 年の 扶桑の 樹 

養 ふ壤の あるが 爲め 

民より 生 貝き もの はなし 

g の 生氣は 民の 權 

國に さかえん 扶桑の 樹 

幾千 年に 榮ふ如 


1 014 
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幾千 年に 榮ふ如 

，慨世 偉蹟』 (北 越 樵 夫 村 松 熊太郞 著、 明治 二十 年刊) 第三 十六 套に曰 


10 六 


雲 を拂へ ば 塵 生じ 

箕々 たり 寂々 たり 

力よ、 き 

月の 輝 日の 光 

專擅應 制 虎よ b 猛く 

民の 怨ゃ積 みて 

平和の 社會も 血涙 飛び 

慘焉 として 悲風 鳴り 

我 黨決進 何 ぞ踟疑 せん 

自. S の 爲ぞ死 を 賭よ 


雨 を 顧へば 霧 起り 

昏々 たり 晤々 たり 

まば ゆ 

星 も 燦く蒼 空に 

撿 束干涉 蛇よ， り 鋭く 

世上の 苦難 愈よ 高く 

蕭 靜人界 骨肉 馳せ 

儋焉 として 哀聲灘 く 

我 黨決進 何 ぞ踟疑 せん 


幾れ て民權 張る 可き ぞ 

更に 『才子 佳人 • 濟民之 花』 (1 一十 一 年 七 月刊 * 横 矢 松 千代 著) 第一 一章に 曰く、  11 

不義の 富貴 を恃 むなる  贪愁 無知の 人達よ 

綺羅 錦繡を 身に 纏 ひ  叉 金銀の 駟 I- に乘り 

C 由 自在に 暮 しつ 、  月日 樂 しく J^fKI ると も 


非道の 政治 法律に 

上 は 陛下 を II して 

民の 權利 を剝 奪し 

いと 麗 はしく き 出る . 

長ら ひぬべき 命まで  一 

果は 空しく 朽ぬ べし  一 

身は數 ならぬ 者 とても  , 

共和の 政治 立てん 爲め 一 

飽くまで 忠を盡 し、 が  一 

數 多の 人のう き苦勞 

痛く. or  ,s を顺： ^し 

悪さ も惡く 讒謗し  一 

打ち勝 つ ことのな るべき ぞ 

樣の 成り 行ぞ はかな けれ i 

花に 嵐ぞ習 ひなる  ， . 

自. S 民權 意識に 成る 詩 m 


,不 正不當 の處置 をな し 

下 は 人：^ に苦勞 させ 

民の 自由 を 殺ぐ とき は 

榮耀榮 華の 夫れ のみ か 

見る かげ もな く 落魄て 

我等が 如き 倚 の 

內務の 職に 撰ばれて 

勞れ はてた る 精祌に 

其の 甲斐なくて 今 はは や 

其 を も 知らで 慾の 爲め 

我等が 如き 倚 を 

正義 はいかで 邪に 

無念の 心 やるせなく 

實に 世の中 は 月に 雲 

鳴呼國 民の 其爲に 


0 
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ひ 起り て 汚れた る 

共和政 ユ^ を I れ 置して 

民の 爲め なり 國の爲 め 

死す る覺 悟で 進むべし 

何 か は 以て 悲 まん i 


〇 八 


政治の 塵 を 洗 ひ 去り 

民 を自. S の 域に 置き 

勉め勵 みて 飽くまで も 

正義の 爲 めに る、 は 

討死す る は 此時ぞ 


鳴 呼々々 今の 務めな- 9 

2^ 上 叫篇 は、 これ を 分類す ると、 新體 詩の 部に 入るべき ものである。 これ 等 も 亦、 自由 歌の 如き i? 

歌 よりも、 If 成 新 體 詩ら しい ものに なって 来たと ころが、 詞 句の 練成の 上に も、 感情の 表現 方に も 

可成り 認められ ると 思 ふ。 

此 等小說 中に 織り込まれた 新體詩 も、 自由 民權 意識 を 盛った もので ない と、 まだまだ 澤山 見える が、 

民權 意識 を倏 件に すると、 さう 澤山 はない。 これ 等の 作 も、 それから 小 窒屈山 や 植木 枝 盛 等の 作 も、 

十五 年 『新體 詩抄』 以後、 二十 年頃までの 萌芽 期に 於け る新體 詩の 動き を 知る 资料 として、 i^- お 的に 

兄る と、 多少の 文舉 史的 意義がなくて はなるまい。 


由お 欉 意識に 成る 歌 謠の發 達 を通觀 すると、 明治 十五 年 を 境界と して 略 ぼ 二期に 分れる。 先づ分 

類の 上から すると、 十五 年 以前 は、 俗曲 俗謠が 中心に なって ゐ るが、 十五 年 以後 は、 新體詩 風の もの 

が 中心と なって 來てゐ る。 勿論、 上來說 いて 來た 通り、 確然 その 種類の みが 盛え たとい ふこと は出來 

ない、 數通 交錯して 同時に 存 して は ゐ るが、 然し 主 點にカ を 置いて 語れば さう いふ 風に 區 分され る。 

漢？？ は 前後 二期に 相 通じて ゐ るが、 それ も、 矢張り 一般的に 歡迎 された もの は、 十五 年 前後までに 出 

來， L: もの、 方が 多い。 換言す ると、 十五 年 を 境界と して、 雅と 俗が 次第に 分離して 來る。 これ は、 新 

體 詩の 勃興と 關聯 して 解いても 解ける 問題で あらう。 それから 內容 的に いふと、 十五 年 以前 は、 自由 

主義に^ する 自家の 心事 を 吐露して、 大衆の 宣 傳に资 した ものが 多く、 敢て 感情 を掩 した もの は 少な 

いが、 十 a 年 以後 は、 感情 を掩 して ゐて、 而も 內實は 猛烈な 反抗 氣分を 籠め たもの が 多い。 殊に 俗曲 

などが さう だ。 而 して 宣 傳の對 象 も、 知識階級と 大衆と に 別れ、 大衆へ は從來 通りの 俗曲 俗 請、 精 \ 

のと ころで 軍歌 風の もの を 利用して ゐ るが、 知識階級へ 宣傳 する 手段と して は、 唱歌な り 新體 詩な り 

の 西洋 败な ハ ィ カラな ものが 利用され る ことにな つた。 

,HI 由 K 權 意識に 成 る詩默  _  10 九.， 
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E 由 民權が 政治 小說を 生じて、 明治 文 學の發 達に 若干の 貢獻 をして ゐる こと は、 私の 『政治 小說硏 

究』 に 詳しく述べて I 慮いた が、 同じく 自由 民權 は、 新體 詩の 發達 にも、 多少の 貢獻が あらう。 それ は 

上來、 所々 で 述べて 置いた 通りで ある。 だが 今 これ を 新 體詩發 達への 影響と いふ 點 から 見 ig! して 纏め 

て 語る と、 - 第一 に擧 ぐべき は • 創作 意識の 刺激で、 これ は 政治 小說の 場合と も 同じ こと だ。 この {:"; 傅 

詩歌の 出現 は、 幾多の 素人の 詩人に 詩 筆 を 執らし め、 詩歌 創作の 意識 を大に 刺激した。 勿論 その 結 

として は、 好影響の みで はなく 惡 影響と みるべき もの も あり、 その 爲 めに、 山 M 美妙 等の 純 詩人の 側 

から 抗議 的 批評 を 出されて ゐる。 だが、 結 某の 善 惡を刖 として、 創作 意識 を剌 激した 點は 確かに 買 ふ 

べきで ある。 例へば、 此 等の 自由 歌 ゃ民權 詩がなかったら、 あの 北 村透ハ 合の 諸 作が、 あんなに 突に 

現れた か 何う か。 透 谷の 『楚囚 之 詩』 とこれ 等の 民權 詩と 讀み 較べて 見たら、 多少の 脈絡が 發兑 され 

るに 遠 ひない。 次に 考 へるべき は、 B マン チック 氣 分の 昂揚で ある。 この 心的 態度 乃至 詩的 {tii 氣が、 

明治 二十 年 以後の 新體 詩と 績 いて ゐる こと は、 別にい ふ 必要 は あるまい。 第三に は 感情の 解放 だ。 こ 

れが 甚だ 大切な 條件 であらう。 胸に |g した 自家の 感情 を 率直に 歌 ひ 揚げる。 さう いふ 點 では、 n-H 歌 

や、 民 權詩は 可成り 大きい 影響 を與 へて ゐる" それから 最後に は、 詞 句の 解放 だ。 自由 歌 や： ii^ 權：^ ：时 

は、 一. 儿來 通俗 を 旨と した ものであるから、 從來 詩歌の 用語と されて ゐた 大和 語 葉ゃ雅 君 など を 避けて- 

俗語 俗 首 を 自由に 用ゐ た。 その 點で私 は、 植木の 民 權田舍 歌 を 口語 詩、 自由詩の 嚆 矢と 認めたい 位ゐ 


ご。 よし 直 妾に さう と 認められぬ にしても、 それに^^-る先驅的な作品として、 詩史の 上で 重大な 注意 

を拂 はるべき ものた る こと は、 斷雷 出来る であらう。 それから 新體詩 風の 諸 作に 至って (漢詩 も 或る 

點ま でさう だが.)、 新語と 新 表現 を 自由に 取り入れる ことにな つた。 これ も 勿論 弊 もあった に は 違 ひな 

いが、 その 爲 めに 淸 新な 氣 分が 注入され て來 たこと は • へない。 それ 等 新語 新 表現が 時 = ^の ジャ ー ナ 

リズムに 支配され てゐる こと も、 指摘して 可い 點だ。 これ 等 も 研究家の 注意 を牽 きたい。 

自由 歌 や 民權詩 は、 勿論 大部分 は宣傳 意識から 作られた もので あり、 それだけに 詩的 價彼 力ら いへ 

ば、 さう 高く 評 價出來 ぬのが 當然 であるし、 又 宣傳の 目的 さへ 達すれば、 それで 可い 害の ものである 

が、 然し 創作の 動機な り、 創作の 感情な り、 創作の 才分な りの 複雜な 問題が あるので、 その 邊の 作用 

から 自然に 後々 の 新 體詩發 達にまで 關係を もち、 影響 を與へ る ことになる。 

前にい ふやう に、 この 篇を 纏めた 私の 意圖 は、 何よりも これ 等の 自由 歌 や 民 權詩を 集めて 置いて、 

後來 の詩史 研究家 の 參考に 供したい とい ふ點が 主で、 それ を 資料 にして 何等かの 結論 を 抽出す るつ も 

り はない の だが、 いさ、 か 思ひ附 いたと ころがあった から、 それ を も 併せて こ 、 に 記した 次第で あ 

る 0  (昭和 十二  ；^ゃー 月 「書物 展望」) 


自 甲民權 意識に 成る 詩馱 
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小說に 描れ たる 日露 戰爭 

(昭和 十二 年 十月 號 「東大 陸」) 

喊 

まづ 題意 を 辯 解して 置かう。 

日露 戰爭 を小說 にした もの は、 今日まで いろ/、 出て ゐ るし、 今日で も、 時々 雜誌 などで 讀 まれる 

ことがある。 この 題目 をみ ると、 かう いふ 現實の 日露 戰爭を 題 村に した 小說を 通して = 露戰， なる も 

の を 見ようと する のが、 私の 目的で ある やうに 受け取れ るに 遠 ひない。 だが、 私の！：：： 的 はさう ではな 

い。 明治時代の 小說史 からい ふと、 本物の 日露 戰爭、 卽も 明治 三十 七 八年戰 役が 始まる 前に、 小說上 

ではもう とっくに R: 露が 戰举 してる たので ある。 卽ち、 小說の 作者が 小說で だけ 戰 はした：：：. お igS -、 

卽す， 日露 戰爭 以前の 日露 戰爭 を小說 によって 見たい。 さう して 結論が あるなら 結論 を W 出して みたい、 

それが 私の 目的な ので ある。 


それに は、 先づ 吾々 日本人の 對露感 1^ とい ふ もの、 變 遷を說 かなくて はならない 

幕末に、 外 國に對 して 警戒心 を 以て 臨ん だの は 一般の ことで、 特に P シャ だけに 限らない が、 明治 

に 入って から 日本の 發展に 取って ロシャ こそ 最も 警戒 を 要すべき 國 だとい ふ 感情が、 そ もく の 最初 

から、 曰 本人に とって 一般的な、 自明の ものと なって 來た。 さ， つして 此の 對？ ンャ 議の氣 持ちが、 • 

或は 恐露說 となり、 或は 憎露說 となって、 いろくな 關係を 生やる、 これが 日露 外交お の 鍵と なって 

ゐる。 

、うい ふ對露 感情 は、 ー體 何に よる もので あらう か。 日本人 は國際 人と して は 正直 過ぎる 程 正直な 

人間 だから、 特別の 理由がない のに、 かう ロシャ にだけ 惡ぃ 感情 を もつ わけがない。 革命 以後、 ゾヴ 

イエ ー ト になって 以後の こと は 別問題で あるが、 日本が 國際 舞臺に 登場した そ もく の 最初から". シ 

ャを 憎んで ゐる" それ は 何故かと いふ 問題で ある 

私の 考へ るに、 第一 は隣國 として 新興 日本に とって は P シャの やうな 强國は 少なから や 發展の 邪魔 

になった。 又 ロシャ にも 東漸 政策と いふ ものが あって、 ピ， -タァ 大帝 以来の 遣圖 であると か 何とか 云 

云して、 東の 方に 侵略の 手 を 仲して 來る、 さう すると、 何う しても 日本の 擧 に氣 をつ-, -て 

しい 奴 だと 思 ふ。 思 ふば がりで ない、 さう いふ 事 を、 仕箪 にも 示す。 棒 太 千島 交換 問題な ど、 いふ 橫 

車の 如き、 その 一 つの 現れ だ。 卽 も！！ シャの 態度 次第で、 日本と U シャは 所謂 食 ふか 食れ るかと いふ 
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差し迫った 關 係になる。 地理 的、 闘 策 的に さう いふ 關 係に 立って ゐ る 以上、 而 かも 日本の 實 力から い 

つて、 當 時の I- シャは 太刀打ちの 出来ぬ 相手と 考 へられて ゐた 以上、 日本人の 氣 持ちが かう いふ 憎 露 

感情と いった ものになる の は、 先づ 當然 のこと だと 考 / られ る。 

だが、 こ、 で 一 考の 必要が あるの がそれ なら 東洋に 對 して 侵略的な 態度 を 取った の は 口 シャ だけ か 

とい ふと、 さう ではない、 當時歐 米 諸國の 東洋に 注ぐ 眼 は 皆 侵略的で あつたの だ。 た 同じ 歐 米諸國 

で.？ 赏 力の ある ものと ない もの、 機き を 握んだ ものと 握め ぬ ものな どが あり、 それで 何の 巧 も 一様 

に is- 洋侵 を實 行す る わけに いかなかった が、 侵略と いふ 點で、 ロシャ より やつ と^しい 國が ある。 

英國 がそれ だ。 C1 シャの 東洋 俊 略 は、 要するに 地中海で、 黑 海で、 又は 中央アジアで 英阔 から.！.：： め 出 

し を 喰った 結 架で、 ピ！ タァ 大帝の 遺圖 であるに せよ、 英！： の 東洋 侵略 稗傳 統的歷 史的の もので はな 

い。 且つ u シャの 侵略 は、 亂暴 では あるが、 北方の 蟹 族ら しく カづ くで 來 るので、 誰に も 分る が、 英 

1: の はさう でない、 止む を 得卞ん ば用ゐ るが、 經濟 侵略、 思想 侵略 を 第一 にす る。 經濟： ： ^略 は^:: 勿の 

利を專 占す る こと をい ふの だが、 思想 侵略と は 可笑しい と 思 はれ やう。 然し それ は 矢張り jeil:,!:- で、 つ 

まり 英國の 制度 文物の 盛 を 世 St 第一 だと 思 はせ、 世界の 萬 事 を判斷 する に 英國の 眼 を 通して なさせる 

やうに する。 つまり R 本人 を、 思想 的に 或る 程度まで 英國人 化させる。 さう して これ を經^ 的に 利 川 

する わけで ある。 侵略と いへば これ 程强ぃ 侵略 はない ので、 英國は 日本に 對 して か、 る：^, 船 乎 は を： ぼ 


行し 日本 は 知らす 識ら や、 この 侵略 手段 を 自分から 歡迎 しつ、 あった。 當 時の 日本 は、 新に 自分の 登 

場す る舞臺 たる 世界に ついて 研究す る 必要が あった。 その 際 研究の 資料 を 提供した もの は， 英米の 書 

物で ある。 誰も 彼 も、 英米の 書 を 第一 に讀ん でさう して 世界の 大勢 を 知らう とし、 叉 事實、 當 時の 日 

本の 必要と した け は、 か る 書物で 知り 得た， ので ある。 文明の 手引と いへば、 確かに さう に 遠 ひな 

いから、 或る 意味で は 恩人で も あらう。 然し、 この 恩人 は 日本人の 手引 をす ると 同時に、 自家の 感情， 

利害 を も 吹き込む こと を 忘れなかった。 勿論、 もの を敎 はるに 無償と いふ こと はない。 必ゃ代 惯を必 

耍 とする。 だから、 英國 人が 日本人から それだけの 代償 を 得ようと したの は當然 であるが、 曰 本人 は、 

かう いふ 代償 を とられて 意識し なかった ので ある。 それが 曰 本に とって 好かった か、 惡 かつ たかは 別 

として 結局 日本人の 世界 を 見る 眼 は、 半ば 以上 英國 的と ならざる を 得なかった。 從 つて 勿論、 當時可 

成り 濃かった 英國 人の 憎 露 感情 も、 日本人に 傳染 して ゐ たに 違 ひない。 

私 は、 こ、 にも 一 つ 日本人の 憎 露 感情の 大きな 原因が あると 思 ふ。 殊に、 輿論の 源泉と もい ふべき 

知識階級が、 この 英國 の憎惡 感情に 可成り 動かされて ゐ たとい ふこと は、 爭 へない 事實 であらう。 

勿論、 ロシャ でも、 英國が 日本に 對し てこの 手 を 用 ゐてゐ るの を 知らぬ ので はない から、 時々 日本 

の 輿論 を 煽って、 親 露 抗英の 論調 を 出させたり した。 (例へば 明治 十八 年 英國が 朝鮮の 巨 文 島 を 占居し 

た 際の 如き、 E1 シャは 日本と 同盟し、 對馬を 租借して 英 國と淸 國に當 らうと 提言した oy たが そんな 附 
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燒匁は 成功し なかった。 

日本人の 對露 感情が 漠然とした 憎惡を 通り越して、 はっきり 恐 露 的に なった の は、 明治 二十^ 以後 

n シ ャがシ ベリ ャ鐵 道」〕 兀 成に 力を入れ 出して からで、 この シ ベリ ャ鐵 道に 曰 本人の 服 を 向 けさせた の 

も、 多く は 英國の 新聞 雜誌 であった。 シ ベリ ャ鐵 道の 完成 は 畢竟 滿洲 進出、 朝鮮 經 略の 前提で ある。 

(つまり 口 シャ はこの 前 中央 アジ ャから 印度 を 狙った が、 英國に 叩かれ、 支那の 新 疆 に 向つ にが、 又 

英國 淸國の 合同に 一敗し、 仕方なく 滿洲へ 本氣に 出て 来たの だ。) そこで、 日本 も a シャの 態度 を 水：： 姒 

に考 へざる を 得ない。 當 時の n シャ の國カ は、 表面 いかにも 凄まじい ものに： ra- えたから、 =1.^ の-;! 堂 

政治家 は、 主として 親 露 的 態度 を 取った、 いやだった らうが 仕方がなかった の だ" これに 對 して：^^ 

連中 は、 一 暦の 憎 露と なった わけ だ。 

nl 淸戰 の 際の 三 國千涉 は、 こ/ -で說 くまで もなから う。 必ゃ しも 淸！： を 助ける 木 心で はない が、 

滿洲を 手に入れる 方便に 使った。 使 はれた 日本 こそい 面の 皮 だ。 n シャ が、 滿洲を 机って 淸^ に 接 

近す ると、 英 1： は、 そんなら かう するとい はんば か. 9 に、 nn 立って 日本に 近づいて 來仁" そこで ロシ 


, f^o 1 r  、  >3 ク-, it 'ジ 一し、 H;; 串 ごす ま 曰，；^ こ.； 凝り" 蒴 州に 專、. 1- する 架に な 

ャも 急に 態度 を 改め 日露 協商と い.. - もの を 作って も. f き！ す， -は日 T^i 一 B  , 

その後の こと は 一 々いふまで もなから う。 北 淸事變 を 契機と して、 一 方 は露淸 密約で 滿洲を 確固と 

握り、 他方 は 日英 同盟が 出来た。 その 日英 同盟の 出来た 翌々 年、 本物の 日露 戰爭が 遂に 勃發 したので 

あ-る。 

前に も 述べた やうに、 此の間 日本の 對 ロシャ 感情と して は、 警戒、 恐 露、 親 露、 又もや 恐-おといろ 

いろな 變遷 をと つて ゐ るが、 基調の 憎 露 感情 はいつ でも 消えなかった。 この 遣る瀬ない 憎露感 を、 

本物の 日露 戰爭が 思 ふ 存分 爆發 させて くれる まで は、 日本人 はわ づ かに 幾 篇の小 說に洩 して 肖ら 慰め 

てゐ たので ある。 

私 はさう いふ 小說 について、 いさ、 か 申 上げたい。 

三 

此の 種の 日露 交 戰を豫 想した 小說で 私が 知って ゐる 最初の もの は、 高 安 龜次郞 の 『世界 列圃の 行宋』 

(明 台 二十 年 六月) とい ふ ものである。 これ は 第二 十六 世紀の 豫 首小說 となって ゐるが や その^く と 
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ころに よると、 第二 十六 世紀に 至る や、 世界 は 口 シャと 米國の ニ强國 によって 代表され、 他 は 各々 そ 

の 勢力 範圍 の小國 となって しま ふ。 然るに この 口 シャと 米國の 間に 小さいながら 參國 (これに cou- 

ntry of  Sun とい ふ 英語 を 宛て はめて ゐる 以上、 參國 は卽ち 日出 國を 意味す る こと は 明白で ある) と 

いふの が ある。 n シャは その 世界 統一 の 犬-ば 王から、 先づ 此の 參 II を攻擊 する。 參！： は、 最初 は：： シャ 

のシ ベリ ャ鐵 道の 効力に 壓 倒されて、 海陸 共に 敗北す るが 、米！： 及び 歐洲 諸國の 助力で 口 シャに 勝ち、 

遂に 露 都 を陷れ る。 この 際、 支那 は n シャを 助けて 滅亡す る。 參國が 口 シ ャを大 叩きに 叩きつ けた 後、 

世界 各國 は、. 世界平^の ため 大會 -議を 開く、 とい ふので ある。 參國の 未來が 架して かくの 如き もの か 

何う か は 別と して、 世界が 米 露の 二 强國で 代表され るな ど は、 なか 味な 豫言 ではなから うか。 

同じ 人の 『ね やの 月』 (明治 二十 年 十一月) にも 日露 交戰に 及ぶ 事が 述べられて ゐ るが、 この 小說は 

元來は 政治 小說 であり、 日本の 內政的 爭鬪を 村 料に した 暴露 風の 作で ある。 その 中で、 if が おの 

に 及んで 來る。 朝鮮 事件から 露淸の 葛藤と なり、. 露 は フランスに、 淸は ドイツに 結んで 相戰 はんとす 

る。 此の 時 ドイツ は 日本に よびかけて 味方に 入れる。 さう して 日本の 對馬を 海軍 根據 地に^ せとい ふ 

が、 これに 對 して 外務 當 局は黉 成し、 國論亦 外務 を 支持す るので、 これ を ドイツに 借し、 遂に 獨 

兩 II と 協力して n シャを 破る とい ふので あるが、 この 對馬を 借す ことに は^ 者 は不赞 成で、 大 に反對 

の 意を洩 して ゐる。 だが u シ ャ 膺懲に は 勿論 大黉 成で ある。 


髙安氏 は is 人で、 自皇 の壯士 であった が、 文章の まあって、 好んで 政治 小 說を 書いた。 

この 貝よ 恐らく 二十 か 二十 1、 二であった らしい から、 まだ 現存で あるか も 知れぬ。 

ぶ 二十 二 年 一月 北海 I 作の 『曰 木 花』 とい ふ小說 ほ、 『二十世紀 .1 豫ー E と 角書き 

. 、つ、 てゐ るが、 これ は 純然たる 日露 交 戰未來 記で ある。 著者 は 丹 後の 人で. 井口 元 一郎と いひ、 北 

海道 こ 現存 だと 聞く が、 波瀾の 多い 經歷 の 持主で ある。 井口 氏 は 丁度 この 時徵 兵 塞に 合格して 大阪 

師團に 入營し S であるが、 遺 不振の 爲め、 特に 隊長の 許可 s、 夜 I 內 で小說 S 草し、 それ 

を擎の 金に 代へ て靈に 送？ ゐた。 この 小說の 外に 私の 持って ゐるニ 冊、 他に も ニー 冊 ある やに 

聞いて ゐる。 

n  、ノヤ はン ベリ S 道の 完成と 共に ウー フジ ホを 中心に 東洋 經 略に 積極的に 乘り 出す。 それで 日本 力 

何う しても、 その 鋒 先に 當ら ざる を 得ない。 ロシャ は、 ウー フジ ホ から 正面に 當 るので 日本の 北陸地方 

I んでゐ る。 日本 の當 局 は、 そこまで 眼が きかす、 北陸の 防 備な ど考 へて ゐ ない 5。 

* 『日本 花』 は I で、 後篇の 『劍之 林』 とい ふ も？ 方に 曰 囊戰が 描かれて ゐ 4 になって ゐる 

が、 この 小 說の 刊否は 不明で、 はっきりした ことの 語れな いのは 遺憾で ある。 『劎之 林』 の 方で は、 . 

シャ 軍が 北陸に 業し、 養に 上陸して 近所 を頻 りに 荒す、 曰 本 軍 は それ を 退け、 逃げる の を 追うて 

ゥラ ジホに 迫. o、  口 シャを 屈する。 かくて 列 國の平 知會議 となって 局 を 結ぶ とい ふ 筋で あると い. - 
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軍人 だけに、 又 日本海 岸 出生の 人 だけ ゥラ ジホ 0 對岸 たる 北陸地方の 防備 を 提^した の は、 成る 程と 

首 北 E さ せる と ころが あ つ たらう。 

『！ 名 投書』 明： _玍 一十三 年 七 M) は 村 井 弦齋の 作で ある。 弦齋 といへば、 明治の新聞^^^^^^に，：：！リ し 

た 人物 だが、 ：： 儿來が n シャ語 を 修めて 海外で 雄飛しょう としたの が、 志 を 得すして 新 問 記者と なった 

の だから、 この 位ゐの 政治 小說 があって 然るべき だ。 

一 门 木 人が- M 名で ロシ ャのゴ In ス 新聞に 投書して， 口 シャの 侵略 主義 を攻维 し、 口 シャ 外交. S 秘 

を あばき、 日本お {儿 しく 滞韓と 同盟して 口 シャに 常るべし と論卞 る。 ロシャ マ乂府 まやつ きになって 

その 日本人 を嚴 探す るが、 判明し ない。 然し 外交の 秘密が かう B 本に 知れて は： i 斷 がなら ぬと いふの 

でシ ベリ ャ鐵道 を 大急ぎで 完成す る。 さう して 一 方淸^ を 突つ いて、 先年の 琉球 事件 を. W び 持. x 出させ 

それ を 口 實に 日本と 問戰 させて、 S らは 淸國の 正理を 助ける とい ふ理. E の 下に 大丘 〈を 出して 淸^ と^ 

合して 日本に 常る。 その 戰 略に、 最初 九州 中國を 取って 京阪 を 犯さん とする が 成功せ ぬので、 優勢な 

海軍 大，^ や； 3^ して 一 擧 Hi 都を衝 く作戰 で、 露淸の 聯合 軍 は 靜 岡淸水 港に 上陸し、 沼 *1 附 な 1 を 本， はと 

して 來京 P ー擊を 始める。 日本軍 は 咄嗟に 集められる 限りの 兵力で これ を 箱 根 山に 防ぐ。 そこで, n,.l、 

の は、 n 本の 結 城 某と いふ 理 g+ 博士が、 地中の 電磁 氣を 利用して 火山 を 爆發 せしめて、 これ を 大地-富 

火 代りにす る發 明で ある。 箱 根 近くに 舊 火山が 多い ので、 これ を 地雷火 代りにし、 遂に^お の 兵 


萬 t してし まふ。 流石の ロシャ もこれ に は 驚いて、 早々 國 外に 退却す る。 日本軍 はこれ を 追うて 海 

外こ变 りシ ベリ ャで露 清と 大戰 して 勝利 を 得、 見事 兩國を 屈伏せ しめる。 尙 ほこの 小說に は、 例の P 

ンャ菌 への 纖艮の i を やって、 i 某と 結城某卽 ち (■ 博士) の眞 I ひが あり (結 城が 

本人)、 それに 伴 ふ 星 野 伯 (日本軍 總師) の令壤 との 戀愛 事件が あり、 いろく 人情味 を 加へ て ある 

次に は 民間 政ュ 仏家と して 有名な 末. 廣鐵 腸の 『明治 四十 年の 日本』 (明治 二十 六 年刊) である" これ も 

矢張り 口 シャの シ ベ リ ャ鐵道 完成と 東洋 進出の 急ピ ッ チ から 事 端が 發し てゐ る^  P シャ の 東洋 進出 力 

急な にめ、 從來淸 國を疆 中の ものと して 東洋に 威. を 振って ゐ た英國 との 翼と？、 遂に 淸、 f 

n '、ノヤとの 開戰 となる。 日本に は 英國の 味方が 多い ので、 英 國の聽 によって 淸英 側に 加 はり、 大に 

ロン ャの蠻 を 破る。 ところが 肝腎の 陸上 戰が淸 と英の 力で は； ャに 勝て t 遂に 講和と なった の 

で、 口 シャは 獨り曰 本のみ を 眼の 敵に する。 さう して 特有の スパイ 戰術 で 先づ曰 本に 內亂を 起させ、 

ロシャ I ク 1.、 テタ ふやら せて、 それ を 切掛に 外.，.， ま シャの 大軍を 向けようと する。 だが ク 1 デ 

タ ー が 失敗した ので、 P シャ軍 は 作戰が 齟齬し、 戰爭に 敗け る。 かくて 日淸英 露の 四國が 改めて 北京 

龠議を 開き、 日 木の 東洋に 於け る 優越 權を 認める とい ふので 終る が、 それ はィ ザと なつ. - 「いら 獨 力で や 

れと いふ 主張で、 當時 の 有力な 輿論 の 一 部 を 代表した もので あつ 仁。 

. . 同 じ裹が 明治 二十 九 年に 公に しずのに 『戰 § 曰 本』 とい ふの が あるが、 この 中で" ..fe 問 
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題で n シャと 戰ふ覺 悟が 必要. たと 暗示して ゐる、 然し 日露】 父戰 そのものに 及んで ゐ ない。 

一一； 十 年代に 入る と少々 大 褂，. ^になる が、 先 づ擧げ なくて はならぬ もの は、 英人 モリス 原作の 『_ ^洋 

の 大波 満 C 二十 一年 五月、 大町 桂月 譯) である。 これ はな かくよ く 材料 を 調べて あって 日露 戰爭未 

來記 として は 可成り 巧く 纏って ゐ るが、 その 裏面に 何となく、 日本 を 煽動して Ta シャ にかう まで さ 

れて もお 前は默 つて ゐる のか、 1 っパ ン とやらない のか」 とい ふ氣 味が 出て ゐ るのに、 注意す べきで 

あらう。 これ は 東洋 全體 の未來 記であって、 單に 日露 戰爭 のみと いふので ない が、 中心に なって ゐる 

の は、 E 露戰 である。 この 小說で 特に 面白 いのは、 日本の 國 カ發展 が、 統計的に 豫 測され て ゐる點 

で 流 石英！： 人の 极氣 よさが 見えて ゐる。 これ も、 要するに シャが 日露 協定 を 破って 滿洲 から 朝鮮に 

侵入す るので 樺 太 千島 交換 以來遣 恨 を 重ねて ゐた 日本 は、 遂に 勘忍 袋の 緒 をき つて Hssil 戰 となる。 

問戰前 は、 日本 は a シャの 相手で はなから うと 考 へられて ゐ たが 日本 は 久しい 間 今日の 爲 めいろ./,^ 

川 意して 来たので、 その 用意が 役に立って、 P シャ は先づ 臺灣 海峡の 海戰に 破れ、 次いで n 木 海の 海 

戰に 破れる、 (その 理由と して、 日本の 軍艦 は 英！； 製の 優秀なる もの だからと いふの は 笑 はせ るが、 造 

船 所と 貯炭所の 用意が 整って ゐ たから 勝った の だとい ふの は、 當 時の 人々 を傾聽 させ；，： と S わ ふ)。 陸で 

は 朝鮮が 戰場 となる が、 これ も 結局 日本軍に 追 はれて 滿洲 から シ ベリ ャに 返く、 日本 は 英國の 助力で 

淸國の 迷 聚を酲 まし、 互に 提携して ロシ ャに當 り、 日淸 同盟の 力で a シャ を滿洲 から 追ってし まふ。 


この 戰 ひの 結 架、 日本 は 朝鮮 を 併せ、 淸國 を覺醒 させて、 アジアの 盟主と して 西洋に 對す るに 至る と 

、 ふので ある。 此の 問 ドイツ、 フランスが 各々 口 、ン ャに應 じて 淸國の 一 部 を 占領す るの は 注意すべき 

ごと 云って ゐる。 勿論 未來 記で あるから、 當ら ぬと ころも あるが、 日本の 現實に 基礎して ゐる點 でな 

、く 正崔な 刺斷を 下して ゐ るの は 感心で ある。 これに 比べる と、 明治 三十 二 年に 出た 『帝 國國雞 の 

夢』 とい ふの は、 大衆 作家 ウィリアム • ルキュ ー の 『英國 の 大戰』 を燒き 直した ものであって 日露 未 

來 とい ふのに ピッ タリ しないと ころが あるが、 原作が 猛烈な もの だけに この 燒直 しも 此の 種の パ說 

では 最も 猛烈な もの だ。 日本が 露佛 聯合 軍に 京阪 地方 を 占領され、 九州で 最後の 一 戰を すると ころな 

ど、 嬈 直し ト說と は 思へ や ハラく させる。 これ も 敵が シ ベリ ャ鐵道 を 利用して 北陸地方に 上陸して 

ゐる。 た、 海軍が 優勢な ので、 辛うじて 敵の 死命 を 制する ことが 出来る ことにな つて ゐ るが、 これ は 

矢 張. 0 當 時の 日本軍 備に 對 する 暗示で あらう。 

中 尾 撫劎の 『外交 之 祕密』 (明治 三十 五 年 八月) とい ふの は、 外交 戰を 書いた 點で 唯一の 小說 である 

が、 つまり 露佛 同盟 を 破って 佛に 中立 を 宣言させる に 至った 經 路を說 明した ものと 思へば い、、 外國 

小 說の燒 直しら しいと ころも あり (露 大使の 謀殺な ど) 、不自然な つぐ はぐな ところ も あるが、 先づ政 

ムロ. A 說 として は 一 讀出來 る 方で ある。 一方で は：！ シャを 刺激して フランスの 不熱心に 怒らせ、 一方で 

は 日本と フランスと 利害を同 じくす る 點を 黒して、 7 ランス を in 本 側に 引 張る、 その 邊 I 引 はな 
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か./ \而 白い。 

此の頃に なると、 憎 露 感情 を；^ らした 小說 は、 澤山 出る。 別に 日露 if 爭未來 記と いふので はない が 

押 川お 浪の e: 險小說 (『海底 軍艦』 以下、 『武俠 之 日本』、 『武俠 艦隊』、 『新 日本 島 J 『東洋 武俠國 J, 等) 

など、 その 好兑 本で あると いって 可い。 別に 又、 山 W 美妙の 『金 忠輔』 の 如き、 對露 イデ ォ n ギィを 

こめた 歴史 小說の 如き もの も ある" 一 々枚 擧出來 ない 程で ある。 

最後に 擧げ るの は、 『佳人 之 奇遇』 で 有名な 柴 東海 散士の 『羽 川 六郞』 (明治 三十 六 年) である。 これ 

は M 川六郎 とい ふ 志士で 發 明の 天才た る龠津 人が いかにして 日露 戰爭に 功 を 立てた かとい ふこと を 窨 

いたので あるが、 羽 川の 功 は、 潜水 艇 及び 飛行機の 發 明で、 それによ つて 日本軍 は 大勝す るので ある 

が、 戰 爭の經 過を說 明す ると ころ は、 不思議に も、 木 物の 日露 戰爭と 割合に 合致して ゐろ C これは|^、 

に 不思議な く f.- ゐで、 私 は、 初めて 此の 小說 を讀ん たと きに 驚いた ものであった U 

『羽 川 六郞』 の 出た 翌年 本物の 日露 戰爭 の勃發 となった ので、 私の 語る ところ もぶ 羽 川 六郞』 で 打 

ち 切る とする が 以上の 小說を 綜合して いふと、 初めは 極々 口 マ ン チックな、 夢幻 的な 戰爭 であり、 勝 

利で あるが、 後になる につれ て、 戰爭も 利 も 可成り 現實 的な ものに なって 來 てるる。. それ かも 日 木 

の 出方 をみ ると、 その 十 四 年間に 於け る 日本の 實カ發 展の迹 だ、 大 體 推察され る。 卽 ち-、 歧初 は：：！ 盟 

して 戰ふ、 又は 助力 を 受ける。 さう して 隙 良 も 實際は アヤ フャ である。 ところが、 それが やがて IE- 獨 


で戰 ふやう になり、 我から 進んで 戰ふ。 又 初めは 多く は 一度 は 敵に 押し込まれて、 漸く 敵 を 追 0 出す 

靈で、 勝ても 先づ 部分的で あるが、 それが やがて 國 外に 押出して 戰ひ、 逢 的に 勝つ ことになる。 

それから 藝は、 清 M に對 する 利害から 打算して 曰 本 を 助けて？ ン ャに當 つて ゐ るが、 曰 本 を 本心 

から 功け て t ので はなく、 自國の 利害と いふ 立場 か..、 離れて ゐ ない。 それで、 旦央 同盟 後に I た 

H でさへ が、 曰 本 はもう 英國の 力 を ff にせす に。 シ ャと戰 つて ゐる。 曰 本の 立場 は 

いつでも 單 なる 利害に， たけ 制されて 動いて ゐ はしない ので、 忍ぶべき だけ は 忍ぶ が、 讓 存立 上 止む 

を n ォ なくなる と 猛然と 立って 徹底的に やる ことにな つて ゐる。 

ユヒ こよって、 囊の 三十 七 八年戰 役が 滿洲に 於て 戰 はれる 以前、 本の 文意 小說界 では、 何度 

となく 曰 iss れてゐ ひ」 と、 而 t こ S 曰 本の 窗 §1 禱 t 是認され 支持され た 

ものであった ことが 知られる であらう。 t る 小說に 現れた lis 揚 からみても、 11 は 

實に 必至の 運命に あ つたの だとい ふこ と を 結論され るので ある。 

仁 V. 然し 日本の 必死の 立場から 事 こ、 に 至ら しめられた 事赏は 別と して、 英國 が、 その 束 洋に於 W 

Is たき.^ ャを 苦しめる 策と して、 曰 本の 感情 や 思想 を 可成り 自由に 利^ち」 と I へば、 

I 同盟 を S 戰爭に 勝った 大きな I として 無 やみに 英國を 有難が るの は、 それ こそ 所霸ぅ 力と 

思 ふ 類 ひで ある。 以上の 小說に 現れた 曰 籠爭を みれば、 さう いふ 點も 矢張り その ま 反映して ゐる。 
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政治 小 說硏究 

政治 小說 研究の 必要 

政治 小說 とい ふと、 大抵の 文學 史家 ゃ文學 研究家から はま /- つ 子 扱 ひ をされ、 何 處の國 の 文 舉史で 

も 傍流 的に 輕く觸 筆され てゐ るの が 當り前 だ。 明治 文 寧 史家の 態度 も、 從來 は大體 さう いふ もので、 

所謂 文 擅 本流の 視友社 以後の 文學と は對立 的に 相容れな いものと して、 視友社 以前、 明治 初期に 「政 

洽 小說」 とい ふやく、 ざな 小 說が澤 山あった と、 まるで 何 か 美しい 織物に ついた 汚染の やうに 扱 はれて 

ゐ たもの だ。 全般的に、. 世界 文擧 史上、 政治 小說 とい ふ ものが 菜して さう ま、 つ 子 的に 极 はれて 然る 

ベ きもの か 何う か は 今 こ ， で 論 やべ き 問題で ないから 取上げない。 又 硯友社 頃の 文 瘦小說 家が 政 ュめ小 

說と いふ ものに 毛蟲の やうに 顔を颦 めた の も 、感情的に は 理解され る。 然し 文舉ぉ 家まで が、 この 政 

治 小説への 反感のお 裾分け をす る 必要 はちつ ともない。 あべこべに、 この 反感が いは ゆる 政治 小說全 

盛への 反動の ためで、 決して 公平な もので ない こと を指别 すべき 責任が あるの： 政ュ山 小說が 研究に 

値する もの か， 値せぬ もの か、 他國の 文學に 於け る 例 は 知ら や、 明治 文學に 限って いへば、 政：^め小說 


は 是非とも 研究され なければ ならぬ。 政治 小說 への 好き 嫌 ひ は 問題で はない、 是非 さう しなければ な 

らぬ。 何故と いって 明治 文化の 研究が 政治 方面から 着手し なければ ならない やうに、 明治 新 文 學の研 

究 は先づ この 政治 小說の 研究から 始めなければ ならぬ からだ。 いは ゆる 明治の 文舉 革命 は先づ この 政 

治 小說の 出現に よって 實 行の 第一歩 を 印して ゐ るから だ。 舊文擧 の 遣 物なる 戯作 稗^ が、 文學 とか 小 

?s 祝と かいふ 世界 共通の 觀念を もった 威張った 存在と なる に は、 この 政治 小說 とい ふ 過渡期 を經 過し な 

ければ ならなかった。 政治 熱が 明治 文化 一切の 母胎であった やうに、 政治 小說 熱が 明治 新 文學の 母胎 

であった の だ。 手 取 早い 例が 坪內^ 遙を とる がい、、 逍遙 は 誰に いは せても 明治 文舉 革命の 提" = ？者且 

っ實 行者 だが、 その 文擧的 生活 は、 戯作 稗^、 政治 小說、 の 段階 を經て 明治の 新 小說に 及んで ゐる。 

. 多言 はやまが、 これからの 明 ま は 何う したって 政治 小說 研究から 始めなければ I つた も 

のこなる。 研究と いふ 以上 好き 嫌 ひでの 輕重は 許されぬ わけ だ。 

政治 小說 出現の 動機 

1 部文舉 史家の 言 ふところ を閜 いて ゐ ると、 政治 小說 など、 まるで 政治家が 醉 興に 書いた もの、 や 

うに とれる。 然し それ は 見當違 ひで、 種々 な 理由から いって 此の 種の 文學が あの 時の 日本に 生れて 來 
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なくて はならなかった の だ。 勿論 M 的文學 であるから 意識的に 作られた ものに 遠 ひない が、 然し それ 

は 作られる やうな 條 件が 數々 揃って 作られなければ なら なくなつ て 作られた もの IT それで は 政治 小 

說 出現と なった 動機 的 條件は 何 か、 それ は 時代の 政治 熱の せいだと いへ ぱ當 つて はゐて も、 然しへ はり 

漠然と 大ざっぱで 不親切な 說明 である。 それで 今少し これ を 分けてい ふと、 第一に その 政： iaS 一から^ 

いた 特殊 辜 情、 第二に 當 時の 文學觀 念、 第三に 西洋 文舉の 影響、 かう 三つになる。 

背景と しての 政治 熱 は、 讀者 諸君 一通りの 常識が ある ものと して 別に 說 かない ことにす るが、 . ^も 

かく 明治 十一 二 四 年 民權論 の 火の手が 强 くな つたので、 政府 は 種々 な 條件を 出 し て 片端 から： K 權 eia の 言 

論 武器 を 奪った。 それでお 權家達 は 言論に 代る 新しい 宣傳 手段 を 工夫し なくて はならなかった。 然も 

か、 る {;H; 傳の 主旨と しで、 元 來大に 民衆に 喰 ひ 入る 必耍 があった ので、 さう 高^な 議論ば かりで は少 

少 M る、 それに は 何方み ち 民衆の 娛樂 機闢. 敎 化機關 である 戲 作小說 なり 歌^な り？ g 剌 なり を 利 川す る 

がよ い。 さう いふ 意識が 政治 蓮 動 者の 腦裡に 動く と、 何時と はなく 實：， 仃 されて 來た。 それが 卽も 政治 

上からの 特殊事情 なので ある。 この 點 からい つて 政治 小 說は貢 論 不自由 を 袖 ふため、 义下 大衆-: 傳 

のた め 生じた もの、 いは 政治 鬪爭の 一 種 カム フラ ，-ジ ュ めく 武器と して 取り上げられた ものに 外な 

ら な，、、。 

この 政治 上の 特殊事情 は 政治 小說を 生む に 至った 第 一 の囚 では あるが、 更に これが 資現を 助けた： 一 


つの 原因-か ある。 それ は、 當 時の 一 風潮た る 利用 厚生の 思想が 文舉 にも 及んで 、この-頃 は 全く 表 ぼ 的 着 

板 だけと なって ゐた 小說界 の勸懲 主義の 徹底的 實施を 期すべく 小說 改良の 機運が 動いて ゐ たこと、 卽 

ち 文舉觀 念が ー轉 機に 達して ゐ たこと、 これが 一 つ。 又當 時-西洋 文 寧 知識の 移入と 共に、 種々 な ことが 

分った、 日本で は 所謂 小說の 如き を 下等 娱樂視 して 士君子の 手に すべき もので ない とい ふこと になつ 

てゐ たが、 西洋で は文舉 として 尊重され てゐ る、 且つ 紳士が 小 說を讀 む のみでない 自ら 小說を 書いて 

怪 まない、 怪 まぬ どころ かこれ を榮 とし 人に も羡 まれたり する、 堂々 たる 大政 治 家で さへ さう する、 

卽ち、 西洋の 例に よると、 紳士で も 小說を 書いても 可い、 又 政治家の 手になる 政治 小說 とい ふ 都合の 

よい ものが あると いふ ものが 分かって、 これが 叉 政治 小說の 出現 を 助ける 一 因と なった。 

だが 吾等 はもう 二つ 考慮に 入れて 置かなくて はならぬ。 それ は 日本 文 學の傳 統には 政治 小說 とい ふ 

もの こそない が、 時勢 や 政治 を 諷刺した 作物 や 戯文が 相當 多く、 それが 傳統 的に は 政治 小說の 先驅的 

存在 をな して ゐる こと、 及び 所謂 政治 小說の 作家に は 士族 出の 政治 運動家が 多い が、 か、 る 人々 の敎 

育を考 へて みると、 表面 四角張った 理 lg 張った ものである 割合に 文 舉的敎 養と か 趣味と かいふ もの 力 

可成り 一般化 されて 浸み 込んで ゐる ことで ある。 これ は 彼等の 政治 論が、 多く は 理想主義 的な、 精神 

的な、 ロマンチックな 特色 を もって ゐ るので も 分る。 卽ち 此の 人人 は小說 家に 成.^ 得る 可能性 を もつ 

てゐ たに 遠 ひない の だ。 
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こ /- で 纏めて いふと、 政治 小說の 出現 は、 直接に は當 時の 政治 熱から 生れた 特殊事情、 特殊 耍 求の 

衝動 を 中心に、 當 時の 文學 や 社會ゃ 政治家 達 やに 潜在し 顯 在して ゐた 以上の やうな 諸 因が 作 川し 決 

定し たもの だとい ふこと になる。 

政治 小說 の範圍 • 政治 小 說發展 の區劃 

政治 小說 の範圍 といって 可笑しいなら、 性質と いっても 梵 しい T 政治 小 說とは ぞ」 とい ふこと は 

僕が 前に (註、 一) スピィ ャ敎授 の 定義 を 引いて 述べた ことがあ るから、 今 こ、 で 繰 返さない こと、 

し、 た... - 明治 初期の 所謂 政治 小說 について 一 寸 概念 を 出して 置きたい。 

.此 等の 政治 小說 なる ものが、 今日の 「小 說」 とい ふ 概念で 律し 得る ものば かりだと 思ったら、 大き 

な 間違 ひで ある。 勿論 政治 「小 說」 とい ふから に は 今日 考 へられる やうな 小說も 入って ゐる、 いな 入 

體 さう いふ ものが 中心 をな して ゐ るが、 今日の 小說 概念に は 全然 內 包され てゐ ない 戯文、 諷刺 文、 ス 

ケ ツチ、 雜記、 史 傳、. 戲曲、 戯曲 筋 書、 飜譯の 如き ものが 多量に 混入して ゐる。 これ は、 尊の 「い 

說」 とい ふ 語が 可成り ル 1 'ズに 使用され て ゐた爲 めで、 廣義に 幾分で も 假作的 構想 を もった 文 {^l- を 小 

說と 目して 怪 まなかつ たので 政治 小說 とい ふと、 大體 何等かの 政治的 イデ ォ a ギ I を もって ゐる^ 乍 


的 文字で あれば、 筆者 も 政治 小說を もって 任じ、 讀者も 政治 小說を もって 目して 怪 まなかつ 仁。 そわ 

が 明 台 二十 年頃まで が 殊に 甚 しいが、 二十 年 以後 もさう いふ 傾向 は ある。 勿論 「小 說」 の 語義 內容 の定 

まって 行く につれ て 政治 小 說の方 も 自ら 局限され て來 たが、 自ら 治 外法 權を 要求して ゐる 格好で この 

傾 メ 可成り 後まで っヾ く。 (これが 文學 史家から ま. -子扱 ひに される  一 K でも あるので ある。) 政治 バ說の 

研究に は 最初から これ をのみ 込んで ゐる ことが 肝心 だ。 

次に 概念 を纒 める に 必要な の は、 年代 的 iHil 劃 だ。 これにつ いて 今まで 誰も 調べ も 云 ひ 出し もしない 

こと だが、 僕 は 種々 骨 を 折って 少しば か. -の發 見 をした。 その 結 5^ を 簡單に 述べる と、 先づ 所謂 政治 

小說は 明治 初期 だけに 限った ものであるが、 いふまで もな く 政治 小說 とい ふ もの は、 事實 明治 を 通じ 

て ある、 或は 二三に 分裂して 假裝 したりして ゐ るが、 鬼 も かく も 初期 だけで 絶えた もので はな， - r 

濟 小說、 胃險 小說、 社會 小說、 社會 主義 小說 等の 中 繼を經 て 大正時代の プ n レ タリ ャ文學 と 立派に 連 

絡す るので ある。 が、 今 は 明治時代 を 主にして ゐ るから、 その 點 からい ふと、 政治 小說は 明治 二十 一-二 

年國會 開設 以前と 以後に 大別され る。， これ はた，.；」 の 年が 區劃上 便利 だとい ふので はない、 此の 前と 

後と では 政治 小說 の、 王 旨 も 調子 も 犬に 違 ふからで ある。 何う 違 ふかと いふと、 ほんた うは 例 を 擧げぬ 

とハ ッ キリし ないか も 知れない が、 結論 だけ 出す と、 國會 開設 以前 は 民權的 對內的 改革が 主潮、 以後 

は國 權的對 外的 進出が キ潮 となる、 叉 以前 は對內 的に 積極的、 王 張、 對 外的に や、 冷淡で あるが、 以後 
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の ものに は對 外的に は大に 熱心で 對內 的に は往々 消極的 冷嘲 的 暴露の 興味が 少なから す 加 はる。 この 

變 化の 原因 は、 日本の 世界的 進出の 務と實 現された 國會 理想に 對する 知識階級の 心 持の 動き，^ によ 

る ものが 多い。 その 邊 のこと は 詳しく 說け ぬが、 そこで かう 二分した 前期の 方が、 文樂 史家の 所 li 政 

小說 で、 何の 文學史 にも この 前期の ものが 論ぜられて ゐる だけで ある。 然し 此の 後期の！； 權、 的 

政治 小說の 研究 も 極めて 有意義 且つ 面白い ものである。 だが 遺憾ながら この 稿で は 割愛す る。 

そこで、 この 前期の、 卽ち 明治 初期 6 所謂 政治 小 說の华 代 的 iHil 劃 は 何うな るかと いふと、 通 政治 

小說 らしい 政治 小 說の現 はれた のが 先づ 明治 十三 年 六月の 『情 海 波瀾』 であるから、 これ を 井 igi に 二 

十二； 年 迄の 十 年間 を その 年代と し、 これが 更に 十五 年 を 境界に 二期に 分られる。 この 分け 方 も is- に 便 

{且 主義で はない、 必然性の ある ものであるが、 その 理由 は 長いから やはり 俟の前 稿 (許、 二) に. 1 つて 

こ、 に は 持ち出さない ことにし、 その 二期と は 自由 民權 時代と 政 黨文學 時代で ある。 ii- ォは 十： 一： 年 か 

ら 十五 年 前後、 後者 は 十五 年から 二十 三年 前後までと なる。 さて この 後者の 政黨文 m>f の 時代-か 大體乂 

十七 八 年 を 境界に 二期に 分かれる。 その 前期 を 自由 黨に 代表 させ、 後期 を 改進 黨に 代表 させ、 それ ぞ 

れ自. S 黨 時代、 改進 黨 時代と よぶこと にす る。 或は 二期に 分けす 三 期に 分けて、 第一 期 (十五 —十七た キ) 

を政黨 全盛時代、 第一 一期 十八— 二十 年 ごぎ 政黨 衰退 時代、 第三 期 (二十  一— 二十 三年) を政黨 復興 時代と 

いった 方が い、 かと も 思 ふ。 勿論 母胎た る 政治 熱、 政黨 運動の 消長 を 標準に しての； £1： 则 たる はいふ ま 


でもな、 ％ これ を 一見して 分かる やうに 示す と、 


政治 小說 


，f 民 權文學 時代 /政 黨 全盛時代 (或は 自由 黨 時代) 

民權時 f) 政 黨文學 時代 政黨 衰退 時代 (改ま- 黨 時代) 


政黨 復興 時代 (大同 團結 時代) 

,1: 權 時代 

(註 IX 二) 本 虽社版 「明治 文學 講座」 第 四卷、 拙稿 「明治の 政治 小說」 參照。 (『政治 小說の 硏究』 上卷) 


政治 小說の 先驅者 二三 氏 


矢 探し は 何 題目に つけても 興味の ある 且つ 有益な ものであるが、 今 はさう した 齒裕 はな- - りで 政 

治 小 說の嚆 矢の 研究 は 他日 を 期し、 政治 小說 とい ふ體裁 を備へ て 出現して より 以後の 先驅的 作家 一 一三 

氏に ついて 語る ことか ら始 め る。 

先づ 『情 海 波瀾』 の 作者 戶 m 欽堂、 美 濃 大垣戶 田家の 支流、 いは-: -賣 公子で ある。 明治 初年 洋行 も 

したし * クリスチャン でも あり、 又 北辰 社員と して 政治 演說 にも 熱し、 又 娼妓 解放 乃至 敎育 にも 奔走 

し、 民權 貴. 族と して 冇 名であった。 此の 人の こと を 一概に 放蕩 者 扱 ひに し、 た ヾの戲 作者ら しく 兑て 
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ゐる害 物 も あるが、 それ は 間遠 ひで、 相當 HE 立つ 活動 をして ゐる。 叉  一 二の 文舉 史料に 晚ハ牛 陋^に^ 

死したら しい 意味の こと を 書いた ものが あるが、 これ も 見當違 ひで、 欽堂は 生活と して は 日 木 銀；；；： の 

秘書 をつ とめ、 叉戶 田家から も 合力が あつたので、 戲 作で 食 ふや 食 はすの 生 を するとい ふ 如き もの 

ではなかった。 なかなかの 好事家で 紙 腔 琴の 改良 をしたり、 ボ 1- ル 紙の 發 明に 盡 力したり、 洋伞の 骨 

の 改良な ども 考 へたと 云 ふ。 明治 十七 年に 小說 家名 披露 會を やり、 公然と 小說 家の 仲間入り をして、 

數篇の 小說を 書いた が、 今日 意義の ある もの は、 明治 十三 年の 『情 海 波瀾』 と 十 年の 『蒸兮^^風殿 

.5/ んき 

軍記』 の 1 ー篇 位で ある。 『情 海 波 潤』 に 趣向 を 人情本 式に した 政治 小說 で、 情 海 は 勿論 政 海の 謎で ある。 

欽堂 のこと は 可成り 詳しく わかって ゐ るから、 そのうちに 發 表しよう。 (『政治 小說の 研究』 上 卷)。 

次に 上田 秀成、 これ は 福 岡の 人で、 よく は 分らぬ が 何 か 東京 大學に 多少 緣 ある 人であった らしい。 

柬洋 舉藝雜 誌の 初期の 編輯 者で あり、 明治 日報に も關 係が あった。 この 人 は 明治 卜 叫 年に r 蝴蝶 紀^』 

とい ふ 政治 小說を 書いた (十五 年刊)。 初篇 だけよ， 0 出ない ので、 、王 旨 はよ く 分からぬ が、 Rn:.E 之 一；； ぶ」 と 

角 書が して あるから、 大體 自由 民 樯の眞 諦を說 明す る 立場で ある こと は 察しが つく。 その他 つ：：： 山の 

{殳 夢』 とい ふ 政治 小說 の斷片 (十五 年) も あるが、 根本 思想 は 同じ ものであった かも 知れない。 秀 成の 

關 係した 明治 日報が 帝政 黨の 機關 紙であった ことが、 その 政治 思想 を 知る 上に 於いて 注意すべき であ 

らう。 (よく 帝政 黨が自 .W 民權 に反對 したと か 否定した とかい はれる が、 漸？？ I 一と 皇 屮心を 旗^に こそし たれ、 ^ 


本 的に： A 定 も反對 もして はゐ ない ので ある、 

嘯 風 子 一宮 猪 吉郎、 これ は 長 崎縣の 人で、 朝 B 新聞 (大阪 ) の 編 轉 名義人な ど をして ゐた靑 年で あ 

つたが 極く 若くて 死んだ。 明治 十四 年に 『東洋 奇談. 鳳緣情 誌』 とい ふ もの を 書いた。 これ は 先驅的 

のお 台卜說 中で まづ 一番 纒 つて 居る もので、 有名で はない が歷 的に は相當 注意すべき 作物で ある。 

その 也、 明治 + 三年の 『國勢 夢想 記』 (岸甚 "お^)、 同年の 『黑貝 夢物語』 (風賴 子 著) など も 先 驅的政 

台 ト八说 として 擧 げられ る ものである、 殊に 前者 は 可成 3 呉 面目に 日本 國 家の 行末 を考 へて ゐる ところが 

あって、 面白い。 

總て 民權寺 代の 政治 小說 は、 內容は 漠然とした 自由 民權 思想の 宣傳 で、 形式 は 夢中の 記事に. ^ した 

ものが 多く、 好望 的豫 llrr 的で は あるが、 杭 上 的闘爭 的で はない のが 特色で ある。 

政 黨文學 時代 • 作家と 作物 

政黨 時代 こ 入る と、 政治 小 說も單 に 自由 民權の 勝利 を 歌 ふとい ふやうな 漠然とし たもので なく 政 

黨と 交涉を もち、 政黨の 政治 思想 を 反映し、 政黨 の鬪爭 武器 宣傳 武器と して 利用され る。 これが 前期 

の 通. c 三 期に 分れる として、 第一 の政黨 全盛時代、 これ は 自由 黨が 最も 活躍した 時代な ので、 自由 黨 
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時代と もい ふ。 此の 時代の 政治 小說の 大體の 特色 は 闘^ 的、 破壞 的、 悲憤慷慨、 頗る 感 的な 內容を 

もった もので、 创 作よりも 飜譯が 多く、 飜譯 とい ふよりも 飜譯に 托した 創作と いった 方が よい。 露阈 

の 虚無 黨ゃ佛 n 火 革命の 蹟を假 て 宣傳的 文字 を寓 した ものが 多い ので 革命 文學 ともい ふ。 作お は 

いづ れ，. &宜 的 効^ さ へ 擧 がれば、 小說的 巧拙 は 論ぜぬ とい ふ 風が ある。 

此の 派で 第一線に 立つ の は、 百 華 園 主人 櫻 田 百衞、 この 人 は 岡 山の 人で、 栗原亮 一に 知られ、 同人 

社^に び、 一 ：：- 松の II 拔 新聞の 記 をし、 明治 十六 年 二十 五 (或は 七) で 死んだ。 や： 前 i^N ト 洋のャ グ 

• ヴィク トル. ュ， I ゴ ー とまでに 呼ばれた が、 それ は 勿論お まけと して、 幾分 天才 的な ところが あり 

意識的に 政治 小 說のカ を 認め、 政治 小說 家に ならう とした 最初の 人で あらう。 今日 殘 つて ゐる 作" S は 

『s^l 自由 廻， 1 袍』 (十 年 作、 十六 年刊〕、 一 西洋 血潮 小 2S. 一 (十五 年刊) のニ篇 よりない が、 後お は 

政治 小說の 代表的な 一 つと して 有名で ある.，」 (僕は最近こ の入に關する研究を明治文舉<^のクォ タリに，な：-^^ 

した。 せ 志 9 方の 一 覽を乞 ひた い)。 (『政治 小說の 研究 J 上 卷)。 

fnS ニ陣は 有名な 崎 夢 柳、 夢 柳 は 土 佐 高 知の 人、 土 佐の 高 知 新 問から 新 間、 C.H 燈記 おとなり 

大 の 東雲 新聞 を 起し、 二十 二 年 死んだ" 年 三十 餘。 そ S. 小說中 有名な ものが 多い が、 それが 翻！ fl?^ 

卽ち 意譯的 創作で ある。 その 代表的な もの は 『自由 乃 凱歌. 1( 十五 年、 二十 一年)、 『宽托 乃 鞭笞』 (十五き 

『.JJ 優れ 乃 fkjc 十六 年 作、 十七 年刊、 『讀 稍頻 ii 血の 花』 (十 、き. i ま 籠 i 鬼啾こ (十七が 作、 十ん 年 


刊)、 等 あるが、 內容は フランス 革命に 關 する もの か、 a シャ^ 無黨の 活動 を寫 した もので、 自由 黨の 

一 面の 思想 を 立派に 表示して ゐる。 夢 柳に は 又、 『高嶺の 荒 鷲』 (十五 年)、 『芒の 一 ト叢』 (二十 一 年) 等 

が ある、 前者 は 幕末 義贼の 事に 托し、 後^ は 現代 政界の 揷 話を假 想して、 共に 自由 黨 的の 尖艇な 思想 

を 盛って あるが、 小說 として は 先づ維 拙な ものである。 鬼 も あれ、 夢. 柳の 政治 小 說の宜 傳的効 架 は 可 

成り 大きく、 それだけ 夢 柳が 文舉 史家に よって 政治 小說の 代表的 作家い 一人と 見られて ゐ るの も、 當 

然な ところで ある 

夢 柳の 先輩の 坂 崎 紫瀾、 この 人 は 政治的に も 夢 柳な どより 重き をな し、 叉 文 學的敎 養 も 夢 柳 等より 

優れて ゐ たが、 何しろ 餘り 長く 土 佐に 居 過ぎた ので (十七 年上 京) 、文壇 的に は 夢 柳の 後輩の 如く 见られ 

て 損で ある。 此の 人 も 亦 彼 一流の 政治 小說を 作り出して 有名に なった。 樱出ゃ 夢 柳が 露佛 流の 革命 思 

想 を 理想と したら しいのに 反して、 紫瀾に 明治維新の 大 運動に 自. e 民 櫂の 根源 を 認め、 維新の 歷史小 

說を 書く ことによって 民 權宣俾 の赏 を擧げ ようとし たので ある。 Sf 實自. m 黨 に も 黨宵板 垣 を始 め 民權. 

運動 を 明治維新の 述 績と考 へて ゐた 人々 が 多 か つ た。 紫满 の小說 はか > る 思想 を 背： 京に もつ て ゐ る こ 

と を 知らなくて はならぬ。 彼が 小說を 害いた の は 主として 土 佐 時代で、 マダム • 口 ー ラン を 主人公に 

した 『自由の 花 笠』 (十六 年) ゃ露國 虚無 黨を寫 した 『露國 安那 物語』 (十六 年) など も あるが、 これ はた 

だ 流行に 應 じて 邦語 譯 したに 過ぎぬ、 その 最も 特 意な もの は、 『南海 血- 1 の^』 (叨治 十三 年) 『、汗血 干 
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M 駒』 (十六 年)、 『南山 皇 旗の 魁』 等で ある。 就中 坂 本 龍馬 を 主人公に した 『汗血 千 単， 駒！ は 當時锻 も 

喝釆 された ものであった。 

以 上 三 家 は自. 5 黨側 の 政 治 小說家 であるが、 自由 黨 の 別働隊た る 日本 立憲 政黨 から 加 はった 作家に 

案外堂. 王 人 小 {SIJ- 介が ある。 此の 人 は 丹 後宮 津の 藩士で、 若 だが 板 垣の 古い 同志で ある。 本姓 小 笠 

原 氏、 お 名な 小 ill- 信 夫の 婿に なって 小窒 を名乘 つた。 よく 種々 な 書 ものに 父子 取逮 へられて ゐる こと 

が 多い。 舉 校敎師 から 新聞記者 となり、 大阪 日報、 日本 立憲 奴黨 新聞から 自山 新聞へ 來た人 だが E 

面目な 論說 よりも 諧謔の 文字に 宣傳的 思想 を 含ませる の を 得意と して ゐる。 小 說家的 伎倆 は 以上-一； 家 

の 何れよりも 富んで ゐた。 それ は 案外堂の 小說 は、 鬼 も 角 彼の 創作ば かりで、 飜譯物 ゃ外國 種の^ 介 

になって ゐな いので も 分かる。 だが 短命で、 明治 十八 年の 夏 死んだ ので、 作の 數は 多くない。 先づ 

『新 編 大和 錦」 (十六た や)、 『I き 夢 戀々』 (十七 年)、 『自由 艷舌女 文章』 (十 ^ 年) がその 代表的 作物で あら 

う。 『女 文章』 は 有名で あるが、 小說 として 『夢 戀々』 の 方が 立派 だ" 此の 人に 認 むべき は、 此の 3^ か 

ら风に その 柬 I5j 問題に 注目して、 日本 を 東洋の 救世 、王に しょうと する イデ ォ a ギィ を小說 中に 織り込 

ん 1： ことで ある。 

政 黨全成 ^ 時代 を 代表す る ものに、 自由、 改進、 帝政の 三 政黨が あるが、 以上 諸 {C か. nl.^s 系の イデ 

ォ n ギィを 反 腴官； 傳 する 役割 を 務めた に對 し、 改進 黨 側に は 矢 野 龍溪が 現れた。 これに 對 して 帝政 《：^ 


側から 何人も 出て るない が、 これ は 帝政 黨側 では 別に 言論に 不自由せ や、 宣傳 にも カム フラ ー ジ ュ を- 

必要と しなかった 爲 めが あらう。 改進 黨 側から 龍溪 だけし か 出て ゐな いのも、 政治 小說 出現が 大衆 的 

宣傳の 動機 を もって ゐ るのに 對し、 改進 黨は ブル 中心の 政黨 でい は ゆる 大衆 を 目 ざして ゐ なかった 點 

を考へ ると 首肯され る。 龍 溪の志 も 大衆 的宣傳 ではなく、 超 黨派的 經典を 作る にあった ので ある (然し 

事實に 於いて 改進 黨主 義の宜 傳小說 たる 一 面を肶 却し なかった)。 龍溪の 『經國 美談』 (十六 —— 十七た や) につい 

て は、 餘 りに 有名な もの だ から 內容 その他に ついて は說か ぬ が 政治家 龍溪が 小說を 書い たとい ふこと 

が 時人の 文 學觀を 或る 程度まで 高めた こと、 その 小說 が文舉 的に 立派な ものであった とい ふこと で、 

政治 小說、 引いて は 一般の 小說 とい ふ ものが 新な 眼で 見られ 論じられる ことにな り、 又 その 爲め 龍溪 

の 風 を 聞いて 起った 素人 玄人の 作家が 多勢 出た ので ある。 政治 小說 全盛 は 龍 溪に負 ふところ か 多い。 

ト八年 以後、 卽ち政 黨文學 の 第二 期 第三 期 は、 十八 半 以前 を. 黨 時代と いふに 對し、 正に 改進 黨 

時代と よばれて もい、 ものであるが、 然し 二十 年 前と 後と で 調子が 少し 變 るから、 全部 を 改進 黨 時代 

にし.，： くないと せば、 一 一十 年 以後 を もって 政黨文 學に對 する 國會 文學 時代と い ふ ものにしても 可い、 卽 

ち 本稿に いふ 政 黨文擧 の 第二 期が 改進 黨 時代と なり、 三 期は刖 になる わけで ある。 かくて 十八 年以 

後、 愈よ 政治 小說の 全盛時代 となって 來る。 

十八 年 以後 二十 三年までの 小說の 特色 を簡眾 た 述べる と、 形式から いへば、 前期の 諸 作が 往々 稗史 
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風に なりたが るのに 反して、 現代的 寫實 風が 主と なる。 內容は 概して 破壞的 分子が 去って 建設的と な. 

、り、 感情よりも 理性に 訴 へる 分子が 多く、 合理的 秩序 的 改革 を 重んじ、 國會を nil 標 とし、 國會に 於け 

る 勝利 を 理想と する やうになる。 勿論 政黨の 思想 を 反映 宣傳 はする が、 それ は 前期の 如く 黨^ 一  の鐵 

則に 縛られて ゐは せぬ、 可成..^ 自由に 個人的意見が 加味され て來 る。 前期に 飜譯が 多い のに 對 して 創， 

作が 多い が、 これ は 手心 を 心得、 見當 のつ いた 結 衆と 見られる。 勿論 手本 は あるので、 それ は 前期の 

佛露 流の 過激な もので はなく、 英國 流の 政治 小說 (主として ヂス レ ー リの それ) に 影響され てゐ る。 

一寸 設 明を耍 する の は、 政黨 全盛時代に 政治 小說が 全盛で なく、 政黨の 衰退 時代に 政： 1^ 小 說が全 盛 

になって 來 たの は 何う いふ もの か、 とい ふ點 である。 一寸 聞く と 矛盾の やうに も不 m 心議の やうに も受 

け とれる が、 よく 觀 察して みると、 かうな るの が當然 なの だ。 

先づ 政治 小說 それ 自身の 方から いふと、 明治 政治 小說の 出現した 動機が カム フラ， 1 ジ ュ的 大衆 宜傳 

とい ふ點 にある が、 つま- 9 政府の 彈壓を 避ける 新 工夫と して 取上げられた 形が ある (無論 積械 的な、 H.: 張 

ももっても ゐ るが)、 然るに + 八 年 以後 數 年間 の 政黨 衰退 は 何の 爲 めかと いふと、 政府の 彈應が 益々？^ し 

ぃ爲め (と 民 E 不況と で) 政黨的 活動が 出来 難くな つたから だ。 然し 根本の 政治 熱が^ 却した ので はな 

いから、 その 宣傳的 捌け口 を 求む る ことが 益々 急で ある、 これが カム フラ ー ジュ 的宜傳 手段た る 政治 

小說 とい ふ ものに 一 層 多く 頓る ことになる。 それから 今 一 つ は 丁度、 此の頃 折よ く 政ュ巾 小説 に 傑作 


(1:3 時として〕 が續 出した ので 益々 世人の 注目 を惹 いて 文壇に 覇を唱 へる に 至った 點も 認められる。 

政治 小說 自身の 側に さう いふ 發展 の好條 件が あるのに、 一 般文 壇で は 時の 政府の 歐化 政策に 起因す. 

る社會 改良 熱から 分派した 文舉 改良 熱、 小說 改良 熱が 恐ろしい 勢 ひで もり 上って 來た。 そこで 所謂 文 

學 革命と いふ 現 衆が 生す るの だが、 この 改良 熱と 政治 小說が 結びついた (それが 何う 結びつい たかを 評 

しく 說く 餘裕 がない が、 文學 革命の 要求 を先づ 取り上げ たの は 政治 小說 であった とい ふこと、 文學 革命の 首唱者 

春の ゃ朧が 一 面 政治 小說 家で もあった とい ふこと、 ひ r 耍上 小說 改良の 萆 を先づ 揚げた の は 政治 運動 者で あつたと 

いふ ことな どから 推察され たい)。 政治 小說 全盛の 條件 はこれ で大體 揃った わけ だ。 もっとも 當 時の 國民 

の經濟 生活の こと も 一考す べきで、 當時 一般 民間と して 不況で あつたが、 新興の 都市 ブルの 上 中 層 階 

級 は、 多年の 積蓄で この ころから 漸く 餘裕が 生じ、 歐化 政策と 相俟って (洋風の) 社交 生活と いふ 新. 

現象が 生れた、 文舉 改良 熱 は 直接 間接 この 社會 生活に 負 ふところが 大きい ので ある。 且つ この 社交 生 I 

活が又 * 決して 政治と 絕緣 した もので ない ので、 益々 政治 小說 全盛の 空 氣を釀 す ことになる、 - 

次に この 時代の 主要 作家と 作品と を 擧げて 置かう。 

改進 黨側 では 矢 野 龍溪が 政治 小說を 書いて 以來、 その後 輩 や 政 友が 我も我もと 政治 小說を 書き 始め 

たが、 その 中に 須藤 南翠、 藤田嗚 鶴、 尾崎學 堂、 服 部： i 松 等が ある" 

最も 早く 龍 溪を校 倣した の は、 須 藤南翠 である。 彼 は 龍溪の 小說を 書く 前から 新聞 繽物 作者と して、. 
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K チゲ」 成して めた が、 一方 政治が 好きで 改進 黨に 投じ、 國約 憲法 論に 大氣焰 を 吐いたり した もので あ 

60 彼は投 做の 點で 天才と いふべ く、 始め 龍 溪を模 して、 專ら 維新 を舞臺 にした 稗^ 風の 政治 小^ を 

喾 いたが J 旭日 类 E1M 日 葵」 の 如き 、 ヂスレ ー リの 政治 小 說を讀 み、 叉坪.3:^遙の『小^^祌髓』を讚む 

に讀んで稗ぉ的結構と現代^：^實風の社交的背景をもった折衷的の新しぃ政治小說をェ夫し、 此 人の 大 

喁采を 得た。 『綠 談』 (十九 年) 『新粧 之 佳 人』 (十九 年)、 『旭 章 旗』 (二十 年)、 『i^ 松 操』 (二十  一 i^)、 

『ほ^ 子』 (二十 ニ^) 等が その 代表作で ある。 

iu-s^ 『濟民 偉業 錄』 (二十 年) も 明お に 籠溪の 『經國 美談』 に發 街して 書かれた ものなる こと 

は  一 M して 分る。 舞蔡を 支那 明 末に 變へ、 明 末の 惡 政に 啓へ て 明治 政府の 專制を M し、 その改^^-ケ叫 

んでゐ る もので、 餘り讀 まれぬ が 面白い ものである。 尾崎樂 堂の r 新 日本』 は 何方 かとい へば リットン 

ヮ 『繁 思.^ ま 一 、チス レ ー リの 『ヴ イヴ イアン • グ レ ィ』を眞似た趣きが^^ぇるが、 これ はた V- に 改進^れ 

治 理想 だけでなく、 新 日本の 人々 の 常 然もつべき 婦人 觀、 ^婚 觀、 社會^ 活、 外交 政略 その他に つい 

て 暗示す ると ころの あらう とした 頻る 野心 强 いもので あるが、 小說 として は 未成品た る を 免れない。 

戯文家として^5-京新誌で寶りこんだ服部撫松も政黨時代に人るゃ、 改進 黨に參 加し、 改迆 イデ ォ 

n ギ ィ 宜傳 の 政治 小 說を書 い た。 漢文 式戲 作家 と し て の み 知られて ゐる撫 松に も 案外 か う い ふ ほ劍な 

努力の 一 面が あつたの だ。 『二十 三年 國會 未來 記』 广 十九 年)、 『舂齿 鳥』 (二十 一年). 『^i 新 h:= 絀 ：=oy  (二 


十一 年) 等が ー讀 すべき ものである C 

以上 は 改進 黨の 純然たる 黨員 であるが、 改進 黨の 傍系 シンパた る 位地に あるの は、 春の ゃ朧 (坪 S 

逍遙) である。 逍遙の 文擧 革命家と しての 功績に ついて 別項で 研究され る ことで あらう からして、 こ 

れ について はに 格別 述べ ぬ こと、 し 政治 小說 家と しての み 一 瞥 して 置く。 『淸治 湯 講釋』 は 明治 十五 年 

まだ 東 京大 擧にゐ る ころの わざ くれで あるが、 十六 年 卒業 『自由 太刀 餘波 鋭鋒』 (十六 年)、 『慨^ 士傳』 

r 十八 年〕 の 一 s 譯で當 時の 政治 熱への 關心を 示し、 遂に 『京 わらん ベ』 (十九 年)、 『內地 雑 oi- 未來之 夢』 

ままごとさん ごくし  }»-1VIfF- ゝ 

(十九 年)、 『外務大臣』 (二十 一 年 \ 『小 吳蜀餽 誌』 (二十 三年) 等の 政治 小說を 公に した その 名著 『パ說 

神髓』 (十八 年 —— 十九 年) が、 一般 小說 から 引いて 政治 小說の 形式 描寫 方面に、 決定的な 影響 を與 へた 

こと は 注意され て 然るべ き だ。 

以上の 諸氏に 少し 先立って、 而 かも 何の 政黨的 背景 もな しに 立派な 政治 小說を 公に して 一 躍 大家と 

なった の は、 『佳人 之 奇遇』 の 著者 柴四朗 である (東海 散士) C 柴 氏の 小 說には r 佳人 之 奇遇』 (十八 ー 三十 

年) の 外に 『東洋 之 佳人』 S>1 年 y やっと 後に 『g§ 羽 川 六郎』 01 一十 六 年) とい ふの が あるが、 專 

ら 『佳人 之 奇遇 I の 作者と して 傳 はって ゐる。 柴 氏の 經歷 のこと や 此の 小說 の內容 のこと は 略 ぼ 1^ 

で 知って ゐ るから 述べぬ が、 ただ 一 つ 辯 じて 置きた いのは、 この 小說が 筋が 通らす 支雜 滅裂 だとい ふ 

非難が ある 點 である。 それ は 卒然 この 小說を 譲めば さう いふ もの も 無理 もない が、 然し 成立の 事情お 
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考 へて みると、 た V- さう 兑 なし 去るべき ではない と 思 ふ。 この 作八篇 のうち 第五 篇 あたり 迄が 初 案で 

以下 は 追加で あり、 本来なら ば 別の 小說 となるべき ものである。 兩 者の 刊行 年代に 六 年の 隔てが あり 

事件 も 舞 臺も變 るので さう 見る のが 當然 である。 或は この 小 說全體 が もっと 大きな 腹案の 一部. で、 ま 

だ 未完の 作で あると いって 可い。 何れにしても 著者の 心境と 共に 生長して 來 たもので、 豫定 した ブラ 

ンに 依った もので ない と 察せられる。 その 點だけ は 斟酌すべき である。 柴氏は 必中 や 第五 篇散士 の： g 

圃で ；應 大圑圓 にす るつ もりで あつたと 思 ふ。 さう 思って、 讀 むと ー應 纏って はゐ るので ある。 

政黨 復興 は 一 一十 年 一 一十 一 年 大同 圑 結の 蓮 動 あたりから と 見て、 この 期に 入って 政 ュ" 小 八.^ の 火の 乎が 

ハ兪々 强く なり、 完全に 文 擅 を 席捲して 政治 小說の 全盛時代 となる。 前述の 諸家 中、 この 期に 執 舉 して 

ゐる 雨军、 東海 散士の 如き も あるが、 全盛 時の 代表 は 大同 團 結の 鬪將末 廣鐵 腸と ならざる を 得ない。 

彼 は その 政治 思想に 於いて 自由、 改進 を 折衷し、 その 政治的 經歷に 於いて 獨自の 大同 的 立場 をと つた 

如く、 その 政治 小說に 於いても、 從 前の 諸家 を 酒 集大成した 趣きが ある。 鐵 藤の 最大の 功緒 は、 政治 

小 說を鬼 も かく 小說 にした ことで ある。 小說的 テク 一一 クの點 で、 南翠 程で はない が、 政ュ ^ 小說の 作家 

として は 鐵脇は 優に 南翠の 上に ある。 文 寧 史家が、 政治 小說 といへば 鐵腸を 以て 代表させる が、 それ 

は當然 である" その 代表作 は 『二十 三年 未來 記』 (明治 十八 年、 十九 年刊)、 『雪中 梅』 ： 十九^ ノ、 「花 ii 駕ー 

(二十 11 二十 一 年)、 『雨 前 之 i£  (二十 一 年)、 『國 含 開設 之 前後』 ニー 十三 3n、 『南洋の 大波 溯 .C '二十 や) 


『. I 四十 年の 日本』 (二十 六 年)、 『戰 後の 曰 本』 (二十 八 年) 等々 である。 この 中二 十四 年 以後の 諸 f 

は、 疆 主義の 理想 を あくまで 襲した もので、 後期 政治 小說中 I も 代表的な ものと なって ゐる。 

纖. 腸と 同時の 作家 に は、 上記 諸家の 外に 政黨に 關係ぁ る 人々 で i 

內村 義城 (舊 立憲 政黨) 『一 一十三 年 夢幻 鐘』 (二十 年) 『鶯宿 梅』 (二十， 年) 

小せ ：！ 山 夭 香 (—) 『聯島 大王』 (二十 年) 

志賀祐 五郎 (舊 自由 黨) 『枯骨の 妮腕』 (二十 一年) 

小 林 雄七郞 (-—) 『自由 鏡』 (二十 一年) 

高 安 龜次郞 (I) 『ね やの 巧』 (二十 年) 『世界 列國之 行末」 (二十 ギ) 

矢 野 寵溪 (再出) 『浮城 物語』 (二十 三年) 

久公 t  (改進 黨) 『南溟 偉蹟』 (二十 年) 『代議 政體月 雪花』 (二十 年) 『東洋 社 食黨』 (一一 一十 四ギ) 

大久保 夢 遊 (ー) 『深山 櫻』 (二十 年) 

中 村 望 天 (—) 『昂駒 之 蹄』 (二十 年) 

等 あり、 殆んど 政 黨に關 係の ない 人々 に ——！  撰舉 

I 櫻痴 『もしゃ 草紙』 (二十 一 年， 『煨 芋の 煙』 (二十 一年) 『11 仙 居の 夢』 (二十 一一 一年〕 『鼓 爭噓 

八 百』 (二十 五 年) 『大 策士』 (三十 年) 
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平 山 鶴 堂 『口 本 新世界』 (二十 年) 『曰 本の 未來』 (同年) 

久松 ¥ー 一  『國 民の 骸骨』 (二十 一 年) 『岡 會之燈 籠』 (二十 一 年) 『新 日本 之 娘^ 舌』 (二十 一 年) 

€f ければ 無數 に擧げ 得る が、 際限の ない 話 だから、 この 遷で打 切る。 右のう ち 櫻痴の 政ユの 小；^ ュぁ 

くまで^ 嘲 的 暴} 路 的な ものであるが、 政界 失意の 彼と して、 一 つ は 營愤の 洩らし 所と した もので あら 

う。 尙ほ久 松義ま (は 政治 小 說と社 會キ： 義文學 との 連絡 を 示す 存在と して 特に 研究に 做す る。 

蘇 峰の 政治 小說評 について 

岡權 W わ 想 を も つ た 作物、 卽ち 後期の 政治 小說 に ついて は 初め. から 語る 豫定が 立 て、 なかった ので、 

先づ これで 文 舉史に 所謂 政治 小說 について は 一 わたり 語り 終った わけ だが、 それにしても l^i り殘 しに 

事柄の 何とい ふ 多い こと だら う。 少く とも 二十 三年 以後 政治 小說 急衰の 因、 政ュ化 小說と 明： 新 文 ゆ 

との 交 涉のニ 項 は 是非 述べ て 置きたい ものと 思 ふが、 殘 念ながら 今 は 止めて 置く。 た-; 一  一 K した 、 の 

は、 よく 研究家が 引用す る國民 之 友 第六號 所載 (二十 年 七月) の 『近時 流行の 政治 小說を 評す』 とい ふ 

蘇 峰の 論に ついて ある。 この 論は當 時の 政治 小說の 缺點を 評した ものと して 誰に しろ 大體 異；！ ^がな 

い。 ところが、 この 文 は 短 を 論す るに {:E み、 長 を 述べる に 丈 " だとい ふ點を 餅^して M まな. くて はな. し 


ぬ。 如 可に 政治 熱に 乘じ 文舉 熱に 煽られた にせよ、 缺點 だけで 固 まって 何の 取 柄 もない 作物が 政治 小 

説 全盛と いふ 一 時期 を 造るな どい ふこと はあり 〔ねない。 必 やや 若干の 取 柄が あった こと は事實 として 

認めなくて はならぬ。 同様に 蘇 峰の いふ 政治 小說の 缺點. は、 寧ろ 當 時の 小撤界 全般に 常て はまるべき 

ものである。 叉 この 文で 蘇 峰の 要求す る 政治 小說が 如何なる もの かも、 明白に 分かる。 蘇 峰 は 暴露 的 

な もの を 滞け と 要求して ゐ るので あるが、 然し それだけ では 成功した 政治 小說に はならない。 ぉ究家 

は、 いかに 大家の 一一 一一 n でも、 附和雷同の 態度 を 避けなくて はならない。 (八、 一 〇、 六 )ー 本 講座の ああ 

治の 飜譯小 說文學 研究」 參照 のこと— (昭和 九 年 一 月、 改造 社 版 「=本文^„1.講斑」) 
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初期 飜譯文 學概說 

1 

此の 篇で、 私 は 明治 初期 飜譯 文學の 源流に ついて 文献 的に 述る こと を 主な 目的と し、 初期 以後の 題 

譯文舉 のこと は 略記に 止めて 置く。 私 は 何、 王 題に ついても 好い加減 のこと を 好い加減に 書いて るら れ 

ない 担な 性分な ので、 自分が 多少な りと も 自信 を もって 述る ことが 出來 ない もの は 成る ベ く 避ける こ 

とに して ゐる。 明治の 飜 譯文擧 についても、 初期の 分に 就いては 多少 研究め くこと もし、 人に も； おり 

もした ので、 や S. 自信 を 以て 述られ るが、 それ 以後の 分に 就いては 今のところ 一 般 文學史 並の 知識よ 

りない ので、 可及的 少なく 語ら， ざる を 得ない。 

又飜譯 とい ふ 以上 は、 嚴密 にいへば 支那 小說 などの 譯をも 含む ので あらう が、 今 こ、 では その 方の 

ことに はふれ す、 歐米 文學だ けに 限って 置く。 この こと も 一寸お 斷 はりす る。 


明治 初期の 飜譯 文學で 劃期的な もの は先づ 何とい つても 織^ 氏譯の 『花柳 春 話』 で、 『花柳 春 話』 の 

出た 十一 年までに、 可成り 多く 飜譯が 出て ゐ るが、 文擧 らしい 文 寧の 飜譯は 殆んど 出て めない。 

そのうちで 幾分 文 學に緣 の ある もの を 拾 ひ 上げて、 年代順に 列べ てみ ると、 

明治 五 年 『魯敏 遮 全傳』 (齋藤 了^ 譯、 竄は黑 S 行 元譯) 

同 六 年 『伊 蘇 普 物語』 (渡 部 溫譯) 

『訓蒙 話 草』 (福 澤英之 助譯) 

同 七 年 『後世 夢物語』 (上條 信 次譯) 

『西洋 孝子 流 別 奇談』 I 小 林 謙 吉譯) 

同 八 年 『暴 夜 物語』 (永 峯秀 樹譯) 

同 九 年 『天路 藤 程』 C 佐 藤 喜 峯譯實 は 村 上 後 吉譯) . 

同 十た 牛 『胸 肉の 奇訟』 (譯者 名 未詳) 

『回 世 美談』 (山 W 正 隆譯) 
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徂 しこれ は刊 否 未詳で ある。 

なほ 此の 外に も、 ハ ム レット 獨， 曰の 紹介 (明治 七年ョ コ ハマ ボン チ) とか 悲劇 『椿 姬』 の 消 4 とか 

( 明治. も： 年 成 島 柳 北 巴 書翰) 斷片 的に 歐米 文學の 片鱗 を 窺 ふに 足る 村 料 は あるが、 多少 纏った 飜譯 

紹介と して は大體 以上 の數部 で 十 年 迄の 飜譯 文學が つくされて ゐる。 

尤も かう いふと、 此の頃 誰も 西洋 文學を 讀んだ 人がない やうに 聞え るが、 これ は 讀ん： U 人々 は あつ 

たに 逮 ひない。 靜 岡の 葵 文 扉の 所 藏の贵 重 書 は德川 幕府の もの を 明治の 初め 移した ものと^く が、 此 

の贵重 書中に は數 多の 英怫 書が あり、 殊に、 英 佛文學 書が ある〕 ドン キホ ー テ、 トリストラム . 、ン い 

シ ディ や ヂッケ ンズの 作 (佛譯 で) など もあった し、 シャ トウ ブリア ン全染 など もあった。 れ 役人 

が 洋行の 途次 手當り 次第に 買 集めた もの か 先方から 寄贈され たもので あらう が、 これで： 1=^ て も、 叨ュ山 

以前に も 西洋 文舉を 味った 人々 はゐた 事はゐ たらしい。 古く は 高 野 長 英の傳 記に も、 長 英が 文の 小 

說 を愛讀 したと いふ 記事が あ h -、 勝 海 舟が 蘭 歌 を和譯 し、 英學者尺振八なども好んで英阔小？^：^を諮ん 

だとの こと、 叉 神 田 孝 平 は 『楊 牙兒 奇獄』 などと いふ 探愤實 話め くもの を 紹介して ゐる 位で ある。 11 

から 西洋 文學が 多少 輸入され、 これ を 愛好した 人々 も 確に ゐた。 然しながら それ は 極々 少敏の 好 isi^ 的 

精祌の 持、： 丄だ けの ことで、 洋學 者の 九分 迄 は 審ら 利用 厚生の 一 點 張りであった。 だから 今：：： から：： 几て 

こそ 明治 十 年 迄の 飜譯文 學書は 驚くべき 貪 弱な ものであるが、 然し 明 め 以前の $ 無に 比 しにら その 


反對に 感じられた かも 知れない。 

トビ 擧 げた 譯 書に 就いて 詰る と、 『免" 敏遞 全傳』 は 有名な 黑 W 行 元の 『漂 荒紀 事』 の 初頭 一 一冊 ( 一 卷分) 

を齋 藤/庵の 名で K 梓した もの、 蘭 文から 重譯 である。 『伊 蘇 普 物語』 は 靜！； の 人 (幕 人) 渡 部 溫の譯 

刊で、 興味 ある 話柄 二百 餘篇、 外に 譯 者が 補った もの も あり、 イソ ップ ならぬ 書 (_: 經濟說 略』 の 如き) 

から 袖 人 も ある。 俗語 口語 を 交へ た 一種の 通俗 譯で、 物が 物 だけに 理解 尊 一 を 旨と したら しい。 渡 部 

氏 ま 英文の 方 をも飜 刻して ゐる。 その他 いろいろな 點で 此の 人 は 明治 初期の 英學界 に 大きな 貢献 をな 

して ゐる 。『訓 蒙 話 草』 は イソ ップ の譯 であるが、 これ は 話柄の 數が 九十 餘 ある。 譯文は 普通 文で ある 

が、 譯は 前者よ，： 消化され てゐ る。 これ を譯 した 福 澤英之 助 は豐前 中津の 人で、 福澤 先生の 門 生で あ 

る。 元と 和 W 愼次郞 といった が、 幕府から 洋行 させて 貰 ふため 福澤 先生の 弟分と なって 福澤姓 を名乘 

つたと いふ 面白い 經 -M の 人で ある。 福澤 氏の 此の 譯書 のこと は、 渡 部 氏の もの 程 有名で ない ので 知る 

人が 少ない。 

『後世 夢物語』 は. 寓意 的 未 來小說 である U 余と いふ、 王 人 公が 硕學 ジャ . ベ ヱ コ ンと ミス • フワ 

ン タシャ I 幻想) とに 導かれて ン ドンの 後 身た る. -ンヂ ュ ァに 遊び、 更に 宇宙の 旅行に 出て 紀元 第二 

卜，^ = ^-紀 の 進歩した 文刚の 諸相 を 2^ 物して 驚異 するとい ふ 「午睡の 夢」 で、 『夢想 兵衞』 の 少し 科學的 

な ものと 思へば 可い-」 これと同じ 原書 を 明治 元年に 譯 した (十一 年刊) とい ふ 近藤眞 琴の 『新 未来 記』 
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に は、 蘭人 ジヲス • コリ デス 著. となって ゐる。 『夢物語』 の 方 は 英文 (或は 英譯) から 譯 した 痕跡が 明 

かで ある。 譯 者の 上 條信次 は 信 州 東 筑摩郡 和 村の 人で、 大擧南 校に 寧び、 曙 新聞 その他に 執^して 

民權 論を唱 へ、 後に 東洋 自. H 新聞に も關 係した 有名な 人物であった。 

【流 別 奇談』 は 備中念 敷の 人 小 林 謙 吉の譯 した もの、 小 林 氏に は 他に  一 ニ譯 書が ある。 譯者 は、 此 

の 原書 は 一 八 六 七 年佛國 出版 オル レ ンド ル フの 著した もので 原 名 を 『レ クチ ュ ー ル』 とい ふと 斷 つて 

ゐ るが、 然し これ だけで はよ くわから ない。 何 か フランス 文抄 めく ものから  一；^ 9 を犮 いて 補譯 しに も 

ので あらう。 フランスの 商人 モリス は インドで 成功した が歸 國の途 難船に あ ふ。 妻 は孤岛 に 死ぬ が殘 

つた 兄と 妹 は 父に 廻り あ ひ、 種々 胃 險の後 黑人國 王 を 斬って 歸國 し- 大に榮 華 を 得る とい ふ 筋で 大分. 

小說 めいた ものである。 

『暴 夜 物語』 は 勿論 『ァ ラビ ヤン ナ イツ』 の譯 であるが、 內容は 漁夫の 物語から 黑， お 王 救出のと こ.. 

ろまで V- ある。 譯文も 此の頃と して 巧みな 方で あらう。 譯者永 峯氏は 甲 州 生れで 舊幕 人、 海軍 出身た 

が 文 擧の嗜 みが あり、 此の 外に も 『ギ ゾォ 文明 史』 その他 多 數の譯 書が あり、 當時 高名な 飜譯 家で あ 

つた リ 

r 天路歷 程』 卽ちジ ヨン • バン ヤンの 『ピ ル グリム ス. プログレ ッス』 は 七 一 雜報ハ 十五 號 より) に 

連載され たもの (十二 年刊)、 初頭に 口語の 譯 文が あるの が 注意され る。 『胸 肉の 奇訟』 は慶 應義， の 


間雜 許？) 載った もので 沙 翁の 『ヴ H 一一  スの 商人』 の 梗概で ある。 地名 人名な ど、 日本 m に 移されて ゐ. 

る。 沙 〈ちこつ 、 て は、 明治 八 年旣に 假名 垣魯 文の 『ハム レット』 紹介 (平 假名 檎入 新聞) が あると い 

ふが、 私 は 未見で ある T 回 世 美談』 は 『ロビンソン』 の 全譯を 試みた ものであるが、 版權 書目に よる 

と豫定 六十 册の內 何 册か 出版され たらしい が、 これ も 私に は 未見で ある。 

ヒの飜 If 紹介の tSlg は 二つに 分けられる、 一は 敎訓を 目的と した もの、 他 は 好奇心から 出た もの 

である。 或は 二つ を 兼て ゐる もの も ある" 槪 していって 實利的 精 祌を脫 して ゐ ない、 又飜譯 紹介され 

た 書物に は文學 書と して 立派な ものが あるが、 譯 者か必 やし も 能文 達筆の 人でなかった ので、 た- 

容の 一般 を傳 へる に專ら であって、 原書の もつ 眞の 美を傳 へる 力がなかった。 然し 大體 逐次に 文學ら 

しい ものが 紹介され てゐる ことが 認められる 上、 紹介され た 大半 は 有名の 古典ば かりだから、 見様に 

よって は 西洋 文學の 基礎知識の 紹介と もい へる ので ある。 

ョ 

『花柳 卷話』 の 刊行 は 明治 十 一 年から 十一 一年に 一口 一る、 記者 は識 W 純 一 郞 (初 名 丹 羽) である。 森 ffl. 

思 軒が 「我 國ノ 小說ノ 趨向 一 變セム トス ルャ、 識田 氏譯ス ル所ノ 『花柳 春 話』 ソノ嚆 矢ヲナ セリ」 (益- 
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は 克德譯 r 夜と 朝』 の i:^) といって ゐる： i! り、 -な 一 つの 飜譯 文舉 書で 時の 文壇 創作 界 にこの 書 程の 

i3 を與 へた ものが 他に あるか どうか、 此の 點で 『花柳 春 話』 は眞に 割 期 的な ものと いひ：： ォる。 英の リツ 

ト ン卿； S 作 『ァ ー ネスト • マ ル卜 ラヴ ァ I ス』 及び 緩篇 『アリス』 の 一 一部 を杪譯 した もので、 此の か 

の 譯文は 漢文 直譯體 だが、 後 文章 を 馬 琴 流に 書變 へて 『通俗 花柳 J^Jr^J と 題して 禅刊 した (十六が)。 

此の 小 說縦譯 紹介の n 的 は * 譯者 によると 大體 二つ ある。 曰く 日本人に 西洋の 風俗 人 を 知らせる こ 

と、 曰く 英！； 近世 就會 の 理解 を 助ける こと、 これで ある。 だが 此の 二つ を 合して かう いっても び" 

らう。 曰 く感 IE 生活 を 介しての 西洋 そのもの、 紹介、 これで ある。 卽ち 從來の 抽象的、： 十；.^ 的-: g 洋 紹介 ■ 

ではなし に、 具體 的； I 例によって 情 的 两 洋に 日本人の 眼 を 開かし めんと した ものである。 . 

此の 小說が 大歡迎 された こと は、 譯 ぉ晚ハ 牛の 述 i 淡に よって 知られる が、 文壇に 大きな 影響 を 與\* 

何々 春； 5^、 何々 情話と か. - 表題 を 模倣す る もの は 勿論、 容 文章から 揷綺 まで 校 倣した もの も 出に- 

『^風情 話』、 『群 芳綺 話』、 『春 窓綺 話』 など は 前者の 好例で あり、 『爲鸯 話』、 『艷才 話』 (「^ 路：： ： 

記』 の^ 身) など は 幾分 後者の 範 圍に屬 すろ。 ，！？ に歡迎 された gJ.E として は、 種々 ある" ^も 明ュ山 

九、 十 化- S5 殺伐な 騷々 しい 空氣が 落ちつく と共に 時代が 淸 新な 読物に； g して. ゐ たこと、 常時の §： 洋 

i{- -小拜 熱に 迎合した こと、 內容が 才子と 佧 人と 流離 艱難 多ハ 牛の 後闺圓 するとい ふ 日本 在來 2 小 ふ， wt- 恕 

に ぴったりと 當 はまって ゐ たこと、 文章 描 寫に淸 新味 つ 時として) のあった こと、 幾分 か 政： 仆の 


消息 を傳 へて ゐる こと、 皮相 的な 道 德的說 敎卽ち 廣義の 勸懲的 意見が 中心 を 成して ゐる こと 等々。 此 

の 政治 界の 消息 をい さ、 か傳 へて ゐる點 で この 小說を 政治 小說 だな どと いふ 人 も あるが、 これ は 決し 

て 政ム： Z ト說 ではない、 叉譯者 も そんな 心算で 譯し たもので もない。 何處 まで も 西洋 流の 才子 佳人 式 小 

說 である。 此の 小說は 今日 讀ん でも 相 常の 興味 を もって 讀了 する ことが 出來 る。 

譯者織 W 氏 は 京都の 人、 一條 家の ほ 若松 氏の 子で 三條 家の 諸 大夫丹 羽 氏に 養 はれ、 後 故あって 織 田 

姓に 改めた。 お茶の水 聖堂、 高 知 致 道 館 等に 舉んだ 後、 明治 三年 英國 留學、 ヱヂン バラ 大學で 法律 を 

, さめた。 七 年 三倏 家の 公子 公恭 君の 補導と して 再び 渡英、 十年歸 朝。 『龍 嘲 繁昌 記』 『花柳 春 話』 等を譯 

刊 して 一 躍 文名 を揭 げた。 後諸官 省で 法舉を 講じて ゐ たが 十六、 七ハ牛 頃から 新聞に 關 係し、 殊に 大阪 

朝 ほ 新聞の 爲 めに 大いに 盡 した。 だが 時代の 先覺 者の 例に もれす、 事 志と 違 ひ、 晚年 不遇 不如意のう 

ちに H 內んで 歿した (大正 八 年)。 飜譯小 說には 以上の 外に I 寄 想 薪お』 (十二 年、 リットン r ホン ペイ 最 

後の：！：』)、 『いさ子 姬』 ハニ 十二 年、 ゥ ー ド 女史 『ィ ー スト リン』) が ある。 織 m 氏は專 門の 文學 るで はな 

かつ；： が、 風流 才子の 名 を 博して ゐ た. たけ、 文 學に對 する 理解 は相當 あったら しく、 氏の 譯文 小說は 

呰讀むに足^^。  - 

氏の 弟 若松 永 胤 も 戯作 小說を 書いて ゐ るが、 或は 文學 的遣傳 でも あつ た ので あらう か 
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明： _ "十 一 年て、 而 かも 『花柳 春 話』 より 早く、 注目すべき 一 飜譯 小說が 出て ゐ る、 川 島忠之 助譯， 

『八 l  =  世界 一 周 』 とい ふ ものが それで ある。 これ はジ ュ ー ル* ヴェルス の 科 學的胃 險小說 紹介で 

f, その 異常な. M: 容と遂 字 譯の文 章と によって 大に 時人の 注意 を ひいて 然るべ きものであった が、 

『花柳^ 話』 の 人 氣に蔽 はれた もの か、 II 者 (例へば 栗 本 鋤 雲の 如き) の 外に はこの 小 說の惯 似を認 

める に 至らなかった。 

十一 .1^ から 十 へ かけて 出た 飜譯 のうちで 見る ぺ きものに は、  

十一 ： 年 『折 ：： 烈 禍福 譚』 (宮島 春 松譯) 

十三 年 『月世界 旅行』 (井上 勤譯) 

『_ ^風情 話』 (橘 顯三實 は坪內 逍遙 譯) 

『ガ リバ ァ回島 記』 (片山 平 三 郞譯) 

『龍^ 鬼談』 (井上 勤譯) 

十四 年 『五 九 節操 史』 (松 岡龜 雄譯) 


十孔年 『蝶 舞 奇緣』 桑 野 銳譯) 

『群 芳綺 話』 (大久 保 勘 一二 郞譯) 

『西洋 夫婦 事情』 (加 藤 鶴 吉譯) 

などが ある。 以上に ついて 簡略な 解題 を 加へ ると、 『哲烈 禍福 譚』 は フヱヌ „ -ンの 『テレマック 胃險 

譚』 の譯 で、 譯 文の 流麗な 點で 明治 初期 飜譯 せ擧中 第一流に 位する。 譯者宫 島 春 松 は 信 州 松 代の 士、 

英佛の 語學に 達し、 陸軍 飜譯掛 として 貢献した 人、 後年 雅樂に 精進し、 雅樂 協會を 創設した 奇士 であ 

る C 『月 t.^ 旅 一 7』 はジュ ー ル . ヴェルスの 原作、 巨砲の 彈丸 中に 身 を 潜めて 月世界に 至る とい ふ科攀 

的 物語、 十六 年刊の 『月世界 一周』 と 姉妹 篇を 成す 。『春風 情話』 は スコットの 『ラム マ アム ー ァの新 

婦』 の 抄譯、 坪內 逍遙の 處 女譯、 處女 出版、 ス コ ット 物の 紹介の 最初と いふ 點で 重視すべき もの、 『ガ 

リバ ァ』 について はいふ 程の こと はない。 小人 國の部 だけの 逐字譯 で 装幀に 雅致が ある。 『龍 動 鬼談』 

は リットンの 『不思議な 話』 の 抄譯で 物凄い 怪談 的 興味に 富む。 『五 九 節操^』 はヂ ユマの 一四 十五 人 

の 近衛兵』 の譯 でに 原語 譯だが 未完で ある。 ヂ ュ マ 物の 最物 か。 『蝶 舞 奇緣』 は 『アルビ 一一 ャ、 一 名 若き 

母』 とい ふ 米 國小說 の杪譯 紹介と いふ 原著者 は 不明、 內容は 才子 佳人 式 人情 小說 もの、 譯者桑 野 氏 は 

や 巩後柳 川 の 人で、 東京 新 誌 の 編！： 者 か ら 皇子 傳育官 になった とい ふ 異常な 經歷 の 持主で あ る。， 紫 T カ綺 

は 『デ カメ  n ン』 紹介の はしりで あらう。 フランス 譯 からの 重譯 で、 二日 目の 第三 話、 十日 目の 
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第 叫. ゆ i、 三日 目の 第三 話、 五日 目の 第 七 話. 四日 目： 第 十 話、 九日 目の 第二 話、 四日 目の 第 六 話と い 

ふ 順で 都合 七 話 だけ 紹介され てゐ る。 譯 者に ついては 全然 知る ところがない 71 西洋 夫婦 事情』 は チヤ 

1 ルズ ，チッ ケンズ の 作と いふが、 『ス ケ ツチ ェズ • バ ィ • ボズ』 などの 抄譯 か。 

なほ 小說 ではない が、 明治 十二 年刊の 菊 池 大麓譯 『修辭 及 華 文』 は、 後の 十六 年刊の 中 江^ 介譯、 

『維 氏 美舉』 と共に 西洋の 文學藝 術の 理論 を， 紹介した ものと して 注目すべき であらう。 

以上の 外、 版權 書目に 依る と、 或は 出版され たかと 思 はれる ものに 左の 數 種 が ある。 

十 一 年 『へね ろむ 物語』 (長澤 正 毅譯) 

4- 三^ 『瑞 西獨立 自由の 弓弦』 1齋 藤鐵太 郞譯) 

ト ハ牛 『昔 ゆうぜん 荒 夢物語』 (上 EE 秀 成譯) 

五 

明治 十三 年の 國會 願望 運動 以来 自由 民權の 叫びが 全國 的に 強くな つて 來、 操觚 おとい ふ操觚 おは it 

此の 運動 を勢援 した。 十五 年に は飜譯 文舉界 にも 此の 風潮が 露骨に 現 はれて、 政ュめ 小說乃 •rf-n.E:^- 權 

の宣 傳、 壓制 政治 排擊 の小說 じみた 飜譯 物が 繽々 と 出た。 そのうちで 11 


にしのう み *c し i のさ あらし 

櫻 E 百 華 園 譯 『西洋 血潮 小 暴風』 

じ ゆうの かちどき 

宮崎夢 柳 譯 『自. S 乃 凱歌』 

むじつ の しもと 

同  譯 『寃枉 乃 鞭笞』 

山 田 郁治 譯 『哲爾 自由 譚』 

川 島 忠之助 譯 『虚無 黨 退治 奇談』 

井上 勤譯 『良 政府 談』 

杣 E 策太郞 譯 『烈女の 疑獄』 

澗 松晚翠 譯 『壓制 政府の 顚 援』 

などが、 主な ものである，、 (第一 ) はヂ ユマの 『一 醫師の 回想』 の 一 部 を 政治 小說 化した もの、 (第二) 

もヂ ユマの 『バ ス チイ ュ六巷 取』 の譯、 (第コ 一) は 露國の 革命 婦人 ヴ H ラ • サシ ユリ ツチの 少女 時代の 事 

を小說 化した もの、 as 四) はシ ルレ ルの 『ヴ ィル ヘルム. テル』 の 原語 譯、 (第五) は 怫人ボ ー ル • ヴ 

H ル  一一 H の 原著、 忠實な 逐字譯 たる こと は 『八十 日 問』 と 同じで あり、 讀んで 極めて 面白く、 虛無黨 

の內狀 など も 相當突 込んで 書いて ある。 (第 六) は サァ. トマス • モ ー ァの 『ュ トウ ピャ』 の 全 譯、 これ 

も忠： 貰な 好い 譯文 である。 (第 七) は小說 ではない が、 前述の ヴ H ラ • サシ ユリ ツチが 大 警視 トレポフ 

暗殺未遂 公判の 記錄 の杪譯 で小說 より 面白い。 (第 八) はフラ ン ス 物の 戯曲の 梗概で 極めて 漠然とした 
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ものである。 興味の 中心 は 概して 佛國大 革命の 事蹟と 露國の 虚無 黨の 動靜 との 二つに あると いって 可 

、G  .91 無黨が 注意 を惹 いたの は、 丁度 露帝 ァレキ サン ドル 二世が 暗殺され たばかりの 所爲も あったら 

うが、 何れにせよ、 當 時の 靑年 政治 運動 者の 大半の 志す 所が 何處 にあった か、 察すべき であらう。 

譯 者の 中樱 W 氏 は 岡 山の 人で、 自由 新聞記者、 政治 小 說先驅 者の 一 人で ある。 -H 崎 夢 柳 は 十：： 知 

の 人、 高 知 新聞から，：：： 由 新聞に 入り、 鎗入自 .5、 自. E 燈、 東雲 新聞 等に 執筆して、 文名 险々 にる もの 

があった。 夢 柳が 譯 した 政治 小說め くものに は、 『鮮血の 花』 (十七 年、 『西洋 血潮 小；！ _| 風』 の統篇 y 

『*! 世 乃 涕淚』 (十ヒ 年、 英國 ヱドヮ ー ド • キング 著 『ヂ • ジヱ ントル • サヴ HI ジ』 )、 『鬼 啾々』 (ト 

八 年、 ステプ 一一 ャック 『地底の 露 西亞』 による もの) などが あるが、 一番^ 名な もの は * ぜ ー{€ 物の、 

『鬼 啾々』 で、 これ は ステプ 一一 ャック の 著書 を 中心に 極々 な 材料 を案排 して ー篇の 政治 小說 化した も 

ので あるが、 革命 ® 人 ソヒャ の 行動が 殊に 讀 者に 感動 を與 へた。 櫻 E やせ：： 崎の 譯は、 名は譯 といって 

も實 は. 辦補刪 削 勝手次第の 恐ろしい ものな ので、 後世の 評者から 豪傑 譯の 名を賀 つて ゐる。 

同じ 十五 年に 飜譯文 學界に 現れた 現象で 注意すべき もの は、 『新 Is^ 抄』 の 屮の譯 詩で ある。 シヱ ー 

クスピ ャの詞 曲 三篇、 グレイ、 テ 一一 ソン、 カム ベル、 ロング フエ ロウ， キング ス レ ー などの At が十餘 

篇^ めら れてゐ る。 譯は 稚拙ながら これが n 譯 紹介した 動機が 多少と も 蘇 術 愛好 心 を 示して ゐ るの は 


從來 の飜譯 態度の 多く は實用 功利的な のに 比して、 一進 歩で ある。 

六 

明治 十六 七 年の 飜譯文 舉界を 一管す ると、 私 は先づ 井上勤 氏の 健筆に 感心す る。 井上 氏 は先づ 十六 

年度に 於て .11  , 

『全世界 一大 奇書』 (『ァ ラビ ヤン ナイ ッ』) 

『空中 旅行』 (ジュ ー ル • ヴ H ルヌ 原著) 

『魯 敏遞 漂流 記』 

『英 國太孜 大臣 難船 日記』 (ジ ュ ー ル • ヴ ヱ ルヌ 原著 『チ ヤン セラ ァ號 の生殘 者』) 

『入 肉質 入 裁判』 (沙翁 『ヴ H 一一  ス の 商人』) 

を、 十七 年度に 於いて. I 

『狐の 裁判 iK ゲヱテ 原著 『ライネッケ • フックス』) 

『自.5 の 征矢』 (ジュ ール • ヴ エル ヌ 原著 『マル タン • ボス』) 

f 海底 紀行』 (ジュ ー ル • ヴ ヱルヌ 原著) 
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ビ公 にして、 常時と して は 稀に 見る 讀書 力； 語 學カを 示して ゐる 「『一大 奇書』 は抄譯 だが 略 ぼ： fH 尾 つ 

ゐて、 おい ii 我國唯 一 のァラ ビヤ 物語の 譯 として 愛讀 された もの、 譯文は 一 種 の 新 體 を 成して ゐる。 

『亞非 利 加內地 {:^, 中 旅行』 は 『海底 紀行』 と共に. ゥ H ル ヌ得意の胃險科舉小說乃-免科舉的冒險小^^说で 

める。 『難船 日記』 の 表題 は 可笑しい が、 これ は 校定 者 渡 邊義方 (文 京) の所爲 であらう。 『t1: 敏逾』 

は 井上 氏譯 書中の 白眉と もい ふべき 程で、 その 正確な 遂字譯 は 井上 氏の 語學 力の^ 拔を證 明して ゐる。 

『人肉 裁判』 は 有名な ものであるが、 大體はラ ム に依ったらしく见ぇるもの、井上氏は.；^作も！^ぼんで 

ゐ たらしい から、 何ともい へない。 從來 これが 兎も角 沙翁 紹介の 纒っ たもの、 お 初と されて ゐ仁 が、 

同 十六 年 だが これより 前に 郵便 報知 新聞に 『春宵 夜話』 として 沙翁物 幾 種 かの 祯概を 物； fii つた ものが 

あり その 一 部が 矢張り 『人肉 裁判』 より 先に 西 基 斯比耶 叢書 第一 篇 として 『佛^ 某 州 I 屮 m 麻 士"^:^ 

話』 として 出て ゐる (『お 氣に 召す ま /-』 の 紹介)。 だが 此の 年 二 H 大阪 5 日本 立憲 政黨 新聞に 出た 『ジ 

ュ リアス • シ，' ザルの 劇』 (十九 ノネ 刊 『嫌 馬 盛衰 鑑』 小 宮山天 香， 河，ii^w敬藏共譯yか原作紹介の：：^初でぁ 

る。 『狐の 裁判』 はゲ H テ時 代の 政治 社會の 諷刺で あるが、 惡が 善に 勝つ、 H- 意が 深刻で ある T,s: 出の 征 

矢』 はべ ルゥ革命に絡む才子佳人の悲劇物；^^1で、 ヴ H ルヌ 物と して は變り gi である。 

井上 氏 は 阿波 德 島の 人で、 早く 外人に 就いて 英獨語 を學 び、 諸官ハ の飜 m 掛ゃ 役人 をし つ/ 作文 

學の 介に 力めた， - 內田魯 庵 氏と 姻戚で、 小ノ年 時代の 內田氏 は 井 h 氏から 提嘶 をう けた ものと いふ" 


以上の 外に 十六 七 年中の 注意すべき 飜 譯文學 として、 十六た 牛に は 伊澤 信 三郞譯 『鐵烈 奇談』、 高須 治 

輔譯 『花 心 蝶 思錄』 が ある。 前者 はフ H ヌ ロンの 『テレ マツ ク』 の譯 (未完) だが、 その 飜譯 態度に 

於いて 原作の 文章 形式 尊重の 意 を 仄めかして ゐる點 を 取るべく. 後^ はプ ー シュ キン 『士官の 娘』 の 

抄譯 で、 恐らく 露 國小說 飜譯の 最初で あらう。 (十九 年 改題 挥刊 『露國 情 *T ス ミス • マリ ー 之傳 jy. 

なほ 此の 年 ルソォ の 『懺悔 錄』 の初譯 『自叙 詳傳 J とい ふ ものが 出て ゐ るら しいが、 未見で ある。 (： 架 

原亮 一 譯)。 

十七 年 譯刊の 白眉 は坪內 逍遙 譯の 『自由 太刀 餘波 鋭鋒』 ^名 『該撒 奇談』 である。 これ は餘 りに 有 

名な ものであるから、 こ、 では 何も 述べ やに 置く。 『春 窓綺 話』 は スコットの 『湖上の 美人』 を 散文 綠 

にした もの、 服 部 誠 ー纂述 となって ゐ るが、 實は高 田 早苗、 坪 內造遙 ニ學士 の譯に 成り、 漢譯の 詩 は 

天 野爲之 學士の 助け を かりた ものである。 初め 『春 江 奇緣』 と 題した の を、 服 部 氏 は 勝手に 改め、 叙 

事の 順序 を顚 倒したり 文章 を 改作した. 9 して 公に した。 『春鶯 囀』 は 政治 小說 『コ ュ ングズ ビィ』 (ビコ 

ン スフ ヒ ー ルド 卿) の譯、 譯者は 後年 政界に 名 を 成した 關直彥 で、 此の頃の 飜 譯小說 として は 完璧に 

近い ものの 一 つで あらう。 分册四 冊が 全部 此 年中に 刊行され てゐ るの は、 如何に 歡迎 された かとい ふ 

こと を 物語って ゐる。 これ は 本格の 政治 小說 紹介の 最初で あるが、 總體 として 十五 年 以後 飜譯 文舉は 

やっと 政治 趣味、 自由 民權的 色彩と 離れ 難い ものと なって 來てゐ る。 『自由 太刀』 の 表題に も 亦 『卷窓 
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綺 の" If によっても その 邊の 消息が 看取され る。 宮崎夢 柳の 豪傑 譯 たる 政治 小說が 全盛 を 極めた の 

も、 十六、 七、 八 年の 間の ことで ある。  . 

十八 年に 入って 先づ 語らなければ ならぬ の は 藤 田 茂吉、 尾 崎^ 夫 共譯の 『繫 思談』 である。 一^ 思 

談 』 の 出現と 共に 治の 飜譯文 舉界は 更に ー轉 化する。 森 W 思 軒 は 『花柳 卷話』 や 41 じに 後、 此の 倉 C 

について かう いって ゐる、 r 藤 田氏ノ 『繁 思談』 ヲ譯ス ルュ及 デ造句 措辭別 一一 一機軸 ヲ 出シ。 或ハ艱 

奥 一一 シテ通 ジ難キ モノ 無 キー 一 非ズト 雖モ。 其ノ 原本 ヲ臨ス ル謹嚴 精繊" 今日 無數 ノ^ 密ノ义 體ハ其 紀元 

ヲ此 一一 溯及セ ザルヲ 得ズ」 (『夜と 朝』 の 序)。 卽ち 『繫 思談』 の 出現 は、 その 飜譯 態度の，： -兀 全な ぉ总； ^的 

宜明 によって， 明治 飜譯文 學界の 今 一 つの 劃期的な 現象と なって ゐる、 換. H すると 明 ユウ S 飜譯文 ゆ は 

これと 共に、 內容 偏重の 無意識 時代から 內容 外形 併 重の 意識 時代に 入って 來 たわけで ある。 文 ゅケ文 

學 として 飜譯 紹介す べしと いふ その 肖覺 した 飜譯 態度 は . 此の 書の 卷 頭の 例 首 に 十分 宜明？ れ てるる。 

十六 年の 『鐵烈 奇談』 が 此の 態度の 先驅 をな した こと は 前に 述べた 通りで ある。 

^^の書の一?-本はリッ ト ン 卿の 『ケ ネル ム • チ" ング リイ』 で、 题名も K  •  C から 出つ ゐる 


尾 崎 二 氏の 共譯と はなって ゐる もの、、 實は 大學生 時代の 朝 比奈知 痰の 譯 であると いふ。 尾 崎 氏 は .1 

井縣の 人、 報知 新聞記者 として 又 改继黨 員と して 常時 相當 知名の 士 であった。 卷中佛 人 ビゴ ォの 揷繪 

があって、 一層 この 書の 惯愤を 加へ てるる。 、王 人公ケ ネル ムは 時代の 新 思想に 敎 育され た靑年 だが、 

極々 人生の 試練 をう けた 結果、 新 想の { や- 理 なる を 覺 つて、 傳統に 生きる とい ふ 筋で 『花柳春^::!』 の 

原作と 同じく、 明かに ゲ ェテの 『ヴィ ル ヘルム • マ イス タァ』 の 影響 をう けた ものである。 

思 軒の 語で 一寸 注意 を 要する の は、 此の 書が 周密 文體の 元祖なる かに 受取ら れる點 であるが、 周密 

文體は 決して 此の 書が 發 明した もので はない。 中 村 正直の 『两國 立志 編』 乃至 は 『八十 日 問， 界 一 周』 

など も 周密 文體と 見て 然るべき ものである。 た： A 『繁 思談』 はこの 文 體 こそ 本格的 飜譯 文學の 執る ベ 

き文體 であると いふ こと を 意識的に 公言し に。 思 軒の 語 はこの 點を參 酌した ものである。 然し 有體に 

いって 此の 書 自身の 周密 文體は 成功した もので はない。 周密 文體の 大成に は、 思 軒 自身 乃至 ニ葉亭 四 

迷の 出現 を俟 たなければ ならなかった。 

十八 年に 出た 飜譯 小說 中^の 意味で 重視すべき は坪內 逍遙の 『慨世 士傳』 である。 これ も リットン 

卿の 作 『リエ ンジ』 を譯 した ものであるが、 才人が 佳人の 助け を 得て 偉業 を 成す とい ふ 內容と 営 時 先 

生の 得意と した 馬 琴 調の 文章 もさる ことながら、 」 かの 小 說論は 『小說 神髓』 の 根幹 をな す ものと して 

貴重な 文献で ある。 なほ 卷 中の 女、 王 人 公那以 那姬の 性格 は 識者の 注意 を惹 き、 模倣した 人 も 出た (須 

初期飜譯文^^,槪說  1 六 五 


研究 篇  一六 六 

藤 南^ 『照 旦癸』 の 女、 王 人 公 糸 获姬の 如き) つな ほこの 書に も 『繁 思談』 にも 政治 小說的 分子が 可成り 

認められ るが 時代の 反映で ある。 

坪內 t3 遙は 此の 年 更に 『ハム レット as 一幕の み) を飜譯 して ゐる a, 中央^ 術雜 誌」 所載)。 

『新 編货昏 日記』 は飜 案で あるが、 原作が 少ヂュ マの 『 ^姬』 であると ころが 珍しい。 仉し悲 制が 

目出度し で 終って ゐる ところ は 日本式.， - しい。 著者 酲々 居士と 箸 名して ゐ るの は、 冇 名な 小お 山 介 

氏で ある。 

『人 七 癖』、 (森 澄德 聰譯ュ ー ジ H 1 ヌ？ ン ユウ 『人 問の 七 大罪』)、 『地底 旅行』 (三 木 愛花、 せ ュ川輔 

合譯、 ジュ ー ル. ヴ H ルヌ 原著)、 『壽 其德 奇談』 (横 山绅呂 久譯、 スコット 『祖父 物語』) は ：！： ハ牛 譯刊 

の、 王な ものである。  . 

八 

十九 年に 入る と、 飜譯文 舉の數 が 俄然 殖ゑ るので、 文字通り そのうちの 主要な ものに のみ 就いて： お 

ら ざる を 得ない。 先 づ沙翁 物から 語って 行く と、 『春情 浮世 之 夢』 (河 島 敬藏譯 )、 『羅馬 盛^ 鑑. k 小お. E 

天 香、 河 島 ， 藏共譯 )、 t 西洋 歌舞伎 種本』 (竹 所 次郞譯 )、 『セ キス ピャ 物語 l:nMm 太士 1： 譯)、 


奇談』 (仁 mf£ 次 郎譯) が 此の 年の 刊行で あり、 第一 は 『n ミオと ジ ユリ H ット』 の 全譯、 第二 は 『ジ. 

ュ リアス. シ ー ザァ』 の 全譯、 第三 は ラムの 物語 中 『リャ 王』 の 項 だけの 紹介  >  第 四 は 同じく ラムの 

物語 中 『ハム レット』、 『リャ 王』、 『ベ ロナの 二 才子』、 『マ クべ ス』、 『シ ム ベ リ ン』、 『ベ 一一 ス の 商人』 

の 六 項を拔 いに もの、 第五 は 四 冊あって (第一 のみ 十九 年刊)、 第一 卷冬 物語、 因 物語 (『以 尺 報 尺』) 

第二 卷 女房 持 虎の 卷 (『じゃじゃ馬 馴 し』)、 第三 卷 嵐の 卷 (『テムべ スト』)、 第 四 卷智孟 物語 (『ァ ゼ ン 

スの タイ モン』)、 何れも ラムの 紹介で ある-い 譯 者の 中、 河 島 敬藏氏 (號鶯 林) は 和歌 山の 生で、 m 本 

人で 沙翁 全集の 譯出を 企てた 最初の 入で ある。 品 m 氏 は 新 潟縣の 人、 今日は 方面 違 ひの 萬 葉 研究の 篤. 

舉者 である。 仁2^^^次郞氏 (號叢 菊 野史) は 伊豆 仁 ^ の 人、 慶應雜 塾に 舉び 『折：： 學管 見』、 外數 種の 著 

書が ある。 

此の 年の 譯刊 物に も 勿論 政治的 色彩の 伴って ゐる ものが 多く、 『政 海 之 波』 (渡邊 治譯) は 純然たる 

政治 小說 つ ピコン スフ ヒ ー ルド 『H ンヂミ オン』) であるが、 『世界 進歩 第 二十世紀』 (服 部撫 松譯、 佛 

人ァ •  n ビダ 原著)、 『梅 蕾 餘薰』 (牛 山 鶴 堂譯、 スコット 『アイ ヴァ ン ホウ』)、 『得 簾 自由の 一 箭』 (中 

川 霞 城譯、 ，シ ルレ ル 『テル』)、 『朗蘭 夫人 傳』 (春の や 朧譯) 等に も それ-^ 政治的 意識が 認められる。 

此の 中 『政 海 之 情 波』 は飜譯 文學で 速記 法に よった もの 最初 か。 渡邊 氏^ 水戶の 人、 慶應 出身で 後 

の 大阪ハ 母 日の 功勞 者で ある。 原文に 卽 して は ゐ るが 流暢で 理解し よい 譯文 である。 『第 二十世紀』 は 創 
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作.^:^?^界にも可成.0.な影響を與へ たものでぁるが (例へば 懇勝 南翠の 『新粧 之： Si 人』 等の 如き" 旣に 

十六 ハ 牛に 富 w、  •  洒卷ニ 氏の 譯で 第一 編 だけ は 出て ゐる。 藤 山廣忠 の譯刊 し；^ 『社會 進歩 世界 未來 記！ 

(二十 年) も 同じ 原作で ある。 

更に 政治的 色彩の ない ものに 眼を轉 すると、 『想 夫戀 r 『鍛鐵 場、 H.:』、 『北歐 血戰餘 塵』、 『楊 牙 奇 

嶽』 等が ある。 『想 夫戀』 は ボッカ チヨの 『デ カメ  ン』 第五 日 目の ヒ話 (卽ち 前 描 『*^7 方 綺話』 の^ 

四) の 意譯で (佛譯 による) テオドルと いふ 少年 奴隸が 主家の 女 ヴィオラ ンテと 通じ、 襄露 はれて 處 

刑 されん とする 刹那 身分が 知れて、 ヴィオラ ン テと偕老の契を結ぶことを許されるとぃふ物；^^1を敷衍 

し；.： もの、 その 装幀と ビゴ ォの 揷繪と 相俟って 明： _ め 飜譯 文學屮 珍書の 隨 一視され てゐ る。 菊亭 -Is 校閱 

ず： 譯者 佐野尙 となって ゐ るが、 菊 亭靜と は 雜著家 高瀨眞 卿の こと だ。 なほ 菊 亭校閱 の 『デ カメ  y ン.」 

二 『鷥鸯 奇觀』 と 『密夫 之 奇獄』 の ニ篇が ある (共に 二十 年刊、。 前者 は 三日 目の 第三 話广 群^ お、 

の i.a: 一. 一」、 後者 は 第 S 曰の 第 十 話 (『群 芳綺 話』 の 第五) である。 共に 佛譯 の重譯 たる こと 勿論で ある。 

『鈸鐵 場、 は 佛入ジ ョルジ ュ • ォネ ー の 原作、 加 藤 紫 芳譯、 r 血戰餘 塵』 は 意外に も トルストイ 们 

の 『戰爭 と 平和」 の 紹介 (初頭の みだが) である。 譯者は 岡 山 縣人森 體 氏、 譯文は^^：ぃが原ぉ譯らし 

い。 『楊 牙兒 奇獄』 は 別に 此の 年始め て 出た もの. ではない、 『花 月 新 誌』 (明治 十ハ 牛) に廣 初出た もの を 

纏め；，！ ので ある。 譯者は 祌田孝 平氏、 編輯 者 は 成 島 柳 北 氏、 探愤實 話と もい ふべき もので 讀ん で^め 


て而 白い， これの 姉妹 篇 たる 『靑 騎兵 一 件』 も 先年 漸く 吉野 博士に よって 發見 された (文久 初年 譯) 

二十 年に 入って、 飜譯文 學の數 が 前年に； 兇に 幾 倍す る。 こ、 では その 一斑 を 語る として、 古典 物 か 

ら 始めにみ ると、 此の 年 譯刊の 古典 物は沙 翁、 ボッカ チヨ、 セル ヴ アン テスな どが ある。 卽 ち- 沙翁物 

では 「西洋 娘 節 wr-HO 『誠の 鏡』 の 二部が あり- 譯者は 共に 木 下 新三郞 (後 赤 司 氏) で 前者 は 『r ！ミ 

ォとジ ユリ H ット』 を 小 說體の 筋 書に した もの、 後者 は 『ぺ リク リイ ズ』 の 紹介で ある デ カメ  a ン 

物ニ篇 について は 前に 述べた。 セル ヴ アン テス も佛譯 からの 重譯で 矢張り ニ篇 ある。 『谷間 之鶯 J, 、『美 

人の eso がそれ で、 前者 は 『ドン キホ ー テ』 中の 一 揷話、 後者 も 或は さう か。 前者 は 齋藤良 恭譯、 後 

者 は 中 村 柳 塢譯. 何れも 三 木 愛花 氏の 校閱 となって ゐる。 眞 面目な 飜譯 などと いふ 代物で はない。 

近代 物の 飜譯は 夥しい が、 大體 これ を英 (米) 國 物と 大陸 物に 分ける と、 英國 物に は i- 

『ハ： t 1 ルド』 (磯野 德三 郞譯、 リットン 卿 原作)  . 

『述 理談』 (服 部撫 松譯、 リットン 卿 原作 『ュ ー ジ K ン • ァ ラム』. 飜 案と いふべき もの) 

『雙贊 春 話』 (牛 山 鶴 堂譯、 ビコ ンズフ e 1 ルド 卿 原作 『ヘンリエッタ. テム プ，^  =、 んホぱ h 說) 

『妻の 嘆』 (井 ト： 勤 譯)、 ウィル キイ. コ リン ズ 原作 『夫と 妻』、 最初の 部分の み、 政治 小說と 銘打つ 

てゐ るが、 問題 小說の 程度)  - 
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『戀 慕と 嫉妬』 (井上勤 譯、 英 II ルシィ *コ ンフォ ー ト 女史 作) 

『 一 讀三 啖』 (n^ 崎 行 雄譯、 マ タス • ォ ー レ ル 原著 『ジ ョ ン • ブ ル』) 

『斷^ 花』 (宇 W 川 文海譯 * 院本 體、 ジ H 1 ムズ • スタッフ ォ ー、 ヅ氏 原作 『靑 年舉 生』 とか) 

『梨園の 曙』 (院本 狼、 高 橋 義雄譯 ，) 第 一 洋琴 調子 整 (ヘン リ. ジョ ー ン ズ 作〕、 第一 i 衣 乾ぬ 

の^  ニン ョォジ • ソ ー ン 作)、 第三 ガイ • フ ォ， ー クス 地雷火 奇譚 (ジ ョォジ • マ クファ ー レン 作、 

^叫 女 獲 i| 張 情 理岐 0 アイ. ィ ー • ハルマ 1- 作) 共に 口語 體を州 ゐてゐ る點は 注意す ベ きもの 

である。 か、 る 院本 の 紹介 は 演劇 改良 運動と 關 連す る と ころが あ る。 

大^物 (主として フランス) に は —— 

『面 洋復體 【奇 譚』 (闢 直彥譯 • ヂ ユマ 原作 『モ ンテ • クリス トヒ 

『斷蓬 奇緣』 (初め 『勇婦 テレ ー ズ』 と 題して 十れ-年 立憲 政黨 新聞に 揭げ しもの， 小 {ぉ 山 天^ 譯と 

あるが、 實は 河錄祐 之との 共譯、 フ ラ ン ス 革命 時代の 一 挿話) 

『鐵^ 界』 (森 E 思 軒 譯述、 ジュ ー ル. ヴヱ ルヌ 原著 『ヂ • ベ ガムス • フ オル チュン、』 思 軒の 名 を 

^ せ る單行 木 はこれ が 始め) 

『北極 旅行』 (福田 直 彥譯、 ジュ ー ル • ヴヱ ルヌ原 _ポ 『非常 旅行 並びに カピ タン • ハ トラ ス 氏の 來 

敢』) 


『奇遇 魯國 美談』 I 佛人ド ン ベ ィ 父子 作と いふ、 原 名 『ボン. フレ ー ル』) 『蒙理 西 物語』 (佛 人力 口 

1 女史 原著)、 『花 情粹 話』 (伊人 ビ トリオ . ベ ルセ ジォ 原著 『新ピ H モ ン人』 とい ふ もの、 重譯) 

以上 三部 は 共に 大 石高 德氏譯 で あ る。 

『西洋 梅暦 一  (原作 佛國 物、 未詳、 森 知齋、 福 田直彥 合譯)  - 

『神仙 叢 話』 (グリム 童話 第， 菅桐南 居士 譯) 

その他 此の 年から 郵便 報知 新聞で 報知 異聞の 一 欄 を 設けて、 森 田 思 軒が 中心で 績々 と 西洋 小說を 紹介 

した。 これ 等の 小說を 集めた ものに 『天外 奇緣』 (二十 年) とか 『各國 才子 寄 合演說 J (二十 一年) とか 

いふ ものが ある。  . 

概觀 する に、 十九 年から 二十 年に かけて 俄に 飜譯 文學の 殖えた の は、 矢張り 時代の 歐化 主義の 影響 

が あると 思 ふ。 數に殖 た 割合に 政治的 色彩が 少なくな つたが、 これ は 政治 小說 とい ふ ものが 別途に 發 

展 した 結果と も 見られ、 又 幾分 は 文學的 意識 覺醒 (r 小說 祌髓』 中心の) の 結果と も 見られる。 時代の 

改良 熱に 促が されて 小說 改良の 參考 書と いふ 抱負で 試みられ たもの も 多い。 だが 飜譯 動機が 敎訓的 好 

奇 心的な ものが まだ 可成 b- 多く、 眞 面目な 內容の 物は數 ふる 程より ない。 飜譯の 內容は 無選擇 混沌た 

る もの だが、 文體 は、 本格の ものに は 周密 文體に 近い ものが 勢 を 得、 且つ 口語 體の 分子が 漸く 增 加す 

る 傾向が ある。 院本が 院本と して 紹介され 始めた の も 注意すべき である。 
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森^ 思 軒が 飜譯文 舉界に 擦 頭し 始めた の は 此の 年からで ある。 思 軒、 名 は 文藏、 岡 山 縣笠岡 人、 大 

阪の 慶應義塾 支 塾 及び 東京 慶應義塾に 英語 を (敎師 は 矢 野 文 雄 、鄕 里の 與讓 館に 漢舉を (坂 田 勢 軒に 

就いて) 學び、 十五 年上 京 郵便 報知に 入った。 十八 年から 十九 ギに かけて 支那 及び 歐 米に 遊び (歐米 

行 は 矢 野 氏の 助手と して/此の 年から 飜譯文 學界に 進出し 始めた ので ある。 雨後 + 年間 (三十 年 歿)、 

飜譯 家と して 立ち 殊に ュ ー ゴ ー の 作物の 紹介者と して 知られた。 生 時飜譯 王とまで 持 上げられた 反對 

に 死後 甚 しく 無視され てゐ るが、 周密 文體の 完成 者と して、 叉 飜譯文 學の內 容をュ ー ゴ ー 迄 高めた 功 

勞者 として、 歷 史的に その 貢獻は 忘るべき であるまい。 

九 

明治 二 卜 一年の 國民之 友 第二 十五、 二十 七の ニ號 に、 『あ ひ き』 とい ふ シァの 小說が 二葉 亭^ 

迷の 名で 揭載 された。 元 來がッ ルゲ ー ネフの 【獵人 日記』 のうちの 一 短篇で、 當時 無心に 讀 過した 所 

謂 大衆に 何れ だけの 感銘 を與 へた か 疑 はしい が、 此の 一 短篇 こそ、 今日 か. -歴 3.^ 的に いって 明治 飜譯 

文 舉の主 流 乃至 正調、 本格 を 定める に 最も 大きな 貢獻 をした ので ある. - これの 出現 は、 ひとり 『花柳 

_ ^話』 以後 1 驚 思談』 以後の 大きな 轉機を 劃す るば かりで なく、 或る 意味で 明治の 飜譯 文舉を 『あ ひ 


びき』 以前と 以後と に 分っても 可い 位の 革新的な 聲 であった。 勿論 當時 直接の 影響から いへば 『花柳 

春 話』 などの 比で はない、 だが 『花柳 春 話』 の 影響 は 派手な 淺ぃ 大味な 廣ぃ 妥協 的な もの だが、 『あ ひ 

びき』 の それ は 地味な、 細々 とした 而 かも あくまでも 淸 純な、 根本的に 革新的な もので あ. り、 而 かも 

それ も 十 年 一 一十 年の 後に 漸く 表面化して 來 たので ある。 

だが 此の 『あ ひヾ き』 も單に 天 來 的に 譯 者の 頭に 湧いた ので はない。 r あ ひ- き』 の もつ 革新的 特色 

は ニ點に 要約 出来る、 それ は 形式 卽ち 文體 として は 言文一致 である こと * 內容 として は從來 よくめる 

西洋 早 ゃ學び 乃至 世 道 人心 云々 の 實利的 動機 を もた す、 純藝術 感興に よる ものである こと、 これで あ 

る 。ところで 飜譯文 學が言 文 一 致と 結びつく に 至った の は 勿論 一 一葉 亭の 口火を切 つたのに よるが、 十八 

九 年から 二十 年の 飜譯を 調べて みると、 何處 かに 口語 體 俗語 體の 分子が 多くな つて、 言 一致と 結びつ 

くべき 機運 は 熟して 來っ、 あつたの である。 さて 二葉 亭の 此の頃の 譯文は 何う か、 『あ ひ、；. き I をみ て 

も 『めぐりあ ひ』 (都の 花 所載) を みても、 純然たる 逐字譯 の 周密 文體 である。 事實 二葉 亭は その 飜譯 

態度に 於いて、 周密 文體の 完成 者 森 田 思 軒に 私淑す ると ころが あつたに 違 ひない。 彼の 最愛 讀 書の 一 

に 思 軒の 『探偵 ュ ム ル』 があった のに 見ても 察せられる。 最も 此の 周密 文 體を言 文 一 致 化する とい 

ふこと は 口で は簡單 だが 實 際に は 大きな 技術 革命と いふべ く、 これの 實 現に は 多大な 天才 を 要する こ 

とはい ふまで もない。 た 今 述べた ところに よって、 天來 的の 『あ ひ. S き』 の 出現 も、 當 時の 飜譯文 
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學に象 ふところが ある ことが 知られる であらう c 

『あ ひ- き』 が、 後來 明治 大正 文壇の 第 一 線に 立った 二三の 作家 (W 山 花 袋、 國木 m 獨歩、 お 崎 藤 

村な ど〕 にと つて 一種の 「驚異の 搏生」 となり、 藝術的 天地の 開眼と なった こと は、 文舉^ 上 有名な 

ことで あるから、 こ に は 繰返して 述べる こと をし ない。 

一 0 

以上の 如く 『あ ひ V- き』 のー篇 はよ く 明治 飜譯文 舉界の 主流の 方向、 本格の 基調 を 決定した。 だが 

それ は當 時として は 先驅的 意味 だけで、 『あ ひ き』 の 表示した 方向が 眞の、 王 流と なり 本格と なる に は 

未だ未だ 多くの 時日 を 要した。 それ は 二十 一 年から 以後、 鷓外漁 の 名が 出、 不知 庵の 名が 出て 飜譯 

文 學界の 新 明星と 輝いた 時に さへ、 大勢 は、 依然 3^ 軒 流の 周密 文體を 中心に、 傳統 的な 意 譯抄譯 様々 

M. 傍 もが これに 沿って 流れて 行く の を 見ても 知られる。 その 例證 とい ふので はない 力 次に 『あり ゾ 

き』 以外の 二十 一年の 飜譯 文學を 瞥見して、 最後の 略記に うつる ことにする。 

此り 年譯刊 の飜譯 文舉 書の、 王な ものに ついてい ふと、 英國 物が 最も 多く、 大陸 物 力 少な，.' し 人 

？ぉ 物の 中で もフラ ン ス 物が や、 少なく、 ドイツ は 幾分 多い.^ 


英國 物で 第一 は 先 づ沙翁 物、 これ は 『みなれぎ を』 (わたのと ろみ 〔和 田 萬吉譯 0、 『鏡 花 水 月』 (渡 邊 

治 譯、) 『幽 靈』 (井上勤 譯)、 『豪傑 一 世 鏡 一 (板 倉 興 太 郞譯) の 四 部、 第一 は 『ォ ー ルズ • ゥ H ル. ザト • 

H ンヅ • ゥヱ ル』 第二 は 『ii 違 ひの 喜劇 J1, 第三 は 『ハ ム レット』 、第 四 は 『コ リオ レ，' ナス』 の譯 であ 

るが、 第 一 と 第三が 梗概め く 外全譯 である。  、 

末 松 謙 澄の 名で (實は 二宮 孤松 譯) 有名な 『谷間の 姬 百合』 の 出た の も 此の 年で ある。 ヴ アサ • ク 

レ ー の 『ドラ • ソ ー ン』 を譯 した もの、 これが 大 流行 をした の は文擧 博士 末 松 謙 澄の 肩書に よる もの 

であらう が、 內容も 面白い こと は 面白い。 その他の 英國 物で は、 『奸 維の 末路』 (吉田 熹六譯 * リットン 

卿 原作 『カル デ a ン』 此の 書の 序文に は 言 文 一 致反對 論が ある)。 『饔 金つ かひ』 (春の やお ぼろ 譯、 力 

サリン • グリ ー ン 女史 著 『X  •  Y  .2』)、 『猿の 裁判』 ( 井上勤 譯、 英國 グレイ 氏 原著 云々、 ダ ー ウイ 

ン說の 反對論 を小說 化した もの』)、 などが ある。 

大陸 物で は、 先づ 『瞽 使者』 、森 K 思 軒譯、 例の 報知 異聞の 一 部、 原作 はジ ュ ール • ヴ ヱルヌ 『ミ シ 

エル. スト ロゴフ』 である。 遂字譯 ではない が 思 軒の 佳譯の 一 であらう。 國民之 友に 褐 げられ た 『大 

東號 航海 日記』 (ヴ H ルヌ作 『ヂ. フ。 ー チン グ. シティ』)、 も 思軒譯 である。 『千里 風 煙』 は (チソ ー、 

ァ メロ ー 共著 『三 逃亡 囚人の 胃 險』、 ) 鈴 木 天眼 譯、 シ ベリ ャの 政治犯 人の 逃亡に 纏る 物語で、 筋 は 面 

白い の だが、 譯が 拙い。 宮崎 夢柳譯 『義勇兵』 (ガボリオ ー 原著) は 愛 國小說 である。 
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『奇遇 夢 物； 詰』、 橫山峯 ー譯、 原書 は 『獨逸 千一夜 物語』 とい ふ ものから 拔 いたと いって ゐ るが、 正 

に 『ァ ラビ ヤン ナイ ッ』 の ドイツ 譯 のこと であらう。 內容 から 明瞭で ある。 明治 飜譯 文學の 珍書の 一 

となって ゐ るが いふに 足りない。 『妖怪 船』 は ハウフの 物語の 一 篇、 高橋禮 五郞譯 Y 旅路の {仝』 も ハウ 

フ だが、 これ は 『隊商』 とい ふ もの、 全譯 であると いふ。 田中栢 城、 秋 元 幻夢 共譯、 譯文も 流麗、 內 

はろ の ゆき メリ I の ごさい ご 

容も 面白い。 『养雪 瑪利御 最期』 ばシ ルレ. -の 『マリア • スチュ アルト』、 署名 はない がー 1 地樱痴 の譯ぉ 

に 成る とい ふ。 矢 野龍溪 として 『志 別 土 商人 物語』 とい ふ ものが ある。 例の 報知 異聞の^ ー篇に 常る 

ものであるが、 原作者 原著と も 不明で ある。 

最後に 『双 兒の 邂逅』 は ラテン 文擧で 喜劇の 大家 プ タスの 作で 譯者は 相 良 常 雄と いふが、 末 松 

謙 澄の 力が 與 つて あるら しい。 よく 讀 みこな して、 如何にも 喜劇ら しく 出 來てゐ る。 

丁度 此の 二十 一年 を 境界と して 飜譯文 學譯刊 の數は 漸次 滅少 する が、 これ は 一 つ は罩行 本が 少なく 

なった 爲 めで、 つまり 新聞 雜 誌の 發達 による ものである d だか 何としても 皮相 的歐化 主義の 熟が 醒め 

かけて 来て、 西洋 早學び 式の 杜撰な 譯 書に 飽 いた 結果 も ある。 旣に 新興 文學は 正に 積極的 建^の 一 歩 

を 踏み出しつ、 あつ， たので、 か、 る 啓蒙 的 紹介、 梗概 的 紹介の 大多數 が 影 を 潜めて 然るべき 時が 來て 

ゐた。 

だが明；^^の飜譯文舉を鬼に角こ/-まで導ぃて來た先人の勞カは多大なものでぁった>  彼 卞ザは 殆んど 


時代から 認められす、 報 ゐられ やに、 種々 な 不便 を 忍び、 暗中模索 的 努力 を繽 けて 譯語を 工夫し、 譯 

文 を 試み、 漸々 と飜譯 文學の 形式 を 定め、 一方 新興 文 學界と 密接 させて， それによ つて 我が 國の 文學 

の 發達を 助ける 路を つくった。 個人個人 として、 又 一 著 一 作と して 見る と、 彼等 先人の 努力 は 如何に 

も 空 寂な 言 ふに 足らぬ もの、 やうに 見える が、 それが 集まって 十 年の 歳月 を 積み、 鬼に 角 明治 飜譯文 

學の 基調 を 固めた ので ある。 これに 對 して 吾等 は 一 片 報謝の 念 を 抱くべき ではなから うか。 

以上で 明治 飜譯 文學の 源流 を 一 通り 明かに する ことが 出來 たと 思 ふし、 且つ 今や 紙 數も盡 くるに 垂 

ん としてる るから、 急いで この？ i で 爾後の 飜譯 文學の 略記に 移る ことにする。 . 

大勢 を 概括して いふと、 明治 二十 一年 以後の 飜譯文 學界に は 先つ 超 時代 的な 古典 物の 飜譯が 少なく 

なって、 現代 乃至 極く 近代の 文舉が 盛んになる。 殊に 各種の 新聞 雜 誌の 勃興に つれて、 ジャ ー ナ リズ 

ム 本来の 必要 上 益々 此の 傾向が 强 くなる。 飜 譯文擧 が、 歐米 現代 文學の 紹介 ケ 第一 にす るに つれて、 

從來 あるかな きかの 程度に あった 文壇との 關 係が 次第に 緊密な ものに なり、 終り は 主潮 を 共に して 動 

くこと までなる。 種類から いへば、 口 シャ、 フランス、 ドイツ 等の 大陸 文學の 紹介が 次第に 多くな り 

又歡迎 もされる が、 從來壓 倒 的だった 英國 文學は 漸次 讀 者の 興味 圈 外に 去って 行く。 これ は 一 つ は 反 

動 も あるが、 英國 文學の 紹介が 次第に 所謂 英語 學 者の 一 手 專寶の やうに なった ので、 極めて 無味乾燥 
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な ものと なり、 文 畢的濕 ひの 甚だ 稀薄な ものに なり、 又 作品の 選 擇が當 を 得なかった 點な ども 原 凶と 

なって ゐる。 だが 概してい つて 詩と 戲曲 方面 を 除く と、 ヂッケ ンズ、 サッ カレイ 以後の 英國文 舉は大 

陸 物に- M 押されて 來てゐ たの だから、 これ も 自然の 勢 ひとい ひ 得よう。 

今一 一十 一 年 以後の 主 耍な飜 譯文學 家と その 飜譯 中の 有名な もの を擧げ ると、 大略 左の 如くで あらう 

二葉 亭四迷 —1 『かた 戀』、 『浮 草』 

森 鷗 外 11 『水沬 集』、 『埋 木』、 『卽興 詩人』 

森 田 思 軒 ！ 『探 愤ュ ー ベ ル』、 『瞽 使者』、 『大叛 魁』、 『懷 舊』、 『十五 少年」 

內田 不知 庵 i 『鳥 留好語 1、 『罪と 罰』、 『復活』 

原 抱 一 庵 ！ 『聖人 歟盜 贼歟』 

黑岩 涙 香 1— 『鐵假 面』、 『巖窟 王』、 『噫 無情』 

若松 賤子 f!— 『小 公子』 

磯野 依綠軒 -1— 『文明 之 大破 壌』 

高 安 月郊 I— 『 イブセン 社會 劇」 

長 田 秋濤 11 『椿 姬』、 『王冠』 

上田 柳 村 ！ 『み をつ くし』 


戶澤 姑射 - 『沙翁 全集』 その他 

淺野 憑虚 —— 『タリ ス マス-力 ル』 その他 

以上の 外、 高 橋 五郎、 坪內 逍遙、 平 田 禿 木、 戶川秋 骨、 馬場 孤蝶、 生 田 長江、 中澤臨 川、 その他が 數 

へられる。 明治 飜！ s>- 舉も實 は 二十 一年 以後が 調査 研究 を 必要と する ことが 多い ので あるが、 今 こ、 

では 如上の 略記に 止めて 置く。 諒察 を 乞 ふ 次第で ある。 (昭和 七 年 三月 號 「曰 本文 學」) 
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歴史 小 說硏究 

I 、 歷 史小說 について 

〔據史 小說〕 明治の 歷史 小說に 一 考察 を 加へ る ことが へ r 私に 與 へられた 義務な ので あるが、 これに 先 

立って、 そもそも 歷史小 說とは 何う いふ もの かとい ふこと に 簡單な 1 瞥を 割く こと は、 さまで 無益な 

ことで も あるまい と 田 心 ふ。 

一般 常識で 應 史小說 とい ふと、 歷史 とい ふ 言葉が 伴な つて ゐ るせ ゐ か、 何 かおめ かしい もの、 やう 

な 印象 を與 へる。 だが 文學 史上の 事實 からい へば * 謂 は ゆる 應 史小說 (Historical  Novel, ッと いふ もの 

は 比較的 新しく、 卽 も嚴密 にい へば 十九 世紀に 入って 顯 然と 進展 させられた 文畢 形式な ので ある。 

此の こと は、 歷史 小說と は何ぞ とい ふこと を考 へて みると、 よく 分かる。 歷史 小說と は何ぞ や、 私 

はこ /- で 『英國 小說の 進化』 の 著者、 フランシス • スト ッダ ー ド敎授 の 定義 を かりる が、 膀史 小說 と 

^ —— 

歴史的 興味の ある 環境 又は 時代 を舞臺 とした 個人 生活の 記錄、 個人的 情^の 記錄 である。 


^の 定義に よると、 歷史 小說を 構成す るに は 次の ことが 必要な わけで ある。 (一) -歷 史的 事 實に對 する 

概念 及び 歷 史的 精神に 對 する 愛着、 (二) 個人 生活の 重大 さに 對 して 知識と 理解 を もつ こと。 ところが 

此の 二つ は 近代 人の 心で ない ともつ ことの 出來 ない 資質な ので ある。 

此の 二つ の资 質の 生成 を、 今英 國文學 史上の 出 來事を 例に とつ て歷. 的に 迪 つてみ よう。 

第一 について は、 古代 は 勿論の こと、 中世に 於いて さへ、 人間の 心に 此の 資質がない。 巾 世 は 口 マ 

ンスの 時代で 歷史の 時代で はない。 歷史の 眞實を 讃美す る 者がない ので、 歷史の 眞實を もとめる 衝動 

は 中世の 歷 史家に はない。 從 つて 歷 史的 事 實に對 する 概念な ど 中世 人に はなかった とい はなければ な 

ら ない。 降って 十八 世紀に 及んで 始めて 歴史が 現 はれる。 前後に クラレンドン、 ロバ アト ソン、 ヒュ 

1 ム、 ギボンな どと いふ 藤 史家が 輩出した ので、 世人の 心 は 始めて 歷 史の眞 實に對 する 概念 を もち 得 

る やうに なった。 ス コ ッ トの歷 史小說 をう け 入れる 準備の 第 一 歩 はこ、 に 進められ たわけで ある。 

第二に ついては、 文舉 上で 個人 生活の 重大 さを敎 へた もの は、 所謂 小說卽 ちノヴ エルで あるが、 小 

說の 近代的 所產 たる こと は文學 史的 知識の 初歩と して 誰でも 知って ゐる。 これ は小說 そのもの、 性質 

上さう あら、 ざる を 得ない ことで ある。 一 1^ 來小說 は 情 緖のス トレ ッスの もとに ある 人間 生活の 經驗の 物 

一語で ある。 小說 では、 單に 男性と しての 男性、 女性と しての 女性に 對 する 興味 を 要求す る。 小說の 生や 

るに は、 個人の 情緒に 對 する M ハ 味の 普遍的な こと を 識るを 要する。 卽ち 若し 此の 情緒が 現實 的で 強く 
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して 眞實な ものであるなら、 その 生活 はテピ カル • ライフで あり、 その 描 寫對象 は 全人 類の 關 心する 

ところで あると いふ 確信 を 要する。 さう して 此 等の 必耍條 件 は 何れも 皆， 近代 思想の 所產 である。 現に 

小 說の咋 とし r 先驅に 立つ リチ ャ ー ド ソンの 『パメ ラ』、 フヒ ー ル 、チン グの 『トム • ジ 3  -I ン ズ』、 ス タ 

アンの 『トリストラム . シャン ディ』、 スモ ー レットの 『ハム フリ. クリン カァ』 、などの 興味の 中心 は 

何れも 個人の 情緒 生活で ある。 中世の ロマンス では 英雄 だけが 重視され て、 個人 は 問題に ならな かつ 

たが、 然し 小說 になる と、 個人が 身分の 如何に 論な く 平等に その 表現 描 寫に與 かる こと を 要求す る。 

これ は 政治 上 社會上 個人が 提出す る 同じ 耍求 とか はり はない。 それ は 全然 近代的の 叫びで ある。 

以上の 二つの 资 質の 何れも 近代的 所產 である ことが、 これで わかった と 思 ふ。 それで 此の 二つの 资 

質 を 基礎と して 成立つ 歷 史小說 なる ものが 近代まで 存在 可能でなかった とい ふこと は、 常然 のこと だ 

と 田；^ ふ。  . 

歷 史小說 とい ふ文學 形式が 近代に 於いで 發展 させられた 一 一原 因 は 以上のと ほりで あるが、 此の 二つ 

はと もに 或る 意味で 外的 原因と いふ ことが 出來 る。 これに 對 して 第三の 內的 原因と いふ ものが ある。 

それ は 人間 本 有の ロマンチック. デザイアの 聲 である。 

心理的 事實は 何う であるに せよ、 人間の 心が 事實 とか 理智 とか い ふ もので あまり 積歷 される ときに 

は、 これに 對 して ロマンチックな 反動 を 起す、 理想に 對 する あこがれと でもい はう か、 或は ゥォッ • 


ダントンの 言葉 を かりて 驚異の 再生と でもい はう か。 さて、 藤. 0^ の眞實 は、 近代に 於いて 始めて 中世 

の 一精な 神話 的 口 マ ンスの _J ^在 を 不可能な らしめ 仁、 だ がそれ が 威勢 を 振った 反動と して 人間の 心の 

內 面お 二 潜在す る a マン チック • デザイアが 反抗 を 起した、 勿論 歷^ 的眞實 の洗禮 をう けた 後 だから 

中世：： マ ン スを その ま、 では 承知が 出來 ない、 自然、 歷 史的 眞實に 基礎した «. マ ン ス、 卽ち 所謂 歷 

小說を 要求す る やうになる、 そこで 大歷史 小說家 スコットが、 理性の 時代、 歷 史的 眞實の 時代に つ".^ 

いて 出現した こと も 不思議がない わけで ある。 

〔歷史 小 說と歷 史的 事實〕 サァ. ゥォ； タァ . スコットが 歷 史小說 家と して 世界的に 偉大で ある こと 

は， 可 人 も 異論の ない ところで あるが、 彼で さへ、 程度の 相違 は あるに せよ、 批評家 研究家から ぼ々 の 

非 佳， を 向けられる。 その 非難の 大抵 は 個個の 作、 スコットの 手法な どに 關 する ものであるが、 た、 S 一 

っ歷史 小說の 本質に ふれざる を 得ない ものが ある。 それ は スコット は その 歷史 小說に 於いて 史實か 

離れ 仁と いふ ことで ある。 

元來歷 史小說 なる 言葉 は、 或る 意味で いへば 根本的に 矛盾 を もつ、 藤史 とい ふ 首 葉 は 如何程 廣汎な 

範圍を 包括 させられた にせよ、 そもそも その 基礎と して 生活の 事實、 卽ち 現實の 過去の 記 錄を耍 求す 

る。 小說 とい ふ 一一 一一 C 葉 は 如何程 廣汎な 範圍に 適用しても 假 作の 物と いふに すぎない。 そこで 歷史 小說の 

史 實に對 する 態度が 問題になる。 史實に 離れす ぎた が 最後、 歷史 とい ふ 言葉が 無意味に なって 了 ふ。 
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史赏 に卽し 過ぎた が 最後、 小說 として は 不完全な ものになる。 畢竟 歴史 小 說家は 偉大な 藝術 的デ、 分が 

あるので なければ 此の 問題 を 見事に 解決が 出来まい。 

ス コ ット は歷史 小說も 一 種の 小說 たる を もって 本領と なす 以上 は、 5^^實ょり離れるのが先決問题.に 

と解釋 したら しい。 離れる と は、 史實 をして 想像の 翼 を 束縛 させない ことで ある" 『アイ、、 ヮ "ン ホウ』 

の 緒言のう ちに 次の 文句が ある、 「興味 を そ、 るた めに は 主題 を 現代と 同じ 環境な り擧 措な りに 飜譯し 

なければ ならぬ」 と。 スコ ット は實際 この. 言葉 を實 行した。 彼 はよ く 事件の 速 絡 を かへ る。 彼の ぺ說 

の わ と歷 史上の 眞 の出來 事の 連絡と は 同一 でない ことが 多い。 單に 方言 や 年代で ぉ實を 外れる のみ 

ならす、 色彩、 氣、 關係 その他に 於いても 眞赏の 歷史と 一 致しない。 これ はス コ ットが 意識して さ 

うして ゐ たこと で、 正確な 史赏 に奴隸 的に 束縛され る 必要 は スコットの 感じな かつと ころ、 且つ その 

方が 讀者 のき T にも 宜しい と 思って さう した ものである" これ はス コ ッ トの歷 .5^ 小說の 理想から. - , ^ 

當然 すぎる 程 當然な ことで ある。 ス コ ットの 理想的 歷 史小說 とい ふの は、 藤史の 事實が 一 の 球.^ お 二 

の プロット、 叉 は 一 の 性格 を 照明す る やうに 集中され てゐる もの、 である。 i;.B^.^ 說 では 

貰が 一 の 繪畫を 生やる やう、 或る 一 點に 集中され てゐ なければ ならぬ。 i ！」 史は遠 心的で あ-..^  ^-. ^は 

求心 的で ある、 藤史は 葡萄の 蔓の やうに、 直接 連絡の ない 事件 を まきこみつ、 自然に 生長す る、 . ^說 

は 如何にしても 技巧的 構成 物た る を 免れない。 歷. a- は. ni 然の 生長で あり、 小 說のプ P ットは 技ュ. H に 


建造され たもので ある。 從 つて 歷. の 手法 は 物語 的 叙述 的です むか、 小說は 演劇的 乃至 マ ン チック 

たらざる を 得ない。 そこで 歷史 と歷史 小說の 唯一 の 根本的 差違 は、 形の 統一 とい ふこと である" 著者 

の 創造的 想像に よって 歷史の 出来事から 發展 させられる 統一、 又は 或る 出来事に 歸納 される 統一 であ 

る。 歷史 小說に はこれ が あり、 歷史に はこれ がない。 

此の 統一 が歷^ 小說 を歷史 から 區別 する 本質的 特質 だと すれば、 歷史小 說の史 實に對 する 態度 如何 

は、 一に この 點 によって』 お まると いって 可い。 

アレクサンドル . ヂュ マ は、 史 實に對 して は スコット よりも 更に 自由で 大膽 である。 スコット の歷 

史小說 論 を 徹底的 に實 行した の は、 本人の スコットで なしに 却って ヂ ユマであった かも 知れない。 

〔歷.s:^^說發達の三段階〕 以上、 スコット、 ヂュ マ 等の 歷史小 說に現 はれた ロマン チッ ク 乃至 ド ラ マ 

チ ッ ク 暗示 を 第 一 期と すれば、 リット ンゃ H ベ. I ルスの 連中が 一 種の 哲理 を こめて 歷史の 再現 を 試み 

たのが、 第二 期 それから サッ カレイに 見える 想像 的 解釋が 第三 期に 相當 する。 スコット、 ヂュ マ は 言 

ふ 迄 もな く歷 おが 從で ロマンスが 主、 リットン、 H ベ ー ルス は哲學 的談理 によって まとめられて 小說 

らしく された 眞の歷 史を與 ベようと する。 歷 と 小說は 手を携 へて 好 伴侶と なって ゐる。 サッ カレイ 

に 至って は 歴史の 意味 深い 事實に 想像 的 解釋を 加へ ようとす る、 歷史が 主で 口 マンスが 從 である。 先 

づ現實 の 情緒 生活 を 生々 とした ものにし、 同時に 理想的の それ を 暗示しょう とか、 る、. - 
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リットン はヂュ マの 先輩 だが、 歷史小 說發展 の 上から いへば 後輩と なり、 明かに 第二 期に 屬 する。 

彼の 作 『リ H ンジ』 の 序言に みると、 彼の 歷史 小說 は、 た  その 小說に 種々 な 場面 や ロマンチックの 

空 氣を與 へる ために 歷 史的 事實を 寄せ集め たので はない。 『ボムべ ィ 最後の 日』 は 時代の 藤^ を： 冉 現し 

て それ を M 人 生活に 關聯 さして 表現しょう とする もので あり、 『リヱ ンジ』 は 更に 進んで 靈魂 とその".^々 

境との 爭ひを 描く、 や、 內的 分子が 加 はる。 總 括して いへば リットンの 小說 は、 藤 史的 基礎が 正確で 

あり、 性格と 事件に も 調和が とれ、 動機と 行爲の 形式的な 記述 も あり、 問題 も 提示され、 性格 解剖 も 

ある。 第二 期の 歷史 小說 家と いへば、 リットンの 外に、 ヱべ ー ルス、 イリ オット、 リ イドな どで ある 

が、 七の 人々 の 手法 を概言 すると かうな る。 (一) 現 實の狀 態 を 正直に 描寫 する こと， 二. 一) 時代の 生 だ 

を 再現す る こと、 (三) 一 の 生活 を 能 ふ 限り 細く 描く こと、 (四) 歷史 の事實 に忠實 なること (小說 とし 

ての 賈 ：！^ を 損じても) 是れ である。 

サッ カレイの 『へ ンリ. H ス モンド』 に 至って、 歷史 小說は その 4^ 後の 最近 代 的な 段階に 達する。 

これ を 歷史の 想像 的解釋 といって もまい。 小說發 達の 原則として、 外的、 ロマンチック、. 客觀 的な も 

のより 內的、 現實 的、 主觀 的な ものに 向 ふの が 順序で ある。 歷史 小說も 同様で ヂ ユマ、 スコ ットは 外 

的で あ 彼等の 小說は 外的 出来事の 小說 であるが、 リットン、 ェべ，-ルスなどに-至ってゃ^-內^^：分 

子 S はり、 サッ カレイに 至って 全く 內！ S となる。 サッ カレイの 歷 ^小說 は！！ が. ^出来事の 小說 である。 


スコットと、 ヂ ユマ は歷史 小說の 建設者で あり、 サッ カレイ は その 完成 者で あると いって 可い。 とに か 

く歷 史小說 はサッ カレイに 於いて 最も 近代的な、 最も 發展 させられた、 最も 完全な 形式と なった ので 

ある e 

サッ カレイの 歷史 小說に 至って は、 最早 どの 意味で も 無責任な 口 マ ンス ではない。 その 小說の 主人 

公に は 良心が ある。 その 小 說は地 闘 を もって 讀 むこと が 出来る。 良心が 入って 來、 地理 的 寫眞が 入つ 

て來、 愛と 義務の 間の 葛藤が 入って 來、 躊躇と 疑問と が 入って 来た。 今日の 歷 史小說 とて、 畢竟 はリ 

ァ リズムの a マンスに 外なら ない が、 それが 吾等に 與 へる もの は 英雄で. はなしに 人間で ある。 近代 流 

の 一 種の 眞 面目 さが 歷史 小說 にも 强く 影響す るに 至った ので ある。 

以上 は 主として スト ッダ ー ド敎授 の 著 『英國 小說の 進化』 の 第三 章歷 史小說 とい ふ 項に 據 つて 立論 

した ものであるが、 明治の 歷史 小說を 一 考 する 豫備 智識と して 必 やや 一 讀の勞 だけの 値打ち は あると 

思 ふ、 猶ほ讀 者 諸君が 他日 自身で 明治 歷史 小說の 論な り史な を 案ぜられる ときに も 或は 幾分の 參考 

となり はすまい か、 もっとも 分外の 望み かも 知れぬ。 

二、 明治 歷 史 小 說槪觀 

歷 史小說 は、 正しい 意味で は 明治 文學界 の 特産物で ある。 明治 以前に は歷 史小說 なる もの はない、 
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これ は 《"i 然 のこと であらう、 上述の 如く 歴史 小說と は何ぞ と、 歷^ 小說の 性質 を考 へ、 これ を 構成す 

る こ 必要な ニ耍素 を考へ てみ ると、 さも あるべき 害で ある、 藤^の 眞. K を 探求すべき^ 學の 發疗も 2- 

治 こ \ つての ことで あり、 所謂 ノヴ エルの 必須 條件 たる、 個人^^^活の重耍さに對する知識と现解がほ 

の 見える やうになる の も、 坪內 逍遙 先生が 『小說 祌髓』 を唱 へ、 『書生 氣質』 を 公に してから 後の こと 

に 腸す る。 

明 台の 歴史 小 說の發 達に は、 明治の 歷^ 文 舉の發 達と 明治 新 小說の 興起が 大に關 係 を もって ゐる。 

明治の 藤^ 文舉 は大體 として、 m  口 鼎 軒の 『日本 開化 小^』 (明治 十一 年)、 藤 田 茂 士：： の 一 文明 來漸 お』 

(明治 十七 年)、 島 田 沼 南の 『開圃 始末』 (明治 二十 年〕 など を 先^と する。 これ 等の 諸 著 は 何れも 明ュ山 

初年から 二十 ハ ヰまでの 間の ものであるが、 何れも 歷 史的 眞實を 世人の 心に 敎へ、 世人 をして 歷史の 事 

實に對 する 槪念を もたせる 基礎と して 役立 つもので あ る。 

歷史文 學が眞 に 隆盛 を 極める に 至った の は、 明治 二十 二三 年 以後の ことで あらう。 明治の歴^^-文^ 

に 造詣の 深い 高 須梅溪 氏 は、 その 原因 を數 へて ■ ハー) 國粹、 王 義の提 iP によって 過去の" 木 を 新しくお 

めようと する 風潮 を 生じた 事、 a 一) 德富蘇 峰の 「國民 之 友」 などに、 毎號. 傅 類の- 胺ぉ文 3- ヶ-报 

げた ことな どに あらう といって ゐる。 此の 二 事 は 何れも 歷. 文學の 興隆 を 助けた にち が ひない。 

鼎 軒の 「史 海」 が發刊 された の も 此の頃 C 明治 二十 四 年) である。 この 雜誌 は、 新しい. 膝^ 文^の 發 


達 を 促す 上に 大きい 貢 ii をした。 却って 民 友 社の 才人 諸氏 を さへ 動かす ところがあった ものであると 

いふ。 

歷史文 學の發 達 は大體 右の やうで あるが、 小 說の發 達 はどう か。 事實 明治 小說 史上から いへば、 紅 

葉、 露 伴が 轡を 並べて 出た のが 矢張り 此の 二十 二三 年の 頃で あり、 硯友 社の 勢力の 強くな りつ、 あつ 

たの も 此の頃で ある。 新しい 小說の 出現 はいかに 早くと も 明治 十七 八 年頃 以前に は 遡り かねよう。 明 

治の 歷史 小說 が、 必然的に 二十  一二 年頃から 本式に 萌芽 を 出し 始める の も 無理がない。 以上の 歷史文 

學と新 小 說の發 達 興起の 跡 を 見て、 その 無理の 無 さが 大抵 わかる と 思 ふ。 た 一 っ遣憾 といへば 遣憾 

な こと は、 英國 の歷史 小說は その 創建者と して サ ァ • ゥォ ー タァ. スコッ トを 有し、 フランス は 同じ 

く アレクサ ン. ドル . 、チ ュ マ を 有して ゐ るが、 明治 歷史小 說界に は、 これに 比 屑す る やうな 創建の 功 あ 

る歷 史小說 家が 見 當らな い。 從 つて . ^作家が ゐ ないだ けに そ の發展 の 經路 など も英 國ゃフ ラ ン ス など 

の やうに 目覺 ましい もので はない。 

明治 二十  一 二 年頃に 歷史 小說の 萠芽が 出始めた としても、 それまでに は 萌芽 を 育む 力が 何 か 動いて 

ゐ たと 見る のが 當然 であるから、 明治 十 年 以後 史傳 史論な どの 藤 史文學 の 興起し かけた 頃から 一 一十 年 

頃まで を 前期と し、 これ を 明治 歷史 小說の 準備 期と する、 それにしても 約 十 年 前後の こと、 何とい ふ 

短 かい 準備 期で あるか、 英國 などで は少 くと も 五十 年 以上 を 費して るる、 犬なる 準備な くば 大 なる 成 
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績 もない、 これ は當 然の理 である。 か、 る 準備 期の 後に は あはて たやう に 萠芽 を 出した 明 抬の膝 史.^ 

說 ：^、  ^していって 萬 事 小規模な、 氣魄の 小さい、 め， ざまし さの かけた もので あつたの は、 蓋し む 

を 得まい。  J 

月 台 一 一十 一 一 一年 以後 一 不七八 年 前後まで を 明治 小說發 達の 第 一 段階と する。 此の 期 は 群 作家の 割據 

時代の 如き もので、 老若 それぞれの 歷 小說 作家が、 或は 藤お 的 事實を 何等. 軸 慮せ や、 或は-膝」^^ 事 

實に餘 り 拘束され 過ぎつ、、 自分勝手に 好きな 作品 を 提供し 合って ゐた 時代で ある。 若手で は 笑 妙 を 

筆 p: こ、 紅葉、 蝶峨 の屋、 露 伴、 綠雨、 浪六、 弦齋、 麗水、 水 蔭な どが 多少に 論なく^ 動し、 老人 乃至 

中老で は 學海. 櫻痴、 ^怖、 三昧な どが、 むしろ 若手 を 顧して 活動して ゐた。 當 時から 見たなら、 常時 

の感史 小說界 は、 此等 老人 中老の 天下であった かも 知れない。 ま、 美妙の 或る もの、 叉 は 露 伴の 『ひ 

げ男』 の やうな、 傑作と して 後世に 殘る 資格の ある もの も あるが、 概して = ^の人 たちの.^ は 「タ. 《 

口 マン チック、 客觀 的」 とい ふ 萠芽 時代、 創建 時代の 特色 を帶 びて ゐる。 

月 治 二十 七 八 年頃より 三十 七 八 年頃まで は、 大體 明治 歷ぁ 小說發 達の 第二 段階と みて よから う。 概 

していって さう 歷 史的 事實を 無視し、 顧慮し ない 作が なくなり、 むしろ 正直な^ 代 ケ描寫 し. それに 

關 聯 して 幼稚ながら 個人的 情緒 生活に も 解 釋を與 へようと した 時代で ある。 或る 意味で 此の ffi- の. 1 表 

リ歷 .3.- 小說 家に 塚 原^ 柿 を 擧げる ことが 出來 る" 第 一 期の 作家 中- M. 吏 小 說界に 絶った 人力 各. -カ 


依然 活動して ゐる人 も 少し は ある。 新手と して は 先づ樗 牛、 風 葉、 その他、 靑軒、 奴 之 助、 曉花 など 

を數 へる が 概して 歷史 小說の 作品 も 作者 も 第 一 期より 遙に 少ない。 之 は 一 っは歷 ぁ的眞 實に對 して 世 

人の 眼が 大分 開いた ので、 さう む， ざむ、 ざと 歷史 小說 だと 銘打って 自由な 空想に 或る 小 說を發 表する こ 

とが 出來 なくなって 來 たせ ゐも ある。 叉 時代 意識が 同じ 小說界 でも 他の 點 (たと へば これ を 前にして 

社 食 小說、 これ を 後に して 自然主義 など) に 集中され、 歷. a- 小說 など 閑却され てゐた 傾向 も ある。 今 

柿の 作 を もって 此の 期 を 代表 させ、 これ を 基調と して 作風 特色 を 察すれば、 外的 出来事に 興味が か 

かって ゐる點 は 免れない が、 歷 史的 事 實に對 する 概念 は 立派に あ，..^、 歷. a- 的 精神への 愛着 も 立派に 見 

える、 たゾ 個人 生活の 解釋、 個人 情緒の 說 明の 點で 不滿が あるの を 免れない。 概してい つて か、 る特 

色 は ii 柿 本來の もち 物で あり、 これが^ 柿 をして 第 一 期に 轡を 並べ て馳 せた 群歷 小說 家中に 頭角 を 

拔ん 出させた ものである、 これ を もって 明治の 「外的、 ロマンチック、 客觀 的」 歷.3^^說の大成した 

ものと い つ て もさう 過言で は あるまい。 

此の 期の 末に 漱 石が 數篇の 歷史 0 マンス を 書いて ゐ るが、 歷 史小說 とまで 進展せ やに やんだ。 

明治 四十 年 前後 頃から 四十 五 年 迄の 一 期 は それだけ では 一 期 を 成し はせ ぬが、 歷史小 說の發 達に と 

つて は 重大な 過渡期で ある。 美妙が 著しい 進境 を 示して ゐ るので 假に 美妙 を もって 代表させる。 作と 

して は 天外の 『伊豆の 賴朝』 などが 傑作と して 殘る ベく、 新進作家 として は 潤 一 郞氏を 注目すべき e 
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あらう。 突 妙の 藤 史小說 は 此の 期に 入って 內 的の 深さ を增 し、 從來 彼に 缺 けて るた 歷 史的 事實に その 

作 を 基礎 づける とい ふ點も 先づ滿 足すべき ものと なった 單に 基礎 づける に 止まらす 或る 作で は ♦  M 

史の 出来事に 對 して 相應に 「想像 的 解釋」 を 加へ て 居り、 個人 情緒の 說明は 最も 見事に 行 はれて ゐる。 

大 . 正 藤史 小說界 の先驅 として 立派な ものであると 思 ふ" かくて 明治の 歷 5^ 小說 はつひ に 最完最 全 發 

達 I- 义智 にの-， よらす に 大正 藤 史小說 になる ので あるが、 これ は 如何に 遺憾と して みても、 文舉 史上の ず 

實 であるから 何ともし 難い。 大正 歷史小 說界に 入って、 文壇の 長老 森鷗 外が この 方-面に a. をと り 始め 

る や 直ちに 傑作 綾 出、 歷 史小說 としての 最高 水準に 達し、 明治 藤^ 小說の 或は 到 辛 S すべ かりし-粘 史小 

說の 最完最 全の 發達 段階に 入った 觀 があった.^ 鷗外 と共に この 發 達に 貢献した 文壇 作家と して は先づ 

寵之 介氏寬 氏な どに 屈指すべき であらう。 露 伴 氏に も数篇 あるが、 これ は 人情 的お <1 として 膀. 文 风广 

としての 傑作と 見るべく  (よし それが 歷 史小說 以上の 與 味が あるに せよ) -1 史小說 としてで はない 

刖に 所謂 文壇た 超然たる 作家に 介 山 氏 あり、 力量の 大、 氣魄の 雄、 玄壇人 家に 對 して 隱然ー 敵 M た 

る 立場に ゐる。 

三、 明治の 歷 史小說 家の 印象 

一 、 龍き。 嗚鶴。 南翠 


歷 史小說 は嚴密 にい へ ば 明治 一 一十 年 以後に 發展 した 文學 形式で ある こと は 旣に說 いた 通りで あるが 

それ は それと して、 今一 一十 年 以前の 文 學界に ほの 見える 歷史小 說の胚 種と もい ふべ き 作物 を 拾って み 

ると、 目につく ものが 三 四 ある。 矢 野 龍溪の 『I ぽ經國 美談！ (明治 十六 年) 藤 田 鳴 鶴の r 濟民 偉業 錄』 

, (明治 二十 年〕 須藤 南翠の 『照 日 葵 1 明治 十九 年) などが それで ある。 • 

此 等の 作物 は 所謂 政治 小說 であり。 歷史の 輿 味 を 主眼と した もので はない、 此の頃 歷史 文學が 政治 

的 興味と 切っても 切れない 連 契 を もって ゐ たやう に、 いかに 歷 史小說 的の 分子 を 多分に もって ゐても 

當時 では 矢張り 政治的 理想に あこがれる 一種の ロマ ン チシズ ムを脫 する ことが 出來 すに ゐる。 以上 三 

作のう ち、 『經國 美談』 は歷 史小說 として 最も 見事な 出來榮 であり、 『濟民 偉業 錄』 はこれ につぐ。 

『經國 美談』 は 古 ギリシャの テ， 'ベ マン ィ ブス 〕 の 興隆の 願 末 を 叙した もので、 に根據 する こと 

最も 確實 であり、 篇 中に 活躍す る 諸 豪傑 も 九分 通りまで は 史上 實 在の 人物 を その ま 描いた の だから 

全體 として 甚だ 生々 と 描き 分けられて ゐる。 趣向が 正史 を 潤色した もので あり. この 點 からい へば 支 

那の 演義 體を 新式に 行った ものと いって 可い、 た^^主眼が經國濟世とぃふ政治的方面にぁるので、 ィ 

パ ミ ノン ダス やべ ロピ ダスな どの 豪傑の 個人 情緒の 說明描 寫がゃ ともす ると 概念的に 流れ、 大きな 

不満が あるの は 止む を 得ない。 

『濟民 偉業 錄』 は 『經國 美談』 に 比して 今日 讀む 人は少 からう、 此の 小說の 舞臺は 支那で ある。 龍溪 
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の 評語 を かりる と 「事 を 支那の 舊 世界に 繁け、 道 を 西洋の 新 社會に 取る、 篇 中の 人物 議論 言語、 ^是 

れ 支那 史書 中の 成語に して 其 精神 は 悉く 西籍に 合せざる ベから や」 云々、 これで、 ^の 》 ^か 純 i_ -史. 

說 でない ことが わかる。 舞臺を 支， 那 にかり、 これに 西洋の 道 を 吹き込んで 新興 日本の 政治に 何 か 諷し 

ようとす ると ころが あるので あらう。 明の 世宗 の嘉靖 年間 姦ほ嚴 嵩 父子が 權威を 逞しく し、 圃 家の 政 

治が 犬に 亂れ た。 この 時 兵 部員 外 郞楊繼 盛の 子 楊 雲 字は士 龍と いふ 憂 國の靑 年 才子が 濟 1  おの 大業 を 志 

して 天下 を 周遊し 同志の 友 を 結んで 大事 を 計る とい ふ 筋で ある。 楊 雲が 實は曰 本 倭寇の 豪傑 某の 子， た 

つたり、 その 右腕と たのむ 壯士魯 英が實 は窈雜 たる 佳人 瓊 一英と わかって 遂に 偕老の 契 を 結んだり する 

ところ は、 傳奇 として は 面白く は あるが、 藤 史小說 としての 立場から すれば、 無く もがな である。 

『就 世 悲歌 照 日 葵』 は 南 翠の作 中、 傑作に 屬 する ものであると 思 ふが、 前 二 作に 較べて 見劣りがする、 

出身が 出身 だけに 讀 本式、 草双紙 式の 趣向な り 臭味な りがぬ け 切らす、 作者が 時 尙を遂 ふに 敏な人 だ 

けに 作の 中心 を 貰いて 讀者 の 心 を う つ 精 祌氣魄 と いふ ものが 足らぬ。 陸 奥 の 大領名 取 家の 臣大飽キ-tl^- 

之 介 忠良なる ものが 姦人 を 斬って 主家 を 安堵させる とい ふ 筋の、 矢張り 何 か 寓意 ありげ な 作で ある。 

一 一、 山 田 美妙 (その 一 ) 及び魄峨の屋氏の歷*.^^說 

山 田 美妙 を歷 史小說 家と 見る とき、 彼に ついて 語るべき こと は 却々 多い、 これ を 前後 二つに 分けて 


ケ 前期の 彼に ついて だ け 簡„4 に 語る。 

美妙 は 或る 意味で は處女 作の 時から 歷 小說の < 刀 子 を もって ゐた、 抒情 的 乃至 主情的 詩的 分子 も 多 

分に もも 合 はして ゐ たが、 歷史 小說的 分子 も相應 にあった。 我樂多 文庫に 載った 處女作 『竪琴 双紙』 

は アルフレッド 大王の 傳を 骨子に した 藤 史小說 めいた もので あ .c、 處女 小說集 『.1 木立』 の 約半分 は 

歷 史小說 であり、 その他 初期の 作で い、 もの、 勝れた もの、 世評に のぼった もの は皆歷 史小說 作品で 

ある リ 『武藏 野』、 『蝴蝶』 など 例に とって 昆る とい /-。 

『武藏 野 J  (明治 一 一十 年) は 今 は 『夏木立』 集の 一 篇 となって ゐる、 本來歷 史小說 などと いふ 重々 しい 

名で よぶべき ではなく、 抒情詩 的 小品と もい ふべき ものである。 足 利、 新田が 關 東の 山野に 血 を 流し 

あった ころの 武藏 野、 つまり 今の 東京の ある 部分 を舞臺 にして、 當 時の 空氣 なり 生活な り を 想像 的に 

餚 させた ものである" これと いふ 筋 もな く、 取り立て いふ 程の 人物 も 活動 しないが、 內に 盛られ 

てゐ る空氣 なり 詩 味な ト人か 堪らなく 可い。 歷史 小說的 小品と して 傑作で ある。 

『蝴蝶』 (明治 二十 二 年) は 美妙の 名 を宣傳 する に は 犬に 力が あった 作で あるが、 これ は、 一つ は 作 そ 

の もの、 爲め とい ふよりも 例の 裸 體畫が 入って ゐ たからで あらう。 脚色 は 壇浦沒 落の 後日 物語で、 安 

德 帝のお 伴 をして 落ちた とい ふ經房 卿の 書いた 古文書に より、 二 厘 一 毛 も 事 實を枉 げや、」 ありの ま、 

書いた 物で ある。 、王 人 公の 蝴蝶 は 「ことし 甫 めて 十七に なった 宮女」 である。 壇浦沒 落の 時、 主上の 
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船 を 追 ふつ もりで 惡 者の 手に入ら うとし、 それ を 逃れて 海へ 落ちた のが 緣でー 一郎^ 風と いふ 戀 人と あ 

ふ。 同棲 三年、 落ちた 安德 帝の 居所が 二人のと ころに 知れる、 元々 源氏の 間者で ある ニ郞は 源氏に； ま 

へ 出ようと いふ、 蝴蝶 は 一夜、 愛情 をし のんで 夫 を 殺す。 だが その 翌朝 帝が お隠れに なった の.^ 聞い 

て、 發 心して 尼になる。 興味の 中心が 外的の 事件の 蓮び ではなく、 蝴蝶が 愛と 義理にから まれて 我と 

自らた まし ひの 戰ひ を續 ける 內的 葛藤に あるが、 これ は 注目す ベ き點 である。 

以上の 外に 注意す ベ き 作と して は、 『いちご 姬』 (明治 一 不一 一 年 y 『丸一 一つ 引 新 太平 記 1. 同一 不叫 年) 

『兜 菊』 (同一 一十 五^) などで あらう。 

『、ちご 姬』 は、 そのもの として は 種々 の 缺點を もってる るが、 力作た る を 失 はぬ- 與 味の 中-七 力、 

. と 同じく、 王と して 女、 王 人 公い ちご 姬の 性格 . 心理に ある 點、 ち 外的で なしに 內的 であろ 點は 

注意して 可い。 た- 肝心の 興味の 中心と なるべき いちご 姬の 性格 描寫の 筆が 今少し 深く ふれない， たけ 

讀 者の、.： J に不 滿を與 へる。 いちご 姬と いふの はさる 堂上 公卿の 愛 女で、 中々 氣 がさの、 勤 ェの心 を も 

つた 女生が ふとした 機會 から 思 ふ 人に 身 を 許さん として 思 はぬ 人に 操 を 失つ てから、 性格が がらり と 

ー變 し、 夫婦 共々 盜賊 殺人の 惡 事を磡 き、 幾人 かの 男 を轉々 と.： r 外んだ 揚句、 流れて W 舍 侍の 妻と なり 

野心に 狂氣 して 死ぬ。 舞 臺は足 利 東 山 時代で ある。 

『丸 二つ 引 新 太平 記』 これ は 足 利 尊 氏、 直義の 兄弟 を 描いた 小說で 二人の 性格に 對 して 同情 ある 方 


で 解釋を 下して ゐる。 尊 氏 方から 見た 大塔宮 護 良 親王 も 一 寸 首肯され ると ころが ある。 作者 も 一 番刀を 

入れた ので あらう が、 直義が 一番よ く 描かれて ゐる。 大塔宮 を わざと 怒らして じらしてから かって、 

先方から 事 を 仕出かさせよう とか  >  ると ころが 裏の 裏と いふ 程う が つて ある。 その代り宮がた 正直 

一途 勇猛 一 點 張りの 人物と なって ゐ るの は 止む を 得まい。 これに 描かれた 尊 氏 は傳說 上の 西鄕 隆盛に 

よく 似て ゐ る。 

『兜 菊』 この 作 は單行 本がない ので 人に 最も 讀 まれない もの だが、 未完ながら 美妙の 作 屮で貫 きをな 

す ものである。 時代 は 足 利の 初期 か 中期、 舞臺 は武藏 五十 皿 子 近くで、 土民 上りの 美少年 金剛 次郞が 

、王家 橫領 の 大野 心から 山の 內 管領 に、 王家 を賫 ると ころまでで 終って ゐる、 此の 作 も 興味の 焦點 は 金剛 

次郞の 心事の 變化 にある、 その 奸智 の縱 撗な點 にある。 然し 筋と して 無理が 多い、 例へば 女装の 次郞 

が武藏 野で ひるねして 金山、 王從 にあ ふ、 これが 發端 だが 次郞が 何の 爲 めに 女装して 野原に ひるねして 

ゐる のか わからない 類で ある。 

『まことに 憂世？』 (美妙 集) など も、 此の 期の 作と して 一 讀 すべき もので あらう。 

美妙の 歷史 小說は 二種 あり、 『猿 面 冠者』、 『新 太平 記』、 『雪 折 竹』 の やうに 實 在の 人物 又は 實 際の 史 

實に 基いて 巧みに これ を 敷衍し 鋪 張して 一 種の 新 解釋新 批評 を 加へ ようとす る ものと、 『武藏 野』、 『い 

ちご 姬』、 『まことに 憂き 世？』、 『兜 菊』 などの やうに、 赏 際の 人物 事蹟で はない が當 時の 時勢に 孕ま 
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されて 然るべき 想像 上の 上の 人物 をう み 出して、 上手に これ を 活動させる ものと である。 稻 してお 情 

心、 主情的 傾向が 多く、 歷 史的 眞 實に對 する 概念 はさまで 確乎と はして ゐな いが、 個人性 格の 尊重 は 

ある。 外的 興味 もな く はない が、 內的 興味に 力を入れて 外的の 方 を これに 從 はしめ てゐ る。 これが 特 

色で ある。 

美妙と 同じ 主情的 傾向 を もつ 歷史 小說を 書いた 人に 矢 崎 蝶 峨の屋 主人が ゐる。 峻 蛾の 屋 主人 も 始め 

は 『阪東 武者』 (明治 二十 四 年〕、 『黄 八蟠 J, (同 二  + 五 年) などの やうな 史實 によった 作 を 見せて ゐ たが 

だんだん 進んで 『中世 武士』 (同 三十 年)、 『一 劍有響 落花 村』 〔同年) などに なると 全然 史實も 何も 無 i 

した 抒情 的 詠歎 的 作品に なり、 『關柬 男兒』 (同 三十 年〕 に 至って 眞 物の 詩に なって ゐる。 美妙の、 王 情 的 

倾向を 徹底 さした やうな 感じの する のが 嵯哦 の屋 氏の- 歷 史小說 である C 『中世 武士』 をと つて 讀む とそ 

の 調子が よく 分かる。 活動す る 人物に 何れも 名がない、 例へば われと いふ 武士が 功名 を 求めて 天下に 

龙 一ぶ、 禺然 或る 野で 何處 かの 兩 軍の 戰 つて ゐ るの をみ る、 一方 を 助けて 敵 を 破る。 恩赏を もら ふ だ 

が、 敵 將の姬 と戀： 中に なり、 浮世の 無常 を 感じて 何處 ともなく 去って しま ふとい ふ 風な ものである。 

三。 紅葉。 露 伴。 綠雨 

美妙と いへば すぐ 紅葉が 聯想され るが、 その 才識 乃至 成功の 度の 如何 はとに かく、 藤^ 小. ャ』 とい ふ 


點 からい へば、 紅葉 は 美妙の 遙か 下風に 立つ U 

出世作 『色 懺悔』 (明治 二十 二 年〕 は 時代物で は あるが、 歷 的 興味な ど 全然ない、 抒情詩で は ある 

かも 知れない が 藤 史小說 ではない。 

r 關東 五郞』 (明治 二十 二 年) の 方が これに くらべる と いくらか 歷. 小說 めく 感じが する、 然し 此の 一 

篇 では 紅葉の 歷史 小說の 手腕の 優秀 を立證 する ことにな りかね る。 . 

露 伴 はこれ と反對 に、 少數 だが 美妙に 拮抗して さまで 邏色 のない C 或る 點 では 凌ぐ) だ けの 歷史小 

說の 作が ある。 代表と して 『奇 男兒』 (明治 二十 二 年)、 『雪 紛々」 (同年)、 『ひげ 男』 (同 二十 三年) な 

ど を擧げ る、 そのうち 『雪 紛々』 は 堀內新 泉との 合作になる もの だか.， - これ は暫 らくの ぞいて、 他の 

ニ篇 について 簡單に 語って みる 

『奇 男兒』 と は 問題の 烈士 村 上喜劍 のこと である。 此の 作に は 別に 歷 史的 眞實 の考證 めいた ところな 

どない あ た V- 傳說 通りの 喜 劍を寫 したまで であるが、 全篇に 漲った 作者の 氣魄の 烈し さが 讀む 者の 心 

をう つて 名狀し 難い 感激 を覺 えさせる。 就中 京都の 茶店で 大 石內藏 助に 酒の 飮み方 を敎へ ると ころな 

ど、 讀んで 骨が 動く やうな 氣 がする、 元々 喜劍を かりて 作者の 理想 を寫 すの が 興味の 中心で あ， 5、 從 

つて 嚴密に 歷史小 說の资 格 をた ゾし 始める と 果して 何う か は 知れない が、 『奇 男兒』 あたりに なると、 

もう 問題 を 超越した 理想的 歷 史小說 として 立派に 通る と 思 ふ。 
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『ひげ 男』、 これ は讀ん だ 人た ち も 多い と ふが、 武 田勝賴 の長篠 出征 を 背景に して 3« 州 方の 笠井大 

六 郞高英 なる ひげ si- のこと を 書いた ものである" 現に 流布して ゐる 『ひげ 男』 は 後に 書き かへ たもの 

だとい ふが、 何れにせよ、 明治 歷史 小說の 傑作の 一た るケ失 はない。 長 篠戰の R、 勝 頼 方の 諸老 はが 

訣別の 水 酒 をす る 場面、 酒井忠 次が 信 長家 康兩將 の 前で 蝦す くひの 舞 を まふ 場面、 捕廣 となりし 笠 

井大 六が 自ら 手に かけた 柳 小 太郞の 姉の 玉 枝に 述懷の 場面、 皆歷 史小說 として 上乘 でない もの はない。 

主人公 笠 井大六 の 言動 を か h- て 作者が 述 ベ る 理 想 の 烈々 とし お 意氣、 これ は單な る 展^ 小說 に は のぞ 

めない ものである。 露 伴 は 直ちに 自分の 勁 烈な心 念，^ 作 中の 人物に うち 込み、 作 中の 人物と ー體 にな 

つて 動く。 それだけに 讀 者の 心 を 感動させる カも强 い。 此の 點 では 美妙の 作 も かへ つて 一纏 を輸 する 

ところが ある。 

綠 雨の 歷 史小說 について は、 いっか 小島 德彌氏 か 誰かが 少し 論じた ことがある やうに 記惊 する。 そ 

の 大意 は、 批評 や 論難の 際の 綠雨 は惡 魔の やうに 強いが、 展 史小說 によって 見た 綠雨 は祌の やうに 弱 

いとい ふに あったら しい。 綠 雨の 歴史 小說の 代表作と もい ふべき は 『見切 物 J の 中の 『弓矢 祌』 (明治 

二十 七 年) であらう。 これ は 何れの 時代と も わからな いが、 玉 m 左衞 門の 殘黨落 ^五郎 安方が 故お の 

姬を 奉じて 仇の 眞間 入道 を 打たん と 計， り、 事 成ら やして 自殺す ると ふ悲慘な物；^|1でぁる" 各人の 化 

も想應 よく かけて ゐる がた >- 最大 缺點 は 背景 として 何等 i^.s^ ノ的 實 の 概念が 與 へられな いので、 出 


る 人物が、 皆 何やら 皆 空 を蹈ん でゐる やうに 思 はれる。 そして 全篇 些の 明るさ もない、 暗い 琳 しい 物 

語で ある。  . 

曹 

四、 舉 海。 三 昧。 

拳 海の 小 說は歷 .8.- 小說に 終始した ものと いはれ、 當人 もさう 考 へて ゐ たらしい が、 彼の 小說の 大半 

が 架して 眞 正の歷 史小說 といへ るか 何う か 疑 ひなき を 得ない。 私の 考 へる によると * 彼の 數 ある 作 中 

僅に 歷史 小說と 目され て 可 ささうな る もの は 『竹 ii 善 文』 (明治 二十 二 年)、 『征 西將 軍』 (同 二十 三年) 

〔楠 木』 (同年) などの 數篇 に過ぎない。  , 

『竹 間 善 文 j は 鎌 倉 管領 持 氏に 仕へ た 武士 竹 間 善 文の 自敍傳 物語 體に 綴った もので、 學海 として は 確 

に その 乏しい 想像力 を 傾けて 作った ので あらう。 此の 人 特有の 木 1^ を かむ やうな、 情感 もない 描寫ゃ 

記述が 少く はない が、 優に 一 讀 は出來 る，) 『征 西將 軍』 は 後醍醐 帝の 皇子 征將 軍懷良 親王の こと を 叙し 

たもので、 未完で ある、 恐らく 舉 海の 小 說 中で 一 番の 大作 物 かも 知れない。 引證 該博、 舞臺も 相應ひ 

ろく 取って あるが、 何しろ 個人 情緒な ど些 もない ので 普通の 讀 者なら 幾頁讀 まな いうちに 參 つてし ま 

ふ。 そこへ 行く と 流石に 一 楠 木』 は 短くて 割合に 筋に 變化も あり、 少し だが 侗 人情 緖も あり、 人物の 

個性な ども 幾分 描かれて ゐ るので、 彼の 作屮 で先づ 第一 に歷 史小說 らしい 感じが する 作で ある。 
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舉海 に似て 逮ふ 人に 宫崎 三昧 道 人が ゐる。 漢擧に 達し 漢詩 を 作る 點は 似て ゐ るが、 三昧 は 小^家 的 

分子が より 多く、 世話物の 作品 も少 くない。 三昧の 方が 文章 もつ やが ある" 三味の 歴史 小 說は、 『松 花 

錄』 (明治 二十 二 年)、 『搞圑 右衛門』 (同 二十 六 年) で 代表 させても 可い。 

『松 花錄』 は當 時として 文章に 新味が あるが、 筋 は 平凡、 權臣の 子が 浪人 武士の 娘 を 取らう とする、 

壯士 が義に 勇んで それ を 助けて 恨 を かふ。 と- のつ まり、 浪人 父子 は 山 谷に 跡 を 埋める、 壯士も 浮世 

を 捨て. - 同じ 庵に 入る、 權臣 父子 は薛業 重って 主家 を退轉 するとい ふ 物語。 時代 は 足 利の 初期. 錄倉 

管領 基 氏の 頃で ある。 明 石 淸虚齋 とい ふ老 武人 は 割によ く 描かれて ゐ るが、 總體が 筋の 上の 興味 だか 

ら、 人物 も 機： M 的に 動かされて ゐ るの を 免 かれぬ。 

その代り 『缟 團右衞 門』 の 方 は、 所謂 性格 描寫の 藤. 3^ 小說 として 明治 歴^ 小 說界の 傑作の 一 つで あ 

ると 思 ふ。 藤 史上に 名高い 拗 物の 團 右衛門の 性格 を寫 して 神に 入った ものである。 勿論 誇張 も ある、 

舞 文 も ある、 理想化 も あるが、 何とい つても 時代の 精華と もい ふべき、 一徹の 武士 氣 質が 讀んで 行く 

うちに 心 を わくわく 躍らせる， - 浪人せ ぬ 頃の 團右衞 門、 浪人 後の 彼、 石 £ 三 成の 首を盜 まう とか、 る 

ところ、 乞食の 生活に 入って からの 義俠、 猛將變 つて 禪 僧の 鐵 牛と なること、 例の ー鞭遲 到の^、 彼 

に 子 を 託す 遊女 左 近の ことな ど、 數へ 立て、 胸の すっとす かない 場面 は 一 つもない。 叉 副 人物と もい 

ふべき 男女 も 僧俗 も 好漢 子ば かり 好 女子ば かリ、 勿論 歷史 小說 として は 幾ら も 缺點は あるが、 闹右衞 


門の 性格 描寫 がすば 拔 けて 快い ので、 他 を 忘れて しま ふ。 持って 生れた 意地 骨 を 立て /- たて、 たてぬ 

いた 拗 物の  一 ^は、 浮彫の やうに くつき わと 描き出されて ゐる。 

五、 櫻 痴。^ 柿。 

樱痴 は^ 姉の 師匠 株で あるが、 櫻痴 にも 歷史 小說と HI すべき 作 は澤山 ある。 だが 概してい つて、 樓 

痴の歷 史小說 は 櫻痴の 史論に 比べ て 半分 も 面白くない。 舉 海の 歷 史小說 を： S{ に而 白くな くした やうな 

のが 櫻 痴の歷 史小說 である (伹し 彼の 史劇 物に は 一 切 ふれて ゐ るので はない、 豫め斷 つて 置く)。 

櫻痴の 文章 は實に 隙間の ない 老練な 文章で あり、 〈の 方の 詮議 も實 によく 行きと、； - いてる る、 だ 

がその 歷史 小說の 書き方 は 全然 歴史の 書き方で 小說の 書き方で はない。 種々な描寫がた、；^拙ダ^-平凡な 

筋に つながれて ゐる だけで、 或る 巾 心に 一 つの まとまった 綺靈 をな す やうな こと はない。 この 散亂體 

の缺 點 は 彼が 力を入れ たらしい 『天竺 德 兵衞』 (明治 二十 五 年〕、 『練 銷 新 三郎』 (同年)、 『水 野 閣老』 (同 

二十 八 年) などの 何れ を 見ても 伺 はれる、 此の 統一 のない のが、 歷 史小說 としての 根本的 致命的 缺點 

である。 老熟な 筆に も掩 せない。 晩年の 『元寇 物； 詰』、 『鎮 西對 外談』 は 大作 だとい ひ 得 やう。 

溢 姉は歷 史小說 家と して 終始した ので 好い 作品 も澤山 あり、 批評家に よると 明ュ m の歷史 小說が 彼に 

,s つて 絶頂に 達した とい はれて ゐる。 或る 意味で は絕 顶に途 したと いふの も 溢 美で も あるまい、 それ 
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二  OS 

w 究篇  ， 、 

は 外的 m 來 事の 描 奪 趣向と する 雷小說 として は、 明治の Is 柳の 上 を 越す 作 S  一. T な.. 力 

h もの 作で I すべきな S は、 『山中 源 I 門』 (明治 一一 十七 年)、 『北 章 雲』 (同 二十 八 年)、 i 

11 『ま 逸平， i 二十 一年)、 ill  m  i 一 

さ i 不九年 y 『不老 術』 (同 四十 一 年)、 『水戶 光 g 同お 一 年)、 『水 野 越前 守 十 一 . 

どで あらう。 澤 山の 作品で あるから 選 擇に謹 も あらう が、 ミ では、 以上の II について f 

『北 章 雲』 では、 00^-!fl§Ai^l!^^ 

- n  , ュ；、 匕り、 兌つ」 よ EverA 川.^ 一に も 凝 ひの ある、 ft の ある 人 杵，， -.f 

である。 作^の 同情の せゐか 知れぬ 力 ルの. ^説て は ntt 力.^ f  f  i 

いして ゐ るつ 作者の n 的 は 或る 點 まで 達成され てゐ ると いへやう。 

v£ ままと いま 川の 俠妓 のこと 基いた もので、 足の 小指が 一本ない ので、 sgt， 

HPIiisI 小說 としてい へば、 li^s.J 

さ す カ\す、1ー  )  0  .--ch..<  r\  ！ V 

>  ^>  - し，,.551.5、&!=>:り^81巧31こもってゐ乙 ^^^の八^ 

！.  、。- 二 Uy5,e  二. ト兌 f;- 未が， ^ らみ そ ゎに義：^1^±^,夕：び筻 . 

ぁらぅと5^ふ ま 家^ 動に 扭^ バき 。びお 力 力 グ  、 J  , よ 

のま 家の 靈が 話の 中心で あるが、 出て 來る 人物 相 五 I 係が これ 程 入. り 机んで ゐ； ：』.：^;;; 

. 先づ遭 袋のお si の 金 寝 I 生 村 tl 兵衞の 娘で t3」 おけえ 


あるまい 


に 出、 澤禪の 妹の 深 川 藝妓ぉ 夏の 家から 藝妓に 出る、 それに 對 して 親の 仇 百姓の 仇た る 郡代萱 木五郞 

兵衞が 惚れる、 最も 老爺 だけに 汚い 惚れ 方 だ、 ぉ關は 此の 老爺の ために 足の指 を 切られる ので ある。 

澤 fg の 妹の 藝妓ぉ 夏 は 悪人と 知らす 金 森 家の 成 上り 用人 黑部市 郞右衞 門 を 旦那に して ゐる、 だが ぉ關： 

の 身上 を 知り： 兄から 黑 部の 惡事を 聞いて ぉ關の 方に 同情 を 表する。 お 夏 は その 爲 めに 金 森 家の 下屋 

敷で ある 黑 部の 妹で 金 森 家の 妾お 照に 殺される。 黑 部の 手先の 目 明三吉 はお 關に戀 して ゐる、 それで 

改心して 百姓 方の： g: 情 者になる、 惡 寺社 奉行 恩 W 長鬥守 はお 照と 私通して ゐ るので 金 森 家 を かば ふ。 

そのう も 白山 騷動 (元は 神、 王问 志の 爭 ひ- が 大事に なって、 澤禪に 率 ゐられ た 一 隊は 八幡の 金 森 家の 

居城 を 燒き拂 ふ、 又お 關の 叔父 杉 本 左 近に 率ゐら れた義 徒の 一隊 は 老屮酒 井 侯に 直訴す る。 酒 井 侯と ■ 

族 下の 水 野 十 兵 衞忠英 (澤 禪の舊 主) が 百姓 方の 同情者と して 影に 動く。 一  方 野犬が 銜へ 出した お 夏 

の 片腕に 市 (巿郞 右衛門) の 入墨が ある ことな どの 證據 から 流石の 惡人共 も 罪に 伏して. 大騷 動が： E 

まる。 これに あれが からみ、 それが これに 絡む とい ふ 風に して 重々 層々 として 事件が 大圑圓 に 近づく 

息 も つ けない 面白さで ある。 

『不老 術』 は 『新粧 法』 と俟 つて 完結す る 作で、 淀 君の 心事 をう かがった ものと して 一 寸 面白い。 筋 

は、 顏に 皺の 昆ぇ 始めた 淀 君 は それ を 心配して 叙 山の 僧 豪澤に 不老の 法を修 させた 上、 豪澤を 西班牙 

にや つ て 新 化粧 法朋の 白粉 を も つ て來 さすと いふ * たけ だが、 それ を 望む 淀 殿の 心事 を 織 W 家 恢復の 大. 
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賭- したの は、 淀^の 性格 上 或は さう も あらう かと m 心 はれる 解釋 である。 『淀 殴』 (明治 三十 八ハ 牛) の 

長篇 よりも、 此屮 短篇の 方に 棄て 難い 味が ある。  . 

『夭 草 一 挽 1 は ひとり^ 柳の 歷史 小說 とい はや、 明治 藤 史小說 中の 最大 收轉の 一つで ある。 先^ ロシ 

ャ のョッ フ H が 東京に 滞在中 此の 小說を 手に入れたい といって 新聞 廣吿 迄した 事 は 未だ 知る 人の 記憶 

に は 新な もので あらう。 此の 小說 では 天草 一揆の 大將 天草 四郞 と. m 井 正 雪との 連絡 を 肯^し、 叫郎を 

キリスト 敎 徒で 非凡の 英雄 と^て ゐる、 正 雪が 謀反 人の 首領に する ために 薩麼へ 下って §れ は秀顿 ひ，. - 

方 を 深すな ども 面白い。 發端は 肥 後の 日 奈久で 正 雪と 叫郞 との 出會、 四郞 はお 時と いふ. ぬ 子 娘に ィ. - 

てゐ る。 正 雪 は 八 代の 四郞の 姉の 家に 一泊して 四郞と 密議す る。 この 密謀の^^ は舞蕞 は.^ 州 名古屋 

に 飛ぶ、 尾 州 家君 隠の 內愤 に來 たので ある。 大 i にかへ つ S 郞は物 I 川、 i や t 助けた 寧 

から、 爲州 侯の E 通りで 惡劍士 淵 上 逸 角との 試合と なる。 四郞の 勝が もとで 淺川 〔永に 禍ひ がか、 り 

、！ VF= は暗擊 になり、 子息 恭之 進、 娘お 綾 は 四 郞の附 添で 仇 討に 出る (お 綾 は 叫 郞に戀 して ゐ るの だ ズ 

仇の 淵 上 は 江戶に 出て 島 原の 松 倉 家に 奉公す る、 一 夜 恭之進 一 行 淵 上の 隱^ に蹈み 込んで 四郎の 後お 

で 仇 をう つ、 だが 相手が 松 I の棄 C な ？ゐ るので、 問 S 紛糾し、 i はさぎ i" ぜ 

なる。 松お の 家老 大館權 之 助 大望 あ. -、 主の 愛妾お 鉗と 通じ 主家 を 横領し ようと 計る。 權之^ は 

ど ■ を 此の 仲間に 入れようと する。 i ぁ郎は それに 入った 如く はせ てき 家の 亂 政ぎ"— . 


うとす る。 此の間お 紺が 1: 郞に戀 して 殿の 怒り を 買 ふ 一 幕、 四 郞が踏 総 を 踏まされん とする 一 幕な. ど 

あって、 さて ー授の 火線の 島原領 百姓 騷 動が 始まる。 これに 信仰 IS 迫 問題が からんで 愈々 旗揚 とな 

るの だが、 大將 とすべき 叫郞の 居所が 不明で ある、 それで 四郎の 姉のお 竹が e: 郞を 探しに 屮：： る。 お 竹 

がふと した ことから 松 食の 屋敷に 四 郞のゐ る こと を 聞き、 四郞を 助けよう として 松 倉の 屋敷に 入り、 

危く检 倉の 妾に される ところ を 正 雪 その他の 力で 救 はれる。 かう して 四 郞は本 國に歸 つ て 一 換 の大將 

になる" これ 以後 は 在来の 天草 物語と 大同小異で あるが、 た 遠 ふの は 雪が 天草 方と して 城の 內外 

で大 働き をす る ことで ある。 長 崎へ 行って、 ボルト ガル 人 をロ說 いて 城 方に 味方 させようと したり、 

城 中 人々 に說 いて 無謀の 籠城 はやめさせようと したりす る。 最後 は宗 iji 弘 通の ため 四 郞ぉ緩 その他が 

落 ものび、 お 紺が 身代りに なって 死ぬ、 明末蕞 灣に據 つた 鄭氏を 四 郞の後 身で あるら しく 暗示して あ 

る點 も、 史實の 問題 を 離れる と、 小說の 趣向と して 興味 ある 見方 かと 思 ふ。 

濺柿 はもと 武士で あり、 從 つて 武士 魂と いふ ものが 最後まで 殘 つて ゐる. - 從 つて 武士道 や 武士の 意 

氣地 などに からむ 所謂 拗 物の 性格 を 解剖 描寫 する の を 喜んで ゐる。 が、 た その 解剖が 聊か 皮相 的で 

あり， 道義 的 見方 ー點 張りからの みする ところが 單 調に 流れて 讀者を あきさせる ことがある。 然し 史 

*< の 設索も 比較的 好く やり、 藤 史的 精祌を 愛着す る 心 も 強く、 想像 的 解釋も 多少 あり、 此の 點 では 歴 

史小說 家と しての 資格 を 十分 備 へて ゐる。 然し 作品 一 體に 古風と いふ 趣きが あるの は爭 はれない。 ^ 
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柿の 感^ ト^の 理想 は、 「要するに 古文書 や 歷史は 信憑す るに 足らぬ、 i^h*.- 小說は 自分の.^ 評 手 

に 雷 を 解剖し 利用し、 創造した がよ い」 と 云 ふに ある (本菌 第 十卷千 I 雄 氏 5 閒小 霧究』 

1 五頁參 照)、 確に 跪 怖 は 此の 理論 を 十分 實行 したので ある。 

六、 弦齋。 浪六。 麗水。 水 蔭。 任 犬。 

I の 製 上、 この 六 f 一括して 述べる ことにする、 六 家 何れも I 小靈 として は 特記す る 似 

直の ある 人々 であらう が、 4- む を 得ない、 時の 不祥と 諦めて いた- S  く 

• 村 井 弦 齋の愛 小， 代表すべき 作品 は 『櫻の 御所』 (明治 干 ヒ年) と 『沖の 小島』 (同 二十 九 S 

であらう。 『樱 S 御所』 は 相 州 三 浦の 豪族 三 浦 家が 北條早 雲に 滅亡され る 非 劇の 物語. であり も  1 丈 火 W 朮 

次 I 意と 敵方の 勇婦 小櫻姬 との 組み合せが、 その 悲劇的 效鬼 をい やが 上-にも 强 める。 これ は 私な ど 

も 少年 時代に 同情の 淚を もって 讀ん だもので あるが、 今日で も 相 當に讀 める、 仁 V 全篇 センう- ノ： タ 

ルな 調子の 濃 過ぎる の は、 藤^ 小說 として は 何う いふ もの かと 思 ふ、 然し 落城の 物語 だから これ マ L 

いか も 知れない。  - 

『沖の小^:!』 は 明治 歷史 小說 中、 稀に 見る 深刻な もので、 主と 戀 中の 家臣の 娘が キと不 やの 广 ぼし^ 

臣) 大將に 嫁す る、 主 は 此の 戀を 諦ら めかね て その 女房の 許を訪 ふ、 それ を 大將は 嫉妬して、 つり. - 


主と ヒ將 との^ 傷と なり、 大將は 殺される、 女房 は 自分の 身から かう いふ 悲鎖カ 出た の を 嘆 じて 0 

ら 主の 匁に 身 をす てる。 主 は 無常 を 感じて 國も家 も 謹 ひした ふ 女 もす て、 出家す る。 極めて 陰 慘なロ 

マ ンス である。 粉本 は 私が 曾って 指摘した が、 ルサ ー ジ ュの 『ジ ル. ブラス』 のうちの 一 挿話 『致命 

の 結婚』 である。 

村上浪 六の 数多い 歷 史的 作品 を 若した V ー篇で 代表させる としたら 何 をと るべき か、 いろいろ 意毘 

も あらう が、 私 は 『原 田 甲斐』 (明治 三士 一年) を もって 最 なる 物の 一 としたい。 此の 作に は浪 六の 所 

謂撥鬢 物に a- る やうな 甚 しい 誇張 ゃ街氣 がな く、 何となく しっとりとした 落着きが ある、 史的 事實 

の 概念の 有無 はい さ、 か 問題になる にしても、 從來 姦物と いはれ て 来た 甲斐 その 人の 心事 を 縱橫に 描 

きぬいて、 いかにも さもあった かも 知れぬ と 首肯させる。 此の 小說に 出る 原 WS. 斐は稗 ゃ傳說 上の 

甲斐と は 全く 違 ふ、 ^達 家の 逆賊で はない、 伊達 家の 忠臣の 何人よりも 優れた 大 忠臣な ので ある。 た 

だ 自分の 才智 を もて 扱ひ氣 味なと ころが あり、 好んで 割の 惡ぃ役 を 買って、 伊達 兵 部 を 計る ための 彼 

の 味方と 見せる とい ふ 反間 苦肉の策 を やった ので 後世に 誤られた とい ふ 見方で ある。 さうな ると 從來 

の大 忠臣 伊達 安藝な どがまる で 木 偶 棒め いて 來 るの は 仕方がない。 今日の 研究から すれば 伊達 騷 動の 

眞 相と いふ もの は 架して 何う か 知らぬ が、 原 出 甲斐の 心事 を 解 釋 し たものと して は、 私 はこれ 程 面白 

い 藤. 小說を 知らない。 
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『原 w& 斐』 の 次に は、 駿河 大納言 一件 を 描いた 『海賊 „K 明治 二十 八 年) がぃ\作でぁると川.^ふ。 

扉】 塚 魔 水の 小 說には 『蝦夷 大王』 (明治 二十 五 年)、 『半月 城』 (同 二十 七 年) その他が ある、 大抵 

の 評 家 は 『半月 城』 を 代表作と する が、 私 はむしろ 『蝦夷 大王』 の 方が 優れた 歴史 小說 であると m 心 ふ。 

の おのきり むかく る. が愛儂 人の 獨立を 計り、 一度 は 成功し かける が、 つ ひに 松 前：^ の 討 

手に 破られて 立ち 腹 を 切る とい ふ 壯烈な 筋の 小說 である。 乙 名のき りむ 力く る もよ く 書かれて ゐ るが 

軍師の 陳祿 山と いふ 支那の 漂流 客人の 生活 も 面白い。 また、 松 前 侯を剌 して 禍 ひの 根 をた..： つと" "乎せ 

餅に 貢物 を 持つ で 行く！ el^ 士 まきち いん、 此の 人物の 働き は 特に 見事に 描かれて ゐろ。 何れ 大中 はお 想 

の 所まで あらう から 史實 云々 の 標準から いへば、 立派な 歷 史小說 といへ るか 何う か、 た  所謂 肪の h 

の 興味から い へ ば麗 水の 作 を 代表して 餘り ある。 概して 魔 水の 歴史 小說は 筋と 文？ せとい ふ 外的の 興味 

の 外に は 取 抦が少 い。 然し その 筋 も 此の 『蝦夷 大王』 以上に 出る もの は先づ ない。 

水 藤に は 三十 年 以前に 歷史 小説の 作が 澤山 ある。 水 藤 自身 何れ を もって 得意の 作と する か、 それ は 

知らぬ が、 私の 讀んだ 限りで いへば、 『兜の 星影 』( 明治 二十 六ハ 牛) を {1 眉と すべきで あらう。 水^ は^ 

友 社 派 文人のう もで も， 眉 山と 共に 詩人と 稱 されて ゐた 作家で あり、 從 つて その 小說 にも (從 つて 1- 

史小說 にも) 詩趣の 豐富 なの を 特色と する T 兜の 星影』 も それが あるからで、 大體は 筋 も 人物 も. 个々 

凡々 の 物語と いって 可い 位ゐの もの だが、 た V- 1 つ 他の 歷史 小說 作者に は 如何にしても 描け ない 一 場 


面が ある、 それ は 主人公 難 波 田 太郞が 敵を逐 うて 深入りし、 入 間 川の 一 本 柳の 靑々 と 枝 垂れる 下で 敲の 

武者、 實は 生みの 父と 戰ひ、 敵に 組み敷かれて 今 はの 望み を 述べる ところで ある。 われ は あの 柳の 根 

方に 捨られ し 棄子 故、 せめて 死骸 は あの 柳の 下に 埋め、 誠の 親と いふに 會 ひし 時 はわれ はこ、 に 眠る 

と 告げて くれと 乞 ふ、 父 はこれ を 聞いて 仰天す る、 あの 一場面 は 短い もの だが、 實に畫 龍點睛 とい は 

うか、 此の 一語で 主人公 は 紙 人形の やうな 鎧 武者から 生きた 血の ある 人間に 變る。 此の 一場面の ため 

に、 『兜の 星影』 は實に 忘れ 難い 印象 を殘 すので ある。 

こ、 に 意外な の は、 明治 十 年代から 一 一十 年代に かけて 特殊の 風格 を 文壇に 示した H 島 任 天 居士が、 

明治 一 一十 七 年讀賣 新聞の 懸賞 歷史 小說 募集 を 機と して 二 編の 佳作 を 出した ことで ある。 懸賞に 塵 じた 

もの は、 以心 庵の 名で 成した 『不 鳴衞』 であるが、 これ は當選 作と はならなかった もの、、 佳作と し 

て讀賣 紙上に 揭 げられ た。 今一 つ は 無 署名で 同紙 上に 載った 『在 五 中將』 である。 出 來榮は 後者の 方 

がい 、が、 共に 藤 原 全盛時代に 於け る 勤王の 反抗 兒を 主人公と した もので、 後者 はいふまで もな く 業 

平 朝臣の こと を 書いた もの、 前者 は 知 恩院法 親王 を寫 して ある。 日 淸戰爭 の 最中の 爲め餘 .0 人目 を 引 

かなかった が、 弦齋、 浪 六と は 違って、 歷 史小說 として 立派に 一風 を 成して ゐた。 
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七、 霞亭。 桃 水。 蘭溪。 仰 H< 子 

此の 叫， M は 所謂 新開 小說 派の. 膝 史小說 〔凍で ある 霞亭が 最も 現 はれ、 桃 水が こ， f し 次、 ぎ Ifrk 

勺 も ii に 名 を 知られて ゐな いが、 勿論 その 道で は それ 相應 の. |をし てゐる 人達と 見る べきで ある 

然し 此の 羅の 作品の 小說 としての 價値は 別で、 何れも 大 S 外的 出來 奪た，" -面 おく 観し、 それ 

二 響 さへ あれば、 皮相 的 I 的 敎訓、 霸 ii5 ふ 4f いふに と ^まる。 いはば f 

代の 馬 琴、 霞 その他の 豪觀 |のま繼 承して 小 霞に 現れた" いって" I ではな t 

う。 阁々 の 作品と して は 例外 も あらう が、 大 體 の 傾向 は 此の 通りで ある。 

は 世間 的に も 最も 現 はれた が、 小讓 として 才分 も 最も 優れて ゐ たかと 思 ふ。 羣の f 小ぎ 

として は、 私 は 矢張り i 讓山ま 治四 十 年) が 一番す ぐれて ゐる やうに 請んだ。 ^11^ 

化し 過ぎて、 人間と しての 華 山が 出て ゐな いのは、 物足りない 氣が. する、 I^Tm^^IlT 

からの 華 山の 生活 ゃ氣 分が よく 出て ゐ たと 思 ふ。 

桃 水の 作 中から、 私の かって 讀んだ 記憶で 何 か 面白い と 思った もの を 拾って みれば、 『天狗 4-.」，- 

台 四十 年)、 これ は 福 島の 桑 折 代官 所 支配の 長 倉 村の 義民 窗藤彥 W のこと を 絞った ものであるが 老 

の 筆が よくた るみな く讀 ました ものである。 霄に戀 しても 家が 代 辜 代な ために 本， とげ かね 


つ ひに 彥內 を^ ふに 至る 娘の 心 もちが いぢら しく 出て ゐた。 『胡沙 吹く 風』 は 面白い..^ 說 とい ふ點 では 

明治 小說界 有数の 作 だが、 歷 .3^ 小說 とい ふ 部に 入るまい から、 今 こ、 に 紹介す る こと は 止める.】 

藺奚 氏と は、 明治 十六 七 年の 戲作界 で 押しも押されもせぬ 作家であった 柳條 亭華彥 のこと である。 

氏の 作 も- 歷 史的 作品が 澤山 あるが、 二十 年 以後の もの うちで 『錢屋 五兵 衞啼 痕錄』 (明治 二十 五 年) 

が 力作で あらう。 他に 『女俠 客』 その 其  一 二相 當認 むべき 作が あつたと 記憶す る。 

印 犬 子の 作 を 讀んだ こと も 十數に 上る かも 知れない が 、『荒木 又 右衛門』 (明治 叫 十三 年)、 『明智 尤秀』 

(同 四十 四 年) など を 相當な 興味 を もって 讀んだ こと を 想 ひ 出す。 『荒木 又右衞 門』 は 司 成り 藤 史的 眞 

實 に根據 して 書いて あつたと 思 ふが、 矢張り 外的 出来事 を 興味本位に 迪 つて 行く だけに 終って ゐ たの 

は 惜しい。 

八、 樗牛。 天外。  - 

牛と 天外 を 一緒に 並べる と、 人に よって 異様な 感じ を與 へる かも 知れない C 然し これ は 理由が あ 

る、 それ は 二人とも 所謂 歷史 小說 作家と して 立って ゐる 人で はない が、 歷史 小說の 佳作 を 一 つ 宛殘し 

てゐる その 點 からで ある。 祖し樗 牛の 『瀧 口 入道』. 明治 二十 八 年) は 甚だ 有名な ものにされて 今でも 

讀む人 r 殊に 青年に は) が 可成り ある だら うと 思 ふが、 天外の 『伊一 の賴 朝』 (同 四十 五 年) に 至って 
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は 月 台應. ト說 の 傑 乍の 一 は を 十分 占める 價 値の ある 作で あるに 係らす、 今日 これ を 口にする 人 は 

殆ん どない。 されば として、 天外 その-人 は 別に 何とも 思 はない かも 知れない が、 私達から いへば 大に 

遺憾な ことで ある。 

『瀧 口 入道』 は .臉 ぉ小說 とい ふよ h は、 むしろ 歴史に 託した 抒情？ t であらう。 公平に いって 此の 小 (説 

の 权柄は 文章と 詩趣に あるので、 性格の 描寫 など 殊に 拙、 個人的 情緒の 解釋 など も 極めて 皮相 的で あ 

る。 横^が 時賴 を蝶峨 野に 訪 ふところ は 人が 愛誦して 措かない 文句で あるが、 場景 として はむしろ 時 

頼が 深 草の 里に 横^の 死 をき くと ころの 方が すぐれて ゐる。 時 頼の 心理な ど 今少し^ 一 豕な解 立" 力 出 y 

る？ らうと 思 ふが、 戀を する にも、 無常 を 悟る にも、 維 盛に 死 をす. - むる にも、 動機が 極めて^^で 

相當 深かった らうと 思 はれる 煩悶 渙惱は 描かれて ゐ ない。 一首に していへば、 若人の 恭の 夢に 似た 作 

である、 長所 も 短所 もこ、 にある. 

『伊豆の 賴朝』 は、 賴 朝が 石橋 山の 旗 揚の血 祭と して 山 木 判官 を 屠る ところまで 書く つもりであった 

らしい が、 實 際の 作で は赤澤 山の 狩 くらに 河 津三郞 が 横死す ると ころで 終って ゐる。 顿朝を 始め、 北 

條 父子、 政 子姬、 河津 三郞、 佐 奈田與 一、 ェ籐 祐經、 何れも 5 举に 中世の 英雄で はなく、 さも あったら 

うと 思 まれる やうに いかにも 血の 通って ゐる 人間、 疑 ひも あり、 煩悶 も あり、 喜び も 怒り も、 ，u 心 も 

ある 人 n こ 書き分けられて をり、 土地の 風物.： Tte;: 敷の た、 すま ひ、 人々 の 服装な ども、 门の" S に：：：^ る 


やうに 細かく 浮彫の やうに 描き出されて ゐる、 時代の 背景、 流人と しての 頼 朝の 生活、 政 子との 戀、 

土地の 空氣、 この 小 說を讀 んでゐ ると、 七 百年 も その 餘も 昔の こと だと は 何う しても 思へ ない 河 滓 

三 郞は阪 東 第一 の 豪傑と して 描かれて ゐ るが、 而 かも 正史 や 稗 史に傳 はって ゐる やうな 匹夫の 勇士で 

なく、 十分 時勢 を 看ぬ くことの 出來る 大志 ある 先驅 者と なって ゐる。 奥州 北陸 を 廻って 平氏に 謀反す 

る氣 骨の ある 人物 を 探した 揚句、 心を賴 朝に 歸 する ことにな つて ゐ るが、 これ は 作者の 創作に 成る にし 

て も、 讀ん で些の 無理 を覺 えない。 北條の 長子 宗 時と 佐奈 m: 與ー と は 早くから 義兄弟の 如く 同心して 

項-朝に 族 S 勿させる 機會 をつ くらう として ゐる。 その他、 宇佐美の 平 太と いひ、 誰と いひ 彼と しり 一 

體の空 氣が頼 朝の 旗 撝を餘 儀な くさせる やうに なって 來る。 そこへ 政 子との 戀 であり、 山 木との 憎惡 

が 加 はる、 如何にも 賴 朝が 起った 心事が 明瞭に 看取され る" 一 體が歷 史小說 の 筋に は 無理が 多く、 時 

として 取つ て 付けた やうな 場合 も あるが、 『伊豆の 頼 朝』 はた -SRt 前 頼 朝 その 人の 生活 を 見つ、 すらす 

らと 書き流して でも ゐる やうに 極く 自然に 發展 させられて ゐ る- 

『^豆の 賴朝』 は 明治 歷史 小說の 恐らく 最終の 收獲 であらう が (四十 ^4:1 年)、 然し 最大 最 佳の それの 1 

つで ある こと は、 ー讀 した 人 は 商 にうな づ くと 思 ふ。 柿な どと は 叉 もがった 世界が ある 
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九、 山 E 美妙 (その 二) 

ir.^,,. の歷史 小說の 後期の 進境 を 代表す る 作品と して は、 長篇 では 『平 重 衡』， 明治 四十 三年)、 『平淸 

盛べ iie; 十三 年) が あり、 短篇と して は 佐々 木 兄弟 を 描いた 『四 郞高綱 1, 同 三十 九 年； 『ニ郞 ^高」 

(同 叫 十 一 年)、 『三郞 盛 綱』 (^叫 十二 年)、 『太 郞定 綱』 (同 四十 四 年，) 及び 『小 宰相 局』 (同 叫 十二た 巾) 

が ある。 何れも 明治 藤 史小說 中の 佳作と 目すべき ものである。 、！- 題に 何れも 不遇の 人、 又は 不遇 時代 

の 人 を 選んで ゐ るが、 これ は 自分の 境遇から、 か、 る 人々、 か、 る 境遇に 同情した もので あ- -ぅ， 

.m 來 美妙 は 好んで 叙述に 現在 法の 動詞 を もち ひて、 現に 服に 見る やうに 物語って ゆく、 英語に いふ 

ヒストリ カル. プレゼント である。 この 戯曲 的 手法が、 美妙の 藤 史小說 の 一 つの 特化で も あり、 M 時 

こ資 者に そのうつ すと ころ を强く 印象させる 特技で も ある。 讀者は 作者の 人物と 同時代に 合體 する か 

ら である。 後期の 諸 作で は、 此の 話法が 殊に 圓 熟して 來た らしい。 

『平 重衡- は 重衡が 一 の 谷で 捕虜に なつてから、 奈 良で 斬られる までの こと を 書いた 小說 である 力 

囚人 盧衡の 心事の 變遷を 明 は 明、 暗け 暗と 事細かに fl つた ものである。 ま衡 にせよ 誰に せよ、 他の 歷 

史小說 家の 書く やうな 武士道の 化物み た 人間で はなしに、 矢張り 環境 や 運命と ふま 魂 を もった 生？ 

二人 H として 滞 かれて ゐる。 人物で は 流石に 直衡が 一番よ く 出て ゐる、 男らしく、 而 かも 设卖 で、 誠 


こ 敵方.^ ら昔 まれる だけの 人格 は ある、 最後 迄 自暴自棄 せ や 平家 の 運 を 顧 念しつつ も 大きな 運命の 手 

- 充 がます 安、 いの 地 を もって ゐる ところ は 仲々 好い。 賴朝は 善意 だ が實際 の 人物より 少し 規模が 小さ 

く 解釋さ ri て、 義經ゃ 時 政 は 傀儡の やうに 見なされて める。 義經の 印象 は惡 い、 するどくて、 我儘で 

何ともい へない、 服 先の わかる 點 をのけ ると 義 仲と 甲乙の ない 人物に^ されて ゐ る- 忘れ 得 

な、 印兔， を^す 面と して は、 重衡と 中納言 局との 別れ、 法然 房と 重衡 のき. 話 鎌 倉 ひお 野 \ジ. の g「 

千 手の 前と 朗詠す ると ころ、 奈 良での 最後な ど、 しみじみと 胸に 浸み 通って、 いつまでも 撥き 消し 難 

い 印象 をの こす。 背景になる 藤 史的 概念が 今少しく つきり 出て ゐ たら 摘よ ろしい と 思 ふ。 たヾ それ だ 

けが 足りない。 

『平淸 盛』 は 『重 衡』 程 舞臺が 大きくない e 出世 前の 高 平太淸 盛の 生活 を 題 村に した もの だが、 他日 

淸 盛が 横暴 專恣を 極めた の を、 此の 塞微 時代に 藤 原 氏 その他から うけた 虐待 や 冷遇 ゃ壓抑 やの 反動 だ 

とみる！ a 方 は 成程 面白い。 今に 見ろ とい ふ 一念が 淸盛を 好運の 寵兒 たらしめ るに 至る こと を、 淸 盛の 

心理 描寫に 中心 を 於いて 語って ゐる。 父1^^盛の死ぬ時に、- 貧乏な 上 藤 原 氏で はない ので、 殆ん ど醫師 

もろくに01^舞ってはくれぬ事、 叉 正 盛の 夫人の 藤 原 氏の 虛 威張の ことが、 筋と して 些の 無理 もな くェ 

夫され てゐ る。 人間 淸 盛が 立派に 描かれて ゐる、 此の 小 說の淸 盛を讀 むと、 同情 は 起る が、 決して 正 

ゆ 〈 G 淸盛、 軍記 物の 淸盛 の や うに 憎 惡をそ 、り はしない。 
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やぶ 木 兄弟の 短篇 は、 太郞以下四郞に至るまでの佐々木兄^^が、 舆武も あり 功名 も ありな 力ら い 

つも： #: 命の 寵：： 儿 となり 得 や、 何れも さびしい 失敗 老 とし 終って しま ふのに いたく^ 情して、 その 「追 

遠の 意味」 で 創作した 史小說 である。 『叫 郞高 綱』 は、 賴 朝と 北條 から 服の 上の 瘤に された 高 綱が、 

つ ひこ 七 藤な どに そ /- くられて 出家遁世 する こと を 書いた もの。 『太 郞定 綱』 は、 北 條も顿 朝 もい n 接 〔ル 

^を どうに も出來 ぬと ころから、 その子 太郞定 重が 父の 留守中 柏阪の 遊^の 事から (表面 は ハ卟： 一 3； の 問 

題から) 延曆 寺の 僧徒と 悶翁を 起した の を 幸 ひに 定 重に 切腹 させて 定綱を 抑へ る こと を かいた もの- 

『二 郞經」 咼』 は、 經高 が北條 におべ つかせぬ ために、 功 ありながら^ ド される ので、 承 久の亂 に 〈八.^ 

に 加った が、 戰ひ 破れて 死ぬ 物語 を 書いた ものである J 『三 郎盛 綱』 も ほ な 盛 綱の 不遇 を ffl いた 

ものであるが、 これが 一希 古武士 氣 質の 性格 描寫も 成功して ゐる。 何れも、 王 人 公の 心现描 B 性格 tA= 

が 興味の 屮心 となって ゐる こと は 他の 美妙の 歷. 小說 にも 共通の 特色で ある。 此 等の 諸篇に 出て 來る 

朝 ま，、 『東 衡』 とは變 つて いかにも 奸雄 らしい 陰險な 面影が 見える。 

『二 郞經 高』 が、 一番す ぐれた 出來の やうに 思 ふ。 殊に これに 出る 北條泰 時が い、、 經高に^！-滅させ 

ようとす る 父と 祖父の 議 に反對 して 經高を 救 ふ、 こ、 が實に 美しい. 一場面で ある。 

『小 宰相 局』 は、 越 前 三位 通 盛と 小 宰相 局の 哀れ 深い 物語で ある。 然し、 藤^ 小說 として は以 k の^ 

乍，， 多少 劣る やうに E:3 ふ。 通 盛 討死の 場面、 小 宰相 入水な ど 強い 印象 をの こすが、 ？ i 盛 は •  五 〔等と は大 


分 隔ての ある 通 盛で ある、 軍： 衡ゃ淸 盛 程 吾等と 接近して はゐ ない。 た-ベ-美し いこと は 美しい- レ マンス 

である。 

概ね、 美妙の 後期の 諸 作 や、 天外の 『伊： ni の 頼 朝』 など を讀 むと、 私 は 明治の 歷 史小說 が、 今や 歷 

史小說 として 最後の 發展 段階た る內 的描寫 * 史赏 への 想像 的 解釋を 特色と する 第三 段階に 進み かけて 

ゐ たやう に 思 はれる、 それが つ ひに 完全な もの を 見す に、 大正の 歷史 小說に 入って しま ふので ある。 

美妙 は、 總體 として みれば、 明治 文壇の 何の 邊に 位置 させて い、 小 說家か 疑問 かも 知れない が、 畢党 

藤 史小說 家と して は^ 柿と 同等 乃至 それ 以上に 立つべき 人物な ので ある。 

明治 文壇に 人 多し、 歴史 小說 家と 目すべき 作家、 一顧に 依す る歷史 小說を 書いた 作家 は まだまだ 澤 

山 あり 今 こ、 で それ 等の 人々、 それ 等の 小說 について 何事 も 述べす にやむ こと は、 題 01 に對 して 相濟 

まない 氣 もす るが、 もう 紙數 もい さ、 か 超過した ので、 こ、 らで 止めて 置く ことにする。 (了) 

(昭和 二 年 十月、 新 激社阪 「日本 文學 講座」 第 十 I 卷 
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明治時代の 傾向 小說 

n:- 台 時^の 向 小說は 一 言に してい ふと、 時代 傾向に 對 する インテリゲンチャの 關心 を^ 1 線に.^ 

した： &物 だと いふ ことになる リ 

この 關、 レま. 明治の 時代 的發展 によって 定 限され る。 明治の 時代 は 封建時代から ブ ルジョ アジ ィ投頭 

封建的 殘滓 たる 藩閥との 戰ひ、 ブル ジョ アジ ィ 全盛、 ブル ジョ アジ ィ內部 的 衝突の 發生、 プ P レ タリ 

ャの 勃興と いふ 筋道 を迪 るの は、 誰でもい ふこと であり、 定石の 又 定石 程の 常識 だが、 時代 倾， M に對 

する インテリ、 ゲン チヤの 關心 なる もの もこの 時代 的 歩みに よって 定 限され る わけで ある。 さう して プ 

：! レタ リア 勃興と いっても、 事實は そこまで は 行かす、 僅に いは ゆる 前衞 思潮の 潮來 とい ふ 位のと こ 

ろで 叫 治 時代 は 終りと なって ゐる。 關 心が 定 限され たとい ふ、 いひ 換 ると 關 心の 對象 がお 確に される 

とい ふこと で、 これ を 具體 的に いふと、 それぞれの 時代 傾向に 應じ、 明治 前 牛に おいて は I に關心 

が 集中され、 後半に おいて は 社 會的關 心に なって 來てゐ る、 さう して この 社 會的關 V 力. -ポ もに = ^の發 


生と 共に 社會 主義 的關 心と なると ころで 終って ゐる わけ 一， 明治と して は) である。 この 關 心の 現れた- 

小說 として は、 前にして は 政治 小說、 後に して は 社 會小說 乃至 社會、 王 義小說 がそれ に當 る。 もっとも 

これ を 細分 すれば *. 更に 幾つかに 分けられ やう、 例へば 政治 小說 といっても • 胃 險 小說、 經濟 小說、 

等々 となり、 社 會小說 もこれ を 分ける と、 家庭 小說、 宗敎 小說、 敎育 小說、 戰 爭小說 等々 も 含まれる- 

ことになる。 だから これ を 細論す る 場合に は 勿論 簡單に 行かない が 大體の 論と して は、 政治 小說と 社： 

會小說 で 代表 さしてい ， と 思 ふ。 

二 

政治 小說 について、 云へば、 丁度 この 時代 —1 卽ち 明治 十 年 前後から 二十 年 前後 11 は 藩閥に 對す 

る 共同 戰線を 張って ゐる 時代で ある だけ ブル ジ ョ アジ ィと インテリ ゲ ン チヤが 手 を 握って ともかくも 

政治的 權 利の 確立に 血み どろに なって ゐる。 それだけに 政治 小說も 初めのう ち は、 全然 ブル ジョ アジ 

ィ 支持の 主張 を もって ゐる。 これ は當然 だ。 

ところが 一 一十 年頃から 漸く ブル ジ ョ アジ ィが 藩閥に 勝って 階級 的に 勢力 を 得 始める と共に イン テリ 

ゲ ン チヤ を 冷遇し 出す ので インテリゲンチャが、 從來 味方と 思って ゐた ブル ジ ョ アジ ィに對 して 幻 鴻- 

明治時代 5 傾向 小說  ニニ 1 
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を 逸 じ、 不平 を覺 え、 憎惡 嫉妬 を もっとい ふこと になり、 ブル ジョ アジ ィに t して  一 の^^ つ 一" お 

監 ；^. の 服 を 光らせて 来る、 これが 先づ 現れる の は、 二十 三 以後の 政治 小說で この頃の 政治 小 說の大 

半よ rg.Jf ト說 であり _s ^とブ ルジ ョ アジ ィの 妥協、 ブル ジ ョ アジ ィの橫 暴に 對 する 暴 I おとき.？ P を^ 一 

にした ものである。 勿論 初めの 頃の ブル ジョァ 支持の 態度が 全然 なくなつ たので はない (事赏 ブル ジ 

ョ 了，： n 身 もま だ 全然 進歩 性 を 失って ゐな いので)、 これ は國 家、 王義 となって 當 時の 政治 小說の 或る 物 

に" M を 留めて ゐる。 然し この 暴露 的 政治 小說 は、 社 會小說 と 政治 小說 のつな ぎの 役 をつ とめて ゐる點 

が 第 一 に 注 目 される ベ きで あらう。 

かう いふ 暴露 的 政治 小說を 代表す るの は 福 地櫻痴 である。 櫻痴はニ十年頃までは御用記^^としてがが 

散た、 かれた が、 二十 年 前後から 小 說家兼 劇作家に 轉 向し、 大に 政界 暴露の 八つ 當 たり 的 戯作 ケ發表 

して ゐ るの は 面白い。 櫻痴 のかう いふ 政治 小 說は當 時の 政界の 表裏に 關 する 知識がない と あまり 

くない ものば かりだが、 若し これ を 知つ r 讀 むと、 なかく 面白い。 

日淸戰 (サ 後、 產 業の 大 進歩と 共に ブル ジョァ の 隆盛 期になる わけで あるが、 ブル ジョァ の 勢力 進展 


と共に この： s: 部 的 矛盾 衝突が 漸く 表面に 出て 來、 インテリゲンチャの 倫理 批評 的 監視 眼 も 急に おも を 

ます。 これが 或は 時代精神 論と なり、 或は 社 會文學 社 會小說 の 要求と なる。 さう して 技巧的に も 小： 説 

として 立派な ものが 出て 來る だけ 傾向 小說 としても 本式 的な ものに なり 出す わけで ある。 傾向 小說と 

して は 主觀的 理想化 的な もので は效 rar か 少ない ので、 {各 觀的 リア リス チッ クに 深み を もてば もつ 程倾 

向小說 として 立派な ものになる の だから、 • いは ゆる 政治的 小說の 如き は、 大部分 は 傾向 小說 としても 

實 にお 粗末な もの だが、 寫實 主義 時代に 入る と、 漸くい さ、、 -か 本式の 傾向 小說 となる のが 當然の 道行 

であらう. 

社 會小說 の 代表と して は 一般に 內 m 魯 庵が 擧 げら わるが、 その 前驅的 現象と して * 例の 觀念 小說、 

深刻 小說が 認められて よく は あるまい か、 叉 或る 意味で 小 杉 天外の 寫實 小說も 傾向 小說と 見られぬ こ 

と はない。 これ は社會 批評め いたお 說敎 はして ゐな いが、 淺 薄ながら ブル ジョァ 階級 を現資 的に 分析 

解剖 をして ゐる點 で、 傾向 的で あると いひ 得る のが あらう。 

口 露 戰爭も 叉 傾向 小 說の發 展には 大きな 契機と なって ゐる。 この 前後から いは ゆる 社 會小說 に 次第 

に 社會、 干； 義小說 とい ふ 色彩 を帶 びて 来る、 さう して これが いは ゆる 自然主義 文學 の現實 暴露 思想と 併 

行して 生長して ゐる點 は、 文學史 研究家が よろしく 一 考を拂 ふべ きと ころで ある。 

社會 主義 的小說 家と して は 木 下尙. y 氏の 獨り 舞査 たる やの 觀が あるが、 舊 改進 黨 の殘黨 久松義 典が 

明治時代の 傾向 小說  ニニ 三 


ニニ 四 

ヒ i のい き， おいて 先 f つとめて ゐる こと は、 人が あまり 知らない。 久松 氏の 小說は 『東洋 I 

黨』 (三十 六 年) とい ふ もので、 社 富 襲 II 術 的に 霞した 木 下 氏の 小說 とは少 

上會 Itf ましく 出しな ので t、 むしろ か： 思想の I が 主と いふ 明治 初期の 政治 ぺ 

まく ものであるが、 明らかに 社會義 的で ある 點で、 今 研究家が 取り上げて 管べき 作物で ある。 


月 治の 頃 向 I は 大正時代 以後に 人って。 レタ リァ裹 とな？ 再 f る S であるが、 それ 

はミ では 問題外で あると して、 ち あへ なくて はならぬ の は 傾向 小說の 傾向 的と いふ ことで ある。， 

こ、 ではい は ゆる 意味の 傾向 小說 について のみ 語つ 仁の だが、 然し 考 へて みると 古來 偉大なる す.^ れ 

： 豪で 頃 向 的で ない ものが あらう か。 明治 S とて で、 明治時代の V 小 說は霜 向的ま 

t つて t。 逢、 二 輩、 紅葉、 露 伴 以下 篇 -4 ある。 この 問題 は 論じ 始める と 大き 問ぎ 

なる いら、 こ、 では ヒント だけと し、 詳細 は 他 曰 を 期したい。 

k ヒ、 六、 1、 朝 草、 问九、 六、 四、 帝 國大ゅ 新聞) 


伊東 忠太 博士の 

小說論 
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僕 は 釣の こと は 知らない、 しかし 釣で も 大方 さ うだらう と 思 ふの だが、 古本 あさり も 永い こと やつ 

てゐ ると 一 種の ミステリアス • セ ン スが 出て 來て、 出かける 前から 獲物の ある 日と ない 日が おぼろげ 

にわかる 様になる。 この間、 久しぶりで 書物 展望 社主 催の 白木屋の 古 害展に 出かけて 行く とき も、 か 

つぐん おやない が、 確に この センスが あった。 そこで 會場 でか、 つた 獲物 は 二つ、 臼く 成 島 柳 北の 書 

入 本 『東洋 自 S の 魁』 といって 板 垣 返助傳 を小說 風に した もの)、 曰く 伊東 忠太 博士の 自筆 稿本 『小 

說 構成 法』 だ。 

柳 北 書 入 本の 方は會 場で 會 つた 少雨莊 老人の 懇望で 割愛した が、 『小說 構成 法』 の 方 はしつ かり 握つ 

ま 博士の 小說論  ニニ 五 
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て歸 つ； -。 署名 も あり、 印 も 押して あるので 大丈夫と -.3^ つて 買った の だが、 (序文の あとに、 明 だ I リ 

年 十一月の 日付で 伊東 忠 太と 署名が あり、 更に 潛龍、 忠 多の 二 印が ある) しかし 考 へて みると ェ擧博 

士の 伊東 忠太 氏が、 いかに 明治 十九 年の 昔に せよ、 して これほど 纒 まつ； -木氣 な 小 說論を 書いたら 

うかと 多少の 疑念が 出な くもない。 そこで 早速 伊東 博士へ 手紙で お 伺 ひした ところ、 詳しい お 返 膝で 

すべ て わかった" 

この 小 I、 卽ち 1： 治 十九 年 十一 曰の 曰 付の ある 『小 i 成 法』 は 正しく 若い 曰の が § 士  I い 

たものに 違 ひなかった。 これ を 書いて から 何 處へも 公け にした ことが なく、 多年 蟹 K 深く 藏 して ゐ仁 

つもりの ところ、 先年から 行方不明 になって ゐ たの だとい ふ。 さう して この 書が 出來 rf 機 やお ネ， - 

ついていろ く 面白い 事 を敎へ て 下された。 

伊東 博士が これ を 書いた の は、 丁度 二十歳の ときで、 第一 高等 中 舉の舉 生であった (二年生 ツ。 一-カメ 

博士 は 子供の 時 か.^ の小說 好きで、 『弓 張 月』 『八 犬ぎ 等 馬 琴 ものが 大好き、 や i じてから は 『一一 S 

志』、 『水 滸傳 i、 『西遊記』 など も 好んで 請んだ。 高等 中學に 入って から、 辯 論 練習の. 《 的です 志の 生 

徒と 講演 會 やうの もの をつ くって 隨時 皆で 感想な ど 14 つたが、 その 折 博士 は、 平 sffl そゐ 

る 小 說に關 する 華の 霞 を、 多少 讓 立て 灰 度 かに 話した、 その まとまった ものが まこ。 、小 

說 構成 法』 となった の だとい ふ" 


材料と して は、 以上の やうな 愛讀 書の ほかに、 理論的 基礎 づけ をす る ものと して 中 江 兆民 譯の 『維 

氏 美學』 、と 坪內 逍遙の 『小說 神髓』 その他  一 二 を 利用した。 

何しろ 元氣ざ か. 0 の學 生の 會合 とて、 會 毎に 數十 名の 來會 者が あり 談論が 妙所に 至る と、 ヒャく 

を 盛んに やった。 この ヒャく 連中の 一 人に、 當時 一 年 級だった 大町 桂月が ゐ たとい ふの は 面白い。 

伊東 博士の 講演の 聽衆 は、 博士の 母校 外 國語學 校 ドイツ語 學 科の 出身者が 大半であった。 その 人達 は 

大抵 醫舉 志願で およそ 文學 とか 小說 などに 緣 のない 人た ちば かりであった が、 然し 伊東 博士の か、 る 

風變 りな 小說 論に 多大の 與味を 感じた ものら しく 見う けられた。 中には 博士 を激勵 して、 是非 この 小 

說論を 徹底的に 大成せ よと 勸 めた 人々 もあった とい ふ。 

その 頃の 若い 學 生が 何故 さう 文學 論小說 論に 興味 を もった か、 これ は 明治 文 學史を 多少と も 知って 

ゐる 人なら すぐ わかる こと だが、 やはり 當 時の 小說 改良 運動の 熱が そこまで 犯して ゐ たの だ。 坏內先 

生の 『小說 祌髓』 を 生んだ の もこの 改良 運動で あつたが、 歐化 主義に 刺戟され たはな やかな 强ぃ 文化 

改良 運動の 一 部と して、 小說 改良 論が 至る ところで 唱 へられて ゐた。 伊東 博士の 小 ま 論 も その 記念碑 

の 1 つであった わけ だ。 

^^博士の 小說論  ニニ 七 - 
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二 

ところで 阡腎の 『小說 構成 法』 の內容 はどうい ふ もので あるか、 それ を 簡單に 述べよう- 

これ は 上下 ニ卷に 製本され てゐ るが、 上 之 卷には 1 

緒 論 

第一 部 小 說總論 

が收 めら れ、 その 第一 部が また 次の やうに 分けられて ゐる。 

第一 編 小說の in 的 

第二 編 小 說と畫 との 關係、 付 比喩 論 

第三 編 小說 の範圍 

^四 編 小說 作者に 必要なる 才性 

第五 編 小說の 組立 

下 之 卷の方 は 11 

第一 一部 小說 構成 法 


で、 これが また 次の やうに 小分け されて ゐ る。 

第 六 編 主 意 論 

第 七 編 脚 色 論 

第 八 編 文辭論 

第 九 編 文法 論 

第 十 編 利 害 論 

第 十一 編 結論 

卽ち 上卷は 原理 論で、 下卷が 技術 論と いふ ことになる。 1^ 上の 外に 刖に 「序」 が あるが、 この 序が また 

樂. 5™ とい ふ もので 主と しで r 維 氏 美學』 あたり を 骨子と して 藝術的 快 美の 原理 を 論じた ものである。 

一寸 各 編に 說明を 加へ ると、 緒論と いふの が この 書 著作 當時 知識階級の 間に 大 流行と なって ゐた 改良 

運動 (いは 一般 文化の 再組織 運動) の 建前から 小說 改良の 必要 を 述べ、 日本の 小說と 西洋の 小說の 

比較から、 彼の 小 說の學 ぶべき こと 勸懲 主義 は小說 から 去らなければ ならぬ こと を說 いて ある。 第一 

編で は藝 術と 學 問の iHil 別から 說き 起して 小說の 要は 感情 を 通して 人生の 眞理を 求む るに あると 斷 じて 

ゐ るが、 當. として は 新しい。 第二 編 はこの 書と して はさう 大切な 部分で もない が、 レッシング をリ 

いて 詩 書の 別を說 いて あるの も、 この頃 だけに 珍しい。 第三 編 は小說 の範圍 とい ふが むしろ 小 說の分 

東 博士の 小說論  一一 二 九 
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類 を 系統 立てた もの、 t^si: 編 は 感動 力、 想像力な ど 八つ を あげて 小說 家の 资格を 論じた もの、 こ、 に 

も 『維 氏 美學』 の 影響が 見える C 第五 編 は 第 六 編 以下の 總論 にあた ると 見た 方が よい。 第 六 編 以下 ti^ 

九 編まで は、 實際 小說を 著作す る 時の 心得 を 例 を あげて 說ぃ たもの、 大抵 『小說 祌髓』 を 礎と して 

ゐ るが、 所々 堂々 と坪內 先生の 說を 訂正して ゐる ところが ある。 

いづれ 機 を 見て 更に 詳しい 紹介 を 書く つも-りで あるから 委細 は それに 讓る として、 この 喾の文 的 

惯値は その 著作 動機と なった 靑年學 生の 小說 研究 熱の 知られろ 點と、 その 書の 內容が 『維 氏樊 と 

r 小說 神髓』 を II 合して 〔幼稚ながら も) 『神 髓』 の 訂正 批評 を 試みて ゐる點 にある。 八/後 この 誓 は 明 

治 文學、 殊に 文舉 思想 研究家 の 見逃されぬ ものと なる で あらう。 

この 書の 末尾に よると いづれ 近々 こ の 書中の 理論に よって 創作 を實 現して 見せたい と斷っ て ある。 

事實 伊東 博士 は その後 小說を 書く やうに 勸誘 もされ、 また 書く 機 含 もあった が、 遂に 筆 を とらす に 終 

つたと いふ。 大分 後に なつてから、 伊東 博士が 青年時代に 小說家 志願で、 尾 崎 紅葉のと ころに お 子 入 

り したと いふ やうな ゴシップが 傳 はり、 若干の 試作 も あり、 なか. /(\ 隅へ If はけぬ 腕前 だな どと いはれ 

たこと も あつ； r か、 これ は 极も葉 もない ナ ン センス もの だとの こと。 

僕 は 伊東 博士の 承諾 を 得て 一 通 だけ 寫し をと り、 原本 は そのうち 元の 筐底 深く 返璧 したくお へ てゐ 

る。 (昭和 九 年 六月 二十 四ョ、 ま 京 日日) 


わが 手許に 「ある 人との 問答」 と 題す る手控 めけ る 冊子 あり。 いま 貴 問に 接し、 この 冊子より なる- 

べくお 答と なり さうな る もの を 拾 ひ あつめて 差し あぐべ  し。 

ある 人の 曰く 「先年 若き 人々 のプ 口 レ タリ ャ文舉 など 唱へ て騷 ぎの しりけ る 頃 は、 文擧界 も元氣 

がよ かりし。 それぞれ 利 も あり 弊 も あり、 功罪 褒^い ろくなれ ど、 要するに 文 學界に 新生 氣を ふき 

こみ、 近代 日本の 文 學史に ー轉機 をつ くりた る や 勿論な り。 され ど 今日の はいかぬ、 元氣 もな く、 理 

想 もな く、 光明 もな く、 希.！ もな くた ヾ もう グヅ. f\、 ジメ ふ- \ として 陰氣 くさき こと 死人の 家の 如 

し。 作者が 迷へ ぱ、 讀者も 迷 ふ。 迷うて 迷 ひたる 揚句が、 その 場の がれの 穴 S 々寂々、 た > お茶 をに ご 

してお 座敷 を つとむる のみ C 思 ひきって 男らしく やけくそになる 程の 意氣地 もな し。 概して 言 ふに、 

今 n の 文 舉は戲 作 也、 新ら しき 戲作 也〕 卽ち テク 一一 ック 上の 新し さに 進歩 性 は 示せる も、 その 精神に. 

於て 鼓 乍と 何等 異る なし。 か、 る こと を 言へば、 アイツ は 文學が 分らぬな ど、 叱られん かなれ ども、 

今 B 文壇 の 大勢 を 支配 する もの は いづれ も 戯作 精神なら ざ る はなし。」 

歳 家 窓文學 問答  ニー 一二 
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ある 人の 曰く 「今日の 文學は 敗北 者の 文學 な. -。 意氣 地な しの 文舉 なり。 諮妄 症の 文舉 なり。 偶々 

ド K み ご； i へ の あ. 0 さうな もの を 拾 ひ あげて、 讀ん でみ ると 大抵 は 自分が 西洋の 本に 醉 ばらった い、 わ 

け を くどくどと ならべて ゐる のみ。 今日の 文學に 最も 目立つ 分子 は 病的 祌經 過敏と、 牛^^^^的文化生 

や" と 人間 獸 性の 合理化な り。 その 合理化の 手段と して、 スボ ー ッと瞧 接 間が m ひらる。 殊に 著しき 现 

象 は靑春 女性が 性慾 的に ァグ レシ イヴに なれる 點 なり。 なかに 健全ら しい ものが あるかと 思 ふと、 徒 

ら に滑糟 諧謔 を 弄するな り。 時代、 國家、 社會 に切實 なる もの. - 如き は 一 つもな し。 却って さう，^ ふ 

もの を 敬遠して ゾゥ つと して 置き、 なる ベ くさう いふ ものと 緣 のない もの を 書いた 方が 可い とする 心 

理 なり。」 

ある 人の 曰く 「誰も 彼 も 口 を 開けば 非常時と 言 ふ。 非常時と いふ こと は シャレ や 冗談に あらや 國 

家！^ 民に とりて ライフ • アンド 二 ァスの スト ラグ ルを 意味す るな り、 少く ともさう いふ スト ラグ ルに 

刻々 として 進みつ、 ある こと は 確な り、 然るに 今日の 文舉者 は、 銀座 裏に ォッ なパ ー あり、 甘 木 カフェ，' 

に 何とか 言 ふ 美人 女給 あり、 何々 茶 房に うまき 菓子 ある を 知れ ども、 緊迫せ る 社.？" "狀 勢に は無關 心な 

るが 如し。 ァパ ー ト內の 小 胃險、 シネマに 於け る ラン デブ I、 サロンの 懒靜に 魅力 を 失 ひたる .^ft.... 

を フレッシュに する ための 所謂 ドラ イヴ、 スボ ー ッ遊戲 (と敢 ていふ) の爲 めの スボ ー ッ マ ン など、 -. タパ 

と 多. 0 行く 國 民の 運命と は 何の 關係 もな き 事柄、 何の 關心も 持たぬ 人^ を 好んで うつし、 これ 力 文 


孽 なり、 文學 はかう いふ もの さ、 文學 はォッ でゲス など 、一一 一一 E ふに 至る。 それ 卽ち戲 作 精神に あらやし 

て何ぞ や」。 

ある 人の 曰く 「時代の 文擧に 消極 積極の 兩面 あり。 然れ ども 文學は その 根本に 於て 理想 也。 光明 也 * 

希望 也、 熱 也、 力 也。 文舉は 時代 を 描き、 時代 を 反映し、 巧みに 時代の 眞を うがつ。 然し 同時に、 時 

£ ^をつ くる もの 也。 現代が 陰氣 なれば 先、 陰氣 憂欝なる 文 學を寫 してす むと いふ ものに あらす、 よろ 

しく 光明 赫々 たる 次の 時代 をつ くるた めに 文舉を 動かす ベ き 也" この 時代 をつ くる 力が 忘れられて は 

文學の 尊き 使命が 大半 無くなる。 眞の 文擧は {且 しく タリ H 1 シ ヨン たるべし、 イミ テ ー シ ヨンたり、 

デ スク リブ シ m ン たるに 止まる ベ からす。 文 學の價 値 は その タリ ェ ー ト する 力に ある 也。 これが なく 

ば文學 にあら す、 時代、 圃家、 社會、 人類 等に よき 生活、 よりよ き 生活 を與 へんと 寸る、 そこに 文學 

のクリ H 1 シ ヨンが あるべし。 時として 文學 が科學 以上、 舉 以上、 宗敎 以上の ものにさる、 は、 こ 

のク リヱ ー ト する 力が 最大 なれば 也。 古代の 西洋人が 文學を 神格化し たる は、 この タリ H 1 シ ヨンの 

力 を 認め たれば 也- 古代の 東洋人 も、 文學の 力に ついては 昔から やかましく 言 ひ、 或は 經國の 大業と 

いひ、 貫 道の 器と いひ、 或は 不朽の 事と いふ、 これ 呰文 學のク リヱ ー チヴ • パヮ ァに感 すると ころ あ 

りし 故なる べし。 今日の 文學者 は、 文 學文學 と 頻りに 口に 唱 ふれ ども、 3 臭の 文 擧のカ を 知らざる 也" 

文舉の 力の 消極的 部分 を いぢ くりまわして、 自ら 滿 足す。 その 積極的 方面に 就いては、 これ ある を 知 

歳 寒 窓文學 問答  二三  一二 
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.-a か、 , り て も 手に 負へ ぬか、 いづれ にせよ 我關 する 事な きが 如くす。 あたかも 精巧な 機械 ケ 乎に 

しつ、、 これ を もてあまして ゐる 子供の 如し。 豈遣憾 なら やと せんや」。 

ある 人の 曰く 「尤も 今日の 文學 中、 文學の 積極的 力 を發揮 せんとす る もの も、 全然な きに あらす、 

1r 勒胶 ヶ畢の 如き、 〔舣 近の 諷刺 文 學の耍 求の 如き、 その 現れなる べし。 低し 力 小に、 徹底せ ざろ 片 

片ま ところ あり。 これで はいかぬ、 fl て 大いに やるべし。 今 nzf 的に 明治 以来の 豪 を 見 

るき、 明 i 年の 素人 小 霞 (政治 小 霞 S 雲壽) のま 案外 ま i の 力 I づき 居た る 

が 如し。 彼等が 文 學に關 係せ る は、 いづれ も その 時代、 その 國民、 その 社會に Good  life を與 へん 力 

爲、 ^ りし-は。 從 つて テク 一一 ックは 幼稚 なれ ども、 その 理想 抱負に は 同情すべき もの 多し。 この 人々 も 

時の 文壇の 戯作 精神に 憤慨して 起てる 也。 然るに 春の 屋、 王 人の 寫實 主義 を 唱へ てより 以來 * これが 

文.^ 0 傅統 となり、 種々 形を變 へて 以て 今 B に 及ぶ。 赛 の屋. 王 人が 寫. 俨 スを唱 へたる は、 へたる だけ 

の 立派 なる 時代 的 雷 t て、 排斥すべき にあら す、 然れ ども この 爲に 豪が 專ら妻 にの みある か 

の 如き 思想 を 抱かせ、 爲に 寫實、 王 義と言 ふ をの を傳統 化せ しめたる は事資 なり。 寫資 とい ふ^の 根本 

41 はや」 して、 これ を 豪の 大勢より いふ 時 は、 明治 以來數 十 年の 豪 その 十 中 七 八 は みなこの 繞 

による 豪な. o。 これに 反抗して 理想の 光明 I き、 文 S 證的カ 墓 はえと せ fs まに 

1 露 伴 あるの み。 細かく 見れば 露 伴の 他猶 二三 あるべし。 然れ ども その 力の 大を 以て 代表せ しむれば 


露 伴 一人に て 足るべし。 內 m 魯麼、 木下尙 江、 初期の 夏目漱 石、 武者 小路 氏の 或る 作物 等 この 派に 屬 

すべし。 これ を 要するに、 今日の 文學に は、 寫實 なる もの を 誤解した る爲に 生じた る 弊、 未だ 極めて 

多し、 從 つて 今日の 文學を 革新 せんとせば、 一度 先づ この 誤れる 寫資 主義の 傳統を 粉微塵に 叩き 壞す 

べし。 そこより して、 新に 文擧の 積極的 力に 對 する 理解 生ぜん。 ， 文舉は 不死鳥の 如き もの 也" そ も、 

明治の 寫實、 王 義が馬 琴 流の 理想主義に 對 して 起れ る もの なれば、 起 倒 共に 地に 依る の 流儀に て、 今日 

文擧を 革新 せんとす るに 當 りて 馬 琴の 文學の 如き を、 新ら しき 意識と 態度と を 以て、 檢討 する も 一 

案なる べし。」  . 

ある 人の 曰く 「大衆 文學 は文舉 なり やい なやな、 ど. - いふ 議論 あるよ し。 吾等より せば 如何なる もの 

にも あれ、 文 寧の タリ H 1 チヴ • パヮ 了を發 揮せ る ものなら ばみ な文舉 なり。 た V 生粹の 儘なる と、 

水 を 混ぜて 方便！ g にした る ものとの 區別は あるべし。 それ は讀 者の 程度に よる ことなり。 テク 一一 ック 

上の 手加減な り。 大衆に 娱 樂を與 へ、 同時に 光明と 希望 を與 へて、 彼等の 生活 をより よき ものたら し 

むる を 得ば、 如何なる 大衆 文擧 とて 文學 にあら ざらん や。 た 然し、 今日の 大衆 文蔡 がその 理想 をバ 

クチ ゥチの 生活 ゃサ ンピ ンの 切った 張った や、 クサった やうな 女の 取 やり (いは ゆる 悲戀 とか 何とか) 

を 描く 事に 置いて ゐ るの は、 これ 又大變 なる 見當違 ひと 言 ふべ し。 今日の 大衆 文學が 亡者な りと いふ 

者 あり。 それ は、 一 つ は 影法師 だけと 言 ふこと か、 今 1 つ はァシ のない ことば かり 氣に すれば なる ベ 

錢寒 窓文學 問答  . .  二三 五 
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し。 ァシと は 何ぞ須 らく ォの字 をつ けて よむべし。 ァシ に氣を 取られて は、 理想 を 行 ふこと など 出來 

ぬと 知るべし。 おれ はァシ さへ あれば よいと 言 ふ 人が あれば、 その 人の *: く 物 は、 もはや 亡お の.^ 貼 

と 5^ るべ し、 斷々 乎と して 生きた る文學 にあら、 ざる 也^ 

右り 拔書 にて 見れば、 この 「ある 人」 は あまり 此 頃の 文 舉を讀 まぬ 人なる が 如し。 义 その^へ てゐ 

る 事 も、 训に 新しき ところ 無き が 如し。 新しい どころ か、 大分 以前なら では 通 ffl せざる 如き 論 多し。 

^^i^.  .s-々：k.-.< と でも やつ、 けられ さうな もの 也。 だが その 本心 を 叩けば、 時代に ふさわしい - 

想 文舉、 光明 文學、 希望 文舉が ほしいと 言 ふに 止まる が 如し。 文中、 文學 者に 對 する 失禮 なる 言 もい 

ろく ある も、 それ は、 彼の 熱心に めで、 宜しく 恕 してい； きたき もの 也。  . 

(昭和 十  一 五月 號 「文 藝 懇話 <^」) 


隨筆 探偵小説 史稿 

一、 はしがき 

おもしろい 題目 だから、 いっか 書いて みょう、 と 約束したら、 それ を榍 にたう とう 生け捕られ てし 

まった" 

隨筆體 とはいっても、 かう いふ 藤お 物て、 得て 考證に 流れが ち だから、 譲む 方で も 肩が 張る。 その 

上 何 うやら 場 遠 ひの 感じ もす るし、 かたがた 三回 位で 切り上げる つもり だ。 その 位なら 我慢して もら 

へ る：；，： らう。 

大正 年代 以後の こと は、 森 下さん や江 戶 川さん 擾 りから 詳しい 直話で も 窺 はなく ちゃ 書け ないし、 

且つ  一 r 日本 探偵 小說 傑作 集』 の 森 下さん の 序 や江 戸川さん の 「日本の 探偵 小說」 で 殆んど その 發達史 

乃至 瞰圖 とい ふ ものが つかめる から (今のところ 文献 的に これ 以上 書け といっても 一 寸 無理 だら う，/ 

私 0 書く 分 はま づ明 治 時代 だ けに 限って 澄きたい。 

ところで 歷史 風と なると 時間 的 一?i 劃 をつ ける こと は 見 透 しがつけ にくい。 勿論 正式な 探偵 文擧史 

偵 小說史 二三 七 
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なんとい ふのお やない から、 さう 喧 ましく いはなくて もい、 が、 何とか 段落 をつ けぬ ことに は、 丧く 

にも 書き やうがない わけ だ" それで 極く 大ざっぱに、 探偵 文舉の 主流に 多少れ 變 化の 見える どころ を 

切掛 ナ にして 三つ、 乃至^っにー^！：切ることにしょぅ。 先づ 明治 二十 年 前後 黑- ぉ淚 香の 擦 頭まで が 第一 

期で、 5^ ャ 3 前期と いふべき 時代い 二十 年頃から 二十 六 年頃まで 五六 年間が 第二 期で、 淚香 全盛時代、 

„ ^つて 飜譯 が、 王と なって ゐた 時代、 二十 六 七 年頃から 三十 五六 年頃の 約 十 年間が 第三 期で、 作家の ® 

出時 代、 作家と いふ 中には 譯 家も實 話者 も 入れて 置く。 三十 七 八 年から 大正の 初へ かけて が， お 叫 期で 

沈潜 時代、 これ は 多少 說明 しないと 可笑しい と 思 はれる だら うが、 つまり 探偵 小說 なる ジャンル その 

ものから いへば 冬-眠 時代 だが、 その ジャンルの 興味 卽ち 作家の 狙 ひ處が 幾つに も 分れ、 いろいろな 他 

の ジャンルと 合體 して 新しい 色調、 新い し 萌芽 を もつ に 至った 時代と いへば、 まづ わかる と 平つ) そ 

れ からが 第五 期 「新 靑年」 時代で、 探偵 小說 再興 時代と でもい ふべき ものに 入る。 

何しろ 急の ことで 一 々調べて ゐる 時間がない ので、 大抵 は 記憶 まかせ だから、 醫 きもら したり、 ； l^i 

忘れたり する ものが いろいろ あらう。 その 透 はよ ろしく 

一一、 明治 二十 年頃 まて 


此の 一期 は淚香 以前と いふべき 時代で、 時間 的に は 長いが、 探偵 小說の 歷史 からい へば、 一番 喾く 

ことの 少ない 時期 だ。 

だが 書く こと は 少ない が、 まるき.^ 無い とい ふので はない。 この 時代の 讀者 は、 文學 上の ージ？ ン 

ルと纒 つ た 探偵 小說と いふ もの は與 へられて ゐ なかった が、 いろい ろな もの で そ の 探偵 趣味 を滿 足さ 

せて ゐ；， i。 この頃の 讀者 だって 探偵 文學 趣味がなかった のお やない、 前代から、 乃至 もっと 前からの 

遣傳 物と して、 いかに 低俗な ものにせよ、 可成り 襞 富に その 趣味 を もってた こと は、 猛 がー 々證據 を 

擧げて 述べ立て るまで もなから う。 德川 時代の みで も 始ハど 汗 牛充楝 とい ふ 形容詞 を 辱 かしめ ない 幾 

百 千 部の 復 i: 物、 寶物 探しから 『某々 政談』 ぉ家驟 動の 類まで 多少の 探愤 趣味 を 示さ-、 る はなしと い 

ふ 有様 だから、 推して 知るべき. た。 (何う して 德川 時代に かう 探偵 趣味が 發 達した かとい ふこと は、 

偵 小說の 本質 論に 觸れ て來 るから、 こ、 では 立ち入らない ことにしよう)。 それで、 兎も角、 明治 初期 

の讀者 暦なる ものに は、 探 愤文舉 趣味が 可成り 豐富 にあった こと S して、 さて、 彼等 は その 探偵 文學 

趣味 を 何で 滿 足させて ゐ たかと いふと、 先づ 二通りの 手段が あった。 その 一は、 傳統 的な もの、 その 

一 一は 外来 物であった。 

傳統 的な ものと いふの は、 當 時の 新 閒の續 物の こと だ" 此の頃の 繽物 は、 いは ゆる 新聞 小說 でな く 

, ^-聞 雜 報の 潤色した もの だが、 その 雜 報に 探偵 趣味の 豐 かなものが 多かった。 殺人、 强盜、 謀叛、 何 
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しろ g 府 草創の 啬ぃ 時代 まら、 それ も當然 のこと だつ ち 例へば 明治 八年倾 假名 § 文が， 

た 横^ 小愤 殺しの iE- 件、 十二 年に 出た 高 橋お 傳 などが 代表的な もの だ。 勿論 もっとも つと^ 山あった 

此の 時代の 文 S 一  特色と なって ゐる 毒婦 物にして 探偵 趣味 を 伴 はぬ もの はない。 それから 十..^... ば 

から 镇々 と 書かれる 圃 事犯 黎 動の 讀物、 資に 無類に 澤山 ある。 これ 等の 讀物 中には 舉に 珍^ 異 はとし 

て 謹され たもの も あるが、 探偵 趣味 を 伴 ふ もの は、 i の 興味 を もつ て讀 まれ 仁 もの だ。 謹 i 

.の1 が 次第に 新聞 小說に 仕組まれて 來 たの は、 一 つ はかう いふ 藝の I から 出て ゐる ものと いつ 

て 汀： 

今一 つの ト來 物、 これ は 種々 あるが、 まづ 第一 は、 外國の 珍事 異開中 探偵 趣味の 多い もの、 お ザす 

これの 代表的な ものと して は、 成 島 柳 北の 「女優^1^^^.兒の審判」 明治 十三 年 朝野 新開、 『#4", 北 

5 下) や、 後 (十九 年) P 『近世 米 S 談』 として 刊行され た 霞 普 「米 Ise 〔明治 十 S ハゃン 

ぷど がそれ ご。 ^者よ 女優が JiE 人の 薄情 を 怒って これ を 殺した 顚末、 後者 は 姦通 殺人^件の 記錄 であ 

つたと ま。 ii は 何しろ 柳 北の 名文 I かれた 物 まら、 殊に 讓 された (i の 導 も あ， う。 お • 

S 說の 元祖 祝され て 有名に なって ゐる も 恐ら 4 初 は、 髮霜？ - して sf 

たもので あらう。 これ は 明治 十 年、 柳 北の 手で 「花月新 き に 襲され た Q で 柳 ま S かと 

が、 囊は祌 W 章が 文久 元年 頃 オランダの 害物(. 『死 刑義】 4f れ てるち 譯し. に.， 


ので ある。 原 名 は 『和 蘭 美 政錄』 とい ふので、 上下 ニ篇 あり、 「楊 牙兒」 は その上、 下 は 「靑 騎兵 吟 W 

一件」 とい ふ もの だ。 刊本は 『楊 牙兒 奇獄』 (十九 年刊) しかない が、 明治 二十 四 年の 「日本 之 法 禅」 

と、， ふ雜 誌に は、 神 W 譯の 原文の ま、 ニ篇 とも 載錄 されて „ ^り、 又 近く は 「靑 騎^」 だけ、 昭禾 ブ.^ 

S 月新靑 年で 神田譯 のま、 紹介され た ことがある。 ニ篇 何れも 極めて 面白い もの だが、 探偵と いふ 點 

を 主 服と せば、 「靑 騎兵」 の 方が 傑作で ある。 前者 は、 旅館の 夫婦が 共謀して ヨン ケル •  „ ^デリ ィキと 

いふ 大 II し (ま 生が、 S が 行商人 裏した ことに 氣づ いたので)、 巧みに I 基して ゐた 

が、 大舉 生の 殘 した 演劇 脚本から 端な く發覺 するとい ふ 筋、 後^ は、 退役 街 騎兵 一族が、 近所の 寡 あ 

殺しの 嫌疑 を 受け、 始んど 刑が 確定す るが、 名探偵の 活躍| 犯人が 捕れて、 W 騎兵 一家 I される 

話で ある。 

外来 物の 第二 は、 裁判の 判例 集で ある。 これ は 前者と 違って 興味本位、 報道 的な もので なく、 赏際 

上の 必要から 譯 出された ものであるが、 その 內容 の奇々 不可思議な 探偵 趣味から、 まるで 讀物 同様に 

讀 まれる に 至った ものである 。- だが、 性質が 性質 だけに、 前者 程 大衆性はなかった らう。 それ は 明治 

十 叫 年 司法 省藏版 『情 供證據 誤判 錄』 だ (譯者 は 高 橋 健 三、 後に， ほ恃 庵主 人と して 官界 操 觚界に 名を馳 

せた 名士。) これ は實際 裁判に 當る 人の 參考 として 譯述 された もので、 原本 は 一 八 三 七 年米國 ポストン 

刊行 、T.amous  Cases  of  Circumstantial  Evidences: とい ふ もの-だと 斷 つて ある。 叙 言の 「推測 證 
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，論. (H ス • ェ ヌ • ソ ヒ リツ プノ) の 外に、 二十 七 件の 判例が 收 まって ゐ るが、 その^く が^;^  f-^ 

. ^奇 t ともい ふべき、 探偵 趣味の 津々 たる ものば かりで ある。 例の ゥ ヱ ブス タ ー 敎授バ ー クマ ン狡害 

事件の 如き (この 件 も 判例 中に 人って ゐ るが)、 微妙 愼 重な 探偵、 審判 を 要する 事件が、 二 ト七件 も 

牧 まって ゐ るので あるから、 讀物 としても 相當 面白い ものである。 

同種の 實話 集が、 今少し 年代が 遲れ るが、 明治) 一十 一 年に もう 一 つ 出た、 『摘 陰發微 • 奇嶽』 と稱す 

る ものが それ だ。 これの 原書 は- detectives  of  Europe  and  America" と题 する 米阔 本で お 者 は 

ジョ ォジ. マ クウ アツ テ ルスと いふ、 千 原 伊 之 苦の 譯 であるが、 假死僞 葬から、 的證 まで 二十の 犯 卯 

實 話が 牧 まって ゐる。 『情 供證據 誤判 錄』 に 比して、 文章 も 優しく、 内容 も 大分 小說 らしく 見せて ある 

から、 た マ 讀んだ のみで は、 この 方が 面白い かも 知れない。 

以上の 如き ものが、 こ の當 時の 讀者 を滿 足させて ゐた 探偵 趣味 文學 だとい つて 可い。 

三、 黑岩淚 香の 出現 

涙 香と いへば、 今日 專ら 探偵 小說 家と いふ ことに 極め 札が ついて るるが、 あの世で 木 人の 彼が-? つ 

と 知ったら、 あまり 嬉し さうな 額 はしないで あらう" 彼 は 政治家が 理想で、 その 现想を 行 ふために 先 


づ 新聞記者と なった。 從 つて 彼 は論說 記者と して 犬に 活躍した もので、 論文の 方が 小說 より 澤山 あり 

名論 も 名文 も 頗る 多い。 又 キビ キビした 實際 運動 もやった。 理想 圑の 結成、 東京 市政の 淨化邋 動、 大 

隈內閣 の 出現 等に は、 彼の 力が 目立って 大きかった もの だ。 

さう いふ 涙 香が 何で 小 說に關 係した かとい へば、 第 一 に 社 會敎訓 の 方便と して あった。 「おれの は 

新閒 大衆 相手の スト ー リイで、 文舉 など、 いふ もんお やない、 多勢の 俗人に 讀 ませ るんで 少數の 識者 

に讀 ませる つもりお やない， r 彼 はよ く かう いって ゐた。 1^ 一 一に は (第 一 から 演 11 されて 來る こと だが) 

.,經 世の 理想 を 行 ふため 文擧を 利用しょう としたが、 當 時の 文 舉は いは ゆる 戯作で、 千篇一律、 面 {II く 

も 可笑しく もない ものが 多く、 大衆が あくび を かみ 殺してば かり ゐた。 こ、 で、 西洋に はかう、 ふ 面 

甴ぃ繽 物が ある ぞと いふので、 目醒 ましの つもりで 探偵 譚を 紹介し 殆 めた。 勿論、 戯作 卽ち繽 物 改良 

とい ふ考 へが 多少 動いて ゐ たので あらう。 それから、 淚香 個人と して は、 經濟 的な 理由 もあった の だ 

と 思 ふ。 何しろ、 論說 記者と して 受ける 給料の みで は、 極めて 微 薄な 牧人で 何う にもなら なかったら 

うから だ。 更に、 今一 つ、 當時 米國の 小說界 では、 南北 戰爭 後の ダイ ム •  ノべ ル (十 錢小說 の 汎濫時 

代 だから、 その 溢れ こぼれの セ ン セショ ー ナル •  ノ ベ ルが澤 山 日本へ 人って 來た。 貧乏な 淚香は 英語 勉 

強の つもりで かう いふ 安本 小 說を片 つばし から 讀 破した。 この 結 架 探偵 小說に 興味 を もつ ことにな つ 

- たの だ、 とい ふ 事情 も 考慮に 入れて よい。 だが、 いくら 小說に 興味 を もって ゐ たにしても、 以上の や 
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うな わけで 自分で は小說 家になる 心算な どなかった の だから、 何 か 特^な 機會 がなかった から 「.^ -.^ 

If  _ の 出現な ど 見られなかった らう。 ところが、 何う しても 自分で 小說を 手がけなくて はならぬ 

機會 が..^:。 それ はかう だ。 明治 十八 九 年の 頃と いふが、 彼 は 一日 非常に 面白い 小說を 譲んだ ので、 

その 筋 を 知人の 敏作 兼 新聞 續物 記者の 雜賀柳 香 後に 廣岡 氏) に 話して 新^  (今：：：： 新聞と いふ ン に 

^す させた。 ところが、 その 頃の 戯作の 書き方に は. 略 ぼ 型が あり、 柳ぶ" は、 淚 香から 聞いた をす 

つかり その 型に 入れて 書いて しまつ 仁ので、 祈 角の 面白い 筋が まるきり 仕様の-な いものに なって しま 

つた。 そこで 涙 香 は、 人手 を 借りた ので は、 何う も 面 由く いかない と覺 つて、 自分で 筆 をと つて.^ 门き 

出した。 これが 『法廷 之 美人』 だ。 これの 原作者 は 英人ヒ ュ ー • コ ンゥ ヱイで、 『後 暗き 日』 (： り. ^"に 

Days") とい ふ ものであると いふ。 

柳 言 籠 させた とい ふの は、 原作 は 何とい ふ もの か、 そ の繽 物 は 今 本で？ てゐ る、 .题 は 

n ー獎 草』 とい ふので、 双生 兒の 兄.^ が 善玉 惡玉 となって 活隨 する 小說 仁、 誰か 博識の 人に 尋ねたら 

原本が 分る かも 知れない。 然し 柳 香 著と なって ゐ るので、 淚 香に 關係 ある もの だとい ふこと は ，能り 人 

に 知られて ゐ ない らしい。 

ところで 此の 『I 之 美人』 譲晴 しく 受けに。 新奇 謹 物に |た讀 者 は f 次 をと、 斷 えす 他 

い 叱した。 新 間 社の 方で は、 この 折角の 讀物 を、 さう やみやみと 乎 離す わけがない。 ：汲ォ はは V なら や も 


次から 次へ と 探偵 小 說を譯 した。 それが 又 一作 毎に 當ら ない ものはなかった。 明治 二十 年頃 は、 彼 は 

繪入自 .H 新聞に る 仁が、 當時 この 新聞 は 全く 淚 香の 人氣で 存在して ゐ たやうな ものであった。 今 も兑 

る ことが 出來 るが、 日に よると、 新閒ー K 分 乃至 二 A 半が 彼の 小 說で缠 まって ゐる、 時として は 二-, U 

大の 附録まで 出して ゐる。 彼の 精力 もえら いが、 その 人氣は 恐ろしい ものであった。 彼 は、 その 問 中 

斷ぇ. i^、 皆の ため、 讀 者の 爲 めに なれば とい ふこと を考へ っヾ けて 錄を とって ゐ たらう。 

かう して 探偵 小 說の筆 を 執. ^つ、 S けて ゐる うちに、 當 時の 文壇に は 「淚香 調」 乃至 「淚 香體 一 なる 

新 文體が 生れ、 「探偵 小說」 なる 新 ジャンルが 生れて 来た。 二十 二三 年頃に は、 その 新 ジャンルが 文壇 

に 確固たる 地歩 をし め、 模倣者が ぞ ろ./ \ と 現れ 出して。 文壇の 老大家 さへ、 急 の 探 似小說 で人氣 

を 挽回しょう とする やうに なった。 淚香 自身 は、 こ、 に 至って 自分が いつの 問に か 小說 家の 仲 問 入り 

を させられて ゐ るの を 見て 驚いた ことで あらう。 

然し 淚 香の 紹介した 小說が 何れも これ も當 つたの は、 むしろ 當 然とい ふべき で、 彼が 明治 二十 ハ牛か 

も、 二十 五六 年まで、 普通 淚香 時代と いはれ る 位の 勢力 を もって ゐた 五六 年 に譯 した 小 說は約 三十 

種 は あらう が、 この 三十 種の 背後に は 一千 數百 部と いふ 犧性 小說 があった とい ふこと を 聞く と、 いか 

にもと 首肯され る。 つまり 面白い とい ふ點 では、 粒 選 わと いっても い、 三十 種で あつたの だ。 

かう して 面白い 小說を 粒選りに した 彼 は、 而も これ を譯 出す るのに、 周到な 用意 を 怠らな つた。 いか 
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. に 面白い 小說 だからといって、 彼 は讀み 下しの ブッ つけ 直譯 はしなかった、 彼 は その 譯 すべき 小說を 

選，：； 儿 すると、 それ を 更にもう 一度 丁寧に 讀み 直した。 それから 文 屮抄譯 すべきと ころと 遂字譯 でい、 

ところ を .區 別した。 その上で、 これ を 新聞 小說 風に 回數に 割りつ けた、 それから、 每曰早 曉、 その H 

誨 述 すべき 部分 を讀み 直して、 頭の 中です つかり 筋 を 立て、 置いて、 原本 を 全く 離れて 筆 を 取った。 

時には 一部の 小 說で輿 味の 足りない 時には、 他の 小說 か， J 借りて 來さ へした。 だから讀^<?は、 涙 巧り 

衙白 いと 思った 小說 のうち、 その 「面白い」 とい ふ H ッ センス だけ 味 はされ る ことになる。 これで 受け 

なければ、 ゥソ だ。 淚香 はよ く かう いった、 「おれ 程飜譯 に苦勞 すり や、 創作 だってい 、-- ものが 出來る 

サ。」 全く その 通り だら う。 

私 はいつ か淚 香の 著作 譯 年表 をつ くった ことがあり、 それ を 蔡刊の r 隨 錄明ュ &文學 ，K 赛秋社 發行ソ 

中に 出して 置いた から 彼の 小說 の目錄 はこ ， では 擧げ ない ことにする。 

淚 香の 出現した 明治 十八、 九 年から 二十 年頃 は、 一般に 文學 改良 論の 叫ばれた 時であった J さう し 

て その モデル は 皆 西洋 小說 であった。 涙 香の 出現 も、 4r 日文學 史的に 見る と、 矢張り この 大きな 文 

改良 運動の 波から 出て 來 たやう に 思 はれる。 

鬼 も かく 彼の 出現に よって、 明治の 文 學史に は 「探偵 文學」 なる 新 ジャンルが 加 へられる ことにな 

つたの だ。 


ー2^香の話をもちっとっ ヾ けて、 それから 他に うつる ことに しょう 

四、 涙 香の 創作 小說 『無 慘』 について 

前回の 終りに 涙杳 について 今少し 話したい といった が、 それ は淚 香の 創作 小說 『無慘 一 についての 

こと だ。 涙 香の 晩年に 『今 世の 奇蹟』 とい ふ 創作が ある こと は 比較的よ く 知られて ゐ るが、 この，^ 說 

は 一 種變 態の 諷刺 小說 とい ふべき もので、 探偵 小說 家と しての 半生の 盛名 を 次-ま、 にした 淚 香に ふさ 

はしい 創作で はない。 そこへ 行く と 此の 『無慘 一 は、 割合に 人が 知らぬ が、 いかにも 淚 香らし い 本格 

の 探偵 小說 である。 恐らく 本格の 探偵 小說 らしい 探偵 小說の 創作 は、 此の 『無 慘』 を もって 嚆矢 とす 

ると いっても よい かも 知れない。 そこで、 此の 作 だけ 一寸 特別に 取り上げて 紹介して 置きたい と 思 ふ 

ひ す 

『無 慘』 は、 最初 二十 二 年 九月、 例の 小說 館の 定期刊行物 「小說 叢」 とい ふ もの. - 第一 編に 收 まつ 

て 公に され. たもので (右田 寅 彥氏作 『平家 姬小 松』 とい ふ 院本 風の 小說と 合冊に なって ゐ る)、 「新案- 

の 小說ー  云々 と ある。 二十 三年 二月 單行、 二十 六 年 十月 『三 筋の 髮』 と 題して 再版が 出た。 

淚 香の 凡例が ついて ゐ るが、 それが 一 寸 面白い、 —— 
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七.：？ 5、 文に は艷 もな く 味 も 無し、 趣向に は 波 も 無く 風 も 無し、 小說は 美術な りと やら-一. ム はる、 方 

なま 一目 視て 唾して 捨らる 可し、 自ら 小 說と云 ふ は鳴滸 がまし、 小 *i に は 非す 記事な り、 記事 も 事 

實を寫 したる 記事に は あらで 心に 浮ぶ 想像 を 書き表 はした るまでの 記事な り 云々 

ーォ 費む と いかにも 謙遜ら しく 聞え るが、 ゾンナ こと はない、 あべこべに 所謂 文壤 派の 純文^ 小お 

を 愚弄して ゐ るの だ。 だが これで 昆 ると、 この 小說は 淚秀の 純然たる 創作 仁る ことが 明.^ だ。 今日 か 

ら、 へば、 そこが 探偵 小說 として 却って 貴 直な ところ だと 思 はれる。 淚否は 4 一 暴 をつ，. - けて かう いつ 

てゐ る。 —— 

余 は 或小說 家に 添削 を依賴 したれ ど 其 人 苦笑 ひして こ は 小 ，説 家の 添削す 可き ものに 非 や、 〈且 しく 論 

现舉 者に でも 校正 を 頼むべし とて 突 返されたり、 爾 すれば 小說 家の 口 に は 小八乂 "と は = ^へぬ 者と へ 

仁り、 去れば と； し 之 を 論理 家に 見す る も 論理 書と は^て くれ まじ、 理 書と 云 は 云へ、 小..^ と m 丄 

は- 思へ、 唯 だ 見る 人の 評に 任す るの み。 云々  ， 

これ だって a らく 眞實 のこと をい つて ゐ るので は あるまい、 勿論 素人 作家 の . ^女 作 を 辯 護す る^ 持 


は 幾らか は あるに ちが ひなから うが、 それば かりで はない、 文壇 小説に 對 して 敢て異 を 橘て、 一風 變 

つた 「探偵 小？^ ヒ なる もの を 作り出す 意氣込 をヒャ かし 半分に 述-. ウ 立て ， ゐ るの だと 見る 外 はない。 

作の 内容 は、 上、 中、 下の 三篇に 分れ、 上篇は (.， 疑問) と 題して 事件の 顚 末から、 これに 對 する 疑 

問の 數々、 中篇 は (忖度，) と 題して、 證據 品に よって 事件の 經 過から 犯人 や 犯罪の 性質 を 細密に 推理 

する、 凡例で 論理 書 云々 と ふざけた の は、 こ § 推理の 條が 長々 と 物； r おられて ゐ るから だ。 下篇は (氷 

解) で、 卽ち 解決 篇 になって ゐる。 此の キ チンと した 三 段の 顧 序 は、 探偵 小說の 典型的な 說， 話 形式で 

あるが、 これ を かう キ チンと 定めた たの は、 矢 張 淚 香の 此の 小說 からで ある。 その 點 でも 展. 的 意 

義が あらう。 

事件 はとい へば (淚 香に よると、 全然 彼の 頭腦 中から デ ツチ 上げた ものと いふが)、 此の 小說を 書い 

た^、 卽ち 明治 二十 二 年の 七月 五日に 築地 海軍 原 (海軍 大學 のあった あたり〕 近くの 川 中に 恐ろしく 

慘 酷な 傷 を 受けた 男の 死骸が あった。 持物 は 全然な く、 身元 も 分からない。 そこで 最寄 警察署で は嚴 

東 探索と なる の だが、 同じ 警察署 內の 刑事 谷間 m、 大辆の 二人が これの 探偵に 當る、 谷間 田 は 舊幕時 

代の 岡ッ引 上りで、 見込み、 聞き込み、 當 りで 行く 舊式 探偵 術の 老巧 者、 大辆は 西洋式の 科學 的な や 

りかた の 研究者で、 探 愤小說 の愛讀 者で あり、 科擧 知識と 論理的 椎究で 行く 新人、 その 二人の 前に^. 

一 の證據 物が 與 へられる、 それ は 死骸の 指にから みついて ゐた數 本の 長い 髮の 毛. だ。 谷間 阳は、 犯罪 
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定石の 「女 あり」 を そのまま 應 用して、 髮の 毛が チマ レ くせのある とこから、 チ，、 レ 1^ のバ クレ ン. K 

を 傑し 廻る。 大辆は 髮の毛 を顯微 鏡に かけて、 その 髮の の 性質、 チ *、 レの 具合 を 調べ その 髮 の^に 

生 毛と カツ ラ の^と あるの を 知り、 又 チ>  レの 具合から して 犯ん は 何う しても 支那 人で なければ なら 

ぬと 椎斷 する、 その他 死骸の 身內の 傷に ついても 論理的な 推測 を 下して、 一 々適確な 說明を 下す。 結 

局 大辆の 推理で 犯人 は 築地 居留地に ゐる 支那 人の 陳某 だと わかる。 一 方 谷間 ffl はチ 。ヽ レ 毛の パ クレン 

女 を 探し 廻って その 女 を 捕へ るが、 偶然に も その 女が 犯人の 陳の 妾で ある ことが わかり、 これ も 

人が 陳其 だとい ふこと を 探知した。 この 妾が 陳の 弟と 不義した の を、 陳に 見つかり、 、iT か 逃げ出す と 

ころ を^され たもので ある、 - そこで、 犯人 探知の 功 は 谷間 田、 大辆 ともに 優劣な しとなる が、 然しせ 

問^ の はい は V- マ グレ當 りで あり、 大辆の は 科學的 推理の 必然から 來てゐ ると 云 ふので、 作お は 新人 

大辆に 飢歌を 揚げさせ てゐ る。 

作者の 意で は、 此の 各 間 田と 大辆 の對 立に よって、 當時 一般に まだ 行 はれて ゐた葡 式な 日 木 探 似 法 

に對 し、 两 洋風の 科學的 探偵 法 を 加味せ よと、 改善の 意識 を ほのめかし たもので あらう、 それで 中篇 

の 忖度、 卽ち 大辆が 長官に 對 して 自分の 推理の 結 2^ を說 くと ころが この 小 說のャ マと なって ゐ るの も 

宵肯 される) 今日から いへば 此れ程の 科學 知識な ど 可笑しい 位ゐの ものであるが、 然し 帝 阔^. ^リハ へ 

まド 來 たか 出來 ないかの 明治 二十 三年の 當 時として は、 如何に 斬新な ものに 思 はれた か、 想像 も 出 


來 ない 位ゐだ e 

淚 香が もっと 創作 をつ ヾ けて、 此の 大鞘 探偵 を 活用して ゐ たら、 ホ ー ムズ 或は ソ ー ン ダイク 風の 探 

偵 生 格 をつ くり 上げて、 今日 「明 智小 五郞」 をして ひとり 盛名 を恣ま ， にさせなかった かも 知れない。 

鬼 も 角 も、 この 淚 香の 處女作 は、 事件 そのもの 、興味で はなしに、 事怦の 推理 解剖の 興味 を 中心と 

して ゐる點 で、 近代 探偵 小說の コッを 立派に つかんだ もの だ。 コ ナン • ドイルが 活躍して 間 もない 此 

の 頃、 早く も大辆 探偵の 如き 性格 を 書いた 淚香 は、 これ だけで も 立派に 日本 探偵 小說 史上 接 消す こと 

の 出來ぬ 存在と なって ゐ るの だ。 

吾等 は、 飜 譯家淚 香の 外に、 創作 冢淚 香の 名 も 記憶に 値する こと を 知らなくて はならぬ。 

五、 漠番 時代の 探偵 小說熱 

日本の 文學 はいつ だって さう だが、 外 國の變 つた 作品が 紹介され て それが 流行す ると" 早速 その 作 

品の 和製と いふの が 出来る。 淚 香の 飜 譯小說 が、 恐ろしい 勢力で 流行し 始める や、 これ を a; 似す る 連 

中が われもわれもと 出た。 その 中には、 淚 香の 行き方 をソッ クリ眞 似た 飜譯家 や 飜案家 も あり、 叉 こ 

の 流行に 一 ト當 てあてようと 意氣 込んで 我流の 探偵 趣味 を 盛り込んだ 創作家 も. める。 然し 大衆 は 馬鹿 
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で 欺され 易い やうで、 それで ゐて 案外 正直で あり、 lil い。 彼等 は；|の 物 は 眞に而 

！  ノ ら歡迎 したが、 いくら 淚香 を眞似 仁と いっても、 似せ 物 は 似せ 物 だけの こと だから、 淚^^ に 

歡迎 されす、 それ 相當の 待遇し か 受けなかった。 

此の 探偵 小說 流行 (とい ふよりも 寧ろ 淚 t= 小說 流行と いつた 方が 正しい が) を あてこん で！^^.. y が 

を 作った 小說 家の 第一 は、 須 藤南翠 だ。 彼は淚 香の 出現した 明治 十八 九 年から 二十 二三 ハ やに かけて 葡 

文- S の 第一位に 立つ 老大家であった。 多少の 舉問も あり、 何に でも 役に立つ 篾寶 なジャ ー ナ リストで 

あつたが、 當時は 績物卽 ち 新 ii 小說の 大家と して 有名であった。 ジャ ー ナ リストの 《.- として、 好ぎ が 

な もの だが、 中で も、 此の 人の は 極端で、 文學 上の 新倾 向に は 何でも 一 わたり 第 をつ ける とい." fe. 力 

あった。 ^台 小說が 流行し さう だと 政治 小說、 社 會小說 が 流行し さう だと 社會 小說、 歷史 小ぎ 力お-' 

しさう だと 歷^ 小說 とい ふ 風に やる の だ。 (もっとも かう して 書いた もの、 中には、 なかなかい、 もの 

も ある)。 そこで、 此の 人が、 二十 年 以後 淚 香の 小說が 勢力 を 得て 來 ると、 忽ち 探 侦小說 に 筆 をつ けた 

そして 先づ 公け にし 仁の が 『殺人犯』 とい ふの だ (二十 一年 六 月刊) J  I 

余 貸 をして ゐた潮 S 寬三 とい ふ ものと、 同じ 職業の 水口 春 澄と いふ ものが、 某 地で 殺される 兇- 

は ピストルと 仕込 杖が 用ゐら れてゐ る。 被害者 同志 は、 同業で ある 上に、 春 澄は寬 三の 娘の ふき子に 

サダ 申込んで 殆ど 受け入れられて ゐ ると いふ 關係 だ。 探偵 當局 では、 これ を 余赏關 係と 緣^ 關係方 


面からの 原因と 込み つ ける。 然るに こ ， に 此の 兩 方面の 原因から 一 一人 を怨 むべ き 立場に ある 人間が 

ある。 それ はふき 子の 戀 人で、 かって 遞信省 電信局の 官吏 をして ゐた野 口 今朝 雄と いふ もの だ。 これ は 

兩 人からの 若干の 借金 も あ..^ -、 春 澄と は戀 敵と いふ 關係 になって ゐる。 そこで 當局 では 早速 野 ロを拘 

引し、 家宅 を 捜索す ると、 六 連發の ビス トル や 仕込 杖な どが 出て 來る。 そこで 野 口の 罪狀は 確. M 的な 

ものと なる。 野 口 家の 食客 內海某 は 平生 野 口の 知遇に 感激して ゐ たので、 この 時とば か. 9 素人 探偵と 

して 活動す るが 結局 無效に 終って しま ふ。 最後の 判決の 日、 、 野 口の 戀人 ふき子の 無罪 證 言が 役立つ 

て、 許され、 代って 寬 三の 手代 をして ゐた 松川玄 七なる 者が 眞 犯人と して 刑 を 受ける とい ふの だ。 

いかにも 複雜 らしく 事件 を 仕組んで あるが、 その 組み合せ 方が 皮相 的で、 淺簿 的で、 一寸した 新聞 

雜 報の 以上に 出る もので はない。 これに 探偵 小 說的輿 味を與 へる に は、 眞 犯人 玄七を 見出す ところに 

こそ、 カ點を 置くべき， たのに、 穿き 違へ て 野 口の 有罪 無罪 だけに 與味を 集中して ゐ るの は、 近代 探偵 

小說の コ ッを 心得た もので はない。 時間で は 『無 慘』 より 一 年 以上 も 先に 出て ゐ るので、 或る 意味で 

は 『殺人犯』 の 方が 先き だとい へぬ でもない か、 然し 探偵 小 5^ として はま づ 未成 品 で、 ？ 早に 先驅 的な 

ものと しか 見られない。 

南翠に はこの 外に 『朧月夜』 とい ふ 長篇が ある (二十 二 年、 新 小 說)" これ は 普通の 探偵 小說 ではなく 

悪漢 小說 とで もい ふべき もので、 三人の 惡漢が ある、 その 一 人 は 男爵 樱町春 行、 K は 日本銀行の 倉庫 
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を 也 下道から クリ拔 いて 大金 を 奪った 大 盜賊、 その 二 は 東洋 生命 保險會 社の 社長 遠山 露 三、 これ は 保 

險^ は 表面で 矢張り 强盜國 の 首領で ある、 その 三 は 藥種商 桃 井 澄 之 助、 これ は保險 魔と もい ふべき 惡 

漢、 その外 遠山の 部下た る寺澤 某の 如き、 探偵で 死人の 入 齒盜み を道樂 にして ゐる sir 櫻 町の 侍醫で 

悪事 共犯の 池上醫 舉士、 桃 井の 妻で 美人局の 名人お 靓 など いふ 惡漢 毒婦が 出る、 全篇 一人と して 费 

人が なく、 事怦が 悉く 悪事 惡業 だ、 その 點 では 全く 變 つた 小 說だ といっても よい。 然し あまり 人^的 

に を， 滅雜 にし 過ぎた ので、 何が 何やら 分らぬ ところ や、 钍 つまの あはぬ 無理が いろいろあって、 時 

時 可笑しくな るが、 ともかく 頭を稳 つて、 精一杯に 考へ 出した 小 說に遠 ひない。 卷中、 寺 澤が徵 町の 

犯行 を 探偵す ると ころが 面白い、 且つ 終始、 三人と も 互 ひの 惡事を 探知して ゐる。 最初 はお- r.=.: ひに 脱 

み 合って 對抗 して ゐ るの だが、 後に は 秘！？ に 圑結を 給んで、 三人 同盟して 犬 悪 謀 を 企ら まう とする、 

が、 それ は 表面で 實は 三人 三 様の 手段で 早く 相手 を 幾して 自身の 安全 を 謀らう として ゐ るの だ。 そし 

て 結 Ilp、 三人と も M 時に 毒殺し 合 ふところで 終る。 よくも かう いふ 妙な 筋を考 へた もの だと、 そひ點 

だけ は 感心 させられる。 

この 小說の 中には 時事 も 取 入れて あるし、 又- 洋の 探偵 小說 から も 倍 入れて あるし、 南 翠 n 身の 創 

作 も 多少 ある。 現に この 小說の 中で、 第一 回に 私が 述べた 『情 供設據 誤判 錄』 に- 言及し、 その 巾の 裁 

判事 件の こと を 利用した りして ゐ るから、 この 書から して 種々 の 趣向 を かりる ところが あつたに _ -.. ^ひ 


ない。 

南翠は 文壇 小說の 方から は 一向 買 はれぬ 人 だが、 大衆 文 學の發 達な り、 探偵 小說 の歷史 なりから は 

注意すべき 人物 だ。 

南 翠のは 鬼 も かく も 創作 だが、 同じ 頃 やまと 新聞 を 舞臺に 盛に 飜案を やった 人に 條野採 菊が ある。 

これ は南翠 以上の 故老で、 いは- 慕 末生 殘 りの 作者 だが、 これが 妙に 氣の 若い 人で、 同じ 生殘 りの 假 

名 一お 魯文 などが そろそろ 老 ひこむ 頃の 十九、 二十 年頃から、 西洋 小說の 面白い もの を 盛に 飜 案し 始め 

新聞 小說 として 讀 者から 相當 に喝釆 された。 その 中に 惡漢毒 it 式の 探偵 小說が 可成り ある。 原作 も 分 

からす、 又 果して 一 部の 小 說を飜 案した か 何う かも 分からぬ ので 一 々は 述べない が、 『月 雲 雨 面 鏡』、 

『いすかの 嫁』 などと いふ ものが それ だ。 シヱ ー クス ピャの 『リャ 王』 を、 いかに 何んでも お 家騷動 

の 悪漢 毒婦に 作り かへ たな ど は少々 困った もの だが、 然し これで、 かう いふ 飜案 さへ 讀者か A 见もか 

く歡迎 される 程 探偵 小說 熱が わき 立って ゐ たとい ふこと だけ は、 わかって いた V ける だら う。 

南翠と 並んで、 特に 江戸前 風の 洒落な 作風 を 示した、 これ も當 時で は 大家の 一人、 饗庭篁 村が ボウ 

の 小說の 梗概 を 紹介した.^ したの も 此の頃 だ。 これ は 然し 必 やし も淚 香に 刺激され たとい ふべ きで は 

なく  • 元來が 西洋 文舉の 好きな 高 S 半峯氏 等と 交際が あつたから、 その 人々 からの 耳 擧問を 綴 b 合せ 

て 新聞に 出した ものであった。 だから その 紹介して ゐる ものが 何れも これ も 探偵 小說 かとい ふと、 さ 
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うで はない、 探 愤小說 は 少ない 方 だが、 その 少ぃ 中に， ホウの 『ル ー モルグの 人殺し』 (二十 年 十二.^ 

§0 が ある。 

ボウの 紹介で は、 よし 耳學 問に せよ、 この 饗庭篁 村の が 最初であった かと 思 はれる。 

少し 遞れて ウィル キイ • コ リン ズの 『月 珠』 (ム ー ンス トン) も糾 介され てゐ る、 これ は 長い もの 

だから 初頭の 方 一 部分 だけ だが、 一度なら や 二度なら や 手 をつ けられて ゐる。 これ は 一つ は コ リン 

ズが 一 八 八 九 年^ち 明治 二十 二 年に 死去した から、 外！： 雜 誌の 記事に つられて 手 をつ けたと いふ こと 

も あらう。 

以上で、 當 時の 探偵 小說 熱の 何れ 程であった かとい ふことの 一 斑が 分かる であらう 

六、 森 田 思 軒と その I 派 

涙 香の 小 說の愛 讀者は 何の 階級と いふ ことはなかった が、 淚香 自身 は 大衆 的な つも. -で维 を 執って 

ゐた。 又實際 文字通り 大衆 的な ものであった らう。 これに 反して 飜譯 家と して、 、王と して 知識^級 を 

相手に 西洋 文舉を 紹介して 多大な 名聲を 得た ものに、 報知 新聞 を 根城と した 森 田 思 軒 一一が 力 ある、 ^ 

軒の 飜譯 した もの は 何れ かとい へば 科舉 小說、 文 舉小說 が 多い が、 探偵 趣味の ものが 可成 b 雜 つてん 


る。 「盲 使者」、 「幻影」、 「探偵 ュ ー ベ ル」、 「炭坑 秘事」、 「毛 家莊 秘事」、 等が それ だ。 これ 等の 作に つ 

いて は、 私 は、 『明治 初期の 飜 譯文學 研究』 の 中で (森 田 思 軒と いふ I 章が ある) 相當 詳細に 語って： 返 

、たので、 今 こ、 で それ を 練り 返す こと はせ ぬが、 淚 香と は 少し 遠った 立場から 商洋の 通俗小^ を紹 

介して、 知識階級 者^に 探偵 小說 趣味 を 鼓吹した 思 軒の 存在 も、 かう いふ 歷史 風な 書き物で は 一言し 

てお く 必耍が あらう。 

思 _ ^の譯 風 は、 まるで 涙 香と は 正反對 で、 思 軒の 譯文は 逐字譯 の 周密 文と いふの だ。 一字一句 もい 

やしく もしない といった、 硬い文章 だ。 「探偵 ュ ー ベル」 の 巾に 出る ノンセンス (Nonsensl) とい 

ふ 一 語の 適譯を 得る ため 何日 かな やんだ 揚句、 遂に 得すして 止んだ とい ふくら ゐの 凝り 方だった。 「幻 

影」 (二十 一年 報知)、 「炭坑 秘事」 (同)、 「毛 家莊 秘事」、 (二十 二 年、 新 小說) の 如き は、 立派な 探偵 

小說 である。 實は、 私が 始めて 「幻影」 を讀ん だとき に、 あまりの 面白さに 驚いた くら ゐだ。 「^(分 

莊 秘事」 の 方 は 何う だった か 知らん が、 他の 二 作の 方 は 前記 『飜譯 文學 研究』 (春秋 社發 行) に 載せて 

置いた から、 一度 讀ん でいた きたい。 

思 軒の 親分 は 矢 野 龍溪、 矢 野が あの 一報 知 異聞」 卽ち 「浮城 物語」) で 敢然と 大衆 文學に 味方した の 

は、 『隨筆 明治 文擧』 で說 いた 通り だ。 思 軒の 門から は、 M 抱 一 庵、 村上浪 六、 遲塚麗 水、 村 井 弦齋の 

四天王が 出た とい はれる。 「門」 から 出 仁と いふに は 多少の 語弊が あり、 抱 一 庵と 弦齊は 門下生 格と し 
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て も、 .I^q ハと魔 水 は必ら やし も 門下生と. いふので はない が、 然し 思 軒に 見出され 推 挽 をう けたと いふ 

こと は 首肯して よから う。 

次回に は 一 一十 五六 年 以後 を 中心に 書く つもりで ある。 

七、 おことわり 

前： il の 終りに、 今度 は 二十 五六 年 を 中心に して 書く こと 豫吿 したが、 この 時の つもりで は、 まづ 

淚香 を先驅 として 起った 飜譯 探偵 小 說界の 新人 速 中、 卽ち南 陽 外史、 丸亭 素人、 菊亭笑 靡な ど、 いふ 

人々 のこと を 紹介し、 それから 探偵 小說の 全盛に 壓 倒された 純文學 方面の 反間 苦肉の策 を說 き、 がに 

探貞、 ％sc 勿の 出現に 及ばう とい ふので あった。 中で も 私が 一 番樂 しみに して ゐ たの は CUPCH. 生殘 りび- 

南 陽 外史との 會見 記であった が、 私自身の いろく-な 都合 や、 南 陽 外史の 方の 種々 な iffie から、 

がつ ひの びくにな つて、 その 會 ini^ 記 は 今月 號に 間に合 はない ことにな つた。 おことわりして おく。 

八、 探偵 實 話の 起 リ 


若し 『和 蘭 美 政錄』 が 探偵 實話 だとせば 西洋 種の この種の 探偵 文 學は， 文久 年間に 日本に 入って 來 

たわけ だ。 それから 『情 供證據 誤判 錄』 が 一 種 西洋 極 子の 探 愤實話 集と 見られぬ でもない とい ふこと 

は、 前に 述べた 通り だ。 だから、 探偵 實 話の 起り も相當 古い。 もっとも、 讀 者の 中には、 そんな 事 を 

いったって、 もっと 古い 探偵 實 話に 『大岡 政談 jl が ある.； -b やない かな どと 逆襲され る 方がない とも^ 

ら ぬが あれ は實 話と 稱 する 小說だ 。 眞 實の實 (話 物で も 何でもない。 尤も あの 頃 天 ー坊關 係の 實話 だな 

どと 大きな 顔して 眞實 の處を 書いたら、 首が とんで しま ふ、 とても 書け る もので はない。 形式が 時の 

政治の 美し さ を稱讃 する 小說 になって ゐ るから、 存在 を 許されて ゐ たので、 內容は 大抵 支那の 公案 物 

の飜案 だ。 支那で は舊式 探偵 小說を 何々 公案と いふの だ。 今日い ふ 探偵 實話物 は、 先づ文 久ハゃ 問祌田 

孝 平が 譯 した 『和 蘭 美 政錄』 に發端 するとい つて 可い。 此の 『美 政錄』 の 一 部分 を 明治 十 年に 成れ 5 柳 

北が 文章 を 訂正して 花 月 新 誌と いふ {n: 分の 雜 誌に 褐 げた。 それで 『美 政錄』 の 譯者を 成 島 柳 北 だとお 

へて ゐる 人が あるが、 それ は 遠 ふ。 その 缝 のこと は、 前々 回 あたり も 述べて 置いた。 祌 田 孝 平はリ ー 

グァで 有名な 神 W 乃武の 先代で、 男爵に なって 明治 三十 一年に 死んだ。 探偵 小說を 紹介した から、 男 

爵 になった ので はない、 彼 は 明治 政府に 仕へ て、 西洋文明の 移 人 や 法律 編成 や 地方 民法 やに 相 當な貢 

献 をした ので、 男爵に なった の だ。 

だが、 搮 偵文擧 の愛讀 者た る もの、 彼の 名 を 忘れるべき ではない。 
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そこで 西洋 種子の 探偵 實話は それと して さて 日本 種子の 方 はいつ 頃 起った か、 明治 十 年度の 新-ぼ 雜 

報の 中： は、 立派に 探偵 實話 として 通用す る ものが あり、 又讀 物の 中に も 犯罪 事件 を 扱った もの も渾 

山 あるが、 十 年代の は 『大岡 政談』 の 流で、 何う も 筆者の 作り事の 方が 多い。 例へば 高 橋お 傅、 た仅 -M 

お 衣、 斑猫お 初、 幻し お 竹、 布施お 糸 (これ は 問題 だが) 等々 の 所謂 毒婦 物な と、 探偵 實話 風のと ころ 

が 大分 あるが、 筆者の 目的 は 大部分 敎訓 的で あり、 犯罪 記事 を 主と した もので、 阡 心の 犯罪の 探^と 

いふ 點が 興味の 中心から 逸して ゐる。 これで はいかに 探偵 事件 を 扱った もので も * 探偵 實話 とはいへ 

まい。 その上、 筆者の 手加減の 加 はる こと はいふまで もない。 だが、 鬼 も かく、 日本式の！^^ -ISUTH 力 

この 毒婦 物 その他に 脈 を 引いて ゐる こと は事實 だ。 その他と いふうち に は、 『島 3 ー郞 梅雨 日記』 の 人 

久保利 通 暗殺 一 件、 U 名廣澤 邊萍』 の廣 澤參議 暗殺 一 件な ども 入らう し、 外に まだく 澤山 ある 力 あ 

局此 等の 新聞 雜報 本位の 戯作 探偵 物から、 探偵 實 話が 發 達して 來 たこと を、 認めす ばなる まい。 

此 等の 戲 作物 は 十 年 前後から 十七 八 年 乃至 一 一十 年まで 盛んに 出る が、 さう かう して ゐる に： 奴^の 

出現と なって、 一般に 探偵 文學 への 興味の 火の手が ぱっと 强 まって 來た。 それに つれて 探偵. ^めい 

た 創作 物 も 幾 種 か 出た こと は、 こ、 に 一 々述べない が、 本式に 探偵 實話 といって 可い もの、 出た の は 

明治 一 一十 四 年 だ。 

明ム n 二十 四 年の 六月に、 森 澤德夫 著 『探偵 淵軌』 と 題す る ものが 出版され てゐ る。 著者の 森 氏 は 


警視 廳 第二 局の 第一課 長 を 長く やって ゐ たことの ある 人， たとい ふ。 此の 著書 は、 その 題目 力ら いへば 

探偵 學 原理と でもい ひたい ものら しく 想像され るが、 事實は 全く 探偵の 體驗 手記で、 正眞 正銘の 傑 偵 

實話集 だ。 例言に は 「本書 ハ 探偵 ノ 術策 ヲ 示スヲ 主旨 トス」 云々 などと 書いて あるから、 著者の つも 

りで は、 後進の 探偵 刑事 諸氏の 責務 上の 參考 として 書いた もので あらう が、 吾々 からい 人ば 全，.^ の 

探偵 .1 話的讀 物で、 約 十 種 位の 種々 な 犯罪の 探偵 事實 が、 要領よ く 面白く 物語られて ゐる。 

森 岡 氏の 意 は、 以上の 如く あくまで 實際 的な もので あつたと いふ 點 から、 これ を 興味本位の 探偵 赏 

話の 元祖と する の は、 甚だ 相濟 まない 氣 がする が、 全く 以て この 『探偵 淵 執』 こそ、 探偵 實 話の 元祖 

に 違 ひない。 

例 を 示しても う 少し 詳しく 此の 書の こと を 物語る とい、 の だが、 少々 先き を 急ぐ から、 叉 改めて 內 

容を 紹介 するとして、 こ、 ではた V- 『探偵 淵軌』 とい ふ 二十 四 年に 出た 本が、 今日い ふ 探偵 實 話の 元 

祖 だとい つて 可い、 とい ふ 事 實の御 記憶 を 願 ふだけ にして 置かう。 

九、 探偵 叢 話と その 說 話者 

ところで、 此の 二十 四 年の 『探偵 淵 執』 で 始まった 探偵 實話 物が、 二十 六 年に 至って 俄然 興味本位 
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の 新聞 讀物 として、 特異な 人氣を 博す るに 至った。 それに はかう いふ 事情が あるの， た。 

淚 香が、 二十、 二十 一、 二十 二 年と 足 かけ 三年の 間、 探偵 小 說を發 表して ゐ たの は.，^ 入 ほ.^ 新聞 等 

だが、 二十 二た 牛に 至って 都 新聞 (今日 新聞の 後 身) に 入って 主筆と なった。 それで in: 然 彼の 探 小" 也 

も、 都 新聞の 紙上に 限られる ことにな り、 都 新聞の 賣 高がぐ つと 上った 3  二十 二 年から、 二 トヨ、 二 

十四、 二十 五^と 足 かけ 四 年の 問 都 新聞 は 好調の 鰻上りであった。 然るに、. 二十 五 年の^ 顷 何う い 

ふ 事情から か、 多分 政治的な 事情から かも 知れない、 都 新聞社が 山中 閑と いふ 人の 手から 楠 木 •. ^降と 

いふ 政治家 (男爵) の 手に 移った？ 此の 時 新 社長 楠 本 男と 涙 香との Si に は 社員の 首切り はやらぬ とい ふ 

紳士 協約が あつたの だとい ふが、 楠 本の 方で も、 その 協約 を 守り きれぬ 理由が あつたと 見えて、 矢に^ 

り， チ ハ と 人事 移動 を やり 出した。 そこで 淚香は 楠 本 氏の 男らし からぬ 遺り 方 を 詰って、 一 味 を 引 

連れて 都 新聞 を 退社して しまった。 かくて 此の 年の 秋、 自ら 社長と なって 萬 朝 報 を 創立す 乙 こと、 な 

つたの は、 誰でも 知って ゐる 通り だ。 

そこで、 淚 香の 退社と 共に、 名物 探偵 小說も 都の 紙上から 姿を消す ことにな つたが これ は、 ^新 M 

の 編 1： 者に とって は大痛 事であった" そこで 淚 香の 代りに 誰かに 探愤小 說を譯 させて 矢張り 探^ 小，.^ 

で讀 者を繁 なぐ 工夫 をつ けたが、 讀者 は、 偵小說 なら 何でもい、」 とい ふので はない、 淚ォ. -の探 * 似 

小說 でなくて はならん の だ。 都で は 人 を 撰んで、 先づ 文壇の 大先楚 春の 舍朧 先生 (坪^ 迸 遙づに 出. お を 


乞 ひ、 舂の舍 は 十四 堂 主人と 號 して 探偵 小 說ゃ惡 漢小說 を 試みた が、 ニ篇 だけで 引下った。 十四 堂と 

いふの は當時 三十 四 歳であった 先生が ト 四の 童子に 若返って 一 奮發 するとい ふ 意味から さう 號 したの 

ださうな。 その後 を 引受けた のが 不知火と 號 する 人物、 これ は 本名 何とい ふか 分らぬ が、 此の 不知火 

^が暫 らく 飜譯 探偵 小說 をつ-つけたが、 矢張り 何う も讀者 受けが 妙で ない。 そこで 窮餘の 一策と して 

者へ つかれたの が、 「探偵 叢 話」 とい ふ 實話物 だ。 それ は 二十 六 年 三月の ことであった。 

同年 三月 二 曰の 都 新聞の 「探偵 叢 話」 の はしがきと いふ ものが 見えて ゐる。 あまり 人の 知らん もの 

だから、 この 機會に 少し 長く 揚げて 見よう — 

r 飜 輝 傑 偵 小 說が都 新聞の 特有の 呼 物と なり 居る は 今 云 ふまで もな し、 然 らば 此飜譯 物に 加 ふるに 

n 本流の 探偵 小說を 以てし、 並べ 揭げて 彼我 を 比べば 一 翳 世の 好評 を 博す る や 明かな り。 去りと て 

5^ ニ奇 趣向き でさへ あれば と 云 ふが 如き 心得に て、 實際 在り 得べ からざる 事柄な ど 載に 任せて 記し 

たらん に は、 却て 讀 者の 笑 ひ を 招かん C 若す 其 道に 就き 事實 話を聽 きて 之に 問 を 加 へんに はと、. 是 

HE 生が 編？ M. 局 諸兄に 建議せ る當 初の 意見に して 諸兄 も 之 を 可とし、 或 人が 試みに 後者の 探偵 指針 

にも なれ かしと 骨の み を 略記せ しめ 置きた る こと あ." とて 所有す る 四十 餘件を 得て 一 讀す るに 甚だ 

庇 〔呔 淡白な り、 然れ ども 再 讀三讀 する に 得 も 云 はれざる 深味 を 生やる 事の 甚だ 多し。 蓋し 落し あ， 0 

たる 下駄 一 足が 右大臣 要擊 者の 探偵 材料に て あり、 風呂敷 一 つが 强盜 殺人 の 行衞を 示した， 5 と 云 
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ふが 如き、 書きた る 骨の み を 無心に 讀過 すれば 何等の 味なき も、 數月 前に 犯罪 現 に 於て 一 昆 した 

る 足跡と、 今 見る 此の 男の 足跡と 似たり と 云 ふが 如き 點 にまで 注意して、 遂に 其 犯人 を 知る に 至る 

迄の 手 附の程 を 想像し、 我 知らす 之に 問 を 加 ふれば、 自然に 得 も 云 はれざる 深味の 生やるな り。 故 

に E 生は當 初の 意見 を飜 へし、 徒らに 問 を 加へ や 骨の み 其 ま、 次號 より 祸げ て、 讀 兄に も 文字 

以外 0^ 水し み を頒っ ことにしたり」 一ぶ々" 

これで 「探偵 叢 話」 出現の 表面的 理由 はよ くわ かる。 筆者の E 生と いふの は 勿論 都 新聞の 記者の 一 

人で/; らうが、 事 實上彼 は 或 人の 記錄の 書き直し 役た るに 止まる わけで、 探偵 叢 話の 實 際の 記 錄 おで 

はない、 實 際の 記 錄者、 卽ち 此の 「或る人」 は 當時都 新聞の 探訪 か 何 か をして ゐた高 ハ介爲 之と いふお 

視 11 の 元 刑事であった。 

私の 友達の 赂 原八郞 君が、 いっか 高 谷の こと を 多少 調べた ことがあり、 その 報齿が 「害 物 Ms; 土」 昭 

和 八 年 四 巧；) に 出て ゐ るが、 それによ ると、 此の 高 谷 は 豐多摩 郡 高 井戸の 出身で、 蔡幕 時代からの 岡 

ッ 引であった らしい。 (少なくも 岡ッ 引に 密接な 關 係の ある 生活 をして ゐ たらしい。) 明治 十九 年と かに 

芝署の 巡 茶と なり、 間もなく 警視 廳の 刑事に 轉じ、 數年 ii に 可成 手抦を 立てた とい ふが 一 稲の 人生 觀 

から 刑事 商賫 がフッ といやに な. o、 足 を 洗って 新聞 探訪と なつた。 初め やまと 新聞に ゐて、 二十 五 年 

に^こ. 轉 じたの だとい ふ。 彼が 刑事 在職 中に、 自分の關係した事件^：十何件の梗概を手帳に^^^きっけ 


て 置いた のが、 此の 時に 至って 都 新聞 を 救 ふとい ふ (少々 大效裟 だか) 大事の 役に立つ ことにな つた 

の だ、， (高 谷 は その後 三十 七 年まで 都 新 閒にゐ て、 或る モス リン 會 社に 入った が、 その後 も 都 や 時事に 

分の 探偵 手記 をのせ てゐ る。 大正 二 年 五月、 中風で 西大久 保の 寓居に 殘 したとの こと だ。) 「探偵 叢 

JJI^」 が 出て 何年 か 後の、 明治 三十 年 かに 新著 月刊と いふ 雜 誌が 出た が、 これに 高 谷の 經歷 談、 苦心談 

が 載って ゐるリ これ は、 つまり 「探偵 叢 話」 の 種 明し の やうな もので、 これ だけで もなかく 面白い も 

の だ。 これで 見る と、 高 谷の 刑事と しての 經驗は 實に變 化の ある 豐 富な ものであった らしい。 

そこで 「探偵 叢 話」 速 載の 件が 都 新聞の 編輯 局で、 窮餘の 一策し. - して 可決され て、 早速 祸載 となつ 

たが、 當時髙 谷 は讀物 風の 文章が かけぬ ので、 彼の 原稿 を 同じ 都の 記^ 淸水 柳塘、 羽 山 菊醉の 二人が 

t るく 閏 色して 紙上に 出した。 柳塘の 書き方 は、 いかにも 寶話 らしく 報道 的で あつたが 菊 醉の方 は 

大分 小說 的な 傳奇 的な 分子 を 加味して ゐた。 高 谷 自身 は、 何方 かとい へば 清水 柳塘 式の 書き方で やつ 

て もら ひたかった の だとい ふが、 讀者ゃ 社內の 受けが、 菊醉の 方が よかった ので、 この 方が 多くな つ 

た。 ，たが 「探偵 叢 話」 は 一切 無 署名で 發 表された ので、 高 谷と も、 淸水 とも * 羽 山と も、 何とも 書い 

てない。 且つ 高 谷の 原 手記が わからぬ ので、 淸水、 羽 山の 加筆 濶 色の 程度が 何の くらる の もの か、 そ 

れは 一 向見當 がっかない。 

窮餘 一 策の 害で、 內心 アヤ フャ だった が發 表して みると、 「探偵 叢 話」 は 大受けだった。 殊に 第二 十 
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问：： ： の ピストル 强盜淸 水定吉 の實訪 が、 大當 てに 當 てた。 それから 引績 いて T 蒲 鉢 ilffi 殺」、 「大惡 ^」 

「あた， 0 やお きん」 等报戟 された が、 中で も 有名に なった の は 「三 週間の 探偵 r 「二 兇漢の 探 侦」、 

riii^ 探偵 中 川 士：： 之 助」、 「國事 探偵」、 「俠客 木 曾 富 五郞」 などと いふ もので あつたと いふ。 かくて：：！ 

淸戰 -が 後から、 日露 戰爭 前に かけて は 高 谷 は、 もう 立派な 探偵 實話 作家と なり、 彼.：： T 身の 懷中 も樂に 

なつたら うが、 都 新聞の 八|: 計掛 をい つも- 1 コく させた ものだった。 

都の 「探偵 叢 話」 は當 つたと 見る や、 東京の 新聞 も、 地方の 新聞 も 競爭 的に 探侦資 話 犯罪 實話を 

ばる やうに なった。 

人 の 知 養な ど、 どうも 當て にならぬ もので、 今日から いへ は • 探 愤小說 は， その 全盛の 反^ やそ 

の 也の 理. 3 で、 もう 二十 六七ハ 牛から 飜譯 探偵 物に は 中た るみが 來てゐ たの だ。 それと 知った か 知らす 

にか 涙-杏 も 二十 六、 七 年から 萬 朝 報に 揭載 する もの は單 なる 探偵 ー點 張りの もので なく、 人情 物 を 加 

味した 口 ー マ ン ス 風の ものに 變 へて 來っ、 あった。 だから、 都の 「探侦 裳 話」 は 窮餘の 一 策 どころ か 

は 方向 轉換の 最もい、 策であった ので、 ャ らく 淚 香に 此の 村理を 握られ 仁ら、 淚ォ はの 方が 先に I ば 

行した かも 知れない。  - 

「探 偵 叢 話」 の 目次 も 手 控へは ある、 がそん な もの を こ、 に 引出して は、 ィャに 文献 臭い ものに な 

つて、 讀者 諸兄から 又 かと 顔をしかめられる 恐れが あるから、 まづく やめた 方が 無事 だ。 


此の 次に は、 淚香 以外の 飜譯 探偵 小說 家の こと を 書く ことにする つもり だ。 • 

(註) この 探偵 叢 話 は 最初 は 極 短 かい 一 二回 乃至 四 五 回の もので、 文字通りの 叢 話で める、 

話 三 話の も ある。 1 - 

明治 二十 六 年 三月 三日 搮偵叢 話 其 一 

「落た 小 風呂敷の 印から」 

同  三月 四日 同  其 二 

「 鄭 外務 文書 權頭邸 妾 殺し の 一件」  ： 

同  同  同 其 三 

「其に して は 草履の 塵が 多い」 

以上の 如き ものであるが、 それが 四月 十四日 叢 話 第二 十 r 淸水 定吉， T となって、 俄然 長編 

展し 大人 氣を 呼んだ ものである。 

尙ほ 探偵 叢 話の 單行 本と なった もの は 私の 知って ゐる 限りで いふと、 — 

〇 淸 水 定 吉  〇 三 週間の 大 探偵 

0 中 川 吉之助  〇國 事 探偵 

〇 山 田 實 玄  〇俠 客 木 曾 富 五 郞 
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〇 官 

〇 菅 

0 水 

0 化 

〇 黑 
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義太夫 

舍私借 

屋ぉ婦 美 

中の 秘密 

町 小夜 嵐 

須大 五郎 
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〇 法衣 屋ぉ 熊！ 

〇 大 井川 殺 人 1 

〇 蠣 殼町之 血 雨 一 

〇 三 輪 之 怪火 一 

〇 箱 詰 笑 人 一 


一 0、 涙 香に つ 、どく 人々 

探： ト 説の 勢力が 淚香 と共にの び、 これらの 褐 載機關 たる 都 新聞の 人 氣が 高 まるに つれて 1^ 

ii に 自然 模倣者 を 生じて 來た。 此の 現象 は 明治 二十： 二 四 年 を 境 ひ 目と して、 次第に はっき， - して 來る 

探 itw ト說界 は、 これ 以後もう 淚 香の獨 り舞臺 ではなく  (人 氣の點 で 彼が 依然， お 一位に ゐ にの はいふ ま 

でもない が y 若 千の 新人が 彼と 共に 活躍し 始める ことになる それと 共に さもなくても 火の手の - 

探偵 小/挽 界が 益々 勢 ひ を 逞しく して、 遂に 文檀文 學を追 ひまくり、 全盛 3^ を 示した そ (いお =K こ 

り势 >-」 改 し.^ ねに 夂直胶 Q.;^ 部に i 現 友 社が、 文 書 出版の 第一 人. たる 春陽 堂と 示し 合して M 人 妙 


な 反 苦肉 策 を やった >  そのこと は 後に 述べる。 

涙 香に つ V- く 探」， M 小 說界の 新人で 一 番 早く 名 乘.. ^出て たの は. 丸亭 素人、 卽ちマ ルテシ 一 ブゥト 氏 だ。 

此の 人 は 本名が 遠 藤 速 太と いって 東京 日日 新聞の 記者 だ。 然し 此の 人が 探偵 小說を 記載した 舞 臺は束 

京 日 曰 ではなく、 多く は 遠くの 地方 新聞だった とい ふ。 それで 此の 人の もの は單行 本に なつてから 都 

會の讀 書 子に 讀 まれた ので、 その 名 は 比較的 遲く 知られた が、 活動し 始めた の は、 二十 二、 三年 頃 か 

らだ。 此の 人の 履歷 のこと はよ くわから ない。 一 一十一 一年に 淚 香が 繕 入 自由 新聞から 都 新聞に 入る とき、 

淚 香の 後 をう けて、 「美人の 獄」 を やった のが 抑 も そ も 探偵 小說に 入る 最初の やうに 思 ふ。 丸亭 素人の 

譯 本に は 『殺害事件』、 『探偵 譚 r 『暗殺』、 『鬼 車』、 『淚 美人』， 『慘 毒』 等々 あつたと 記憶して ゐる。 

その 代表 譯は、 二十 五 年刊の 『大 疑獄』 だ。 これ は ガボリオ ー の 『ム ッシュ ー • ルコック』 を 殆んど 

全譯 した もので、 仲々 面白く 讀 ました。 いっか 本誌で 書いた やうに、 私が そもそも 生れて 始めて 讀ん 

だ 探偵 小說 は、 この 『大 疑嶽』 であった。 その 意味で 私に は 一 つの 記念 的譯本 だとい つてい、 - 

その 次ぎが 南 陽 外史 水田 榮雄、 これ は 東京 中央 新聞 を根據 にして ゐ たので、 早くから 探偵 小 說の讀 

者に 名 を 知られ、 ファン もあった。 丸亭 氏の ヂミ なのに 比較して、 可成り 華やかな 存在であった。 此 

の 人 は 現に 健在で あり、 その 一通りの 履歴 も 聞く ことが 出来たら、 次に 項 を 別にして 書かう。 

それから 菊亭 笑庸、 これ は 本名 も 履歷も わからない。 この 人の 特色 は獨逸 種の 探偵 小 說" 怪奇 小說 
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を 招 介した こと だ。 その 意味で、 小さいながら も ェ ボック メ ー カァ だ。 前 二者に 比して や、 遲れて 出 

た 人で • 新？ S に關 のあった 人ら しく 考 へられる が、 栗して 何う だか そこいらの ところ は、 1 ,w 手 力 

かりなし： U 。『耳と 腕』、 『靑面 嬢』 などと いった ものが あった。 

それから 不知火 生、 これ は 都 新聞で 淚 香の 代りに 探偵 小 說を譯 載 させた 一人 だが、 これ も 本名 一切 

不明 だ。 『轍の 跡』 (二十 五 年) とい ふの があった と 記憶して ゐ るが、 これ はヒ ュ ー ムの 『口 ン ドン 辻 

馬車』 の譯 だった かと 思って ゐる。 それから 『消防 夫』 (二十 六 年)、 その他に 『十 萬 株』 とい ふ 単行本 

があった こと はたし か だ。 

たしか 二十 六 年頃 丸亭 素人と 菊 亭笑庸 の 二人が 分擔 して 譯し たものに 探侦 文庫と いふ ものが ある。 

そのうち 丸 亭の分 は —— 

(第一) 死人の 掌  . 

(第二) 其 囚人 

(第三) 多 湖廉平 

(第 四) 生 殺 自在  . 

Ife 五) 獄中の 働 

(第 六、 第 七) 二人 探 ffi 


5<亭 は 大抵 フランス 物を譯 して ゐ るが。 これ 等が 皆の 英譯 から やった とも 思へ ないから、 フランス 

語が 出來 たの かも 知れない。 菊 亭のは II  - 

(第 八) 鬼 美人 

(第 九、 等 十) 林 中の 犯罪 

とい ふの だ。 例の 如く ドイツの もので あらう。 

すっと 變 つて ゐ るの は、 時事 新報の 「掬 月 庵 ましら」 とい ふの だ。 この 人 は 探偵 小說 ばかりでなく 

西洋 文藝を 時々 時事に のせて ゐる。 探偵 小說 として は 二十 九 年の 『夜汽車の 犯罪』 などが 長篇 だ。 處 

で この 人が 誰 だと 分かったら、 一寸 その 意外に 驚 くだらう。 これ は、 一 i 澤諭吉 先生の 長男で 現 慶應義 

塾の 社頭た る福澤 一 太郞 氏の 匿名な の だ。 

かう いふ 新人の 間に、 老大家の 森 田 思 軒が 割り込んで、 『無名氏』、 『隔簾 影』 など を 公に して ゐる。 

後者 は 英國の 有名な 通俗 小說 r ォ ー ドレ-夫人の 祕密」 を譯 した 物， た。 

東京で この 有樣 だから、 大阪 でも 負けるな とば かり、 大阪 毎日で も 探偵 小說 をのせ たが、 いろいろ 

な 人の 話 をき いて 何でも 面白い 小說を 取，.^ 寄せろ と 英米から 數十冊 取りよ せて、 その 中から 面白い も 

の をす ぐって 新聞に のせ 始めた。 ところが 何う いふ もの か、 讀 者が 受けない、 中には 涙 香の 二番煎じ 

を 知らぬ顔で のせるな ど は ヒドィ と 文句 をい ふの がゐ る。 そこで 社員が あはて、 調べ直して みたら、 
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. ^年 か 前に 淚 香が 緒 入 自由 や 都な どに のせた きいであった。 それから 大阪ハ 母 日で は獨り 天狗 を やめて、 

淚 香のと ころに 人 を 派し、 涙 香の 原本 をき いてから のせた とい ふ。 チト 何う かと 思 ふ 話 だ 力 出.^ 力 

^^かだからゥゾではぁるまぃ。 現に 東京で さへ、 同じ 原書が 二度 も 紹介され たこと が イクラ も あつ f 

の だ (例へば 『ルコック』 の 如き、 『書類 百 十三 號』 の 如き)。 

だが それ もこれ も、 探偵 小說 がいかに 讀者 にうけた かとい ふこと を 知る に は、 好い 資料と い i へき 

だら う。 

一一、 南 陽 外史に ついて 

材料が 少し 餘計 あるから、 水 W 南 陽 外史の こと は^に 語らう。 尤も 慣値 的に いっても、 淚否を のぞ 

くと、 南 陽 外史が 新人 連中の ビカーた る觀 がないでも ないから、 別項に する だけの もの は ある 

前 こ 述べた 通り 此の 人 は 健在で、 何 不足な く 老後 を樂 しんで ゐる。 なかなか きかぬ 氣の 人で 私 力 

行った とき も 履歴 も 話したがら す、 探 愤小說 のこと を 訊かれる の を ひどく 迷惑ら しい 風で あっす 力 

ともかく 一  ト 通りの こと は 無理に 聞いて みた。 その 履 1- はかいつ まんで 書く と 次の 通りす 

明治 二 年 一月、 淡路の とい ふところに 生れ、 播州で 子供 時代 を 過した とい ふ" 明治 二 年に 生れ 


と、 へば 今年 六十 九. たと 思 ふが、 それにして は 若い 元 氣な人 だ。 二十 七 年生れ の 筆者な どより 若い と 

、 つて は 少しお まけになる かも 知れない が、 少く とも 同等 位ゐの 若さと 元氣を もって ゐる やう だ。 捲 

. ^で 小 學敎育 ゃ漢學 など を 修めた ものら しいが、 何う も 物 を かく 輿 味 も 早くから もって ゐ すら I い 

その 邊 のこと は 一 切 笑って いはぬ から、 皆 私の 想像 だ。 

十ヒ 八の 頃 大阪に 出て、 英和 學舍で 英學を 勉強した。 だが 人學數 年で この 學舍が やめる ことにな つ 

こので、 秀才の 故 を もって 選拔 され * 東京 立 敎大學 に人學 した。 立 敎大學 在 學中氏 は 束 京 能辯 學會 に 

4 ンて」 一十 二 年)、 度々 そこで 演說 をしたり、 (演題に 「靑年 論」、 「日本に 於け る 西洋人」、 「近時 小 

說 小言」、 「讀 文明 史 J などが ある)、 又 同舍の 機關誌 「能辯」 (初め 東京 能辯 學會雜 誌〕 にシ HI クスピ 

ャ 物の 飜譯 をのせ たりした。 能辯 學會 の、 王 盟は漆 間 眞學、 大岡 育造、 城山靜 一な どと いふ 人々 であつ 

たが、 殊に 大岡 氏が 水 M 氏の 才鋒を 認め 氏 を 「能辯」 の 編輯に 參加 さした。 大岡氏 はこの 頃 代言人が 

.11^ であった が、 政界に も 雄飛し 仁い 野心が あり、 東京 中 新聞 を 手に入れて (後 中央 新聞と 改題) 經 

營 したば かりの 時であった ので、 早速 在學 中の 水 m 氏に 記者と ならぬ かと 交渉した" 然し この 時 は 水 

m 氏に そんな 考 へがなかった ので、 それ を斷 はり、 立敎 卒業と 共に 淡 路に歸 つて 私塾 經營 に沒 頭した。 

大岡氏 は 然し 氏の 歸鄕後 も、 氏の 才能 を 惜んで 東上 をす、 めて 止まぬ。 そこで 水田 氏 も大岡 氏の 

知己の 感に 動かされ、 私塾 を やめて 上京し、 中央 新聞社に 入った。 それが 明治 二.^ 三、 四 年の こと だ。 
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水田 氏 はこの 時 中央 新聞に 入った ま、、 同社に 腰を据 ゑる こと 二十 年間、 明治 四十 三年 大岡 氏が 中央 

新聞 を 手放す 迄 は、 同社 を 去ら やに、 實に 献身的に 働いた。 同社 を 去る 頃の 水田 氏 は 編輯 總 長の 重責 

に ゐた。  . 

この 新聞 時代 は、 同氏に は、 樂 しい 追憶 だ。 r 新聞 生活 卅 年の. E 馒 話なら 一日で も 二日で も 話して お 

きかせす るが ，—— 」 探偵 小 說談は 御免 だとい ふ。 私 も その 追憶の 二三 を 聞いた。 

水田 氏 は日淸 役に も 北 淸事變 にも 從 軍した。 日 淸役は 海軍で 浪華 艦に 乘，. - 組んだ。 時の 浪華 艦 は 

鄕 大佐 (後の 元帥) であった。 この 時 諸 新聞の 從軍 記者が 各 艦に 乘 b 組んだ が、 千代 田 艦に 於け る^ 

木田獨 歩の 如き は、 水兵と 起臥 飮食を 共に し、 好んで 士官 水兵と 談論し、 時に 彼等に 對 して 演說 を^ 

かせるな ど、 深く 將 兵の 人氣を 博した ものであった。 そこで 浪華 艦の 一 士官 は、 水 W 氏に 向って 暗に 

も演說 して 聞かせよ と 催促した ので、 水田 氏 も 折 を 見て 艦 內のホ ー ルで 大演說 をして 閒 かした。 す 

ると 艦長の 東鄕 大佐 は 犬に 喜び 、「か/る 出 來事は 浪華 艦 進水 以來の 事お や、 君 は 面白い 男お や、 ナゼ 

艦長 室へ 遊びに 來て くれぬ」 とい ふ、 水田 氏 は 「それ は {且 しいが、 此 頸の 骨が 少し 硬い ので 無暗に 下 

り ません が」 とい ふと、 東鄕 大佐 は、 破顔 一番、 「よし、 そんなら 相撲 をと らう」 といきな り 組みつ い 

たとい ふこと だ。 英國 艦高陞 號を擊 沈めた 若い 頃の 東鄕 元帥の 元氣 さが 眼に 見える 様な 話 だ。 

かくて 戰 局の 一段落と 共に、 從軍 記者の 歸國 報告と なった が、 この 時考 へた 水田 氏 は 船中で スッカ 


リ 原稿 をつ くり、 門 司に 上陸す るな り、 電信局に かけつけて 四 萬 何千 語の 長文 電報 をう つた。 そのた 

め 中央 新聞の 戰況 報告 は、 他 新聞 は 勿論 官報の ものよりも 三日間 先に 現れて、 同業者 を アツと いはし 

た。 これ は當 時の 各 新聞で も 口 を 極めて 賞讃 した 一 代の 離れ 業であった。 

三十 三年の 北 淸事變 にも 從 軍し、 大岡 氏の 紹介で 伊藤博文の 紹介， 狀を もち、 籠城 中の 西 公 便 を 慰問 

した 事 等 も ある。 此 時の 從 軍記 者で 實戰を 見て 記事 を 作った 人 は 氏の 他 三 名 位の 者であった とい ふ、 

それで 後に 當 時の 勇 將栗屋 鬼 大佐から 記念の 銀 を 貰った。 

もっとも 水田 氏 は、 此の 日淸 役と 北 淸事變 の 間に 二度 洋行 をした" 最初 は 二十 九 年の 渡英 (三十 二 

年歸 朝)、 二度目 は 三十 二 年の 渡米であった (この 時 は大岡 社長 同伴)。 渡米の 記忿 として 『大英 國 漫遊 

實記』 が あるが、 これ は當 時の 新聞 人の 英國 社會 表裏の： a 聞 記と して 實に 面白い ものた。 殊に 注目す 

べき は、 水田 氏が、 當時 早く も 日英 同盟 論 を 提げて 英國の 同 論者 間 を歷訪 し、 一 種の 輿論 をつ くって 

ゐる こと だ。 

かくて 四十 三年まで 中央 新聞に ゐた 水田 氏 は 同年 大岡 氏と 共に 退社す ると、 間もなく、 新聞 事業に 

見切. 9 をつ けて (事 實大隈 伯のお 聲掛 りで 報知から 有利な 條怦で 招聘され た) 實 業界 入り をした" そ 

の 皮切り は 糖 業 聯合 會で、 此の 會の 智囊の 役割 を 務め、 着々 と 地歩 を 固めて 行った。 蔗糖 事業に 關す 

る奢譯 に、 大部な ものが あるの を 見ても、 此の 事業に 於け る 氏の 地位が いかなる ものであった かとい 
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ふ 事が 知られ やう。 

ィャ 忘れて ゐ たが、 學界の 名物 ^^；-だ つた 福 田德三 博士 は 水 W 氏の 義兄になる、 ；！^ リー iw 氏の 令妹が 

水 W 氏 夫人と いふ 譯だ、 どっちに しても：！ E じ 事 だ、 福 M 氏が 學者 として 大成し 仁 藤に は、 この n 、维、 

乎と 八丁 揃 ひの 義弟が 色々 と盡 した 物であった らしい。 

さて 水田 氏の ィャ がる 探偵 小說と 氏の 關 係に 移らう。  - 

これ は 矢張り 中央 新聞の 自衛 策 乃至 發展 策から 出た ものであった らしい。 都 新聞に 載った 涙 香の 探 

侦小說 の 勢 ひの すさまじ さに、 各 新聞が 模倣した。 中央 新聞が 探 愤小說 をのせ 出した の も、 この 模 

改の 現れの 一 つ だ。 新聞に 探偵 小說 がない と讀 者が 承知せ ぬ、 そこで 水田 氏が 一役買って 出に とい ふ 

わけ だ。 氏と 淚香は 親友の 間柄であった らしく、 最初 は 氏の 譯 載した 探 愤小說 の 原本 も 一保ぶ" から 供給 

されて ゐ たもの だとい ふ (淚 香會編 『黑岩 涙 香』)。 

水 W 氏が 最初 譯 載した 探偵 小說は 『大 探偵！ とい ふの だ (二十 四 年 五月)。 これが ガボリオ. ：の 『ルコ 

ック』 で、 つまり 丸亭 氏の 『大 疑獄』 と 同じ もの だ。 これ を 最初に p、 績々と探^5小說を揭げたので、 

南 陽 外史の 名 は 本職の 記者と してよりも、 探偵 小說冢 として 有名に なった" 翌ニ 十五 年^、 淚ォ t が 都 

を 去る に當 り、 都から 代りの 探偵 小說家 をと 乞 はれて 椎薦 したの は、 實に 氏であった とい ふ" 都の 懇 

靑が 氏り 承諾す ると ころと ならなかった ので、 春の 屋、 不知火 生な どの 出る 幕と なり、 遂に は 探侦^ 


話の 出現と なった こと は、 前回に 述べた。 

次に 南 陽 外 譯の 主な もの を擧げ ると、 『夢中の 玉』 〔二十 四 年 十二月、 ボアゴベ ィ作 『マ タパ ン*ァ 

フェイ ァ』/ 『忍び？ 11』 (二十 五 年 三月、 ボアゴベ ィ作、 『閉 おられし 扉 ヒ、 『珊瑚の 徽章』 (同 七 年 七月、 

ボアゴベ ィ作 、『コ ー ラル ピン』)、 『どくろ 船』 (同年 十一 n)、 『國 事犯』 (同年 十二月)、 『啞 娘』 ニー 十六 

年 一 月) ボア ゴ ベ ィ作 『レッド バ ンド』 )、 『生 靈』 (一 一十 七 年 四月) r 鐵 面皮 K 同年 五月)。  . 

丁度 こ. -で從 軍と な..^、 引續 いて 英國 行と なる ので、 小說譯 載の 筆が 三 叫 年 途切れる が、 三士 一年 

から 叉つ- く。 南 陽 外史 は 新聞に 大英國 見聞ず 記 を 通信した 外に、 探偵 小說 ファンに とって 素晴らし 

、土產 を もって 來た。 それ はコ ナン . ドイルの 作品 を將來 した こと だ" 英阈 滞在中、 日本の 留學生 達 

に 向って、 近頃 何 か 面白い 小說が 無い かときく と、 ，^れ は ドイルに 限る とい ふ。 そこで 氏 は ドイルの 

『シ ャァ "ック • ホ ー ムズの 胃險』 及び 『一一 コ ラ 博士』 の 二部 を讀ん でみ たが、 成る 程 面白い、 從來 

の フラン ス 種の ものと はまた 違った 面白さが ある。 そこで 歸朝 早々 の 三十 一 一年の 五月から r 魔法 醫者』 

と 題して 『一一 コラ 博士』 を 紹介し、 同年 七月から 『不思議の 探偵』 の總 題目で 『シャ ロック. ホ ー ムズ』 

の 胃險を 殆んど 全部 譯 載して 非常な 喝采 を 博した。 

三十 一一. -年 以後 は あまり 小 說の筆 を 執らなかった が、 全く. 4- めた ので はない、 例へば、 『六 人 婿』 (三十 

六 年 七月、、 『露國 怪物. 探偵 魔王』 (三十 七 年 一月)、 『母 不知， (三十 八 年 八月) などが あるの を 見て 
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も 知られ やう。 

南 陽 外史の ドイル 紹介 は、 ドイル 紹介の 最初で あるの みら や、 我が 國の探 愤小說 が フランス 物から 

英國 物に と 移る 一線 を 劃した ものと して、 これ 亦、 探 愤小說 史上、 重要視すべき 一事 賞 だ。 

か. っ考 へる と. 南 陽 外史の 歷 史的 立場 は、 案外 重大な ものが ある。 

(こ まで 書いて 來た ところ、 筆者の 筆硯が 故あって 此の頃 バ 力に 多忙に なった ので この 回で 一 二 

回 休載す る。 もともと 埋め草 記事の 隨筆だ から、 そこ は 氣樂な もの だ。 一 二回 休載の 上、 改めて 出^ 

す 事に する。) 

大分 休んだ から、 今月から 又し ばらく 鑌 けて 見る。 考 へて 見る と、 隨筆 だとい ひながら T 探 似 小： お 

史」 とい ふ r 史」 の 字に 縛られて、 少々 力 タクな つた 氣 味が ある。 -」 と標 出した からって、 何も 年 

代 順に、 「史」 的に 書か やと もい、 わけ だ。 r 史」 に關 する 隨筆 であれば 可い 害 だ。 今度から そのつ もり 

で、 大體は 年代 も 追 ふが、 必ゃ しも 年代に こだわら やに、 思 ひついた こと、 見聞して ゐる こと をい ろ 

い ろ 自由に 語る こ とに しょう。 

そこで、 再揭の 手始めに、 前に 書き； S らした 件 を 二つ、 追 補す る ことにする。 / 


一 二、  H 島 象 二 『裁判 紀蓽』 

1 こ、 小 說の先 驅的讀 物の こと を 書いた ときに 外來 種の ものと して、 裁判 事件の 判例 集 を擧げ 

『情 供 證據誤 印 靡』 のこと を 語つ； ^が、 その 時當然 言及すべき 害の 書物 を 忘れて ゐた。 それ は、 標出 

した 田 島 象 二の 『裁判 紀事』 だ。 

田 島 象 二、 卽ち任 夭 居士 は、 いは 明治 初期の 戯作者、 ブック メ ー カァ のうちで は 大分 毛色の 變っ 

： 一 人 だ。 和漢の 學 問が 相 當 あり、 筆 も 達者に 動き、 佛敎の 方の 知識 も 可成り あつたので、 明治 初 g 

の 戲作界 に は 十分 過ぎる 程の 能力 を もって ゐた。 それだけに、 彼 は その 能力 を 振り 廻して 四方八方 矢 

鱒 こ した。 彼の 著した 作物の 數は夥 だしい ものであるが、 今 こ、 に それら を 一 々擧げ る 必要 はな 

いから 止める として、 それ は實に 際立って 澤山 ある。 だ- ゝ それ 等の 著作 は 大抵 人から 頼まれる ま.^ 

叉 は才に 任せて 書きつ けた ものが 多く、 眞 面目な 著作 は 甚だ 少ない。 こ、 に擧 げた 『裁判 紀事』 の 如 

き は、 その 少ない 一 つなの だ。 

- 此の 『裁判 紀事』 も 一種の 判例 實話集 だ、 た>^內容が支那の判例乃至探偵實話めくものに限られてゐ 

るので、 その 點は喰 ひ 足りない といへば いへ る もの だが、 然し これ を通讀 すると 矢張り 一種 探偵 小說 
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を讀む やうな 面白味 を與 へる こと は事實 だ。 明治 八 年 月の 刊行と いふ 日附が あるから して、 この 方 

が 『情 供證據 誤判 錄』 より 古い こと は 古い。 强て 買へば その 古いと いふ 點を かふの だが、 『情 供 證據』 

の 方 は 探偵の 手繽 を， 1 々と 書いた ものが あるに 對し、 『裁判 紀事』 の 方 は それが 少なく、 た V 裁判 in と 

なった 人の 手柄 を 褒める ために 書いたら しい 記事の 方が 多い。 それだけに 『裁判 紀事』 の 一 話  一 ^は 淡 

な ものが 多い ので、 『情 供 證據』 に 比較す ると、 無味と けなされる 恐れが ある。 從 つて、 この 刊行た 巾 

代の 古いと いふ 點を取 柄に して、 いた はって、 讀んで やる 必要が ある。 殊に、 漢文の 特色で， も あり 短 

所で も ある 簡略の 態度 を 示した 文章が 多い から、 その 淡泊な ところが 餘計 目立って 見える の だ。 

1 ^、 引いて 見よう。 

^州 ノ趙 三、 周 生ト友 トシ 善シ。 同ジク 南都 一一 往キテ 貿易 ヲ營 マント 約ス。 趙 ノ窭. 一一 孫 氏 ァリ、 夫 

ノ行 クヲ欲 セズ。 已ニ 鬧フコ ト數 日。 期日 一一 及ンデ 黎明 趙先ヅ 舟 二 登ル。 太 ダ早キ  一一 2: テ舟巾 一一 假 

寝ス 。舟 子 張潮ナ ル モ ノ意 二 趙ガ 金ヲ懷 一一 ス ル ヲ 察シ、 之 ヲ利セ ン ト ス" 潜 力 二 舟 ヲ僻所 ュ 移シ テ之 

ヲ 殺シ、 海 一一 沈メ、 復ッテ 詐ッテ 熟睡 ス" 周 生 至ッテ 謂フ、 趙 未ダ來 ラザル ャト、 舟 一一 登 テ俟ッ コ 

ト良ャ 久シ。 遂 一一. 潮ヲ シテ往 テ促サ シム。 潮趙ノ 門 ヲ 叩キ、 三 娘子ト 呼ビ、 因テ 問フ、 三官 何ゾ久 

シ ク來ラ ザ，^ ャト。 孫 氏 驚キテ 曰ク、 良人 鬥ヲ 出ル旣 一一 久シ、 豈尙 ホ朱ダ ニー 登 ラザル ャトっ 湖？； S 

ッテ周 一一 報ズ。 周甚ダ 驚異 シ。 孫 ト路ヲ 分チ、 掘 ネク尋 ヌル コト 三日、 -ぉ躐 ナシ。 周 口 ゾ S ^ヌル リ 


慣レ、 因 テ隨ヲ 具シ、 縣ー i ス。 縣，、 孫 (氏) ガ リ テ故ラ 一一 其ノ夫 ヲ害ス ルカ ト疑 フコ卜 

之 ヲ久シ ウス。 楊 評 事 ナル者 有リ。 其 ノ牘ヲ 閱シテ 曰ク、 門 ヲ叩テ 便 チ三娘 子ト呼 ブハ、 定 メテ窒 

內ニ夫 ノナキ ヲ知レ ルナ リト。 此ヲ以 テ潮ヲ 罪 ュ服セ シム。 潮 乃チ服 セリ。 

大體 はかう いふ もので、 此の 種の 小話が 約 二. 十程收 めて ある。 序文に よると、 丁度 明治の 新 律が 施行 

せられた. 際の ことで、 裁判官 達の 參考に 群 書 を涉獵 して 編纂して 一書と なした とい ふやうな 意味 を述 

ベて ゐ るが、 然し 事實は T 棠陰比 事』 の 如き 書物から 拔き 出した のみで ある こと は、 いふまで もなか 

ら， つ 0 

この 「裁判 紀事」 は 『情 供證據 誤判 錄』 より 本が 少ない ので、 割合に 人が 請まぬ ものであるが、 r 

し 探偵 小說の 興味 を 云々 する 場合に は、 先づ 年代が 古いと いふ 點で 第一 に擧げ るべき もので あらう か 

と考 へる" 

一 三、 森 澤德夫 『探偵 淵軌』 

この 本の こと は、 前 稿に 所謂 實話 物の 先驅 として、 名 だけ は 擧げて ある。 (第三 回の 八、 探偵 實 話の 

おこり)。 その 時 は 紙面の 都合で 內容を 紹介す る こと を 略してし まった が、 『裁^ 紀事』 を 紹介した 序で 
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に、 この 本の 內容 のこと も 紹介して 置かう。 

前項で この 小說を 紹介した ときに、 內容は 全く 著者の 體驗 手記 だと 書いた が、 これ は 少し 說 明の 仕 

ぞ こな ひで、 著者の 聞いた 刑事の 體驗の 手記と 訂正すべき である、 著者の 森 澤德夫 はかって 警視 廳の 

第二 局の 第一課 長で あり、 それ 等の 刑事 を 指揮す る 位置に ゐた 人物で あるから、 全く 彼の 體驗 でない 

とはいへ ない が、 然し それで は 內容の 書き方に 照して 少し 不都合 だから、 矢張り 今の やうに 訂正す ベ 

き だ。 本文に 「余」 と ある は 事件 擔當の 刑事の 稱 呼で、 森澤 氏の ことで はない。 又、 此の 「<K」 も 一 

人で はなく、 恐らく 事件 を 異にする 毎に、 刑事 も 異にした ことで， あらう から、 この 「余」 も數 人の 刑 

車 を 代表して るる わけで あらう。 

その他の 說明 は、 前揭 のま、 でい S から、 今 は、 すぐ 此の 本の 內容に 入る ことにしよう。 

. 本文 は 十二 章、 各 章が 一件の 割合で、 都合 十二 件の 實 話が 物語られて ゐる。 それに 附錄 がー 篇 ある 

から、 全部で 十三 篇の實 話 集で ある。 

順序 を 追う て簡 短に 語って 行 か う。 • 

第 一 章 は 「色情 奴」、 これ は 明治 一 一十 年 一 一月， 本 所の 津輕伯 邸で 家令の 佐 藤 某が 殺された 事件で ある。 

この 事件 は 他に も 講談 風な ものに 書かれた のが あるが、 當 時の 人々 の 視聽を 側た しめた 怪事件で あ 

つた、 要するに 同 邸の 女中の 一 人 を 袂んだ 家令と 傭人との 三角 關 係の 發展 した 結^で ある 


卜リま 本文の 全部に 亙って 犯人、 その他の 人名 は 假名と して ある。 又 事件の 經 過よりも、 探 愤の經 過 

：、 王點を 置いて あるから、 中には 事件 そのものに ついては 結 raK- だけし か 出て ゐな いものが ある。 從っ 

て Jl^: よって は 面白い ものと 面白くない ものとの 差が 大きく ついて ゐ るから、 そのつ もりで 讀 むべ き 

だ。 この 第一 話は餘 b 面白くない。 

t ルニ 車の 「政 狂」、 これ は その 頃の 政治 熱 を^ 景 にして 考へ ると、 割合に 商 白い。 これ も 二十 年 一月 

の 事件で あるが、 土 佐-： S 身の 政治 書生が、 革命 を 夢み て 出京の 途中、 大阪で 旅 费に窮 して 三人 共謀の 

上、 同 部の 二 書生 を 謀殺し、 その ま 上京して 陰謀 を繞 けて ゐた。 それ を 捕へ た 事件 だ。 これ は 探偵 

手段 も複雜 して ゐ るし、 謀殺の 經過も 面白く 物語られ てゐ る。 

第三 章 「僞 券」、 これ は 振替 爲替 券の 偽造で 金 を 詐取した 事件で、 當時 (二十 三年 九月) として は 新 

奇な r:- 菲 として 興味 を惹 いた もの かも 知れない が、 今日 讀ん では 一向つ まらない。 勿論 犯人 は、 金 を 

詐取され た 東京 郵便 電信局の、 舊 雇員であった。 

,^sl^s早 「年玉の片紙」、强盜事件、 明治 十七 年 二月の こと、 强盜の 刀の つか をまい てゐた 紙片 力 「お 

年玉」 にもら つた もので あつたと. いふと ころから かう いふ 題 をつ けた もの これ も 有り ふれす 一一 す 

r ル五章 rM§〕 、二十 二 年 三 用の 事件、 有夫の 一 老婦の 若い 燕が、 情婦と その 中を堰 かれた の を. 恨ん 

で 靑婦の 姉 を I 权 した 實話" 實に 醜猥贫 愁の 見本と もい ふべき 物語で、 さう いふ 意味で は 一寸 =^ へだ 土 的と 
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いふべ きもの だ。 

第 六， 「偷 g^」、 二十-一. 年 十一月の 事件、 抵當の 公憒證 書が 銀行の 金庫から 紛失した 件 だが ノ」. れも 

a 入が 21^ 初 いら ハツ キリして ゐ るので、 たヾ それの 犯跡 を さぐる だけの^ 倒が あるの み、 別に， く 

はない。 

「. ^ケ 年の 苦心」、 これ は 明治 十八 ハキ から 一 一十一 一^ 八月まで 道 罪 犯 を 追 ひかけ ま はした. ぽ； 5^i。 

これ は 全く その 探侦の 苦心 話 だけの ことで ある。 犯罪 は單 純な 共謀 殺人、 犯人 も わかって ゐ るので、 

犯人の 一 人が おくつ かまらなかった とい ふだけ のこと だ。 

第.： 十 「菊花 數辦」 これ は 二十 二 年 十一月の 强盜 事件、 これ も 詳しく述べる 程で もない 强盜^ 件、 

仁ヾ設 11 がない ので 困った が、 犯人の もって ゐた 風呂敷の つぎをした 布片に 菊花の 瓣が 幾つかと 内..^ 

の 二字が あつたので、 これ を手づ るに、 犯人が 宮內省 調度 課の 使丁 某の 子であった とわかった。 それ 

を つきとめる 苦心 だけのと ころ だけ は 面 由い。 

九 章 「花 茨」 これ は ラシ ヤメ ン上 りの 鈴 村 カジと いふ 女 詐欺師 乃至 枕 探 し の 犯 行 を ；認 つた もの、 

月 ム：： ト 六：.^ (から 十七 年に かけての 事件で ある。 これ は 語られた 資話 として は 面白い 方 だ ^し 犯， H 

そのもの は餘り 智慧の ないやり 方で、 た V 相手が 女 だと 忍って 油斷 する から 巧く してやられ るい f 

^十 章 「紅 氈」、 明治 十七 年 十二月に あった 强盜 事件。  . 


< ぶ 十一 章 「桃の 花繡」 これ も 二十 一年 三月の 强盜 事件の 實話 だが、 犯人の 足に 桃の いれ やみの ある 

の を證據 に探愤 するとい ふあたりが 一 寸ロ マ ン チックで 可い。 

第 十一 ー$:+ 「小才 子」、 これ は少ギ 詐欺師の 傅で 一 一十 一 年中の こと だ。 純然たる 智能 犯と もい ふべき も 

ので 犯人 は赏に 才智 ：13  くが 如く、 詐欺の 手段 も 咄嗟の 思 ひっきで 種々 な こと をす る。 そこ はまこと に 

感嘆すべき ものが ある、 た マ 少年 だけに 仕事が 極て 小さい、 それだけに 少しも 目立たぬ が、 この度 胸 

と 才智で 大 仕事 をしたら ズ おく！： 際的大 山師と なり 得た と 思 ふが、 自分が 書生で あり、 英語が 出來、 外 

人と 知り合 ひが あるの を 幸 ひ、 外人 を だしにして 書生 連中 をへ ほひ 物にして ゐた、 それだけに 大 仕事 も 

出来なかった わけ だ。 然し、 面白い 資話 だ。 

然し、 この 本で 一番 而白 いのは その 附錄 た。 附錄は 品川鐵 とい ふ スリの 自叙 傅と あるが、 品 川鐵と 

いふの は 仇名で、 歌村錢 五郎と いふ 江戶子 だ。 猿 若 町の 芝居 茶屋の 子で い、 暮し をして ゐ たの だが、 

父 の 遣傳 で 遊蕩 の 味 を覺ぇ て 次第 に 墮 落す る。 最初 は 奉公先 か 、，つ 小盜み をす るが、 遂に 家出して 盜人 

から スリの 仲 問 入. 9 をす る。 スリの 味を覺 えたの は、 新開 港 場の 橫濱 であった。 さう して 二十 そこ そ 

この 時にはもう 押しも押されもせぬ ス リ の 親分と なった もの だ。 

大抵の 大泥 坊や スリの 親分 や、 バ クチ ゥチの 頭な ど は $r 表面上 正しい 職業 を もって ゐ るかに 示して 

るる もの だが、 品 川鐵も 魚屋 を 渡世と して ゐる風 をした もので、 從 つて 人の 出入りな ども さう 目に 立 
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たや- 1 沂ー. ％を ごまかす こと 力 出來仁 

i が スリの 業に 最も 膏の のった 明治 十三 年の こと だが、 (その 頃 京都に ゐ た)、 京都の 伏 見の 稻荷祭 

の 際に は 十月 祭當時 午前 十 1 時から 午後 二 時までの 約 三時 間に、 助手 一人と 共に あげた 品物 は、 金 時 

計 十三、 銀時計 五十 餘、 紙 入 五十 三あった とい ふ。 これ を 買った ケィヅ 買 ひ は 驚いた。 スリと はゥソ 

で赏は 時計屋から 盜 んで來 もた の だら うとい つたと いふ。 

. ^は 明治 二十 一年 第 八 回の 懲役 六ケ 年に 處 された が、 この 時までに 彼の スッタ 人 問 は 一 萬 餘人、 金 

額で 何萬圓 ともい ふので あつたと いふ。 この 自叙 傳は、 此の 在監 中に 自ら 語った もの を 第 記した もの 

だとい ふが、 これ を 書き直して 多少 潤飾したら、 面白い 大衆 的讀 物と なり さう だ。 

,c ^ほ、 木 文の 實 話のと ころで は、 當 時の 探 侦 方法が 如 實に 語られて あるので、 K 話 そのものの 與味 

のこと は^としても、 探侦 方法の 實體を 知る 點 では、 これ 又、 確かに 得る ところが あると 思 ふ。 探 似 

達が 如何にして 事件の つる をた ぐった か、 何う いふ 人間 を 手先き に 使った か、 何う いふ 品物 を 何う い 

ふ 方から 事 仲の 證據品 としたか、 とい ふやうな 點に 至って は、 K に 事細かに 書いて ある。 かう いふ 

ところ はま 通の 人の 書いた 探偵 實 話と 違 ふので、 さう いふ 點を 主眼と して 読めば 何の^も ^而 A いと 

いへ る。 然し 齊 通の 探偵. 實 話の 如く、 事件 そのもの、 興味、 語り 方の 興味な どをこの 本の にもと 

めたら、 多少 失望す ると 思 ふ。  ノ 


當 時の 探偵 方法 を この 本に よって 察すれば、 大體は 江戸時代の 與 ヵ岡つ 引の やり方 を その ま 、機 承 

した 點が 多く、 科學搜木.^法などは殆んど行はれてゐなぃ。 これ はもつ と 後、 例へば 三十 年頃に なって 

も 矢張り その 通りであった らしい。 若し 科舉搜 1^, 法の 如き ものが 行 はれて ゐる としたら、 それ はすつ 

と 上層の 餘部 問で 試みに いろいろ やって るた ものら しく、 實際 運動 をす る 刑事 連中の 間で は 一 向 用 ひ 

ら れてゐ ない。 

こ、 に淚 香の 『無 慘』 の 皮肉 諷刺が 利いて 來る わけで ある。 

一 11、 圓 朝 の 『黃 薔 薇』 

『歐洲 小說黃 薔薇』 は 落語家 三 遊亭圓 朝の 名作の 一 つと なって るて、 今讀ん でも 一 通り は而 .m くよ め 

る もの だが、 あれ は、 某氏が 種を圓 朝に くれた もので、 その 本 は フランス 小說 であった。 それ も 『黄 

薔薇』 を よんだ 人が 誰でも 知って ゐる 通り、 十二分に 探偵 小說の 素質が ある。 圓 朝に 種 を やった 某氏 

とい ふの は、 一時 東京 日日の 社長と して、 叉 花柳界の 通 客と して 飛ぶ 鳥 を 落す 勢 ひの あった 福 地樓痴 

であらう とい ふこ とだ。 

此の 『黄 薔薇』 の 單行本 は 明治 二十 年に 出た ものと 心得て ゐ るが、 今日 流行の 初版 さがし を やる と 
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して これでい いか、 もう 少し 前になる か、 分からない。 この 二十 年 版はボ ー ル 表紙の ー箭 だった 笞 

だが、 別に 和装の 二 冊 物 もこの 前後に 出て ゐる。 この 和装の 方 は 今 手許 にないので、 何年の 刊，； ；： か 急 

に 確め るよ しもない が、 これが ボ ー ル 紙の ものより 前に 出て ゐた どしても、 さう 前で はない、 一二た 牛 

も 前に 出て ゐ ると 考 へたら 十分で あらう。 假に明治十八九年^？として澄かぅ、 然るに 明治 十二^の. 4" 

一 一 バー 一十 八日の 有 喜 世 新聞 五 九 一 ー號 をみ ると、 記事の 中に、 本 R 淺草 井生 村樓の 忘年 會で 一一： 遊 一 や：^ 朝 

が 「1 ^^人せ 円ジ ユリ ャ の傳」 とい ふの を やる となって ゐる。 この r ジ ユリ ャの 傅」 とは柯 であ 、しうか 

S£ はもち ろん その 時の 話 を 聞いた ので はない から、 何ともい へない といへば いへ ない が、 これ は 多分 

『贺ま wi』 のこと であら 。 いな、 確かに さう だと 斷ー W しても 可い と 思 ふ。 ジ ユリ ャとは 7 お 1- 微』 

の 女 主人公お 嬉ジ ユリ ャ なる 毒婦 を さす ものに 違 ひない ので ある。 さう すると 『货齋 機』 は 木に なつ 

たの は 明治 一 一十 年頃 だとしても、 講談と して は少 くな くと も 明治 十一 一年から ^問に 傅 はって ゐた もの 

に 違 ひない。 さうな ると、 あの 小說の 內容に 照して 相 常 探 侦小說 趣味 を 刺激す ると ころがあった と 想 

像して 可から う、 そこで、 これ 亦淚香 出現 以前に 於いて 探偵 小說 趣味 を 鼓吹した 先驅的 作物の 一 つ， た 

とい ふ 事になる わけ だ。 『黄 薔薇』 がさう 古い もの. たとい ふこと は、 知らぬ 人が 多い。 一 寸御，；^^;^まで 

(再考。 二十 年 一月に この 『黄 薔薇』 は 東京 總 入に のって ゐる。 それ を 思 ふと、 何 う も 二十 年 以前に 


は牮行 本がなかった とする 方が 正しから う 」 

1 五、 淚番の 『我 不知』 

『我 不知』 は 涙 香の 譯物 中で、 私が 今まで 現物 を 見る ことが 出來 なかった もの S 一  つで ある。 それが 

先月 二十 七日 (海軍 記念日) に 池 袋の 赤^ 堂と いふ 本屋から、 一冊 だけ 入手す る ことが 出來 たの は、 

. ^よりの 欣 びであった。 私の 入手した の は 萬 朝 報 第三 十一 號の 附錄 として 出た もので、 明治 二十 五た ヰ 

十二：！： 十日の 曰附が あり、 本文の 初めに 「第 八 回」 とあって、 "ヌ は 三十 一 頁 か. 十六- までとな つ 

てゐ る。 若し 毎號 十六 頁づ； で 一冊に なって ゐ たものと せば、 これ は 丁度 三 冊 目 あたりと なる わけ だ 

が、 そこ は 何う であらう か。 淚香 研究の 先輩た る 茨城 縣下 妻の 住人 藤 倉 浩吉氏 はたし か 第二 冊 H を も 

つて ゐる とかい ふこと であった。 

これ は、 元來、 二十 五 年 八月 二日から 都 新聞に 譯 載され たもので あるが、 同月 淚 寄の 返 社と 共-」 中 

絶と なり、 その後 同年 十 一 月 萬 朝 報の 刊行と 共に 附錄 となって 出た こと は 私の 涙 香著譯 錄に 記して 

置、 に 通り だ。 たゾ 一寸 疑問になる の は、 都 新閜に 出た 分 を まとめて 萬 朝 報の 附錄 にした もの か、 そ 

とも 都 新聞の 分 は その ま、 として、 それに スト ー リイが つ V  くやう に 萬 朝 報の^ 錄を 出した もの か 
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の點 であるが、 私 ほた ヾ 今のところ 何う も 都 新 ig につ V- けた もので はない かと 思って ゐる。 それ は、 

回 救の 分け 方からの 當て 推量で あるが、 私の 入手した もの は、 ー册 全部で 第 八 回と なって ゐ るから、 

この 前の 分 二 冊あって も、 その 二 冊で 七 回 分 は覺 つかない わけ だ。 何う も 都に っヾ ける やうに 附錄を 

出した もので あらう、 その 方が、 讀者を 引 張る 上から いっても 上々 の 策で あるから だ。 

ところで 私 は 今 此の 『我 不知』 のこと を特刖 にと り 上げた の は、 何も それが 手に入つ たこと を，：：：^ 

する つも， 9 からで はない、 現物 ー讀の 上、 その 原作に ついて 訂正の 貴 任が あると 感じた からだ。 

あの 淚香著 譯目錄 に は、. 私 は 現物がない ま、、 古い 記錄を その ま. -t^ じて、 原作 は ウィル キイ • コ 

リン ズの 『無名』 (No  Name) だと 記入して 置いた。 ところが、 今度 その 現物 を 党て 驚いた の は、 

コ リン ズはコ リン ズ だが、 『無名』 ではない、 彼の 代表作の 一 つたる 『月長石』 (The  Moonstone) な 

の だ。 『無名』 と 聞いた ときには、 成る 程 これで 『我 不知』 かな ど、 獨 り合點 をした もの だが、 今度 

作が 「月長石」 と 分って、 『我 不知』 の 意味が よく わかった。 これ は卽 ち-我 知らす に 犯した 罪と いふの 

で、 『月長石』 の： S{ 谷 を 一通り 心得て ゐる 人なら、 すぐうな づける 题意 なので ある。 

淚 香はコ リン ズの 作物 を 可成 多く 讀み、 その 二三 を 紹介して ゐ るが、 何 うして その 『月 ！：^:,^』， 乃至 

『白衣の 女』 に 手 をつ けなかった のかと 不思議に 思って ゐ たが、 この 『我 不知』 をよ むに 及んで、 彼 

が 早く も 『月長石』 に 手 をつ けて ゐ たの を 知った。 


コ リン ズの與 味 は、 明治 二十 二 年 彼の 死が 傳 へられてから 急に 高まった ものら しく、 涙 香より や、 

前に 報知 新聞に 原 抱 一 庵が 『月 珠』 卽ち 『月長石』 を 紹介して ゐる、 又 や S 後の 都の 花 (小 說雜 誌) 

に 抱 一 庵だった か 誰だった かの 『白衣の 女』 も 紹介され てゐ たやう に 記憶す る。 この コ リン ズ 紹介が 

從來、 佛蘭西 物 全盛 の 觀がぁ つた 我が 國の 探偵 小 說界に 一 轉機を つくる に 至つ た 先驅的 現象と いって 

可い。 勿論、 英國 探偵 小說が 本式に 優勢に なった の は、 三十 年代に 入って コ ナン • ドイルが 紹介され 

てから だが、 その 機運 は それよりも 七 八 年 も 早い コ リ ンズ 紹介に 端を發 して ゐる とい つて 可から う。 

『我 不知』 は、 さう いふ わけで、 小冊子ながら 涙 香の 生涯 及び W 本の 探愤 小說界 にと つて 記念すべき 

ものと いひ 得る。 新聞 附錄 だけに 稀 本た る點 はいふまで もない。 

一六， 探偵 小說と 春の 屋朧 

涙 香の 飜譯 小說が 全盛期に 入り かけた 明治 二十 年頃、 一般 文壇 方面に も 探偵 小說 熱が 波及して、 い 

ろい ろ これ を 試みる 人の あった こと は、 旣に 第二 回に 述べた が、 あそこ は、 本來 もう 少し 詳しく述べ 

ちべき ところであった。 その 不足 分 を、 今 こ、 で 補足して 置かう。 

先づ 春の 屋朧、 卽 ち坪內 逍遙と 探偵 小 說の關 係 だ。 
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後年 倫理 敎育、 藝術敎 育 その他 敎 育と いふ ことに 凝. - 固まった 時代の 逍遙 は、 1^ 似 小說ゃ 大衆 文 ゆ 

など を あ f 奸ま なかったら しいが、 然し 明治 二十 年 前後の 柔軟性に 富ん SI 主人の まに は、 ^ 

說の稷 子 をと るた め 外國の 大衆 文學を 盛んに あさった もの だ。 さう して その 次 手に 一 寸 ばか. - お- れパ 

說の 方に も 足 を蹈み 込んで ゐる。 

第一 は 『蟹貨 つか ひ』 で 明治 二十 年 十二月から 讀賣 新聞に 出た (二十 一年 八月 軍 行」。 この^ 作 は 例 

の 米！： 女流 探^ 作家 アンナ • キヤ ザ リン • グリ イン 女史の 『X  •  Y  *2』 とい ふ ものである。 ひ 「"とい 

ふより は桓概 といった 方が よく、 譯名來栖政道とぃふ名探偵が><  .Y  .2と名乘る1^货っかひを探小，- 

に.^-、，て圖らゃ別の殺人事件の^^中に棬き込まれる話で可成.9面白く讀ませる。 最初に 春の 屋. の 

長い 前置が あ ひて、 此の 小 說の譯 出に 着手した^ 來ゃ、 飜譯 上の 用意 態度な ど を 詳しく述べて ゐる。 

明治 二十 五ハ 牛に 至って、 涙 香の 都 新聞 退社と 共に、 都から 頼まれて 飜譯 大衆 小說を 寄稿した こと は 

前べ た： i りで あるが、 その 小說 は、 『大 詐欺師』、 『電小 t 二 のニ篇 で、 ニ篇 ともに 若 千の 探 似..：. う 味 

が ある T 大 詐欺：：！』 は 米國^ 氏：. 戯曲 -False  Friend" を小說 化した ものと いふが、 行衞 不明い 友人 

の 家に、 友人の 替玉 となって 乘り 込み、 財産 を 横領しょう とする 話、 後に 『ふた 心』 とい ふお で 

本と なつた 。『電 小儈』 の 方 は 英國の 大衆 小說家 ウィリアム . ェ イン ズゥァ ー スの 『ジ ヒック： ン 丁- ゾ 

1 ド』 の， で、 原 乍 ま， 有名で も あり 又 頗る 面白い ものである。 だが 春の 屋主 人の 紹ノ J は そ ヶレ 


一 程のと ころで 中絶して ゐ るし、 この 方 は單行 本がない ので、 これ は餘り 人に 讀 まれない。 一： 篇 とも 

當時 春の 屋 主人の 門下に ゐた奥 泰資が 筆記した もの. とい ふ。 譯 文の 調子 は、 務めて 淚香 風に やって ゐ 

るが 然し 魅力が 到底 涙 香 程で な いのは 止む を 得な からう。 

赛 の屋 主人の 友人 變庭黨 村の ボウ 紹介の こと は、 旣に 述べた が、 その ボウ は、 矢張り 春の 屋 主人の 

た ん おとま 

學友 高^ 半峯の 談話から 出て ゐる。 半峯の 同窓の 友に 丹 乙 馬と いふ 人が ゐ たが、 この 人 は 英語が 得意 

で、 早くから 外 國文學 に 親しんで ゐた。 半峯の 外國文 學涉獵 も、 實 はこの 丹 氏の 手引きに よる もので 

ボウ をよ ましたの も 此の 人であった とい ふ。 丹 氏が ボウ を愛讀 したの は 明治 十一、 ニ^の こと だとい 

ふから、 相當 早い、 若し この頃 丹 氏 かそれ を 紹介して ゐ たら、 丹 氏の 名 も 明治 探偵 文舉 上 先駆者の 

一人と して 輝 やいた ものに なった 害 だ。 この 人 は 東京 大舉を 卒業せ やに 去り、 外交 方面に 多少 關 係し 

た. きり 早く 歿した ので、 今 は 名 を 知る 人 も 少ない。 愛 緩縣の 人で あつたと は半峯 氏の 直話で ある。 

一七、 鷗 外と 探偵 文擧 

よく 逍遙 を 語れば すぐ 鷗 外が 引き合 ひに 出される が、 鷗外も 全く 探偵 文 學に緣 がないで はない P 今 

鷗 外の 初期の 著譯 文集た る 『水沫 集』 を 開けて みると， その 中に T 玉 を 懐いて 罪 あり」 の 一 篇が ある。 
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これ は ホフ マ ンの 『マダム ,., ト . ス キュデ リイ』 の譯 で、 いは > ^怪奇 探 侦文舉 といって もい ヽ作 だ" 

飾. 0 職 カル ヂリ ャッ クのヂ キル. ハイド 的 生活が、 例の 薄氣 味の. 惡ぃ說 話法で 物語られて ゐる" これ 

は 明 ム：； 二十 二 年 三月 讀賣に 出た ものであるが、 これから 十 年 も その 餘も 後に、 文 藝俱樂 ^か叛 ，=7 說か 

に ボウの 『リュ ー モルグ 殺人事件』 を抄譯 した ことがあった。 『諸國 物語』 の 中に も 探 愤文舉 に 類す る 

ものが 二 一あった やうに 思 ふが 今 はっきり は 記憶して ゐ ない。 

一八、 初期の 創作 探偵 小說 について 

淚 香の 全盛と 共に 探偵 小說 熱が 一般 文壇 一に も 波及した が、 それが 幾分 か 新進 作.：！^ を も 動かして、 彼 

等 をして 創作 を 試みさせたり した。 その 一 例と して 幸 £ 露 伴を擧 げやう。 

淚^ の 創作 『無 條』 は 一 一十三 年の 發表 だが、 須藤南 翠はー 一十 一 ハキに 『殺人犯』 を發表して^^り、 创 

作で は 流石に 文 擅 作家の 方が 先鞭 をつ けて ゐる、 露 伴の 試作 も、 淚 香より 少し n 十く，、  二十 ニハ 牛の？ 

である。 それ は r 是は是 は」 と 「あやし やな」 のニ篇 であるが、 『是 は是 は』 の 方 は 支那 流の ti の ある 

手品ら しく、 『杜騙 新書』 あたりから つくり かへ たも. ので はなから うかと m 心 ふ。 騙 者が 人 を かた、，， ： うと 

して 自分で 智慧 まけが し、 却って 裏を擾 かれる とい ふ 話 は、 往々 聞く ところ だ。 「あやし やな」 の 方 は 


純粹の 探偵 小說 で、 篇 中の 人物 も 地名 も 皆 外國風 だが、 飜譯 ではなく、 矢 張. 9 ー篇 S 創作 小說 である 

とい ふ (直話)。 一 不一 一年 十月 都の 花に 發 表された もの だ。 

若い 美しい 妻 を もって ゐたパ ァ ドルフと いふ 老人が 死ぬ。 その 死樣は 明， 日 に毒藥 による 頓死とう け 

とれる が 誰も 毒を飮 ました 者が なく、 他に 毒殺 者 も 見出されない。 老人の 死ぬ 時 居 合した 若い 妻と、 

醫師 と、 老人から 恩人の 機に いはれ てゐた 伯爵 シ ャ イロ ッ ク とが 三人と も 嫌疑 をう ける が、 御 問 ひ 結果 

犯人で ない と 判って、 放免され る。 だが 警察署 長 は 猶ほも 心 を ゆるめす 三人 を 監視させる。 すると 妻 

と醫師 は別耿 ない が、 伯爵の 擧 動に 少し を かしい ところが ある。 そこで バァ ドルフの 死去 前に 飮んだ 

藥物を 分析して みると、 醫師の くれた 甘汞を 飮んだ 外、 伯爵から もらった 鹽酸レ モナ ー デ をのんだ こ 

とがわ かる。 これ は 各 一品で は 別に 毒で はない の だが、 同時にの むと、 胃 中で 劇藥の 昇汞と なって、 

^んだ 者が 悶死す る、 パァ ドルフの 死因が これ だと 分かる。 然し 伯爵が 何故 さう いふ 細工 をした か 

その 原因 を るた め、 愼 重に 探偵 をつ ゾ けて ゐ ると パ ァ ドルフの 前 妻 ボナと いふ ものが 出て 來て ノ 

ァ ドルフと 伯爵の 關 係が わかる。 伯爵 は、 かって バァ ドルフと ボナの 間に 出 來た娘 クイック リイ を 暴 

力で 犯した ので、 クイック リイ は 許嫁の 男に 操 を 立て、 水に 入って 死んだ。 伯爵 は クイック リイの 死 

因の ロ留 料と して バァ ドルフに 毎月 百 五十 弗づ、 渡して 來 たもので ある。 ところが、 今度 バァ ドルフ 

は 熱病に か、 つた、 そこで 伯爵 は、 病人が 熱に うかれて クイック リイの 一 件 を 口走り はせ ぬかと 心 EH 
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で t らな い。 心配の 餘りっ ひ 惡心を 起して 毒殺の 細工 をめ ぐらした もの だと わかった。 そこで 著 長 は 

醫師ゃ の 應援を 得、 シャイ II ックの 病氣の 時に、 幻燈 を 利用して バァ ドルフの 幽靈を 巾-させ、 シ 

ャィ" ックを 苦しめて、 その 罪 を白狀 させる、 甘采と 懸酸レ モナ！ デの 化舉的 混合が この 小説の 中心 

魁、，^ であると ころ は、 南翠の 創作と は 又刖な 1 面 を 示す ものと いって 可， - 

「あやし やな」 は 漸く 探 侦小說 流行の 兆が あるの を 見て、 戯れに 草した もので、 友人 建に これ を.. ノ 

せて、 「^がわ かるな.， r 見つけて 見ろ」 とから かった が、 流石 誰も 見つけた ものがなかった とい ふ そ 

れも その^で、 無い 種は兑 つかる わけがない。 呵々。 

露 作の 外、 砚友社 系の 山 田 美妙に も、 この頃 探偵 小說 めく ものが 一 つ 二つ あつたと 思 i 力 こ、 广 

わざわざ 擧げる 程の もの はない。 紅葉に ははつ き.. 探偵 小說 といへ る ものはなかった やうに 力 

それでも、 や、 後れて 『紅白 毒 饅頭』 『八重 櫸』、 『片 ゑく ぼ』 の やうな ものが ある。 これ：^^^ぶし|^1 

趣味から 出發 した 作品で ないから 探 愤小說 的 分子が あっても、 こ、 に は 擧げぬ ことにする。 ^みた， - 

方 は、 彼の 全集で 讀ん だら い、。 

说灰社 速 中で、 探愤小 說の點 から 注意すべき は、 先づ中 村花瘦 (雪 後ン を舉げ なくて はなる ま L 

ぃ匕瘦 二つ 、 て は 頃 を 改めて 說 くこと にしよう。 (昭和 十一 年 十二月 ー 十二 年 八月. 探 侦# 秋、 


一 九、 中村釁 後、 井上 笠 園、 加 籐紫芳 

-前 にも 一寸 述べた が、 文壇 畑で 最初の 探偵 小說 家と もい ふべき 一 人.， は、 中 村 花瘦、 卽 ち-雪 後 だ。 

花 瘦 は is 時 明治 文 擅に 勢力 を 張って ゐた視 友 社の 中堅の 一 人で、 同じ 硯友 社で も その 文名 は 格別 高い 

とい ふまでに はいへ ない が、 面白い 風格 を もった 作家で、 或る 意味での ヴ アサ チリ チイ も あり、 英文 

舉の 素養 も あり、 何方 かとい へば、 次第に 發展 して 行く 方の 型の 作家であった。 探偵 小說に 着眼した 

の も、 彼が 何とかして 一 流 を 切り 柘か うとい ふ 試みの 現れで、 彼の ヴ アサ チリ チイ を 示す もので あら 

う。 だが 漸く 探 愤小說 の 面白味 を 感じた かして、 意識的に これが 創作に か る やうに なった。 今日中 

村花瘦 などと いっても、 專 門の 文擧. さへ 彼の 作の 一 ニを讀 んでゐ るか 何う か 怪しい もの だから、 

探侦 小説の 讀者 など、 彼に ついて 全然 知らぬ としても、 怪 むに 足りない。 少し 詳しく， か 欠 力しょう。 

花瘦の 本名 は 中 村壯、 本姓 は據崎 氏で、 別 號を柳 園と もい ふ。 後に は審ら 雪 後と 號 した。 慶應 三年 

、江戶 赤 坂藥研 坂に 生れ、 明治 三十 二 年 二月 七日 牛 込 新 小川 町の 寓居に 歿した。 まだ 三十 三の 若さで あ 

つた。 父は舊 幕臣 膝 崎 德彰、 維新 後 鳥 取縣大 書記官 を經、 日本銀行 金庫 課長と なった。 母 は 氏、 

久子。 雪 後 は 初め 叫 谷に あって 小 擧敎育 を 受け、 又 其漢舉 塾に 舉び、 その 頃から 漢詩に 特" 汕な 好 を 
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t, 叉 叔父 大竹 8 に 就て、 夙に 雪 門の 俳諧に 遊んだ とい ふ。 十八 九の 頃祌 W に 移り、 一 if 

雷お ■ に 人舉 したが、 正 It よりも、 秦藝の 方に より 多く 親んだ。 同窓に は慨 W 旅蚜 

九 華の 紹介で 硯友 社に 人てから は、 豪の 方が 面 由くて、 遂に 髮 I てこれ 

i£ する ことにな つた。 小說としての出|作は、「谷間の雪」(ニ十四年八.^ 円、都の花ズでぁらぅ 

が、 文壇に その 名 を f られ たの は 『離れき (二十 八月、 新蓄 I 十七 號) であらう。 眷 

3 裔、 山陽 新報？ 小 ，寄稿し、 髮 S 中 Is 1 人と して 患人氣 sf あに 寄 

稿した もので は 「晒し 井」 後に 寄稿した もので は 「陽炎」 などが 有名であった。 nss& 一 L 

，易 i の 依囑を 受けて、 獨カ 『日淸 交 戰錄』 の 編輯に 當 つたこと が あり、 戰爭 後、 やまとぎ に 入 

り， きて 萬 朝 報 勝と なり、 傍ら 「新 小說」 「豪 俱樂 部」 「少年 世界」 等に 小 f 寄稿し.^" その 

中で も 「薄け むり」 (二十 年 六月、 新 小說) 「抓 I」 (三十 5 七月 S) 等 は 好評であった。 彼 は 

これ 等の 作で、 文壇 一部の 要望で ある ュ ー モア 文 學を拓 かう とい ふ 心 持が あつたら I.- 晩年 { 不幸 

できで 妻 I 失 ひ、 ニ兒を 先立て、 ついで 自分が 病ん S した。 萬 朝 報に I され た「三人|」 は 

その 讓 である。 彼に は 響の 嗜好が あり、 大分 後 ま i いてき。 き 俳諧に は 前の 如く 霧が あ 

つたので、 視友社の句會 縁 社で も、 5 たる 作者であった。 ii が 誓た ゾ けに、 英米の 小， 

沈い して は、 よく 飜 案した。 作品 は 『五 少年』 (二十 叫 年 四月、 少年 物)、 『離れ *^』 ニー. T 'リ/ J  /  J- 


「  一 ^影」 (一 一十 六 年 三月)、 『陽炎』 (一 一十 六 年 九月)、 『こぼれ i 秋』 (一 一 十六 年 十月 單行、 「鹏し 井」 ト 1 篇) 

短篇 小說 明治 文庫 第 七 編 中 村 花瘦集 (二十 七 年 二月)、 『ぬく め 鳥』 (二十 七 年 十月、 小 說百家 選) その 

他で ある。 その 中で 私の 讀んだ 探偵 小說は 「谷間の 雪」、 「一閃 影」、 「陽炎」 等 四五篇 に過ぎないが、 

私の 知らぬ もの 匿名で 書いた ものな どま だ 十 數篇も あると 思 ふ U 東京の 新聞に 書いた ものに も 探き、 卜 

說は あるが、 地方 新聞 は大體 探偵 小說 がかった もの/方が 多かった らしい。 本来 は 探偵 小說 でない も 

ので も、 好んで 探偵 小說 らしい 趣向 を 取り入れたり した。 又、 仔細に 讀ん だら 外國 通俗 小說 又は 探偵 

小說の燒直しも可成.^多ぃこと、思ふが、 然し 5： れ にしても、 彼が 意識的に、 自分から 買って 探偵 h 

說界に 飛び込んだ 點は 認めて い、。 それだけに 先驅 者の 一人と して、 探偵小説の 歷史に は 特筆して い 

い 人 だら う。 

中 村 花 痩と 前後して、 や は、 り 探偵 小說の 方に 年 を 向けた 小說家 は、 井上 笠 園で ある。 笠闺は 然し 花 

瘦 程の 意識が あつたか 何う か、 探偵 小說の 作品 も 亦、 さう 多くない。 私の 讚んだ もの は 『_^き|.』0 一 

十六 年)、 外  一二 篇に 止まって ゐる。 大阪 方面に 長く ゐ たので、 一般的に 知られす に 終った 作品 も 多い 

こと だら うと 思 ふ。 傳 ふる 如くば、 彼 は、 本名 を眞 雄と いひ、 槐 堂仙史 とも 號 したと いふ (槐堂 仙史と 

號 した 人 は 他に も ある)、 慶應 三年 一月 下總佐 倉に 生れ、 慶應義塾で 勉強した 後、 金 港 業に 入った とい 

ふ。 それから 都 新聞、 土 陽 新聞に 轉じ、 二十 六 年大阪 毎日 新聞に 入り、 三十 三年に 死ぬ まで そこに ゐ 
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た。 In 時代物 世話物と もに 書いた が、 何れ かとい へば 時代物、 浪六 風で 今少 

し 也，^ な もの を 得意と して ゐ仁 d この 方の 作品 は 十數篇 ある。 

；; i こ 火いで 名の ま 出される の は、 紫 I 人 加藤擎 である。 これ は小說 家と しても 新聞 f と 

し；， あ 園 や 花 痩の 先輩で あり、 可成り 古く、 もう 十 年代から 舊 新聞の 記者 をして めた。 襲 新聞 

が，， 台 十九 年、 正式に 新聞 小說 として 載せた 「I 重」 は フランスの 通俗 作家 ジョル ？ォ、 での 

ものであるが、 これ I 芳の 筆に なつな 紫 芳は尙 ほ f マの 作 二三の 作家の もの 甚 して tux 

？も フランス I 讀め たもの らしい。 ーま譯 によった もので はなから う。 その 後もニョ の 探ぎ 

說 風な もの はあった やうに 糧す るが、 『血塗き (明治 二士 ハ年) のこと ははつ き り覺 えて ゐる。 -r 

ま ボアゴベ ィの霞 (といっても 地名 人名 を 曰 本 風に した だけの もの) で、 原 名を義 I その ま、 

、 I  ,  、  ).i つ 、 r.o: と 田 5 ふ。 .可 う も、 どの 程度 か 知れ^ 力 

の SalonSauguinolent とい ふの たとい ふ斷り 力つ.^ てァ すと 田-^  {  ら 

フランス語が 誓た ので はなから うか。 『椿 姬』 の 最初の 全 響 もこの 紫芳 である 力 こ 2 が t ま 

張り 原文 譯 らしい。  一 ： 1  え < 

紫 芳は讓 大垣の 人で (藩士)、 安政 三年 八月 生れ、 大正 主 年 七月 歿した。 I の イノく il く 

ゐ たが、 冶 二十 二 年頃 同紙に 一寸した 改革め いた ことのあった とき 退社し、 大阪 へ. ト つて 人- I 

日 新聞 二人つ； i。 同社で も 置した し、 木 人 も 得意で、 渡 iff に小說 基き マ、 けて ゐ r 


I 


やっと 在 社して ゐ たら、 同社の 元老と して 不自由の ない 晩年 を 送れたら うに、 在 社十數 年で 故め つて 

退いた ま、 不遇の 生涯 を 終った とい ふ。  t  . 

この 邊で、 筆を轉 じて、 すっと 前に 一 寸豫 約して 置いた 硯友 社と 春陽 堂の 苦肉 策 を 語らう。 

二 0、 探偵 小說 全盛と 春陽 堂の 共同 策 

何とい つても、 明治 二十 四 五 年から 探偵 小 說が壓 倒 的 勢力 を 占め、 純文學 方面の 旗色 は餘り 面白く 

なかった。 然し 見やう によれば、 これ は 逆に もい へる ので、 純文擧 方面で 小 說の行 詰った 結 菜、 殊に 

寫實、 寫實 とやたら に 寫實を 貴んだ 結 菜が、 小 說は實 に 面白くない、 つまらな いものが 多くな つた。 

その 反動と して、 筋の 變 化に 主點を 置いた 興味本位の 探偵 小說が 繁昌した ともい ひ 得 やつ。 

此頃 (明治 二十 六 年) 探偵 小說 流行、 黑岩淚 香の 飜譯が 非常な 勢 ひで 流行して ゐた。 それに 繽 いて 水 

E 南 陽 外史 (榮 雄) も 「中央」 で 盛んに 書いた。  . 

江 見 水 蔭の 『明治 文壇 史』 にかう ある (「探偵 小說返 治」 の條) 。文壇の 作家 側で も 探偵 小說 全盛の 爆 

り を 喰って 閉口した 連中 は 多かった らうが、 第一 に 閉口した の は、 文壇 小說 一手 販賣 所と して 時め い 

てゐた 春陽 堂であった。 そこで、 春陽 堂の 主人、 和 田 篤 太郞、 號鷹 城と いふ r ヒゲ」 の 先生が、 いろ 
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くと 頭 を 絞って、 探偵 小說 退治の 策 を 立てた。 それ は 以毒制 毒の 手段 だ。 同書に いふ、 — 

「とても 探偵 小說が 横行して は、 純文藝 物が 賣れ が惡 いです から、 一 つ 毒 を 制する に 毒 を 以てする 

とやら で、 探偵 小說 文" M: を 出して、 安 價でド シ/^ 寶 つて 見 ませう」 

春陽 堂の 、乎 張で、 それ を 紅葉の 處に持 込んで 来た。 それで 紅葉 は、 早速 硯友 社中の 決死隊 を 夢 A も 

した 處が、 I  (石橋)、 花 痩 (中 村)、 風 谷 (細 川、 後の 講談師) とい ふ 連中 おんで 患した。 

云气  " 

その 決死隊の 中には 江 見 I も S り、 泉 I さへ も 一席 買って出た。 さう して 明治 二士 ノ の 二 

から 翌ニ 十七 年の 二月に か？ 「探偵 小說」 、とい ふ あ を 二士 ハ 集まで 出した。 

成る 程、 春 II 人が、 苦肉の策として安本の探偵小，どんく出し^ ぃふのは、 發 であ 

らう。 然し 苦肉の策と いふの は視友 社に 對 する 表面の ロ實 で、 內實 は、 當時大 繁昌 大赍 行の 探侦 小一お- 

だから、 安本 を 出せば きっと 喪れ るに 違 ひない とい ふこと は、 「ヒ ゲ」 の 先生が ちゃんと U 祓いて ゐた 

ところで あらう。 從 つて 探偵 小說の 退治 は 表面の、 だが 第二の 冃 的で、 事實 は^ 陽 堂の 會計を ゥンと 

肥き る ことが 第一の 祕 密な 目的で あつたの だら う。 どうも、 私 は、 春 I は 最初から さう 考 へて ゐ 

たの だと 思 ふ。 然し 何の ロ實 もな しに 探偵 小說を 出して は、 g 友 社 や 他の 文 境 作家に 具合が^い ので 

わざ. 4: ま々 と騷 いだ もので あらう。 或は 紅葉 あた.？ も、 #陽 堂 S. ぃ中复 透して ゐ S かも 〈大 


れ ない。 

それで かう いふ 策で 探偵 小說の 退治が 出来た かとい ふと、 事實 は出來 ぬのみ か、 益々 全盛の 感を與 

へ、 春陽 堂まで が降參 したと いふ ことにな つた。 

舞姬、 細君の 時代 は 夢の 如く 去り、 探偵 小說、 鐵道 小說の 時代 は 来れ. 0 云々 

これ は、 德富蘇 峰が 「文 舉社會 の 現狀」 を 論じた 文章の 一節 (二十 六 年 五月 國民之 友) であるが、 他 

にも、 さう いふ 記事が 澤山 ある。 つまり 探偵 小說の 全盛の 火の手 を 益々 强め たに 過ぎない 結果に なつ 

た。 だが、 その 本なる もの は 大賣れ で、 春陽 堂が ホク. /(- した こと はいふまで もない。 だから 早稻田 

文學 など は、 春陽 堂を拔 目の ない 出版屋 だ といって ゐ る。 

「探偵 小說」 二十 六 集の 目次 を擧げ ると 11 

2 集) 十 文 字 (二 集) 百 萬 兩 (三 集) 電氣の 死刑 

(四 集) 五 人の 生命 (五 集) や れ 手紙 (六 集) 影法師 

(七. 集) 足 の 跡 (八 集) 美 人 狩 九 集) 風流 醫者 

(十 集) 血 染の釘 (十一 集) 活 人 形 r  士ー 集) 怨の片 袖 

(十三 集) ひだりき、 (十四 集) 黑  髮 (十五 集) 銀行の 秘 密 

(十六 集) 無 頭の 針 (十七 集) 手形の 賊 (十八 集) 火中の 美人 
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(十九 集：) 四 本 指 (二十 集) 緋 樱 (二 亡 集) 美人 石 

(二十 二 集) 殘 菊. (二十 一一 £0 船中の 殺人 (二十 四 集) 物 言 ふ 玉 

(二十 五 集) 女の 死骸 (二十 六 集) 親 か 子 か 

- 以ヒ ニト六 冊で あるが、 春陽 堂 は それに 味 を 占めた か、 更に 「高等 探偵」 とい ふ もの を 出した。 「探 

の 方 は 短篇で あるが、 この 高等の 方 は、 は. A 編で ある。 この 奪の 方 も、 二十 六 年から 

始めて、 『木戶 少佐』、 iff 『大 議』 など を 出し 仁が、 何舊 した か、 m 

つたら う、 尙ほ 探偵 小 說屮、 (十一き の 『活 人形』 は 鏡 花、 (十九き の 『四 本 指』 と (二十 ーニ集) の 『船 

中の 殺人』 (二十 逢) の 『女の 死骸 一 の i は 江 見 水 蔭の 手に 成る。 水 i それ 以後 探偵 小 f  く 小説 

も 可成 リ 書いて、 花瘦 と共に 硯友 社中の 異彩と なる の だ。 

探偵 小說 退治の 苦肉 策 は、 事實に 於いて、 探偵 小說 煽りの 苦肉 策と なった こと は、 全く 苦肉で ない 

皮肉な 現象であった。 

だが 探偵 小 §1 も 二士 ハ 年が 止 あ、 二十 七 八 年の 曰 淸戰役 以後 は、 霧 はや i 傷の I で 

深 偵小說 よりも、 もっと 通俗な 講談が 歡迎 される ことにな つた- 日淸 役から 日露に 至ろ 約卜ハ 牛^ は 探 

い W 小說^ でい へば、 過渡期で、 この間に 舊探 愤小說 は、 ー應吸 收淸算 されて、 探 似 小 說界に 新しい 说 

象が 起る、 その 一 は ドイルの 紹介 まャ アロック. ホ— ムズ 物の 流行、 後に I 作？^ 似 小 i 轉， M、 


卽ち單 なる 探偵 小說 でな く、 冒險 探偵 乃至 家庭 小說的 趣味 を もった もの、 流行 だ。 だが 探偵 實話 は、 

講談と 提携して、 却って この頃の 方が 勢力 を 張った 觀が ある。 そして 明治 三十 三 四 年に は、 大阪 方面 

にも 探偵 文學 熱が 起って 來て、 丁度 春陽 堂の 「探偵 小說」 の やうな 叢書 風の ものが、 百 冊 近く も績刊 

されて ゐ るが、 その 多く は 皆實話 を燒き 直した やうな ものである。 

春陽 堂の ものと 違って、 この 大阪の 方の 叢書な ど は餘り 知る 人 も 少なから うから、 次 だけ 揭げて 

置く。 それが 何れも 駸々 堂の 發 行になる ものである。 「探愤 小說」 の 方 は、 全く 春陽 堂の それ を 形式的 

に 眞^た もので、 都合 五十 一 集まで は 出て ゐる。 


( 一 ) 薄皮 美人 

(四) 生  劍 

(七.' 福 富 中佐 

(十) 美 人 殺 

( 十三 ) 七 人の 慘殺 

(十六 - 土 藏切近 江榮公 

(十九) 人 食 鬼 

(二士 一) 情 婦 
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(二) 鬼 

(五) 少 

(八) 稻 

(十 一 ) 天 

(十四) 金 

(十七) な 

(二十) 恨 

(二十 一二) 蛇 


ま 


の 指 

の 目 


人 (三) 

姬 (六) 

妻 (九) 

木 (十二) 

環 (十五) 

首 (十八) 

m  (二十 一) 

傘 I  二十 四) 
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カナき Iflin 

暴 殺 事件 

大蛇 美人 

三 筋の 髮毛 

六 人の 死骸 

嫉み男 

拳銃 自殺 

妖怪 寺 

1 二  0 五 
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(二十 五) 幽靈船 (二士 ハ) X 光線 (二十 七」 風 琴 娘 

(二十 八) 美人と 短銃 ニー 十九) 地下 鐵 道の 女 賊 (三十) 放火 犯 

(三十 1) 暗  鬼 (三十 二) 善 乎 惡 乎 (三十 三) 保安 條 例の 犯罪 

(三十 四) 指頭の 肉 (一二 十五) 胸 三 寸 (三十 六) 頑 固の 宽罪 

(三十 七) 旅役者 (三十 八) 一 軒 家 0 二十 九) 倉庫の 小刀 

(四十) 證據 の片袖 (四十. 一) 片割月 (四十 二)  髑體 

(四十 三) 婦人の 念力 (四十 四) 朧 影 藝 者 殺 (四十 五) 白露 骨 

(四十 六) 社會 主義 三人 娘 (四十 七) 六 甲 山 (四十 八) 新聞配達 

(四十 九) 谷 中の 美人 (五十) 雪 の 驚 (五十一) 可 憐 壞 

こ、 まで は 分って ゐ るが、 それ 以上 は 一寸 分らない。 これで 打ち切つ たもの か 何う か。 更に 春陽 堂 

の 高等 探偵に 相 等す る 「探偵 文庫」 とい ふ ものが 二十 冊 出て ゐ マ..。 

(第一 編) 瀧 夜叉 阿 仙 (第二 編) 監 獄 破 (第 三 編) 

(第 四 編.) 暗 穴 地獄 (第五 編) 慘殺 事件 (第 六 編) 

(第 七 編) 晒 し 首 (第 八 編) 妾の 魂 膽 (第 九 編) 

(第 十 編) 磐 若之而 afi^ 十 一 編〕 汽車 强盜 &士 一 編) 


華族の 變死 

西洋 幽藥 奇談 

秘 密 m 報 

鑛 山の 魔王 


(第 十三 編) 可憐のお 園 (第 十四 編) 數 罪の 探偵 (第 十五 編) 伊 吹 峠 

(第 十六 編) 二人 探訪 (第 十七 編) 夜叉 娘 (第 十八 編) 二人 幽靈 

(第 十九 編) 毒婦お 化 (第二 十 編) 古 茶 箱 

內容 からい つたら 言 ふに 足る もの も讀 むに 足る もの も 極く 少ないで あらう が、 何れにしても、 盛ん 

な ものと いはなくて はならぬ" 

一二、 國窶 探偵と 戰時 探偵 

此の 二つ は、 探偵 小 說の變 種と 見るべき ものである。 國事 探偵の 小說 は、 人の 考 へて ゐ るより 遙か 

に 多い もので、 叉 文壇 側の 人々 もい ろ.， （-と 手 を 染めて ゐる。 中 西 梅花、 須 藤南翠 さて は巖谷 小波 ま 

でが やって ゐ るが、 その 典型的な もの は 伊藤 痴 遊の 講談に 見られる。 壯士 物語、 照 山 峻三慘 殺、 群 馬 

暴動の 話な どが そのい 例で ある。 痴遊 は自. S の シャレ であるが、 本來は 自由 黨生粹 の壯士 上りの 波 

の 講談に は、 他人の 及ばぬ 眞實 な空氣 がみち てゐ る。 もとより 事柄に は 虚構 も あり、 間違 ひも あらう 

が、 彼が 自身に 感得して 來た當 時の 政治 界の 空氣 とい ふ もの は實 によく 出て ゐる、 生な かな 政治 史ゃ 

政黨史 など をよ むより、 やっと 好く 當 時の 政治 運動の ことが 分かる。  -,  . . 
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戰時？ a は、 國際 的な 軍事 探偵の ことで あるが、 これの 小說 になった の は、 さう 湾 ははな，^  ^.^ 

として は 半 井 桃 水の Tl ふく 風』、 山奠 妙の 『女装の 探偵』、 露と して は 長 WI の 『戰時探侦』、 

尙ほ 少し 後 こなる が楓村 居士の f 橘 英雄』 の 類 もこれ に 入れて い. - かも 知れない。 此の 極の 竹 力 日...^ 

役以 後に 多 いのは、 日本の 對外關 係 上、 當り 前の こと だと 首肯され る。 上 島 長久の i 兀恭』 とい ふ 

傳 記と も小說 ともつ かぬ 面白い ものが あつたが、 あれな ども この I の秦に 分類され るべき であ.^ 

う。 (中 絕) 


明治 出版 史骨 

s,z 版 は 古い 語で あるが、 出版 文化と いふの は 新しい 語で ある。 人間 活動の 一切 を 新に 文化と いふ 規 

準から 觀 察すろ 自覺 がつ いてから 以来の ことで、 ヒ ョ つと したら 大正 年代 以後の 所產 であらう も 知れ 

ない。 語 そのもの、 鑄 造され た 年代の 考證は 何として もい、 として、 語意 を 一考す る 方が それよりも 

必要で あらう。 旣に 出版 文化と いふ 以上、 輩に 出版と いふ こと は 違 ふ。 出版 文化と いふ 語に は、 文 

化價 値に カ點を 置く 觀 念が 强 くにじみ 出て ゐる。 文化と いふ 語の 定義に は 相當喧 ましい ものが あらう 

又 正 體 が 正體だ けに 立場 立場で いろいろ 喧 ましく いふの も當然 かも 知 れな いが、 極 々大ざっぱ にいへ 

ば、 人間 社會の 精神的 財産、 知的 蓄積、 先づ さう いってい へぬ こと は あるまい。 さう いふ 知的 財產の 

蓄積 過程に 於いて (などと いふと、 何 かひ どく 難しい 議論 をす る やうで も あるが)、 この 出版と いふ 人 

間 活動の 一 形式が 何れ 程の 役目 を 演じて ゐ るか、 その 結粟總 ての 人間 文化と いふ ものに 對 して 何れ 程 

明治 出版 史 WW  1110 九 


0 究 篇  ーーーー0 

の 價値を もって ゐ るか、 それの S る 分 前 は 何れ 程の もの か、 ？っ いふ 立場から、 自覺的 の も 

つ 意義 を考 へる と、 そこに 出版と いふ もの、 姿が はっきり 把捉され る ことにな らう。 そこで 出版 文ィ 

とい ふ 概念 も 生じて 來る わけで ある。 

いふまで もない、 文化 は、 人間の 文明 生活 を 維持 發展 させる 根源 的な 役目 をす る ものである。 文ィ 

の 蓄積 過程 は 多く 書物に よるので あり、 今日 書物 を 離れて は 殆んど 文化と いふ ことが 考 へられな..' 

人間の 羅 から 書物 (何等かの) の 形で 出版され、 書物に よって 蓄積され る。 その 分配 i に 於いても 

亦、 書物に よって 人間の 画に 入る ので ある。 從 つて 出版と いふ もの、、 文化に 對 しても つ 責任な り 

使命な り は、 甚だ 重大で ある。 從 つて 又、 文化の 進歩 增大に は、 出版者の 文化的 關 心の 有無 多少が * 

その 國の 文化の 進展 を 決する といっても 過言で ない。 この 意味で、 出版 文化^の 根幹 は、 技術 進步史 

でもな く、 讀者層 擴大史 でもな くノ 出版 制度 整備 でもな く、 販寶 制度 改良で もない。 出版-者 自^^ 

卽ち 出版者 側に 於け る 文化 關心 でなければ ならぬ。 

=：： 汲 文 匕が 一 般文 匕に 對 しても つ 役割 はかく 極めて 大きな もので あり、 これな しに は 一 般 文化と C 

ふこと も考 へられぬ 位で あるが、 こ/^で忘れてはならぬことは、 出版 文化が 一般 文化 を 動かす 力が お 

いと 同時に、 一般 文化が 出版 文化に 可成- -强く 影響 するとい ふこと である、」 兩 者の 關係は ffl 一 A 的で 

る こと を 忘れて はならない。 甲が 進めば 乙 も 進む、 乙の 刺激で 甲 も 進む。 極めて 密接 な 相 i 係が あ 


る， - それ だから、 出版 文化史 は 理想的な もの を 作らう とせば、 一般 文化史 を 根底と した 綜合 史で なけ 

れ ばなら ぬ。 

試みに 今 明治 出版 文化史と いふ プラン を を 立て /- みると する。 先づ 初に は、 何う しても 明治時代の 

政治的、 經濟 的、 社會的 情勢の 變遷を 述べて 明治 文化 一般の 進展 史を 描き、 これ を 基調と して、 出版 

文化の 大勢、 卽ち 出版 文化が 如何に この 明治 文化の 進展に 與 かって 來 たか、 如何に 明治の 文化 運動 を 

動かして 來 たか、 又 反對に 出版 文化 自身が 明治 文化から 如何に 動かされ たか、 それ を敍 する 必要で あ 

る。 次に、 紬說 として、 出版 文化の 直接の 現れと して、 出版され た 書物に ついて 一 言す る、 政治、 法 

律、 經濟、 文藝、 哲學、 宗敎、 科擧、 醫學、 地理、 歷史 等々 の 各部 門で 如何なる 書物が 出版され て 1 

如何なる 影響 を與 へた か  > -呤 味され なけ^ば ならぬ。 第三に、 明治 出版 文化の 一大 特徵 ともい ふべき 

新聞 雑誌に ついて 論 やる 必要が あらう。 第 四に 出版 技術 進歩 史、 印刷、 製本、 装釘 等の 進歩、 寫眞版 

その他の 發達、 さう いふ 技術 方面 を觀 察する。 第五に 出版 書肆の 研究で ある、 その 歷史、 その 態度、 

業鑌 乃至 事業と しての 制度 等 を 文化史 的觀點 から 考察す る 要が あらう。 第 六に、 著者、 編輯 者、 出版 

顧問 等の 功績 を も 一 考 しなくて はならぬ" 

一言に いへば、 明治 文化史 は、 明治 出版 文化の 動向に 密に卽 した ものでなくて はならぬ。 大正 is- 代 

然り、 昭和時代 然り、 この 理は 何れに も當て はめ 得る ものと 考 へる。 
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正ぎ いふと、 これ は 理想で あらう。 乃至 ii に 近いと いはれ るか も 知れない。 明治 文化の 研究が 

ま i 全に Is れ てきい 今 曰、 私の 注文す る やうな プログラムで 明治 出版 文化 ま 出来る もので は 

ぷ、， いも 知れない。 私 も 或る 程度まで は それ は 認める が、 然し 只今のと ころで は、 今日の 程度の 明" m 

文 匕 研究に 相應 した 出版 文化史 さへ 出て ゐ ない らしい。 出版 文化が 今日の 程度に 達し、 出版^^側の文 

匕關、 いが 今日の 如き 盛ん な ものが あって、 而 かも その 雷が 一部 もない とい ふの は、 驚く ベ さ 怠， 

ある。 いな、 私 は 他 を 責める ので はない。 私自身、 吾等 自身の 怠慢 を 鞭撻したい。 つまり さう いふ 氣 

持が、 私 を 上の やうな 理想 を 描かせ もした ので ある。 

この 篇の 如き、 上の 如き 理想の 現れと 見て いた.、 いたなら、 全く 總 身に 冷汗の 思 ひ を 禁じ 得ない 

私の 所期 は 別に ある、 この 篇を 私の 理想的 出版 文化史の 萌芽 だな ど、 考 へられる こと は、 私の 欲，.^ な 

いところ である。 こ、 では 私 はた、 S 「さう いふ 理想 を もって ゐる 者が ゐる」 と 知っていた-、 けば 足り 

るので、 本隨 そのもの は、 さう いふ 理想 を 抱いて ゐる 私の 眞の隨 筆と 見 流して いた-.^ きたい 


明ム" 維新 は、 日 木の 歷 史上に 於て 鬼 も かく 社會 百般に 革命的 影響 をへ 與 たもので あるが、 出版に と 


つても さう であった。 日本 出版^ は 明治 期に 於いて 劈頭 一大 革命に 逢着した ものと いって 可い- 木版 

から 活版へ と 出版 様式の 變化、 手招から 機械 刷へ とい ふ 印刷 様式の 變化、 和綴より 洋装へ とい ふ 製本 

樣 式の 變化 等に 根本的な 變 化が 幾つ も 幾つ も 行 はれて、 書物の 生產 高が 次第に 大量になる。 交通の便 

利が 益す につれ て 書物の 頒布 贩賣が 容易になる、 敎 育の 普及に つれて、 書物に 對 する 要求が 增 加して 

來る。 如何なる 點 からい つても、 出版 車 命の 時期であった， - 

活版 技術の 恩人と して は、 何とい つても、 長 崎 人 本木 昌造 永久の 名が 第一に 出る が、 これ は 當然の 

ことで あらう。 昌 造が 始めて 活字 を 試作した の は， 嘉永四 年であった とい ふ。 その後 自ら 工夫し、 人 

をして 支那に 學ば しめ、 叉 米 人に 就て 舉ぶ 等の 苦心が 種々 あり、 遂に 長 崎 活版 所 を 起す に 成功した。 

これ を 東京に 移 わた ものが、 築地 活版 所で あると いふ。 昌造を 助けに 人に は、 前に 陽 其 二が あり、 後 

に 平野 富 二が ある。 共に 長 崎の 人で ある。 其 二 は、 上京 後、 横濱 毎日 新聞の 創刊、 その他の 功績に 見 

るべき ものが ある。 平野 は卽ち 木木の 事業 を 大成せ しめた もので、 明治 五 年 築地 活版 所 を 建てた 如き 

も、 富 二が 與 つて 力が あつたと いふ" 殊に 富 二 は 本木の 第一 の 高弟と いふべ く、 英學も 出來、 舉問も 

あり、 なかなかの 人物であった。 今日 吾等 は、 此の 三人に 先づ 感謝す ると ころが、 なければ ならぬ。 

陽、 平野 二 氏の 如き は 一般に その 功績 を 忘却され がちで あるが、 これ は 注意され なくて はなるまい。 

明治 新 政府で も、 競 ふて 西洋 文物 を 移入す る 風で あり、 いは ゆる 文明開化が 先 づ 政府から 首唱され 
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るの 甚と した ものであるが、 m 版の 點に 於いても 活版印刷の 利 I め、 明治 四 年 和 i の大學 g 

の 構內に 文部省 直屬の 活版 所 を 設けて、 盛に 印刷 出版 を やった。 この ことが 何れ だけ 民間の 活版 印 f 

を獎勵 した か 知れない。 この 時 文部省の 命 を 受けて 印刷に 當 つたの は、 本木 の^子の 平野 富 二 及び 茂 

I" 貞次 等であった。 茂 中 は、 後に 大阪で 記者 及び 小說冢 として 名を馳 せた 字 W 川 文 海の 赏兄 であり、 

文悔 自身 この 活版 所で 職工と して 活版印刷 を 見習った ものであった" 

政 守の 出版 印则 は、 勿論 種々 な 必要が あっての ことで あるが、 これ は 前代 慕" 胸の 聖堂で やった^ 版 

の 習惯を その ま、 襲うた 傾向が 見える" 出版に 關 係した の は、 太 政官、 文部お、 大蔵^、 その他で あ 

るが、 何とい つても 職掌 抦 文部省が 第一位 を 占めて ゐた。 文部省 內には 編輯お、 飜譯局 等が あり、 小 

學敎料 書の 外に、 西洋の 各 科 啓蒙 誓、 專門學 術 書 等 を飜譯 出版し にもので ある パ此 等の 出版の 屮、 ,^ 

代の 古い もの は 木版が 多い こと を 記憶され たい、 各國の 歷史、 竹舉、 科 暴、 數學、 エ擧、 理气 文风. - 

等に 關 する ものが、 幾 十 種と なく 出版され てゐ るが、 代表的 移 蒙 出版 は. 『百科 全畨』 であらう。 これ は 

ぃス 國人ゥ イリヤ ム 及び ロバ アト. チャンバ ァス の發 行に か  >  る 『國^ 须知』 anformation  for  th ひ 

people) とい ふ 一 種の 百科全書 を 何年が かりで 全部 刊行した もので、 最初 は 一 -浪 N づ、 训册に r 小 行 さ 

れ たが、 完成の 後、 明治 十七 年 一 月から 翌年に かけて 『百科全書 J- とした 大判 二 冊に 纏められた 內容 

は H< 文、 地理、 歷史、 神話、 折.. 學、 理舉、 文學等 各種に まって ゐ るが. 常識的 啓蒙 的な 點 力... ■ 色 であ 


る。 これの 完成に 最も 力 を 致した の は、 長い こと 文部省 編輯 局長 をして ゐた西 村 茂. 樹 (泊 翁 先生) で 

あるが、 彼 自ら 此の 全書で 第一 卷の 『天文 學』 を擔當 して ゐる。 その他 箕作 轔祥の 『自然 神敎 及道德 

舉』、 『敎育 論』 、坪 井爲舂 (信 道の 養子) 『養樹 論』、 大 槻文彥 『印刷術 及 石版 術』、 高 橋是淸 『衣服 及 服 

式』 高 橋達郞 『交際 論 』• 菊池大 麓の 『修辭 及 華 文』 等が 注目され る ものである。 『修辭 及 華 文』 は、 坪 

內 先生の 『小說 神髓』 に 影響 を與 へたと いふので 明治 文學 研究家の 側から 最も 喧しい ものである。 

明治 十 一 年 以後、 印刷 局が 獨 立した 一 局になる に 及んで、 政府の 出版 事業が 犬に 躍進した ものと 見 

え、 文部省 だけ を 例に とっても 可成り 大部な 書物 を 何十 種と なく 出版して ゐる のが 眼 立つ。 その 中に 

は、 『心理 學』 (西 周 譯)、 『思想 之 法』 鈴 木 唯」 譯)、 『修身 原論』 (河 津祐之 譯)、 『國家 生理 舉』 (文部省 

譯 y キ權 論』 (同)、 『蘭 均 氏 土木 學』 (水 野 行敏譯 )、 『毫 氏法擧 講義 節約』 (大島 貞益譯 )、 『靜 憲舉』 

(犴付 兼行 譯 y 『植物 生育 論』 高山 甚太 郞、 磯野 德三郞 共 譯)、 『維 氏 美學』 (中 江 兆民 譯)、 『理學 沿革 

史 一  (同 譯)、 『抵洛 爾氏萬 國史』 (文部省 譯)、 『羅 斯珂 化學』 (同) 等々 の 名が 見える。 

印刷 局の 事業 を獨立 させ 監督し 發展 させた 局長 得 能 良 介の 名 も 吾等の 感謝に 値する もので あらう。 

得 能 氏 は單に 出版 印刷に 成功した のみでない、 石版 印刷に 於いて、 叉 洋紙 製造に 於いて 忘る ベから ざ 

る 功鑌を 立て、 ゐる、 誠に 出版 文化の 恩人の 一 人で ある。 
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政府が かく 上から 出版 獎勵 の範を 示せば、 民間の 知識階級 も それに 負け やに 出版に 進屮 H しふ， - 

その 或る人々 の 名 は 上に 擧 げたが、 明治 五 年に 平野 富 二が 本木 氏の 助力で 築地 マ W 版 所 を 設立し.' 

この 築地 活版 を發展 せしめて 今日の 築地 活版印刷 會 社に したの は、 野 村 宗十郞 の 功で ぁズ" この"" ケ 

も 長 崎 生れで なて 本木 氏の 弟子で あっち 本木 氏の S そのまで あ^ 版 文化 界の蔽 ふ 大き.' 

のであった といって 可い。 野 村 氏に 曰 本 印刷 史上 不朽の 功と いはれ るの は、 割 期 的 S イン ト沽 字。 

明 台 九 年に 秀英舍 が出來 たが、 同 含 創立者 佐 久間貞 一 も、 g 治 出版 文化の 上から I るべ から ざ 

I 人で ある。 佐 久間氏 ii 取る 點は、 出 f の もさ 曰 本の 文化 S める 上に 必 § 文明 的 事業で ある 

とい ふ I から、 それに 一身 S ねて 悔いなかった 點 である。 佐 久問氏 は I の士 である 力 英入某 

から^ 版 業の 文明 社會に 必要な ものである こと を 聞き、 當時 まだ 日本式 木版 印刷の 盛んで あっすの i 

歐米式 i 印刷が 遂に これ を I する に 違 ひない と 見て、 活版印刷に 志した の は I 七 八 年の ことで 

あると いふ.) 勿論 當- まの 目的と して、 宗敎關 係の 新 閒を發 兌す る ことにな つて ゐ はした ものの、 大體 


はさう いふ 自覺 力ら、 一 の 文化 事業と して 出版に 向った のであった。 明治 以後の 出版界に 對 する 秀英 

舍 の貢獻 について は、 こ、 で 喋々 する まで もない。 

譯書 及び 新聞の 出版で 有名な 老倉 館萬屋 兵四郞 (福阳 敬 業) は、 活動 時代が 明治 以前に 屬す るが、 

(文久 年間)、 知識階級 出版者の 嚆矢 ともい ふべき もので あらう。 これにつ いで、 明 冶に 入って は、 ？而 

穗屋 (淸 水) 卯 三郞が ある。 これ も譯書 その他 新しい 出版 をして 斯界に 生鮮の 元 氣を與 へた 恩人で あ 

る。 瑞穗屋 の 仕事 は 初めは 洋書 輸入で あり、 これに 附隨 して 兵書 翻刻 (敎 科圖 書) も 盛に やった。 

尙ほ 洋書 移入で 有名な の は、 外商で は ハル トリ，'、 邦人で は 横 濱の早 矢 仕 有 的 (丸 善屋 商社 y 兩國 

の島屋 一介、 本 所の 吉 W 屋淸 兵衞 等が ある。 瑞穗屋 の飜刻 事業 は、 伊藤 篤 太郞、 島屋 (鹽. 島〕 一介、 

西 宮利之 助、 松井忠 兵衞、 他 一 人 (早 矢 仕 有 的と もい ふ) 等 都合 六 人で 六合 館の 名で やった もの、 瑞 

機屋が 代表であった。 

尙ほ 少し 後れて 東洋 館、 細 川 書店、 富山房き 洋書 贩賣飜 刻に 貢獻 して ゐる。 

その他 金 港 堂 を 創めた 原 亮三郞 、博 文 館 を 創めた 大橋佐 平 (少し 後になる が)、 博聞 社の 長 尾 景弼、 東 

洋館の 小 野 梓、 文舉 社の 小林義 則、 普及 舍の钍 敬 之、 春陽 堂の 和 田 篤 太郞. これが 鬼 も 角も當 時の 知 

識 階級で、 出版 事業の 有意義 を自覺 して (多い 少 いの 別 は あるが ン この 業に 進出した 人々 である。 法 

律 書 W としての 明 法 堂 (何 氏 か) 有斐閣 (江 原 氏). 敎育 書肆と して 牧野 善 兵衞も 此の 部に 入らう 。( 此 
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11  一 ) A 

のな の ル：、 蒙の 出版屋が m 山あった。 その 中で 山 管、 これ は 明治 初年の 出版界に 大き 

I  I 霞 諸省 出入の 御用 書肆と して 可成り な 勢力 fl けち I 他わん 屋事萬 i 江 

ま、 これ は謠 本と 魯 文の 作物で 知られち その他 日本 書 籍會 社の 八 尾新助等、 .a<f 

ゲ， こy^でば新進の知識階級出身者に限って置かぅ。) 

% の 人 i 多少 li 出版 文化に i したの は、 人 もよ くい ふ 11 霧。 S 先生 

反 ニ乘り 出した の は、 全く 個人的 理由からで あって、 i 事業の 文化的 意義への 葛が 出 I と 

なった ので は あ i い。 最初 I 分の 手で 自分の 本 I る、 自分の 本で 甚 を 天下に まとい ふぎ 

- -i  /JJ^  - 1^ ンニも D でち らう。 もな く： 讀 

から (勿論 利得と いふ 觀念も 加 はって ゐ たらう 力) ほ 版に I 係し す もの； f  "；。 

： 文化的 裏 I 出し まう と 思 はれき は、 明治 五 年 靈讓に if  fs でもき. - . 

r なで 出版した 書物 は 主として 先眚 身の 本であった が、 それ は. 『||』(| 冗 年)、 1^ 

^  (1  二 年)、 『|靈』§、 『蒙 手 霊 文』 (I 四 年)、 W 問の すべ-め』 (明治 I)  f 

敎草』§、  一 がた わ 娘』 &)、 『改暦 辨』 (明治 六 年) 等で ある。 さう して その まもの ま I  5 

幾 十 萬 こ 逢した とい ふから、 事業と しての 成功 も 察する に餘り ある。 

次 こ、 I 先生が 實學的 功利主義と 稱 される に對 し、 震に S 敎を 加味して 精祌義 きへ J 

立 的 I に 置かれて ゐる 中村擎 (正き、 この 擎 先生 も II な il 志ぎ を "版した f 


自費 自家 版であった とい ふ。 これ も その後 同人 社に 出版 局め くもの が あり、 そこで 一切 出版の 仕事 を 

やって ゐ たらしい。 その後の 敬 宇の 著述 はこ、 で 出した ものが ある。 然し 事業と いふ 點 からい へば、 

福澤の それと は 比較に ならなかった と 思 ふ。 然し 『西國 立志 編』 や 『自由 之理』 の 如き 何 萬 乃至 何十 

萬 部賣れ て、 福澤の 著書と は反對 な、 叉 は 相 表裏す る 大きな 感化 を 世人に 與へ たこと は、 事新しく 述 

ベ るまで もない。 (單 によく 賣れ たとい ふ點 では 攻玉舍 の 近藤眞 琴の 數舉 物、 や 後れて 丹 波 敬 三の 化 

學物、 澤柳 政太郞 氏の 敎育 物な ど 種 々ある、、 これ 等の 人々 の 名 も 記憶すべき であらう)。 

以上の 一 一氏より は 少し 後輩になる が 田 ロ卯吉 も、 出版 文化の 恩人と して 記憶 さるべ き 人物で ある。 

彼 も亦舊 幕の 士族 だ。 彼が 東京 經濟雜 誌を發 行した の は、 明治 十二 年で あると いふが、 此の 雜誌 社が 

盛大になる につれ て、 彼 は 餘カを 利用して 大に 出版 文化に 貢獻 すると ころがあった。 その 最も 著大な 

ものに、 『泰西 政事 類 典』 (明治 十 H:^ 年— 十七 年〕、 『大日 本人 名辭 書』 (明治 十七 年 ー 十九 年)、 『日本 社會 

事 彙』1 明治 一 不 一 年— 一 一 十四 年) 等が ある。 彼の 志 は 完全な 百科全書 を 作って 日本の 文化 文運 を 助け 

たい 爲 めであった、 從 つて ⑩ 質的の 利得の 如き は 眼中に 置かなかった。 それと いふの も、 自分自身 著 

述の 際に 參考 書籍の 缺乏に 散々 苦んだ からで ある。 『政事 類 典』 はボ ー ンの 『政治 全書』 の飜譯 だった 

から 飜譯 流行の 當 時の ことで 犬に 儲かった もの、 『人名 辭書』 は豫約 者の， 數は 極めて 少なかった T 社 

會事 *U に 至って は、 發表當 時豫約 者の 數は 九十 名し かなかった とい ふ" 社 會事彙 の 跋文に 於いて 彼 
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は 三 奪 職し ss& ベて t が、 實に吾 f して 頭 を 低れ しめる もさ。 彼 I さ 物質的 負 

擔 I したに 拘ら t 社 會の爲 め、 擧 者の 爲め、 後 I のた め、 この 大業 を 成就した とて 欣然 喜んで ゐ 

る n 鼎 軒の 如き は、 出版 文化に よる 社會 奉仕 を 眞に實 行した ものである。 

此の 社が その後 も 種々 な 大部な 出 f して 社會§ 惠 S して ゐる、 『雷 大系』、 『群 書 類從』 f 

等々 がそれ だ。 

蓄駕 氏の 髮 社が、 鼎 軒の 事業 を 模倣して 起った ものである こと は、 有名 暴實て ある。 

四 

月 台 初期の 出版 文化 を 論す るに 當 つて 忘れて はならぬ の は， 政治 熟の 旺盛と いふ 特殊事^で ある。 

この 政治 熱 は 普通 「自^民 權」 とい ふ 語で 代表され てゐる (全體 を この 語で 代表す る ことの^ 來 ぬの 

は勿，^1でぁるが、 中心が そこにあった とい ふ 意味で、 今日で もこれ を 代表 語と して 可から う i 政治 熱 

は 初めは 多少 暴力 囊に 傾いた が、 後に は、 f して 一一 I 戰に 終始した ので、 I 戰の機 蹄と して I 

雜 誌が 犬に 勃興した。 

此の間の f 的 妻に ついては、 種々 先醫 氏の 研究が あり、 基？ 日 可成り 明， wli 知， 4 るん 


然し 遺憾ながら この 篇 では 諸氏の 研究 成果 を概說 して ゐる 餘裕 もない ので、 それ は 止める として、 唯 

この頃の 新聞 雜誌 卽ちジ ャ ー ナ リズムなる ものの、 出版 文化史 上に 於け る 特別な 意義 を 一 言したい。 

此の頃の ジャ ー ナ リズム は、 今日の ジ ャ ー ナ リズムと は 精神が 大分 違 ふので、 今日の ジャ ー ナ リズム 

は 一一 ュ， "ス 本位、 報道 記事 本位、 興味本位 であるが、 此の頃の ジャ ー ナ リズム は、 眞の 意味での 社會 

の 木鐸 を もて 任じ、 人民の 啓蒙 的、 指蕩的 開化 的 先達と なる の を もって 第 一 の 任務と してる た。 勿論 

一一 ュ ー スも 重んじた が この 任務が 第一 であるから、 何れが 重い かとい ふ 時に なれば、 一一 ュ ー ス 本位の 

態度 を 捨て 惜 まなかった。 この 點で、 當 時の 新聞 雜誌 は、 形式 は 新聞 雜誌 であるが、 その 精神な り 

內容な-^^は、 全く 當 時の 啓蒙 的 開化 的な 出版物と 多分に 共通な もの を もってる たので ある。 

この 政治 熱 は 單にジ ャ ー 十 リズム を 勃興させる に 役立った ばかりでなく、 一  般 出版の 方に も 可成り 

な 變化を 及ぼした。 卽ち 政治 法律 經濟の 如き 書物の 出版 を 1: 倒 的に 多量な ものにし たこと である。 へと 

いふの も、 この 政治 熱の 根底に は、 時代の 實際 政治と 關 連す る耍求 があった からで も ある。) この頃の 

一流 出版 書肆と 見られる 博聞 社、 集成 社、 東洋 館 等の 出版 目錄を 一管しても、 それが 分かる。 さっし 

て 中には 著述 も あるが、 あっても 西洋の 受賣が 多く、 大部分 は飜譯 である。 さて は. s: 由 出板會 社、 日 

本 出板會 社、 二 大政 書 出板會 社の 如き、 この 政治 熱 を當て 込んだ 飜譯專 門の 出版社 も 出現した 程で あ 

つた。 勿論 かくして 出版され たもの は、 それぞれの 意味での 名著 大作が 多く  (例へば バックルの 『英 
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研， 究 篇  三 ニニ  . 

國 文月. &u、 チヱ ー ルの 『フ ラ ン ス 革命^』 の 如き)、 當 時の 讀書 人の 文化的 敎養を 高める に は 大に效 

があった ことと 思 ふ。 

概してい つて、 この頃の 文化 は飜譯 文化、 啓蒙 文化で あり、 功利 實 ffl の 色彩が 强ぃ、 從 つて そ. -カ 

直に 出版 文 匕 刀 方に も 反映して ゐる わけ だ。 當 時の 出版物で 最も 多量な もの はジャ ー ナ リズム^ 係び- 

もので あり、 これに 對 する 非ジャ ー ナ リズム 關 係の 出版で 叉 大多數 を 占めて ゐる のが 商-接の 功利 を 目 

ざす もの 卽ち法 學經濟 科 擧化學 等の 一般的 知識 を 盛った ものが 多い。 此 等の 書物で も 高 尙な硏 究山ぁ 架 

の 結 卽ち 所謂 發 見と か發 明と かに 馬す る 純 粹な舉 問的與 味に 成る もの は餘り 出版され てるない。 

それ は 直接の 功利的 要求 を滿 足させな いからで ある。 況んゃ 本来 直接の 功利と 緣の 遠.^ 文 舉の類 は 時 

代が 歐化、 王義の 洗禮を 受ける まで は、 表面的に いって 文化史 的に 殆ど 勢力がない (二三の 先 覺カ文 凤ィ 

尊重 論 を やつ 仁り、 『經國 美談』 「佳人 之 奇遇』 等の 政治 小說が 時代 人に 感銘 を與 へた 事赏は あるが)、 赏 

舉 精神に ノックアウト されて ゐ るつ. 社 食の 文化的 資產 として 最も 尊重され るの は發 明と 创 作と いふ 分 

子で ある。 前者 は 純 粹の擧 問 的 研究の 所産で あり、 後者 は 文學藝 術の 獨 壇場で あるのに、 初期の 明治 

文化に はこの ことが 甚だ 少ない。 獨り 初期との みい はす、 總體に 明治 文化 は、 移入 的、 啓蒙 的、 校 倣 

的な ものが 多分に 含まれて 居り、 嚴密 にいって 獨 創の 面目 を 發掷し 出した の は" 大正時代に 入って 力 

ら であむ う。 だが 勿論 その 間、 不斷に 獨創的 面 ほを發 採す る 準備 をして ゐ 仁の だし、 その 準備の 段落 


を 示す 幾つかの 小 段落 は 文化. 上の 旋回 點 として 指摘され る こと も出來 る。 

出版の 方で も、 さう いふ 情勢に 應 じて、 文化的 資產を 蓄積す る 仕事に 與 かって 來てゐ る。 現に 文學 

とい ふ もの/ -文學 的に 無 價値視 されて ゐる 初期に 於いて さへ、 他日 獨創を 示す 工作が 潜行 的に 進んで 

ゐ たと 見られる が、 その 第 一 の 準備が 西洋 文舉の 消化 だとす るの は 普通の 說 であり、 その 一面、 两洋 

文學の 光り を かりて 日本 文舉 を再撿 討す る 機會が 次第に 多くな つて ゐ た." 

この 點 から、 出版 文化史 上の 現象と して は * 私 は 若干の 西洋 文舉 書の 紹介に 對 しても 同じく、 明治 

十四 五 年から 擾 頭して 來た 日本 文 學書飜 刻の 流行 を 興味 ある 事實と 認める。 明治 十五 年に 東京 稗史出 

板會 社が まづ 起って 馬 琴の 『単： 見 八 犬傳』 等の 稗 史小說 を 提供した。 同じ 頃 天狗 書林 鬼屋 誠なる もの 

が、 極めて 廉價に 各種の 書物 を 出版した が、 その 中には 種々 な 文 擧書も あ. 9、 飜 刻小說 もあった。 そ 

の 中で 特に 注意 を 要する ものと して、 『やまと 文範』 の 刊行 を數 へたい。 これ は 明治 十 M 年 第 一 集 を 

刊行し、 第一、 第二、 第コ 一、 第 四 集まで 及んだ と 思って ゐ るが、 內容は 『淨 瑶璃 全集』 とい ふ 別名 を も. 

つて ゐる 通. o.、 院本 戯曲の 全集で ある。 第一集に 編者 小 野 田 孝 吾の 緒言が あるが、 これが 頗る 面白い 

ものである T 此 大和 文範 ナル 者ハ近 松 氏 其 他 有名 戲曲家 ノ著 ス所ノ 院本 ヲ纂 輯シ 其 字 態 ヲ 改正 シ 其卷 

帙ヲ 合併 セ ル モノー 了ン テ 人情 風俗 ノ 微妙 曲折 此 一一 曲 盡セザ ル モノ ナシ赏 一一 彼ノセィキ—スピ1^-、 

タ ス コ ッ ト等ノ 著作 ト美ヲ 競 ル者ト 云べ シ況ャ 其 措辭ノ 巧妙 行文 ノ 流麗、 之ヲ 文章 ノ上乘 ト云フ 可 
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ナリ亦 M ノ 卑陋 カ之ァ ラン」 云々。 小 野 E 氏 は 何う いふ 人 か 知らぬ が、 これ は當 時として 一寸と した 

見識と いひ 得る。 戯曲 小說の 尊重すべき こと、 西洋 文豪の 作と 比して 日本人の 作が 劣らぬ こと 斷言し 

てゐ るの は" この頃と して は 進歩した 考へ である。 この 集が 慶應義塾 出 板 社で 出版され たとい ふこと 

は、 古くから 聞く ところで あるが、 若し 小 野 田 氏が 義塾 關係 T ォ であれば、 ー麼 面白い ことにな らう。 

この 書 は、 餘り 人が 彼是い はぬ が、 當 時の 出版物と して 種々 な 興味 ある ものである。 

五 

歐化 主義 は 種々 に 評され、 概して 惡 評が 多い が、 それ は 鹿嗚館 中心の 猿芝居 だけ を さう と考へ 勝ち 

になる からで、 廣汎 な歐化 主義 は 近代 日本の 立ち直る ために は 是非とも 一度 經 なくて はならぬ 精神 

り洗禮 であった。 これ を 得て 始めて 日本 は 立ち直って 凡ての 方面から 世^的に 足 を滔み 出した 形に な 

つて ゐ る。 歐化、 王義 を^す 連中 は、 當 時の 日本が 世界の 無 臺に乘 り 出す に はこれ を經て 立ち直ら なく 

て はならなかった の だとい ふ 情勢 を 知らぬ もの だ。 

歐匕主 義は 日本人の 物的 生活から 心的 生活の あらゆる 方面に 浸み 亘 つた。 從 つて 極々 な點 からの 女 

化 的 改善が 行 はれた が (勿論 或る 意味での 改惡 もあった に 遠 ひない)、 敎 育の.^" 及、 男女の 社交に よる 


知的 生活の 向上 (皮相 的に せよ)、 婦人の 社會的 進出 等々 がその 善の 方で あらう。 而 して 出版 文化の M 

きをい へば、 歐化 主義に 伴 ふ文擧 物の 大 流行に 留意し なくて はならぬ。 明治 二十 年 を 中、. ：3 にした 二三 

华 間の 文學寄 出版 は 驚くべき もので、 一時 流行した 政治 關 係の 書物な ど は 全く 下火になり、 政治 物に 

代る に經濟 物、 實業關 係の 書物が 頭を搔 げて來 た" 鬼 も あれ 文 學の大 流行 は * 出版 文化から いへば 先 

づ賀 すべきと ころで あらう。 これ は 主として 敎 育の 齊 及と 西纖 倣、 社交 生活の 必要と 女性 進歩の た 

めで あらう。 文學が 盛んになった 結果、 批評 的 精神が 刺戟され て、 批評と いふ ものが 興って 來る。 そ 

れが 出版 文化に も 及んで、 「出版 月評」 などと いふ 甚だ 有意義なる 雜誌も 出現した (二十 年 八月 創刊， )。 

勿論 これ は 營利雜 誌で はない、 出版 文化 を 重視し、 良書 を擴 めて 日本の 文化 を 進めたい とい ふ 初期の 

ィ ン テリ 出版者の 或る人々 の 抱いて ゐた 理想と そっくりな 立場から 出て ゐる ものである。 その 目的の 

程 は、 「我國 著書、 出版、 印刷 事業 ノ 改良 進歩 ヲ圖リ 兼ネテ 文敎ノ 上進 一 1 資 セン トス」 とい ふ宣 首に て 

知るべく、 內容は 批評 * 論說、 雜錄、 新刊書 目、 圖書賫 買 紹介、 廣吿の 六 項に 別れて ゐる。 批評 は 新 

刊 書の 批評， 論說は 「著 譯、 出版、 印刷 ノ 三業 及此 三業 一一 直接 又ハ 間接 ノ關 係ヲ 有スル 諸事 項 ノ論說 

ヲ」 描ぐ る もの、 雜錄も これと同じく、 前記 三業に 關 する 一 切 事項 を 細大と なく 鬼 集して 記載す る も 

の、 赏に當 時の 出版 文化 を 知る 好 資料で ある。 二十 四 年 八月 第 四十 號で 終刊と なった とい ふが 實に惜 

しい。 その 批評の 如き は 懇切 丁寧 *  iJ?  くもせ す、 奸 請と 認められる 出版者 や 著者に 對 して は 赏に 痛烈 
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な i 度で 臨む を 常と して ゐる。 その 發 行の 趣旨 を讀 むに、 「方今 書籍 出版 ノ 景況 ヲ i パー 一^れ ノ数 R 

一 曰 ヨリ 多キ」 を 加へ、 一見 甚 S すべき 如くで あるが、 これ は 出版費の 低廉の 爲 めに 大部の 古書の 

飜 刻が 績々 行 はれる 爲 めで、 眞に 我が 國の 文化に 直接 影響す る 著 譯書は 幾 干 もない。 且つ その 幾-干 も 

ない うちで、 眞に心 を こめた 著述と いふの は 殆んど 稀で、 多く は 半譯半 著で あり.、 且つ 著作 出版 共に 

f になった ので、 著作 出版 上の 籠が 夫せ、 甚だしい 書物が 橫 行して ゐる。 これで は I の 量的 增 

加 は 却て 阈 家の 爲 めに ならぬ。 その 弊 を 救 ふの 方法 は 如何。 「公正 二 シテ嚴 肅ナル 批評 ノ高 燈ヲ I シテ 

新刊書 籍ノ眞 相ヲ照 現シ、 世人 ヲシテ 容易 一一 其 善惡ヲ 鑑別 セシ ムル 一方 アル ノミ」 。それで 「月 や."」 の 

發刊 となった とい ふので ある。 これによ つて 我が 國の 出版 文化の 意識が 次第に 高まりつ. ^あつた こと 

を 知り、 同時に 當 時の 出版 著作 界の 一面の 如何なる もので あつたか を 知る ことが 出來 やう ル." 菊サは 

は 杉 i 重剛 等の 首唱に 成る ものと いふの が、 誌 友の 人名 を 見れば、 杉 浦 を 始め 穗積陳 重、 依 川 

高 田 早苗、 高 橋 健 一二、 坪內 雄藏、 中 村！^ 直、 中 村 秋 香、 井上 圓了、 大槻 文彥、 陸實、 矢 W 部 良吉、 饗 

庭與 三郞、 落 合 直 文、 三 宅 雄 ニ郞、 志賀 軍： 昂、 森 田 文藏、 關根 正直 等が 前後に その 名を述 ねて 熱、 七に 

應援 して ゐる。 

歐化、 王義の 出版 文化に 對 する 影響と して、 一般 婦人の 敎 擧に關 する もの、 宗敎 殊に キリスト 敎關係 

の眞 面目な 著書が 出た ことな ども 敎 へられ やう。 社會 改良 思想の 浸透から 來る、 平民 社.^ -の 勝利 を酽 


歌す る聲が 聞え て來る (德富 氏の 著書の 如き).^ 

歐， 匕、 王， こ對 して は 勿論 その 全盛時代 からして 反對 があった が、 歐化 主義の 目的た る對外 策が 不 

成. S 二 終って から は、 その 衰勢に 赴く と 同時に 國粹 保存の 聲が汪 然と 盛んになった。 これ は單に 反動 

とい ふよりも、 歐化 を經て 更に ハツ キリと 國粹を 認識した とい ふこと になら う。 この 國粹 意識の 現れ 

が やがて 夥 だしい 國文學 漢文 學に關 する 出版と なる。 か る 古文 學の 復活 も. ー應は 西洋 文 擧に眞 向 

から 反對 して 起った もの、 やうに 見える が、 單 に反對 のた め反對 して 起った ので はない。 歐化 主義に 

刺激され て强 まった 文學 尊重 意識から、 古文 舉に 新な 意義 を 見出して その 再檢 討に 當 つたと 見なくて 

ならぬ。 さもないと 坪內 維藏、 內田魯 庵、 山 田 美妙 等 何れ かとい へば 西洋 文擧畑 出身の 先驅 等が 本 

氣に近 松 その他の 研究に か、 つたと いふ 心理が 說 明され ない。 この 人々 は 何れも 單に 時流に 迎合して 

足れ. c とする 人々 ではない ので ある。 時代 は 勿論、 單に舊 弊な 漢學者 叉 は國舉 者の 復活 跋扈 を 許し は 

せぬ、 從 つて 一方で は國學 和歌の 改良と いふ ことが 叫ばれて ゐる" 叉、 國粹の 本家の やうに いはれ た 

「日本人」 の 一派で も國粹 保存と いはす、 國 粹顯彰 とい ひ、 格別 西洋 文物 を 排斥す る 態度 を 示して ゐ 

ない。 この 國粹 運動 は 一 つの 發展 であって 決して 反動的 退歩で はない。 國 勢の 現狀 からい つて さう い 

ふ 退歩 は 許されなかった。 た V- 歐化 主義の 說明 によって、 逆に 自己の 實 力に 對 する 認識が 深ま h- 獨立 

心が 强ま. o、 自己の 實カ によって 立ち直らう とする 氣 持が 社會の あらゆる 方面に 出て 來た。 それが こ 
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の阈粹 思潮の 根源で ある。 排他的に 自分の 殼に 閉ぢ能 もらう とい ふので はない、 逆に 積極的に 自己の 

資力で 進出し ようとい ふ國粹 である。 從ってli^^を頼む心から、 實カ 養成、 卽 ち富圃 のために 努める 

心 も 生じた、 經濟 知識、 實業 思想 か 一面で 東視 され 始めた の はこの 爲め である。 且つ又、 丙 洋 文物の 

吸牧 ま、、 日本が 日本と して 自 覺 した 今日、 その 滋養と して 益 々必要になる から、 啓蒙 的 知識の 移フに 

對 する 要求 は衰 へない。 實に當 時の 文化の 現 歌 は？^ 沌 といへば 混沌た る ものである。 この 混沌に 巧み 

に乘り 込んで 成功した のが、 博 文 館大橋 氏であった。 

從 つて 二十 三 四 年から 日 淸戰举 頃まで は、 出版 文化 は大體 古典と 歷史に 支配され てゐ たといって 可 

い。 一時 全盛だった 飜 譯はド 火と なった J 飜譯 でも 著作の 形 を とらない と 費れ なくなった。 これ は 文 

舉上 でも 同じ ことで、 飜譯に 代る に、 漸く 創作ら しい 創作が 出る に 至って、 紅 露^ 鹉 などと いふ 名 も 

唱 へられた ので ある。 然し 面白い ことに は、 長老の 逍鷂卽 ち 逍遙 鹞 外に は 何れも 歐化 的-い 奥 味が ある 

のに 對し、 若手 代表の 紅葉 露 伴に は國粹 的な 色彩が ある。 又 批評家 も、 蘇峯對 雪嶺と いふ 風に 歐 化と 

圃粹 の對立 的な 姿で 見られる。 これで 見ても、 歐化 主義の 皮相 的な 花々 しさ は 去った が、 赏 質的に 广そ 

の 精華 は) 吾等の 生活に 案外 深く 浸み 込んで ゐる ことが 知られる。 これ 故に、 古 與と歷 力 全盛と，^ 

ふこと は！： 粹 意識の 強い 證據に は 違 ひない が、 著者な b 擧 者な..' のこれに 對 する 態度 は 批判^に なつ 

て來 る。 古典 復活に 議 力した 落 合 直 文、 歷史 研究に 努めた^ ロ卯吉 等の 1 お ダ兑れ ば 忍 牛ば に 一迪る も 


のが あらう。 

穴 

出版 文化の 特質 は大體 以上の 如くで あると し、 此の 明治 二十 年 前後 を 境界と して、 出版界に 異常が 

起り かけて 来た。 それ は、 出版界に 純然たる 商法 主義が. 撐 頭して、 出版業が 資本主義 的に 大規模に 行 

はれる 風が 出て 來 たこと だ〕 

明治 二十 年頃 迄の 出版 書 蹄、 殊に 知識階級 出の 出版者 は、 文化的 動機から 出版者に なった 人人が、 

少 くなかった ので、 中には 文化的 理想に 熱心す る餘 り、 出版の 商業 的 方面 を 離れて 失敗した やうな こ 

とが 少 くなかった (東洋 館の 小 野 梓の 如き その 好適 例 だ)。 彼等の 服 目 は、 良書の 出版で あり、 專ら利 

他 本願で あ..^、 自家の 利益 を 第二 第三と すると ころがあった。 從 つて 官 省に 關 係が なく、 敎科 書に 乎 

を 着けぬ 出版者 は， 營利 的に 餘り 成功し なかった。 それ は常然 のこと だ。 從 つて その 出版 振り も概し 

て家內 工業 的な ところがあった。 (此の 家 內ェ紫 的な ところ は 然し 一 一十 年代に はと..^ きれなかった。) 

ところが この間に、 日本の 商工業が 徐々 に资本 主義 的 組織 經營に 移って 来つ、 あつたので、 (これ 

は 日本の 立て直し、 世界 進出の 爲 めに は、 何としても 必耍 であった の だ)。 二十 年 以後に は それが 漸く 
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明確な 形態 をと り 始めて 來た。 これが 出版業の 方に も 及んで、 出版 も 資本、 王義 的に 大規模に 整然と 經 

營 される ことにな つた〕 

勿論 出版業の 方 は 方で、 さうな る 事情が あった、 それ は敎 育の 普及と 共に 國 民の 文化的 觀^ 力 念に 

展プ、 出版に 對 する 需要の 激增 から 何しても 著述家と 出版者が 分業し なければ ならぬ 狀態 になって ゐ 

：。 こ/から も、 出版者が 獨 立して 仕事 叉 は商寶 として 出版 事業 を經營 する 必要が 生じ、 從 つて 資本 

、王 義化は 當然の 勢 ひであった。 さうな ると. 勿論 營利 第一、 文化的 理想 は 第二 第三 以下と して 仕^ を 

镇 けざる を 得ない。 從 つて 出版の 標的 も、 良書と いふより は、 賣れる 本、 何が 寳れ るか- si? 题 になる 

然るに、 誰でも 知って ゐる やうに、 良書 か 良書で ないか は、 本 そのもの  性質に あるの だから、 rtl 分 

の 服で 一見して 分る が、 寶れ るか 賫れ ぬかと なると • それ は 讀者卽 ち 世間の 評判が 定める ことで ある 

から * 必ゃ しも 本 そのものの 良否と 一 致しない。 且つ 資本、 王 義的營 業と なると * 一家 的に 一定量の 寄 

勿 「を 生産し ない と 仕事 を繽 け-.^ れ なくなる。 この 二つの 事情の ため、 出版 は^しく 投機^, を 巧 こ 

て來る ことにな つた。 いはば 書物の 生産 行程に 一大 革命が 生じて、 書物が 單 なる 商品と なり、 極端に 

いふと そこらに 轉 がって ゐる 下駄 や 靴と 餘り違 はぬ ものと なった。 

とはい ふが、 叉 出版 事業 資本主義 は、 文化的に いって 利益 もな くはなかった。 それ は 出版 形式 カ統 

一され 便利に なって 來た。 大部の 出版が 可能に なった" 又 無名の i 者 作！ \ ^が 比」 4 的樂に 社會に 出る 機.^ 


を與 へられた。 又 出版物に ヴァラ ィ ティが 加 はって 來て、 研究者 も 讀者も 便益 を 受ける ことが 多くな 

つた。 それ 等 は その 利益と もい ふべき 點だ。 

そこで 以上の 事情 は 事情と して、 安全第一 を 狙 ふ 連中 は敎科 書參考 書へ と奔 る。 それで は營利 事業. 

として 安全で あらう が、 出版 本来の 目的た る 文化への 貢獻 とい ふ點 からい へば、 甚だ 十分と はいへ な 

い。 勿論 敎科書 も、 初期 は 飜譯で 間に合せて ゐ たのに 比較す ると、 その 著作 發 表の 始めに 當 つて は 正に 

1 の獨 創で あり、 著者の 舉問的 業績の 發 表に 違 ひない ので、 啓蒙 以上の 意味 を もって ゐ たが、 後々 と 

踏襲 的に 繽 出す るに 及んで は、 專 ら編籑 の 巧妙 を 誇る やうに なり、 次第に その 獨創的 價値を 失って 來 

て單に 普及 を^ 命と する やうた なった わけ だ。 敎科 書に 向 ふ 人々 はこれ で 可い として、 然らぬ 人々 は 

何方に 奔 るか、 時好への 迎合、 際物 本位と いふ ことになる。 これ は 出版 中 最も 投機的な もので あり、 

1 時に 巨利 を 博す る 代り、 往々 甚だしい 損失 を 蒙む る を 免 かれない。 それで は 出版界 は墮 落す るの み 

である。 文化的 貢獻 とい ふ 理想 を 失へば、 苟も 利の ある 限り 爲さヾ ると ころな しで、 出版者と しての 

本来の プライド など 問題でなくなる。 

かう して これ 以後の 出版者 は、 文化 理想 を 忘れて、 專ら 商人 意識 をのみ 出した 人々 が 多かった。 中 

には雙 方と も 程よ く 示した 人々 もゐ た、 最も 成功した の はこの 種の 人々 である。 此の 種の 人々 をして 

多少で も 文化 理想に 貢獻 させた の は、 多く は その 顧問 乃至 補助 役た る 知識階級の 人々 の 功であった。 
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大 出版 書肆の 成功に は 大抵 さう いふ 助言者 や 助力 者が ゐる ものである。 出版^ を 書く 人 は. 此 等の W 

言 者の 事に も霄 及す る 必要 力 あらう 

勿論 出版が 資本、 王義 形式で 行 はれる やうに なった とて 必ゃ しも 悪い 事ば かりではなかった f ^ 

f なつた こ，^、 書物が 容き 手に 人る やうに なった こと、 大ま 書物が 比較的 管 出版され る やう 

こなった こと 等，. は、 その 利と て 可から う。 目立って 大部な 出版物 は、 『やまと 双書』、 『東洋 文藝^ 

書/ 『曰 本 豪 I』、 『國文 全書』、 『曰 本 I 全書』、 『ls 全書』、 『雷 |』(|)、 『藝類 

從』、 『故事 類 苑』、 『通俗 百科全書』 等.^。 以上が 古典の 保存 を 目的と して ゐ るに 對し、 ^やひ 展^ 趣 

未 を 語る ものと して は、 ，：i3 田三郞 『開圃 始末』、 德 富蘇峯 『吉田 松 陰』、 吉田東 伍 『H^is< 斷』、 卯. 

吉の 史雜誌 『^海』 等ぶ、 編繁 物と して は、 大 槻文彥 『言海』、 山 田 美妙 『日本 大^ 典』 mr,.^+:r. 

『日本 社會 事载』 等が ある。 日本人 一派の 『日本 叢書』 は、 ^の 意味で 面白い ものであった。 

七 

明治時代で 有名な 出版 書肆 は 多く は 明治時代に 新に 起った もので あり、 前代の 出版 霄 蹄で その ま" 

月 台 こ 入っても 成功して ゐ たもの は寥々 仁る もの だ。 こ/^ にも 明治の 出版界の 革命的 镜 動が 如何にお 


しい もの： u つた かグ 語られて ゐ やう。 

山城 屋、 わん 屋、 須 原屋、 近 江屋、 何れも 前代 江戸時代から 轉 向した 出版者で あるが、 わん 屋と 近. 

、江 屋の吉 川弘文 館が 最も 長く 生き のびたの みで、 他 は 有耶無耶に なった。 山城 屋稻田 政吉の 如き は、 

明治時代の 初期に は 出版界 を獨 占す る 勢 ひが あり、 餘 カを驅 つて 政治 界へ 進出したり したが、 遂に 失 

敗して しまった。 

明治時代の 代表的 出版 書肆 は、 明治 十 年から 二十 年頃まで 起った ものが 多い。 十字 屋、 金 港 堂の 如 

き は 十 年 以前で あるが、 これ 等 は 極めて 早い 方で ある。 金 港 堂の 起った の は横濱 であり、 そこで 金 港 

の 屋號も 意味 をな すわけ である。 十字 屋は、 元来から 耶蘇 敎 書肆で、 戶 ffl 欽堂、 原 胤昭 氏 等が 創めた 

もの"〕 これが 音樂 店に 代った のは欽 堂新發 明の 紙 腔 琴が 當 つてから である。 .H 子屋の 先代の 老母が 音： 

樂 好きで 何う とかい ふの は、 全然 違 ふ、 老母の 關 係からで ない、 欽 堂の 好みから である。 十一 年老 鶴 

圃、 十二 年 春陽 堂、 但し この頃の 春陽 堂 は檎草 紙屋 兼の 赤 本屋で 啓蒙 的な 法律 物 や 早 わかり もの を 出. 

して 儲けた、 その 利益で 文學へ 向って 來 たとい ふわけ。 硬派 物 出版 共益 商店の 方 も 早い 部に 屬 する。. 

十四 年 三省堂、 十五 年文學 社、 名 は 文學社 だが この頃から 敎科 書風の 物にば かり 手 を 出し、 本物の 

文 寧へ は餘り 振り向かなかった。 同じ 頃 天狗 書林^ 屋 誠が 活躍した こと は、 前に 一寸 述べた、 これ は. 

然し 二十 年頃 殆ん ど滅ん だら しい。 十六 年 東洋 館、 小 野 梓 先生の 經營、 富山房の 前身と いはれ る もの. 
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XT い、 それ は 同じ 出版業 を やった からさう いふので、 十九年に起った富山房がト八年閉店した^2-洋館 

を居拔 きで 引受け； i と 解され るから、 前身 云々 はた  > -謙辭 として 受け取るべき であらう。 二十 年 六合 

館の 合同が 成り、 同じ年 博 文 館が 越後から 東京に 進出、 これで 先づ 明治 出版 3^ は 一時期 を 割す ことに 

なる。 (杉 浦 重剛の 『敎育 論 蟇』 や、 飯 島 魁 氏の 動物 舉、 その他 舉術 方面 出版で 一時 有名と なった 敬 業 

社 も 此の頃 創業で あらう。) 

二十 一年 警醒 社の 前身 福音 社、 目黑 書店、 二十 三年お 友 社、 これより 前、 日本人 派の 政敎 社、 ニト 

七 年 至誠 堂、 二 ト九年 同文 館、 明治 書院が 起った。 三十 年 實業之 日本 社、 同時に 新潮 社の 前身 新： 聲 社が 

出版 を 始める。 かう いふ 型變 りの 出版者の 繽出 は、 又 新に 一時期 をつ くる 原因と なって 來 やう。 二； 十 

四 年賓文 館、 この 山縣 涕三郞 氏の 內外 出版 協會が 創立され たかと 思 ふ。 又大 阪の齊 木 嵩 文 堂 力： ttHW 

へ 進出して 來 たのが 日淸戰 役の 前後からで あらう。 三十 六 年 東亞 堂、 三十七八年頃^民文^：^刊行會、 

これより 可成. 0 前に 金 尾 文 淵 堂が 活躍 をした。 大正 元 ハ牛誠 文 堂が 出る が、 その 前に 大 2- 本 雄 辯，^ 講談 

社が 擡頭して ゐる。 

改造 社、 岩波 書店、 卷秋 社、 アル ス等は 大正 年代の 創立ら しい、 平凡 社に 至って は 昭和 年 ii に^す 

る。 これ 等の 出版 書肆が 勃興して 來 たの は、 - 歐 洲大戰 から 圓本 時代に かけて，. - あるが、 この Si に别 に. 

左 isf 出版 書肆が 繽 出した こと をい ひ 添 へ やう。 


手に 任せて 『富山房』 と 『大橋 佐 平 翁傳』 をと つて 見る、 何れも 符節 を 合した やうに、 日淸役 前後に 

1 飛躍した こと 日露 役 前後に 一 飛躍した ことが 書いて ある。 これ は、 他の 何處の 出版 書 扉と て 同様で 

あった ことと 思 ふ。 種々 な 統計 も 擧げて あり、 數 量的な 見地から は大 なる 飛躍で あるが、 文化的 見地 

から は 何う か。 勿論 文化的な 進展な り貢獻 なり も 可成り 多い。 然し 明治 初期の 出版界に 比較す ると、 

出版が 技術 又は 事業と して 進歩して ゐる 割合から せば 文化的な 貢獻は 多い とはい へない。 これ はつ ま 

り 二十 年 以後の 國粹 主義から 飜譯を 盛んにし なくなった 爲め、 西洋 文擧の 刺激が 鈍らされた 爲め、 學 

問 研究の 方法が よく 把 1^ されなかった 爲め、 出版が 營利 本位に なった 爲め、 等の 原因から だと 見て 可 

いで あらう。 然るに 日淸 役に 勝ち、 日露 役 勝って、 日本が ノ ツシノ ッシ 大股に 世界的 舞臺に 登場して 

來 るに つれて、 又 々日本と 世界 文化との 急激な 接觸が 始まった。 その 爲 めに、 歐化國 粹の爭 ひが、 世 

界 主義と 日本 主義と いふ 風に 形を變 へて 出現し、 諸方に 猛烈な 論 爭が行 はれた。 a マン チシ ズム、 厭 

世 思想、 世紀末 思想、 一一 イチ エホ 一義 は 何れも 世界 思潮との 急激な 接觸 によって、 思想の #1 だしい 混亂と 

なり、 その 揚句が 自然主義の 大波が、 文學 とい はや、 哲學、 戲曲、 その他の 文化的 活動 を 一色に 沒入 
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ノこ 0 

し f 

此の間-一 出版界の 事情 は、 早く も 又も 漸く 變 じて 來っ、 あった。 それ は單 なる 營利 事業と して 出版 

界がラ 詰った ことで ある。 敎科書 地 だは 絶對 安全と されて いた，. - けに、 誰も 誰もと 損 を 恐れる 述屮は 

逃げ 人) んだ。 敎科書 地 帶が滿 員と なり、 超滿 員と なる に從 つて、 恐ろしい 競爭 だ、 利の ために は 手段 

を 選ばぬ。 貰に 醜悪な 裏面 運動が 繽 いた。 だが 自然 は 欺く ベから や。 蒔いたなら 刈らなければ ならぬ。 

時なる 哉、 三十 六 年 所謂 科 書 事 伴なる ものが 起った。 勿論 かく ある を 察した 心 ある 出版者 は、 ¥ く 

敎科書 出版から 手 を 引いた (博 文 館、 富山房、 その他)。 これ は、 出版界の 極端な 堕落 を 示す ものと し 

て、 額に 烙印 を 押された ものであった。 か、 る 醜狀を 示した の も、 出版と いふ もの、 文化的 使命、 そ. 

の 理想 を 忘れた からに 外なら ない。 そこで 明治 初期と は 別種の 知識階級 入が、 それぞれの 文化 理想 を 

出 界に注 人して、 出版界の 更生 を 計る とい ふ 形になる、 實業之 日本、 新潮 社、 .2: 外出 版協會 力う 

いふ 出版者の 擡頭 出現 は、 私 はかう いふ 意味が ある ものと 見たい。 さて は、 講談社の 勃興 も こ ひハ. - 

運 を 利用した ものと いへ るで あらう。 況んゃ 大正 昭和時代に 出た 名の ある 出版 書肆に 至って は >  勿へ 删 

大きな 文化 理想 を 抱いて 立ち上った のであった。 

私 は R 淸 から 日露までの 出版界に、 營利 意識が 强く、 文化 意識が 弱い やうな こと をい つたが f ^ 

は に 比 a して 退歩した とい ふので はない、 進歩が 鈍った 位に 解して いに，. - くべき だ。 いふまで も 


なく 一般 文化の 進展に つれ、 出版 文化の 各方 面 も、 新しい 分子 を 取り入れ、 新しい 經驗 に接觸 して、 

それ 相 應に增 加して 来て はゐる わけで ある。 日本 主義と 世界主義、 一一 イチ ェ 主義、 自然主義と 種々 な 

洗禮の 段階 を經る 毎に、 出版 文化の 知的 資產が 蓄積され て 行った こと はいふまで もない。 寧ろ、 此の 

期に 於いて、 始めて 出版 文化の 名に 値する 文化的 價 値の ある 牧穫を 得つ、 あつたと いっても 可い。 尾 

崎 紅葉 『紅葉 全集』 (明治 三十 六 年)、 高山 樗牛 『樗牛 全集』 (同年)、 大西 祝の 『大西 博士 全集』 (三十 七 

年)、 『二葉 亭 全集』 (四十 三年)、 坪內 博士 譯 『沙翁 全集』 (明治 四十 二 年 以後) は、 それ 等の 文化的 偵 

値 ある 牧穫 中、 最も 見るべき もので あらう。 三省堂の 『百科 辭典』、 富山房の 『漢文 大系』、 『家庭 百 

科 事 暈』 同文 館の 工業、 翳舉 等の 大辭 書類の 如き は、 皆 此の 種 出版で 空前の ものであった。 別に 學問 

的 編 霧 物と して は、 吉田東 伍の 『大日 本 地名 辭書』 (三十 三年 第一 分母 刊行 あ 如き、 史料 編 所の 『大 

日 水 史料』 の 如き もの を擧 ぐべ く、 又 古典の 保存、 飜刻 乃至 研究資料 提供の 意から 出發 して ゐるも 

のに 『大 日本史』、 『國 文大 觀』、 『德川 文藝類 冪、』 その他 を 擧げる ことが 出来る。 量から せば、 大部な 

出版物 は まだまだ 澤山 あるが、 さう 一 々擧げ るまで もなから うし、 その 餘裕 もない ので、 暫 らく 以上 

に 止めて 置く。 

出版 現象と して は、 日露 戰爭 前後から、 再び 西洋 文學 への 關 心が 冴え返. 9、 主として 北歐、 11 シャ 

フラ ン ス等 大陸の 文學が 移入され た。 か る 文擧の 移入が 自然、 王義の 發展を 助けた こと はいふまで も 
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九 

自然 主； g は 正しく 當 時の 日本の 物質 生活の 混迷 矛盾の 現れで、 遂に 來る ものが 來 たとい ふ 絶-ま 的な 

氣 持を與 へたが、 否定から 肯定の 生れる やうに、 絶望の 灰 儘から 希望が 生じ、 人道主義の 救 ひが 來た。 

人道主義が 文藝 方面で 勢 を 張った に對 して、 ) 般 思想界で はもつ と 强ぃデ モク ラシィの 主張が 勢力 

を 得て ゐた。 これ はい は V- 歐化 主義、 世3^王義の系統を引くものでぁるが、 これに、 更に 相當 な社會 

主義 的 分子が 加味され てゐ たこと は、 デモ ク ラシィの 主張 を、 すっと 强ぃ、 且つ 實際 的な 力の ある も 

のにした。 社會 主義 的 思想 は 資本主義の 社會が 進歩 性 を 夫 ひかけ て 来る と共に 擦 頭して 來 たもので、 

日露 戰爭 前後から、 漸く 世人の 注意 を牽き 始めた もの， た。 

大正時代に 入って は、 出版界 は 知識階級 出の 出版 書肆の 進出 時代で ある。 尤も 讀 者の 要求 も 棍雜に 

なった し、 知的に 高尙 になって 來 たので、 單に營 利 一 點 張りの 出版者の 眼から は 時代の 要求 をつ かむ 

とい ふやうな こと は、 出來 難くな つた。 出版 事業 は、 この 點で、 算盤の 仕事と いふよりも、 頭 脇の 代 

事と なりつ、 ある。 「良書 を 多く 賣 らう」、 それが 是等 出版^の 理想と なって 來た。 これが.^£人式屮〕版 


書肆が 第一線 を 明け渡さなくて はならぬ 一 理由で もあった。 良書 多賫の 理想から、 廣吿 宣傳の 術の 發 

達が 促されて 來る。 この 點も 出版 文化から は、 一考 察すべき ところで あらう。 出版界の 大勢 は、 大正 

の 初期から 屮 期へ かけて、 哲學 物、 思想 物、 宗敎 物が 恐ろしい 勢 ひで 賫れ 出した こと (歐 洲大 戰の關 

係が ある)、 ti- 々文庫と いふ 叢書 物 (中で 割 期 的な もの は 有朋堂 文庫で あるが)、 大正 末期から 所謂 左蠶 

物が 流行し 出し、 社會、 王義、 經濟 思想 等に 關 する もの も、 その 餘 波で 大に 出た。 

大正 末から 昭和時代で 中心になる の は、 圓本 全集 精出の 騷 動で ある。 改造 社が、 『現代 文學 全集』 を 

もって 先づ 立ち、 新潮 社の 『世界 文擧 全集』、 これに 次ぎ、 春陽 堂の 『明治 大正 文舉 全集』、 春秋 社の 

『世界 大 思想 全集』、 平凡 社の 『現代 大衆 文擧 全集』 等々 が、 多くて 約 五十 萬から、 少 くて 十 萬 位の 譲 

者 を かち 得た。 この 出來事 は、 各 全集の 內容 から、 宣傳戰 の大掛 りな こと、 仕事の 大量な こと 等々 を 

考* へて、 日本 出版 史上 {si にして a つ 恐らく 絕 後の 出 來事 であらう。 私 は 二三 社の 計 畫に參 加した の 

で、 當 時の 各社の 緊張 振りの 一端 を 知って ゐ るが、 それ は 文字通りし 乾坤一擲で、 實に 悲壯な もので 

あった。 全く 明治 初期の 出版 革命 以後の 革命的 出來 事で あつたと 思 ふ。 書物と いふ もの/' 價値を 下げ 

たと て、 種々 な 方面から 惡評 があった が、 それ 等の 悪評 は 無理がない としても、 自ら 又 取 柄が なく は 

ない、 比較的 多くの 良書 を 廉價で 普及せ しめた 點は、 何とい つても 功績で あらう。 且つ 當 時より 今日 

までの 經 過で 見る と、 可成り な 恩 惠を讀 書 社 食 學者社 會に與 へて ゐる。 中には 大に その 價値を 認識 さ 
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れて、 必須の 參考書と なって ゐる もの も ある。 廣く 文化史 的 立場から いって、 弊よりも 利の 方が？ 

つたず つに ほれる。 然し 正直 にいへば、 圓 本の 動機 は 各社と もさう 純な 文化 意識から のみ 出た ので 

はなく、 出版界の 行 詰から 各社と もに 何等かの 打開 策 を I として ゐ S である。 fif 

開 策が、 奇想天外 式 的の ものであった ので、 意外に 大當り を 取つ 仁と 見る のが 眞實 であき。 た， 、そ 

れ； 各.^ 一 ヒロ 一って 行 はれた ので、 國 民の 文化的 資產を 富ます ところが 多かった とい ふわけ である 

S 

以上の 九 節に 一旦って 出版 文化き ついて 私の 考 へて ゐ ると ころ S ベて 來 たが、 勿 寶の秦 で こ 

れで 私の 考 へて ゐる ところ を 述べ 盡し たもので ない。 それでも 大綱に は觸れ たつ もりで あるが 不足な 

ところが いろいろ ある。 だが この 篇も 終りに 近くな つて ゐ るので、 不足 は 不足と し、 他" 大 

を 期す る こと して、 こ、 で 技術的な 方面 を 一管して 筆を牧 める ことにしよう。 拔術 的と いって.. - 

單に 印刷 だけでなく、 製本 や 製 釘の こと も 含めて 見る ことにする、 それ も 皆 人の 言 ひ 古した 

し ！  >xl- うな 事ば かりで あるが、 それ： S 諒 されす，. - 

先づ 印刷 様式の ことで あるが、 私 は 主として 文學 方面の 書物より 兒てゐ ないから、 拔術 方而の 私の 


知識が 局限され てゐる ものと 思って 頂く。 印刷 は 明治 十 年頃まで は、 木版で 和紙に 印刷した もの 方 

がすつ と 多い こと、 思 ふ。 勿論 和紙に 活版で 印刷した もの も ある。 中で 官省 逢の 仕事と して、 純白な 

精 良な 用紙に 活字で 鮮明に 印刷し、 洋綴 にした ハイカラな もの も あるが、 先 づ大體 は 木版 和紙で ある。 

明治 十二 年頃から 印刷 様式が 混亂し 始める が、 和紙に 活版印刷 をした 本が 可成り 殖えて 來る、 中には 

和紙 又は 洋紙に 石版で 印刷した 小說 など も 出て ゐる。 それが 私の 見た 限りで いへば、 東京 版よりも 大 

阪 版の 方に 多い. - 字體は 明朝が 多かった が、 十五 六 年から 二十 年頃. まで 淸朝體 が 馬鹿に 流行し、 半紙 

判の 本な ど は 大抵 それだった。 その 好い 例 は坪內 先生の この頃の 著書の 初版 を 見られたら 可い。 文字 

の大 さは 五號 から 四號、 冈號は 半紙 判の 本に 多く 用 ゐられ たが、 然し 四六判で も 四號を 使った ものが 

澤 山あった リ 

ポイント 活字 は 前に もい ふ 如く、 明治 三十 年 以後 出來 たもので ある。 

印刷 は 印刷屋で 引受けて やる の は當然 だが、 各 新聞社で 片手間に 出版 印刷 を 引き 受！^ たりした。 政 

府の 印刷 局で さへ が、 民間の 注文 を 引き受けて ド シドシ 印刷して やったり した。 博 文 館が 東京に 創業 

した ころの 出版物 は 皆 印刷 局で やった ものであると いふ。 印刷 局の 仕事 は、 流石お 上の もの だけに、 

印刷 もよ く、 字 も 綺麗で、 期日が 正確で あ. o、 工賃 も 貪らなかった ので、 出版者 は大 さう 得 をし に。 

博 文 館の 創業 時の 成功の 原因 は、 一 つ は それに あると いはれ さへ した。 だが 印刷 局の 仕事 は、 その後 
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lE^ 業 を壓迫 するとい ふ 抗議が 出て、 注文 を 受けつ ける こと を 止めた。 新聞社の 印刷 注文 引受け は 《&然 

のこと、 なって ゐ たので、 東京 日日が 太政官 御用の 看板 を 上げたり、 郵便 報知が 藥成 社と いふ 出版 書 

郞の 書物の 印刷 を 一手に 引き受けたり、 まだいろ いろ ある。 或は 逆に、 新聞社で 活版 M に 印^ を 頼む 

もの もあった。 東京 橫濱 毎日の 秀英舍 に 於け る、 自. H 新聞の 旭 活版 所に 於け る呰 その 例で ある。 

今日は 紙型から 鈴 版に とって 刷る のが 普通で、 原版 刷は餘 程好 事 的な 凝った ことと 考 へられて ゐる 

が、 初期の もの は 勿論 原版 刷であった。 原版 刷 は 組版の 締めが よく 利いて ゐな いと、 刷って ゐる^ 屮 

活字が ズリ こけた， - する 恐れが ある。 それで 活版 職工の 腕と いふの はさう いふと ころに あると され、 

原版の ま、 指 三本で 組版の 片隅 をつ まんで 差 出して、 一 本の 活字 も拔 けない と先づ 一 人前 は あると 認 

めら れ たとい ふ。 今：：： の 組版 を そんな 眞似 をしたら、 1 ゲラ として 滿 足な 紐 版が なから う この で 

は 機械的 に は進步 したら うが、 技術的に は 退歩 だ といっても 可い。 

又 職工 も、 士族 出 や インテリ 連中が 多かった せゐ か、 學問 も相應 あり、 文化 意識 も 可成り もって ゐ 

て、 なかなか ブラ イドが あつ；. i ものら しい。 新參 記者の 下手 クソな 文章 や 誤字な ど、 ドシ ドシ^した 

もの だとい ふ。 記者が 文句 をい ふと アベ コ べに 嚇 された。 それ はさう かも 知れない、 宇 m 川 文：.^ や S 

庭 篁 村な どと いふ 連中が 文選工 を やった ことがあ ると いふの だから。 

此の 顷の 新聞社で は 印刷 を 非常に 喧しく いった ものら しく、 誤植な ど餘 りない。 それで 校".^ 者の ゆ 


識も 知られる。 又 今日で は 新聞と いへば 編輯の 方 だけ 世間から 認められ、 印刷の 方 は 一向 何ともい は 

れな いが、 この頃 は、 編輯 長に 對 して 印刷 長と いふ ものが 置かれ、 この 方に は 寧し ろ 編輯 長より 立派 

な 人物 を据 ゑた ものた。 高惪藍 泉、 染崎延 房、 假名 垣 魯文等 第 一 流 (當 時で は) の文舉 者が 一 度 も 1 一 

度 も 各 新聞の 印刷 長に 置 名して ゐる。 校正 も、 此の頃の 連中 は なかなか 鼻息が 荒かった もので、 少し 

後になる が、 中 西 梅花が 讀賣 記者 をして ゐた頃 (二十  一 二 年頃) 校正 は 梅花 を無舉 としてよ く 意地 惡ぃ 

イタ ヅラ をした もの だとい ふ。 梅花 は 後に 狂氣 して 死んだ が、 その 原因に は、 この 連中の 意地 惡に對 

して 平生 イラ イラして ゐ たこと など も 一因と なって ゐ はしない かとい ふこと だ。 が、 これ は餘談 だ" 

印刷 機械 は 始めは 足で 蹈む 平壓 印刷機、 それから 十 年代に なって は 口 f ル 機と いふ 筒 式な もの、 勿 

論 動力な ど はなく 手で ハ ン ドル を 廻した" だが、 速度の 要求が 問題と なる につれ て、 次第に 廻 轉式凸 

版 印刷機 更に マリノ 一一 式輪轉 印刷機な どが 輸入され て、 大きな 進歩 を 遂げる ことにな つた。 勿論 かく 

生産額 を 迅速に 多くし なければ ならなかった の は、 出版業の 資本主義 化 並行して のこと である。 

製本 装釘に いっていへば、 木版 和紙 刷の もの は 原則として 從來の 如き 和綴であった。 大抵 は資用 一 

方で 装釘な どを考 へた ものがない。 中には 刷った ま、 の を 紙より で 二箇所 綴お ただけ の も ある。 洋紙 

活版 刷 は 大抵 洋装と 定 つて ゐる。 この 洋装と て、 初めは 格別の 意匠 をつ ける ではなし、 た 西洋の 御 

手本 通り 馬鹿正直に 眞 似た ものが 多い。 勿論 本 綴で 假 綴の もの は少 く、 厚い ボ ー ルを 表紙に した ゴッ 
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ゴッ した もの だ。 製本に 必要な ボ ー ル 紙の 國產 は、 明治 九 年 か 十 年の 頃、 佐 久間負 一が 發 明した とい 

. ふ。 戶 E 欽堂も その 發 明に 熱中した もの だ。 二者の 間に 何の 連絡 もなかつ たか 何う か。 明治 十一 二 年 

以後に 於て 一時 妙な 装釘の 本が 出た。 卽ち 前にい つた 活版 和紙 刷の もので、 これ は 多く 和紙 色綺 刷の 

表 v:^ ビ 西洋り pk ヌ 4 につけて 出た。 當 時として は ハイカラな ものであった らう。 然し 私の 見た 範 匿で. - 

7, 十五 六 年頃まで は小說 戯作と しても まだまだ 昔の 草双紙 その ま、 の ものが 多い。 その 屮で 飜譯 

だけ は 早くから 洋装 ボ ー ル 表紙と なって ゐ たが (十 一年 『花柳 卷話』 を 見よ)、 その 飜譯 でさへ^ 本 装 

和 の ものが あった。 然るに 十六 年頃 を 境と して 俄然 洋装が 進出し、 十八 年ト九 年と なると、 草双紙 

式の ものが 次第にな くな ト人 洋装 ボ ー ル となる。 草双紙 式の ものが あっても 和 街 紙へ マお 版^に した も 

ので、 木版の もの は 一二 種 位しかない (萬 亭應賀 『明 良 二葉 草』。 先づ 二十 年 を 境と して 製本 術の 

新 期に 入る 譯 である。 さう して 装釘が 問題に なり 出す の も、 かく 製本 形式が 大體 洋式に 統一され て か 

ら 以後の ことで ある。 (かく 統一され たの は、 製本が 手工業 を 離れて 機械的に 多量 生産 をされ 出した と 

ころから 來てゐ る V- 勿論 草双紙の 色 櫓 表紙 を 装釘の 中に 入れ 中と も、 あの 袋 は 一 械の装釘と《^^られぬ 

こと も あるまい。 又 洋装 本で も、 十七 年の 『自由 太刀 餘波銳 鋒 K 坪內 先生 譯、 • 東洋^ 發行) の 如き は 

&^にょく装釘に意をくばってゐる。 然し それが 一 般 的に 注意され 出した の は 何う しても 二十 年 以後と 

見て 可、。 その 注意と いふの は、 紙數の 厚薄に つ.^ 合 ふやうな 製本 様式 をす る こと、 容を考 へて 装 


飾 を 施す こと、 表紙に 紙 だけで はなく、 布 その他 を 利用して 趣味 を 示す ことな どに 向けられて、 漸，^ 

今日の やうな 複雜な ものと 發展 して 來た。 だが、 文舉 方面から いふと、 二十 年 以後 明治の 書物 を 美し 

くした の は、 春陽 堂の 功と いふ. ベく  (これ は 博 文 館が 明抬の 書物 を廉 くした 點と 匹敵す る/これ は 何 

人 も 否定 出來 ない。 明治 三十 年 以後、 大橋乙 羽が その 自著 を自刊 する に 及んで、 持 前の 凝 性から 自著 

の 装釘に 種々 な 工夫 を 試みた が、 これが 叉 装釘 界に 一 轉機を 劃し、 遠く 今日の 装釘 界發 達の 基礎と な 

つて ゐ ると いふ。 

私 は、 更に 出版 法規の 變遷、 發賣 禁止の 歷史、 出版 書肆の 組織 制度 史 にまで 筆 を 延べる つもりで あ 

つたが、 もう 餘 紙がない。 勝手ながら 丁度 第 十 節の この 邊で 打ち切って 置く ことにしたい。 

(昭和 十 一 年 秋 執筆、 昭和 十 一 年 十月 「富山房 五十 年」) 
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若き 日の 幸 田 露 伴 

一、 誕 . 生 

露 伴 先生の 生家の 幸 W 家 は 代々 幕府の 表お 坊主と いふ 家柄で、 今の 神 M の 山 本 町から、 下 谷の 練辨 

町 あたり、 その 顷 俗に 新 岸-敷と よばれて ゐた ところに 組 敷 をいた-; - いて ゐ たの だが、 先生 は 慶應三 

年 七月 二十 三：： n  (或は ヒ月 二十 六！^ ともい ふ) そこに 生れた。 父 は成延 (當時 二十 七 歳〕 母は猷 子、 

(當時 一 一十- 歳) 成 延氏は 奥お 坊主の 今 西 家の 出で、 家 附の猷 子 さまのと ころに お 婿さん に來 たの だ。 

しげ ゆき 

先生の 本名 は 成 行と いふの だが、 幼名 は鐵 s: 郎と よばれた。 第 四 男だった からだ。  .. 

お 坊主と いふと、 幕臣と しての 家格から いへば さう 立派な もので はない、 今日で いふと 式部官 か宮 

內官の 下役になる ので あらう が、 平日から 將軍ゃ 幕府の 高官に 直接に 接觸 する 役目で あるから 今： n で 

は 思 ひも かけぬ 內々 の欞 力が あり、 權 力の あると ころ 自然 富 も 集る とい ふわけ で、 その 生活な ど は 一 

寸 した 旅 下位 ゐの 及び もっかぬ 立派な ものであった。 先生の 生れた 頃の 幸 m 家の 生活 もなかく 盛ん 

な もので、 邸に は 銅の 金具 をう つた 立派な 門が あり、 疊數が 七十 餘も ある 大きな 家であった とい ふ。 
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幸 I の 系統から は、 古くから 數學 とか 霞と か il とかに 秀でた 人々 が、 幾人 も 出て ゐる。 

き 人名 1 などに 名の f る 入 t 二三 ある。 先生の 父 患 氏 は、 當 時の 武士階級 として は I.- 

上に 簡醫の ti§ 人物で、 豪の 才も 多少 あり、 音樂の 趣味 I しち 霧 後 大久保 一翁 

が 東京 府知事に なった ころ、 一翁の 下で 下 I 長に なった こと も ある。 音樂 の 趣味 といへ.^ 母の ® 

子 は 殊に その 方の 趣味が あり、 又 I も 多かった とい ふが、 先生の 令妹に 名 ある 一 I 家が 二人まで も 

出て ゐ るの は (幸 W 延子、 安藤 幸 子) その 遣傳 であらう。  、• 

先眚 身の 場合、 音樂の 嗜好に ついては あまり 耳に せぬ が、 この 藝 的 fi^ の I にあ づ かって ゐ 

る こと は 常然考 へ 得る とこ ろ だ。 

尙ほ報 效義會 で 有名であった 海軍 大尉 郡 司成ホ ^ 氏 は成延 氏の 次男で、 先生の 令兄で あり、 今 H お 

學の 大家 仁る 幸 W 成 友 博士 は 先生の 令 である。 

5 幕府の 末 ごろ、 旅 下の まが 衰へ、 武士の 家の 如き も亂脈 なのが 多い となって ゐるカ それ は 

一 伎 的に 幾分 妻で、 大衆 豪の 擎を 提供す る だけの こと は あるに しても、 きちんと 厳格な 議 も 

あるに はあった。 雷 家な ども その 武士ら し 4 格な 方で、 先生の 子供の 時 は 相 I しく... t られ 

仁 ものであった。  • - 1 

そ，^ よ 後と して、 順序 を 追うて 語る と、 先生の 生れた 翌年の 五月が 上野 制 (や だ。 ^メの 飛ぶ だ 


を、 お母様に 負 はれて 淺 草誠訪 町の 控 家に 立 退いた とい ふ。 先生 は、 何う いふ もの か大變 弱い 生れつ 

きで、 生後 二十 七日 目に もう 病氣 をして 醫 者の 手 を 煩した とい ふが、 それから とて 幾度 醫者 にか つ 

たか 知れない。 醫者は 「可哀 さうな ぉ兒 さんだ、 何う もお 丈夫に はなれん かも 知れぬ」 と、 いつも 首 

つた。 だが、 その 先生が 七十 餘年. 長生 をして 今日の 榮を享 けて ゐられ るの だから、 人 ii の 身 體には 

肉體の 健不健 以外、 矢張り 眼に 見えない 何もの か ついて ゐ ると 思 ふの が眞實 らしい。 

維新 後 幕臣の 家が 微祿 する。 幸 田家 も その 例で、 先生が 三つになる 頃から 生活が 大分 苦しくな つて 

來た。 勿論 その 日が 越せぬ とか 何とかい ふので はない が、 ともかく 儉約 第一と いふので 新 屋敷の 大き 

な 家 は 人手に 渡して 中 御徒 士 町の 狭い 家に 移った。 すると、 何も 知らぬ 先生 は、 この 家 はィャ だ、 前 

の 大きな 家に 歸 りたい、 歸 りたい といって 泣いて 困った。 何う しても 泣き止ま ぬので、 お母様 は それ 

ではと いふので、 前の 家に 連れて来て 見せた。 すると、 もう 他の 知らぬ 人達が 住まって ゐ て大變 様子 

が變 つて ゐ たので、 子供心に も 納得が いった もの か、 その後 は歸 りたい とい はぬ やうに なった。 

二、 手 習 ひ 始め 

明治 五 年、 先生の 六つのと き、 關雪 江の 姉に 當 るお 千代 女史に 就いて 手 習 を 始めた。 その 頃の 手 習 

若き tn の 幸 E 露 伴  三 五一 


ひよ 先づ 「いろは」 だ、 それが 終る と 「じ.^大人丘 一 己」 とい ふやうな もの を 習った 

雪. L、 名 は 思 敬、 字は鐵 卿、 通稱は 忠藏、 江戸の 人で、 當時 有名の 書家 だ。 その 肺の 千代 子 は 摩 

問 も あり、 手蹟 も 見 車で、 人物 も 立派であった ので、 後に 女子 師範 舉校敎 師に拔 描され た。 女お のこ 

と は、 ほ 生 戴 章の 『佳人 傅』 とい ふ ものに 出て ゐる。 幸 田家で は 先生の 父君 も 兄 君 も ルリ」 の 雪 江に^ 

ん だので、 その ゆ I で 小さいながら も關 先生の 厄介に なった の だ。 手 習 ひ兒の 人數も 多い ので、 さう さ 

ぅ關 先生 自身で ：甚 が燒き 切れぬ から、 大きい 兒が 小さい S 面倒 を 見る ことにな つて ゐる气 

先生 はお 蝶さん とい ふ 娘に よく 世話にな つたと いふ。 

弱い 身體は そのころ でも まだ 丈夫に な.^ きらなかった もの か、 この 手 習の 時代に ひど く^を つす 

ことがある。 光 を 見る と 眩しくて ならぬ ので、 管戶 棚に 入って、 突っ伏して 泣いて ゐた。 子 仏心に 

も、 これで、 おれ は、 もうだめ だ。 宵 人になる の だと 思って 大層 悲しかった。 この^ 病 は仆- IMM 

績 いたので、 醫 にも 掛 つたが、 當時 のこと だから 願掛け もし、 お 灸も据 ゑす し 

たお 藤で 快よ くな つた 3 願 を 掛け； -のは 日朝 上人で、 これ はお 祖母 様に つれられ ていった。 お 灸レソ 

は 根 岸の 二十 八 宿の 灸と いふので、 これへ はお 父樣と 傅で 通った。 俥の 上で もまぶ しいので、 まが 

の 膝の 上に 突っ伏して ゐ たが、 或る日 歸途に 不忍辨 夭 0 池の 端 を 通ろ とき、 ソゥ つと 薄 眼 を^いて ノ 

ると、 蓮の 花や 葉が ありく と 見えた G で、 あ、 これで 盲人に なら やにす むの だと、 飛び立つ やうに 


手 習 ひ 時代の 逸話 だが —— 

先生 は 子供の 時 は、 犬が 馬鹿に 嫌 ひだった。 ところが、 毎朝 手 習 ひに 通 ふ 道筋に 柳屋 とい ふ 豆腐屋 

があって、 この 近所に いつも 大きな 犬が よく 寢 ころんで ゐる。 ッ ヒ江戶 名所 圖繪 などに ありさうな n 

お づぉづ 

だ。 先生 は 怖々 と 犬に 見られぬ やうに 成るべく 遠くの 方 をソゥ つと 通る。 犬 は 敏感 だから 却って その 

樣子 を怪ん で、 すぐ ゆえ 立てる。 夏の 朝 習 ひの 時な どに は、 時間が 早い ので 人通り はなし、 實に 弱つ 

た。 或る 朝な ど、 犬々 と 犬にば かり- 氣を 取られて 道の端 を 通った ので、 溝の 中に 落ちて 泥 まみれに な 

つたこと も ある。 すると、 親戚の 人 はこの 話 を 聞いて、 それに は 好い ものが あると いって、 豹の 皮 か 

虎の 皮で こしら へ た大 巾着 を くれた。 これ を. g に 下げて ゐ ると 犬の 方で 怖がって 寄りつ かぬ とい ふの 

だ。 そこで 先生 は 喜んで 早速 それ を 下げて 通った ところ、 犬の 方で は、 何だか 怪しい もの を ブラ..， （\ 

さして ゐ ると いふつ § りか、 いつもよりも 激しく 吠え 立てた のに は、 全く 閉口した とい ふ。 

然し この 巾着が 一方で は 無邪氣 ない たづら の 種に なった。 關 先生のと ころへ 行って、 これ を 下げて 

机の 前に 坐って 手 習 ひ をして ゐ ると、 女の 兒が 起ったり 坐ったり する 時に、 や、 もす ると 知らす に 踏 

みつける。 すると、 毛皮の もじ や/ \> が あるので、 吃驚して キヤつ とい ふ。 先生 は その キヤつ といつ 

て 吃驚す るの が 面白い ので、 後に はわ ざと 巾着の 紐 を 引ば つて 皆の 踏み さうな ところへ 出して 置いて 
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-I させる とい ふ 風に する" 例のお 蝶さん も、 ぉ淸 書の 世 I やく 時な どに その 巾着で びっくりした 

一 人であった。 

づー、 會田 塾から 小學 校. へ 

手 習 ひの 傍ら、 七つのと きから、 御徒 士 町に ゐた富 某と いふ 漢舉 者の 塾に 行って 霞 を， た" 

1 桥 初めは 孝經 であった。 

九つのと き、 關まが 女子 謹の 舊 になった ので、 もう 手 習 ひは敎 へない ことにな つた。 そこで 

まは關 直の 許 を 下って、 お茶の水の 師範 學校 附屬 小 震に 入った。 これ は關ま の勸め 

その. 頃の 小 I は八韋 が 上下 二等に 分れ、 各 ■ 年が 一級から 八 級までに 分れて ゐ.' 

交： 人る 際、 試 I したわけ ではなかった が、 もういろ はも 霞 もやった のまら とい ふわけ で ^ 

等の 七 傲に 編入され た。 ところが、 敎 場に 出て みると、 他の 生徒に 比べて 何も彼も 出來. なき、 

でた うとう 最下 极の八 級に 落された。 これ は 然し、 I 先生が 出來 なかつ 仁ので はなく、 全く ゆ 校に 

剰れ ぬせ ゐで あつたの だ。 まら 次第に 霞 馴れる と、 出來る やうに なつに。 且つ 一度 f 卜げ、 し. - 


て 小さい 子供の 仲間に 入れられに とい ふこと が、 先生に は 堪らない 屈辱の やうに 感じられて 餘 計銜發 

したの だ。 この頃 は又學 校で 拔擢 とい ふこと を やった。 他の 生徒より 出來 のよ いもの は、 試 驗の上 ど 

しく 上級へ 進めて やる、 そこで 出來 のよ い 生徒 は 出 來の惡 い 生徒の 半分の 年限 も か/ -ら やに 卒業す 

ると いふ ことになる。 先生 もこの 拔擢で どし く 他の 牛； 徒を乘 越し、 十三の 年に 小 擧校を 卒業した。 

後年 これ も小說 家と して 明治 文壇に 名 を 揚げた 宮崎 三昧 (名 は 璋藏) はこの 師範 舉 校の 出身 だが、 先 

生が 在舉當 時、 見習 ひの 爲 めか 何 かで 附屬 小舉 校の 敎師 をして ゐ たので、 先生な ども 敎 はった ことが 

あった。 だから、 先生が 露 伴の 號で 文壇に 出ても う 立派に 名 を 成してから、 或る 處で宮 崎 氏に 食った 

ところ、 宮崎氏 は、 さう と は 知ら や、 ャァ幸 m さん、 大きくな りました ナァ といって、 先生 を 苦笑 さ 

せた ことがあった。 

四、 讀 書の 樂み 

尤も 先生 だって 子供の 時から ム ャミ に勉强 ばかりして ゐ たので はない。 友達と 角力 をと つたり 喧嘩 

- をしたり、 泣 面 をしたり、 その 缝 のこと はや はりた ヾ の小學 生た るに 變 りはなかった。 

然し 注意し なくて はならぬ こと は、 この 小擧 時代に、 先生 は 人生に 讀 書と いふ 樂 みが ある こと を 知 
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isar^^. 重が 十一 位の 事であった とい ふ。 草双紙 I も 知って ゐる やうに 

f f ま t の 文章 だから、 初めは 先生 も讀 みにく ュ」 困った。 然し それ を 我慢して 請んで ゐ f 

も，， 々に 剥れて スラ くと 讀 める やうに なると、 サァ 面白くて 堪らない。 家に あるの を讀ん でし まふ 

と、 ^網の 家な どへ 柱って は 自雷也 物語 • 弓 張 月 . 白 縫物 語 . m 舍 源氏 * 妙々 舉 などと いふ もの を 借 

りて？、 片端から 讀んで 一人で 樂 しんで ゐた。 その 頃の こと だ、 お 祖纖が 先生に 向って、 「お前 は 

何 をして ゐ たいか」 とき かれた ので 、「芋 を 喰って 本 を讀ん でゐれ ば澤山 だ」 と 答へ たとい ふが、 ャ.^ と 

本が 先生の 當 時の ニ大 嗜好であった のらし い。  、 • 

勿論 先生の 籠 i は 友人 關係 から も 助長され た。 小 S の 友人に 野 崎 f いふの が t  ^1 

の明祌 前で、 袋物な ど を 商 ふ 傍ら 貸本屋 を 渡世して ゐ 仁が、 こ、 は 丁度， お" 校への 通路で、 夕.^  G、，= 

を 通る ので、 ハ母 日の やうに 遊びに 寄って、 種々 の 讀本類 を 引 張り出して は、 输を =ル 仁り 紛 W を.. い？ 

りする のを樂 しみに して ゐ仁。 叉學 校友 達に 今一 人淸川 伊太郎と いふの がゐ 仁。 これは^, 

先生より 少し 华長 であつ 仁と いふが、 仲 Q よい 友達で 折々 遊びに 行った。 この 淸川が 叉な かくひ 木 

好きで、 讀本を 家で よんで 來て は、 震のお 休 時 問に、 先生 やその 他の 友達 を まて、 九紋 I 進が 

おうした かと か、 豹 子 I 沖が 何う した あ、 玄 德觀. 孔 明が 云々 だと か vi し をして き".'.' 


それが 先生に は大變 面白い ことに 聞かれた。 

かう していつ となく、 先生 は讀 書の 樂みを 解し、 叉 文 學の好 さとい ふ もの を 身にしみて 味 はった の 

ナ 

五、 家 庭 の 敎 育 

前に も 一寸 述べた が、 先生に 對 する 家庭の 仕付け は 世の常 を 越えた 嚴 重な ものであった。 これが 叉 

先生に とって 何れ 程の 益 をな した か 知れない。 勿論、 理窟から 割出して どうかう とい ふので はなく、 

兩 親の 體驗と 性格と 家庭の {仝 氣と がさう させた ものであった。 

まづ 先生が 師に つ い て 物 を學ぶ やうに なつてから は、 毎日 復習 をして からでな いと 決して 遊ばせな 

かった。 そこで 先生 は、 毎日 朝 暗い うちに 起きて、 蠟燭を 小さな 本箱 兼見臺 といった 箱の 上に 立て 

大聲で 復習 をす るの が 常であった。 かう すると、 先生の 所から 歸 つて 來て、 すぐ 遊べる とい ふの だ。 

それで、 家の人の まだ 寢てゐ るの も 何も 構 ふこと なしに、 家中に 閜 えよ がしに、 大聲で 練習 をし に。 

これ は 舎 E 塾から 小學 校に 往 つてから も、 やかまし くい はれて 繽 けた。 だが、 子供の こと だから、 毎 

日々々 となると、 時々 ズル をき める。 何度も やる の だから 文句 も 何もす つかり 覺 えて ゐる。 そこで 本 
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の 初めの 方 を 二三 枚 開けた だけで、 後 は 少しも 本の 方へ は 眼 を 向け や、 机に 向って 出任せに 大聲 でせ 

^をつ  ける。 それ をつ- S けながら こつ そト ノ豆鐵 砲な ど を 取， n 出して、 服と 手 は その 方に 忙しい こと 

が ある。 時々 それが 見つかって、 大叱霄 を 頂 載した こと もあった。 

それから 幸 田家の 家風の 一 特色 は祌佛 祖先の 祟 敬と いふ こと だ。 先生 は (母 朝舉 校へ 行く 前 に^めら 

れた 日課と して 神様 佛 様へ お茶 湯 や 御飯 を 供へ させられる。 晚には 燈明を 上げさせられる。 それ も 数 

が 多い ので 一通りの ことで はない、 平生の 日で も 十 以上 * 多い 日 は 二十 も その 餘 にもなる。 餘 朝：： い 

く 起きて 手早く やらぬ と舉 枝へ 行く 問に あはぬ、 のみなら す これが 濟 むまで は 誰も 朝飯 を 〈k ベる こと 

がい 來 ぬと いふ 仕来りであった。 それで 何ん な 日で も、 幼い 先生が 朝夕に やらなければ ならぬ^ 務は 

大變な ものであった。 

それば かりで ない、 朝夕、 學 校の 事が 手す きな 時には 掃除 ゃ雜 巾が け も 遠慮なく やらされた 

の 人が 揃 ひも 揃って 奇麗好き なのに 儉約儉 約で 下女 子守り もゐ ない、 お 父 機 は は，^ にゐ ないし、 お 

母 は 先生の 妹 や 弟 やら を 三人 も 四 人 も 抱へ てゐ るので、 何う しても 先生が 手 傅はなくて はならぬ こ 

とになる。 或る時な ど、 大きな 三尺 柄の 薪割 を 持ち出し てい たづら をして ゐ ると、 望 さの せ ゐか何 か 

\ ^^頭に^ 我 をした。 堪らなく 痛かった が、 それと いふ と^られる から、 自分で こっそり 縛って ノ 

前 は 波 も ひか ゃ我漫 して ゐた。 ところが、 晚に雜 巾が けのと きになって、 前屈みに 膝 をつ くの が 痛、 


て 痛くて 閉口した。 然し 叱られる のが 怖 さに、 とうとう 我慢し 了せ たとい ふ。 

前に もい つた やうに、 當 時の 幸 EE 家 は、 微祿 したと はいふ もの /-、 無財產 になって その 日に 困る と 

いふではなかった が、 鬼に 角 非常に 質素な 生活 をして ゐ たので、 先生の 言葉 を かりる と、 r どうか すれ 

ば 大工の 木 ッ葉拾 ひに でも 遣られようと いふ 勢 ひ」 であって、 いは V- 學校 さへ 漸く 通 はして 貰へ ると 

いふ 始末な の： U つたから、 物 を 粗末に して はならぬ とい ふこと を 盛んにい はれた。 それで 石筆で も 墨 

でも、 小さくな つたから とて みだりに 棄 てす、 指に 持ちに く、 なった 鈴 筆な ど は 必らす 少し 太い 筆 軸 

に 挾んで 使つ て、 それが 當. 9 前の こと だと 思って ゐ たの だ。 

家庭が さう 厳重であった ので、 家庭よりも 舉 校の 方が 寬ろ げたから、 擧 校が 面白くて、 一 R! も 休ん. 

だ ことがなかった とい ふ。 

嚴格 とはいっても、 やたらに 嚴 格な だけでなく、 そこ には子 供相當 の娛樂 があった。 時々 お 祖母 樣 

のお 伴 をして 樂 しく 方々 にお 詣 りに 出かけたり、 獨樂ゃ 鳶^ 遊びに 我 を 忘れたり した こと もあった。 

このお 祖母 様 は 注意深い 人で、 よく 星の 位置 をみ て 時刻 を あてた. り、 庭の 雑草の 名 や 効能 を 先生に 敎 

へた. 9 したが、 これが 又 それとなく 先生の 注意と 觀 察の 力 を 養 ふに 役立った。 
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六、 中學校 • 英語學 校 

明治 十二 i^、 小 舉校を 卒業して 間もなく、 元 一 ッ橋 にあった 東京 府中 舉に 入った。 その 顷の^ 制で 

內部 は！ ^則と 變则 とに 分れて ゐ たが、 正則の 方 は 一般の 普通 學を やり、 變则の 方で は 英語 を^に やつ 

た。 先生 は その 正則の 方 を やった の だ。 後に 法學 博士に なった 赛木 一郎、 g 友 社 文士の 川..^ wm、  ^ 

寶 新聞の 美術部 长 など をした 關 如來、 新 講談の 細 川風 ハ介 などが 同窓で あつたと いふ。 尤も 紬 川風 ハイね 

小舉 校で も 先生の 同窓で、 極く 親しい 仲間であった。 

中 舉校は 一年 餘 で退學 したので、 在 寧 中の 先生 は、 格训 頭角 を 出す までに はいかな 力った、 しし，^ 

た- 小舉校 時代 もさう だが、 中學 校で も、 數學 が頭拔 けて よく 出来た。 それ はいつ も滿點 であった 

そこ は 普通の 文學 者の 卵と 先生と 違 ふところ だ。 物 を 書く こと も、 小攀 時代から おじて ゐ たも.^. で 

小學 時代に は、 い たづら 好きな 先生 は、 よく 節用集な どから 妙な 文句 やむ づ かしい i^i^ など 覺 えて N 

て それ を 文章に 織 h- 込んで 敎 師を惱 ました もの だ。 义 教師が 文 は簡を 貴ぶ と敎 へろ と、 その 次に はわ 

ざ と 一 行の 文章 を 書いて みせたり してから かった ので、 ヒ』々 敎師に 怒られた にもい ふ。 

中學 時代 こ， は： & 文の 先生 は、 村 上 珍 休と いふ 漢學 者で、 この 人に は 始終 赏 めら れ たもの だ" こ ひお 


上と いふ， 先生 は" 明治 初期の 漢文 學者 として は 一寸 高名な 人で、 文 築な ども 利 行され てるる。 小 HI 原 

の 人で、 從 つて 號を凾 峰と いった。 後に 金 澤の第 四 高等 學 校の 敎授 などに なった ので、 1 部に は 知つ 

てゐる 人が 多い。 

中 擧校を 退いた のがい つ 頃 か はっきりせ ぬが、 明治 十三 年頃の ことで ヾも あらう。 それから 暫くし 

て、 先生が 何處 かの 舉 校に 入りたい とお 父 様に 願った ところ、 そ- れで はとい ふので 築地 某英擧 校に 入 

舉 さして くれた. >  これ は 西洋人の 經營 で、 英語 專門 といって い、 學 校であった とい ふ。 先生 はこの 學 

校に も 一年ば かり 通舉 して ゐ たが、 持 前の 努力、 王 義で相 當の語 學カを 得た。 先生が 4.111 東洋 文化 研究 

の 必要 か， T 種々 な 英書 を悠々 讀 破して ゐ る土臺 は、 全く この 學 校に 一 年通舉 したお 蔭で あるら しい。 

先生の 勉强 もさる ことながら、 この 舉 校の 功德も 大した もの だと 思 はざる を 得ない。 それで. 私 はこの 

擧 校が 何 學校か はっきり 知りたい と 思 ひつ、 未だに それなり にして ゐ るが、 あの 頃の こと だし、 西洋 

人の 學 校と いふの だから、 さう 澤山 ある わけで はない。 いづれ はっきり 突き 留める ことが 出來 ると 思 

つて ゐる。 

此の 英學校 通舉が 恐らく 明 沿 十四 五 年へ かけての ことで あらう。 さう して この 英學校 を 退かぬ 中に 

先生 は 一方 菊 池 松 軒先 生の 夜學 塾へ 通 ひ 始めた。 英學校 を 退く と 其に、 晝 間の 勉强所 は、 何々 學 校で 

はなしに 湯 島の 圖 書 館と 代った の だ。 
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七、 菊 池 塾の 思 ひ 出 

菊 池 松 軒先 生 は幕 入 V とい ふ。 名 は I、 字 は 千里、 佐 藤 一 齋の 門下で、 安井 息 軒 .安積 き U 

存 f. などと 友達で、 朱 子舉の 尊奉 者だった。 その 塾 は 神 £ めがね 橋 近くに あつたの 仁 力 fel^ 

自身 は その 頃 司 着 囑託か m 仕 かで、 需は 役所に 出て ゐ たので、 これ は si であった。 

ふわけ で S に蠻の 月謝で 生計 を 立で ゐ るので はない、 いは， ふ 意 的に 松 軒先 眚 身の 樂 しみと い 

つた 風 二 問いて ゐる 古風な 塾であった から、 月謝な ども 廉 いものであった。 又 それだけに 可成り I 

が とい ふこ さ。 此の 塾に ついては 先生 はなが ぃ糧的 i をして ゐる。 

(1) 私の 蒙し £ など も 鐘り 其の 直の，、 特 Li 先生 は 別-」 牧人 I が 有って えお 

に 生活して 行かる、 仁であった ものです から、 猶更 寬大 極まった ものでした。 紹 S に述れ てれつ 

て 貰って、 些少の 束修、 寶 でも 器物で も を 献納して、 そして 叩頭して 御 願 ひ 巾せば、 l^n 

から 生徒に なれた 譯で、 例の 世話 燒 をして 吳れる 謹が 宿所 姓名 を 登 門が. -へ 記入す る。 それで 入 

は^んだ 譯 なのです。  、 — -ま I つ 

銘々 勝手な 書 を 讀んで 行て 勝手な 質問 をす る。 それが 唯一の 勉强 法な のでした 力 u-^t^ir 


んで 好い 力 分らない とい ふ 向が ある。 すると、 正直に 先生に 其の 旨 をい つて 御 尋ねす る。 それなら 

何々 を 讀んだ ら宜 敷から うと、 舉カ 相應に 書物 を 指定して 下さる といった やうな 事で 誰し も 勉強し 

たもので す。 (下略) 

さう いふ 譯で銘 々勝手な 本 を 書み ますから、 先生 は隨 分うる さいので すが、 其の 代. り銘々 が 自家 

でもって 十分に 苦しんで 讀ん で、 字が 分らなければ 字引 を 引き、 意味が 取れなければ 再三 思考す る 

とい ふやう に勉？ JJ した 揚句に、 いよ- (- 分らない とい ふところ だけ を 先生の 前に 持 出して 聞く ので 

すから、 一人が 先生の 何分 ii を も 費す のではありません。 よくぐ 勉强の 男で も 十分 問 も 先生 を 煩 

はすと 云 ふの は 無い 位でした。 (下略) 

それで、 『誰某 は 偉い 奴で、 史 記の 列 傳丈を 百日 間で ス ッ カリ 讀み 明らめた。』 とい ふやうな 噂が 塾 

の 中に 立つ と 『ナ 一一 乃公なら 五十 日で 隅から隅まで 讀んで 見せる』 なん ぞ とい ふ英 物が 出て 來る、 

『乃公 はそんなら 本 紀列傳 を 併せて 一 ト 月に 研究し 盡 すぞ』 とい ふ 豪傑が 現 はれる。 そんな 工合で 

互に 澱み 合 ふので、 ナマケ ル奴は 勝手に ナマケ て 居る ので いつまでも 上逹 せぬ 4^ り、 勉强 する もの 

はグ ングン 上達して、 公平に 評すれば 畸形 的に 發逹 すると 云っても 宜 いが、 鬼に 角發 達して 行く 速 

度 は 中々 に强 いものであった のです。 

併し 自修ば かりで は 一 人 合 點で濟 まして 居て 大 間遠 ひ をして 居る 事が ある ものです から- そこで 
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i と、 ふ 事が 行 はれる。 それ I 曰 輪講 S 雷變？ ー需 nz にき 舊の f 籠す る さ. パゃ 

U なって f のです。 fn  H  H  H 

ぉリ し、 <f 曰に は"、 土曜に は 何とい ふやう になって 居る ので、 きも 2 は學 力の 低い i のぞ 

む.. つかしい もの I 力の 霊して， もの、 ため、 とい ふ i まです。 これで I に 各自. -カ 

よした する、 醒 つて 居る と 他の ものが 突 込む、 論 f する、 先生が S する、 1?^ 

仁 方 は I を需に 記される とい ふ譯 なのです。 (下略〕 此の 外に 设 文と いふ f する。 "れは 

した 漢文 を 原形に？ る 0 で、 ノ 1 ミス テ， -ク S が 襲 を 得る。 闘 文 S がー.^ に 一 f 一一 チ 

る、 先生の 囊 がー m  二度 ある、 先づ そんな もので、 S 他 何たる |は無 かつた のです。 f 

くしの 知って f 私塾 は先づ そんな ものでした。 で、 肉 宅 練修 として は銘々 I の 好む ところの.. 

？詩 I 寫 し；.^ 4 萃し； -り si し.^ りお も S で、 霞 麓 水 君と， ョ」 くしと は.^ に 相 まて.. - 

子の 全文 を寫 した 事な ど は 記憶して 居ます  ； 

これで 菊池 塾の 敎育 とい ふ ものが 何う いふ ものである か，、 大抵 分る- 先生の n 叫 性な 5- 

菊 池 敏にゐ る 足 かけ 二 年の 間に 大分 底光りの した も 0 になった。  、.兒 で 

11、 名 は 金 太郞、 氏 も 亦 露 伴 先生に 少し 遞れて 明治 I に 名乘ゥ 出た 一文 i」 あ.^ り" 

も 名 S し；」 V 殊に 紀行文の 名家と して f された ものである。 I 氏 は、 こ ぃ菊| 時代に？ 


る 先生の 親友の 一人であった。 

その 遲塚 氏との 間に 面白い 話が ある。 

先生が いっか 芝の 兄 君 郡 司 氏の 宅に ゐる頃 (十六 位だった とい ふ ) 、丁度 遲塚氏 も 芝に 移つ て ゐ P の. 

で、 よく 二人で 種々 な 事 をして 遊んだ。 そのうちに 二人で 相談して、 新聞紙 を 張り 固めた 大砲 を 造. り- 

火藥を 調合して、 それ を 芝 浦の 濱に 持ち出して 試射して 見た、 初め 導火線 をつ ける のに 困った が、 つ 

ひに， ラ 形の 導 火 機 を 工夫して 見事 導 火に 成功した ので、 二人 は大 得意であった。 二人 は、 これが 巧く 

いったら 小鳥で も 取る に 使 はう とい ふつ もりだった。 ところが.、 先生が、 兄 君の 宅の 二階で 火 藥を調 

合して ゐる とき、 何 かの はづ みで それが 爆發 し、 恐ろしい 音と 共に 煙が どっと 出た。 幸 ひ 怪我 はしな， 

かった もの、、 これで 兄 君に 大砲 一件が 知れて、 大目玉と なり、 それき り 取り止め になった とい ふ。 

八、 圖窨 館、 そのほか 

若し 淡 島 寒月の 記事が 誤りがない ものと せば、 露 伴 先生の 圖書館 通 ひ は、 明治 十三 年、 先生が 十四. 

の 時 あたりから 始まった ことになる。 今圖書 館と いふと、 すぐ 上野と か 日 比 谷 を 聯想す るが その 頃の 

は逮 ふので、 上野 圖書 館の 前身と もい ふべき ものが、 只今の 湯 島 聖堂の あたりに あり、 俗に 聖堂の 圖： 
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，と， i れてゐ た。 こ S 蓄に、 明治 十三 年頃から 通 ひ 初めた とい ふわけ である。 露 は閱 i 

は二綫 とかで、 閲覽 者に は 必要に 應 じて、 鈴 管 貸し 紙 を くれたり した もの だ。 形 は 蒙なかった 力 

へ 「よりも やっと 圖 書 館ら しい 11 書 館であった。  ， 

先生が 者に 藝館 の 味 を 知った の は、 例の 築地の 英語 學校 零め てから だが， に 何とい つ £ 

まって 研究 的に 讀ん だので はない。 仁 > もう 請みたい 讀 みたい の 一念に 任せて、 何でも んだ 

ものに。 .？傳記. 戯作. I. 俳諧、 あらん 限 f ，の 書物 S 獵 した。 その 頃 毎 曰 先生と 顏を會 は 

す や， S の圖 者が あつたが、 この 人 は 又 先生あって 毎日 同じ 本 を 借りて それ 塞して ゐる 1 そ 

れ I 石 十 種と いふ i5i。 こ S 卽ち淡 S 月 居士で、 管 f 富す とこ まら、 二人 ぼに 

息 親密な 交際が 成り立った。 脊 居士 は  一 i 霊で もあった から、 ela 

尙 ほ菊地塾 では、 靈が If 老先 生であった ので 籠して きかせる もの は藝か 硬い もの， はか 

りで、 老子 .莊子 など を 公然と 讀ん でも 叱られる 位ゐ であつ 仁から、 支那の 俗轰、 m 

の 頃な ど は 勿論 敎 へる どころ ではなかった。 然し 塾に は その 種の 本も少 くなかった ので、 こっそり そ 

れを ひねくり 廻して ゐる うちに いっとな く 俗文 學も讀 める やうに なった。 

それから 先生から 叱られる 挈. 莊 子の 書 も、 この頃 露伴 先生の 籠弯 あった。 照 水 氏と 精し. 


て莊 子の 全文 を寫 したと いふので も、 その 熱愛の 度が 知れる が、 この 老莊は 今でもお 嫌 ひで はな いら 

しい。 

明治 十四 五 年 は 先生が 十五 六の ころ だが、 丁度 この頃 (卽も 菊 地 Si にゐる ころ) 四方に 演說 <131*講 

話會の やうな ものが 犬に 流行した。 原因 は、 世人 啓蒙の 必要、 時人の 知識 愁の 要求から 出て ゐ るの だ 

が、 先生 もよ く かう いふ 講話 會を 聞いた ものだった とい ふ。 その 中で、 佛敎 家中の 新 思想家と もい ふ 

べき 連中が、 和敬會 とい ふの を 紐 織して、 盛んに 佛敎 思想 普及の 爲 めに 奮闘して ゐた。 先生 は、 初め 

この 述 中の 說く ところが 老莊の 思想に 似た ところが あるのに 興味 を 感じて、 いつも 面白く 聽 いて ゐた 

が、 そのうちに 自分で 佛經佛 典 を讀ん でみたい とい ふ 程 關心を もち 始め、 ぼつぼつ 手 を 延ばした。 先 

生の 文 舉 と 密接な 關 係が あろ 佛敎 ロハ-想、 佛 敎文學 との 交涉が 早く この 時から 開けた こと は、 十分 注意 

を耍 する 點だ。 (先生の 精祌を この 方面に 傾かし めた 一 因と して は、 前述の 如き 家庭に 於け る 崇佛の {4i 

氣、 幼時の 習慣 等 もあった に 遠 ひない。) 

九、 電信 修技校 

十七のと き、 又も 菊 池 塾 を 止めて、 今度 は i 之の 汐留 にあった 電信 修技 校と いふのに 入った。 これ は 
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疆言 省で 電信 技術者 養成の ため 新に 設けた 官費 學 校であった。 

幸 I の 近くに、 これ も薦 下の 士で (可成り 大身であった が〕 隱 f いふ 人が ゐち この 人 は 

？ いふ 動機から か 又は 誰に 聞かされ たもの か、 これからの 人間 は學 問な どで は 普 だ、 

でない といけ ない、 手に 職 を もつ のが 5 だとい ふ I を ns やう £i つた。 餘程 霧の 大 i に 

き： ものであった らうが、 それに は、 舉問 をしても、 霞 出身者で はまの 目的がない とい ふこと 

も ぁクち 先生の 父君 は大 にこの 霞 氏の 霧に 感動して、 露 作 先生に も需を 正め させ、 何が I 

霞 か 職人 かに 仕立てよ i した。 ^mo^l  ISIn 

、ふ 意 もで は、 いくら 賴ん. だと ころが 何うな る もので もない。 そこで. 一人でつ くぐ グ J へた メ や^ 

を 取 柄に この I に人學 したの だ。 何もかも あきらめて、 先つ 手 取 早く ai 生活に 入らう とい ふ 決. - 

Is 程が 一年、 それから |練習 がー sit 續く。 それて 十七 年に If 卒業した が、 1 

人. キ まで 轰の 中央 局で 霧 を 執られち この 二 S は 好き If あまり 出來 な么- たらつ i 

II が 終って、 判任官の 擎 として 月給 きをず、 I  slui 

る ことにな つた。 


一 〇、 北海道 時代 

此の頃の 北海道 は、 よく 云へば 淸 新の 天地で あり、 露骨に 云へば 新開地の 金儲氣 分の 充満した 个. 地 

で、 到る ところ 活氣が 溢れて ゐた。 例へば. 余 市に 警察が 出 來て署 開き を やった。 ところが 署長 は醉 

つた 揚句、 土地の 有力者と 喧嘩して、 有力者 をした、 か擲 りつけ た。 さう して 翌曰辭 職して 早速 li 問 

屋 となった とい ふ 話し もあった。 

然し 何しろ 僻地の 余 市の ことで あるから、 土人の 無敎 養の 點 ではお 話しに ならなかった。 先^の^ 

相手に た， る 人間 は 全然ない、 學問讀 書の 益 を 分け合 ふやうな 人 は 一人 もない、 況んゃ 上に 立って 指導 

を與ベ る やうな 人に 於いて を や だ。 從 つて 先生 は、 「孤影 ネ然 朋友 も 無く 交際 もせ まく 談話 を 交換し 知 

識ゃ 感情 を やりとり する 者 もな くさびし く」 暮し たもので ある。 この間 先生の 心 を 慰め だの はた ヾ書 

物 だけだった。 

電信局 は、 局長と 先生と 二人、 事務 は 閑散であった ので、 先生 は 出來る 限り 多くの 時間 を讀 書に 向 

けた。 先生 は、 田舍 のこと だから 本 もなから うと、 出かけて 來る とき 行李に 一 杯の 漢籍 (經書 子 類な 

ど) を 仕入れて 來 たが、 毎日 毎日 讀書 を續 けたので、 いくら も經 たぬ うちに 持って 來た本 は讀ん でし 
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まった。 勿. i 人から も 借りて 讀ん だが、 狭い 土地 だから それ もす ぐ 無くなつ てし まふ。 すると、 . ^の 

土地に 禪宗の 寺が あって、 その 坊さんが、 先生の 讀臀 好きな のを閬 いて、 それで はチト これで もお， は 

みなさい と、 佛書. 佛經 を澤山 貸して くれた (これ は 曝 話 だが)。 丁度 讀む ものがなくて 困って ゐたカ 

生 は、 これ は 有難い とば かり、 その 佛書 • 佛經を 片端から 讀 破した。 他日 漢文 學. 佛敎 文舉の 大家と 

して 卓然 立った 土 臺は、 この 北海道 時代に 養 はれた ものであった。 

かう いふと 先生 は 仕事 も 何も 放って 肉 分の 樂 みにば かり 耽って ゐ たやう に 見える が、 -0.,  ^ 

の 人と 親んで、 いろいろ 農 拼の事 や 養 霊な どに ついて 氣づ いた こと を 話して やった. "したと ぃノ ケ" 

しながら、 若い 先生の 心に は 色々 な 意味で 不平が あった。 こんな E 舍 にいつ まで ゐ なくて はならぬ の 

だ。 ^く 鬼 京へ 屍りたい、 炭っても つと 舉問 修業が したい。 何とい つても、 血氣 の. 顷だ、 ^も 少し は 

覺 えた、 不平が 嵩 じて If 生活 もした。 だが、 なかく 歸 しても くれや I もして くれぬ。 ！ 

願 ひ を 出しても 許されない。 そこ は 官費 修業の つら さ だ。 この 時 先生に 同情し にの は、 尸^の奶^^.^ 

とい ふ 人で ある。 先生 はこの 人に 歸 京の 決心 を 打ち明け、 書籍 を 典 じて 旅^の 調達 をした ノ さう して 

斷然 職務 を拋攤 して 歸京 してし まつた。 丁度 明治 二十 年 八 n のこと だ U この 時の 紀， 仃を 「突！.，.^, ィ」 

とい ふ、 し 

身 こ. H 疾 あり、 .^-i あり、 惡因緣 は逐. ども 去らす、 朱 米に 樂 しき 到 や S 點の 認めら る、 たく 


目ぶ g に 痛き 刺激物 あり、 ^あれ ど錢 なく、 望み あれ ども 緣 遠し、 よし 突貫して 此 逆境 を 出で むと 火 

したり、 五六 枚の 衣を賫 り、 一行 李の 書 を 典し、 我 を 愛する 人々 にの み 別 を つげて 忽然 出發 す、 時 

まさに 明治- 一十 年 八月 一 一十 五日 午前 九 時な り 云々 

それが 「突貫 紀行」 の 胃 頭で あるが、 當 時の 露 伴 先生の 暗い 心境が そこに はっきり 出て ゐる。 先生 

は小撙 から 船で 71 館に 着き、 こ、 で 職務 抛棄の 後始末 をして さて 靑 森に 渡り、 それから 陸路 を靑 森. 

盛 岡. 仙臺. 郡 山まで 步み、 郡 山から 汽車で 東京に 歸 つた。 二 本 松から 郡 山までの 途中 は 徹夜して：^ 

いたが、 疲勞 困憊の 極、 時 々自暴自棄 的に 野末に 身 を 投げ出して 休んだ。 11 

里 遠し いざ 露と 寢ん草 まくら 

とい ふの は、 この 時の 賞 感を咏 じた もの だ。 露 伴の 號 はこの 句 を 出 所と して ゐる。 露 伴、 つゆと も、 

は- S ち この 「露と 寢ん」 から 出て ゐ るの だ。 

先生が 明治 新 文學の 曙光に 觸れ たの は、 この 北海道 時代であった。 こ、 で 露 伴 先生 は 『小^ 冲髓』 

を讀 み、 『佳人 之 奇遇』 を讀 み、 その他 明治 文學の 先驅的 著作 數 四に 接した。 さう して 東京 を 中心に 新 

しい 文學が 活廢に 起り つ、 ある こと、 新しい 作家が 次から 次へ と 勇ましく スタ ー トを 切る ことに 氣づ 

r  二  0 

『小說 神髓』 の 出た の は、 先生が 北海道に 赴任した 十八 年で あるが、 それの 出る前、 同じ年 二月 美妙 
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S 一派の 委 社が 形成され、 五月から 籠の 8雜誌 「霞 多 文庫」 が 8 されで あつや 

恐らく まだ 先生の 氣づ かぬ ところで あったらう 

1 一、 文學の 道へ 

先生が 匕 遺から 歸 つて 來 さは、 何とかお 父 f 願つ V* 校 生活に 屍しても らふ か、 

先生 力 TT が蹭カ fc--  ^  . ゥ^1,らっ ：。 ご；ソ、 宫を菜て 、無 

も 今少し II して 一 かどの 者に なりたい とい ふやう I 持ち- らてぁ 。ァ 一 

斷 で歸 京した とい まが あるので、 お i の 御機嫌が い、 わけはなかった さう して -1 

ぶで、 時成延 氏が やって ゐた紙 店の 店番 をい ひつ けられた。  ：、 -,, 

。色々 な ものに、 當 時幸| では ひどく きて II いて 生計 I へ.^ やうに 書いて ある 力。 パ 

i まので、 再び 云 ふが、 微祿 したと はいっても、 何も 生計に 差 支へ ると いまでは へ： 

i 店は實 I 氏の 理養 現の ために 經營 された ものな の だ。 l^^t^HH 

き 込まれ 5 成した こと は 前に 述べた が、 .sligT^^I^^M^^ 

かって ゐ猛村 正久師 の說 敎に 頗る 感心して ゐ た。 そこで 樯村師 が、 キリスト 欽の 、 

音と 遊食の 罪 惡を說 くと、 成 延氏 はすつ かり それに 共嗚 した。 nifLl 


を 借り、 そこ を 通 ひ 店に して この 紙 店 を 始めた ので ある。 さう して 自分 は. nn 宅から 通勤して 働く、 

曜日に は 休んで 敎會に 行く、 店の もうけ はすつ かり 敎會の 費用に さし 出す とい ふ 有様であった。 

先生 は こ の 紙 店 の 番頭 殺に された の だ。 

お 父 様が さう いふ 態度であった ので、 一家の 人達 も、 先生に 公然 同情す る こと： ^出来なかった もの 

か、 折角 突貫して 逆境 を拔 けた 先生 は- 日ハ 母に 別の 逆境に 沈みつ、 あつたかに 見えた。 先生の 不 4il.=. 

に 一家 は 猛烈な キリスト 信者に なった が、 先生 は 聞き入れない。 あべこべに、 屑屋に 拂 下げられよう 

とした 摩利支天 像 を、 勿體 ないから と 請 ひ 受けて 自室に 安置して 朝夕 禮拜 する。 これと いふ 事 もせす 

暇が あれば 本を讀 む。 折角 月給と りと して 好い スタ， I トを 切った のに、 我から それ を棄 て,. 來 る.,^ い 

ふ 困った 奴 だと 思 はれたら しい。 { 豕內 では、 先生の こと を 「偶像」 とや、 冷笑の やうな 名で よんだ も 

のであった とい ふ。 摩利支天 1 件からの こと だ。 先生 自身、 この ころ を 11 

面白く 無くて、 面白くなくて 癎 瘤が 起って 癇癡が 起って、 何とも 彼と も 仕方の無い、 腹に 不平の： 

り 絶 ゆる 間 無く、 渦卷 ける 

頃 だとい つて ゐ るが、 全く 同情に 堪 へない。 たヾ すぐ 下の 妹さん (延 子) は 先生の 心事に 深い 理解 を 

もち、 時々 小 使な ど を 貢いだ とい ふ (もう 音樂舉 校の 助手 か 何 かで あつたの だら う。) 

先生が 店 稀 をして ゐ ると、 淡 島 寒月 を 始め、 友人の 誰彼が、 や、 ぉ歸 りなさい とい ふわけ で、 入り 

若き tn の 幸 田 露 伴  三 七三 


0  三 七 IB 

り やって 來る。 雷 はすんで 好きな 豪の 方の ことになる。 さう すると、 S ひの 客の ことな ども 

，つ 忘れて しま ふ。 一人で 居る 時は寵 みで 夢中 だ、 矢張り 客の ことな ど考 へて ゐ ない。 先生 は S と 

して 、 n2T  r\  ：  .s 番 e あつ たらしい。 

i.f は 名 を霞郞 といって、 江戸の 人 マ それ 自身の 豪 的 才能 は 何 S の もので あつたか、 

それ は 分からぬ が、 先生 や 紅 fsll へた 點で、 いつ あ 治 豪の 恩人 視 される ゾす . 

奮 さう に 違 ひない。 人 的に も 極めて 面白い 人であった。 先生 は、 青と II ひで 知义 ン.. ' 

の だが、 歸京後 は 一睡 親密な 交際 をした。 先生が 紅葉 を 始め、 砥友 社の 連中と 知り合つ にの も オ.^ 

を 介して V- あった。 

晋が 先生に 西 f のま、 半ば 無理押し つけに 押しつけて 讀 ましたの も、 この S 時代の ことて あ 

つたら う。 脊 から 西 鶴 本 を 押しつけられて、 f てお つて 先生 は、 管 S 持って 返しに 米す さ 

うして (寒月の f かりる と) T いやと 八に 色 ぼい 本 だ、 こんな もの を讀 むと i に 叱られる が 落 だ」 

きい 額 をした。 これ ま の 裏 紙 や、 こんにゃく 本 や、 さう ま 類の I 戯作 は S 出に 謹し 

た 先生 I つたが、 然し 西鹤 の、 あの ェグ 味の tH  口 チシズ ムには 一寸 參っ たもの らしい 

然し 臂 はそんな 事で 往生す る やうな 先生ではなかった J それで 尙ほ S を むりやりに 贷 しつけて 

やって、 たうとう 或る 程度まで 先生 を 西 鶴宗の 信者に してし まつ 仁。 


紅葉の 場合に も 同じで あつたと いふ 

ニー、 處女作 『風流 禪 天魔』 

先生 は 店番 をしたり、 寫字ゃ 文章の 代作 をして 小 遣錢を 稼いだり する 一方、 あ ひ 間 あ ひ 問.^ 見て 小 

說の筆 をと り 始めた。 勿論 これと いふ 大 抱負が あっての ことで はなく、 叉大 文豪 を 目 ざしての わざく 

れ でもない。 一 つ は、 さう いふ もので も 書いて ゐな いと、 氣を 紛らす ことが 出来なかった。 又 一 つ は 

過去 十 問に 先生の 頭腦の 中に 蓄 へられた 文學 的遣產 から 自然にし み 出て 來 たもの だと も 雷へ る。 當 

時の 小說 界に對 する 輕ぃ 不滿、 おれなら かう いふ 趣向の もの を かう 書きたい とい ふ氣 持ち も 多分に あ 

つての ことで は ある。 あれ 位の 技倆で さう 有名に なれる ものなら、 自分に も出來 さう だとい ふ自； も 

あった。 きうい ふ 色々 な氣 持ちが 一緒にな つて 先生 を 動かし、 いっと はなく、 小 說の筆 を 執らせた の 

であった。 

先生の 處女作 は從來 『露 圑々』 だとな つて ゐる。 それで、 また 大體は 間違 ひで はない の だが、 然し 

やかましく いふと、 『露 圑々』 ではない、 『風流 禪 天魔』 とい ふの が 眞の處 女 作 だ。 た マ これ は 公刊され ■ 

やに 終った ので、 最初に 公刊され た 「露 圑々』 が處女 作と なって ゐる。 
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ili は 明治 二十 一 年に 成った もので、 いは 二 篇の雜 で、 先生と して は 小 I ベで あつ 

厂 3 本の 濃なる I 讀 したる 折の 事と て、 た兰 ーーー友 人 問に 一笑 を 博さん が爲 め、 Is 

^おし、 nf 荐 人情に 遠き it し 實際を I して、 描きた るに f す 

右 は 胡 細て せる 祈 下貼と なし たれ， 逢崎、 淡 島兩 氏の 外き る 人 無 L 

先生 は：： の 妻 作に ついて かう 語って ゐる。 紅葉が 淡 雇 月の 許で 先生の このま 讀ん？ のま. 

こ せいじ、 塞 月 を 介して 交り を 求め 仁ので あると も傳 はって ゐる。  き 1 一 

"；；：大魔」 は以 h の 如く、 龍 本の 形式 をと つた 戲作 だが、 一 i から 成り、 二風變 つた I もの 力」 

J で t に 出か，！ いふの が發 端で、 卽！ 一. - 第一 舊 現代の 雷で 、「け々 の^ 

いま、 ii の 一人 i 謹 地の舊の こと I まろ (き luul^ 

聞が 取 入れて ある/ 璧 I、 わざと 江戶 時代に して、 「とろば I のけむ り」 とモ f 

つて、 女郎屋で 坐禪 する 男の こと を 誓い 一」 もので t と V-  '^as:. 

その 次に 書き かけた の は、 暴の I 兵衞 めく 一種の 寓意 小輕 が、 これ.. き 成て ぎつ す 


一 三 T 露 園々』 出づ  . 

その 次に 成った のが T 露 圑々』 である。 これ は 可成り の長篇 であり 而 かも 二十 一年の 冬 以前：^ 稿 

した ものら しいから、 或は 一番 最初に 考案し 乃至 着手した も^か も 知れない。 その 意味で これ を處女 

作と 考へ るの はさう 見當違 ひで ない、 が 然し 明證 がない 限り 脫 稿の 順序に よった 方が 正しから う。 た 

だ 世間 的に いへば. 『露 圑々』 が 先生の 處女 作た る こと は、 勿論 だ。 

『露 團々』 の 刊行に ついては 寒月 も關 係が あるので、 その 直話と いふ もの を 揭げる ことにしよう。 

「露 伴 君の 處女 作の 『露 圑々』 について は而 白い 話が ある。 鬼に 角 先生 は此 作に は 三年 間の 苦心 を 

耍 したの だから 自分で も 傑作の 積り で 居た。 得意の 作 なれば 世に も 示したかった のでせ う。 喫の 所 

-來 て實は 斯う 云 ふ ものが 出來 ましたが、 何う でせ うと 云 ふので、 讀 めば 中々 而白 いから、 君 一 つ 

出版 させて 見て は 何う だ、 と氣を 引く と、 先生 直ぐに 快諾して、 ェ 、私 も其氣 なのです、 何卒 依田 

さんに 紹介して いただいて 一 閲を 乞うて 出版したい、 あ、 容易 ことよし.，. \ と 言って 手紙 を かいて 

やりました。 それから 依田 君の 家 を 訪れて ー閲を 乞うた さう です、 ところがです、 ところが； 田 君 

は 寒！^ さん も 面白い と言うて る 位 だから 面白く 出來 てるに は 遠 ひないで せう、 直ぐ 本屋 へ 御 持ち 
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二な つてまい でせ うと 何氣 なく 言って 折角の 得意の 作 を 手に も 取られなかった ので、 露 件？ -侠 

ま 羊琅を か、 げ 狗肉 を寶る 者ではありません」 と實 つた さう だ、 「それで は」 と 云って . ^い ヌ，. - 

f 角 も S しませう かきいて つて 見て 下さいと 挨拶して 露 伴 君を歸 して、 さて 其 後 S に t 

： 手紙 まこれ，， す、 小生の 一 してよ しとき る もの If  f ものであった などと あります。 

いうして 依 翁の II、 友人の I で g 豪物の 出版社と して は 第一流の 集 堂に ヌっ 

て もらつ；， ハ翌 二十 二：^  二月の 「都の 花」 から 謹、 後に 释本。 その 時の i は i であった と 力 

I 堂の 使 ひが 「露 伴 先生 はおいで ど と 尋ねて 來て、 家人 を 驚かし 仁と か、 色. < 傅 I く f な 

つて ゐ るが、 それ 等 は何處 まで 信じて い、 もの か 分からぬ ので、 一々 は舉げ ない。 

『露 5』 の賫 れ にの は 二十 一年 の暮 の 大晦 曰であった こと 、その 金で 友人と 11 み、 殘金 

ミ T  ,i  、ナ、 lu^fl 二ら 反也ガ 二.^ て  一 して 歸 つて 來 たの は^, ば だ" 

を- 爽中 にして その ま、 旅行に：！^ 力け 中^; d 力ら お. ナソ， ，.1 し - jT^  .. 

-p.. ヒ lin  、  "。  JK- -、  J^.^l!I!^r 望で 辱 t: オ^ を^って、 傑作 n 旅ば^』 を ま 口，^ 

此の 時の 紀行 を 『醉興 記』 とい ふ 旅 rf- ネぬ尸 佇お て，.^ す.^ -ォ を，^  Z  I 

『風^ 弗』 は 先生の 出世作であって、 それと 共に 先生の 文壇 的 位地が 定まつ" の だ 

I がかって 爾 (亂 籠 さ で讓 新聞に 書いた 「I 水 I」 とい ふ ものが ある、 「水，.」 t 

擬 して 豪奠 のぬ 來を 書い な 2」 が、 極めて 面白 V の V。  .sf  li^^l 

を 數節拔 いてお 目に かけよう。  • 


んで 好い か 分らない とい ふ 向が ある。 すると、 F: 直に 先生に 其の 旨 をい つて 御 尋ねす る。 それなら 

何々 を讀ん だら {且 敷から うと、 學カ 相應に 書物 を 指定して 下さる といった やうな 事で 誰し も 勉強し 

たもので す。 (下略) 

さう いふ 譯で銘 々勝手な 本 を 書み ますから、 先生 は隨 分うる さいので すが、 其の 代. り銘々 が 自家 

でもって 十分に 苦しんで 讀ん で、 字が 分らなければ 字引 を 引き、 意味が 取れなければ： 冉三 思考す る 

とい ふやう に勉强 した 揚句に、 いよ./ \ 分らない とい ふところ だけ を 先生の 前に 持 出して 聞く ので 

すから、 一人が 先生の 何分 間 を も 費す のではありません。 よく 勉强の 男で も 十分 問 も 先生 を 煩 

はすと 云 ふの は 無い 位でした。 (下略) 

それで、 『誰某 は 偉い 奴で、 史 記の 列 傳丈を 百 曰 間で ス ッ カリ 讀み 明らめた。』 とい ふやうな 障が 塾 

の 中に 立つ と 『ナ 一一 乃公なら 五十 日で 隅から隅まで 請んで 見せる』 なん ぞ とい ふ英 物が 出て 來る、 

『乃公 はそんなら 本 紀列傳 を 併せて 一 ト 月に 研究し 盡 すぞ』 とい ふ 豪傑が 現 はれる。 そんな 工合で 

互に 勵み合 ふので、 ナマケ ル奴は 勝手に ナマケ て 居る ので いつまでも 上達せ ぬ 代り、 勉强 する もの 

はグ ングン 上達して、 公平に 評すれば 畸形 的に 發 達する と 云っても 宜 いが、 鬼に 角發 達して 行く 速 

度 は 中々 に强 いものであった のです。 

併し 自修ば かりで は 一 人 合 點で濟 まして 居て 大 間遠 ひ をして 居る 事が ある ものです から、 そこで 
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I とい ふま 行 はれる。 minun^^ 

...ill  11 11  ^d^H 

^.n. 令お 曰- -は 何、 土 g に は 何とい ふ？ つに なって 居る ので 易，^ あは， の リ〕， ド 

f^-u  、の I 力の I してき もの、 ため、 とい-養 のです。 これで 顧哲？2. 力 

むつ 力し..， もの は §ブ び f  i 「}  ：  ,  -？. L 'つ、 un^^5 

マ i) さ 人 IP, 、  4m 卞を する、 先生 か する R -"， 

よれた 章 をます る、 i5 逮 つて 居る と 1 の も ひ カチ 込む "nr ズォ ^  。  - 1 

}  ：  、  、！ぷ 3 で r。  ？..^)此の外に復文とぃふ事をする これ は 評 I 

た 方 は 黑玉 を需に 記される とい まきて す (ア i  マ-二 ま i あ 

11 に！ で、 iflJ^UUHi 

る、 先生 I 義が i  二度 ある： 先づ そんな もので、 S 他 何たるお え fu;r」 ろ. パ文 

<iili! で、 I 修 として 尋 f  い L 

子の 全文 I し n 事な ど は 記憶して.^. ます。  t の 口 り、 まなり が 

これで I 塾の 敎 育と いふ ものが 何う いふ ものである 气、 ゾ f る f 

菊 t に ゐる足 かけ 二 年の Si に 大分 底光りの した ものに なつ ザ-  、- ；、 、., で 

讓繁、 名 は寵、 氏 も i 先 奮し 零 明 iiA 二 文 

sfl 殊に 紀行文の 名家と して まされた ものである。 I 氏 は この tf  — がけ 


る 先生の 親友の 一人であった。 

その 遲塚 氏との 間に 面白い 話が ある。  - 

先生が いっか 芝の 兄 君 郡 司 氏の 宅に ゐ る：^  (十六 位だった とい ふ〕、 丁度 遲塚氏 も 芝に 移って ゐ にの. 

で、 よく 二人で 種々 な 事 をして 遊んだ。 そのうちに 二人で 相談して、 新聞紙 を 張り 固めた 大砲 を 造り 

火藥を 調合して、 それ を 芝 浦の 濱に 持ち出して 試射して 見た、 初め 導火線 をつ ける のに 困った が、 つ 

ひに り 形の 導 火 機 を 工夫して 見事 導 火に 成功した ので、 二人 は大 得意であった。 二人 は、 これが tr く 

いったら 小鳥で も 取る に 使 はう とい ふつ もりだった。 ところが、 先生が、 兄 君の 宅の 二階で 火 藥を調 

合して ゐる とき、 何 かの はづ みで それが 爆發 し、 恐ろしい 音と 共に 煙が どっと 出た。 幸 ひ 怪我 はしな- 

かった もの、、  これで 兄 君に 大砲 一件が 知れて、 大目玉と なり、 それき り 取り止め になった とい ふ。 

八、 圜誊 館、 そのほか 

若し 淡 島 塞 月の 記事が 誤りがない ものと せば、 露 伴 先生の 圖書館 通 ひ は、 明治 十三 年、 先生が 十四. 

の 時 あたりから 始まった ことになる。 今阖書 館と いふと、 すぐ 上野と か 日 比 谷 を 聯想す るが その 頃の 

は逮 ふので、 上野 圖書 館の 前身と もい ふべき ものが、 只今の 湯 島 聖堂の あたりに あり、 俗に 聖堂の 岡 
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1 と れてゐ た。 この 藝 館に、 明治 十三 年頃から 通 ひ 初めた とい ふわけ である。 當時 は變料 

は ニ錢 とかで、 閱 i に は 必要に 應 じて、 纖を 貸し 紙を くれたり しずの だ。 形 I はなかった か 

ん 「よ h- もや つ と圆書 館ら し い 11 書 館で あつ た。 

先生が 本 き稱館 の 味 を 知った の は、 例の 築地の 英霞校 を やめてから だが、 別にが といって 練 

まって 硏究 的に 讀さ ので はない。 た I ぅ讀 みたい 讀み たいの 一念に 任せて、 fsi 

もの だ。 質. I. 戯作-狂歌. 俳諧、 あらん 限りの 書物 S 獵 した。 その 頃 毎 曰 先生と？ 富 

す や ，111 があった が、 

れ I 石 十 種と いふ 響 本 だ。 これ は卽 ち管臂 居士で、 毎 曰 顏を會 はすと ころから、 二人の 1  いに 

息 親 f まが 成り立った。 青 居士 は  一 I 書家で もあった から、 その 爲 めに 先生 は大 |复 

けた ものであった。  ， 

尙 ほ菊 地 塾で は、 醫が If 老 先生で あつたので 籠して きな V る もの は I お.^. ^。"力 

りで、 拳 .莊子 など を 公然と 讀ん でも 叱られる 位ゐ であった から、 支那の 俗文 學、 卽ち 小說ゃ f 

の 類な ど は I 敎 へる どころ ではなかった。 然し 塾に は その 窗本 も少 くなかった ので、 こっそり そ 

れを ひねくり 廻して ゐる うちに いっとな く 俗文 學も讀 める やうに なった。 

それから 先生から 叱られる 老子. 莊 子の 書 も、 この頃 露 伴 先生の 靈 書であった。 l^lu 


て莊 子の 全文 を寫 したと いふので も、 その 熱愛の 度が 知れる が、 この 老莊は 今でもお 嫌 ひで はな いら 

しい。 

明治 十四 五 年 は 先生が 十五 六の ころ だが、 丁度 この頃 (卽ち 菊 地 塾に ゐる ころ) 四方に 演說會 .講 

話會の やうな ものが 大に 流行した。 原因 は、 世人 啓蒙の 必要、 時人の 知識 愁の耍 求から 出て ゐ るの だ 

-カ、 先生 もよ く かう いふ 講話 會を 聞いた ものだった とい ふ。 その 中で、 佛敎 家中の 新 思想家と もい ふ 

べき 連中が、 和敬會 とい ふの を 組織して、 盛んに 佛敎 思想 普及の 爲 めに 奮闘して ゐた。 先生 は、 初め 

この 述 中の 說く ところが 老莊の 思想に 似た ところが あるのに 興味 を 感じて、 いつも 面白く 聽 いて るた 

が、 そのうちに 自分で 佛經佛 典 を讀ん でみたい とい ふ 程 關心を もち 始め、 ぼつぼつ 手 を 延ばした。 先 

生の 文舉と 密接な 關 係が ある 佛敎 思想、 佛 敎文學 との 交渉が 早く この 時から 開けた こと は、 十分 注意 

を耍 する 點だ。 (先生の 精神 を この 方面に 傾かし めた 一 因と して は、 前述の 如き 家庭に 於け る 佛の {4j 

氣、 幼時の 習 憤 等 もあった に 違 ひない。) 

九、 電信 修技校  ， 

十七のと き、 又も 菊 池 塾 を 止めて、 今度 は 芝の 汐留 にあった 電信 修技 校と いふのに 入った。 こ I は 
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入物 篇 

遞 lil 術藝 成の S 新 i け §霞校 まつた  • ；な ， えよ 

;L の f に、 これ i 下 i4f 大身で あつ §稻 霞と いふ 人き 

辞  1. ^：^^: こ I からの 人 は 寧 問な どで は駄 =1! だ、 何でもお^ 

何う いふ 動機から か 又は 誰に 閱 力また もの.^ こォ 力ら。 ノ :。_|斤ぅ|ゃ， 

でミ と、 けぶ、、 手に f もつ のが 5 だとい ふ t を ロ癎の やうに fl^f 

であったら うが、 それに は、 擧問 をしても、 霞 出身者で は 立身の= 的がない とし さと 

f 先進 II 画 lii して、 $n^u^^ 

霞！ I, とし if て i し P 

いふ 直で は、 いくら 賴ん だと ころが 何うな る もので もない。 そこて 一人て マ/^ グ r 人 

： 取 L この 靈人學 しき。 fa  if,!!k. 

それから 實菌習が 一年ば， i  く。 そ" i に ほ ^ を 

> し ：0  -  r\11u.u9!- ま 子き- C ふャ 負^ 1^ も あまり HIW*/ 。力 Z ナ. レ 

八 年まで 東京の 中央 局で 實務 慕ら れ. - i^fH  lin 

li が 終って、 判任官の 擎 として 月給 七， ず、 i  ifsr  f 

る ことにな つた。  ， 

先生よ、 ぼらす . こ  >  に： 止 かけ 一二 年、 十九から 一 一十 一 まで 過した。 


一 〇、 北海道 時代 

此の頃の 北海道 は、 よく 云へば 淸 新の 天地で あり、 露骨に 云へば 新開地の 金儲氣 分の 充滿 した 丄地 

で、 到る ところ 活氣が 溢れて ゐた。 例へば. 余 市に 警察が 出 來て署 開き を やった。 ところが 署長 は醉 

つた 揚句、 土地の 有力者と 喧嘩して、 有力者 をした、 か擲 りつけ た" さう して 翌日 辭 職して 早速 ii 問 

屋 となった とい ふ 話し もあった。 

然し 何しろ 僻地の 余 市の ことで あるから、 土人の 無敎 養の 點 ではお 話しに ならなかった。 先生の^ 

相手になる 人間 は 全然ない、 學問讀 書の 益 を 分け合 ふやうな 人 は 一人 もない、 況んゃ 上に 立って 指導 

を與へ る やうな 人に 於いて を や だ。 從 つて 先生 は T 孤影 孑然 朋友 も 無く 交際 もせ まく 談話 を 交換し 知 

識ゃ 感情 を やりとり する 者 もな くさびし く」 暮し たもので ある。 この間 先生の 心 を 慰め だの はた V- 害 

物 だけだった。 

電信局 は、 局長と 先生と 二人、 事務 は 閑散であった ので、 先生 は 出來る 限り 多くの 時間 を讀 書に 向 

けた。 先生 は、 田舍 のこと だから 本 もなから うと、 出かけて 來る とき 行李に 一 杯の 漢籍 (經書 子 類な 

ど) を 仕入れて 來 たが、 毎日 I 母日讀 書を繽 けたので、 いくら も經 たぬ うちに 持って 來た本 は讀ん でし 
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に 4^ 篇 

i  iin 狭い 七 地 まら それ もす.. 無くなつ てし まふ。 すると、 

土地に I の 寺が あって、 その 坊さんが、 先生の 藝 好きな の を 聞いて、 i^HU 

t さ I と、 佛： 11 てく-  ili^^^^uH 

： ,1.、，，， , 丄 n  、  ノ  二。 也 曰 、夂 P  • 例敎文 ィの. 1<., 力と I 

生 は、 これ は 有難い とば かり、 その 佛書 • 佛經を 片^ 力ら 一ま^す ^  一 

して 塞 立った 土臺 は、 この 北 g 時代に 霞れ 仁 ものであった。  , 一…、 ： 也 

かう いふと 先生 は 仕事 も 何も 放って，：. 分の 樂 みにば t 耽って ゐ たやう に f.-  一^  —い， 

の 人と 鋭んで、 いろいろ 農耕の 章 霊な どに ついて 氣づ いた こと S してやった りし 仁と y", 

, ,:5:、： 一.、  3 つ こ。 二ん ぷ n<^- ) いつまで ゐ なくて は；，、 L  ri- ひ 

し？ ふ パら、 若い 先生の 心に は. 々な 意味で 不十カ あっす こ/. -トせ iLS 

7  I  ]<!.->  V -、。 巧と、 つても、 血氣 の. だ、 滔もバ ノしは 

ご。 早く  _5-";： 小へ 屍りたい、 11^ つても つと 攀 修貧 力し すし f と 一  rf---〔  C 

覺 えた、 不平が 嵩 じて は亂 ti もした。 だが、 ff<lt<uur 

ひ を" しても， れ ない。 そこ は 官費 籠の つ I だ。 一.」 の 時 先生に 问 情した の は r.-ll 

M ふ 人で ある。 先生 はこの 人に I の 決心 を 打 も 明け、 書 ，典 じて Isf しち さう して 

：ノ-  ノ ク ：。 - ま- M ロニ 4-..^, 、4 の， 一と だ。 この 時の 紀， 0 を 「炎，.^^,ィ」ー 

斷然 職務 を拋撙 して^ 京して しまつた 「t^w^」.r<H';;c 1  一 

身に は疾 あり、 胸に 愁 あり、 靈緣 は逐- ども ft 朱 來に樂 しき 到 il め らる、 なく ノ 


目 商" に 痛き li^ 激物 あり、 慾 あれ ど錢 なく、 望み あれ ども 緣 遠し、 よし 突 貰して 此 逆境 を 出で むと 犬 

したり、 五六 枚の 衣を賣 り、 一行 李の 書 を 典し、 我 を 愛する 人々 にの み 別 を つげて 忽然 出發 す、 時 

まさに 明治 1 一十 年 八月 一 一十 五日 午前 九 時な り 云々 

それが 「突貫 紀行」 の 胃 頭で あるが、 常時の 露 伴 先生の 暗い 心境が そこに はっきり 出て ゐる。 先生 

は 小 樽から 船で 71 館に 着き、 こ、 で 職務 抛棄の 後始末 をして さて 靑 森に 渡り、 それから 陸路 を靑 森. 

盛 岡 • 仙 臺-郡 山まで 歩み、 郡 山から 汽車で 東京に 歸 つた。 二 本 松から 郡 山までの 途中 は 散 夜して 歩 

いたが、 疲勞 困憊の 極、 時々 自暴自棄 的に 野末に 身 を 投げ出して 休んだ。  

里 遠し いざ 露と 寢. <  草 まくら 

とい ふの は、 この 時の 赏感 を咏 じた もの だ。 露 伴の 號 はこの 句 を 出 所と して ゐる。 露 伴、 つゆと も、 

は， S ち この 「露と 寢ん」 から 出て ゐ るの だ。 

先生が 明治 新 文學の 曙光に 觸れ たの は、 この 北海道 時代であった。 こ、 で 露 伴 先生 は 『小說 神髓』 

を 讀み、 『佳人 之 奇遇』 を讀 み、 その他 明治 文學の 先驅的 著作 數 四に 接した。 さう して 東 古 小 を 中心に 新 

し い 文 舉が活 澄に 起り つ、 ある こ と、 新しい 作家が 次から 次 へ と 勇ましく ス タ ，i トを 切る こ と に氣づ 

、 ,  一 0 

『小說 神髓』 の 出た の は、 先生が 北海道に 赴任した 十八 年で あるが、 それの 出る前、 同じ年 二月 美妙 
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観 一派の m 友 社が 形成され、 五月から 籠の 雙雜誌 「葉 多轰」 Hi! 

恐らく ま. た 先生の 氣づ かぬ ところで あったらう。 

) 一、 文 學の道 へ 

先生が 北海 ま I て來 I、 何とかお 善 願つ iilr: は；： 

も 今少し 11 して 一 かど 營 I いとい ふ illi リ ^^  .0^ 

斷で歸 京し ない ふま あるので、 お i の 御 謹が い、 わけはなかった。 さう して rlr 

ぶで、 當 時成延 氏が やって ゐた紙 店の 店番 をい ひつけら れ广  ：、 ん 

U ものに、 當 書家では ひどく 浸」 ，開いて 生計を 支へ たやう に 書いて あ：：。 " 

i ふので、 纖 ふが、 SH II 支へ る ま lurfb,^ 

衹店は 寧ろ 成延 氏の 理養現 のために I された ものな の だ。 g^.^^i^uu^ 

) - ゥ4>-£ー0.<- よ- 广 J スト： ^二：^  〔、いし 時下 ク rxi^,^,/.^ 

き 込まれて 赘 成した こと は 前に 述べた 力、 この ころ 成延氏 はキ， 7  1:^^1:1^.^ 

かって ゐ猛村 正 久師の 說敎に 頗る 感心して ゐ た。 そこで 植村師 が、 キリスト 欽の キ^り U ら， 

音と 遊食 の 籠を說 くと、 成延氏 はすつ かり それに i した。 ipi0ff^.. 


を 借り、 そこ を 通 ひ 店に して この 紙 店 を 始めた ので ある。 さう して 自分 は 自宅から 通勤して 働く、  口 

曜日に は 休んで 敎會に 行く、 店の もうけ はす つかり 敎會の 費用に さし 出す とい ふ 有様であった。 

先生 はこの 紙 店の 番頭 役に された の だ。 

お 父 様が さう いふ 態度であった ので、 一 家の人 達 も、 先生に 公然 同情す る こと： i 出来なかった もの 

か、 折角 突 貰して 逆境 を拔 けた 先生 は、 日ハ 母に 別の 逆境に 沈みつ、 あつたかに 見えた。 先生の 不在 屮 

に 一家 は 猛烈な キリスト 信者に なった が、 先生 は 聞き入れない。 あべこべに、 屑屋に 拂 下げられよう 

とした 摩利支 天 像 を、 勿體 ないから と 請 ひ 受けて 自窒に 安置して 朝夕 禮拜. する。 これと いふ 事 もせす 

暇が あれば 本を讀 む。 折角 月給と りと して 好い スタ ！• トを 切った のに、 我から それ を棄 て、 來る とい 

ふ 困った 奴 だと 思 はれたら しい。 家内で は、 先生の こと を 「偶像」 とや、 冷笑の やうな 名で よんだ も 

のであった とい ふ。 摩利支天 一 件からの こと だ。 先生 自身、 この ころ を —— 

面白く 無くて、 面白くなくて 癎癡が 起って 癎 瘤が 起って、 何とも 彼と も 仕方の無い、 腹に 不平の 煙 

り絕 ゆる 間 無く 渦卷 ける 

頃 だとい つて ゐ るが、 全く 同情に 堪 へない。 たヾ すぐ 下の 妹さん (延 子) は 先生の 心事に 深い 理解 を 

もち、 時々 小 使な ど を 貢いだ とい ふ (もう 音樂學 校の 助手 か 何 かで あつたの だら う。) 

先生が 店番 をして ゐ ると、 淡 島 寒月 を 始め、 友人の 誰彼が、 や、 ぉ歸. 0. なさい とい ふわけ で、 入り 
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11 一七 s 

人物 篇 

代り やって 來る。 話が はすんで 好きな 豪の 方の ことになる。 さう すると、 S ひの 客の ことな ども 

，つ 忘れて しま ふ。 一人で 居る 時 は本讀 みで 夢中 だ、 矢張り 客の ことな ど考 へて ゐな" 先生 はリ f 

して 困った 店番であった らしい。 

炎 島 f は 名 を霞郞 といって、 江戸の 人." それ 自身の 豪 的 才能 は 何れ 程の もので あつたか 

それよ 分からぬ が、 先生 や 謹に ss を敎 へた 點で、 いつも 明 姿 學の雙 S される 人 だ \ 

妻 さう に 違 ひない。 人 問 的に も 極めて 面白い 人であった。 先生 は、 脊と II ひで 知义 ちに 

の だが、 歸京後 は S 親密な 交際 をした。 先生が 紅葉 を始 め、 視友 社の 連中と 知り合った。 も ,f 

を 介して V- あった。 

f が 先生に S の 本 を、 半ば 無理押し つけに 押しつけて 讀 ましたの も、 この 店 S 代の ことて ォ 

つたら う。 青から 西 鶴 本 を 押しつけられて、 借 4 歸 つて 先生 は •  f 早速 持って 返しに 來仁。 さ 

うして (膂 の， t ると). 「いや とんに 色 ぼい 本 だ、 こんな も， 3を讀 むと i に 叱られる 力 t」 

と 苦い g をした。 これまで 京 傅の 黄表紙 や、 こんにゃく 本 や、 さう 云 ふ 類の 戲著 戯作 は #nr.. 松— 

た 先生つ」 あつ 仁が、 然し 西 鶴の、 あの ェ グ 味の ある H  口 チシズ ムには 一 寸參 つた ものら しい 

然し 脊は そんな？ 往生す る やうな 先生で はなな ち それで 尙ほ西 管む り T に货 しっけて 

やって、 たうとう 或る 程度まで 先生 を 西 鶴宗の 信者に してし まった。 


紅葉の 場合に も 同じで あつたと いふ 

一二、 處女作 『風流 禪 天魔』 

先生 は 店番 をしたり、 寫字ゃ 文章の 代作 をして 小 遣錢を 稼いだり する 一方、 あ ひ 間 あ ひ ii ケ 見て 小 

説の 筆 をと り 始めた。 勿論 これと いふ 大 抱負が あっての ことで はなく、 又大 文豪 を 目 ざしての わざく 

れ でもない。 1 つ は、 さう いふ もので も 書いて ゐな いと、 氣を 紛らす ことが 出來 なかった。 又 一 つ は 

過去 十 年間に 先生の 頭腦の 中に 蓄 へられた 文學 的遣產 から 自然にし み 出て 來 たもの だと も 言へ る。 當 

時の 小說 界に對 する 輕ぃ 不滿、 おれなら かう いふ 趣向の もの を かう 書きたい とい ふ氣 持ち も 多分に あ 

つての ことで は ある。 あれ 位の 技倆で さう 有名に なれる ものなら、 自分に も出來 さう だとい ふ 自旨も 

あった。 さう いふ 色々 な氣 持ちが 一 緒に なって 先生 を 動かし、 いっと はなく、 小 說の筆 を 執らせた の 

であった。 

先生の 處女作 は從來 『露 圑々』 だとな つて ゐる。 それで、 また 大體は 間違 ひで はない の だが、 然し 

やかましく いふと、 『露 圑々』 ではない、 『風流 禪 天魔』 とい ふの が 眞の處 女 作 だ。 た V- これ は 公刊され 

やに 終った ので、 最初に 公刊され た 「露 團々』 が處女 作と なって ゐる。 
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一二 七 六 

iii は r 十 i 成 i ので、 いは 二  i 作で、 先生と し S 塞べ であつ 

し;， 蒙の i なる I 讀 したる 折の 事と て、 仁兰三 友人 問に 一笑 を 博さん が爲 め、 ^1 . 

荐人 f 管 振舞 ありし 實際を 誇張して、 fif 

,2. 胡 せる 斤下沾 となし 仁れば 尾 崎、 淡島兩 氏の 外見 仁る 人 無し 

右 は fh 七 fTS  ic,o。  I パ i 寒月の； t で 先生の この 作 S んで その 文. - 

t おはこの 處女 作に ついて かう 詰って ゐる ，ね葉カ《磨^月びー. 

に 感じ、 塞 I 介して 交き ま S であると も傳 はって ま。 、「一， 3 つ： 4 ものが」 

3< 魔 一 ipi  ，本の 形式 をと つ S 作 だが、 三 まら 成り 「一風 變 つす M  , 

一：" 里：. St いふの i で、 li,  i は 現代 i で、 「何 jBri: 

一人 iiil こき！ ころ (こ i!f つ. - 

^  そ ム n^ffl 夕.. > 一 一- 17-:  ノ  —*  -  ノ、  S で- 

E:、  と エー n  .a..,- ニンて、 「とろば (杏の 名) のけむ り」 けお -ml" 

聞が 取 入れて ある/第三 段 は わさと し 一 一 1 

つて、 女 通で 蠢 する 男の こと 墓いた ものである とい" モた、 I でき：。 

その 次に 書き かけた の は、 暴の I 兵衞 めく  一  SI 小輕 が、 これ は昏 成て 糸つ す 


一 三、 『露 阐々』 出 づ 

その 次に 成った のが T 露 圑々』 である。 これ は 可成り の長篇 であり 而 かも 二十 一年の 冬 以前：. 悅稿 

した ものら しいから、 或は 一番 最初に 考案し 乃至 着手した もの かも 知れない。 その 意味で これ を處女 

作と 考へ るの はさう 見當違 ひで ない、 が 然し 明證 がない 限り 脫 稿の 順序に よった 方が 正しから う。 た 

だ 世間 的に いへば 『露 圏々』 が 先生の 處女 作た る こと は、 勿論 だ。 

『露 團々』 の 刊行に ついては 寒月 も關 係が あるので、 その 直話と いふ もの を 褐げる ことにしよう。 

「露 伴 君の 處女 作の 『露 圑々』 について は 面白い 話が ある。 鬼に 角 先生 は此 作に は 三年 間の 苦、. ：3 を 

耍 したの だから 自分で も 傑作の 積り で 居た。 得意の 作 なれば 世に も 示したかった のでせ う。 僕の 

〈來 て實は 斯う 云 ふ ものが 出來 ましたが、 何う でせ うと 云 ふので、 讀 めば 中 々面白い か..，.，、 ifiri 一  つ 

出版 させて 見て は 何う だ、 と氣を 引く と、 先生 直ぐに 快諾して、 H  、私 も其氣 なのです、 何卒 依田 

さんに 紹介して いただいて 一 閲を 乞うて 出版したい、 あ、 容易 ことよし， （-と 言って 手紙 を かいて 

やりました。 それから 依田 君の 家 を 訪れて 1 閱を 乞うた さう です、 ところがです、 ところが 依田 君 

は 寒月さん も 面白い と言うて る 位 だから 面白く 出來 てるに は 違 ひないで せう、 直ぐ 本屋へ 御 持ち 
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こぶって まいで せう と何氣 なく 言って 折角の 得意の 作を 手に も 取られなかった ので、 露 伴 f  f 

ま 羊 f か，. げ 狗肉 を 寶る 者で は あ- - ません」 と 言った さう だ、 「それで は」 あって、 f ま 

f 角も覽 しませう から 置いて つて 見て 下さいと 穆 して 露 伴 君 を歸 して、 さて 8S に t 

： 手 氏よ これです、 小生の 一 きて よじと きる もの は 矢張り f ものであった などと あり.？ 

いうして 依 E ，翁の 推薦 を 得、 友人の li 時文 S の 出版社と して は 第一流の 窗 堂に 買つ 

て もらった (翌ー f き 一月の 「都の 花」 から 謹、 後に 釋本 ina 

I 堂の 使 ひが 「露伴 先生 はおいで ど と 尋ねて 來て、 家人 を 驚かし； i とか、 ^ 

つて ゐ るが、 それ 等 は何處 まで 信じて い、 もの か 分からぬ ので、 一々 は擧げ なレ 

た-, ii  § れ たの は 二十 一年の 暮の 大晦 曰であった こと、 その 金で 友人と il み、 f- 

此の 時の 紀行 を 『I 記』 とい ふ。 旅 中、 木 曾 街道で 得た 材料 I つて、 傑作 sl』 Irr 

『風流 怫』 は 先生の 出世作であって、 それと 共に 先生の 文壇 的 位地が 定まつ のた 

先生が かって 匿名 (亂筆 狂士〕 で讀賣 新聞に 書いた i 海水 滸傅」 とい ふ ものが ある、 「水お...」 I 

擬 して 明治 毫奠 のぬ 來を 書い なの だが、 極めて 面白い もの だ。 こ It 先生 & 係の ある M 

を 數節拔 いてお 目に かけよう。 


(前略) 夫 等と は 引き 違 ひて 呂伴 和尙 といへ る 方 外の 異人 あ，：： て、 此頃は 長 安市 中 黃塵维 裏に^ 一 

り を 貪 ぼ. り 痴夢を たづね て 世 問の 事 をき かす 悠々 と 鍋 牛の 明 家 を 借りて 签房獨 り 咬む 三诃な 3 の 茱拫： ： 

(第 七 回) 

S: 伴 和尙が 菩提の 道の 友に 靉鶴 軒と いへ る隱士 あ. 0  (中略) 或 時 紅 廳容を 改め 霞 鶴 軒に 問て 我 頃- 

くは 懷を澗 くして 自己 を 低く して 洽く 俊士に 交らむ と 欲す 先生 幸 ひに 知る 人 あらば 敎\  玉 へ rh*^ 口) j 

靉鶴軒 曰く ありく 尙 愛に 我が 舊 友に 作和尙 とい ふ もの あり 此尙和 長く 南北に 流 導して 當時比 也 一 

に 還り 來，. ^居れり 隨分亞 (たれな りと い へど も 亦 可憐のと ころ ありて 滿 身の 血 中 多少の 山 光水 色 を染. 

み 込し め 自ら 咏ぜ し^に も 亦是れ 丹娃籍 上の 仙 多情 謫 せられて 閭鄺に 在りと い へ る 句 ありて 頃日 は 一 

た. 馬魏を あつめて 芋を燒 くの 痴を盡 し 得々 たりと、 紅大に 笑って 曰く 此人必 や 偏なら む 頸 はくば」 

此 人に 逢 はむ U お八 回、 ノ 

適.々；： 7:: 伴靉鶴 軒を訪 ふに 席上 一 簡の +s 才を 見る 卽ち禮 して 口く 足下 は 誰 ぞゃ彼 人 曰く 我 は 是紅廳 一 

山人な りと 是に 於て 三人 相 共に 談話す 紅 鷹 呂伴を 激して 曰く 和尙 能く 爲す あらば 我が 荒久 多の 軍 中 

に來 つて 一 根の 如意 を 拾れ と、 呂伴 遂に^ 入社に 居候たり しが 紅膈ー tn 說て 曰く 今 天下 三に 分れて 一 

見や 此花新 正 雪 紐と 我黨た ，0 和^ 嘗っ て 見や 此 花に 緣 ありと い へど も我黨 に 入つ て 第五 隊に出 ォ」 

よと、 伴 一 諾 して 變 人形 を 作る (第 九 回) 

一 
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•  三 へ 0 

-、. ^  §i£  ,  、7 

, 『"き の 1 る。 i.i  一  il? て f7f? 

「變尺 形」 と は si』 1^  ploin 和 名が あつ 

先生の 作に は佛敎 思想が あ， り 文す T にもお， を g.- しす 

. ，|, や，, ；、 ，ご L  r どぶ；； H.^  二 そび ま ゝ IM:  7 す す 

： 、 ： i  f 二 も そォ を,； 11^  L-  L«  C  コ  r、  y  - 丄义 < 

『風流 佛』 以後の 先生 は もう W ュ. = 文 琴...^ 上 f  S が マ 

する まで もない、 よく 人の 知る ところ だ。 

一四、 明 冶 二十 ニハキ 以後の 先生 

蔑； lllllf うとい ふので、 III とし tf - 

を迎 へて £f ま 直し S. ち  IIHCf^I?^^< U 

I 約 il して ま、 一； 一一 一 I パ は"； 74 ま l!i り、 ^ 

,.11 ^^^^ ョ ハ- 市.^ 折 として 同じ く  .u,- 山 t  ； T  ひき マ H 

まつお が、 阔會 とい ふ 新 2^ 力 東京 戟 日.^...?^， . . リ：，..5,,,,す、ふどのす，^めもぁっ 

： き. イ，， さ こ. じた 二」 れは i 買から 東京 朝日 & じて ゐ nffe?' ビ ； 

III! 


六 年間つ V いたが、 國會 では 可成り 先生 を 優遇し 我儘 もよ く聽き 入れて くれ、 先生の 氣 持ちな ども 1 

解して ゐ たので、 この 六 年間、 先生 は 先づは 何の 苦 もな く 創作と 勉強と に 専念す る ことが 出来た。 先- 

生の 代表的 傑作 は 大抵 この頃 出た もので あり、  新 文壇の 第一人者 として * 紅 露と 天才 をうた はれた の 

も， この頃で ある、 又 先生 個人と しても、 一番 張りき つた 樂 しい 生活 をして ゐた 時代 だ。 朝早く 起き. 

て、 その 日 新聞 原稿 を片 づけて、 それから 自分の 勉强 をした。 この頃の 勉強が 一番 實 になった、 と 

はよ く 先生 の 口 を もれる 述懷だ 。 

ハ 仓屮、 向， i? と、 偶然 か 何う か极岸 派の 木 尊 饗庭篁 村と 居 を 近くし、 その上、 旅行に もよ く 同一 了 

りした のて、 先生 も 文 擅 的に は 根 岸 派と された。 根 岸 派 は、 ^に 意識的に ではない が、 常時 巧みに ジ 

ャ， -ナ リズム を 操って 文壇の 實 質的 覇權を 着々 と 握って ゐた 紅葉 及び 现友 社の 速 中と 對立 する 一 圑と 

解され てゐ た。 先生に、 勿論 對貌友 社競爭 などと いふ 意識の なかった の は、 當然 過ぎる 程當然 なの だ 

が、 作風の 對立的 相違から、 先生と 視友社 一派と は 相 容れぬ ものと、 世 間 では 考 へて ゐ たので、 先生. 

力 視友社 反對の 根 岸 派と 行動 を 共 にす る ことが 多 いのも 自然な こと だ と兑 られ てゐ， ： 。 

明治 一 不 八年暮 に國會 は廢刊 して 朝日に 合併す る こと、 なった。 この頃の 先生 はもう 大家 中の 大家- 

で、  批評家 は 露 伴 時代 を 頻りに 謳歌して ゐた。 先生に 次ぐ もの は 一葉の 名で あり、 紅葉の 全盛時代 は， 

や、 過ぎ去つ たかの 觀 があった。 
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人 物 "：、 ま. S し… 毒) いへ I 刊 でなくて S ともい へよう 。二い 二 年 

I 先 tl まら 新 I ぎ.. し.' f  \, 】 あ.." 1 が，： i 何もなかった。 

, i  ：  ノウ ご。 然し それと これと は 精 刺^つ ァ 力 な 

i  I) ^tfcv;  ^3§^a^  ； ゥ：； ^てゐ 仁 力ら す ォ 

smf  乍 者に は 生き 殘 つてる た重作者型 の小靈 がま 

I の も、 勿 II 作の 小說と ill  ^^itl.  一 f ベ & にある こと 

二！」、，， -ま それと よ t) ふので、 これ は 日淸戰 後な S^H...^ 文 イカ  一. a.^ ハ あ 

つた。 先生 Ife ずれと L ま  き， I、 ら ものであった。 ？ つして 雲 义、 

il 味で 後 f 新人 I 成しようと いふ stt す ^-^.:i^n 

を 仁 )  -0  .=>.=n お 5  、 ， つ 二き ルニ变 つて 先生， 力ぎ 人の め" ケぜゃ 

この 新小說 によって 文壇に 出た 新人 I 山 あつ. - 寧 r き—.^ 二 

した 檄は、 今日 菅 的の ものと なって ゐる。 ， mlsli-n. そ 

先生 II 電ー； 十 一 年頃| いたが、 それ パ！ の： ひ" I 幽 • 修 

3=.,. も 七 や 一 OK うつ 浪』 が I し？ ら あま きく，  t その— f  io 

の？  ク き：。 先生の 書く ものに も糞學 入と いふ， が 多くな つた 

i 係 Is 第に 多くな つす ま uf、  と しられた。 H 

その I に、 明治 四十 一 年、 先生が 新 III 大 fl  y  ： 、 かに も 光 

、， ；、， 8." したの は 湖南 內藤 虎次郎 博士であった と， "ぶ r とえ t.,/^ 

學の 講座 であつ 仁と いふ 力 I 

生に ふさ はしい 推薦者であった。  、 介 あで そ.. W を I んだ や〕 憶が 今 だに か 

- ！  ,:->  ？?:  J  v  -  0  ^-ぷ ども、 ，1 聞て そ ひ- W を-. - お/す. n ゾ 

就任の 始め、 先生に も， 抱ず あっち t」 」 、-： 、 つで.. ぷ、 ぶた t て、 一 S 

すかに 殘 つて ゐる。 だが、 大霧師 の 椅子 は 先生に は、 


に は 飄然と 辭し、 隅 田 河畔の 蒭草 廬に歸 つた。 裏面に は 何やら 苦々 しい 事情が あった やうに もい はれ 

たが、 それ はこ、 で 述べる 限りで はない。 

そ の 後の 先生 は 叉 も讀 書と 著述 の 生活に 入った。 

明治 四十 四 年に 文舉 博士の 學位を 授けられた ときには、 當然の 事と して、 世 問で も 怪しみ はしな か 

つた。 それ 程 この頃の 先生の 生活 はもう すっかり 舉者 的な ものに なって ゐ たので ある。 

大正 十二 年の 大震 火災 後、 向島から 山の手の 小石 川に 移り、 それ 以後、 すっと 讀書 生活 を續 けて 今 

白に 及んで ゐる。 

一 五、 先 生の 著作 

先生の 著作の 主なる もの は.、 昭和 四 年 十 一 月から 昭和 五 年 十  一 H に まって 『露 伴 全集』 全 十二 卷ふ 

して 刊行され たから、 それに 就いて 見る ことが 出來 る。 左に、 單行 著作 を 年代順に 擧げ てみ よう。 

第一 に、 小說で 主な もの は 1 . 

『風流 怫』 (明治 一 I 年 九月) 

『葉末 集』 (同 二三 年 六月) 第一 短篇 集で、 有名な r 對 髑艘」 はこの 中に ある。 
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『，團 (同 二三 年 十二月) 所謂 處女 作の 單行 である。 

『I 舊』 (二 四 年 十月) 『いさな とり』 前後 (ニ四年 十一月、 二  15  _。 

ii  (二十 五 年 十月) 豐 画集、 代表作と される 「I 塔」 はこの 中に 入つ マ.^ 

後：、 この 第 は 「五重塔」 と改稱 されて 出て ゐる。 

ii 人』 (二 七 年 一月) • 創作 集が、 靈の もの、 外に 三四篇 人って ゐる。 

『ま 舟』 (二八 年 十二月) 『菊の 濱松』 (二 九 年 二月) 

『ひとり 寢』 (二十 九 年 五 年) 『雲の 袖』 (二 九 年 八月)  もき： きの.. I 

以上 は 四部囊 で、 『風流 微囊』 とい ふ If つて ゐる。 slllf  i 


となる 


, = 、二  二-. M  .m^ff. 長 まな 口 戦の 表面 襄而を 描いた ものである 

『ひげ 男』 (二 九 年 十二 年) f  a-zi.  Efu ィニ. 

『燒摔 j  (一 二十 年 一 月)  ,,>r ナ tL-J,。 

i 衣 1』 (一二 十 i) 後進して 『■ 鳴 l^ut 

g*i 二 年 5 中に 「さらし 物語」 とい ふ 小口- f  lil^A. 


u バ 

る o 


rsi 紛々』 (三 四 年 一 月、 堀 內新泉 合著) 


『^生 田 川』 (三十 六 年 四月) 先生の 作と して は 「新生 円 川」 「白眼 達磨」 の ニ篇が 入って ゐ る，^  , 

世界 之 日本に 載った 小說の 集で ある。 (この 集 は 『明治 小說 集』、 『はるさめ』 などと 改題 されても 出 

て ゐ る。) 

『天う っ浪』 (三 九 年 一月 第一、 同 六月 第二、 四十 年 1M 第三) 第 四 は猿吿 されて ゐ るが、 新刊 さ 

• -れ すに 中絕 したので ある。 

「不藏^^^物語』 (三十 九 年 十二月) 

『はるさめ 集』 (四十 年 五月) 傑作 「一 口 劍」、 「風流 佛」、 「未練」 が牧 まって ゐる。 

『玉 かつら』 (四 一年 一 月) 短篇 小說 集で ある。 

『小品 十 種』 (四 一 年 六月〕 

此の 外に、 單行 本に 入らぬ 作品で 「風流 悟」 その他の 如き 有名な ものが まだみ \ ある。 

鲁 • 

. 第二に 隨维、 これ は文舉 的な も Q と 修養 的な ものと に 分けられる。 前者と して は I - 

『讕 言』 (三 叫 年 九月) 

. 『長 語』 (三 四 年 十 一 月) 卷 未に は 近作の 短篇 かいくつ か附錄 になって ゐる。 

『潮待ち 草』 (三 九 年 三月) 附錄 の小說 「土偶 木 偶」 は 先生の 晩期の 傑作で ある。 

.『 蝸牛 庵 夜譚』 (四十 年 十 一 月.) 
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修議な もの 、中には 次の やうな 纏まつ 文め くき も ある。 

『努力 論』 S 年 七月) 『修 省 論』 (大量 年 四月) 

i 、い 錄』 (大正 華 八 S これに は び 文 霊 味が 加味され てゐ る。 

il-if  1- iA3 『洗 心 露』 (同 十五 年 六パ〕 

等 あがる。  „」、 ； ) パ 

歡 一に $文舉、 先生の 少年 文 S 單 なる 敎訓を 含む きで なしに、 生活に I かま ケ もじ， 

含ませて ある 點で、 巖谷 小波 氏の 作物な どと S つた ものである。 

『一 一 宫尊德 翁』 (明治 一 一四 年 十月)  。力. り 

『寶の くら』 (同 二 五 年 七") 鍵 中に 散見す る 小 f 拾 ひ 染めた よで、 ソッフ I の 

.i が ある。 後に 『寳 の藏』 『寶の 山』 として...^vf' 

『日蓮 上人』 (同一 一七 年 一 一年) 『番茶 會談』 - (昭和 十 一 月 六月) 

ヒの 外-,! 「休暇 傅」 の 如き 好い もの も ある。 


第 S に 新 IS 詩， 


『s』( 明治 三 八 年 一月) これ は 『心の あと』 とい ふ 赫の序 詩で あるが、 或る人々 によって 

「始めて 國詩 あり」 と 褒められ 仁 ものである。 


第五 は 戯曲、 これ は 上の 創作 集屮 にも 入って ゐ るが、 中には 戯曲 體の 小說 もめる。 

『名 和 長年』 (大疋 十五 年 三月) と、 『龍 姿 蛇 姿』 (昭和 二 年 一 月) 中の 成吉思 汗に 關 する ものとの 二 

つが 立派な もの だと 思 ふ。 

第 六 は 紀行. I  • 

『枕頭 山水』 (明治 二 六 年 九 M) 主に 若い 頃の 紀行文 集で、 文章 も元氣 がいいし、 觀察 にも 面 .3 い 

所が ある。 

第 七 は史傳 風の 讀 物で。 これ も相當 多い、 —— 

『眞 西遊記』 (明治 二 六 年 三月) 唐の 玄奖 三藏の 天竺 入りの 實錄 である。  • 

『伊能忠敬』 (同 三 一 一年 八月) 『賴 朝』 (四 一 年 九月) 

『幽情 記』 (大正 八 年 三月) 主に 支那の 詩 詞に隨 する 物語で、 有名な 詩人 • 女流の 傳記 小說風 

の 物語。 

『幽秘 記』 (大正 十四 年 六月) これ は 『簡情 記』 に、 傑作 「運命」 を 添へ て稗刊 した もの。 

『蒲 生 氏鄕. 平將 門』 (大正 十四 年 十二月〕 『賴 朝- 爲朝』 (同 十 五 年 四月) 

この 他に、 「日本 武 尊」、 「武 M 信 玄」、 〔今 川 義元」 の 如き 短い ものが ある。 

一 最後 に 晚年 の 大 仕事 として は、 俳諧 七 部 集 の 注釋 を擧げ なければ ならぬ。 
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a  (大正 十三 年 九月) 『春の 曰. 曠野 抄』 (昭和 二 年 六月) 

『ひさ ご. 囊抄』 (昭和 S 年士 一月) 『炭俵 .續 讓杪』 i  一  3 

尙ほ 前記 『露 伴 全集』 以前に £ た 全集 乃至 霞 やうの ものに は、 I 

、『露 伴 叢書』 (明治 量 年 六月) g 十二 年に これ を 訂正 增 削して 二 冊と して 再于 } 

『露 俘粜』 一 ー卷 (四 四 年 一 月 五月)  t  リ 

その他 I 社 S 現代 曰 本 I、 春 I の 明治 大正 豪 集に それぞれ 先生のずぁ.- こ".^ はき 

通り だ。 此 等の 選集 類を讀 破せば、 先生の 業績 を 一 わたり 知る ことが 出來 よう 

一、 付 己〕 露 半 先生の こと は、 今迄？ 自分 も f 他人 も 書いて ゐ る。 义菌 といっても、 ^^1 

I,  一一 一口」 J ン /  - (  1-  f シ 7 リ 】 fr^  • 1 タ / ノノ- 

勺 常識であって、. 今更 その 價條を 問題に する の は 野 慕で あらう。 そこで 寧ろ" あし う ペー^- い.：；， 

私自身と して 書く 興ず あり、 I にも 面 まらう し、 乂 却って. v。. -が 置の 

0 教とぷ りよし ないか、 と 田" はれた ので、 靑 年期 以後 は 5 略傳 S 度に とどめ nl である 

*f  (昭和 十二 年 八月 「文化 勳 r んに 輝く 人々」) 


(一) 山 田 美妙 集 序 

二十歳 前後に は 忽然 東洋の シ H 1- タス ピャと いふ 羡望的 掉名を 得た、 二十 四 五で は そろく 忘られ 

かけた、 三十 前後 輕薄 文士、 放蕩 漢の名 をうた はれた、 その後 は n: 蔭 者 だ、 死ぬ ときには、 大事に し 

てゐた 見舞 物の シ ュ ー ク リイ ムの 貪べ 殘 した カビの 生えた のが 形見 だ。 評判 は當 にならぬ と 誰でもい 

ふ。 明治 以來 世間の 評判に 苦い 杯を甞 めさせられた 文人 詩人 は 幾人 あるか 知れない、 山 田 美妙の 如き 

正に この 苦杯 を滿 喫 した 點で 斷然 代表的 人物 だ。 彼程 花やかに もち 揚げられて 彼程 みじめな 捨て 方で 

すてられた 人 はない。 美妙 は その 小說 にも、 詩に も 多く は 悲劇的 情緒の 勝った もの を 描かう とつと め 

た。 だが 彼 自身 は 知る や 知ら やや、 ほ 分の 一 生が 一 ^描き 榮 えの ある 悲劇だった の だ。 

先驅 者の 生涯に は 悲劇が 伴 ふ。 美妙 は 先驅者 だ。 だが 不朽の 事業 は 天才で なければ 出來 ない。 美妙 

は 天才 ある 先驅 者であった。 彼 は 天才 を 持ち 鑌 ける 氣 力と 忍耐と 環境 を缺 いて ゐた。 {HI 分 は 何も 美妙 

め 生涯 を 天才 者の 一 生 だと 强 辯す るので はない。 だが 先驅 者と して 立った 二十歳 前後の 美妙の 胸に は 

山 田 美妙  . 三 八 九 


一一 一 九 0 

夭才 の 火が 宿 入 i た。 彼 はこれ でー羣の 間に、 凡 クラ 文士が. It つても m 來 ない 大きな 1 

r ノた 文 一致の 創唱 の 如き、 中で も 大きな もさ。 これ は 從來 の I！ の.. 乂て 。ゐる やの 

u^s な もの i い。 II 0. 1  lll^u 

S に" この 後の 明治の 豪 §、 一面から いって 言文 一致と 雅俗 I、 その他の 秦 との f の 

さき あり、 やがて は 前者の 勝利 I る ものに 外ならぬで きい か，  _  e 

II 的 II 介した の も 藝だ、 雷 小 說に秦 的 心理的 分子 を 入れて 復 おさせた の あ 

バ該に Tsi 露 白す 糸 ズ，？ ^つ  0  frpk-.^m  D  vv^  > 

、： 1^^^ > っム " わ ぷナ. - まぶらぬ と 論じ 仁の も 美妙た 11^^ ^Ji* 

お V： 、折 §s 寸の 振興に は 音 龍 研究 力 ら^め なけ，. 《 は  I ん 

H^l  口語 詩、 少年 I、 女性 文化、 iJ^HU 

ふなかれ、 先 I は 完成の 議复 はない。 illlfi 

嘗 にし i お 零 量 15、  I 塞と き 11 き.：、 2  .  } 

，义 I 多の 鶴" を もった 人 問であった らう。 或る人 は、 社交性がなかった と.^ ズ >/ 

|ィ 入 k きぎ.  .SS つ： 气ふ、 S る 人 は、 is で I なお 先， たつ 

人好きが 悪かった とい ふ。 夂 或る人 は 大^, ^つす.. ^ぶ  。-  ,,,, 、ん t ぶ 

： と、」。 数、 たてる と、 もっとも つと 多くの 個人的 缺點 t つて ゐた I ふ ず 化 ノ.^ f 

人的 缺き。 これ だけ 缺點が あるから、 それだけ 仕事の 方で 差 引 をつ ける と.^ ふ.. 汰 * 

論に 多い。 


實際 美妙に 對 する 反動的 批評 は 長過ぎた。 たまに 幾分の 功績 を認： ^て やっても、 恩惠 的に 認めて や 

ると いふ 口吻が あった。 自分の 考 へだと 美妙に 對 する 反動的 批評 は、 明治 文壇に 於け る 硯友社 閥 勝利 

の 空 氣が强 すぎた のが 一原 因に なって ゐ ると 思 ふ。 硯友 社に 對 して 所謂 不義理 をした 美妙が、 硯 友；^ 

閥の 空氣が 隅から隅まで 通った 文壇で は 頭 を 擡られ る 道理がない。 而も、 その 空 氣も亂 れて頭 を あげ 

られさぅになったときには、彼^1身がすでに天才のミ ィラとなってゐた。 これ は氣の 毒な ことだった。 

だが 然し、 反動 は 反動と して 淸算 してし まふべき だ。 もう 個人的 好惡を 離れて 美妙の 天才 的 や， 驅 者と 

し て の 功績 を 正し く 認めて やって い、 ころで はない か。 自 分は輓 近少數 の 人々 によって か、 る 正しい 

見地から 美妙 研究が なされつ、 あるの を 喜ぶ もの だ。 (改造 社 「現代 0： 本文 學集」 第五 十三 編) 

(二) 美妙 作 『いちご 姬』 について 

めづ らしく もない が、 山 田 美妙の 時代 小說 (先づ 力作の 二字 を 加 へても 可から う) 『いちご 姬』 に 見 

える 外 國文學 的 分子に ついて 一 寸申 上げよう。 

もっとも 『いちご 姬』 を 撰んだ の は、 何も 特別の 用意が あつたから ではない、 むしろ 偶然 卒然と 撰 
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a 今年 の芨 はいつ まで あいが、 $m  flM 

f の 格で、 折 柄 訪れ 星 issa 二 氏と、 西洋 豪、 1 10  J 

！! P  U い 警半曰 I し 4 しち」 と I。  I、 美 籠な 

.i，、。.i のこと など も， な i から 話し合って、 寒 二人とも まこと- k にョ— けて.^ る 

^^H^  i さんから、 手す きなら 何 か 書いて くれぬ かとのお 輕 つたので、 11 

^ が 頭に あった ま、、 ふと 『いちご 姬』 のこと でも 書き ませう かと、 『いき 姬】 を t おしてし ま 

つた。 『V さ姬』 I ん. たの は、 さう いふ わけで ある ら 2 動、 てゐ このまら、 これ を 

しム まこの 乍 こついて は H か 書いて みたい とい ふ 意 圖カュ m 力ら 時々 動.^ てゐ 1^ すプ 

タ， し 私： S この t^,,--  llrf^r  つ：： と，^. g 々造 嚓： E しふ。 W 意 

ごこと S  、るので はない、 仁 V- う 少し 靈に 用意 をし な 力った こと を f 遣 f  U 

rMrpt ら SI き をも つが、 つまり 原作 や、 slsll.l^ 

H  lltla.  I しく 他の 仕 f  よ 

只今 それに 充る 時 一? が あ t ない。 まら 大部分 は I によって 書-外 はない のた 力 -」。 f  f 

深く. 方に もお わびす る。 

『いき 姬』 に 外國豪 からの f 物が ある こと は、 作者 美妙 自身、 この 作 |げ〈^に に斷ゅ 


つて ある。 『いちご 姬 』 は 明治 二十 二 年 七 バニ 十一 曰の 都の 花 第 十九 號 から 揭 載され たので あるが、 同 

誌 第 十八 號 (同年 七月 七 日刊) に 『いちご 姬 一 を 褐げる 前口上が 出て ゐる。 そこで 美妙が かう 談 つて 

ゐ るので ある。 

(前略) しかし 突然に 來た 趣向で も 有りません、 一 つの 獎勵の 原因が 有った からです。 われ 而. HI の 

至りながら 一 寸 その 仔細 を 愛で 言 ひまし やう。 この (二十 二 年) 六月 廿 二日に は 中 村 座で 演藝 矯風 

舍が 有った、 その 時 私と 同席して 居られた の は 春廼舍 主人 坪內 君でした。 何 かの 話の ついで、 一寸 

今日の 泰西 小說 大家 何某 (讀者 諸君、 あて/ -御覽 なさい) の 事に 話が 移り、 その 新作の 趣向 を坪內 

君が かいつまんで 話された。 それが 此小說 の 原と なりました。 その 小說を 借りる ことに 約束し、 二 

三日 過ぎる 內、 坪內君 御. E 身 その 小說を 持って来て 貸して 來 さった、 その 夜です、 われと われ を 忘 

れて 走り 馬に 讀み 過ごして、 ほっと 一息つ いたと 首 ふの は 外で もな く、 如何にも その 小說の 主意が 

雄大で ある ことでした。 

元來 此の 『いちご 姬』 の 趣向 は、 前から もって ゐ たので あると いふ。 だが、 此の 作 を 讀んだ 人々 に は 

よぐ 分 つて ゐ ると S め ふが、 『い ち ハ J 姬』 は當時 として は 思 ひきって 大膽な 試みの 小說 であり、 從 つて 流 

石 美妙 も、 何處 やら 世 を 憚る 心が あつたので、 筆 をつ け かねて ゐた。 然るに、 春廼舍 主人から 借りに 

两 洋小說 を 讀んだ 美妙 は 「著者が 世 をお それす 自身の 外に 讀者も 無く、 大膽 に、 すさまじく、 滿 足す 
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るまで 書き —書き 放しち i 氣、 はるかに 想像す る 身に はと て4ロひ 盡せ ぬとまで 思 ひ 

た」  一 5、 . そこで II が 今 it くな つて、 f 他人の 置 § られ i に 『いちご 切』 ひ挚 

を収る ことにな つたと いふので ある。  ， 卜、， >な 

,, つ，， 、ノ 、し… ト免 とま：^ か、 とい ふところへ 筆 を 移す 害で あるが  ー^ そ ク^ 

さて、 この美 妙 を 節 力し す. / 一 ぼ」 ー,,-/ 

こ 1 こなる から 文献 じみた 記述 を濟 ましてし. ま はう。  . ， 

^i^^^^am^ 假に 二十 15 ハ月 二十 五 曰に S 小 f 讒ん たも 

の up 二 i の 間に 赂ぼ 『いちご 姬』 の Is で、 いつでも 筆が つけられる やうに なつず 

りこ ま.^ い。 ところで 美妙 は 此の 年ヒ月 中旬 I に 赴き (恐く 父 を fi した もの)、 七.^.." 

^11.  Ill  i の 初 t^ti 一一 

17 のト ビラに 梟で 斷 はって ある。 然るに 此の 戶隱山 行に はちゃん と f 力 t。  — 

IP 塗 -I  .nt 量条 しい §i ま u 

ら f そん f  til 逢つ ましい。 Is 善、 靈 で 管 |麥 

まもって、 この 少女の 面影 を 使って 詩 f 小 f き 書いて みたい とい ふやうな こと をい つて r 

パ， 或は こ の 少女に ィ ンス ピレ； ヨン I かされて、 その 夜の 中に でも I した f も 11;^" 

然し 此の 戶隱 山で 起草し まい ふの は、 何う も 私 は 美妙の ユン チシ ズム であらう あミ ^rf 


『いちご 姬』 の 雜誌褐 載の 初回 分 を 四百 字 原稿紙に すると 十四 枚ば かりにな らう。 これ を 十六 日夜 忍 

め 終って 十七 nj 急に 郵送しても、 早くて 十八 日の 夜 か 十九 日で ない と、 金 港 堂 (雜 誌發行 所) に はっく 

まい。 本文 はすぐ に 組める としても 揷緒も ある (武內 桂 舟畫) 、二十 一日 發行 では、 十九 日 乃至 二十日 

に 菊 誌が 出来て るない と、 無理で ある、 何う も 初回 分 を戶隱 山で 書いた ものと して は雜 誌に 間に合 ま 

ぬ ことになる。 恐らく 單 なる ロマンチシズムから 戶隱山 起草と 書いた 物で あらう。 言 濃 一 了ば、 『、"ちご 

姬』 の 初回 も 起草し、 雜 誌の 編輯 も大體 終って から (美妙 は當時 「都の 花」 の實際 上の 編輯 主筆で あ 

つた) 幾分 のびのび とした 氣 分で 出かけた もので あらう。 從 つて、 私 は、 美妙の 言が あるに 系ら す、 

この 戶隱 山で 第一 回 を 起草した とい ふ事實 を、 美妙が 意識して わざと かう 作意 を 見せた ものと して 朱 

消したい。 

もっとも 戶隱 山で この 少女に 動かされて、 『いちご 姬』 の 第一 一回 あたりに 筆 をつ け 初めた か 何う か、 

或は、 これから 後の 『いちご 姬』 の モデルと して この 少女の 面影が 使 はれた か 何う か、 それ は 知らぬ 

が、 女性， の 美 や 肉體に 異常な セン ジュ アルな 敏感 さ を もった 美妙の こと だか，^  (婦人 だけの 手で 生長 

I た 人に は、 往々 かう いふ ことがある)、 この 少女の 面影 を 『いちご 姬』 の 中に 籠め て 使った ものと a 

つても 可い。 

『いちご 姬』 は 第三 十八 回で、 二十 一一： 年 五月 十八 發 行の 都の 花 第三 十九 號で 終り、 前記の 如く 二十 
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Lk この s 本 は、 入 も 知る 如く、 明治 初 I 霧中での 珍本 中轰の 一つで 

J 4  I  I  I/IE? ： 

ある。 、ぶ、 よ 本, 入る ので あるが、 その 前に 今一つ、 順序と して 『いち iss  ，： - 

そこで い 「〕> よつ。 勿 命 『いき 姬』 な SA び」 とのない なの S に、 ほん。 

い if  ら美 I 身の 前口上 I， 再び やる ことにする。 

心覺 4 度です るの て ある 力ら fH 身 2, 、ふ 美 入. あ I 卿の i です。 そ S 

.1 利の 末年で、 .1 は 外題の とほ" 『：ちふ ；』 あ" "の|カ めて 描いて きいとい 

I の あれはて たの は 鹿が 大 C の墙 i ふ" いは"" ：；；化 は；"： のです。 I の 11 と 

、 , ゾ： 力つ、 c、 之 二す こし は 力り の S  ，え ブ.^  - 

ふ 野 ふが 先づ はじめに 働ら して さ...  』ト， く..'  -、， „ ；。 H で b つたと ころ、 これら 

フ、 , ヒ： 武家の 勢 ひまう じ蟲を さへ 睨み 殺す としぶ."" 

共に 亂れ とこ- ま Httr 舊は 貞操に f  、  mil 

が 重に 出る 條で、 そして 主人公の にち こ ..lu 貞； HI し かし 

き . ，しくて 籠の 心が 篤かった とい ふ 一 點 です 

て 居た、 すな はち それ は、 七 力 i し 舊  乍つ， i の I が 分かる ン これ だけの 

これで 『いちご 姬』 の 細かい 出來奪 入物 は ft として .^^1 の L 

SS 礎と して 『いき 姬』 の據 つたと いふ 外國小 f ことに 


三 

さて 前口上で 美妙が 述べて ゐる 通り 『いちご 姬』 は、 外國 小；^ の 影響に 出来た こと は事實 であるが 

この 外 國小說 の 何で あるか、 誰の 作で あるか は、 美妙 自身 語らない、 (あて /- 御覽な さい) とい ふ 語で 

も 察 しられる が、 これ はわ ざと 言はなかった ものに 違 ひない。 讀者を 釣る 賢明な 有効な 一、 手， ゆ！^ なので 

ある。 それで 美妙が 言 はす、 春廼 舍が默 して ゐる 限り、 この 外 國小說 は 何 か、 五里霧中に 迷 ひこむ 譯 

であるが、 そこ はよ くした もので、 當 時の 文壇の 飛 耳 張 目た る內田 不知 庵が、 恐らく 春廼舍 から 聞い 

たもので あらう (聞か やと も、 此の 原 小說を 請んで ゐれば 別に 問題 はない)、 此の 外 國小說 と は 當時フ 

ランス 文壇の 泰斗と して 有名な H ミ ー ル • ゾラの 『ナナ』 なの だと 語って 置いて くれた。 私な ども 幸 ひ 

にして、 不知 庵 卽も魯 庵 氏の この 語 を 生前 ロづ から 聞く ことの 出来た 一人で、 この 點は實 にあり 難、， 

こと だと 思って るる (もっとも、 魯庵 氏の 談 では、 同じ ゾラの 『アッベ . ム I レの墮 罪』 を燒 直した 

もの だとい ふ 風評 も當時 出た とのこと だ、 然し これ は 別に 根據 があって の 上で はなく、 誰か 批評家 か 

作家 かの 中に ゾラの 此の 作 を 偶然 讀 むか 聞く かして ゐた 人が るて、 た，.， 「あれ」 おやない かナと 風評 

した 程度に 止まる もの だと 魯庵氏 は 附言した )o 若 しこの 魯庵 氏の肯 葉がない と、 美妙の 前口上で 見て 

原作 を 知らう と 思 つ た 人 々 が、 い かに 思 ひ あぐねて 茫然と 手 を つかねなければ ならな か つ たか 分らぬ 

からで ある。 思 ふに 當 代の 大家の 作で、 女性 を 主人公と した 歷史 小說 といへば、 ジ ョォジ . N: リオ ッ 

山 田 美妙  三 九： J 


三 九 八 


入物"  —. i> ぶ、。 f ノ In 上 を 讀んで 雄大の 二字に 意 

- 1- つ ： tfs こ 3. 曰 を 屈される に 違 ひなし f^.^^p  -  I  I 

トの 名作 『口 モラ』 あたり 力 第一-. -キを r  .  一  、  . ^りひ もぶ、。 『口 モラ』 を 一度で も滅 

トり 。gfe け： 入々 は f にこの 『ユラ』 I ひ 浮べ まし  -bb.:^ 

外の 印象 を受 S ナム々： SL  j  bM, 、二と. 、利 然と 了解され るので ある 力 ^ 

んだ 人で あれば、 『いき 姬』 が 『： ラ』 から.. てゐ な；. U き が 可 まで も il 

し I 氏の 譽 がない と、 私 は 『いき 姬 』卽 『口 モラ』 說の ももの 力 可成 f 

はして ゐ；： こと だら うと 思 i  Q こと も 4 へられる が、 サ 

く  ^-^^ 『、ィ 。ヘン 乙 サッ カレイの 『ヴァ 一一 チイ • フ ラャ』 のこと 為 〈 

キンク ス レイの a  ノィへ 二 』 、レイ ま 見 代の 大家と まいへ まい。 共に 少々 的 を 外れて ゐる 

ッ 力 レ ィは 美妙の 愛讀 書で あり、 キンク ス レイ は 現代の ナ 家と ー し 

からこ/では 問題と ならない  -  L  - や i,^u-  >  J ち 边 

力 一で、 まの 外 M いま ゾラの 『ナナ』 に逮 ひない として、 ffi0$i,c 

そこて 問題の 外 isl/ ー感ゾ  ； i  、 ヒ主 は、 ゾラの 小. お 

If! 私 は、 い？」 ii""" し」：：：；：：：： し" r いやう に 

If  I し II 一十 ilu ベ.^::』 し この i 中の 

1,,、 若し 借した とせ-は 何-つも 『生の 悅び I 『ナナ』" 『アツへ 

<  -、 )  r  一、 - c\*:  一、 ふこと て, び V  .V- 

何れ I ひない。 それは自分が當時讀んだ ゾ U  ：  ;p 今 P く、  II 

き」 ろで、 iliol^.uu^li 要！ 

よると 二十 一年 頃から 霞して やさで あま 曰 語 本文ぎ".. チ 


に ゾラと サッ カレイ を 特に 愛讀 し、 ノ  I トを とり、 宇 を； きな どして 讀み、 處々 飜譯を 試みたり して 

ゐ る).。 

. ^上に よって、 春廼舍 主人が 美妙に 『ナナ』 を 貸した 可能性 は 濃い ものに なり、 十分に 羡 妙の 言 を 

裏書き 出来る わけで ある。 

四 

さて、 そこで 美妙の 『いちご 姬』 は 春廼舍 主人から 借りた ゾラの 『ナナ』 を 使用した ものであると 

し、 その 使用の 程度 は 何う いふ もの か、 その 程度に よって は、 作家と しての 美妙、 作と しての 『いち 

ご姬』 が 共に 評價 割引の 憂き目 を 見ない もので もない。  - 

美妙 自身 はこの 程度に ついて 何とい つて ゐ るかと いふと、 それ は 前に 述べ て ある 通り、 『いちご 姬』 

の 根本 趣向 は 『ナナ』 から 得た もので はない。 元來 自分から もって ゐた  ものである。 

(上略) た  > -御斷 り 申しす まの は、 私 を獎勵 した 原 小說は 有った にしろ、 その 趣向 を 私が まねた 

ので は 有りません。 た- その 勇氣 その 主意の 雄大な の を 似せて 見た だけです。 

かう いって ゐ る。 、王 意の 雄大と は、 何う いふ ことか、 これ は 所謂 意味で は 『ナナ』 に は 無い もので あ 

るが S らく 廣く社 會を觀 て、 舞臺を 十分に とつ て 書い て あると いふ 位ゐ に解釋 すべ きで あらう。 

美妙の 言 を 踏へ て 『いちご 姬』 と 『ナナ』 の 記憶 を 比較して みると、 『いちご 姫』 と 『ナナ』 の關深 
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四 〇〇 

は 美妙が 前 口人 H-で斷 はって ゐる 如き、 單な る 精神的 置の 震 だけの 穩に 止まり はしない。 もっと 

？ technically に兩 者の 關 係が 入，. 組んで ゐ ると 思 はれる 

n::』"ll 直前の 観が あるが、 『いち i の 靈"き亂：：：：：；； 

つ 1 こ 『ナナ』 いら I された ので はなから う。 疑へ i へない こと はない 力 Ifl 

f  H  ^:tlliili 全く 双 I  (日本の 

ナや ともで ある す /-ダ ひ ョノ  -  K  >  D  ^  T-M^i 

、 ，ト りき 禹ー A-fl- 謹.. "として) といっても 過言で ないやな 相似 性 

足利時代、 十九 世 精の フランスと いふ 外的 境遇 を 《 ^題タ ) 

が 示されて ゐ； 、 りき i 、、て 匿對 こなって ゐる。 ナナが 卑賤の Is であるに 對し、 

、ちご 姫と ナナ は、 その 出身に が-^ てェぉ -,、 、 

^vult ま 現在の It いへば 轰の I はない ので ，1 こ 

U^^IMii をし て詳 を 助け、 ii それに 年 f さう 

^hfll ナナ は 凡そ 一豪 I 美ば よい。 l!i パ 

は" i へて？  11 惑す る 美貌、 III! 誓い 

^^fl 特に 男性の 性慾 へる。 而 かも それ 自身、 その イット §1^1 

肉 多分. -  さて こ 「ィ、 ノト： おひ 寄って £ めく 本性 を 現す^ 

ノて、 こ e こよって 男性 を 征服す る こと を欣. -カ さて こ.：^ ィ- tv- 

して これ I よ Z  I.  J, も ili し、 ものに 見える リ その 心理 はいち ごも ナ 

ま見 て I まし さに 堪 へす、 多くの 男性 力い 力に も I はふ も r 局 


ナも 同じ ことで ある。 

美妙 は、 いらご 姬の 性格 を 表すに 娃婦 とい ふ 語 を 用 ひて ゐ るが、 ナナの 性格に も 勿論 この 語が 用る 

られて 差 支へ がない。 男から 男へ と 移って 更に 婦德 の觀 念がない。 この 點は 二人とも 正に 娃婦の 典型 

的な ものが ある。 自ら 醜惡を 犯して その 醜 惡を無 邪 氣に堪 へ、 殆んど 悔恨の 情がない かに 見える。 こ 

の點も 同じで ある。 而 かも 悔恨の 情が 表面的に は 何等 無い らしく 見える に 係らす、 意識の 底の 底に は 

何もの か、 彼女 等の 行爲の 正道に 違 ひ、 天人に 咎め を 負 ふ ものが あるの を 責める ものが ある。 この 點 

もよ く 似て ゐる。 然 りと はいふ もの、 似て ゐる 中に も 自ら 異なる ところが なく はない ので、 列へば ナ 

ナは、 いちご 娘に 比して より 多く 金に 動かされ、 いちご 姬は 野心に より 多く 動かされる。 出身と 時代 

とに 調子 を 合せる ため か、 いちご 姬は ナナの やうな 平凡な 女性で なく、 女丈夫 型に 出来て ゐる。 然し 

意識的に 多くの 男性 を 操って、 自分の 望み を 遂げよう とする 心 持の 裏に、 淡い 自暴自棄 的な 氣が 潜ん 

でゐ ると ころ は、 叉 頗る 歸を 同じく して ゐる。 

いも ご 姬には 淫婦と しての 醜 を 補 ふに 足る ものと して、 勤王の 美德が あると いふが、 ナナに も それ 

がな く はない。 卽 ちわが 子 を 深く 愛する 心、 それで ある。 いちご 姬の墮 落が、 この 勤王の 心の 撗 逸れ 

した ものと せば、 ナ ナ の 墮落は 子 を 愛する 心から 一 切が 說 明され てゐ るので ある。 

た  ナナが 遣傳 的に 娃婦 であるに 對し、 いちご 姬に その 邊の說 明がない から、 た V- いちご 姬 一人の 
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人 篇， .  入が 違 ふといへば、 この 點 こそ 极本 的に 違 ふと 

異常 心理 叉 は 異常 體 質の 故と 昆 なくて はならぬ 力 二 ゾカ亡 ふ レ， 

ころで あらう  き、，； さ、 てま、 砍て攀 ばぬ と聲霄 して ゐる 

『いちご 姬』 基んで 『ナナ』 を 想起す ると 美妙 力 雷に.？ て は まて f ョ H ュ 

二 係らす、 、仏 やし もさう ではない ことが わ 力る 

'  も、 I  ！ト； 、き トノ  UA- ジョ レジュ こま、 一時にせ よ 淸ぃ戀 愛め くも 

例へ ま、 肉 慾の みであって 戀を 知らぬ ナナ 力 美少年 シ ョノシ --き 

4  H  ノ  V ち、；、 戀と、 へまい へやう。 いちご 姬と夢 王 ニ郞こ 

の を 感じた。 喜 製 フォンタンとの 紛糾 も 力 f^f^^^  、， と； 3^.0 月 

と I の トニ？^ の戀 は、 恐らく この 二つ を 合せた 氣持 き變 化させた ものた と.^ ふこ 力 可成 .： 

更 i ナナ？ ル… I ふ li、 初菅 重し i き 

^111  111011101! 

A がそつ くりで ある。 

だが その 邊の氣 持ち は、 或は 暗示と いふ 震に 止まって ゐ ると いふ S も 成り立た；：。 然。 し t;;:; 

、ちご 姬の is 面の 類似に 至って は、 到底、 他が  一 I した ものである こと S5， 〔；^ 

fll  III 

つ， そこに 行く、 これ は 丁度 ナナが 何 かしら 大きな 權カか 野心 富.^ に イチ もも：， 

ャの 大公と かと I し、 管？ ン I で 出かけて 貴族 夫人 募み るのと 同じで ある。 ！ 


に 奢いて みると、 正妻 はるる。 ナナの 場合と て、 これと同じ ことが 想像され る。 新人と 舊 人との に 

ぃろくのご；，^,^がぁ，，^、 遂に 失敗して 悲慘な 死 を 遂げる。 いちごの 方 は 明白に 狂死で あり、 死の 

間際に も r 大內の 女御」 になる と 口走る。 ナナの 死因 は-天然痘で あるが、 彼女の 狂氣は 疾うに 始まつ 

てゐ るので ある。 ナナ は 病院で 尋常に 死ぬ 上に、 多年 藝の 上の 敵手と して 憎しみあって ゐた 女優 口 ー 

ズが、 死に かけて ゐる ナナと 和解して 介抱す る。 あれ は、 ゾラの 『ナナ』 全篇 中で も 最も 光明に 富ん 

だ 一節で あるが、 いちご 姬は悲 慘の點 では 『ナナ』 以上で、 彼女の 死 は 野 たれ 死で あり、 死骸の 腹 を 

野良犬が なめて ゐ たとい ふ。 こ、 の 空 想 は、 美妙 一代の 大出来と もい ふべき もので、 いつも 言 ふこと 

であるが、 このい ちご 姬の 最期のと ころ は、 實に 立派な 藝術 的な 光りが ある。 こ、 まで こなせば、 た 

とひ 稀 子が あっても、 美妙 は 十分 創作の 才を 示した とい ひ 得 やう。 然し このい ちご 姬の 最期が 總體と 

して ナナの それ を擧ん だもので ある こと は、 爭ひ 難から う。 

なほ、 ナナが ミ ユッフ ァと 公然の 關係 をつ V- けながら、 同時に 自暴自棄 的に 叉 環境 的に、 數 人の 男 

性 を 同時に 操る ところが あるが、 これが、 盜賊の 女 首領と なって からのい ちご 姬の 立場 を 暗示す る。 

いちご 姬は、 戀人窟 子 太郞を 慕って さまよ ひ 歩く うち、 思 はぬ 人に 身 を 汚し、 つ ひに 墮 落して 盜賊野 

武士 圑の女 首領と なる ので ある。 さう して その、 王な 野 武士 を 同時に 四 人 程 男妾の 如く 操って、 互 ひに 

手柄 を 競 はせ、 自分の 權 力の 安固 を 計る。 かう いふ 趣向 も ナナの 前記の 如き 趣向から 舉んだ もので あ 
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、き 姬 の戀 人窟 子太郞 は、 强て關 係 を 求める と、 ナナに 對 する、、、 ユッフ ァに 相應 する もの かも 知 

な、 が、 女 主人公に 對する關 係が 反對 であるに 對し、 個人 同志 は 似た ところが 多い。 學 はいき 

から 慕 はれても きかぬ。 、、、ユッフ ァは、 ナナ を慕 ひぬ くが ナナ は 嬉しい とも 思 はない。 こ、 は 遠，^ 

然し、 二人とも 宗敎 的雰霞 を もって ゐる こと、 君主の. 侍 側の 臣 である こと (窟子 は艰 山義 政の § 

ミ ユッフ ァは ナボレ オン 三世の 侍 從か何 か) ビの邊 はよ く 似て ゐる。 それから、 いちご 姬は 0 子， i 

つて 瞎： 浴し、 ミ ユッフ ァは ナナ を 慕うて 墮落 する。 この 遷は 知って ゐ てわざと 反對に 趣向 を 立てた 氣 

味が あり はしない か。 ？太郞 は 遂に 道に 入る が、 、、、ユッフ ァは迷 ひの 方に 深入りす る。 え ii 

的こ對 立せ しめた 氣 味が ある。 さう いふと 女 主人公との 關係 も、 わざと 逆にした やうに.^ I ではな 

、か。 义、 此の 兩 者の 關 係で も、 前にい ふ 如く、 いちご は眞 に 相手 を 愛し、 ナナ は愛 して ゐ ない こと 

は 遠って ゐ るが、 然し 兩人 とも 自分の もつ イットの 力 を 信じ、 これの 力 を 試め さう として ゲ ノレ か、 つ 

て i くと こ， ろ は、 頗る 似て ゐる。 私 はいち ご姬 が、 わざと 男の 心 を 動かさう として、 ギリ. チリと グーる 

あの 光景が 何う しても 曰 本 的な もの i へない。 あの 時の いき 姬 I 後に も、 矢張り ナナの i が 

ある やうな 氣 がする ので ある。 

大體の| を 比蛟. すると、 自然 不 II は あるが、 いき 姬と ナナ は i 兒の 姉妹と いって V 


位 ゐには 似て ゐる。 强 ていへば、 いちご 姬の 方が ナナより 智慧が 逞 ましく、 自己の 行動 を 辯 解す る こ 

とが 出来、 慘 忍の 度 も 深い かと 思 はれる。 たと へば、 自分の 心 を 安め るた め 新しい 情人 を 誘 かして 昔 

の 戀人を 刺させたり する。 かう いふ 智慧 は ナナに はない。 然し ナナ も 自分の 行爲が 原因で 種々 な悲廢 

事 を醚し 出して ゐる こと は、 いふまで ない。 破產、 自殺、 逃亡な どと いふ 出来事が 連續 して 起る ので 

ある， - いちご は 賢く、 ナナ は 愚で ある。 これ は 然し 兩 女性の 出身の 差、 貴族と 賤民と いふ 階級 的. ま 別 

の 反映と も 見える。  . 

そこで、 私 は、 『いちご 姬』 の 作に 於いて、 美妙 は、 主人公の いちご 姬の 性格 描寫 上、 ゾラの 『ナナ』 

を 可成り な 程度まで 深く 模倣した とい； 6-^,^ るかと 思 ふ。 又、 作 全體の プロット としても、 相當 程度 模 

倣して ゐる とい ふこと もい へやう。 た： A 背景、 事件、 環境、 さう. いふ、 道具立ての 點 では、 田 ：3 つた 程 

『ナナ』 の 厄介に なって ゐ ない。 この 點は 美妙の 前口上の 通りで ある。 だが、 美妙の 前口上の 言の 如 

くこの いちご 姬の 性格 を、 最初から 美妙が 案じて ゐ たものと せば、 その 全部 を 『ナナ』 から 學ん だと 

する の は 過酷で あらう から、 美妙の 萠芽が、 『ナナ』 を 滋養分と して、 あの 如きい ちご 姬と 生長した の 

だとい ふこと はい ひ 得る と 思 ふ。 

要するに 小說の テク 一一 ック 中、 日本 小說の 短所 わ，.： る 性格 描寫、 プ a ット 構成の ニ點を 西洋 小說 から 

學び、 これ を 日本的な 事件 環境に 上手に きりはめ た靑年 美妙の 作家 的 手腕 は、 當 時として は 老成 過ぎ 
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る 程 巧者 だとい ひ 得 やう。 

五 

『いき 姬』 について、 私の 語る こと は、 以上で 大蒙 がつ いたので あるが、 餘說 をい まか 添へ 

m$t よく 口にする ことで あるが、 もう 明治 豪 研究 も 下火 まか 行 詰つ 

： とかい ふ。 成程 面 表 か I. れば さう いふ ことにな つて ゐる。 研究 靈な どもい つの ほかに 消 f.^ 

ふ 形に なって ゐ るし、 研蕃 合な ども 稀れ になり、 第一 個々 人の 研 豪に 頗る 熱が なくなった f 

屋 方面で も 明治 もの はさつ ば. ^いけませんと いって ゐ る。 それが い い 事 か は 別と して、 i 

在の 事實 として 以上の 如き 有様 を 承認 せざるを得ない。 

私 は 然し、 明 冶 豪 研究が このま 行 詰って V ッ V ッ £a? し i ものと 導へ な」 第一 需 

硏究上 そん 11 た ことがある もので はない。 これ は 蓋し 一時的の 中 まみな の だ。 舊 から 新へ 移 

る虐 時代-一 よく ある 淀みな さと 思 ふ。 淀めば 迷 ふわけ で、 迷へば 藝も 楊ら なくなる の はき。 

ことで あらう。 この 淀み、 行詰りが 何で 來 たか、 それ は 一つの 無 方針 無批判の 好事 的 研究の 行，、 

資料 宽集 の 爵的行 詰、 り、 i 裔 志の i 的 行 f  g 映、 棄的 割據| の 行 f  f いろいろ 

な 原因| げる ことが 出來 るで あらう。 然し 要するに、 明治 豪 乃至 明治 文學 研究に 何 S 任 力 I 


ので はなく、 研究者の 態度な， り頭腦 なりの 問題に 歸す るので あるから、 これ は 眞實の 意味での 行詰り 

ではない。 若し 何等か 國家的 理由 か 何 かで、 明治 文學 なる もの を 研究す る こと は 許さぬ とい ふので あ 

れば、 始めて 行 詰った ことになる。 さう でない 限り、 明治 文學 研究が 行 詰った ので はない。 吾等 研究 

者が 迷って 居り、 間違って 居り、 方向 を 取り 遠へ て 居， -、 獨 り合點 をして 居る ので ある。 お 互 ひに 猛 

省すべき 時で あらう。 お前な ど は 明治 文擧と 心中す る やうに、 社會的 使命 を 負 はされ てゐ るの だ、 お 

前の いふ ことば かり 聞け る もの かとい ふ 人 も あるか も 知れぬ が、 さう おっしゃら すに 1 つ ゥント 踏み 

堪へ て 欲しい ものである。 

そこで 私 は、 この 表面的 行 詰- 5 を 打開す る 一 法と して、 比較 文舉的 研究 をお す、 めする。 己に 前記 

の 島 田 氏な ども 今 盛に おやりとの ことで あるが、 明治 文學 中に 於け る 西洋 文舉 的な もの を 見、 それが 

如何 やうに 利用され、 明治 文 蔡發展 に 何れ 程の 效果を 成して ゐ るか。 從來も 極く 大體 的な この種の 記 

述 はあった の だが、 これ を もっと 文 舉に卽 し、 作に 卽し、 作家に 卽 して、 組織的に 研究して 行きたい 

もの だと 思 ふ。 或る人々 は、 傳統を 重んじ、 國粹 を云爲 して、 この 外 國文學 的 分子 を ま、 つ 子 扱 ひ を 

して ゐ るが、 私の 考へ によると、 傳統は 生きて ゐる もので 死物で はなく、 叉 固着した もので もない。 

傳統は 不斷に 新しい 傳銃を 生む。 國粹 とても 然り。 國粹 は粹を 守る ことで はない。 粹を 練り上げて 發 

展 させて ゆく ことで ある。 つまり、 不斷に 新な 自己 を 創造して 行く。 そこに 傳統も 國粹も 生きて ゐ る。 
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つるべが つるべ 繩に ブラ さがって ゐる 如く、 こ、 を盡と ま 下るべき もので はない。 襲の 研究な 

どと 事 も なげにい ふ 人が あるが、 傳管ど 面倒な 研究 はない。 よく 「日本的な もの」 を 探す と V 

置-)、 不斷 Lit 皇を S し. て 行く、 その 農な り 行き方な き 別にして 何 的ず。 力.^ 

るか。 この Is き 忘れない。 それが 曰 本 的な き I の 震な の だ。 今 曰、 曰 本 的な もの は、 水 

久 二進む 二 あり、 まて 守る の は 非 日本的と 知れ。 往々 論議され る ロマンチシズムな ども この 立， 

ら JI べきで あらう。 阈粹ゃ II きて 續 いて ゐ f ので ある。 老人 や 病人が 後生大事と しつ 

、りかよ てゐる I の 如き、 いくおの ない もので はない。 靠が 生活で 文 學で 

きで ある ものである。 これ を 逃避 精神、 舊精祌 に 利用す るが 如き は 以ての外で ある。 とこ スで 

これ ケ實際 に徴 する に 近代 日本の 自己 I、 自己 發展の 際 刺戟と なった もの は潭 文明、 H 作文 物广 

これ は 私が いふまで もない、 近代 曰 木 文明靈 の 公理 といって 可い。 豪 も亦然 り。 曰 木の 近代 I 

よ、 何とい つても 西洋 豪の 刺戟に よって 新な 自己 S 造して 來仁 ことに は 問題がない。 その"」 创 

f. 際い おる 西洋 豪 を 如何に 使用し お。 それ を 知れば 西洋 的 f の..^ 分 f 共に、 曰 本？ -も 

の も 分り、 將來の 豪の 籠に 對 する 見通しの 毒と もなら う。 比較 I 的硏究 を大に 盛に しす-と 

私が 望む 所以で ある。 又 か， る 研究に よって 必 I 明治 I.S は 新な 局面 I 開して 来て t て 

眞に行 詰って ゐ るので はない ことが 分る であらう。 (昭祁 十二 年 十一月 「文藝 復興」)  . 


( 一 ) 『浮 雲』 を 中心に して 

,  I 『浮 雲』 について 

此のた び 「文 學」 がー： 葉 亭に關 する 特輯 號を 出す について、 何 か 二葉 亭 のこと を 書いて IE- ぬかと い 

ふので、 比較的 豐 富に 紙面 を 割いて 頂いた の は、 まことに 有難い、、 

そこで 私 は、 こ の發言 機會を 利用 して、 平生 一 一葉 亭に ついて 考 へて ゐる 二三の 問 i: を こ、 ではつ き 

りさして みたい と 思った。 かう いふ 機會 は、 こつ もから 無理に 作れば 格別 だが、 今. の やうに、 自然 

に 提供され る こと は、 まづ 稀れ であらう。 それだけに、 私 はさう 思った ので ある。 尤も、 はっきりと 

いっても、 はっきり 解決す ると か 何とかい ふので はない、 「私 はかう 考 へて ゐる」 とい ふこと を サラけ 

出して、 この 上 腹の ふくる、 こと を 助かりた いとい ふの だ。 • 

ノ 私の 述べたい と 思 ふ 問題 は、 一 つ は 『浮 雲』 について、 一つ は、 二葉 亭と 逍遙との 關係 について、 

今一 つ は、 官報 時代の 二葉 亭 について、 と、 凡そ 三つ ある。 さう して この 三つと も、 實は、 私が 前置 
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きをつけて 力む 程 e 大 問題で はない、 知って ゐる 人. - はもう 疾 くに 知って まことで t 力 それに 

氣づ いて ゐなぃ 人々 も相當 あるかに 見える。 そのこと が、 私 をして、 「養お-: で 午 枕に 喧し」 と 叱 

られ るの を覺 悟で、 老婆心 を敢 てせ しめる 所以で ある。 

第 一 の、 『浮 雲』 についての 問題 を 語らう。 

問題と いふと 大 IV が、 端的に いふと、 『浮 雲』 は、 現存す ろ 形で は 未完成の もさと いふ ことで 

ある。 二 輩が ィャ になって 投げた 作品. だとい ふこと である。 一、 二、  一二と 三 編 揃って 完成して ゐる 

かこ 見える が、 事實 その 三 編 は 中途で 筆 を 投じた もので、 謹の 半分 位し か實 現して ゐ ない。 鎖 明 

台 豪 研究家が 『浮雲』 を 賞美 する 一條 件と して、 形式の 上から、 あの 最後？ レの とこ f  ^ 

ト說的 大圑圓 として 巧 まれて ゐ ない、 あす」 で。 ホッン と ，終った ところが 實に 可い など、.^.^ れて 

ゐる J あの 終末が 藝術 的に い、 か 何う か は 別と して (二 輩 自身が ちっとも いいと 思はなかった らし 

、こと は 確かち、 ま 慕き 足. -な いの だが、 もう イャ になった から 途中で 投げた とい ふの 力 二, メ 

亭の 立場で ある。 ィャ その 投げた ところが 有難い、 ソコに 却って 面白味が あると いふの も 一つの 

かも 知れない が、 それ は、 『議』 を 末 完成の 作品、 投げた 作品と 認めての 上に し 5 ひ r あの キ 

レき 嘆す るの は、 自然主義 時代の 豪 服 I る 一 特徵 であると いへ るが、 然し 『i』 力 未完成の 

作者が ィャ になって 中途で 投げた 作品と いふ ことになると、 キレを I する I もも 逮 つず 


のにな り はしない か。 

『浮 雲』 の 第三 編が 作者 二葉 亭に とって 如何に ィャな ものが あつたか は、 『落葉の はきよせ』 の 中の 

第三 編發 表に 關 する 感想のと ころ をよ むと よく 分る が、 かう いふ 氣 持ちで は、 いかに 腹案が あっても 

筆. を繽 けられる もので はない。 そこで あそこまでで 止めて しまつ セ。 『浮 雲』 の 結尾 は 何う いふ ことに 

なる かとい ふ 新著 月刊の 記者の 問 ひに 對 して、 二葉 亭は、 11 

あれ 

大體の 筋 書 見た やうな もの を 書い のた が 遺って ありまし たがね。 彼 は 本 田 昇が 一 旦ぉ勢 を 手に い 

れ てから、 放擲って しま ひ、 課長の 妹と いふの を 女房に 貰 ふとい ふ 仕組で したよ。 北 ハれで 文 藏の方 

では、 爾 なること を、 掌 上の 紋を 見る が 如く 知って ゐ ながら、 奈何す る こと も出來 すに 煩悶して 傍 

觀 してし まふと 云った やうな 趣向でした。 

といって ゐる。 此の 文 三の 心 持の 半面 は 今の 『浮 雲』 第三 編に も 可成. 9 出て ゐ るが、 本 田對ぉ 勢の 關 

係の 發展 が、 この 談話の やうに なると、 文 三の 心理：^ 一段の 深刻 を 加へ たので はない か。 そこまでい 

つて 始めて、 文 三の 性格が ほんと に 生き もし、 叉 『浮 雲』 の 小說的 構成 も、 今の ま、 の ものより 秀れ 

たものに なったら うとい ふ氣 がする。 

1 ー紫亭 のこの 談話 は、 『浮 雲』 が 未完の 作 だとい ふこと を證 明して 餘 りが あるが、 これ を 裏書きす る 

のが、 談話 中に ある 【筋 書」 云々 である。 この 【筋 書」 めいた もの は 今日 殘 もって ゐる。 丁度 明治 四 
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十三 年、 二 蒙の I が 朝 曰 新聞社から 初めて 出た とき、 これが 囊に とられて 第一 卷に 入れられす 

ので、 今日で も讀 むこと が 出来る の だが、 この頃 は 此の 朝日 新聞社 版の 全集が 比較的 少なくな つた J 

叉 その 画の 文字が クチャ クチャで よめぬ ので、 何う もこれ を讀ん だ 人 は、 ，ない らしい。 そこで 

私 は、 蟲服鏡 を 使って これの 讀 める 限り を讀ん でみ て、 或る 程と 合點 すると ころが 多かった この 筋 

書と いふの は、 『落葉の はきよせ』 の 一節ら しく、  二十 二 年の 日記の 斷片 となって ゐる。 文中の 日附は 

『浮 雲』 中の 出來 事の 日附 で、 轰の それで はない。 f かく、 私 農んだ 黧は 左の通り である 

『浮 雲』 第三 編 筋 立 

(十 一 月 五日) 

第 十三 回 諍 論せ，： 後 昇來. ^し のお 勢の さま 

附文 三の 殘念サ 

(六日、 七日、 八日、 九日、 十日、 十一、 十二、 十三、 十四) 

第 十四 回 諍 論 後 文 三の 自惚、 お 勢と 千 話 喧嘩して ゐる やうに おも ふ 事 

附文 三の 後悔、 お 勢に はお かる、 こと 

附ぉ 勢の 昂に 於け る有樣 

(十五) 


第 十五 回 文 三 散歩して 思 はすお 勢 昇の そぶり をい ぶかる こと、 編物の 稽古 先の 歸 b 

附文三 忠吿を 決する 事 

(十六) 此 日より お 勢 本 田に 迎 (？〕 ふ、 文， 1 一 注意す 

第 十六 回 文 三お 勢と 仲直りす る 事  . 

第 十七 回 文 三の 財政 困難。 靑 雲の 小口 を 得る 事。 文 三お 勢に それ を咄 して 失望す る 事" 

第 十八 回 十一 一月 十二 三日の 事 

(その他 細々 と 書いて あるが 1 々消して ゐ るので、 何が 何やら わからない、 少し は讀 める が 

まとまら ぬので こ ， に は褐げ ない)。 

(十二月 十五 日) 

第 十九 回 孫 兵 ヱ歸宅 

お 政 孫 兵ェを くるめる こと 

第二 十回 孫 兵ェの 意見、 文 三に 相談 を かける こと 

文 三、 お 勢の 本 田の 下宿に 入る を 見 (以下 數字讀 め や) 

(十二月 十六 日) 

第二 十一 回 本 田お 勢 あ ひ- きの さま 
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(七) 

(八)  -  , 

(十二月 十九 日) 

第二 十二 回 文 三の despair, 昇の 不義 發見、 母子 喧 t- 

菌 はこち 切れて ゐ るが 恐ら is いまのに 蒙ない こと は、 襲の 二 輩の i で 明らかで 

ある。 そこで 現存の 『浮 雲』 は 此の 第 十三 回から 第 十八 回までに 相 零る ので、 第 十九 回 以後 は 管 

つけられて ゐ ない。 然し 第三 編に 出て ゐる、 お 勢の 編物 稽古、 本 田が お 勢の 家に 足 を 遠くした わけ は 

この 未完の 部分で 證明 がつ けられる ことにな つて ゐる。 

つ まり 此の 談話 及び 筋 書に よると、 ニ藝 5、 『浮 雲』 を あの サスペンス のま S  くつ もりで はな 

く、 お 勢と 昇との 關係を チャンと つけ、 昇の 性格 を もっと はっきりさせる つもりであった お 勢..^ ブ 

0 關 係が ハツ キリ すれば、 文 三の 氣 持ち も、 或る 種の 解決 を 得る ことにな り、 サ. ス ペン スが なくなつ 

て、 寶 者の 期待 心理が や、 滿 足され、 そこに 一種の 大團圓 めく 結尾が 生れる。 かう いふ ことになる。 

たヾ 書かなかった ヾけ である。 

f 分って みると、 現存の 『浮 雲』 の キレを 矢 S に赏 める の は、 別に 惡 いこと ではな. や. i 


然し 妙な 見當 外れの やうな 氣 がする。 勿論、 だからといって、 『浮 雲』 が、 時代 を 背景に してい/. ま、 

超 時代の 佳作で ある ことに は 文句 はない が、 た V- これ を 未完成の 作品と 見る か 見ぬ かによ つて、 『浮 

雲』 を极ふ 態度な り觀 念な りに 相當 影響が あるかと 思 ふ。 私と して は、 .^マ 日の 『浮 雲』 w:^ ま、 これ 

を 未完成の 作品と 認めて 進められ るべ きもの だと 考へ る J 

今 一 つ 『浮 雲』 について、 一 寸言 ひたい ことがある。 『浮 雲』 の 興味 は、 私 どもから いふと、 さ-とし 

て あの 文 三なる インテリ 的 性格と 時代との 交渉に あるが、 『浮 雲』 全 體を歷 史的に 眺める とき、 ニ紫亭 

力 この.^ 說で何 を 書く つもりであった かとい ふこと が考へ 直させられる。 一 一葉 亭は 果して 文 三 的 性：^ 

や 心理 を 表現した だけで 滿 足した もの か 何う か。 一 一葉 亭 自身の 言葉 をき  くと 何う もさう ではな、 f ら 

しい。 同じ 新著 月刊の 記者に 語った ところに よると、 『浮 雲』 に は 一貫した 思想がない とい ふこと であ 

る。 それから、 『浮 雲 3 はすつ か h 眞似 たもので、 手本 は 口 シ ャ文舉 だとい つて ゐる。 彼に よると、 最 

初 I  二 編の 中心に なって ゐる 思想 は、 官尊民卑と いふ ことに 對 する 嫌 惡の氣 持ら で、 つまり、 皮が 

口 シャの 小 說を澤 山讀ん で、 口 シャの 官吏と いふ ものが ヒ ドク 嫌 ひに なった、 その 感情 を R: 本に 移し 

て、 あの 小 說に現 はさう とした もので、 いは V -、  U シャの 官尊民卑 を和譯 した もの だとい ふ。 第三 回 

(一 一葉 亭の いふ 第三 回 は 第三 篇の 意) あた. 0 から、 日本の 新 思想と 舊 思想 を かいて 見る 氣 になった。 

お 政 は 日本の 舊 思想の 代表、 昇、 文 三、 お 勢な ど は 新 思想の 代表で ある。 舊 思想の 根抵は 中々 深いの 
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で、 新 13 は、 これと 調和 しないと 勢力 を 得られない。 その 邊で I は |協調 和、 i^: 

I！ 新 I 中で も 最も 進んで はゐ るが、 然し 新 墨 者 中 最も 多數 でも t、  i 時の B 本 

^ufi 本 g 一流の 人物で ある。 III  ，高尙 な it 

r きも、 I に 出！、 附 i たから、 皆 昇の やうな 人物に なって むま ふ。 iH 

。 r^f.きa、i、ーっきセvと、 ふこと も、 ゴン チャロ フの 名^ 11 f 

る。 かう いふの が 二葉 亭の說 明で ある この 新葚 田.^ えの 偉 突と.^ ふ 

れ岸』 の 中に よく 書いて あるの を 見て、 曰 本に 應 S した もの だとい ふ。 

よって、 『浮 雲』 がいかに ロシャ 豪に 負 ふところが あるか は 略 ぼ 明白で あるが、 さうな ると 

n$! の . シ ャ文學 (例 へ ば 一 .ー擊の 謹し 5 ン チャロフの 『ォブ 口： フ』 び 

屯の タョま お  まちら。 4,0 一一 勺 は、 恐らく 二葉 亭の Eg 像の 

如き) からの 模倣 的 分子が あり はせ ぬか。？ それ は t 文 一一 rt- は タ ま ：、、 

みで はなく、 彼の 創 碧け てもなく、  ロシ ャ文學 の模寫 とい ふ 點が可 f 入って ゐる やう 5 ふ ^ 

しそ eft でな いのは 勿論 だ、 私 は、 文コ： 的 性格に ロシャ 豪の 分子が 入って ゐ るの を認 める 力 

同時 こそれ は、 二 輩の 性格の もつ ロシャ 文學的 分子の 反映で も ある こき 認めたい。 ！ fa 

新 11 さ、 二 擊の靈 にあて はめて、 お f 彼の 母た る 入 を 5 ル にした もので はな t;; 

ともかく 此の 文 一二 的 性格 は、 今日 その 時代 I 景 にして おへる u 

：复雜 な、 農 的と 缓る、 までの 拔け 出た 霞 を もつ ので、 その 裏の 靠 が、 多くの i 硏 


究の 中心 題目と なって ゐる といって もい/一。 『浮 雲』 を評價 するとき は、 何とい つても この 文 三 勺 性^ 

の 解釋に 重點が ある、 この 解釋に は、 矢張り 時代に 對 する 意義 を 見失 はぬ やうに したい。 往々 見受け 

る 二葉 亭 、『浮 雲』、 それから 文 三 的 性格への 主 觀解釋 は、 かっての 自然主義 的な 文學 眼に 對抗 する もの 

とい ふ點 から は、 十分 諒解され る もの だが、 時代 を 無視して、 い たづら に 體當り をす るの は 宜しくな 

いやう だ。 

以上、 二葉 亭の吿 白 、『浮 雲』 が 何 を 示さう とした もの かとい ふ 談話 は、 、干； 觀專 j の 研究者に 對 して 

十分な 警 吿を與 へる ものと もい ひ 得る。 

『浮 雲』 はこの 位に して 次の 問題に 移らう。 

二 逍遙と 二葉 亭 との 交涉 

普通 文學 史的に は、 二葉 亭は 坪內 逍遙の 門から 文壇に 出た ことにな つて ゐる。 さう して、 こ，. ば 一 

應 は事實 であり、 『浮 雲』 の 署名の 問題な どから 考 へても、 逍遙の 「門」 から 出た とする ことが 不當で 

はない、 然し この 事 を 以て 直ちに、 二葉 亭を 文擧 的に 逍遙の 弟子であった とする に は、 可成り 說 明が 

いる。 二葉 亭は、 いは ゆる 意味で 逍遙の 弟子であった ので はない らしい、 少く とも 受動的に 敎 へを受 

けた もので はない。 寧ろ 先聚 後輩の 關 係の 少し 深い もので、 嚴密な 師弟の 關 係ではなかった の だと 考 
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へられる。 r こと も、 知って！ 人々 は、 早くから 知って ゐ I  ！ U 

こ簡 ぶこ 掌 ビと片 づけて ゐる。 然し 二 輩 を 全く 籠の 文學的 弟子と してし まつれの て は 一き 

に f 』 子す 片 ， 、飞、 ちらつ。 きと、 ふ點 では、 矢 崎 |の屋 氏の 方が やっと f ら 

の 文 舉の說 明が つかなくなる 恐れ 力 あら 弟子 

逢と 二 輩 の穩を 詳しく 語った もの は、 謹の 議 is』 に 若く はない。 

が 案外 ニ輩硏究家の讀 むと ころと なって ゐな いのは、 11  ^^u^ ト 

も、 01111 1  i!l 白 V の リ：： " 

I』 中に ある 「ニ葉亭 の 事」 とい ふの も、 II  .^.^UHU. 

る。 さう して 自分と 二 輩の 交 f 主と した ものである だけに、 殊に？ の、 I 力ら。 &てぁ f 

け-一、 なかなか 面白い。 二葉 亭硏究 家が 是非 讀 むべき も 0 と 私 は f  や ュ，. . . 

： の 「二葉 亭の 事」 によって、 i 對 ii 係 交涉を察 する に、 ^^^^H^ 

るが、 奮 人間的 影響に 人 i ので あるら しい。 11  AlH^r 

一は 能動的の 師、 他！ 動的の 弟子と いふので きく、 多少の I ひ は あつ""""：：？" 

ぷ I」 あつたと f のが 藝 であらう。 勿論、 二葉 亭は あれで 囊の 正し、 まって 

して S は チャンと 先輩と 立て、 I に對 する 態度 を 持して ゐ たから、 I 的に はきの やうに リ 


らうし、 叉 彼 自身、 或る 意味で 弟子の やうに 振舞って ゐ たらう から、 單に、 簡略な 文章 や 敍述の 際 

に 彼 を 逍遙の 弟子と 書いた とて、 必 やし もゥソ とい ふので はない。 然し 事實 は先犟 後輩の 關 係で、 文 

壇に 出る について 可成り 世話にな つたに 止り (これ も 然し 當 時として は 大きな 世話であった)、 一 も 一 一 

もな く 逍遙に 養成され た 弟子で はない。 兩 者の 影響ば、 今 もい ふ 如く 相互 的と いふの を至當 とする。 

さう して これ は、 當の 逍遙の 認 むる ところ、 且つ 語る ところで ある。 

逍遙が 二葉 亭に 如何なる 文擧的 影響 を與 へた か。 これ は、 今日の 二葉 亭 研究家から は餘， りょくい は 

れてゐ ない ので、 逍遙の 文學的 影響が、 二葉 亭を 戯作 化せ しめたの だな ど、 いふ 風に 考 へられて ゐる 

が、 私 はこの 點 では、 一寸 違った 考へを もって ゐる。 それ は、 二葉 亭は 元来 戯作 的 素質な り 趣味な り 

を もって ゐた人 だと 思 ふ。 その 點を 詳しく述べる こと は、 只今 止す が、 それで 例へば、 あの 『浮 雲』 

の 文章の 戯作 的 分子な ど を 悉く 春の 屋 先生 (逍遙) のせ ゐば かりだと する の は、 酷 だと 思 ふ。 が、 そ 

れは 鬼に 角と して、 逍遙の 二葉 亭に對 する 影響 は、 先 づ小說 の テク 二 ク 方面の ことが 多かった こと は 

今更 私が 說 明す るまで もない。 今の 『浮 雲』 の 文章の 問題な ども、 その 一例と ならう。 

そこで 逆に、 二葉 亭が 逍遙に 何ん な 影響 を與 へた か。 これ は、 二葉 亭の 受けた ものと 違って、 すつ 

と 深刻で、 文 學に對 する 態度 (文 舉觀 といっても 可い)、 文擧と 眞理、 文學 と社會 等の 問題、 文 學の原 

理的 問題 等、 要するに 「文學 と は何ぞ や」 とい ふ 根本 問題に ついて、 逍遙が 大 に啓發 された ものに 違 
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ひない。 『小 說祌髓 一の 著 はあって も、 根底に 文學 論な り、 文舉觀 なり をし つかり 踏へ てゐ ない 逍遙 は 

二葉 亭の 質問攻めに は、 内心 閉口した。 それで、 二葉 亭に 参って、 質問攻めに されて 以後 (十九 年以 

後) 彼 は、 『小說 神髓』 の 所論 を もっと 掘り下げて、 その 根本 を 究明す る 努力 をつ マけ てゐる 「」 例へば 

「美」 と は何ぞ や、 とか T 美術 論， K 藝術 論) とかい ふ 論文 をし きりに 發 表して ゐる。 つまり これで、 

一 つ は r 神髓』 の 所論 を 訂正し、 一 つ は それ を 掘り下げよ うとした もので、 これ は 悉く 二葉 亭 からの 

刺激で だけな された 努力と はいへ ぬまで も、 主として 二葉 亭 との 接觸 によって、 か、 る 努力が なされ 

るに 至った こと は、 事實 であると 思 ふ。 つまり 二葉 亭の 『神 髓』 質問が、 逍遙の 文擧 眼を大 に^ 醒さ 

せた とい ふこと になる ので ある。 

ひとり、 文學論 的な 根本 問題に ついて だけで はない。 作 そのものに ついても、 遙に 、『書生 氣 l^J 

的の 戯作者 振り を脫 却し なくて はいかんと いふ 覺悟を 起させた の は、 一 一葉 亭の 影響が 可成り 與 つて ゐ 

る やうに 思 ふ。 一 浮 雲』 を 社會に 出して やった の は、 文字通り 逍遙の 力で あるが、 然し その 沮遙 が、 こ 

の 作から 大きな 影響 を 受けた こと は、 餘り 注意され ぬ 面白い 事實 である。 沮遙の 作 『松のう ち」 (二十 

一年) は刊 本が 少なかった せゐ か、 從來餘 り 問題に されなかった 作で あるが (今日は 逍遙 逸^ 中で 樂 

に讀 める)、 あの 作 をと つて T 浮 雲』 と 比較す ると、 逍遙が いかに、 『浮 雲 j から m でぶ ところが あつたか 

とい ふこと がよく 分る。 『松のう ち』 の 主人公 的 人物の 風 銑 三郞と T 浮 雲』 の 內海文 三と を 比 1;^ する 


と、 風 問の 神經 質的 性格が 可成り 强く文 三から 傳染 した. もの だとい ふこと に、 氣が つく。 風 間の 心理 

描寫の 文字 も、 文 三の 心理 描寫の 行き方と 一寸 似て ゐる。 勿 ir 逍遙と て あれ 程の 才物 だから、 立派 

に 文 三 的 性格 を 消化して 我が ものと して 傳へ てゐ るが、 然し 文 三對銑 三郞の 血緣は 何う しても 切れな 

いところ が ある。 

逍遙 は 明治 二十 年、 二十 一年 頃から、 頻りに 人生 問題 を考 へ、 社會 問題に 心 を 留め、 一度な ど は、 

孤 兒院を 題 村に した 社 會小說 を 書く 氣 になった。 これ は、 直接の 影響と して は、 英國 のヂッ ケンズ の。 

例へば 『オリヴ ァ. トウィス ト』 の 如き 作品 を愛讀 したから とい ふこと も考 へられる が (その 方が 多 

いで あらう が)、 然し 二葉 亭の 對文學 態度、 乃至 人生 探究 熱、 「ジ， "ジ 一 こ (人生) の 味 ひへの 魅力に 動か 

された ところがな いとい へ ようか。 

かう して、 逍遙と 二葉 亭 との 文舉的 交渉 は 結局 人間的な ものにまで なって 來 たので ある。 これにつ 

いて は、 逍遙 は、 自分が 如何に 二葉 亭に負 ふところが あるかと いふ こと を、 「二葉 亭の 事」 の 中で 明白 

に 述べて ゐる。 

逍遙が 二葉 亭と 文學 的に 交涉を もも 始めた の は、 明治 十九 年で あるが、 その 時の 逍遙 は、 人間的に 

は、 人生の 理想 も、 主義 もない、 安易な、 暢氣 な、 常識的な 現實 主義者であった。 それが、 二葉 亭と 

.* ふ 理想家 T 眞摯 では あるが、 窮屈な、 謙遜で は あるが 狷 介な、 懷 疑の 結晶で も ある」 やうな 二葉 
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亭と 接した ので ある。 性格、 態度、 主張 は 眞反對 であった。 その 眞反對 である ことが、 聰明な^ 遙に 

とって は、 自己の 缺陷を 照す 明鏡と なった わけ だ。 二葉 亭に 接する 度 數の增 すに つれて、 ^遙は -HI 分 

の 態度の 非を覺 つた。 作家と しての 不眞繁 を、 處 世人と しての 墮落 を. E 然 に反将 せしめられた" 切に 

自己 改造の 必要 を 感じ 始めた、 卽ち 「主義な き 理想な き 自分 を愧ぢ た」。 それで、 二十 ハ牛、 二十 一年 

と經 ち、 二十 二 年に 入る と、 二人の 話柄 は 11 

主として 互 ひの 性格 論、 修養 論で 終始す るの が 例で あつたが、 謙抑な 彼れ は、 私の 慚愧を 聽 くと 

いつも それ を 遮って、 君に は 云々 の 美德が あり、 長所が あるが、 自分に は それが. 悉く 缺 けて ゐる、 

自分に は 云々 の 短所が あり、 云々 の惡. 1 が ある、 と 得意の 自己批判 を 始める のが 常であった- ム々。 

かう した 近遙 は、 二葉 亭と 接觸 したの が 切掛け で、 彼のい ふ現實 主義者から 理想、 王 義^に 轉 向し 始め 

た。 然し これ は 二葉 亭 によって 植ゑ つけられ たもので なく、 逍遙 元來 の遣傳 的な ものが、 二葉" やによ 

つて 目覺 まされた の だと 見る 方が 正しから う。 然し 逍遙 自身、 二葉 亭 から 人 問 的 影響 を 受けた こと を 

認めて るるの だから、 その 點ば、 彼れ 是れと 疑 ふまで もない。 「二葉 亭の 事」 では、 造遙 身が 二 紫 ゆ 

から 文學 的に 又 人間的に 如何なる 影響 を 受けた かに ついては 詐 しく 語られて るるが、 逆に、 ^逸が 二 

紫 亭に對 して、 人間的に 如何なる 影響を及ぼした かに ついては、 おんど； 踣 つて ゐ ない。 これ は； おって 

ゐな いのが 當然 で、 それ を 語る 0 は、 矢張り 二葉 亭 自身の 役割 だからで ある。 然るに、 肝^の 二 紫 a- 


に はさう いふ こと を 詳しく 語った 文獻は 無い から、 此處が 何う も、 推定と 想像で 行く より 仕方がな、。 

私の 想像に よると、 何う も、 二葉 亭の 方で も、 逍遙から 人間的 影響 を 多少 受けた ものと 思 ふ。 前の 引 

用で も 知られる 如く、  二人 顏を 合せる 度に 性格 論 や 修養 論 をして ゐ ながら、 二葉 亭 自身の 方で 何の 人 

間 的 影響 を も 受け とらぬ 害 はあり 得ない。 殊に 當 時の 二葉 亭は、 逍遙に 對 して、 長者と して、 文壇の 

先輩と して、 作者 中の 才物と して 接觸 して ゐ るので あるから、 何等かの 點で彼 を 學ぶ氣 持ちが ある。 

質問 も 批判 も、 畢竟 この 氣 持ちの 現れ だとい つても 可い。 つまり、 二葉 亭は、 逍遙から、 一種の 現實 

、王義 者と して 生き方 を 見せられて、 それに 動かされた 點は あると 思 ふ。 二十 二三 年 以後、 理想主義 一 

i 張りの 二葉 亭 がー 種の 現實 主義者と して 生きん と 努める。 この 人生 的 立場 や、 、王義 主張 や は、 勿論 

逍遙が 敎へ 得る ところではなかった にしても、 か る 生き方の 何の 點 かに 於いて、 二葉 亭は 逍遙 的な 

もの を學ん だに 違 ひない。 彼が、 二十 ニー 年頃 頻りに 英書な ど を擧ん だとい ふの も、 英語 英文 舉 によ 

つて 處 世の 根底 をつ くった かに 二葉 亭が考 へて ゐた 逍遙に 影響され てゐる ことで はなから うか。 勿論 

他に も 有力な 種 4,; な 原因 はあった らうが。 

この 兩 者の 交 涉に ついては、 鬼 も 角 も、 逍遙の 「二葉 亭の 事」 を參 照して いた-:, きたい。 その 方が 

具體 的に はっきり すると £5 ふ。 
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三 二葉 亭の 官報 局 時代に ついて 


|の官|  I と""" Hnps:p 一 

れる 時代で ある。 二十 二 年 か I 十 年 まてず 年 はしなかった。 それで 多く  - 

直ぶ 九 年間で あるが、 その 九 年間 は、 iitsi^of  ,^  H 

Mr  ；,, つつ。 4,、、、 ンム 乃き へで ま、 この 九 年 11 は チノ  文^と I 

なから うかと 思 ふ。 むしろ 二 輩の 本 質を 捉へ るに は この 九？^ I の 足-' お  一 

なり を 是非 調べて みなくて はならぬ ので はない かと 思 ふ。. _ 韋ち， と I てゐる j  二 S の 小 

これ は I めくが、 私 は、 ニ葉亭自身 が文學 として その 作品より 偉大す；，；^;^、 世い 1, 

ト， 「成 る呈、 時ち) M して、 叉 他の 豪 者に 比較して いへば、 偉い に は 遠 ひなし.^  f 

^.b 成る 程 ^tiFl^  /  ^t^v^a_^^feKV このな 

； ：』， ノ さきして 可う まらう。 私 は、 むしろ 二 擊の存 白身. 大， ^豪て あ l^u. 

持ち a しす 复 して-' n も韋、 きふ、 この 二葉 亭の 書かれざる 豪の 方なら、 世界的 i 

在の 方が、 彼の 書かれた 豪よりも ずと 田ん ふ .sr?  Ill 人、 その i 

. - )T  P  5、 ズ、。 .t>-l**p の 中には 眞の 文^者 タ^ を 4 一き.^  . 

に 出しても I の 位 f 占め 得る I ふ 豪 ^の>  、 、 ろに ェ夬 して II る 人で 

が f に 豪と なって ゐる 人と、 文學 作家と 力 あらう 作 一， も ろリ --ラ 


實 時間と 《4^ 際に 束縛され てゐる 人々 であり、 その 文學を 作る 場合 必す しも、 それ 自身 文擧を 生き 

ると か、 何とかい ふこと を 問題に しない。 むしろ 文學に 生きない 人の 方が 文擧を 作る に は 都合が よか 

らう。 二葉 亭ゃ、 阈 木田獨 歩、 北 村 透 谷、 木下尙 江、. 德富蘆 花、 これ 等 は 文擧を 生きた 人々 であり、 

文學を 作った 人々 ではない。 書かれた 彼等よりも、 書かれざる 彼等の 方が 一 厣 偉大で あり、 純眞 で、 

眞摯 で、 熱烈で、 深刻で ある。 此 等の 人々 は、 彼等の 書いた ものよりも、 その 生活が、 それぞれ 眞の 

文舉を 成して ゐる。 

二葉 亭が 官報 局に 入った の は、 勿論 衣食の 爲め であるが、 彼が 何故に 文舉で 衣食せば 出來 得べき の 

をせ やに、 小役人に なった か。 彼 は 果して 文學を 見限った のか、 もう 此の 時から して、 文學は 男子 一 

生の 仕事と する に 足らぬ と考へ 始めた のか。 正しい 意味で は、 決して さう でない。 彼 は 寧ろ 眞の 意味 

での 文學 を、 男子 一 生の 事業と する に 足る と 信じて、 一 意專 心小說 道に 精進した ので あるつ ( 1 4^ の 文 

舉靑 年と 共に 冷 雲 社なる もの を 設けて 廻 覽雜誌 もつ くった とい ふ)。 精進した 結果、 彼 は 二つの 結， 

を 得た。 自家の 文學 理想と 時代の 文學 理想との 間に は 大變な 相違が ある こと， 文舉で 衣食す るに は 時 

代の 文舉 理想に 妥協し なくて はならぬ が、 正直に 文學に 生きよう とせば、 これ は 不可能な こと、 これ 

だ。 そこで 止むな く、 大切な 文學を 衣食の 方便と する こと を 止めて、 官吏 生活に 入った ので ある。 

二葉 亭は尾 張 藩士の 子と いふが 、江戸 生れで あ. 9、 江戸 趣味 や 戯作 趣味 を 解せ ぬ 人間で はな かつ； -。 
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、 ぶ、 I  I 時代 i  、『一 ii  lilju^ 

：。 ご；、 まりき 承け、 一方 爆 塾で 鍛 はれ、 時勢の 影響に 霊し £ は き 

的 理解 者であった。 仁 力 f士c^を^^,^  -ブ ，i  b:o 皮； ト FHI- 寧 K こ 入って P シャ 

. 、 , コ ，、 \,^ッ クぷ大 理想 を もって ゐ仁 ^力え Bis" 導 ft フ, 

I 人類の 爲 めに 生き！ しふ r 、ンチ f 大 も、 彼の ロマン 

.-ac 一  餐ひ眈 るこつれ て、 その 文 學に實 現され 仁せ 界カ 當 時の，々 の，^,^ 3.^3 

^u^i^ そこに 自家の 豪 is てるに 至つ. - とも、 11 

け" 2 は" if 角 "指導 的な II として は、 ^n.^u 

"Lpiiil と i しな あ P 彼 r 典： 

n  二  takrl 、、こ 葛せ セ々々 しい ものである 力に 呆 f す 

ま 知る 程 M 時の 所謂 日本 文舉力 L 力に 々力 i  ： ,ヒ1:.-ぷ>っ： つ 

"吾 t 卑下して f  f い 塞きし 、苦し もで 仕め 1r 力つ す 

Ir て さう いふ 苦しい S! の は、 i 彼 liHU": ので I 

、 ノ  I 义ヒ つ 口き： S 蔑で あるから、 決して 多く を 期待して 入つ すも^  -  t 

II 11 從っ ii して 單 し" r じ CLr. 

靈， i めて I 無人に 時 政 や 社 會を菌 批判す る、 それ." バズと 二き 


下國 家の 志 を 大に滿 足させる。 嬉しかった らうと 思 ふ。 その上、 やる 仕事が 外字 新聞 (初め ff、 後 露 

も) からの 飜譯 であるが、 大體の 監督 は 受けて ゐ たにしても、 記事の 選擇 その他 も 彼の 自由に 出来た 

らしい、 彼の 眼光 は、 その 天下 國家的 大所から、 國家 問題 社會 問題に 配られ、 さう いふ もの を 好んで 

譯 きした それ は * 今 曰 官報の 外國 新聞の 欄に 寓目す ると、 直ちに 氣づ くこと でち る。 

二葉 亭の擔 任した の は 初め 英字新聞、 後 露 字 新聞 も撸當 したと いふ、 然し それ は 英字、 露 字の 新聞 

による 外阈 記事の 飜譯 とい ふので、 英國、 米國、 乃至 n シャの 記事に だけに 限った もので はなから う 

から、 今日 官報から、 確實に 二葉 亭の 手に なった 文章と いふ もの を 指摘す るの は、 さう 容さ でな、、 

然し 彼が 在任中の 宫報を 通覧して、 彼が 擔當 して ゐた攔 をす つと 見て 行く と、 そこに は 自ら 二葉 亭の 

手に 成る ものが 多分に 含まれて ゐる わけで あるから、 これ を讀 むこと によって、 此の頃の 二葉 亭の自 

己 敎育的 過程 を 推察す る ことが 出來 ると 考 へる。 

官報と いふ もの は、 あらゆる 新聞 中 最も ドライな、 最も 面白くな いもの だ。 だから これ を、 たと ひ 

その 一部で も、 約 十 年間 讀み 通す とい ふこと は、 大變な 努力で あ. o、 當 時の 購讀者 を 別と せば、 二葉 

亭 研究家で これ を やった 人 はなから う。 私 も、 かう いろいろと 大言を 吐く ものの、 實は眞 の  一 二 年間 

分 を走讀 した ま、、 すっかり 中 絡 させて ゐる。 然し 何う にも 氣 になって 仕方がな いから、 その 中大奮 

發 して (吾々 の 大奮發 とい ふの は 文字通りの 大奮發 で、 何 ヶ月 間 かの 兵糧 を 支度す る こと を 指す) 一 
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通り は片 づけたい と 思って ゐる。  、ヒ S の i ま 如 M に 直 I しつ、 あるか 

だが、 私が 裏し ち 二 年間 分の i によっても ^s^r!M  I 

と r あ、 i 彼 は、 こ 、で 國士、 尺道義者、 jl:H":u" 或 

局 以後、 卽ち 後半生の ー擊に强く にじみ 出 Mtiu^ut^::^:: を 通" 一 爆 

ti^^m 官報 そのもの は 消？'.—  fe: 

は 仕上け を 力 、 し.，..， 二,^ 勺，， 文 寧 一一 觸， i る ことで、 最も 大切な ことで ある- f カカ^ 

i 生 量 I は ur  tu;: ぬ i 、養 If  i 零」 I 

s して T 通さなくて は" u い H^lfi! こ ill は、 二 

吾 ので ま， ふい かと、 私 は ふ 妄ネ- すと きに r  , ； ぶ、。 

可う も 肝、：. なと ころで 奮に なって ゐる やうで しゃう 力な.^  . 

擊 についての 色 々の.. &カ C つ ？ナ  せる か。 何う か、 自信 

,、、 りり、.^. ^ここれ は大 仕事 だ經濟 的に 非 ブな私 

！"; ；れ P して この II き； I ト ii! して ゐ 

はない。 今 かう やって I の曹 ^沐；；、 フに うい ふ 大き i-SH 文徵九 にもき かう 

ると、 別に 金持ち も羡 ましい と § はなし 力 0HI 

いふ 大 i いろいろ！ のこ I へつ I 

、 S  0 ヅ、 1 二ぶ る- fl 木本さん カラス キンま^  ん 

もって きらと f し』.^ す ^  5 ネ ヌで か考 へ 出される ので ある。 

、"いこと だと、 他人の こと だが、 今更ら しく そのつ 力 ひ 一 ^^-tf 


二葉 亭が宫 報 局 を やめた のが 明洽 三十 年と いふ。 官報 局 以後の 彼が、 所謂 文學 者と して 生き やに 經世 

家と して 生きようと 努めた の は 、官報 局 時代の 自然 的發展 で、 少しも 不思議 はない。 だが、 境遇 は 彼 を 

驅 つて、 結局 文舉に 衣食す る を 止むな くした。 彼 は 文 擧に對 して 高い 理想 を もって ゐ たので、 文 擧を衣 

食の 資 とする の はィャ であった、 文學に 衣食す るの は、 彼と して は 理想に 反した 生き方であった。 そ 

れは 衣食の 資 にされ る文舉 は、 彼の 文學 理想から いへば、 全く ィャ な文舉 だった からで ある。 だから 

衣食の ために 小說を 書かされ ると、 必す ひどい 神經 衰弱に なった。 彼から いふと、 社 會の强 ひる 衣食 

文學 は、 道 樂文舉 であり、 彼の 理想の 文學 でない、 彼の 文學 理想の 實現 ではない。 その 結果、 文舉を 

ィャな もの だと 思び つめて 来る、 さうな ると、 時々 は、 文學ハ 衣食 文舉、 道樂 文學) なぞ 男子 一生の 事 

業と する に 足りない とい ふ 激語 も 吐き 度くなる ではない か。 これ は 一種の パラ ドク ス だが、 境遇の 如 

何で さう いふ 心理 も 生れて 來る。 道 樂文學 でない 眞の 意味の 文學 をば、 二葉 亭が 決して 輕視 もせす、 

又 か、 る 文 舉には 寧ろ 大に 野心が あった こと は、 前述 新著 月刊の 記者への 談話の 中に も チャンと 出て 

ゐ るので ある。  < 

(二) 『平凡』 解題 (改造 文庫) 

1 一葉 亭四迷 は 明治 文壇に 於け る 偉大な バ ラド ク ス であり、 懷 疑的ケ I ォス の大圑 塊で あり、 未成品 

二葉 亭四迷  四 二 九 


四  一 no 


人物ず  フこ \ ぷ 、 。 ま 月 台の 初期す でに 『浮 富』 を 著 

—  ，J ミクに f きお 呈复 維ぶ 格 を もった 人力な..^  ^^^.v^l 

の, お 像で ある。 明治の 文壇て 核莉. '-i-  生、 そ 

r,,, 、う ダ -5 ゐな がら、 終生 江戶 式の 戲 作者 氣分を もって ゐ仁 人生 針 

した^の 近代、 もの？.^ 者  <  ゐ. -カ ；  、  ，5.?^.. 炎の S?) 轉冁 しつ、 懐疑の 子と して 

,>v.nAL3:l 氏し： 是^ を もって ゐ ながら 幾多 未 角 決の 

の 他に 對し 科箏 的に 精 し ナ艮鬥 n を ， t 、ク も，.， ど 文へ.， 『浮 雲』 の 一作で 眞の 意味で 日本 近 

、 _  1 |ひ 月 ムロ文 直 こ 新しい 自然の 見方 を敎へ り-, 1- ^ 

::p  iHP 職！ "き 

初めは 軍人 を、 轉 じて 外 霞 を 志した 國まの 人物.^  I さ；、 ..I じて 11 に 飛に 

、.，L  、や r 里.^ こ复 頃して 大悟の 眼 を 開かう とした 力 ， ^を歷 して 力， 一. -.. -ヲ 

. 尸出來 す-』 官 場に 隠れ 哲理^ 學に沒 „ ^して ァ 1 ひ. B  ri-f  - ぶ，， '、ナ ：F^、 -." と 

力 H ーク コ  ノ  ：3<s「A.i-t  <:^ヒ^ts^-t文擊者となりュ，^けす^-s^ 

： If,, -、  t1>  ^a^!;o!^ と鞾々 し；.！ 據 i, いは 元の ナ^ 乙す っノ お- ョィ 

さう として ff  I  I 言 者 斤 を导た。， ちか 間もなく、 病ん i 木の 如く 倒 

ンた 機會 から その 國士的 本懷を達 する に 近い 理想， 日適戶 f す t 

If^f  -.、 り ま、、 完成の ま、 に 遣し 仁 

れ、 その 一生 を 依然。 ハラ ドク ス のま、 マオ スの 『Jtr\ の韋大 なる パラ ドク ス 的.^ 在 

小說 『平凡』 の 作者 は大體 かう いふ 人間であった。 I.H^Ji! 

i 產 itiif き 出し i た outn 生 管ん 

人き Q ものでなくて、 人間が 人生に 對 する 舊 ：：： つまり 具 f の 人 - 


の 人が 人生に 對 する 態度 だ。 而 して その 一 種の 人と は卽ち 文學者 …必中し も 今の 文擧 者ば かりおや 

なく、 凡そ 人間 在って 以來 の文擧 者と いふ 意味 も 幾分 か 含ませた つもり. た。」 此の 試みの 結 菜に ついて 

は、 彼は滿 足しなかった T ところが 題材の 取り 方が 不十分だった から、 試驗 もとう く 達し なくなつ 

てし まった。 十分に 達しなかった とい ふの はサ タ ィ ャ (諷刺) になった からだ。」 

だが 世間の 歡迎は 意外であった。 彼が 欲した にせよ 欲しなかった にせよ、 從來 文人と して 報 はれる 

ことの 遲く 且つ 薄かった 彼 は、 此の 一 作に よって f 躍して 第一流の 創作家と して 遇される に 至った。 

慾 をい へば、 彼の 或る 批評家の いふ 如く、 この 作に は 可成り 深 酷な 「精神的 及び 物質的 苦悶に 富む 

彼の 半生の 生活から 生れた 徹底した 近代的 悲痛が 現れて 來 なければ ならない のに」 それが 現 はれす に 

稍 や 不徹底な、 捨鉢 氣 味な、 平板な 葛藤に よって、 彼の 酸い も 甘い も かみ 分けた 苦勞 人的 面影 だけ 力 

見えて ゐ るので、 幾分の 不滿が ある。 だが 彼の 仲々 した 自由な 半面が よく 出て 居"、 人生に 對 する 豐 

富な 經驗が 伺 はれ、 技術 慾に 超然と した 入祌の 文章、 大膽に 突 込んだ ヱ n チックな 描寫、 「荒 削 だが 

活々 した 淸 新な 氣」 の ある 點 などで、 文豪と して 彼の 最後 を 飾る に 足る 作 だとい つて 可から う。 若し 

それ、 平凡 人の 生活に 完全な 徹底した 藝術價 値 を 認めた とい ふ ー點に 至って は、 彼の 今一 人の 批評家 

の い ふ 如く、 『平凡』 は 正に 日本の 自然主義 運動 乃至 リア リズム の 基礎工事に 重要な 一 石 を 下ろした 先 

驅 的所產 として 劃期的に 不朽に 生きる もので あらう。 (g? 和 四 年 六月) 

『少公子』の譯^|?:著松しづ子  四 三 1 
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『少 公子』 の 譯 者 若松 しづ子 


？ ヒーき ヒ、 つ：。 岩^ 若松の 士島田 勝 次郞の 女で、 デ" 

『少 拿』 の 11 學 S は 生 本； .1  丁：：： 年 r あ^ 11 

i 一  赚" の J,n:rl"u!i の 名 i  t  i る。 生 I 

が、 後に 嘉 志と 改めた 雅 リ老 ャ铲ョ r  ？、， つし こ， ハ、 間もなく その 母 も でんした 

歳、 0111 母の愛に よつ 5 かに tt^: リ明 "二 年の ことで ある。 翌 

つで、 I の 人大川 駕衞に 霞れ、 次いで 米ん ミス 、、、一 ファ に. - つす "：： ， り、，， ズ 

のて 东 r ひ".^..，  i 業して、 同校の 助教と？  rr^. ズ 

三年 七 歳で 横 濱のフ て-リス 女 學.^ . -ス  、 r 、き， 土 接で 明ム" 女畢 校の 校長 を かね 

-  -0  HrMn  二し E '二 卜 H 歲の とき 女 擧雜 T 一 W 針の^ もて H  、v  - 

I として 令名が あった。 I 二十 年 二十 S ま  S の 肺 患 

D  -  '.->  ？ El  -  $  明 ひ 二十. rvtFT 广丁 ノリ J  /: 

は：：：：！：， p""pri! る に i 

"ムて 子 r の 外に、 文集 『忘れが I、 『祝 ひ 歌、 i ま rir::;:uf 秀でて ゐた。 


生 を 作らう とする 努力に あって、 決して 意識的に 文舉に 依って 名を殘 すな どと は考 へ はしな い つた。 

いな、 むしろ、 その 筆 を 執り 始めた の も、 この 理想の 實 現に 幾分で も貢獻 したいと いふ 努力から だつ 

たとい ふ 方が 可い。 二十 二 年の 十月 女學雜 誌に 「お 向 ふの 離れ」 (短篇 小說) をのせ てから 二十 九 年 卜 

月 二月 號に のった 絶筆の 「おも ひで」 に 至る まで、 様々 な雜 誌に 發 表した 飜譯、 雜文、 小說 など 幾 十 

を算 する が、 いづれ も 皆、 いい 意味で 此の 理想 を 具現 させたい とい ふ 心く ばりが、 何處 かに 見えて ゐ 

る。 だが 女史の 異常な 文 擧者的 天分 は、 その 意識 無意識に はか，. はらす、 いつの 間に か 女史の 名 を 明 

治 時代 第一流の 閨秀 文學 家のう ちに 伍 させて しまったの である。 さう して それに 與 つて 力の あったり 

は 此の 『少 公子』 の飜譯 であった。 

『少 公子』 は 原作 を 『リットル •  口 ー ド. フォ； ン トル， ィ』 とい ふ、 米國の 女流作家 バ ー ネット 女 

史の 傑作で、 版 を 重ねる こと 幾 十 百、 一時 米 國の讀 書界を 風靡し、 つ ひに 全米 良家の 子女の 間に フォ 

1 ン トル U ィ 型と いふ 一種の 流行 を 生んだ と傳 はる。 若松 女史の 譯は 明治 二十 三年 八月から 二十 五 年 

1 月 迄 女舉雜 誌に 揭 げられ、 女史の 永 逝 後、 明治 三十 年 一月 出版され た。 その 前篇 (第 六 回 迄) が 二十 

四 年 十 一 巧に 單 行され る や、 當 時文 擅の 大家 中の 大家た る坪內 逍遙、 森 田 思 軒な どが その 見事な 出来 

榮を 推賞した。 當 時飜譯 王とまで 世人から 許されて ゐた思 軒 は 報知 新聞紙 上 (同年 十 一 月 十三 日) で、 

譯 者の 英文に 熟達せ る こと、 語意 を捉 むに 明白 透徹して ゐる こと、 會 話の 條の 巧妙な こと、 譯 文が 平 

『少 公子』 の譯者 若松 しづ子  三ミ 
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入物 霈  -に 1 1； 自然で、 信實で 二葉 亭主 入の 『浮 雲』 

易で しかも 原文に 妻な こと、 illr^^^<^.  II 悼の 語 を 

il こ i 、幾 観 右 Li 人 まら 

のべて、 『少 拿』 は 明治 以！ 一等 s§li! 曰 ^HHPfi 

a; 「さ この 唯まノ 拿の 霍者 としての みの 若松 賤子君 だけても I 豪 世界. 户 

はさる 所て ある」 "^つて  (昭和 ハ月、 改 I 庫 『少 公子』 S) 


鏡 花 作品の 讀み 初め 

兄の 二人が、 何う いふ もの か 鏡 花が 好きであった らしく、 私の 家に は 鏡 花の 作 を 載せた t 誌が、 ろ 

いろあった 外に、 單行 本の 『照葉狂言』 など も あり、 鏡 花 は 私が 早くから 愛讀 した 作家の 一 人で ある。 

長兄 は、 兄と いっても 大分 年が 違 ふから、 その 文 學愛讀 も先づ 三十 四 五 年頃までで、 從 つて 諸家の 文 

舉書も その 頃までの が 多かった。 鏡 花 も 勿論 さう で、 讀み 初め 頃の 私 は、 新 小説の 「高野聖」 以後 は 

暫 らく 知らなかった。 後で、 いっか 話した やうに、 貸本屋が 頻繁と なった 頃、 『通夜 物語』 とか 『婦系 

圖』 とか、 『湯 島詣』 とか を讀ん だ。 

讀み 初めの 頃 は、 『照葉狂言』 と 「誓 之卷」 が 大好きで、 幾度 讀ん だか 知れない。 短い 物で は、 國民 

之 友の 「琵琶 傳」 とい ふの も、 强ぃ 印象 を殘 して ゐる。 大體は 二十 年代から、 三十 年代の 初めの もの 

が 多く、 鏡 花が 一番 純な 主觀 詩人と して 一心に 書いて ゐ たころ の ものだった が、 これが 私に は 大變鏡 

花 を 好きに させた。 『湯 島詣』 とか 『婦 系圖』 とか、 あ、 いふ 新派 悲劇 じみた ものから 接したら、 今日 

鏡 花 作品の 讀み 初め  四 三 五 
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私 は 火して 镜 花の 愛 讀者を 以て 自任す る勇氣 が無レ  . 、"- -，、 可 、の 

VJ^X-.tl  一  /も メ  ノ  in: 戈つ じ 一と， ふこと を 伊 力の 

それ，； - けに、 後年 『照葉 狂 首』 が、 鷗 外の 『卽禱 人』 のきに ，す？ 

.4 で 貴んだ ときには、 大方なら ぬ 幻减を 感じた ものである。  ： ^ 

^^llt 客觀 的 技巧 は 長所で ない。 從 つて、 彼の 長編 小 I、  1-^ 殊 

こ 0^31 新^ r く つもい つも 草 i の 厄介に なって ゐる ところな ど は <tf もの， たと i 力 

H^lfi 例へば、 J^.Hnu 

、 ，，1 ま 刃め て淸 新な、 純な、 生きた ものになる。 私が 好きな の は この？ き？ 

HH^IH 三十 年代の 中期 以後、 Ilif 

出す 『11』、 『I 霞の i、  IJ.HHIIf 

f ま I ，や、 恐ろしく 高い fi の 天分と f^iftsf  ) 

鏡 花は不 If 入 一 r まりれ..、 7 ま. 。作 用して ゐる とまが、 卑俗 性 は、 その 秦的藝 の 低俗 

つて ゐる。 この 夭 分に は 遣 傅の 血 力 可成り 作用し 一 ^  <  - :>  :> つ、 つて：； T 

4? よる II。  la  fnu^ 

p、  it 例 is, な •UH:"::  p" 

III  SI  i^  u^Hil 

、 、 ■  /  二  ノス-にと a ひふ ところ 力 今一 方 IF あお 一一-一 r』 -ま. 一 だ，^ し 

て 可になる か 全く  ノン セン フ すと.. *  J 
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な 詩境に 沒 入して ゐる鏡 花 は、 實に 好きだ。 近代 口 マ ンチ シズム 文舉の 逸品と して 不朽の もの だと、 

いくら も 高く 買 ひたい 氣 になる。 

戲 作者と いへば、 鏡 花の 文 舉と傳 統の戲 作文 擧と は、 到底 離れられな いもの を もってみ る。 鏡 の 

文學に 一 程の 反抗 精神が あるの は 誰し もい ふところ であるが、 この 反抗 精神 は、 戲 作文 舉で養 はれ： 

ものが 相當 あり、 いは ゆる 町人 的 反抗で、 これの 現れ 方に、 よく 現れる ときと、 厭味に 出る ときと が 

あるが、 三十 年 以後に は、 妙に 厭味な 時が 多い、 殊に 花柳 物に 多い。 「白羽 箭」 の やうな のが、 い、 方 

だとい ひ 得 やう。 

鏡 花の 反抗 精神に 今一 つの 根源から 出る のが ある。 それ は、 藝術 家と フヒ リス チ 一一 ズム、 俗に こ對す 

る 反抗 だ、 いは V- 詩人が ブル 根性 を 憤る 氣 待ち だ。 これに は、 遣傳 的な ものが 多く ある やうに 思 ふ。 

これの 現れた のに は、 い、 作が 多い。 私の 好きな 『照葉狂言』、 「誓 之卷」 みなこの 精神の 現れで ある。 

戯作 文學の 町人 的 反抗 は、 時勢への 強い 反省が 伴 はぬ と、 東京の 中央で、 白日、 長兵衞 さんが ィキナ 

リ 六方 を.^ む やうな もので、 氣の 毒で も あり、 ィャ 味で も あり、 可笑しく も あり、 何とも 申 やうが な 

い。 その 申樣 のない ところが、 一番 人氣の ある 長編 小說に 多い。 

『照葉狂言』 が 『卽輿 詩人』 の 影響 下に 成った としても、 私 はこれ を 明治 文壇の 一 傑 乍と 齒 すに 奪 

路 する もので ない が、 「誓 之卷」 も 好い。 自傳的 分子の 多いだ けに 稀な 眞實 さが あり、 人物に 西洋 女性 
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i,: け ンズム も t 宗 敎的譽 、 少年の 無 零、 人 情の美 しさ、。 さう い 塞 

r 渾 然と 鏡 花の 詩の 世界に 融け 合って、 讀む f 心 を 心底から 動 かして淚 せしめる 

、 、 P ら M>  、の だが、 水上さん の 年表 をみ ると、 處女 作、 

私 は 研究 的に 鏡 花 を 扱った ことがない- ら よく 知ら；；" マ "ふ： きとな つて ゐる. 

少く とも 處女長編 は、 明治 二十 六 年に 作った 『冠彌 左衞 門』 ^^H^l^^ そ 

, ムょ： リ #lt.^ の 方 を 貸本屋 時代に 碎カ i 一-. 一は ハす 

この 小 ま SI 行 本に な. つて t 力 }:0t^§ 

ョ ぶ、、 免 ごと 田 5 つて 棗んだ。 これ は 今日 讀ん でも 恐ろしく マツ.^ 面 

の 時 は、 面白くない.^ 說 すと 田ん つて 蝕，^ す  可 も 筋 を 語る 

ある。 單行本 は 比較的 少ない やう だが、 今日 全集が あるから、 0a,  i 

まで もない が、 話の 序に 一 寸 述べ て 置かう。  、ぶき I.  、 

例に よ i は 下き。 百姓 一？ I 動きく つ ー や！ て：""； U つ 

抵か I 分に ff して ゐる こと は 勿論..。 人物 も It ，つと f  ぽ 

f  -  K  ， ぎ If-ilz 寺 弋^り うに も ある 錢 \ ん.， A クレ f ォ 

) ノ. 、；、  4#=r.r^ 仏 川の 炉ぅ にも あれ は ？ Si? ォぉ f ひク i 

と』 寺 t がば つきり しな，^ 力 ^^jl^f  C  J  i  -ぇト ば 

m 五； r ふ iff  、  穩靈 i 豪 I えて 


の 田地 を 皆 自分の ものにする。 これに 對 する 百姓の 反抗が 一 つの 筋、 これに は靈. がの 卯 之 助、 ^の專 

次な どと いふ 義人 俠 客が 働く。 一方 岩 永 は 主家 押領の 陰謀 を逞 くす る。 それに 忠臣 沖 野 新 十 郎等の 奔 

走が ある、 これが 一 つの 筋、 この 二つの 筋 を まとめる のが、 冠 彌左衞 門で ある。 彌左衞 門 は 佛師、 卽 

ち藝術 家で あるが、 こ、 が 面白い。 然し 天性の 大膽 不敵、 英雄 型の 偉ら もので、 いは- 『三阈 志』 の 諸 

葛孔 明に 關 羽. 張 飛 を 加へ、 我が 朝の 楠 公と 眞田幸 村と 一緒にし たやうな 人物で ある。 これが 義人、 

忠臣 を應援 して、 石 村 五兵 衞を 亡し、 叉 岩 永 をと つて 抑へ る。 然 かも 功 成って 行く ところ を 知らす と 

いふ 飄 i 振りで ある。  - 

小說 として は、 今 もい ふ 如く、 極く マヅ いもので、 讀ん でも 筋の 通らぬ ところ も あり、 鎌 倉 を 描き 

ながら 何處の W 舍か 分らぬ ところ も あり、 隨分 下手な 小說 だが、 た V- 1 つ、 この 藝術 家の 反抗 兒冠彌 

左衞 門と いふ 存在 は、 鏡 花の 文學 からい へば、 犬に 意味が ある。 處女 長編に 出る 人物 だけに、 餘程頭 

を： IS つた もので あらう。  • 

此の 冠 彌左衞 門と いふの は、 鏡 花の 創作 かも 知れぬ が、 冠彌 右衛門と 名乘る 人物が 百姓一揆の 大將 

として 働いた 事件が、 鎌 倉の 近く、 相 州眞士 村に あった。 明治 初年の ことで あり、 この 騒動 を 書いた 

草双紙な どもい ろ，/, \ あるから、 勿論 鏡 花 もこれ を 見たら う。 私は必 すし も、 鏡 花が この 小說を かり 

に 草双紙から 眞似 たものと 斷言 はしない が、 事件が 事件で あり、 人物の 名と いひ、 旁々、 何う も 此の 
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m 鏡 花流& 作 豪 化し s が、 l.0l^d.^ 

^1 然" に 籠 III なし、 il 裏ない。 I^h. 

, -、 、さ 1 ヒ；、 竞 E 惑 一,^  ら、， つて そつ ノ 

ことに 面白い と 思 ふので、 霧靈の 町人 的 反抗 兒 とい ふ存 ず [r^l^ 

一 つの 型： なって け、 それだけ 此の 『冠 彌秦 門』 は、 マ， ッ いな 力ら .f の. fe とし？ 

逢して 讀 まるべき もの だとい ふ氣 がする。 (昭和 十一 5 九月 號 i と 變) 


筑水 金子 先生 

二) 批評家 第 一 期 

(序) 批評家と しての 金子 先生、 殊に 明治 批評 文學 史上に 於け る 先生の 業績の 幾分 を まとめて 書け 

とい ふお 話で あるが、 纏める に は 論評が ましい 文句 も 入る ことで あり、 裁 論 的 言葉 も 一;; 升し なければ な 

らぬ ことにな り、 先生 御 逝去 後一 月 を 越えぬ 今日、 さう 無遠慮な 歷 史的 极 ひも 何う かと 思 はれる、 出 

來る 出来ぬ は 別と して、 只今 は 功罪の 論評が ましき 事 は 避ける を禮 とする。 そこで、 その 點を 考慮に 

入れて、 先生の 活動 中、 もっとも 支障の 少ない 部分 卽ち 初期 早稻 S 文擧 時代から 洋行まで 頃の こと を 

批評家と しての 先生の 第 一 期と 見、 その 邊の ところ を 少し 書く ことにする。 それ も 眞の記 意 を 新たに 

する 程度の ものと いふ だけに 止めて、 餘 りの 深入り は 避けて 置きたい。 

, 性格の 點 から 見た 金子 先生 は、 表面 見た やうな 溫 厚篤 實ー點 張りで はなく、 相當に 複雜な ものが あ 

つたので はない かと 思 ふ。 この 點は 今後 研究すべき 與 味の ある 問題で あるが、 それ は^れで 別と して 
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入物 篇 、 きさ も ilr 優 目の  一 口につ きる ことになる。 裔的 

, 、で」 fe. &り主 各 を 云な すると 誰の 評て さ、.^ 铲.. fe^s  pn. 

今日 余 孑 先生のお キ を-エス i  ^(o.;  >  ；^^荀-ーさぅ單純化されて表現され 

D  tj  ノー」 Ir^f::' 复维な いろいろな もの 力 ^It-^c  "HT&^ ズ 

に は f  li^u  ！； の r る r では、 I、  lli 偉大 i 

たかと いふと、 これ 又 ：： 寧ろ ||識に 支配され 過ぎ はしなかった か。 g の 

にく  ifi が itnr で；^ pff の不斷 の if て—』 

一 ヒば斤 卞不眞 面目から 眞 面目への 努力の 一 生て あ 4^1  、 ：. おお-.^ ぼ，, 分子と 

L また ふら、 ふくて はならぬ とい ふ 强ぃ裏 に 支配され て それ 力ま 分子 

過ぎ；.！ ので、 人生 は あ、 ならなくて はす  ひ。 逸.^ に 加 ふるに、 先生の 

, , 、 、  > き 「眞 面き なる 筑水 先生 を生 じ S て はな 力つ I  、 

相俟って カザ l、i 目の.^ で I 遙に まさると I らぬ 人格で t 、何方 を 向い I さう 

son  i 目の つ I： て 一  い t れ なかった か 

いふ 匿、 ？っ いふ 意識が 强： T の ""は"，；" と i ひない が、 何 ま， 方に 枝 i 樹 

とい ふ氣 がする。 勿論 先眚 身、 それ？ ち I お ノビ ム イリ 至ボ テン シャリ ティの ま 

.f. 一，.， ごす 二の まして、 あとの 三方 はホシ ヒリ ティ フ 5 才ブ 

を、 、ji^ 人の 嗜好で 方 力  一 WL-^i 

ま 仰へ つけ s じがし なく もない。  、。 ド. り、 , めり、 熱 あり、 野心 强く、 "マン チ 

m 來、 信 州 人 は決 して 單 純な 性格の 持主で はない ォぁ I  fil 爭，， 。よ， i へ £v し 

、r ミ，、 ュ モ了 i し、 感情 i き、 き. 画に ま、 11 する よくち—： 

ックな 分子に 富み T モア I  f  雄-, なり さうな 人物が 多い 。わが 

の 3;- き 無宾 が、 下手に つむじ 甚げ させる と Ip^. 


筑水 先生 だけ 溫 厚篤 實、 眞 面目 ー點 張りで 割 切れる： i 思ったら、 少々 見 當が違 ふ。 腹 を 打ち割ったら 

先生 はそんな ことで 割 切れる もので はなから う。 そんな ことで 割 切れる 人間なら、 、ゲ I テ、 シル レレ， 

ノ ファリスの 0 マ ン チック 文學 にあれ 程 傾倒し はしない、 況んゃ 一一 イチ H へ の 嘆美 を や だ。 

先生の j 生 は、 非常に 苦しい、 窮屈な 一生だった と 思 ふ。 偉い 先生、 偉い 手本 を 見習 ふこと はい、 

に は 遠 ひない が、 先生の 場合、 いろいろな 事情から、 偉い 先生の 眼 を 仰ぎ 過ぎた かの 觀が ある。 

今にして 思 ふ、 抱 月 はこの 窮屈 さに 我慢が なら やして 跳ね出し たもので あらう、 筑水 先生 はつひに 

その 窮屈 さ を、 一 生 忍んで 生き 通した の だ。  * 

明治 二十 三 四 年の 交、 逍遙 を 中心に 四 五の 文舉 愛好者が 集. c,、 各自 文章 を 書き、 それ を雜誌 風の も 

のにして 逍遙の 文學的 指導 を 受けて るた。 筑水 先生 も その 一 人だった。 雜誌を 葛の 葉 又は 延葛 集と.：， 

J 聞く が 如くば、 この頃の 先生 は、 哲舉論 もす るが、 英文 學史 の飜譯 もす る、 紀行文 も かく、 近 核 

研究 もやる、 滑稽 批評 も かく、 小說 さへ 書いた。 然るに 逍遙 は、 君の 文はュ ー モア や 小說に 向かぬ、 

これ は 止め 給へ といった ので、 以後 專ら眞 、面目な 批評 文章の，， み 書く やうに なつ たとい ふ。 

勿論 これ だけで 先生 一 生の 眞 面目 主義が 定まった とはい へ ぬが、 この 後先 生はュ ー 乇 ァ的 文章 や 小 

說を 書かなかった。 師言を 遵奉す る 先生の 熊 度 だけ は、 それで 分る ので ある。 一 生 を 通して、 かう い 

ふ 態度で 師言 師恩に 對 する 以上、 筑水 先生の やうな 眞 面目 一 點 張りの 生涯と なる の は 勿論の ことで あ 
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入物 篇  ；、、 ；、 き fflrA 蓮い つ 仁。 

ト、 フ こり tJ まな、， いと 田. -ふカ .^5=1 ハカ i^- 力-す 

る 。 文 霧と して、 今少し 己れ を 生かしても 好 力つ すの て は： 力 

一一 . i し c、 ，やって しまったが、 これ II としての 

何う も 露の 書き W しのつ もりて 性格 論 をし - も 

先生の ことに 移る。 き？、 ふ /| える が、 その 活動の 窗は、 「I」 とい はんよりも 

先生 は 今日で は哲 爵、 lA^^^hlt 純哲 雲と してで はない、 むし 

0  HLtJsa 寺 4:^ の 攀問も 机？ 6 導 BH- マ. 糸 ftr 

「批評家」 であった らう HH-i  flilli 

ろ 文き 的と いふべき。 大部分 は II で t、 それに 外 

、 、う-ご；、 こ^ の 先生の 文 寧^ g は プ音タ なネず -  >  .  B 

一れ する 頃まで をい ふの ず この. ての 先生に ついては 知らぬ 入が 多い 力 ^ 

笑 f して、 可成 i して ゐる。 ^u^illl 先生 は i 力よ く 

5* の 刊行 以前、 早 管文學 が外國 I の f%ti 代 豪-一ついて I つた 紹介、 メレ. チス、 

H  HI  ：ーフン U 現 纏 tur ノて は、 |の| と.. ふ。 

ロゼ ツチ、 ホイットマン、 トルストイ、 ：： セ、 「ン J\ はの 美 S 「ショ 1 ペン ハウ ュル」 等 I- な もの 

liii も あ liyur の p」 らう、 ii の I、  i 人 

であらつ。 アレンの 『生理的 蒙』 の 紹介 も 先生 力 f ず 

と 人生の 裏 等、 文藝 批評の 根本 問題に ふれた 紹介 も ある 


三 

批評 文學 として 取り 上ぐべき もの は、 卒業論文の 「詩才 論」 (二十 六 年 七月 以後) で 始まり、 「歸納 

的 批評」 (二十 七 年 三月) 、「美の 道 德的價 値 を 論じて 文學 者の 責任に 及ぶ」 (二十 七 年 六 巧)、 「『透 谷 集』 

をよ みて」 (二十 七 年 十月 )•  r 國民 文學と 世界 文學」 (二十 八 年 一月、、 「櫻 痴 居士の 美 論」 (二十 八 年 三 

月)、 「n 1 マン 派の 世界 觀と 文擧」 (二十 八 年 七月)、 「所謂 社會 小說」 C 一： 十 一 年 二月) 等が その 主な 

ものである。 二十 八 年 以後 數 年間 あまりい もの を 書いて ゐな いのは、 中 學敎育 (早稻 田中學 創立) 

に盡 力して ゐ たせ ゐだ らうと 思 ふ。 それで 三十 一 年に は その 筆が 文學を 去って 漸く 敎育 方面に 向って 

來 るので ある。 間もなく  (三十 三年 か) 洋行と なり、 三十 七 年 歸朝後 は 哲學者 的 批評 文章が 多くな つ 

て、 時代 時代の 文學と はさう ひどく 密接な 交涉を もた す、 今日に 及んだ とい ふわけ である。 

「詩才 論」 は 今 もい ふ 如く 卒業論文 だが、 在學數 年間の 讀 書と 思索 を 傾注して 書いた 代表的な もの 

で、 これ を讀 むと 先生の 批評 方法が 典型的に 出て ゐる。 卽ち 問題の 要約、 問题發 生の 條件、 問題の 吟 

味、 先人の 說、 その 吟味、 自家の 理想、 希望、 判斷 となって 來る。 先生の 批評 はいつ でも 獨斷を 避け 

て、 問題 を客觀 的に 吟味す る こと を 忘れす、 それで ゐて、 理想主義 的な 判 裁 を 下す ところから いふと 

所謂 科舉 批評で はない。 「歸納 的 批評」 はモ ウル トンの 科學 批評 を 論じた もので、 特に 面白い もので あ 

るが、 これで も、 科學 批評 は 判 裁 批評の 準備 工作 だとして ゐる。 逍遙が モ ウル トンの 科舉 批評に 隨喜 
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人.' 篇， ， -,, ヒ J«l 歩し にわけ である。 勿論 先生の かう いふ 批評 的 S 

ノ， 、 つ 三 01，^:.-、 こ 、まで 日本のお 許 力. 導^^^  .  、！  I  r,,ti5*.、 比で，^ 

し？ ら 一-照， J  - 、りに i 下と、 こ…) 反し S 外の (乃至 操 山の) 理想的 SI 

は、 逢の I 的沒 I 的套 きと こ；；.) P ぷ、。 この 二 派の 調和と いふと ころに、 II 

合一 調和せ しめて、 l$<^l^n この 立場 is に ー逢 を 

一期き 文爵 としての 特異な 位地が ある わけて あ" S ま" 「二 I" であり、 a 

一  つ ，、二と：^ 出來 やう。 先生 は先驅 だけに 多分に 啓蒙. 日て ま 

「I 居士の 美 論」 そのもの、 |を別 とし I  i めて 面. 

r  く  a, 勺 肖 4™ ど艮據 こして 攻撃して ゐ るので、 こ、に^花3=^&.",,豕のズ乂ぞ^ひ 一 

,^AK-^> 新ら しい 舉：^ 美^ を ffw^t-l 「ュ！  - , 、一 

ぎ |筑フ 力 ？  5 ヒ，. き；、 爾 I とい ふところまで 高まって 來仁 とい i と 一 

兆 g が 見られる と共に、 日本の ま 豪 力 ^1  C 勺 I し； にもので 

^1.  5^ や. i- が 比- の根欧 となる を 要する とい ふ 根.^ ねな^ 展.^ 

般二畢 問と 批評との 關係 力 ひ ネオ . 

あ： 透 1 1 先 III、  l^^u^^ 

lit  if 舊 は、 保守的 ilu で、 へさ 

ill  く、 徒ら If  ill! "リ； ^rsF 

せ t のが ある。 「所謂 社會 小說」 は、 aMItf 一  つて a. 


たる 先生の 面影 を ss^ とさせる ものである。 勿論- 歷 史的に は 極めて 責 重な もの だ。 

さて 此れより 前に 列擧 せし 社 會小說 の 主 耍範圍 を 吟味 せんに、 第一、 近世の 社會 主義 は、 現 時の 社 

會 問題 中、 、王耍 なる もの 1 なり、 下は勞 働社會 資本家の 問題より、 上 は 平民 對 貴族の 關係、 被 治 

者對 治者の 關係、 幼者對 長者の 關係、 弱者 對强 者の 關係、 無 敎育界 對有敎 育 界の關 係 等 一 々枚擧 に 

追 あらや。 (中略) 勞働 社會對 資本家の 境遇 を畫 くも 可な. 無敎育 界對有 教育界の 事態 を 寫すも 可 

なり、 耍は廣 く 社 會の歷 史上、 社會 主義の 現る、 原因、 勞働 社會と 資本家と 鬪爭 する に 至る 所以の 

動 接 有敎育 者と 無敎育 者と 分かる 所以の 人世 觀 等に 着眼す るに あり。 作家 必 しも 豫め想 を 構へ 

て 事 を 作す る を 要せ ざれ ど、 讀み 行う ちに、 社會 主義の 起こる 動機 を讀 者に 感得せ しむる を、 此の 

種の 小說 の上乘 なる ものと すべし。 

これ は 今日から いっても、 テク-一 クの 議論 を^に せば、 大綱 論と して 決して 軌道 を 外れた もので は 

ない。 この 批評の 如き、 他日 先生の 批評家と しての 業績 を 詳論 するとき に、 可成， 0 細かく 吟味され て 

然る ベ きもので あらう。 

段々 長くな り 過ぎる 恐れが あり、 私 も 忙しい から、 先生の 批評家 第一 期 はこの 位ゐ にして 止める が 

や、 取りと めない 饒舌の 羅列に 終始した の は 恐縮な 次第 だ。 (昭和 十二 年 七月、 早大 「明治 文學」 第二 號) 
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物 篇 


あ、 金子 先生 


1111 哲豫攻の ナは はは U ふ S か t いわい、 從 

つて 今日で も わたしどもが 普通に いふ 「おんさ ^^^Hu^li と 

上される 所以が そこに ti、  II^^HHHII ど. つ 

,き、 II 一時 III しい 個；^ U 觸 味 はい ii 

？ 、一，、 率，； 到〕 て その 執筆 を 承^して. "す 

から、 何う も迷舊 f  ? であった に f ひ ^*  ^1 ,1 子极ひ はして ズち たもので 

あらう。 ！ 質な 先生-に.、 I^HHH^I それ I ひ、 これ を 

、 ふゃぅ^.说分らしぃ氣持から.^き受けてlさっす 

fifn. 冷汗が 出る 始末で ある。 


もっとも この 直參 弟子ら しい 氣 がする 今 一 つの 理由 は、 わたし は 英文科で ゐ ながら 哲學 科の 連中と 

可成. 0 親しく 交際して ゐ たせ ゐも あらう。 中で も、 最近まで 先生の 私設 祕書官 らしい 信任 を 得て るた 

香 原 1 勢 老人な どと は 特に 親しかった もの， たから、 餘計 さう いふ 氣 がして ゐ たの かも 知れない。 

それ は それと して、 敎窒 での 先生の こと を 一 つ 二つ 追憶 記 風に It- いてみ よう。 

大擧部 三年の 間に、 先生の 筆記 講義と して 聽 いたの は、 心理 舉だ けだった らう。 敎科書 を 使っての 

方 は、 ゲ， I テの 『ファウスト J と 一一 ィ チェの 『ツァラ トウ スト ラ』 の 一 一つ を敎 はった。 この 方 は 半分 

は 輪講 風に やった と 思 ふ。 敎科 書の ゲ ー テ なり 二 イチ H なり は、 何れも 英譯 であった。 『ファウスト』 

はヱヴ リマ ン 叢書に 收 まって ゐる もの、 (ッ ァ ラト ウス トラ』 は英譯 全集 版から、 紫紺と いふか 濃紺と 

いふか、 濃い 碧 色の ク til ス 表紙の 菊判の 本で あつたと 思 ふ。 『フ ァゥ スト』 は 第一 部 だけであった が 

一一 イチ H は 何う やら 卒業した やうな 記憶が ある。 然し 少々 アヤ フャ だ。 先生 はいつ も獨逸 語の 原本 を 

もって 来て、 英譯で 解釋が 十分に つかない ところが あると、 その 方 をみ て說 明して 下さった。 講義 ほ 

深切で 解說も 丁寧で、 その 點は よかった。 獨 逸留學 中-一 イチ H の 生家 を訪 うたお 話、 生家 や 生地の 印 

象と 二 イチ H の學說 との 對照 など 面白かった とい ふ 記憶が ある. T フ ァ ウス ト J の 第 一 部の 終り-の とこ 

ろで、 グレ ー チ H ンが 「ハインリヒ！ ハイ ン リヒ！ 一  とよぶ、 あの 聲は 「千年に 1 度き かれる 聲だ 

とい ふんです がね」 と 云って、 いつもの^い 笑 ひ を 洩らされ たの も、 今に はっき" と覺 えて ゐる。 た 
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四 五 o 

i,, ま、 刈 pa 具 直、 やしく もせぬ 態度で 諄々 と說 明され るの だ 力 何で 

ご.^ 擧 のまつ きり しないと ころて は ^の 愼？ へし H き  、つ.，， - 

0  i  y  、にご-つ ノ、  o  ？ニ  く ふ、 ども、 「さうな 

のか、 さう でない のか」、 もう 少し 思 ひきって ズバ ズバ やっての けても 可 力り さうな もの I と I ち 

たこと がー 度な き" つ h  何でも ヴント の 心理 說と 外に 一 題、 二 題 I だつ 

心理 擧で思 ひお すの は 91^  ^  i  .,、  3 し、 ことによ， きいても その 中の 

>  -  fcl  >  »3U  -  -0  ；;; て A ら 皆に きくと  一口  L  こえ. k  5  一 F 

J, が、 兎も角も 書いて 敎 ず.^ 力ら H す ：？ 力. H  、  、  , 

- 。 -e ^こま ％： ^あわて，：。 何しろ 二 題 だけの ことで、 1 題^ ふと 點カ q 

1 pq; 匸一 ^封 こ M- つて ゐる これに は 4" カ^.^ マす i  f  r-u-t.  L 

題 力 す z  -  -ト. -、 > や， .gQ 箭ぉ流 

分 二なる のまら、 あわてる の も 無理がない。 よくよく 聞いて みると 先生の I 力 id,>pf.k 

の， と 違って、 囊 式であった ので、 S が 消える ことが 度 々あった。 この 問題の I も さう.^ 

勿論 その後、 先生に 何方が 何う と 伺 ひもせ ぬので、 この 問題 は イエス 力 ノウ 力 ^  fvat 

に まの 功績 は、 何とい つても、 日本の 批評 を、 一種の 資蒙 とい ふところまで、 高めた とレ； 

ふ點 であらう。 妻 哲學 者で I 的 知識 を 背景に して 批評 sf る 人 は、 先生の 外に tu 力，， 

a  i 日本人が 書いた 藝論 として は 永久に 殘る もの、 一 つで あらう f 


て は， 何れ かとい へば、 第一 期の 早稻田 文學の ものが 面白い、 文章の 齒 切れ もい、 し、 態度に も覇氣 

があって、 讀んだ 肌 ざ はり は 後年の ものと は 大分 遠 ふ。 

眞 面目で、 ゴ マ かしがな く、 手 固い 一 方、 華やかなる ゼ スチ ユア は 一 切拔 き、 從 つて 世 的 人氣と 

か 何とかい ふ もの は考 へた こと もなかったら しいが、 然し 恐らく 「逍遙 講座」 の藝 術哲學 講義 を擴大 

して 最後の 美學 的、 乃至 藝術擧 的 著作 を 遣して 行かれる つもりではなかった かと 察せられ るから、 そ 

れ だけ は 心を殘 して 逝かれた かと 思 ふ。 つ、 しんで 合掌す る 次第で ある。 (十二、 六、 g:) 

(昭^ 十二 年 七月 號、 r  n 十稻^ 文 學」) 
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四 五 二 

入物 篇 

治 文壇 • 忘れ らホ. ^入々 

(昭和 十 年 十二月 十五 m 明 III 席上) 

13" ぬれられた 人々 を 取ら 上げる 斑 由 

？ ,ザ、さふ謹っ：ぉ^^^3,^來さぅもぁりませぬ。 それに 忘れられな 

どうも， お集り 下さい まし s£ffc  "入で 既に 忘れられて 

い 人 を 話すなら 犬に I ひが あるので あ i ま- 今 曰^す 乂， f」r まます が、 Is 

し tii し 致すの i ま；.； ^まて iii きな 

間ば かりさう い 113 いた U 忘 nuF 忘れき 人の こと I して 

！ 文學！ かで 始終" や："！ It ます。 II 

！  一れ" れ"； "へ MMiiil あ 暴 I も、 f 

も^々 迫って 來 餘日 もな レと. -"-r,.- 

忘れられ；. i 人の 方に お ？拜 惜したい i ひます 


評價の 公平 

大體文 學史に 限ら や、 歷史 なる もの は 英雄 崇拜 主義で、 偉い人の こと は 書くな と 言っても、 我 も 我 

もと 言って 皆 書く のです けれども、 その 時代、 その 人相 應な 貢献 をした のに 比較的 認められ ぬと いふ 

やうな 人に 關 して は 假令 これ を 正しく 認めて 歷 史上に もって 來て も、 餘りパ ッ としない やうな 傾向が 

ある" 隨て さう いふ 派手で ない こと は餘り 誰も やりたがら ない。 さう いふ 傾向 は 文學史 にも 多分に あ 

ると 思 ひます。 例へば 夏目漱 石" 芥川龍之介 などの ことになると、 非常に 研究して 仕 甲斐が ある やう 

な氣 がして 研究す る。 然し 餘. 0 大した 人で もない と. どうも さう 一生懸命に 調べて 見ても 大した 意味 

がない とい ふ 風に 考 へられる。 勿論 これに は 材料と か機會 とか 色々 の 問題 も 混入して 來 るので ありま 

すが、 大 體の考 へと して はさう いふ 傾向が あるので はない かと 思 ひます。 然し 私 は 別に この種の 英雄 

崇拜 主義 を 根本的に 全部い かんとい ふので はあり ませぬ。 歷史に は評價 とい ふ ものが 入る 以上 は、 大 

きい 功績 を 立てた 者が 多く 語られ、 功績の 少ぃ者 は 少し、 か 言 は.^ な いのは 當り 前で ありませ う。 そ 

の 際 小さい 方の 功績が 小さい なりに も 小さく それ 相當に 認められ S ばよ いのです が、 全然 認められな 

い、 全然 忘れられ てし まふ 事が 多い のであります、) 是は 甚だ 不公平で よくない と 思 ふ。 例へば 一の 建 
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四 五 四 

入物 禱  、ひ e れまそ 1 で 立 一版な 正しき 認識で ある。 所が 釘 

. >>>:、TS? う i 乂す らもして ゐ +^»^ 力 ひ，^  Ji  ノ  .  - - 

の 役 をして ゐ るのに ^の， む- 「  ；、 "りひ まぶ、：^、： P 文學の 方で 

, , 、- 尺、 一 \ ^も 下等 一) して どうと かいふの て W ァ，" 力 P 

雄、 is 端に t ろき、 ifaf  片 I 名の 作家、 中 以下の 作家 

「ま、 斤 I 家 は、 その 功績 を 過大に 認められ f で t に.^ ぎ I 名の fiz- 

や uuu^ あ 小さい 功績 I 々小さく 認められる 傾向が ある。 その 《 所 を まて 

, つ JJ., こごぶ、.^ と、 ふやう に 思って 居る のであります 

ふ機會 にで も Si 來 はし.，^,." 力と i ベ 


-」 と 力 力う 


文學 者と 環境 


J  -;、 を乃1..^荀の^^々を擧げると 忘れられ 亿人は 

なに. iic  、も of 『家の やうに 實 はれて 居ります 力 その ナ スス を驾 

私 は 政治.^ 說の專 p-t び や ：  S-  ノに。 乂台ト とい ふやうな 特^ 

r す 1 ども、 それ は餘り 偏し ますから、 今 省略 致します 叉 政， r/ 說 し 


無 i 暴 の Mi^T 種 rii ので I すから、 そ i さへ 達すれば 

な ものになります と そのり fi.- 白 き… き 方の 人 まよげ ませぬ が、 一 § 

忘れられても よい 譯 です。 隨て さう いふ やうな 立場 力ら ft びブ のリー 

學 史的な 立場から 忘れた やうな 入 を 一 一三 申 上げ ませう  、 >  . ； 、 ^^KMr 

0^0/ /  ,  ran- ズ i ンて. i ん R る ことです 力 ^^^/,. 

是は 普通に あなた 方の 周圍 の秦、 吾々 の 周 圍の秦 力ら 申し まお う 


とい ふ ものが あります、 英國の 文人の 誰か >M 百った ー百 葉で あ h- ますが、 「人間 は 一 生の 中で 或る 一 時期 

だけ は必ゃ 天才で ある 時期が ある。」 と 言 はれて 居る のです。 そこで 私 はこの 天才 的な 時期が 文 學靑年 

とい ふ 言葉で 現 はれる. ので はない かと 思 ひます。 それが 將 來文學 者になる かならぬ か は 別 として、 

鬼に 角 非常に 純な 文 學靑年 的な 氣 持が 人間の 一代の 中の 或る時 期に あるので あって、 有 ゆる 意味で 非 

常に； 太才 的な 時期と 言 ひ 得られます。 さう して こ の 際 環境に 惠 まれて 文擧 者と なる 人 は その 才能 を 出 

し、 なれぬ 人 は その 才能 を 葬られて しま ふ。 さう いふ 風に 葬られる 人々 も澤山 居ります。 

境遇に 惠 まれなかった 偉才 

是は 吾々 の 周圍の 生活の 中に も 經驗 する ことでありまして、 例 へ ば 最近 私 は圃劇 向上 含から 賴 まれ 

まして、 坪內 先生の 傳記を 書いて 居ります、 その 關 係で 色々 調べて 居る のです が、 先生の 非常に 若い 

頃の 友達で やはり 文擧靑 年が 隨 分あった らしい。 その 中で 先生が 非常に 感心して 居る 人が j 人、 二人 

ある" 先生 は 名 古屋の 人と 言 はれて 居る が V 實際は 美 濃の 人です。 ところで 同じ 美 濃の 人に 後藤 齋吉 

とい ふ 人が あった。 この 人 は 先生と 同じ やうに 今の 帝 國大擧 の 前身で ある 開成舉 校に 入りました。 親 

父さんが 醫 者であった らしく、 どうしても 醫 者に するとい ふので、 その 方面に 進みました。 然し 非常 
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入 物 篇？。  t\gs< ク.. が坪內 先生と は 名古需 I 時代から 親友で 

に 文學 的 I 能に 富んで 居った。 故 八 g 軍大 ぶつ… こ义 のこと を、 文 S かけて 

すが、 I 氏 はこえ 代さん の紹介で评內 先生と 知" fkpru ゾ I 時で し，。 先生 は 

は その lil と 坪 I は 書い f  ""u、tu"H"f つた. で t う I 

若し 後藤 II 學の 方へ 入って ゐ 贫^ tu^^cu と评內 先生が それ 基んで 非 

富って 居る。 ixl$0f^hl§l  II 

^  ,s ひし：。 然し どうしても 文攀 者になる こと を 許されす.^  1 V  ^.tm^ 

常に 感、 もしす 夕 >L と  P  >  ,.-5- ん として は 極く； i^i ら なし nsrti,r-T 

I 色 i くない 爲か、 I 観して、 sluhi-i 

みた いなこと をしながら 明治の 末年に 亡くなつ r;;: い U りて Ml; は- III 年で なしに、 

すと、 そこに 一寸した チャンス、 舊と いふ もの i まれて ゐ i  i 

s なま 者に なれた こもら ら  て 居る 人に gf い 文が やます 

1|田先生 などが 書いて 居られる のて 名す P は 一 P  « ^する 理解に かけて は責に 立被 な 

. ... この-人 も 逢の 方の 才能が 非常に 優れて ゐて i$H;nt 後 

もの 11 中 f い II が、 If  f 

ii 館へ や、 到 ju!np 生と 同じ やうに 大 If 入 i です 

赤 井 雄、 伊豫の 人； -と 3じ< ひましす 力 こひゾ J 


が、 非常に 文才の ある 人で、 開成舉 校の 寄宿 舍に 居る 頃 廻 覽雜誌 を 持へ た。 その 時に 小說 欄の 受持は 

赤 井 雄で 爲永春 水 張りの 人情 もの を 非常によ く 書いた。 そして 坪內 先生 は 赤 井の 小說の 挿输を 描か さ 

れて 居った。 この 赤 井 も屮途 から 家庭の 事情で 理舉 部へ 行き、 後 橫濱の 正金銀行に 人り、 到頭 この 文 

學靑年 も文舉 者に なら やに 死んで しまったと いふ やうに、 斯うした 例 は隨分 あるので あります。 です 

から 何時か 文壇の 文人 祭と いふ ものが ありまし たが、 今度 は 一 つ 文學靑 年祭 を やって やる と隨分 浮ば 

れる 人が あるので はない かと 思 ふ。 私が 金で も あれば やりたい が、 追々 かう いふ 人 を 何十 人 か 集め、 

何 かの 雜誌を 借-.^ て やっても よいと 思って 居ります。 文 舉靑年 は その 心に は 慾 も 得 もない。 これ を 書 

くと 一枚 十圓 になる、 二十 圓に なると かなんと いふ こと は 少しも 考 へない。 一文に ならない こと を 承 

知で 唯 好きで 好きで 堪らない から 書く とい ふので あります から、 實に 純な ものです。 

和 田 竹秋ゾ 前 田 夏 蔭、 前 田 香 雪 

今まで は 文擧的 才能が あっても 出られなかった 人の こと を 一 寸 述べた ので あ. 9 ますが、 次に 本題に 

入って 文學 史上で その 名 を 忘れられて 居る 人の こと を 述べ て 見たい と 思 ひます。 先づ第 一 番に和 田 竹 

秋であります。 この 人 は 著書 は澤山 ありませ ぬけれ ども、 小說で 『鴛鴦 春 話』 (明治 十二 年) とい ふ 明治 
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入 物！ ひま 書、 ：、 であ &專。 それ は„?08 ぱか& でな しに 鬼に i 作で 

で  一 ^^uu^f  11  ！  ii が 新しい 

す。 文，〉 It は その ま  のま 明 台 十七 年です から 少々 後に なり ま 

, yk  ,  D.->  ：丁まト&竿こ刊行され 完， E-l すび』 B  、、，<J  ^4 

小 說の| と s れるカ こ s 十五 r?  f 少し この 人の こと 

. :t-r^^HKK^. 七 左の 人であります 力 履 1^ はる-や ンス 

す。 111  11^-. その 中 何 か 出て 來る かも 知れません。 f 

を 調べたい と 思って 居る のです き 時代です が、 最初に 新しい 小說を 書いた と 

うい ふ 人が 明治の I で li 壇 一とい ふの も 可笑し k  。時代て す" ？ 

いふ こさけ 注意して 管.^ いので あります、 m  im 

*  .^  二 卜さ s  く 一に ふります と饗庭 篁，^ 力  ， . 

それから すっと 後： まです V 饗庭 さんや、 g 裏なん かの 先生き され i つた 

常に 有名な 人で しず それと にし 頃 1 す 最初の 龍小說 「金 之 助の 話」， I いたと いふ 

入が 二人 ある。 その 中の 一人 は 前き 雪 i  ^^^0^1  II 

フ；， 二， 《r,a 々の ト說 を澤山 書いて 居る この スの 親， メ  t ま ノ  I- 

i 逮 i ノ" U  ！ 常！！ す。 iiiilii 

Idp  un  SI -III 

？ I| ベ させた とい ふ 離 力 立つ す 曰 ヌにー 力 ^  し  つ £乂 さ I て る。 その 

sllil-  illl"H;n! て ほる 

點 tsl 代 は 大分よ ろしい。 この 憂 は、 き I 家と して f 位う- 5fr 


が 殺した 人 は 伯爵と か 侯爵と かにな つた 人 も あらう、 そこ は 甚だ 矛盾した ことにな つて 罟 ります. い、 

鈴 木に 位 を やるなら 殺した 者に 罰 を 加へ て 行かなければ ならぬ。 維新 史上に も隨分 自分勝手な 例が 多 

いらし い。 德 富さん の 本に も 出て 來 るが、 例の 十津 川の 義擧で 名高い 中 山 忠光卿 は 長 州で 殺されて ゐ 

る。 さう して 殺した 人 は その 當時手 抦顏に 色々 威張って ゐ たの だから、 人 はよ く 分って ゐ たらしい。 

然し あの方 は、 明治天皇の 叔父 御さん になる お 方です から、 明治維新に なると 長 州で は 非常に 恐 し 

てこの 事實を 全部 隱蔽 してし まって、 誰が 殺した か 分らぬ やうに して あると いふ ことで ある、 所が 古 

い 書物から 色々 調べて 見る と 大抵 分って 居る さう です。 その後 忠光 卿の 神社が 急に 持 へられた が、 そ 

この 神主さん など はこの 事 を 非常に 憤慨して 代々 の 政府に 責め立て たの ださう です けれども • 政府で 

は 狂人 だとい ふこと にして 受付け なかった さう です。 さう いふ 譯で前 H 夏 蔭も廢 帝の 例 を 調べ たとい 

ふので 狙 はれた のです が、 どうにか 殺され やに 濟ん だ。 然し 是は あべこべの 話なん で、 朝廷と 幕府が 

かう いふ 風に 離れる の は 非常に 遺憾 だとい ふので、 公武 合 體の實 を擧げ るべ く、 それに は 先 づ國擧 の 

方の 研究から やらなければ いかぬ とい ふこと を、 井伊の 懷 刀で 有名な 長 野 主 膳 1— 是は 相當な 男で 國 

擧も 和歌 も出來 るので あります が、 ！ この 男の 獻 策に 依って、 阈學 0 擧校を 立て 國擧を 振興 させて 

以て 朝廷と 幕！ 肘の 接近 を圖 ると いふに あった。 それで if 次郞、 鈴 木 重 胤 等と いふ 人々 に 命 を 下して、 

詰り さう いふ こと， ダ 調べさして 居った。 それや 何故か 秘密に やって ゐ たので、 一方から 見れば、 あ、 
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入物 篇  ， させて i の だ あ へられる の も 無理 のない こ 

) ：  > つ、.^ ま錢帝 の^を 調へ さ セマほ 

いふ 物 If 在の 中であった 力ら 或. - 

とでせ う。 V から- I は 中々 面倒です ぶ，， ヨ つたの は、 幕府が 醫 f 上げ SI つた 

益， 脫 線し ますが、 例へば、 孝 明 天皇が I  く..；；； なって f から、 11 

のまい ふ。 幕府の 醫 者の 石 川 某が 診てから 間もなく 1，.；、  ^nlpi  i 

ひす  0 ォ 5 月. 4  ロニ  M> つて 力ら 不 Jf.K 力 Ir 

つたの だら うとい 4 が傳 はって. -る r メ、. ？ ある。 自分は將 軍から 命甚け 朝早くから 

11 石 川が 云 ふに は、 l^u^llil 

起き て齋戒 沐浴して、 さて 是 から？？：； U 「ご てき こ とにな る。 然 

I 自分 は 5? &來 なかつ ilT^U て t -。 かう いふ 點 II ん かとい ふ 

01101111 

もの は 非常に， テリ T トな ものです。 さ；、 その子の 健 次 f 亦 非常な I 者で、 早くから 

さて i 蔭 ilu"r;J;t:r? かの 連中 I て I して！。 種 

源氏物語 等 i 管 I ど！ いて 一 lu^u す。 最 II に 人り、 その I 人 f とし 

さ點で その 頃の 文 I に は 非常な 影， 躯 hr:、  si んに小 f 書いて f ます。 その 巾 

れ.， SS  二な つて そこで 非常に 綺麗な 古典的  き きま 「I」 となって ゐ るが、 

ふ 新聞の キー 筆.. -ァ,  「、え 帛ー： あります。 智 通の 本に は 「奇. ".^」 

の 一 部分が 後に 春陽 堂で 出し まし r 一  リま 一？..」 i 


あれ は 間違です。 あの 中に 二三 入って 居ります。 非常に 面白い も 6 です。 饗庭篁 村 はよ く 其磧の 衣鉢 

を 受けた と 雷 はれる が、 寧ろ 前 田 香 雪の さう いふ 風な 新しい 意味の 叙事の 系統 を 受けて 居る。 叉 今日 

まだ 現存の 三 品藺溪 (昭和 十二 年歿) とい ふ 人 は 高 白 £ 藍 泉の 門人で あるが、 寧ろ 前 田さん の 方 を 先生 

と 言って 居る。 鬼に 角當時 G 文 擅に 封して 非常に 大きな 勢力 を もって ゐた 人です。 それが 唯 文 舉を職 

業に しなかった とい ふだけ で- If. 又 學史に は 殆ど 名前 も 何も 書かれて ゐ ない。 前 田さん は あの 頃 は 全く 

大家 扱 ひに されて ゐて、 坪內 先生 も 初めは 前 田さん に 原稿 を 頼んで 買って 貰った 位です。 勿論 この 人 

は 後に 美術 舉 校の 圖案 か考證 かの 先生に なりました から、 物質的に は 別に 困り は 致し ませぬ でした。 

小 宫山桂 介  • 

それから 前 田さん と 同じ 頃 やはり 篁 村と か南翠 とかに 先輩 視 されて るた 人に、 例の 小 宮山桂 介 (卽 

眞叉天 香) とい ふ 人が ありまして、 これ 叉文舉 的に 非常な 勢力 を もち、 尊敬され てゐ ました。 水戶の 

人で 藤 田 東 湖の 先輩の 有名な 小 宮山楓 軒の 孫に 當 ります。 無論 國舉も 出來、 漢學も 出來、 文章 は 擬古 

的な 文章で 以て 新聞の 論說 から 小說に 至る まで 自由に 且つ 美事に 書いた。 數は 少ない が 飜譯も ありま 

す。 この 人 も 立派に 小說 家の 方から は 先生 株、 兄貴 株に されて ゐ ました。 然し 小 說の數 は餘り 多く あ 
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四 六 二 

人 物 0  /ぶ もつ こ 『I 尺 王』 が ある。 是は I 一十 年頃 力が 

5. せぬ。 小 說と して 一寸 纏った 大 I ものに r』ul ネの 方へ 向って 進 るかに 迷って ゐ 

充實 して 來て、 11^^  ^^111 

とい ふ I ので るが、 書き方 it く 書いて ある。 ！  ？ 

lifli^iifitt それからもう 一 

日の 寶』 とい ふの I いて 居る 力 是 はも 山 氏 f  ？, して 書いて 居る。 si 襲で 日本 

,^,1 『s 婦人』 で •  I 七 年の 舊 征伐の こ 4 材 きにして 書ク、 ま、 if 

つ 有名な の 力-^ 諍 女』  t  ,^、>レoー亍面白ぃものです。 この人は i 

、 n  -レー -vs、 て11}^-るが この パ說 も- C  。  ，5: ちし 

f げ， ^濯する とい ふこと を镅し マ Eii ナ  . こに です。 隨て 死/ 

ゾカ、 rR- 一  i  ,,^r^>^,^^きくぷる基傻をMし すリ - 

しても 非常に 偉い 入で あ！ して、 今の 東京 朝日-あの は" いしす。 き 小 まさん. ま 抑 へら 

，&山 龍 平な ど I 吊に 尊敬して 措かな かくす 一と i 一」 ゐ_1 やう I けた、 のまう で、 それ 以後 

れて 困って ゐ I 者 達が 、小官 山さん I らして s.-f ヒ： ぶで 昭和 5, に 亡くなり t た。 杉 

！ レ . ビし、 斤 卷二  did み 風月 を 娘 水し A て^  v,r5^,-「 

小宮 山さん は 世の中から ，まして fit  お通しす る ものが なく、 も 

:,J 1 よ， ぷ驟义 つ」、 よく その 住居 を 訪ねた 力 御餓 まに... ァ, 一 

^重^さん はま 常.' 親づ匸  こ，， 入 は 1 は 勿論 漢詩 も 非常に ト-手 そ. r 力. 

- ： ^ ゝ 二  二、  > ひ I  一， JJ  ^  ダ」 0  ^.N  .i^KS?  ..r  ノノ vlf クイ 

hfi て 二人で 食 i すと に u  i..、 文 fi! が 割かれて よい 零め る 

まも I にうまい。 まら その 頃の 文 管？ 4f  、 ま 


が、 別に 名前 も 載って 居り ませぬ。 

日 S  海 鶴 

是ま では 文 擅から 言へば 老大家と 言 はれる 方の 人です が、 若手の 所謂 新進作家の やうな 人で は 日 置 

海 t  (政 太郞) があります。 出生 ははつ きり しないが、 富山縣 出、 擧校は 中 村 敬 宇の 同人 社で 英語 を 

舉び、 更に 大學の 古典 講習 科で 舉んで 卒業して 居ります。 都 新聞の キ： 筆と なり 新聞 小說を 書いた。 所 

が 非常な 傑作で、 而も 突然 デビ ュ ー したので 皆 驚いた。 それで その 頃大阪 毎日 新聞で 改革が あり、 渡 

, おさむ 

邊治 とむ ふ 人力 その 改革に 當 つて 居. 9 ますが、 どうして もこれ を 改革す るに は文藝 新聞に しないと 

駄目 だとい ふので、 色々 文藝 新聞に する ブラン を 立てて ゐる。 その 中に 若手で 現代 小說を 書く 者 は 日 

置 海 鶴の 外にない と 言って 居ります。 是程當 時 重く 見られて ゐ たのです が、 二十 二 年 か 三年に 肺病で 

死んで 居ります。 隨て 作品 も 本に なった ものが 一 つか 二つし かない。 今 記憶して 居る のに 『大和撫子』 

『海 島 王』 があります。 この 人 はや はり 古典 講習 科 を 出て 居る 位です から、 文章が 非常に 上品で うま 

い。 それに 觀點も 多少 新しい。 全體 として は その 頃の 才子 佳人 小說 です が、 一寸 讀 むと 何 か 知らぬ 新 

しい 印象 を與 へる やうな 小說を 書く 人です。 然し この 人 は 若くて 死んだ 人であります から、 文 學史な 
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人物 篤  ， - 1 0  S e ： と、 ふこと だけ 御 記 

し、 、 lilTn  寺弋二 もてはやされ. すし 

) も、 i よぶ、 Q です けれども 兎に リ.. - 

どで 取上げな いのも 無理^な." び 

隐を願 ひます。 

中 村 雪 後と 本吉 欠伸 

、 Is. 出て 居る が、 その 中で 中 村 雪 後 i は、 S の小說 はさう 大 

9?、± いら まお？ 分懌山 のぎ 進 力 a- て  . 1Z  - 、り もづ！ ^ザ、 ふけ a」 は 

硯ナ？ .』ri、f 書、 II として 大衆 文學の II へる 人の 先つ き 

した もので はない が、 s§0^fi  L: もの をき も、 この 中 村 .1 のこと な 

.  pyl 、、兌り lt」，at 、ふんか 逢 曰 力 r す ひ 

ならぬ 入で あり I。 然しよ く？ ハー， f  iB0ifk^. それに は 一 挿 

. , ,1^ フ匚 ！&り まチ」 ぬ。 この 人 は 又す 痕 とず コ 

んか 何にも 知らないと f て 載つ、 れて來 た II 人 女中が 多く 居った。 今日で I. ば 女給 

II 當時| 館に は S は"""；"！ すが、 文 舉者 は 勿 II も 所謂 この 突 人 

と 雲の 合の 子の やうな サ 1 ビス U  U き r 名々？ 二相 手 I 立て、 熱 I いて ゐ たもので あり 

女中 I 指して 皆 ワン サ くと 押 掛けて 一， 手， 好きであって、 11! 

ます。 その 中に お 花と いふの がゐ て、 この あ 花 お 花 を 取られ S で、 If 

い tl! つて-」"：：！： y 

以後 花 f ん とい ふ號 はっけす これ を？ -めパ . 


も譯を 知って ゐた 人々 は 笑って ゐ たさう でした。 後 或る 事件で 入牢したり、 又 此の 紅葉 一件が 分った 

.0 したので、 この 恥 を 雪ぐ とい ふ 意味で、 今度 は 雪 後と つけ 變 へたので す。 

それから、 缀 枯川の 兄の 本吉 欠伸です が、 碎 けた 文章に は 欠伸 生と してあります。 關 西の 文壇で 相 

當 有望な 若手で、 一 時 は 紅葉 露 伴の 長 を 合せた とい ふ 程の 評判と なった 人であります。 『む. T 雲』 『幻』 

その他 澤 山の 面白い 小說を 書いて 居る。 紅 露の 長 を 合せた かどう か は 鬼 も 角と して 二十 一 二の 青年が 

書いた ものと して は 仲々 立派 だと 思 はれる 程の 小說を 書いて 居ります。 唯 非常に 酒 を 飲んで 放蕩して 

しゃう がな く、 遂に 東京へ 流れて 来て、 新聞記者 として 小說を 書いて 居 b ましたが、 日 淸戰爭 後に 三 

十 何歳で 死にました。 

ま 

宇田川文海、 淡 島 寒月 

この 本吉 欠伸 は關 西の 文壇 人です が、 總體 に關西 文壇 は文舉 史的に 非常に 不遇です。 ^へば 宇田川 

文 海 は 南翠、 篁 村と 較べて 決して 適 色の ない、 寧ろ 先輩 株になる でせ う。 それから 文 海の 門下の 岡 野 

半牧、 横 野 半醉、 是は皆 半が つきます が、 文 海 は半痴 とも 號 して ゐた 所から して、 皆 半 をつ けて ゐ るの 

です。 さう いふ 連中 は 硯友社 その他が 段々 頭 を 出して 來 るに 從 つて 驅遂 された のです が、 その 前に は 
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U 岡 I 牧の阜 えの I 霞 助 氏 は大！ 曰 II 級の r り 

§i 力 を もって 居った 岡 f 牧/ 乃 口き，， ，らき 常 二  I されて 居る とい ふこと は 犬に 訂正の 

あります が、 鬼に 角大阪 文壇 は 謹に 明治 文寶 力ら tf.c 

必要が あると 思 ひます。 一え is5f 者と し S 非常に 有名であって、 g 張りの 『百 美 

それから 最後 に 淡 島 f この 人 f.: の 1d、) この 人 は 西鶴張り の文章 を 書いて 居 I 

入』 とい ふ 小 f 書いて f 百 人 は f な 力つ すけ. - ；、 .:lf7n. 西鹤 

、，^:-  -  ニ吳鲜されて111^1りますが 實際はま^す ノ 女 

から、 何 か 阈粹 保守的の 人の やうに I されて；； つて、 阿蘭陀 西 鶴と I れた、 その 西 鶴が 奸 

、 1! 二  t.uLi-hpMi キゾチ シズム な 所 力 あ， つて r^ppt 

を 調. i も、 西 鶴に 鶴の i となり、 木乃伊 I 木乃伊 if に、 i 

きで あ， ら です。 さう；^ て U  nttic いもの 、好き I、  ill 人で 

研 f つてし rrrr て 居： ふと II きつい i へで も 出 f 

はまった。 iff  」u  『i は f  i いて 居る こと は餘 り 知られて 居 I ぬ。 0 

とい ふ 非常に 自由な 人です。 この 人力 『馬ブ 物 E 碧  、 その 1 です 。 その B 加 物 

ヒ 也で、 人 の 中に も 馬 加大瞎 とい ふの か ある 力 そ..？. ブて"  ，ー 

加 は 千葉縣 にある 土地て 八 ナ傳" d、 .，ぷ田舍 の 敎會の留守番をし てゐ ちむ の 化さ 周函 のり- - 

語』 は 非常に 面白い 小說 でありまして f  。田舍 ,  ,1 ゐた ミス. ジョン ソンと い in. 

を書 いた もので I、 その 中に 1^"::  uulilli る 

^ つ 一と；...： T て 来る。 そして その 西洋人 力 如^に あ、. - ' 

の © 洋.. ^〔レ こと 力 tf- てダ  . 


が、 その 頃 は 酷い H 舍 であった I 如何に 傳 道の 爲 めに 苦しんだ かとい ふこと、 その後 ミス. ジョン ゾ 

ンが 日本 を 去って シカゴ で 病死した のであります が、 死ぬ 前に 手紙 を 寄越して 自分 は 死の 床で も 馬 加 

で敎 へた 頑 童 達 を 想起し、 淚を 浮べて 神様に 祈った とい ふ、 さう いふ やうな こと を 書いて 居る が、 如 

何にも ハイカラ 寒月ら しい 小說だ と 思 ひます。 是は新 小說に 載って 居る から 一 邊讀ん で御覽 なさい。 

明治 三十 四 年 か、 五 年まで は 行って ゐ ない、 その 頃の もので、 叉 長く はない。 あの 頃の 小說 として は 

文章 も 面白い し、 如何にも 外國 趣味と いふ 風な 寒月の 本領 を 出した 小說 として、 是非 一見すべき もの 

であらう と 田 i3 ひます 0 

まだ 擧げれ ば無數 にあり ますが、 さう 大した 人で もない の を 矢！ i に： ベ 立てて は 時間の 際限が なく 

ならう かと 思 ひます から、 の 度 はこれ 位に 致して 置きます。 (拍手 )o 
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「西洋 雜誌」 と 鳥 山 啓と 


J 


X 


1 


一 ーハ g 羊 維 まを聯 ® させさう でめる が、 これ は、 全然^の 「リ 

「西洋？ とい ふと、 直ぐ 一一の 1! 一^ ^ 雜 まりも ズッ と後の、 I  I 

S ま」 で、 ，sf  S に 成る ものである。 移 河の 西洋？ よ  r ジと. V ふ、 らしい。 

洋 ' り气、 f し、， は、 この 方が 珍ら しく 品 もす つと 少. ー 

iis の 刊行で あき ^^H^l: 柳 河の も I に 揃った もの は、 I さ 

. 、 lav;  二人.， r  ニ片 して ゐる人 を. iKf つなし tf  , 

只今のと ころ、 sifk 一  义 古書| などに も I ける ことがある。 に 

ぅザラ にある もので はない が、 往々 所 藏の聲 を 聞く し 叉 古書1」 とがぶ、 やうに 思 ふ。 

り 「き I 一  の 方よ、 ま ..ns の 喜 I に. 力け たこき くぶ、 ， -,、 

が 鳥 山 啓の 【西洋 雜^」 の i^l  n^ll-cn^. その 時、 ふと 忘れない うち^ 

先日 霍を片 づけて ゐ る！、 久しぶりで この i"f つと；； た。 . こ で このき のに、 勉强し 

この 雜 誌と、 if 鳥 山 零」 とち 寸 書きつ けて f つと 田ち す 


て敢て 一文 を 草し .亿 わけ である 


此の 「西洋 維 誌」 は、 雜誌 とはい ひ條、 いはば 纂輯者 鳥 山 氏の 讀書雜 記と いふ 體 裁の もので、 その 

事 は 凡例に 見る 鳥 山 氏の 言で 知られる。 

此書は 余洋藉 を讀む 11 に 心のと まる 條々 を拔 出で たるが 已に 一 小冊子 ともなし つべき 程に なり けれ 

ば 書肆の 謂 ふに まかせて 之 を 櫻 板に 上した，.^ 猶 第一 一 集 第三 集と 相續 ぎて 刊行に 及ばん とす。 

第二 集 第三 集 は、 卷 末の 豫吿に 見える が、 これ はつひ ぞ見 たこと がない。 恐らく 出来なかった もので 

はなから うか。 この種の ものに ついては 一概に 斷 言が 出来ぬ が、 第一集 さへ かう 稀 本に なって ゐる位 

ゐ であるから、 一 一 集 三 集と も 刊行 を 疑問と する が當然 であらう。 

書 友社藏 版と あるが、 此の 書 友 社と は 中 川 藤 叫郞、 中西嘉 助と いふ 二 軒の 本屋の 合同 社名で ある。 

何う も 京都 か大阪 か、 あの 邊の 本屋ら しいが、 餘り 聞いた ことがない。 奥附 に、 飾磨縣 御用 上 木 所 小 

川 金 助と あるが、 ごれ は 書 友 社と 何う いふ 關 係になる のか、 これ はた V- 印刷 製本 だけ を 引き受けた 男 

か。 卷 中の 揷繪 は、 松 川 半 山、 彫工 は 由 良 重兵衞 (京都の 人) と ある。 

第一集、 序 二葉、 播 磨の 人 八木賁 とい ふ 人の 序で あるが、 別に これと いふ 程の 見識 もない。 次に 凡 
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入^ 篇  」ー、  -  t.; して ある、 外に 奥附 二葉 ある，^ 録頁九 

-、 二  一  i、 ご， い、 tM"f: から 丁附 力して"^?  /' 

例、 I、 各 一 葉づ つ、 本文 二十 一葉 ォカ f  S に 近い もの I ひて ある。 

^ 一行 十擎 詰、 木版の 摩. T 攀は il き、 假名 it の I 

これ も 此の頃の ものと して は I である。 

目錄 は 

夭體の 名義 

西洋 十二月の 名義 

紙 書物 等の 名義 

トレ ー ドウ インドの 名義 

スノ ー ド u ップの 事 

ュ 1 一一 コ ルン ひ-事 . 

各國の 古傳幷 土人 未來 想像の 事  ォ 

人 幼稚より？ 人 問に 交ら ざれば 智力 少しも 增 さざ 暴 

西洋の 女子 胸部 細 小なる 事 

萬國言 語の 事 

西洋 文字の 事 


西洋 に て 啞 者 或 は 聲者 に 文字 を 知らす る 手樣 の 事 

洋 詩の 事 

本文 二十 一葉に 十三 項の 記事が あり、 多少の 挿 総が 加 はって ゐ るので あるから.、 一項の 記事の 長さ 

も 略 ぼ 推測され るで あらう。 最後の r 洋 詩の 事」 は、 西洋の 詩の 韻律 を 論じた ものであるが、 私が こ 

の 雜誌を 比較的 高價に 買った の も、 この 一 項が ある 爲 めであった。 こ、 に は、 詩祖ホ メルの 像と 稱し 

て、 十六 七 世紀 あたりの 文人 か舉 者の 肖 像が 木版 彫刻で 入って るるが、 まことにお 愛嬌で ある。 斷っ 

て 置く が、 西洋の 詩の 韻律 を說 いたの は、 此の 「西洋 雜誌」 の 記事が 最初で はない。 もっと 早くから、 

それが あり、 而 かも 1 二に して 止まらない。 


「西洋 雜誌」 の纂輯 者た る 鳥 山 啓の こと を 簡單に 書いて 置く。 もっとも 簡單に 書く だけの 材料し か 

ない ので ある。 

鳥 山 啓 は、 和歌 山縣の 人と いふ。 何う いふ 學問 をした 人 か 只今のと ころ は 私 は 殆んど 知らぬ ので あ 

るが、 國學知 歌に も 秀で、 洋學も 出来、 博物 學 にも 達し、 文章 を も 書いた 人 だとい ふこと は、 その 一 
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c^,^ の雙 とか 鼠 者と 見る の は I- ひで、 寧ろ 明治 初期に よく ある 

生の 仕 f ら f される 、の U ニ减 S として 『究濯 答』 (明治 五 年)、 『15 门 E とい 

el 者の 一人と いつ 猛カ よろ 5 にビ る？ u§ 。その他に も、 こ Is ま 的 

a  、『天然 地 理£ とい ふ もの 力 f る (十五 5 

雜著 がま だま だ あるら し^。、 月 I 族 S 校 I になった。 華族 家 校で は 

SISiH^PH 下 S 子の 日記 をみ ると 女 I その 

何 を敎へ n もの か、 恐らく 博物 地理の 类 ひて チ MM へま 今 曰よ 4 はれて ゐる延 了 

！. と I 紅 II かけて 歌を よ"" の if 問く。  I 

チの 歌詞 「！ 攻！ の、 浮" 城：；： の："：：；" ri— いき 

II^UHr  II 恐らく 知ら 

ない もので あらう。 一一 一. T.- ネ III  華族 女學抆 時代 C 功^ 

大. t 年 二月 二十 八日 f  。  i^^lll  . 

に對 する 報酬で あらう。  フー ^k: 女史 は、 はっきり 「ヒ ラク」 とよん 

I  S 氏の 名の 啓 は、 霊ケ 1 のみい つて ゐるカ HIS 

pf  .  、  rxl ぶ、。 (昭利 十二 年 九月 號 「事 キぉ窒 t 

； £  ノ、 汛，^ 方" -b のか も 知れな，.' 广 ネ， T 

でゐ る。 この 方 力 正し-. みプ， 'ひ 


一 明治 文壇と 高 畠 藍 泉 

明治 最初の 文壇 小 說家は 高 畠 藍 泉 だ。 

これ は 一 つの 結論で ある、 ^が 相當 長い 時間 を かけて 藍 泉の こと を 調べた 結果 到達した 1 つの 結論 

である。 それ を 今 この 研究の 前置に 借りる の だが、 それに は 一寸 簡單に 說明を 加へ て 置く。 

從來の 文學史 では 藍 泉 は 所謂 幕末 遣老 の小說 家の 一 人に されて ゐ るが、 これ は 研究 疏 漏の 致す とこ 

ろの 間違 ひで、 私の 調べに よると 藍 泉が 文壇の 人と なった の は、 明治 十 年 前後から のこと である。 卽 

も 幕末 遣老の 間に 伍して はゐ たが、 明かに 明治 文壇に なつてから 小說 家に なった 人で、 而 かも その 點 

で 藍 泉 程 早く 明治 文壇に デビ ュ ー した 人 は、 今のところ 見當ら ない。 これ 卽ち胃 頭の 如き 結論の ある 

所以で あり、 叉 明治 小說 研究に 先 づ藍泉 研究 を 必要な りと する 第一 の 理由で も ある。 

從來 明治 初期の 代表的 作家 小說 家と いへば、 爲永春 水と いひ、 萬 亭應賀 とい ひ、 條野採 菊と いひ、 

假名 垣魯 文と いふが、 藍 泉 を 擧げて 答へ る 人 は 少ない。 然し 此 等の 幕末 文 學界の 遣老は 要するに 遣老 
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入 物 I 篇.： けの 研>九|」 は あるが) I 以外 代表的の 名に 依し ない。 然し そ S 文 

であって (その a で 又 それた けの？ ぅォ は それ II き 第一線から 引退った 形で ある、 I, 

零 II 居と 見て可 5 齊 は 明治 十 年以後 である。 S 十 年 前後から、 十 

の！！！ 警 及！ ill.! ると 

パ七 裏、 uunu:;tpl 、秦 lifii 

H:r"u は、 ！！。 

ビ 。 1、 上； i た ゆ # 听究を 必要と する 第二の 理由で ある。 -  > 

はない。 これ 私 力 T..-..^..^^,  さ  -、 1 ひ 村 さや lii^ 斷 による もの 

i を もって 明 冶 十 年 以後の 文 雲 學の 代表的 作家と fs 一ず お き 1 

^^y.^  まらつ きが、 秦 I にもき 此 I が ある 內 

ではない ま.. の：： 一十 五 年 一月 「I 之 友」) は 明治 豪 g として 最も 早い もの、 

文舉』 (明治 二十 四 年 十 一 月 1- 二十 五年 一 ^  .r そのき 二 明 台 十 年 以後の I 墓？ いふ ー 

であり 同時に 最も 注目すべき もの 二 つで あ.？  rnrr!? しぶれ V 平せ ざる も 共 S 

,§ク き， 到って は、 其作議 より 馬 琴 霞 等の |奚 つて 登せ. t.T。  i う 花つ、 

を 知る に 容易なら む。 其 壇上に 立って 藤 盟主の Ist もの を 一 I 禾产 • - 

かなりし も 野 分に 吹かれて 倒る、 の 姿 墓したり き。 


尙ほ 伊原 靑々 圃 氏の 回顧的 文章の 中に も、 略 ぼ 同様な-記事が あ-つたと 思 ふ。 今 その ノ —トを 散佚 さし 

てこ、 に 引 兩出來 ない の は遣憾 である。 

藍 泉 等の 代表す る 文壇 文學 は、 幕末 以來の 通語に よってき，^ とい はれて ゐ るが、 これ は 創作 旨 度の 

上から さう いはれ るので、 內容 的に はい は ゆる 戯作と は 違った、 明治 新 舆文舉 に 先行す る だけの 幾分 

の 新し 味 を もって ゐる、 これ を 最も 的確に つかむ に は 藍 泉の いは ゆ < 戯作 小說ケ 調べる のが 便利で あ 

る。 これ、 私が 藍 泉 研究 を 必要と する 第三の 理. m である。 

明治 文 擅の 生長 はジャ ー ナ リズムの 發 達と 相俟っ ところが あつたの は、 今更い ふまで もない が、 藍 

泉 自身、 時代の 最も 有力な ジ ャ I ナ リストの 一 人で あり、 明治 文壇 一と ジ ャ ー ナ リズムと を 密接せ しめ 

る 契機と して 相當 大きく 役立 つたと 考へ られ る、 私 は必ら 中し もこれ を も つ て 藍 泉 硏究を 必要と す る 

第 四の 理由と せぬ が、 この 事 實は藍 泉の 明治 文壇に 於け る輕 からぬ 位地 を 一語る ものと して、 旨 商 ぶ」 

置きたい。 

二 藍 泉 傳の筋 書 

前置の 次に Is ベる、 その 次に 作品 を 解題 するとな ると、. いきか 陳腐の 臭味が つく かも 知 H 

i€ 畠 藍泉穉  ビ 
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これ は 

が、 必 


；: ノ  ％rb む，. 守ない I である。 以 1 れに從 つて II るので あるが、 

ぬが、 0g^H^ill 藝 とい i 妻の 精確は 期す る 

叙.^」 の 簡潔 を 期す る 上 力ら ナ t/J き =1.=" ん 

要の ない 箇所 S 霞めい £ 文句 基け ききしょう。 

夭 保 九 年 (西紀 一八 三 八 年) 

f 十二 曰、 高 I 泉 ほ- お ur 子 ^ の 女 il 世 麻- 府 のお 坊|で 御 本丸 奥 

父 ほ f  r ふ： ruH せ I II  .1 

®。  、  傳 I 門 高直と いふ (1)。 ま 女子で お 

S  t 三 子 一女 あり、 畏は〈£ 役/ k  i つ」.^.。  i 人 あり、 友吉 とい ふ。 

、く、 お I 仲間の 鈴木宗 林に 嫁す。 Hi 弟 た f 稱す。 月 I ハキの 布 

本名 初 U 瓶 i 、講は 督 後に S と改 む。 霞の 末年 更に 政と 稱す ？？^ 

令 以後、 霞の 藍 泉 |稱と し u。  _ 甘 H、  I、 紫ず リ I 

し Tl, ミク 刀， Q 薄 田 5 あ 0^ と 戯號し ¥ ス泸せ 一己"^  -  .1 

の號が ある。 又 g ，初 f 戶. H  i き 寒の M を も 襲うた はが 

十五 年 一 仏亭議 S 作 名 I ぐと 共に、 §  It 


_ から 使用)。 最も 晚 年に 聽香樓 主人と 號し たこと が ある。 

天 保 十三 年 此の 年 藍 泉 五 歳 

「五六 歳の 頃より 和漢の 小 說稗史 を 好み 雜書 は觀 ざる ものな く」 (岡 H 龍吟 「三世 柳 亭種彥 傳」) 

おのれ 

「野生 は 幼 かりし より 四條派 風の 畫を 好みて 米 澤の人 高 橋 波 藍 翁の 門に 入りて 拙き 畫擧の 修業 中 

吳景 文が 花鳥 を 殊更に 愛で」 云々 (十六 年 三月 二日 東京 输入、 藍 泉 自記) - 

「w 條 風の 畫を學 び 後に 南宗の 繕に 移る」 (「三世 柳亭 種 彥傳」 .) 

安政 元年 此の 歳 藍 泉 十七 歳 

此の頃 柳 亭種彥 の 作を眞 似て 戯作 物語 一 一部 作る、 ( 一 部 は 上中下 三 冊 物、 一 部 は 上下 一 一冊 物〕。 こ 

れ は揷繪 文章と も 藍 泉の 手に 成った ものであった。 (遣 族 金子 益 三 氏 談話、 それ は 大正 十一 一年 九 

月 一日の 震 火災で 燒 失す)。 

安政 四 年 11 文 久ニ年 藍 泉 二十歳 —— 二十 五 歳 

「壯 年に 至. CS て 戯文 を 草し 云々 茶 は 谷 村 氏が 直 指 傅の 門下 俳諧 は 其 角 堂の 高弟に して 一 方の 英 

傑たり 常に 風月 を 愛すれ ども 閑の みに 偏せ や 客に 接する こと を 好みければ 雅友其 門 戶を訪 ひ 音 

信る 者 絶す 頓智 秀才に して 幕政の 末路 辻 某が 發 起に て輿畫 合せと いふ 事 江 11- 市中に 流行し 布 井 

の 才子 爭 ふて 此 連中に 加 はれり 翁 (藍 泉〕 も又此 道に 遊び 與畫の 趣向 意表に 出で 高點を 得て 述 

高. 藍 泉傳  四 七 七 
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りに など 逢.^ せり」 (岡 W 龍吟 n 二世 柳 亭種彥 傳」)  .51 

中の 人々 を 驚カキ 」 ri  I  、  ケ，： P の： J,- たる 谷 村赛育 g ち 後の 南^ 

右の 文中 谷 村 氏 云々 は 幕府の 茶 I 谷 村 家で つまり I まの 友す 

二の 家 を 指す。 

「菌を 好み 花柳に 沈醉 す」 (隅 W 了 古 「新聞記者 奇行 傳」) 

文久 三年 此の 年 藍 泉 二十 六 歳 

父 求 伴^す、 凝 世の 句に 曰く 

飮喰 ひの かぎり や 腹 もく され 市 . ^？^ ^eli--i^^^n-s 

ま 春 I ぐ、 求德と 改名せ し はこの 際 か。 叉 幕府の 十て 雲 作 事？ I 俘 

I 女 うらと 婚 したの も il  ^t^ri  III . 

「所謂 務め 嫌 ひに して 霞 怠惰い ふ r 專 ifff  ♦ 

云 (「新聞記者 奇行 傳」)  、 え ナ，. 、ふ、 人 氣 を 多分に も 

ヒの 「f 嫌 ひ」 は、 然し 藍 泉の 神 震な、 意地の 强ぃ I？  ン.？ へこ 

の 『^魏  tc, 目に 見えない 佘 はもう 力る 力 頭 をへ 

つ；， その 性格から も來 てきら しし ... 坊 f つ： たつ 嫌 ひごつ 仁と 後まで いって ゐ たとい ふ 

ぺこ 下げて きくて はならない、 お， S そいつき つ.' .1 

• (金子 益 三 氏 談)。 


慶應 元年 藍 泉 二十 八歲 

「慶應 の 初畫ェ となって 力 食 せんと 實弟 (友 吉) に 家を繼 がしめ 壯年 にして 隱遁 す」 (「新聞 一で 

者 奇行 傳」) 

明治 元年 藍 泉 三十 一歳  ，  ， 

此の 新.々 年 前から 天下が 次第に 騷々 しく 幕府 も 瓦解に 迫って 來 たので、 流石お 坊、 干： くやれ の 藍 

泉 も 血 性 多感の 身が 繪筆を もって 濟 して 居れす、 多少 幕府の ため 奔走す ると ころがあった。 

「戊辰の 役 佐幕の 士 東北に 脫 して 官軍に 抗戰 せんと 欲すれ ども 銃器に 乏し 時に 君 憤然として 起 

つて 名 を 政と 改め 陸軍 奉行 松 平 太 郎君と 謀り 單身 方に 馳て 御用達た る 者を說 論し E 萬の 金額 

を 募集す るに 毫も 暴言 剛強の 氣を顯 さや 却って 渠等 をして 落涙せ しむ」 (「新聞記者 奇行 傳」) 

此の 時に 彼の 風雅の 友に 富豪が 多かった ことが、 大に 役立った ものら し 、 。 

「銃砲 を-, i 館へ 廻 漕せ しが 諸道の 脫兵 潰る /- と 聞きて 大に 落膽し 再び 畫ェ となって 諸方 を i 歷 

す」 (「新聞記者 奇行 傳」) 

事實は 諸道の 幕 兵が 降伏した ので、 藍 泉 は 一時 身の 置 處を失 ひ、 上總 地方へ 逃れた ので ある。 

この 上總 地方の 漂泊 生活が 何れ だけ 續ぃ たもの か 知れぬ が、 隨分 辛い 目 をみ たとい ふ。 き 作の 

,T 折と か 扇 面と か を 路傍で 賫 つたり、 又 見物の 前で 注文 をう け、 卽 座に 繪を 描いて それに 赘な 

高皇 藍泉擰  . 3 ヒ，. 
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bf り を 書き 加へ、 僅かに 一枚 一二 錢に 代へ たりして I をつな いだと いふ。 (歌 川 國松氏書 

明 台 二 年 at 始め 環 i 堀に 居り、 後き 村に 移る。 霞に よって 秦す。 、王と 

して 橫濱の 知人に 賴 まれて 外人 向 輸出の 養ゃ團 扇の 管數で こなして 描いて ゐ たので ある 

窮乏甚 しく、 或は 萬八樓 で書蕃 を 開き、 又 妻に 俄 天 麩 ■ を 開業 させて 生活 Is つた 

と い ふ、 (金子 氏 及び 三 品 蘭溪氏 談話) 

月 台 一一 平 金 杉 村に あって 依謹ェ として 生活す。 此の頃の 號 I 思靈 泉で ある。 

「風雅で あ ふ I でもな 41 しの 篇 居に 拙き 畫を 以て 霊と し靈 If  f ぬ」 

(藍 泉 著 『蝶 鳥筑波 裾模様』) 

靈な こと も篇 たる もので、 W など 一枚き りの 浴衣 を 洗濯す ると、 それの 乾く まで 裸 體でゐ 

： 程であった とい ふ C この 時 隣家に 上野 宮家の 十 堀內耍 一一 一郎が ゐ たが、 この 人の 二  = -份三 カ^ 

ま.^  r ず^ 泉の 母方 金子 氏を嗣 いだ、 (益 三 氏 昭和 十二 年 夏 投)。 

I はこの 前後 何の 緣故か 知らぬ が、 霞か靈 かのこと で. • 維新の § 木戶孝 允の 知遇 さ 

る ことにな つたら しい。  1 

此の 年闊十 I 春 死去。 是れ より 先き 友 富お 坊主から 撒兵隊 組お. ざ や、 德川 I に， 


へ 移 封の 時 これに 從ひ、 馬 廻り を 勤めて ゐた。 それが 時疫 のた め沼津 にて 死去した ので ある。 

藍 泉 夫妻 は？ ん津に 赴いて 弟の 死後の 始末 をし、 舊 幕府の 玉藥 奉行 間 宮將監 の 三男 三男 三 郞を貰 

つて 高 畠の 家を繼 がしめ、 瓶 三 郞の名 を 襲 はしめ た。 

藍 泉 夫妻 は そ のま S 沼津 に隱遁 生活 をす る ことに 定め、 茶道 ゃ發句 の 宗匠 をし たり 畫を描 い た 

りして のんきに 暮す。 これが 明治 三年より 四 年、 五 年に 及ぶ。 

明治 五 年 三月 東京 日々 新聞 創刊、 藍 泉 沼津ょ b 上京、 日々 新聞の 記者と なる。 發起 人に その 舊友 

が 多かった ので 引出され たとい ふが、 彼の 兄辻傳 右衛門が 日々 の 株主の 一 人り であった ことが 

與 つて 力が あると いふ。 これで 藍 泉 はや、 生活の 安定 を 得、 畫ェ としての 足 を 洗って 文筆の 天 

分を發 揮す る 機會を 得た ので ある。 

この 頂から 轉々 堂 主人と 號す。 始め 淺 草の 正 定寺、 次に 了 泉 寺、 それから 三 筋 町と 轉々 移 居し 

たからと いはれ てゐ るが、 事 實は藍 泉が 平生 至って 子供 好きな ところから 子供の デ ンヂ ン 太鼓 

の 音 (テン テン ドン ドン) に なぞらへ たもので、 (金子 益 三 氏 談話)、 現に 新聞の 投書 や 錦繪類 

の 書 入れ 文句な どに 轉々 堂 鈍々 と 署名 をした のが 幾ら も 見える。 

日々 新聞に 執筆の 他に、 横濱 毎日、 讀賣、 郵便 報知な どの 投書家と して 文名 を馳 せる。 

明治 七 年 この 大久保 利 通が 臺灣 事件の 善後 處 置の ため 支那へ 行き、 兎 も かく も 支那と 談判して 償 

高 白 S 藍泉傳  四 八 一 


人物 篇  四 八 二 

金 五十 萬兩を 取って 歸 つたので 大人 氣で あった。 藍 泉 はこの 事件に ついて 昔の 吉備大 ほの 事縝 

を假 りて 趣向 を 案じ、 新聞に 投書した ところ、 河 竹 新 七 广 古河 默阿彌 ) が これによ つて 「士" 偏 

大臣 支那 譚」 を 書き下ろし、 大當り をと つたと いふ。 錦鎗 類の 書 入れ も內 職と して 盛んに やつ 

た。 揃った ものに 「英名 二十 八 衆 句」、 【競 勢醉虎 傳」、 「東京 日々 新聞」、 その他の 新 問 錦输、 

「見 立た いづく し」、 「見 立橋づ くし」、 少し 遲れて 「新 柳 二十 四時」、 「機嫌 くらべ 一、 「皇國 二 

十四 功」 その他 一枚 物 二 枚 物 三枚 物 等片々 たる もの は數へ 切れぬ 程 多い。 彼 はこの 錦總の ま门 入 

れ 文句で は 初代 花 笠 文 京に 服して ゐ たとい ふ。 

明 台 八 te- 一  月、 東京 日々 に 「社友 藍 泉よ.. J と あり、 旣に 閑職に も ある もの、 如し。 W 月 「平假 

名總人 新聞」 創刊。 落合芳 幾が 社主で いは，. - 東京 日々 の 子分 新聞と も 見るべき もの。 藍^ はこ 

れに關 係し、 編輯 長と なる。 彼の 舊友前 田夏繁 (健 次郞。 號香 專) を 推薦して 入社せ しめた。 

「這 回 銀座  一 丁目 拾 番地 一一 於テ平 假名 籍入 新聞社 ヲ設ケ 名義 ノ如ク 專ラ平 假名 一一 テ綠リ ii テル 

遠 キ 發語 ヲ 用ヒズ 平坦 簡易 ヲ耍 シ且 ッ理會 シ易ク シ テ 餘與 ァ ラン 樣 一一 1  母號： ^入 リ トシ 勉メ テ 5^ 

童 婦女 ノ覽 一一 供 セント 做ス 由 則 開 社 ヲ自 祝シテ 第一 號 ヨリ 第三 號マデ 弊社 愛 願 ノ お^ 官 へ 無 は 

一一 テ晋 呈-ン テ閱ヲ 賜ーフ ン コ トヲ托 セラ ル 何卒 卷愛ヲ 賜リ i^ui キ 御求ズ 御子 樣方ノ 遊 ノ， 除^ 一一 

iH ラ レ ナ ハ無^  ノ稗史 等 一一 勝ル コ ト萬々 ナル へ シ 弊社 モ亦附 托ノ意 一一 食 カズ 感謝 一一 艰 H ズ忙 


仍 ァ廣 吿」. ^也 

但本月 (四月) 十七！ n 發兌候 事 日 報 社」 (八 年 四月 十六 p、 東京 日々 廣吿) 

この頃の 藍 泉の 新聞記者 としての 人氣 は， ズの 寄書 (讀寶 新聞、 二三 ー號、 八 年 十月 二十 五日〕 で 

知られ やう。  1 

r 是 はおめ でたい お産が 有りまして しかも 三人と も 男のお 兒で夫 は それ 梅 柊 櫻の 三ッ揃 ひ、 彼 

の 八 葉の 御 車 も、 引け は 取らぬ と 三人が 心 合せて 世の中の、 人の 開く も 朝夕に、 心筑 紫の 筆の 

先、 千里の 外へ 響かす る。 其 兄弟の 虎の 門、 格の 操の 住吉 か、 露 上下の 舊は、 正 雄 かなら 

で國 へ忠、 中の兄に は S 方 八方へ 光り輝く 銀座 町、 き各國 の珍說 や、 よい 評判の s、 ご 藍 

泉 かと 讀む紙 も、 飛んだ 一夜の 梅 王に、 のっと 生れる 三番 目、 小春に 花の 返り ざき、 名 も 假名 

讀の新 親、 f 雷る 櫻 丸、 車 も 横に 靈 K  f 外さぬ 神奈 垣が、 假名の かの 字の 角立て 

t 丸く 書 出す 一 ト 趣向 手 習 鑑の敎 訓を、 三人 兄弟 むつまじく、 ともに カを盡 されて、 化 1 こ i 

山な 涎ぐ り、 f 開化へ 導いて いづれ おとらぬ 本膽、 片眼 千 兩鈴木 田と、 また 高 畠 假名 垣が 

1 番 威張って 世の中 を 眼 あきの 世界に 賴 みます。 

統は賣 れ話は 絶ぬ 世の中に 何とて 人 は 買 はな かるらん 

「重寶 よろ こ ベ 御 布令が おやく に 立た ぞゃィ 

高 畠 藍泉傳 
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橫濱 出生 當時は 琴 平 町 住居 銀 一 ー郞」 (岸 田吟香 か) 

だが 藍 泉 は 編輯 方針の ことで 社、 王芳 幾と 意見の 扦 格を來 したので (思 ふに 藍 泉の 開化 キ義 と^ 

幾の 守舊 主義との 衝突)、 十二月 退社、 直ちに 讀賣 新聞へ 轉 じた。 ^入の 方へ は 藍 泉の 代りに 染 

崎 延房卽 ち 一 一世 爲永春 水が 入社。 

r 鎗 入の 高 畠さん は是れ までの 美事な 筆 さきで 當 社の 編輯 をお 助け 下さります」 Qm 赏 新開、 二、 

八 一 一 號八年 十一 一月 三十日) 

明治 九 年 一 月 四日 謹 買 新聞 二八 三號に 正式に 藍 泉 入社の^ あり、 「鈴 木 田に 誘 はれて」 云々。 

月、 藍 泉 は 鈴 木 田 正 雄と 議 して、 自ら 編輯 長と なり、 同じ 日 就 社から 「小 學雜 誌」 を f  .1 

名は雜 せ-心と いふ も 事 實は隔 ほ 出版の 小學 生新 聞で ある。 藍 泉 は 自作の 改良 手 まり 歌 を せたり 

などして 大分 熱心に 盡 力した。 

「此は 幼童に 攀業を 進む る を專ら として 各地 舉校 試驗の 節々 及第 生徒の 姓名 年齢 を祸げ 其他雜 

記 投書の 類に 至る まで 敎訓の 一 端と なるべき 事 を 平 假名の 俗文に て 解. - 安く 記した る 小^ 牛-徒 

の玩弄物なれば必ゃ御購求併せて美事を報知し賜はんことを冀ふ」，^5-京^入、 二 五 〇 號 ^せ、 

九 年 四月 二十 二日) 

六月 二十 八日の 有名な 新聞 施餓鬼 に は讀賫 新聞 を 代表 し て 出席す。 


十一月 (十 一 日) 南 新 二、 高 橋 (後に 鈴木ン 得 知 等の 友人と 通 三 丁目 壽屋 に書畫 古器 玩弄 會を 

催す。 

明治 十 年 五月 「小 擧雜 誌」 一六 ニ號 にて 廢刊。 藍 泉 はこれ と 同時 か、 これより 後 間もなく 讀寶新 

聞 を 退社す。 

十 一 月、 獨 力で 「東京 毎夕 新聞」 創刊 (日昌 社)。 

「高 畠 藍 泉 先生が 東京 毎夕 新聞と いふの を 近日 發 兌され ますとの 事 是は其 日の 事 を 其 日の 中に 

記載せ て 配達され るの ださう です が 斯うい ふ 早 いのは 實に 無類 飛 切で ありませ う」 (東京： g 入、 

七 ニー 號、 十 年 十 一 月 八日) 

「東京 毎夕 新聞 發行 

〇 一枚 ー錢 〇 一 ヶ月 廿錢 〇 三 ヶ月 五十 錢 

西洋の ヱ ブー 一 ング 一一 ュ-ス に 做 ひ 御 布 達 諸相 場面 白き はなしと も 其 日に 聞込た る 事 を 記載して 

毎夕 配達 仕 候 間 御 愛顧 奉 希 上 候 也 

東京 銀座 四 丁目 壹 番地 日昌 社」 

(東京 綾 入、 七 一 一一 ー號 廣吿、 十 年 十 一 月 九日) 

此の 新聞 は、 時代の 先驅的 試みの 運命に 背かす、 經營 不如意で 數 ヶ月で 藍 泉の 手 を 離れ、 翌年 

高 畠 藍泉傳  四 八 五 
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六月 「ほ、 砂 新聞」 と 改題され て 普通の 新聞と なって しまったと いふが (外 骨 氏 新聞 年表)、, し 

日本- ) 於け る 夕刊 新聞の 嚆矢 として 日本 新聞 史上に 特筆す ベ きもので あると いふ。 それだけ 藍 

泉の 新聞記者 としての 着眼 も 時 俗を拔 いて ゐ たと 見える。 

明治 十一 年 四月 下阪、 大阪 新聞に 人 社。 

「今. 度 弊社に ぉゐて 有名なる 東京の 高 畠 藍 泉 先生 を 招聘し 昨日 巳に 着阪 になり ましたから 以來 

は 筆 を 執って 編輯に 從 事せられ ますれば 猶 一層の 御 ま 負 あらん こと を 希望す」 (大阪 新^、 一 五 

八號、 十 一 年 m 月 十三 日雜 報) 

而 かも 當 時の 入社 祝 文に 「東京に 雷 嗚も高 畠なる」 とか 「名に高^!3」 云々 とか ある を 見れば 

名 記者と しての 名聲 漸く 籍甚 なる もの ありし ならん か。 ^5阪早*肺炎を病み、 十餘 3 病床に i- 

吟す. - 

元來 此の 行 は大阪 新聞 入社が 目的で はなく、 折 柄 京都に 西 京 博覽會 があった ので 「_s- 京； §夕】 

の 失敗 慰藉 を 兼ねて 上京 見物に でかけた ところ、 舊友 宇田川文海が 大阪 新聞 を 主宰して ゐて是 

非 助勢せ よと いふので、 滞在費 稼ぎ かたがた 入社と なった ものである。 從 つて 一 應の兑 物が す 

む や、 さっさと 歸 京した。 

七月、 一 東京。 晚 新聞」 に 入社し、 印刷人に 署名す。 


此の^より 芳譚雜 誌に 寄稿、 この 雜誌は 次第に 彼と 緣の 深い ものと なり、 後に 柳亭 派の 機關紙 

の 如くなる。 

明治 十二 年 一 月より 九月 迄.. 印刷人の 署名 あり、 十月 曙 新聞 改號 より 署名な し。 然し 在 社 は確實 

である。 此の 年 五月 刊行の 「月と ス ツボン チ」 第二 十九 號に 東京 諸 新聞社の 名 譽七輻 人と いふ 

もの を 揭げて あるが 、「東京 曙 新聞社 高 畠 藍 泉 j と ある。 

此の 年より して 彼の 所謂 戯作 小 說が續 々單行 本と なる、 小說 作家と しても 名聲が 定まって 來た 

もので あらう。 

明治 十三 年 一 月より 三 四月 迄 曙 在 社。 

1. 月 六日の 曉 新聞に、 關新 吾から 古 銀 を 貰った の を 謝する 藍 泉の 詩が 見える。 拙い もの だが 見 

本と して 左に 出す。  . 

折鏃 依然 銹未 磨。 稜 々 古色 時人 多。 

新年 剩喜歸 吾 手。 捧向 春風 代 破 魔。 

四月、 「妙法 新 誌」 を 編輯す とい ふ e この 前後 曙 新聞 を 退社 か。、 

八月、 「讀賣 新聞」 へ 再 入社、 印刷 長と 署名す。 同 新聞 一 六 六六號 (八 H 七 口) に 「歸 社の 辭 J あ 
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人物 篇  ， if て， ノ；  3I<S、.^ ちる 良^の 友に 招かれ 

. ノ  お 七 刀. 二： It 事して 幸 ひに 諸君の 愛 紅，^ 蒙 h し 力 力ち る？"^?^ 

Ufa  3  きひ 去た る 後 今 はや 思へば II ぬ 云 

新聞 編輯の いとまに 幾內の 名所 を 見 巡らん とて 本社 辭 

云 今や 本社の 招に 應 じて 5」 、土 兄 だ I り、 S 入り i が、 りに て 難し 立つ。 

f の I 新 二、 得 知、 il-III^ 

「ス i  土の 義長 たヒ高 II は ひと S 讀 I 聞 曰 t  一 

「以ま 田 社の Ff  hi i しき， きふる はれます からお I. ひの 上 一 層 花 を そ へ 

I ら S*SL が 再度 入社せられ £1 を ま はれ 、トー ョソ 

ます 面白い 事であります」， 東 一 i 入、 一 i 九 観 事、 十 奪 八月 十一 日) 

明 ム：： 十四 年 「讀 賫」 印刷 長 

三月 一 東洋 自由 新聞」 發 行の 際、 襲 を 代表して 招待 さる 

この 年より 「人情 雑誌」 に 寄稿す  -J  -、，，a?-,1..,,u.r。 然 VM. ま 輕 らく^ 

明治 十五 年 一月、 裏の 勵め にて 柳亭舊 の 號を嗣 ぐ、 印 SS 署名 を i す 

刷事務を 響 致し 兼る に 付 印 11 置 乎 氏へ 讓て e?:^^:;; 九 s.、  i 

f 日々 出社して 筆 I り ますれ l.i 御 鼠 を f す St"  二 


月 十八 日) 

1 H 一 一十 九日、 日本 橋の 柳屋に 於て 柳 亭嗣號 披露 會を 開く。 

「皆さん 御存じの 當 時小說 家で 有名なる 轉々 堂 高 畠 泉 藍 先生 は 今度 柳 亭種紊 の 號を嗣 がれ 其 名 

弘め として 来たる 一 一十 九日 吳服橋 外の 茶 亭柳屋 にて 一 „s 宴 を 催されます 先生 は 文人 劇場 其 他と も 

交際 を廣 くされる から 嘸盛會 であり ませう.」 (諸藝 新聞、 五八 號 記事、 十五 年 一月 廿 二日) 

「去る 二十 九日 (一月) は 前號へ 記した 通り 二 代 目 柳 亭種彥 翁の 嗣號會 にて 尤も 前日の 大風に 

引換 一 天雲 もな く 所謂 日本晴に て 三月 頃の 氣候 なれば 早朝より 吳服橋 外の 柳屋へ 寄り 來る容 は 

引き も きらす 先生 は 平生 交際の 道 廣き故 御 膳 上等 を 始め 文人墨客、 俳諧 連、 諸藝 人、 劇場 連 は 

六 二、 水 魚、 見 覺の諸 連、 新閜 記者、 投書家 其 他粹客 通子數 多に て 一 々記す にいと まあら や 偖 

座の 模様 は樓上 床の間へ 初代 種彥 翁の 肖像に 眞 跡の 短冊 を 表装せ し 一 軸 を かけ 供物 花 等 を備へ 

滿座は 諸方より 送られた る繪 ビラ 大凡 百 枚 ほどに て 美々 しく 列ね し は 一 段の 景況な り 偖お 酌に 

は 亭號に 因む 柳ば し 猫を迎 へたる は 鳥渡 御 趣向 そこで 會主 種彥翁 は頓て 席に着き 柳亭嗣 號の演 

說 をされ 夫より 夜の 八 時 頃 目出度 解散に な， 9 たり」 云々 (諸藝 新聞、 六 C 號記 事、 十五 年 二月 、 

五日) 

此の 年より 一 二 年間 は 藍 泉の 全盛時代 である。 藍 泉 四十 五 歳。 

高 畠 藍泉傳  四 八 九 
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A-pn5. て、 藍泉自身 は 二世 柳 亭と稱 したが 世人 は 三世と 稱 した、 卽ち 初 g 

PPFII  二 i つ ある。 

東京 曙 新聞が 「東洋 新報」 と 改題 さる、 藍 泉、 襲 を 去りて 11 に縣す 

^1. HM0^0  (第三 回)、 藍 泉 有力 會 員の 一 入？  、 . , 

四月 管 t<u 太反こ廻 つて 大東 日報に 聘 され、 I に從 事、 この 時の 月給 八十 

人 月下 反、 有馬溫 泉に 遊 ひ 大跟に c\ 一  ゾ 3  I 

圓 は當 時として は 破格の i なりし とい ふ。 傍ら 此花 雷に 助 筆す。 1 -.^  ノ， 人 ノ扳 

の S 月 i から 坐骨祌經 痛に 惱み、 夏避 誉 かねて 銪根熱海 の I にや ク i 

！ UMUUr つ， siil 舊 聞き、 1 赴い 一い 

l^ulrl 報 1 1 stint  l-uu. 

F II  ill とき 、て 有 置く、 

あ i る 二 奪戲れ II 寄す 幸 ひ餘白 |らミ や If  iFr は よが 

初から 大東曰 報へ 入社す る 約束で 下阪し ずので はない らしい 

「今 響府 へ 來遊 候 一一 付 辱知 I を 可 霞 候處旅中 より 足痛 にて 歩行 ォ自き t" 

奉 報知 併せて 不敬 を 謝す  わん 年 八 H 卜し ハ：： ：ノ 

中 之 島 五丁目 旅舍 土橋 方 止宿 柳 亭糧5大 東 日報 一 一 三 I 吿 . . 


「東京 柳 亭種彥 先生 在阪中 著述 文章 雜俳點 匪 御 依 賴の方 は 萬 事 拙 家に 於て 引受 周旋 仕 候 間御來 

談可被 下 候 也 

大阪鹽 御堂筋 南に 入 豐 秋 堂  ■ 

和 田 喜 三郞」 (大東 日報， 一 一 1, 一八 號廣 吿、 十五 年 九月 十四日). 

和 田 某 は 今日の いは ゆる マ ネ. I ジ ャァ なる もので あらう。 

此の 年 春、 柳條 華亭彥 入門す (三 品藺溪 氏の こと、 昭和 十二 年 歿)。 

明治 十六 年 六月 歸京。 

「高 畠 藍 泉 氏、 本社の 編輯 人たり し 同氏 は 昨日 祌戶港 出帆の 汽船に て 東京に 歸れ， o」 ハ大東 日報 

三 五六 號、 十六 年 六月 十三 日) 

藍 泉歸京 後、 殆んど 後 を 慕 ふが 如く、 宇田川文海 東上、 m 光 その他に 遊ぶ。 八 月 藍 泉、 .K 海の 

西 歸を薪 橋驛に 送る。 何故と なく 涙と-; -め 難し、 一 停車場の 淚」 なる 一 文章 あり (東京 鎗人ニ 四 

五 四號、 十六 年 八月 十六 日)。 宇田川に は 叉 東上の 機 あるべく、 自分 は 明年 月 ケ瀨高 野 二 遊ぶ つ 

もり なれば 再會の 機が 遠く もない のに かく 悲しき 心地の する は何ぞ や、 とい ふので ある。 然し 

藍 泉の 希望 は實 現されす、 この 時が 一 一人の 生別と なった。 

歸京 後の 藍 泉 は、 小說の 寄稿 を 乞 ふ 新聞 や 書肆、 が 漸く 多くな つたので、 „ 讪に定 つた 新聞社に 入 

萬 畠 藍泉傳  招 九 一 


人物 篇  四 九 一一 1 ] 

ら t 社友 乃至 寄稿 家と して 執筆。 彼の 小說 なり 雜文 なり を 載せる もの は、 「输 入朝 野 新聞」、 . 

「東京 繕 入 新聞」、 r 芳譚雜 誌」. 「歌舞伎 新報」 等に 及び、 時の 文壇 を風廳 する 概 があった。 

巧 治 十七 年 九月、 京 橋 南 鍋 町より 北 豐島郡 千 束 村 (今の 淺草千 束 町) に 移る リ 

「然るに 近年 愿 々病に 犯さる、 を 憂 ひ 居を轉 する に 如か やと 人の 勸め により」 云々 (「一一-^ # 亭！ 

截彥 傳」)  ^ 

秋、 松水觀 阿、 平 木 某 等と 謀り、 吉原 遊女 街の 祖庄 司^ 內を 祭る。  . i 

此の 年 柳 葉 亭繁彥 (中 村 邦彥) 、柳 塢亭寅 逢 (右 E 寅彥 、柳幌 亭友彥 (片山 友 三郞) 入門す。 こ j 

れ より 先、 此花新 二  (m 村 岩 三郞) 、彼 を 慕 ひて 大阪 より 上京、 門人と なる。 

藍 泉 は 移 居 後 も 毎：！！ 不快 を 押して 小說を 執筆して ゐ たが (代筆 を も 用 ふ)、 心密かにず ヒ将 起せ； 

ざる か を 慮り、 養子 瓶三郞 宛の 遣 言歉を 作って 藏 つて 置いた (九 =^  二十 三日 封 やと あり)。 

明治 十八 年 春 夏の 候よ，.^ 病勢が 募り、 やっと 臥 の 身と なる。 醫師は 動脈 痫と いふ 〈背 招〕 < 

2 ハ 月より 病 日に 重く 床上に 臥して 頭 を あぐる を 得す 餘儀 なく 筆 を 執ざる こと 三 ヶ月 餘 〈あ 平日 一 

いふ 我 大家の 名を嗣 しもな す 事な く 此儘斃 る、 は 先人に も愧ぢ 且つ 殘 念な. -と言 れ しが 去 九 

より、 病苦 を 押へ 少しく 心 宜き日 は 重き 枕 を あげ 机に 寄て 我 社 (東京 紛入) へ る 原稿 をタ， す 一 

(「三世 柳 亭種彥 傳」)  " 


なほ、 後に なって は 多く 柳塢亭 寅彥が 口授 をう けて 筆記した。 

十一月 十八 日 午後 二 時 死す、 年 四十 八。 此の 日 は 月が 變 るが 初代 種 逢の 命日で あると いふ。 辭 

世の 句 

源氏の 君 たちのみ まかり 玉 ふ は 多く 秋な りと いふ 故 翁の 辭 世に 傚 ふて 

我 も 秋 見の こして 行く 蒐 道の 卷 

(この 句 を 作った 時には 藍 泉 はま だ必ら すし も 死 を 分と して ゐ なかった と 見えて、 この 句の 後 

に T 此句 もし 今年 不用と ならば よろこび 何事 か是 にし かむ」 と 附記して ある)。 

彼 は 生前 自分の 戒名 を 選び、 戲墨院 柳譽ま ^ 泉 居士と いった。 

越えて 二十日 菩提 所なる 淺草 松葉 町正定 寺に 葬る。 

前年 十月 三十日、 成 島 柳 北の 死す る や、 諸友會 葬した。 藍 泉 も 會葬者 中に ゐ たが、 久しぶりで 

友人 達と 會 つたので、 葬式 後 種 々噂 話 をし 合った。 然るに 座に 居 合せた 福 地櫻痴 は、 藍 泉の 颜 

をみ て 戯れて いふ、 顔の 長い 點で 行く と 今度 は 君の 番だ らうよ、 と。 諸 友 皆 この 好謔に 一笑 を 

催した、 藍 泉 も 笑って 顧みなかった が、 然し 事實は その 通りに なった ので ある。 

(註) 藍 泉の 生地 は 異說紛 々で、 或は 淺草七 軒町龃 屋敷と いひ (「名人 忌 辰錄」 )、 或は 下 谷 鳩 組と いひ (「三 

世 柳 亭種彥 傳」、 淺草三 筋 町と いひ、 一定して ゐ ない が、 私 は 藍 泉 自身の 語に 從 つて 淺草元 鳥 越の 1 まと 記し 
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人物 篇 に-、 t、「l 甚右 1 傳」 5 回の 序によ る もの)。 尤も 地 f の もの 

£<  iitlBIA 「rl 右 r&  したる S ひで はな 

で t へば 何れも 接近して ゐて、 挤別 飛び離れて ゐる譯 でない 

からう と ュ 

-1 ^要せる 人物 論 

藍 泉の 生活  、产、 、ノ  ニコ pins': 舉げ； i 

刀 4™  二れ ど竽 二す る 材料 はない が 然し (一し の 傅 一一 nr,-^w 

:.,v'vl/-^,£a,.^ニ つ 、 て ま . ^論こ^ を 1 一^ I  - ナ.？  »  > 

藍 泉の の つ 口 5, る もので あつたかの 推 想 はっく。 花柳に 沈醉 すると 力 

嫌 ひと か、 菌居と 力、 i た。 riil し 5. けて ゐる i にす がって 生きて いかう と 

する t めて、 廣 く世簡 1 て  一- 生され. はとって il じて If つ i 

ので、 むしろ あきらめ といった 方 力 當っー ゐる  、 ぷ、、 然し 先 g 代々 の無爲 

き且哉 1 ら度習 二 至る まで、 改革 を 要しない もの 力  - 

の氣 力 はない。 iifri^r  ,,1 きしき い、 そこで f に 不平 を も 

. ク ，w4fe- すらと 、 ふァ クチ ヴな^ 格 をえ， t,-  i 

依祖的 生活の 仁め、 自ら それ を 改革す ると，^^ フ う 


ちながら も獨善 的に 逃避して、 その 生活 を 時の 流す ま、 に 流される。 若隱 居の 藍 泉の 心境 も、 恐らく 

かう いふ もので あらう。 朝廷と 幕府が 正面衝突 を 始め かけた 刹那、 藍 泉が (とい ふの も少々 大袈裟 か 

も 知れぬ が) いさ、 か ヒス テリ カルに 奮起して 幕府の ために 奔走した とい ふ、 然し これと て 藍 泉の 腹 

の 中に 入って よく 吟味して みると、 必ゃ しも 此の 奔走の 結果 何うな ると、 冷靜に 打算して 動いた ので 

は あるまい * 自分の 不平の 原因で あり、 そのために 自分 を獨善 的に 逃避せ しめさへ した 德川 幕府の 制 

度 組織が 壌れ て、 その 重壓が 頭から も 肩から もとれ、 始めて 手足が 自由にな つた ものが 嬉し さの あま 

り、 ぉ先眞 暗に 驗け 廻った もので あらう (勿論 藍 泉 自身 は 主家の 爲め とか 同志の ためと か 何とか 考へ 

てゐ たので あらう が、 然し これ はた ヾ 意識の 表面に さう 浮んで ゐたヾ けと いつ てよ かった ので ある)。 

鬼 も かく も、 この 奔走で 彼 は 漸く 或る 生き甲斐 を 感じた。 然し か、 る 夢中の 奔走の 結果、 意外な 危ぃ 

立場に 流れつ かう として ゐる 自分 を發 見して、 彼 は ハツと その 奔走 を 振り 棄 てた。 と 同時に 彼に は 別 

種の あきらめの 生活が 始まった。 前の 不平が ちな 逃避的な もので はなしに、 今度 は 自足 的な あきらめ 

おれ はこれ でい、 の だとい ふ眞の あきらめの 生活で ある。 藍 泉 は、 何 かしら 違った 道 を 通って だが、 

多年 自分が 望んで ゐた 明るい 自由な 廣々 とした 場所に 出られた や-つな 氣 がした であらう。 不平 は 晴れ 

たが、 然し そこに は、 何 かしらお 前な ど は 何う でもい、 の だと 背中 を どやされ たやうな、 無緣 といつ 

た 感じ もな くはなかった らう。 これ も、 その あきらめの 氣 持に は ある。 
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, こ、 に 維新 後の 藍 泉の 生活 態度の 基調が ある こと を 注意し なくて はならない。 維新 後の 藍 水の 生活 

が この 自足 的 あきらめ を 基調と して 萬 事に 動いて 行く からで ある。 從 つて 彼 は 積極的な 時代の-綱 歌 者 

ではなく、 一  種の さとりと 氣 不精 さとから 時代に 順應 する 人間、 時代に 追隨 する 人間の 一 人で ある。 

それで、 時代の 新 趨向た る 文明開化に は 喜んでつ いて 行かう としたが、 然し これ を 更に 政： 的に 念激 

に 散」 逸させようと いふ 自曲 民權 運動に は關 心しなかった。 況ん ゃ國會 願望 ゃ政黨 結成の 議論に は Jc^ ほ 

更 であった。 

, ^の 文明開化 について 行く こと も、 實は 三十 一歳で 維新の 改革に 會 つた 藍 泉に は、 內心 多少 迷惑で 

ない こと もなかつ たので あらう。 然し 彼は少 くと もこの 生活の 表面に 於いて は、 能 ふ 限り 文明 化に 

從ひ、 これ を 採り 入れて、 文化人と して 時世に 取り 殘 されぬ だけ は 心がけた。 碧 士族 出の インテリた 

る 彼 は、 一躍して 新時代の 耳目た る 新聞記者 になった。 卒先して 銀座の 煉瓦 家 根に 住まった。 好んで 

洋服 を 着け、 洋食 を樊 した。 文明開化の 利器 は 成るべく 多く 利用し、 その 恩惠 になるべく 多く 與 から 

うとした。 彼が、 來 客の 前で ジン ジン ビヤ (ラムネ) を 調合して す、 める の を 得意と し、 客が その 沸 

P 二 驚く の を 見て 我意を得 たとい ふ 顔 をして ゐ たとい ふ 逸話 も (金子 氏談) 、叉^ 中 好んで や^ をのみ 

洋菓を 食った とい ふの も (同 y こ Q 文化人 意識の 現れと 見るべき である。 见も かく も、 藍.： は その 生 

活の 表面に 於いて は、 意識的に 時代の 文明 化と 辻褸を 合せた" さう して. S 心 迷惑と 忍っても、 それ 


は 決して 生活の 表面に は 出されなかった、 それ は、 これが 時代 順應 者、 現 狀追隨 者の 態度と して 他に 

仕方がなかった からで ある。 彼 はかく 時代の 文明開化に バッを 合せる とい ふ點 では、 案外 眞 面目で 一 

生 懸命であった f 「うと 思 ふ。 何故なら 聰^な 彼 は、 時の 力が 如何に 恐ろしい こと をす るか、 從 つて 寺 

にと り殘 される と 何う いふ ことにな るか をよ く 知って ゐ たからで ある。 

然し これ は 彼の 生活の 表面の ことで ある。 勿論 表面と 內心 とさう 確然と 離れた もので はない 以上、 

表面の 變化は 多少 は內 心に も 影響す る 害で ある〕 從 つて 文明開化 は イデ ォ。 ギィ 的に も 多少 彼 を 動か 

すに 至った と 見て 可い (現に 動かして ゐる： T 然し 人間の 根底 的 思想 は 三十までに は 略 ぼ 定まる もので 

あらう から、 藍 泉が その 生活の 心 核から 新時代 を 謳歌 出來 なかった の は 無理 もない。 い、 もの だと は 

思っても、 何處 かに 勝手の 違った ところがあった らう。 これ を 把握す ると か 我が 有と するな どと いふ 

こと は、 到底 封建 武士 的敎 養と 江戸 趣味に 生きて 來た 彼に 出来る 藝 ではなかった。. いはば、 藍 泉の 理 

性 力 文明開化 を 肯定しても、 その 一 皮 奥の 感情 生活に は何處 やら これと そぐ はない、 或る時 は 反撥し 

合 ふやうな もの を もって ゐ たこと は事實 である。 新しく はなり きれぬ、 といって 舊 いま、 では 居.， き 

れぬ、 吾等 は新舊 時代の 過渡期 的 存在の 一典 型と して 藍 泉の 生活 を 見る、 さう して こ、 に は 何 かしら 

悲劇的 運命 じみた ものが 纏 はって ゐる やうな 氣 がする。 

敎  養 
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|を 先生と して 友人 四 ^ 輩と 籠 UMI て 蟹の 一 卷 乃—？ よんだ。 さう して 作家と 

活中 は、. 毎 夜寢 につく に 先立つ パ は ひ "代と していへば 確かに 舊式趣味 である。 然し 

しての 冥加 はこの 篇 にっきる とし ひし.^  f  i 目，.， し 二の もので あり. その 趣味， 肌 も 寧ろ 

1,』， irK りぇ髮 よ 作家と して 相當 以上の ひ 
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拔群 としなくて はならぬ。 且つ は 例の 文化人 意識から 洋書の ことに も 多少 關心を もって はるて、 ，下 

などに も 「今時 パ I レ，" の萬國 史位讀 まぬ 者 はない」 杯と 語って ゐ たとい ふ。 然し か、 る 心的 生活の 

倾 いて ゐる藍 泉が、 よく その 趣味に 溺れ やに ゐられ たの は、 全く 生活 手段と して 新聞の 仕事に. 卽ち 

ジャ ー ナ リズムに 從 事して 時代の 遞實 に觸れ たお かげで も あると いって 可い。 

藍 泉の 文學 

この 邊で 文舉 者と しての 藍 泉 を 語らう。 文學 者と しての 藍 泉の 諸方 面に ついては、 後で も 自然 語ら 

なくて はならぬ と 思 ふが、 それ は それ、 これ はこれ、 重複して もい、 ものと して、 先づ 一通. 0 のこと 

を 語る としょう。 

藍 泉 は 前代の 小說 家で は 最も 初代 柳 亭種彥 に 私淑した。 これ はすで に 若年 時代から であると いふが 

明治 十五 年 一 月 初代の 門下 遣老 達の 世話で 遣 族から 承諾 を 得て 二 代 柳 亭種彥 と 名乗り、 盛大な 披露. 曾 

をした こと は、 前記の 通りで ある。 以 つて その 私淑 も 並々 ならぬ ものであった ことが 分かる (作 虱の 

模你 その他の こと は、 後で 觸れ よう)。 彼 は 何故に さう 種彥に 私淑した か。 これ は 若年の 藍 泉が、 初代 

種彥に 於いて 最も 自分に 近い もの、 或る 懷 しみ、 親し 味、 自分の 內心 にもつ もの、 再現 を 認めて ゐた 

からで あると 思 ふ。 第一 身分の 點が 似て ゐる (大體 的に いって y 御家人と お 坊主で ある。 花柳に 沈醉 

すると ころが 似て ゐる。 而 かも 兩 者と もこれ を 時代 制度に 對 する 消極的 反抗 心の 安全瓣と して ゐる。 
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而 かも、 一旦 幕府 非常時 を 悟る や、 從來の 自己の 戯作者 的 町人 的 心事 を 恥お て 自殺した とい ふ 初代 種 

彥と、 われと 自 から 家督 をす て/ -畫 筆と 俳諧に 遊んで ゐた 身が 、幕府 瓦解と きいて、 ハツと 起ち 上つ 

て 亡命 同志の ために 奔走した とい ふ 藍 泉 も 似て ゐる、 これ は 何れも 多年 消極的 反抗 意識の 底に 潜在し 

てゐた 武士^?^ の 階級 的 プライドが 我に もな く 逆 出した ものと 見ても 可い。 この 點も よく 似て ゐる。 

それから 源氏物語への 愛 著、 古器 古物 を玩ぶ 心、 凡て 高雅 を 尙び俗 惡を陋 しむ 趣味、 雜舉考 證に對 す 

る 嗜滓、 等々 似；， 一 ところが 多い。 これ は、 或る 程度まで 藍 泉の 方で 模倣した 點が あると しても 广事. 秤 一 

確に あるが)、 單に それだけで はかう いふ 結果に はなるまい、 やはり 環境な り敎 養な り-先天的 耍素 なり 

の 上で、 二人 相 通 やる ものが あった からに 違 ひない。 かう して 先天的 要素と 竟 識的税 倣が 相 加 はって 

若年の 藍 泉 は 初代； E 彥に 私淑す るに 至った わけで あるが、 彼 は、 いろいろな 意味で 一 生 種彥の 影響 を 

脫せ やに 終った。 

藍 泉に は 積極的に 文學 者と なる 意志はなかった らしい。 これ は 武士階級に 通有な 文 舉輕視 のおへ も 

多少あった らしい が、 小說 家と しての 才分に 自信がなかった のが、 王な 理由で あらう" さもないと. 彼 

程小說 家になる 可能性 を もって ゐ たなら- 維新 前に 於いて 疾 くに 作者の 部類に 入るべき であつ. に。 彼 

自身 も、 「生 は 瓦解 士族の 產業 なき 儘に 操觚 者と して 稼ぐ 中 云々」 といって ゐ るが、 }^ しく その！. i, リで 

衣食の ために： H 方な く 小說を 執筆す るに 至った ものに 遠 ひない C つまり、 文學的 自信の あるな しに 係 


らゃ， 生活の 必要 上、 時勢の 波に のって 小說 家に 化けさせられ JL! のでめ る。 從 つて、 その 作物が 多く 

模倣 的で あり、 獨自 の、 王 張と か、 氣魄 とか、 熱と か、 信念と かいふ ものの 少な いのは 止む を 得ない。 

聰明な 彼 は、 自分に 最も 近い 種彥に 手本 を もとめ、 その テク 一一 クを 極力 模倣し、 先づ これ を マスタ ー 

して 自分の 創作的 才分の 利益 を 補 はう と 努めた、 さう して 或る 程度まで 成功した、 その上、 意識的 か 

無意識 か 知らぬ が、 初代 種彦の 傳統的 イン フル H ンスを 利用す る こと も 忘れなかった (必ら すし も 利 

害 打算から のみ 出た とはい へ ない が ：}。 彼 は 遂に 自己の 模倣 的 才能 (いは ゆる 器用 さ) と 案外ねば り ある 

勉强 によって、 種彥 張りの 格に 入った 表現 技術 を かち 得る に 成功した。 こ まで 來 るに は 彼の 敎養、 

雜學的 蘊蓄が 彼 を 助けた こと、 勿論で あらう。 表現 技術に 九分の 重點を 置いて 作品の 價値を 批判す る 

とい ふ舊 風の ぬけなかった 明治 初期の 文壇 は、 こ 、に 至って、 彼の 成功に いさ、 か 驚き、 容易に 大家 

を もって 許した わけで ある。 尤も 彼が 大家と して 文壇から 許される に 至った 明治 十五 六 年 は、 丁度 舊 

新 文壇の 交替 期で、 幕末の 作者の 遣老は 殆んど 悉く 屏息した といって よく、 而 かも 新人と いふ 新人 は 

未だ 修練 時代で、 頭角が 出て るない。 かくて 文壇の 覇權は 熟柿の 落つ る ごとく 時代 順應 者た る 藍 泉の 

手に ころげ 込んで 來て、 不知 庵 氏の いは ゆる 「其 壇上に 立って 隱然 盟主の 位置 を 保ちし もの」 云々 と 

なった。 此の 點で藍 泉 は 一 種の 幸運 兒 とい へ ぬ こと もない。 

藍 泉の 文壇 的 地位 を考 へる に 必要な、 今一 つの 分子 は、 當 時の 文壇と ジャ I ナ リズムの 間に 至密な 
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關係 があった ことで ある。 明治 文學の 何の 時代に 於いても、 多少 はさう であらう が、 ジャ ー ナ リズム 

を 離れて 明治 文學 とい ふ もの は殆ん どない といっても 可い、 これ は 今日に 於いても 大に 肯定 出 來るこ 

とで ある。 然るに、 明治 初期の 文 擅に 於いて は、 ジャ ー ナ リズムとの 關 係が 特に 緊密で-^ つた もので 

明治 新 文壇の 再建 は 全く ジ ャ ー ナ リズム の 勃興に 負 ふ もので あり、 從 つて 文 擅卽ジ ャ，' ナ リズムと い 

つてい、 位で、 文壇 人と いふ 文壇 人 は 殆んど 皆ジャ ー ナ リスト たらざる はない。 此の 顷は、 或る t^s- 

でジャ ー ナ リストと しての Value が 文壇 人と しての Value を 定めた ものと いって 可い。 その 例 は 

成 島 柳 北の 如き を 見ても 分かる。 柳 北 は 初期の 明治 文壇に 絶大な 烕を 張った 一 人で あるが、 然 らば 今 

日 文壇 人と して 彼を觀 察して 何れ だけの Value が あるか、 今の 若い 明治 文學 研究家に は 疑問と され 

るで あらう。 それ は文學 とい ふ 語の 定義の 差に もよ るが、 やはり 文壇 卽ジャ 1 'ナ リズムと いふ こと を 

考 へ に 入れてから でない と はっきり しないと 思 ふ。 そこで 藍 泉の 場合に も 同じ 原則が 作 川して ゐ るの 

で、 藍 泉が 文壇 人と して 勢力 を もつ に 至った の は、 彼が ジャ ー ナ リストと しての 名 聲も與 つて 力が あ 

る わけで ある。 彼 はジャ ー ナ リストと して は. 二世 舂 水の 染崎延 房よりも 古い こと 勿論で あるが、 こ 

の 道に 於いて 最古 參の 一人た る 假名 垣魯 文よりも 或は 一歩 先んじて ゐる。 且つ (二) の 條を兑 て も 分， る 

が、 當 時の ジャ ー ナ リストと して は、 相當眼 先き も 利き、 頭 も 動き 手 も 動く とい ふ 點で次 ハ おに 大^^ 

の 一人に されて 來てゐ る。 此の際 矢張り 彼の 利器 乃至 看板と なった もの は、 矢張り その 敎養と 文 £ で 


あらう。 種彥 から 脫 化した 彼の 文體 は、 魯文 ほど 拈っ たもので なく、 春 水 ほど 濃 情 的で はない、 淡. m 

平明で 一種の 雅味 香味が あ り當時 啓蒙 時代 のジャ 1 'ナ リズムの 文章と して は 最も 格好の ものであった 

かに 見える。 少く とも 最も 一般 向きの 要素 を備 へて ゐた とはい ひ 得 やう。 ジャ ー ナ リストと しての 藍 

泉に ついては、 細論 すれば 又 いろいろと 述べられ るので あるが、 この 稿の 目的から 一寸 逸出した 形に 

なる ので そこまで は 立ち入らぬ ことと し、 こ、 では、 彼が 明治 初期の ジャ ー ナ リズムに 案外 大きな 足 

跡 をつ けて ゐる こと、 さう して この 事實が 叉、 明治 初期の 文 擅に 於け る 彼の 位地 勢力 を 定める に 犬に 

役立って ゐる こと を、 合點 していた- けば 可い。 

藍 泉の 文學 上の 主義 は先づ 漠然たる 勸 善懲惡 主義で ある、 とい ふよ. 0 仕方がない。 この 點は 初期の 

文 擅 人の 誰でもが 同じ ことであって、 前代の イデ ォ n ギ ィを繼 承して ゐる わけで あるが、 然し 仔細に 

見て 來 ると、 同じ 功利的な 勸 善懲惡 主義で も、 前代の ものと 明治 初期の それと は、 何やら 相違す ると 

ころが ある やうに 思 はれる。 前代の 勸 善懲惡 は、 專ら 封建 武士階級 を 中心に して、 彼等の 倫理 觀の基 

本た る 支那の 儒 敎の德 目 を 基準と した もので (仁義 禮智 忠信 孝悌と その 反對の 如き) ある、 明治 初期 

の勸徵 主義に もさう いふ 分子がない ではない、 いな 多分に ある、 然し それが 唯一 の 規準で はない ので 

寧ろ それよりも 重要な 規準が ある、 それ は卽ち 明治 新 政府の 諸 施設の 結 栗た る 新 文明、 いは ゆる 「文 

明 開化」 なる 語で 表明され る社會 現象に 關心を もっか もたぬ か、 これ を 喜ぶ か 喜ばぬ か、 これに 感謝 
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する かせぬ か、 乃至 はこれ.^ 促進させる に與 るか 與ら ぬか、 とい ふ點 である。 その 言動が 文明開化に 

合する を 善と し、 反する を惡 とする、 これが 明治 初期の 勸懲、 王 義の屮 心的 規準と なって ゐる。 い^ 德 

の 採用 もこの 規準から なされて ゐる。 叉 この 規準 乃至 その他の もの を讀 者に 示す 熊 度 も、 前代の はい 

は 理窟 も 何もない 注入 主義で あつたが、 明治 初期の もの は、 合理的 啓蒙 キ義 となって ゐる。 これ だ 

けの 相違が ある こと は、 注意し なければ ならぬ。 今 藍 泉 だけにつ いていへば、 藍^5^の勸懲主ぎもか、 

る 合理的 啓蒙 主義の 最も 明瞭な 現れの 一つで あると いひ 得る。 か、 る 合理的 啓蒙 主義 は 時代 思 滞 一 

般 から 來てゐ る ものに は 違 ひない が、 然し 文壇に 卽 していへば、 矢張り この 點に 於いても 當 時の ジャ 

1 ナ リズムとの 至 密な關 係 を 語って ゐる。 それ は、 か、 る 合理的 啓蒙 主義 を宣傳 普及させる に與 つて 

力の あつたの は、 當 時の ジ ャ ー ナ リズムだった からで ある。 

かくて 藍 泉の 勸懲 主義 は、 一 般 的に は 前代の ものよりも 內容に 於いて 叉 態度に 於いて 新しい ものと 

はい ひ 得る、 叉 進んで 藍 泉の 名に 此の 種の 勸懲 主義の 創造者 乃至 代表者の 一 人と いふ レツ テ ルを 張つ 

て も 差 支へ がない と 思 ふが、 然し 藍 泉の 生活 態度の 消極 主義が こ、 にも 出て ゐて、 その 小說的 作物に 

於いて はか、 る 新しい 特色が 意識的に 支持 主張され す、 可成り 漠 仁る ものに なって ゐる。 彼の 作物. を 

讀む人 は、 こ/' を 宜しく 斟酌すべき である。 

小說 家と しての 藍 泉 乃至 藍叛 の小說 について は 後に 十分 述る つもりで あるから、 此の. 現の 記述と ま 


照して 讀ん でいた だかう。 

文壇 上の 柳 亭 派 

明治 初期の 文 擅に 於いて、 藍 泉 を 中心とした 一 ブ 口 ック、 いは-;. 藍 泉の 羽翼 的 作家と その 門下と を 

一括して、 柳亭 派なる 名で 呼ばれて ゐる。 藍 泉 は 新聞記者 生活が 長いだ けに、 記者 仲間 その他に 知合 

が相當 多かった とい ふが、 然し 本來 は神經 質的な 文人 型の 性格で、 圭角も 多く、 自分に 寬大な 割合に 

他に 對 して 喧しい 人であった ので、 眞の 交友と いふ もの はさう 多くはなかった。 然し その 少數の 交友 

との 友誼 は 相互 的に 極めて 堅い 厚い 美 はしい ものであった らしく 受け取られる。 最も 堅：^ 友誼と いふ 

裏に は 有形無形 多少の 利害 關係も 絡んで ゐ たものと 見て よく、 藍 泉 は その ジャ ー ナ リストと しての 勢 

力 を 利用して 彼等の 面倒 を 見、 彼等の 方で も その代り、 文壇に おける 藍 泉の 羽翼と してが つちり 組み. 

合 ひ、 柳亭 派なる もの、 中心 を 形作って るた。 これ 又、 一面 文壇に 於け る 藍 泉の 地位 を 有利に した も 

ので あつたに 違 ひない。 明治 初期に はこの 柳 亭派程 固い 文壇 ブロックはなかった ので ある。 

記者と しての 交際 仲間 は、 福 地 樱痴、 成 島 柳 北 等 硬派 大 新聞の、 王將 から、 錄木 正 雄、 假名 垣魯 文、 

條野採 菊、 宇田川文海 等 小 新 閜界の 大物に 至る まで 皆 ー應の 4^ 際 はあった〕 然し か、 る 人々 は (宇田 

川 以外) 交際が あつたと いふの みで、 さう 深い 關 係はなかった ので あるから、 交際が あつたと いふ 以 

外、 今 こ S では 何も 述べない ことにし、 いは g る柳亭 派の 全貌 だけ を 明白 にして置く。 
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入物 篇  ん.， よ、 先づ. 《 田 复繁、 南 新 二、  * 堂 得 知、 S 蹈^ 

f の 友人 ililf  一 Tii  (i 德、 II 

村、 t の tf して は fly tipl いだと いふ 點 でのみ I 的つな 

條きがぁる が、 此の！ いので、 i ブロック のうちに は！ 

入 t 入る とい ふこき 矢る すけて ビ！ ニ| の 研究ます る 人 さある が こ、 て はお-そ 

0 一り 卫ん よ、 それぞれ 各 に 多少の * ^カタ 

はの W 人で ある この U ゾ^ 

暗示 I へ る ことにし て置 かう。 i,5 チで、 I と は I 古い 友人で ある、 維新 後、 

11、 舊 幕府に 仕へ ild" け" をバ r こと もぁる。 11 1 

と 共著で 一  籠と して 終 i  IJ 

まから II、 美術の こと まて 詳 ill  ジャ！ アリス } の 仲 に 入り、 1^1 

に 功の 多い 人で ある。 ilu^uMif 轉 じて  一 I 置した。 11 の 

東 i 入の S 格と して 名を urr はハ、 ^"；;"^ て の 技 f 示した。 i の i となつ 

7 1, ？、  雜記 バョめ { ^ 

-. ^こしても 多ォで 虔 1^  r  - ン I  一つで あつ：。 

s 二、 太 名 はせ 村 I、 前名 春 育と いふ、 


泉の 最も 古い 友人で、 眞の 竹馬の友 だとい ふ。 幕府 瓦解の 時に 坊主頭に 髮を 伸して 撒 兵 組に 入り、 鐵 

砲を撸 いだ 連中の 一人で ある、 維新 後歸 商した が、 それが うまく 行か や、 や は， 0 藍 泉 ゃ夏繁 のす、 め 

でジャ ー ナ リストの 仲間に 入り、 東京 繪 入から、 やまと 等に 執筆した が、 黄表紙 系の 輕 妙な 戯作に 於 

いて 有名であった。 もっとも 本職の 記者に なった の はや、 晚 いが、 その 前から 投書家 中の 尤なる もの 

として 喝釆を 得て るた。  . 

幸 堂 得 知、 本名 は 鈴 木 利 平、 もとは 高 橋 氏で ある。 生家 は 上野 山內の 用達で あつたと いふ。 新の 

後 三 井 組に 入り、 銀行 事務に 關 係した が、 故あって 引返し、 中外 電報、 東京 朝日 等に 出入した 0. 此の 

/も その 記者と なる 前から 投書家 寄書 家と して 有名であった。 その 書く もの は 滑稽 諧謔で 南 新 二の 流 

亞 であった が、 非常に 古書 古物の 好きな 人で、 この 點で 早く 藍 泉と 交って ゐ たので ある。 

饗庭篁 村に ついては 更 めて 語る まで もない。 篁 村 は 初め 讀賨 新聞の 校正 方であった、 藍 泉が 同社に 

入社す る や、 直に 彼の 好學と 文才と を 認め、 引立て、 同社の 記者の 列に 入れた が、 して 記者と して 

名 を 成し、 岡 本 勘 造、 -0 川 魁 蕾と 並んで 文壇 三才 子の m があった とい ふ。 篁 村 は 何れ かとい へま、 M 

初 藍 泉に 師事 兄事して ゐ たらしい が、 藍 泉 は 彼 を 友 待し、 此の 少年 はよ く 長者に 交る から 今に 偉くな 

るぞ といって ゐ たとい ふ (金子 氏 談話)。 果して 然 りで、 藍 泉 歿後、 j 時 初期 文壇の 霸權を 1^ 籐南翠 と 

1 一人で 分った の は 此の 篁 村であった。 
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人 物 篇 マ 二れ て 1、 が、 然し これ 叉 Is 勢力お 持す る ヒ-に は _れ 

H,  slfH^^^i 柳 淵靈 江と いふ。 此の 入 は.^ じお 坊主 

i 素と |もので ある。 明治十  一 I であるら しい、 ii 

sil とい I けうし U として は 一二、  III  11^ 

ず， 二ぶ りたての 門 生で ある ぼ L グ^と して，.^  これ は 0 本橋载 M 町の n.^ 服 注の 

にす  飞 じ 維 志-ニニの 小說が 載って ゐるカ  ： て-" 乂ノ。 

衛) とい ふ 人 nutuu で 1 る。 isll、  f  llru^" 

くで 二- y; 道樂 から 作 をキヲ しす 0  ： つ」 まや〕 く 操！^ さない 力 ク^, 

キー. <て す、 L ぉーノ  I  ,  -J:^ あるので こ、 では f し. x=l 

この 入に ついては 私 は 先 ii^tip て I し、 平生 嗜好の あ 1 筆で 套 する ことに 

職の 士、 一時 逢， で 人 f 耳 ま u;^^tl 出しに、 舊 として ssi 

^-I0oll.u^it これ ill 振-おしに、 ，めぐ 

京す る や、 IJ  XJi,  i 曰の I と！ ii しに。 最 

. きした 後で 大阪へ もどり、 sfHIl  H 始め t 家に な 

らうと し、 後轉 じて 柳亭の 門下生と なり、 いは ゆる 戲作 f  "k- 


さ、 ラー かどの 戲 作家と なる 才筆で あつたと いふ。 氏の 文 致が 最も 藍 泉の 氣に 人り、 藍 泉が 病臥务 の 代 

筆 は 多く 寅彥の 筆に なった とい ふ。 藍 泉の 臨終の 時、 初代 以來 相傳 した 柳 亭の印 を 譲られ、 四 世 「藍 

から は 三世) 柳亭と 名乘る やうに 遣 言され たの は、 此の 人であった。 氏 は 後に 朝日 新聞に ゐて、 劇 

作家と して 盛名が あった。 柳 幅 亭友彥 は、 本名 は片山 友三郞 氏、 備後辆 の津の 人、 閣 統計 局の 吏員 

であった が、 文學 癖から 寅彥 と共に 柳亭 門下と なった、」 後に 都に 入り、 更に 黑岩淚 香 を 助けて 萬 朝 報 を 

起した。 その外に 柳 葉 亭繁彥 と 名のった 中 村 邦 彥がゐ る、 これ は 江戸の 人、 舊幕 人の子 弟で あらう。 

入門 は 明治 十七 年 j 月で あると いふ。 藍 泉の 引 立で 芳譚雜 誌から 繪入 朝野、 繪入自 .e 等に 執筆、 その 

後地 方 新聞の 記者と なった ま、 杏と して 消息がない。 が、 一 時 は ひと 廉の 才筆と いはれ たもので ある。 

此等門 生 中、 柳 條亭華 S  (三 品 氏〕 、柳塢 亭寅彥 の 如き は、 明治 初期 文 擅の 有力な 若手 作 {パ^ として 

に 單獨の 調べ を耍 する 人々 であるから、 作品 等 も擧げ るべき であるか も 知れない が、 今 は その 餘裕 

ないから 止めて 置かう。 (前半 完) 

(昭和 九 年 二月 「明治 文化 研究」 第 一 輯) 
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【附 s 自傳的 文章 一 

0  ) わが 身の上 一 


一  、 を，：；、 31 分の こと はッヒ おへて^ たこと 

いまで、 集の こと や 故 入の こと は、 隨. 0^1,、 つの 間に か 此の 道の 古 額と されて、 ，がら 

がなかった， ちか 十 年た てば 十 歳になる とし；^ ての 逢 f が老 先達に 物 墓 4 の 中の て グラム 

< 七の si 人の 惡ぃ 若い ヮセタ の 先生、 力  ^  ,1>： 、と.？ き 直ら 

少し 驚いて ゐる 1、"" き， して 明 台 文舉 研究家と なつた か、」 後學 のまに..？ - と：." 

に 僕まで 押し込んで、 「f 如何にし 達 きの 點で、 僕より あい 先生方 だけた ま f  ^ 

と 三 ま、 全く 以て 面 まった。 それ も 少なくとも 年齢の？ 一、、 ふ？ 一席 やつ； i かも 知れな 

れす I  ト ュ 「.b^5 勺自 银傳」 とか 何と カレ ふ  V. 

分に つられて い、 氣 持ちで、 有り もせぬ 5*1,  ヮ ザと 鹿つ めら しい S 

. :、l、-f、  U" ーチ ぶ どと いふ タ导 1  - 、 C 

いが、 その 若手の 間に は吉江 I 山 岸 さ r つ 一一 も |るも ので はない 。イクラ I の？ つて ゾ 

をし 一：」 手 を 拱いて g して ゐる のまら J^"" わ：，， だら しがな く 一時 ば t しゃべって § 

？  r 于 M,、。 りすの 分らぬ 事 を 例た 力 独す 力す 

テレ にテレ ざる を 得な も ^wcrT, 


したが、 全く 近來 にない 大 汗だった。 

あとで 考 へて みると、 先方 は、 自分の 身上 話なら 突然で も 差 支へ がな からう とい ふので あ、 いふ 問 

題. を 出して くれたら しいの だが、 僕 は その 問題 を 出される 間際まで、 自分に ついて さう いふ こと を考 

へて 見た ことがなかった の だ。 だから 僕が テレ たの も、 一 つに は 不意 を 突かれて あはて たからで も あ 

る。 そんな 事 を 訊かれた こと は、 いま /- でなかった し、 從 つて 考 へて 見た こと もなかった からだ。 然 

し 此の 事が い、 經驗 になった。 

その後、 仕事が 暇に なって 頭の 輕く なった 時々 ボッリ ボッリ 自分の こと を考 へて 見て ゐ るが、 案外 

面白い もの だ。 或る人々 に 聞けば、 自分の 過去 を 振， 9 回る の は ィャな もの だと か 苦しい もの だと かい 

ふが、 僕の は、 明治 文學 との 關 係と いふ 點 からだけ の 追想で あるせ ゐか、 なかなか 面白い。 まるで 自 

分の ことで なく、 なに か 面白い 本で も讀ん でゐる やうな 氣 がする 時が ある。 

かう して 思 ひ 出した ことに、 最初の 愛讀 書、 環境、 遣傳、 貸本屋な どと いふ 題目が ある。 そのうち 

1 つ 二つ は、 先日 誰かに 賴 まれて 話した.^ 書いたり したから、 今日は、 遣傳 めいた こと、 環境の 感化 

(とい ふの も 大袈裟 過ぎる が〕 と を 話さう。 

かう した 好い 機會 にさう いふ 題目の こと を 書いて 置く と、 後で 樂だ。 何 か 同じ やうな 「問題」 を 出 

された ときに、 あ、 その 事なら 何々 雜 誌の 何號を 見て くれ 給へ で濟 まされる からだ。 それば かりで な 
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人物 篇  . ：: とって 可-だか 妙 に 珍ら しく、 樂 しい 氣 がする か 

秋の 日に？ つい ふ 昔物語り を書 くこと 自 f 俟 にと つて—.？ ダ  - 


ら でも ある 

二 


11 いろい I、  fn  In 母方の 

I  ^^^l.^M^f 町人で 名字 帶刀 御免、 それに いかめしい 説 

11 ill  、  ml 

など！、"："""：， い-.、 ill! 俗；」 い 

代 もあった らし.. 伊 f と，^ i*^  —に 0" あって、 可で もハ ツキ 4 いてあった やう 

ふ 近 江 源氏、 佐々 木 氏の 一族 だ、 I^^UHIi  H 

に 思 ふが、 11  S^^.UH-III 

も 佐 ii."nr:"r":" 手 ur 乃 木！ 柳 i、  iHi の 

，い り： て來 まい もので もない 力 失す  . 0 

力  -、 里 3 ご；、 そ ば ま づまづ 夢の やうな ものたら う 

遠い 遠い 親類 緣者 となると いふ 理窟す 力 れ  ， . r^^l,-i,^^^^.^^x^ 

Ig! の 子で 男し！！ 2:r""r して のま！。  § 士  lit の 

3  、  W 一、，； -飞， >  J:.,  ず た 力 を う— 一 I  J 

を やり Ji5jiC 糍 aKi す 力 J せ， もキサ 


がそれ だ。 

75」 で 近 江 源氏の 末孫た る 自慢 はこの 位に して 置いて、 祖父の ことに 還ら. フ。 この 祖父 は 若い 時 か 

ら學 問が 好きで、 國舉、 殊に 平 田 派の 神道 說に 熱衷 した。 昔 は 階級が 喧しい から、 町人が 學問 すると 

いふ だけで も いろいろな 迫害が あった。 祖父の 場合 もさう いふ ことがあり、 大金 を 出して 江戸から 取 

り 寄せた 珍書 奇籍を 、「町人の 癖に 生意氣 だ、 おれが 借りて 遣 はす」 とい ふので 士族 連に 體 よく 取り 上 

げられ たこと が 度々 あつたと いふ。 平 田 哲學に は 可成り 凝った ものと 見えて、 藏 書の 大部分 は 木 山 

麓高岡神社の神"^|:に納めたとぃ ふに拘はらす、 今でも 國の 方の 蔵の 中に、 筆寫 した もの や 講義 筆記め 

くもの が 簞笥に 二 棹ば かり ある。 和歌 もやった〕 勿論 一 家 を 成した とか 何とかい ふ 程の もので はな か 

らうが、 K 舍 町の 造酒 {欽 の 主人に して は 感心 だとい ふ 程に は 詠んで ある。 詠草 は、 別に 蟲 もく はやに 

今 僕の 抽出の 奥に 人って ゐる。 

伊香 家から は 此の 祖父の  一 二 代 前に も、 葛 年と 號 した 俳人が 出て ゐる (これ は 本名 を 忘れた が、 や 

はり その 頃 は 風格の 變 つた 風流 人と して 知られて ゐ たとい ふこと だ )o 

祖父 は 僕の 生れぬ 中に 死ん， たの だから、 その 直接の 影響 は 別に 與 へられて はゐ ない が、 書物に 對し 

舉 問に 對し、 文 擧に對 する 愛好 渴 仰と いふ 一種の 血、 血と いって わるく ば 空氣 乃至 氣分は 確かに 遣傳 

されて ゐる。 祖父の 娘、 卽ち 僕の 母 (田 鶴) は、 その 頃の 習慣で 敎育 らしい 敎育 など 受け はしな かつ 
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五一 四 

、  St  TP  ： , 、。ト Ui- 、 トー 

リ 。  、 ；，, 叉 氏 勿 を 台. s 買んで ゐた (今 も讀 んでゐ るか も 矢れ..^.^  < 一  ^ノ- 一 

I 妙 に本が 好-で、 I 紙 物け "は に 母 ts とか 宗敎 とい ふ？ & ち。 

で、 に樂 しさう に，" K は；：：； ふ； r 響 僕と 血の緣！ が、 ま 

それ か らま 母 だ、 この I は 11^? -  の I めなかった が、 

或は その 家族の 傳統 か、 眞に本 好き、 これ も fs つ 力し. - 


父の 感化 か 

、 

/ 


僕の 親父の 方 は、 庄 5: の， s:" 、ァ 1  人から 好 f と勸 めら，？」 と は 何でも 聞く ひいだった から 

；: tlMUU て f  llii。  el  I 

vllsl として は、 父方の それ は 誠に 薄かった らうと 思 ふ。 


一二 

i 匕- f  -0 


i^^^l  pill  lid 

これ も 上に： ナ とこ スー  1 き とつな ると ころ を 知って もら J に は 

、ヽ ；、 も 寺 二 明 ムロ文 シプと Z  "7 力 

たとい ふこと は大體 分かる と 田 „ ^ふ 力 俟 カ特- 日、、， -^p- 

この 環境の 說明 がいる。 


この 方の 感化 も いろいろ あるが、 先づ 第) は 兄の 文擧 好きだ。 これ は 長兄の 方で、 專 門 藥校 時代の 

早稻 田の 卒業生、 政治家になる つもりで 卒業後 も 東京で 勉強して ゐ たが、 親父が 割に 早く 死んだ ので 

遂に 志 を 抛って E 舍に歸 り、 俳句 いぢり、 土 いぢり で、 好々 爺の 地主と して のんきに 年 をと つた。 (井 

泉水 氏 主宰の 『暦 雲』 をみ たまへ、 殆んど 毎 號柳田 流 矢なる 名で ぢ みな 田舍 風の 句 を 寄せて ゐ る" これ 

がその 兄 だ。) この 兄 は なかなかの 文學 好きで、 藏 書中に 明治の 二十 年頃から 日淸、 日露 戰爭 頃へ かけ 

ての 著名な 文學 者、 文舉雜 誌、 新體 詩な ど をシコ タマ もって ゐた。 恐らく 大部 は 出版の 都度 都度 買つ 

たものと 見える。 だから 僕 は 早くから 兄の 藏 書の 洗 禮を 受けた。 もっとも また 十代の 子供 だから 兄が 

好んで さう いふ 文擧 書を讀 ませる わけがない が、 勝手に コ ッソリ と 持ち出して 讀んだ もので、 「國民 之 

友」 の 附錄、 忍 月の 『露 子 姬』、 「帝 國 文學」 の 海外 文舉 紹介、 「早 稻 K 文學」 の雜錄 などと いふ もの 

を、 譯 がわから ぬながら メチ ヤメ チヤに 讀んだ (外に 讀む ものがなかったら) 。雪嶺の 『日本人』 や 蘇 

峯の本 も いろいろ あつたが、 これ は 難しかった から タ で カヂ つた だけで 止めた。 

兄の 藏書 を讀む 前に、 母の 讀み ふるした 草双紙 を讀 んでゐ た。 これ は小學 校に 入る 前 あたりから だ 

から、 初めは 本式に 讀め たので はない、 祖母 か 誰かに 聞き 覺 えの 文字 をた よりにして 讀 むの だから、 

拾ひ讀 みだ。 江戸 式の 草双紙 は繪 だけ 見て 降參 して ゐ たが、 東京 式、 卽も 漢字 人り ルビ 式の もの は、 

繪 面と 相 照して 大意が 何う やら わかった。 『川 千鳥 天網 船』 だの 、『思案 橋曉天 奇閜』 だのと いふ もの を 
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ボン ャリ と不 ill 持ち s んす ものす i  、  i き；.. 肖像 入りの 木 

. 、二.， =  ,,,,3 つ： やう こ ふ。 これ は 美 濃 判で 、松葉 散し 力 や 力. -まキ び，.^ 

文字 は 『百人一首』 てず つす やつ.^..》  . 一日、 二。  ^ ずと、 ふ 半. あつ 仁 記憶が あ 

, しか 『丹 鶴 百人一首』 とか 何とかい ふ 題であった やうに 田 1 ？ 


,t 一 

す 

る 


\  、ら、 illllfl  I 

それ 力ら ，^.li^.^B、？，.s«,  、矢張り 伊香 を名乘 つて ゐ仁 

町 irB にあって、 伊香の 家の 何 代 か 前の 分家 仁つな 1 く  f  、：^ ハ II 

し、 f り， li.: か |禹 き 募？ さの が、 isit  (f は-,; 

勿 til  一？ タ. 5  、目、 ミ；、 M.;  T きで & -.4 壁に 轉 じたの 仁 f  nHrn-.>i 

の- I サ" まン とよんで きとい 舎 由 I. ず 本"？." f リ に VI に， 

少なく、 ま H  i 人が it 藝 さと uu;y  1. そ i 

、- .1>1 二， て は 珍ら しく 大きな 貸本屋であった ^類 は /..^-  ！ 

；,! らしい、 今考 へても £ 舍町 广，' して はお プ 

治 時代の 小說が 多く、 千 S 上 もあった らし」  ：； 、 、、し， と 知。 合 ひ Li なつ 仁の 

>  J  a.t、f:- 寺 いら び 二 ほって は ゐ仁カ ^1^^  f  ノ 

此の 貸本屋 は 親類 だから 極く 子.^ の 時 カ^り 

は、 全く 祖母のお かげだっ^  -^^s^^rcp. -腰か 脚の 

i、 僕 i ！、  iflln.^  (t  us!! 

ism それで 元来の 本 好き i ひとえ f  . , 


て も 憎らしい 位ゐ 早く 讀ん でし まふ。 讀む 速度 はさう 早く はない の だが (大きな 蟲目 鏡で ユック ラュ 

ッ クラ 讀 んでゐ た)、 休みな しだから 卒業が 早い の だ。 それで 何 か 何かとせ がむ のが 少しうる さくなる 

と 祖母 掛 りの 僕 は、 手當り 次第 何でも 宛てがった。 今考 へても 可笑し いのは、 あま.？ つるさい ので、 

『小 學用文 作例』 とかい ふ もの を、 知らん顔で 二度 も 三度 も讀 ました ことがある。 勿論 さう いふ もの 

を 宛てがっても、 始 から 終まで 一 字殘 さす、 半ば 小聲 で音讀 して 讀ん だもの だ。 

この 祖母 は" 僕 を 度々 その 二 丁目の 貸本屋に 使 ひに やって いろいろな 小說を 借. 0 させた、 それ は 主 

として 僕の 高等 小學 校から 中學 時代へ かけての 話 だが、 舉 校は弘 前の 町に ある 2 で、 擧 校の 戾り、 少 

し 迂回して 貸本屋に 寄って 何 か 四五册 仕入れて 歸. 9、 それ を讀 終る と 又 別の を 仕入れる とい ふ 風で あ 

つた。 借料 は、 親類 ダケに 只であった らしい (或は 誰か ヾ まとめて 拂 つて くれて ゐ たも Q か、 それ は 知 

ら ぬが)。 勿論 その 本の 選擇は 僕の 自由 だ。 祖母 は 何でも 讀 みさへ すれば い の だから 別に 文句 をい 

はない。 僕 は それ をい、 ことにして、 紅葉、 露 伴、 天外， 蘆 花、 水 蔭と いふ 速 中の 小說を 片端 か， T 貸 

りて、 祖母に 渡す 前に 貪る やうに して 讀ん だもの だ。 町から 家まで 何 町 かの 野道が ある。 の出來 

ない 時 は、 野道に か、 ると、 野道から 少し 引 込んだ 小さな 森 かげ か、 田の 畔 かに 腰 を 下して  一 ニ冊讀 

み 通して 日が 暮れる のに 驚いて 歸っ たもの だ。 貸本 もの、 中で 一番 面白かった の は (今 も覺 えて ゐる 

とい ふ 意味で)、 蘆 花の 『思 出の 記』、 『不如 歸』、 天外の 『緣 不緣』 などが ある。 - 
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人物 爲  ！り i 女 ど 磨び るので、 今日は まづ これ だけ 

U-  PC  ^  ki,^  . それ は 自ら SEj の 趣 致 を？ 乙？ ■  C つ メ 

8 の 話 は、 やっと S 時代へ もぎ" 

にして まう。 (昭和ち、 十二、 「§ と 雙」) 

(二) 中學 時代 

：、  > り ぶし、 自分の こと を 書いて みる。 先月 力う ノ  J- 

t り..，. ぷノ、 ん1 'のと ころ 書きたい もの 

、一)  sin  くも W も V^LSlc  ：  ，-、  0 

ui いた 「I」 とい ふ も：； 

I  , -に 「CV.^.,#-^.M」 とぃふので大^話 す 

ト擧校 頃までの こと は 「， ^カ^び J」 

代の こと を ホンの 少し 書かう。 ト I 代の 末期に 叔父の 手許に 霞れ たりして、 大 ■ にいへ 

もっとも、 これ I 傳的 にい rt^r お して、 主として 1  iti 

ば 流離 坎珂の 感傷的 物語 も あるん f そ. J あま 


をす ， め よう 


二  ， て t もやって ゐな いが、 その 頃 は小學 から 毒 小舉、 そこから 中 

、 き やそん な 事が 馬鹿 i しくて 誰も やって？ 


舉に 入る ものと 段々 がき まって ゐた。 高等 小舉の 三年 あたりから 中學に 飛び入り は 出来る の だが、 そ 

れは 極めて 稀れ で、 大抵 は 高等 小舉四 年 を 卒業して から 中學 の試驗 をう けた もの だ。 僕な ど は それ を 

クソ 正直に やった ので、 大分 損 をした。 だから 大學豫 科で はい さ、 か晚學 先生と ならざる を 得な かつ 

ところで、 その 頃の 高等 小學 とい ふの は、 馬鹿に 出來 なかった。 僕の 讀書 力の 基礎 は 全く こ、 で 出 

來 たもの だ〕 僕 等の 高等 小擧 は、 村で はなく 弘 前の 市中に あった。 それ は 市の 周 園の 十何ケ 村が 共同 

して 建てた 學校 だから、 通舉 者の 位地の 便利 を考 へての ことだった らしい。 舉 校の 名 は 「玉 成」 とい 

ふの だ。 今でも 弘 前の 古城の 濠 端、 龜甲 町に 近いと ころに 立って ゐる害 だ (久しく 見ない から、 何う 

か 知らん が、 恐らく 立って ゐる だ. らう)。 「玉 成」 の 名 は 然し 正確に 發 音され たこと は 少なく、 多く は 

土地 訛りで r ヂョク セィ」 とよ ばれた。 今 曰で は 擧生は 校章の ある 帽子 を かぶって ゐ るから 何の 學校 

の 生徒 かすぐ わかる が、 その 頃 £ 舍 町の 高等 小學 生、 而 かも 農村 出身の 少年に は 帽子な どかぶ つてる 

るの が 少なかった。 タダ袴 だけ は、 叱られる から 皆 穿いて ゐ るが、 それ も ボロボ 口 のが 多かった。 そ 

こで 帽章 代りに 「玉」 とい ふ 字 を 四角の 中に 入れた (國 とい ふ 字の 略字め いた 恰好の) 肩章と いふの 

を 衣服に ぬひつ けた もの だ。 成績の い、 生徒の は 朱印、 普通の は 墨 印であった。 

そこで 讀書 力の 方の 話になる が、 この 高等 小 學は學 生の 恰好 こそ 金 太郞が 山から 出た ばかりと いふ 
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M^,  二 〇 

入物 篇  ， )fi  hi.  ^fi. 叉 正 科で はな 

-;、 I ま 凝 f  二 それに まじって 『外^』 を 

他の 級で やって ゐ？  f は if  つ：。 こ，， 二 I でも S して ゐる。 

，さ。 然し これ も、 中學 Li 人って 非 立つ す … ， 、 mi^^s 

ま-^ の 外 iiH  SIMlu 生 といきで 

に I。  iluH^^p^rt  III 

文 I あ 白面の 5 であった.^ の 先き 方、 歌の 作り方 I はった の あ 此の先 

けた。 蘆 花の I. 自然と 人生』 I まされた の も せ." d  >ヒ 今覺 えて ゐ るのに、 n 

生 だ。 1111  J^u^n 

しか I  11  HUUSHO 

11 き」 とに 氣 II 情で I から S す： vtr の It たり- $1 

人， ち 錄を集 めて 「理想」 とい ふこと I して 聞かし 仁り f 文の f を 


益な 新しい 話 を 度々 聞 力 


，ぐ こで 中學 時代の 話に 移る が、 その 頃弘 前に は 中舉が 二つあった。 一は 縣 立で あり、 他 ま-市立で 東 

奥義 塾 中 學 とい ふの だ。 歷史は あるし、 名 は 聞え てるる し、 內容も 義塾の 方が 立派 さうな もので あつ 

た 力 ^し 事 實は縣 立に 押されて (且つ 經濟 上の 事情 もあった ので あらう、) 僕 等が 入った 頃. ま 一 段 下 

の ものに 見られて ゐて、 S た 振はなかった。 勿論 僕 も 最初 は縣 立に 受驗 したの だが、 妙な 羽目で 人學 

を 許されなかった から、 義塾に 入った の だ。 妙な 羽目と いふの は、 試驗の 二日 目、 作文の 科目が 早く 

出来た ので 場外に 出ても い かと 試 驗官の 先生に きいたら、 あまり 早い から 待てと いって 叱られた。 

僕 は少々 不平だった と 見えて * 席に 歸 つて 待って ゐ たが、 足拍子 をと つて 唱歌 か 何 か をうな つたと い 

ふ。 勿論 人の 邪魔す る 程度の もので はなし、 長い 時間 やって ゐ たので もなから う。 然し その 時 試驗官 

力 僕 を ジロリ と 睨んで、 答案に 何やら 書きつ けた。 その 場 は それで 濟ん だが、 自分で は試驗 の出來 

は惡 くなかった と 思って ゐ たのに、 意外に も 入學不 許可と なった。 そこで M 舍 でも 何處 でもよ く ある 

手 をつ かって こっそり 探って もらったら、 試驗官 の意兒 で、 コ イツ はもの は 出来る かも 知れん が、 敎 

師 を敎師 とも 思 はん 生 意 氣な奴 だから、 ィ カン、 後で 敎師に 厄介 を かける ャッ で、 舉 校の 爲 めに なら 

んと いふので、 遂に 不 許可に したの だとい ふ。 

そこで 仕方なく 今 一 方の 義塾に 入った わけ だ。 


五 ニニ 


人物 篇 ち，， して ま i の I らしく 感じ もし 仁し、 叉囊 I で f 巾^ 

t もこん つ 二 こと は、 その 當 時として は 一種の 屈虔  1 P ク： り， E ろと 

義塾に 入 Z す」 S まつ：。 それで ナァ 一一 貴様 等に 負ける もの 力 /70-. 

生徒と 會ふ度 に| 視 される の敲 にも I っォ 

いふつ もりで、 手， 次 霞 書 i 中し ォ 0iIitK  二つ 程い、 ことが 

L  し ノ  L-AIT 殳薛も 敎師も とても 縣立 中華 l-«D-:r-7 力 Z 

義塾 は £ として は， も， , 、まぬ こと、 すぐ f が 市 s 書 館で ある こと、 た。 S 

あった。 それ は、 tif や 力まし.^ はぬ，」 MJ;2 豕の やう 二お 入りした もの， ち それ 

.1、 直、 放^ 何でも かま はや I 館へ 通った。 .ETII^^  H  t さう いふ 

は 朝 畫 t  , 、き 走が ゐ 一一。 ミで 僕が 讀ん だもの は、 愛 I  f- 

ま桌 ごけで な、"、 多勢 さう. -ふ 生徒 力みす  ニニ  0 えお 1:^.^:^..^ 天と 山 

つ iupipp る。 

崎 直 方 氏 共著の 『大日 本 地 E とさ" しの 一き いふ。 (もっとも イクラ もあった ので はない、 i 

物 は 1 曰 館 中の もの は大靈 みつくした I  ；,, ,,ヒ-|、： やう：、 別に 供給 

き，  說は 「わが 身の上」 てま t., す や -.' 

六十、 多くても 百 I えて f 力つ す 〕 それ こ 家 から學校 まで 一里 餘も あるの だから、 ^ 

？': つ、 rriW 寿 宫で .11 あまりよ まな 力った そす. -きカ B.?  、 ト.' リ：。 

口が あつ ずら 圖書 省て ま  丄ミ, -で、 も かも 讀む とい ふわけ に はいかな 力 つん 

宅 時間 の霍 上、 ？ ilfHOIH 俟はミ でも 大翁 

漢文の 本 も、 i, 記』 や、 『大曰 本 £ は、 f-a  il 


文 を讀む 力が ついた ( 


義塾 は 舊津輕 藩校 稽古 館の 後 身 だけに、 舉 校の 書庫た る 土蔵に は、 國擧、 和歌、 漢文、 歷史 などの 本 

が 山の やうに つんであった。 勿論 これ は舉 校の もので はなく 市の 所管だった から、 勝手に 見られ はし 

なかった の だが、 都合の よい ことに は、 擧 校に 出張して 來てゐ た 市の 書記の 石鄕岡 某と いふ 人が、 僕 

の 叔父 (といっても 叔母 婿) の 友人だった のと、 敎師 中に 兄の 親友 や 知己が ゐ たのとの 關 係で、 僕 はこ 

つ そり 貸して もらって いろいろな もの を カジった。 今覺 えて ゐ るの は、 『吾妻 鑑』 の 大きな 活字本と、 

古渡りの 唐本 『三國 志』 だ。 (『三 國志』 といっても、 演義 小說 ので はない、 陳壽の 書いた 正史の 『三 

國志』 だ。) 十六 や 十七の 少年に 唐本 『三國 志』 など、 今から 考へ ると、 丸で 何とい つてい /- か、 無茶 

な讀 書の 仕方 だが、 僕 は 然し 此の 『三國 志』 が 面白くて 寫 しとった。 たしか 半分 以上 寫 しとった T 吾 

妻鑑』 も十卷 ばかり 寫 した 記憶が ある。 『吾妻 鑑』 の 異様な 文體 には大 に^いた もの だ。 殊に あの 文體 

の 特徵の 一 つ だが、 「者」 と 書いて 「ティ レバ」 とよまして ある。 これ は 「といへば」 とい ふ 程の 意味 

なのだった らうが、 その 頃 は その 「ティ レバ 」 が 何の ことか わからぬ。 阈 語の 敎師に 質問した が、 敎 

師も 知らぬ、 何の 本に あるかと いはれ て、 『吾妻 鑑 J たといったら、 敎師は 目 を まろく して 何ともい は 

なかった。 それだけ 此方 は內 心得 意で ゐ たな ども、 今から 考へ ると 馬鹿々々 しい Jjfn だ。 

此の 敎師は 然し 別の 意味で 僕の 文學 開眼 者の j 人になる ので、 柴田 某氏と いった。 これが 叉 『自然 

と 人生』 愛好 癖 を もった 人で、 宿題に して 毎日 あの 本の 中の 一 文づ 暗誦させる。 作文の 時間に それ 

g 傅 的 文章  五 二三 
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< 物 篇 _.、  .，  乂の. S こ 叉 やる。 is 休みに は S 位で I 

S いて wl、  II かせる。 f  r^l  I を I しての h- のこと ま、. い 

させられ たもの だ。 nl^  t^u たらしい が、 いか i 心な、 「I」 

何とも 文句の いひ やうがなかった。 置 はさう 犬お 

といった やうな 人で あっち  一 ，菌 とま、 校舍は SHi 校と なつち 僕 はこ、 

直 I 等が、 ra^p;  :sii、  11 その 意味で、 

に 一観し か 通はな| 力；^  一 \^パ の 籠で I とい ひ f つ。 

(勿舊全な意 味で- S はない か) tl^lnK  851. 之助ン の 

ミ年 I 森 ■pupiiii やつ r 

好みから S たもの か、 S 力ず つ：。 ，，，t 轉 I 時 は 毎日 この 菌で 苦勞し 一し きす 

のま、 靑森中 舉は、 それ どころ て は.' う， r 匕の. I 董 から 僕の 早大 英文科 入りと なるお。 

IIJ^UHt いつ.！ と、 して、 こ I 

靑森 中學へ 移って から もい ろ.^ ろ，^ 話 

やめて 置く。 (昭和 十二 年 一月 「繁 置」 ラー) 


評 書 五 篇 

営 a 新 三 郞君著 

「改訂 • 明治 文學十 ニ講」 

宮島三 郎君の 『明治 文 寧 十二 講』 が、 頁 を 倍加した 改訂版と なって 更生した。 

宮島 君の 此の 書 は 今日で はか、 る 類書のう ちで や S- 古典的な 不朽の 位置 を 占めて ゐる。 明治 文學研 

究 史上で は、 さう 大規模な もので はない にせよ 一 の H ボック を 形づくる 名著と して 旣に斯 首」 の 研究者 

同志の 間の 公認 を かち 得て ゐる。 友 だち の 本 を、 改まった 文句で かう 賞め るの も 可笑しな もの だが、 

然し 正直な ところ、 それに 違 ひない の だ。 宮島 君は舊 版の 方の 序言で 此の 書 を かくに ついての 自分の 

態度 を宣 して I . 

「在来の 單 なる 記述 的 文 學史を 書かう とした もので はなく、 文舉を 論じつ、 自らに して 文 上の 推移 

が 分り、 時代の 變遷が 分る やうに と 思って 取扱った」 といって ゐ るが、 かく 文擧を 通じて 社會を 見、 

社會に 依って 文學を 明かに するとい ふ 研究 法 は 唯物史観が 明治 文 擧と甚 しく 接近して 来た 今日で は 極 

評 窨五篇  一一  £ 
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6' 


附  錄  に、， た 軍 ある 華やかな アド ヴヱ ンチ ユアで あ 

. ); 、尺^:  ノ； y« 寺 ひま、 それ カ^湾 ネ 司べ ヲ 

めて 普通の 事の やうに 思 はれる 力 て.. ン であった。 

の觀 方と して は 正に 一の いきく 

0  . ；;、 \」、 人 4 として は篇 いくらかの 價 値が あるかと 思 ふ 5 と 謙 

官島 君 は 此の 改訂 f まに つ」 si... 新しい 觀 方の 明治 文 I 人 n として は、 

f 辭 をのべ てゐ るが、 いくら 力と ころ 力 もっと 早く 此の 新版 を 出さす に 長い HI 子 や 研 

. つ き 比 S 以外に ない。 その 藻で、 宮島？  ^  ？ さ。 

今日 f 此の P 外. - は大需 I だと I たいくら ゐの ものた 

llf^u^^i  $111! 

|5初めから 小 f  そよ、 此の 書が元來宮島君の 企！ 大プ ランの  一 f 

も あるが、 その他に 大きな 理由 力 ある r^^  affl.  i 

！ III 1 君" HI 011 

I  ll$$^HUI  Mill 

つた。 * たが、 いろくの l!r  ""i 來" が 此の 『十 i  I そこ I こん 

まとめられる ことにな つた。 ^^If 

で fa- ん でもら ひ.^,^ 


その 代， CN、 本書の 不足 をみ たさせる こと は 遠から や 出來 やう。 宮島君 は 今 新に 『明治 文 寧 概論』 を 

書きつ 、ある。 これ は 文 舉と社 會の關 係 をみ る點に 於いて ー脣 進んだ もので あり、 その 一端 はこの 改 

訂版 にも 示されて ゐる。 『概論』 はもう 書かれつ、 あるの だから、 さう 僕 等 を 待たせ はすまい。 

何れにせよ、 此の 『十二 講』 改訂版の 出現 は、 久しく 閉 おられて るた 明治 文擧 研究への ゴ ー ルデン 

. ゲ イトが 新に 開かれた こと を 意味す る。 僕の 此の 拙文が 一 人で も 此の 門に 入る 人 を 多くす る 角笛の 

役が 出來れ ば、 何より 結構で ある。 (東京 出版社 發行 定價 ニ圓) 

•  (L 口和 七 年 七月 十 一 日時 事) 

宫島新 三 郞君著 

「遺稿 • 明治 文 學槪 論」 

宫島 君の 遣 稿の 評 を 執筆す るに 當 つて、 私 は 若干の 邃 巡を感 やる。 それ はこの 「遣 稿」 が 殆ど 私の 手 

で 纏められ、 私の 手で 剪裁され て出來 たもの だから だ。 然し 一面 叉 何う しても 執筆し なければ ならぬ 

とい ふ 氣持も ある。 これ は 同じ 理由で、 自分の やった もの だけに、 此の 書の 類書に 優れた 點を讀 者に 

す める のが 一 つの 義務で も ある やうに 思 ふから だ。 考 へて みると、 この 逵 巡の 氣 持に は 無理に 押し 

評 書五篇  五二七 
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附 、りご.、 i 塞の 方き， つした つて ー度は菜 さなくて はならない。 そ 

通さなくて はならぬ 理由 はない のた-力 義務 E の ブ，^ - 

潮」、 In  Id  ^d^^pl 

^-.  、  lui. 、、 、ま.：， 明 冶 文 舉遣著 全集と し i ブカ. ^^..^ I- ぶ 

すべ！ ので 讓と は"" "浸 これ は I ハ 年宮|の第ー|病後、 今で 

書中の 過半 を 占める もの は 【明治 文 U 概 として 賞賛され てゐる a を I 

も 明治 豪 研究の 方で はェ。 ホックで キンクの I  二 …一 さあつ：。 It; は 或は こ 

i て、 lli としょ. つと いふ 意 KMi し 

、き眾 人 一 みで これに 着手し 仁 そのために 相當 大.^  ノ，  -., eM>  、つ： のよ 

ii としても、 riliMr の Mil 

後 そ の藝の整 理 i て 始めて 知 i けち "へ ii は" y-" し， ま。 ！ki 

III  SI  f  、  iif  tlu ん くった。 松 

ずん な ことで は f が 出来す、 一 々# 文の 作 を 買 ひ 集め、 自分て それ を. - ，て f? 


村 春輔の 如き もさう だ。 これ も 一 々彼の 作 を 讀んで 何等か 新しい 意味 を發 見しょう と 骨 を 折った。 又 

飜譯 文舉の 如き は、 私の やった ものが 相當 詳しい ものが あるから それ を 使ったら 濟む だら うにと 思 ふ 

ところで も、 一 々本 を 買って 自分で 讀ん でみ なくて は 承知し なかったら しい。 病後の 宮島 君と して は 

こ まで やる こと は 大抵な 努力ではなかった らう。 それで 遂に 初期 以後に 及ばぬ うちに 病氣を 再發さ 

せ、 たうとう 完成 を 見やに 逝った わけ だ。 從 つて 「概論」 も、 丁度 本 舞臺に 入る ところで 中絶の やむ 

なきに 至って ゐ るが、 史觀 の確實 とい ひ、 背景の 吟味と いひ、 思潮の 探求と いひ T 明治 文擧 十二 講」 

と は 叉 別な 意味で 研究 的 進境 を 示して ゐる。 特に 注目され るの は 「明治 文擧 十二 講」 が 文化史 的 立場 

から 書かれて ゐ るのに 對し、 「概論」 の 方 は 一 歩 進んで 明白に 社 會學的 立場に 據 らうと した 痕が 見える 

ことで ある。 たv^惜むべきは、 宮島君 は病氣 後で あまり 明治 文舉ゃ 明治 文化 研究の 會 合に 出席され な 

かった ので、 か、 る 研究の 最新の 成果 を 利用 出来なかった やうな ところが 二、 三 見える。 然し その 代 

-.^ 叉宮島 君の ズバ拔 けた 頭惱 のよ さ を 示した 獨自の 研究に 成る ところ も少 くない。 彼の r 哲烈 禍福 譚， 

に對 する 政治的 解釋の 如き、 か、 る 鋭い 見方の 一 つと して 正に 推稱 すべきで ある。 

その他の 諸篇 につ いていへ ば、 「日本 文學に 及ぼした る 西洋 文舉の 影響」 は 批評 中心と い ふ 副題が つ 

いて 居り、 自ら 明治 批評 略史と なって ゐる。 短い 割合に 纒 まって 居り、 文章に も 光彩が あり、 宫島君 

の 興味の 集中され てゐた 問題 だけに、 全く 「君なら やば」 とい ひたい さの が ある。 吉江喬 松 博士の 如 

評 書五篇  五 二 九 


もヒの if つて I 君の 才能の 最後の s と 評し をと が あつち 殊に 面 S の は 明 f1 

H^^l 明治 lli する 大 I 山の 謹、 III 

仁 あた "である。 「陽 11  一  i  、稿と でもい ふべき もの、 異 稿と いふの が變 であれば 

つて i さはし いもので、， I はこの  一 fan. 

事 I 礎石と もい ふべき この 書 は、 永く 研 豪 徒の 一指 針と して 靈 される こと 募 はな. - 

usif 本文の ゆとり あ. る 組み方 は 此の 種の 本と して 如何にも.. 好で t、 これ if 

II くに 十分で あらう。 i 一  I、 定價 一 . 六 0、  一  B 「i 


戯曲 「西 圜 寺 公 望」 (木 村 毅君 著) 

これ は 戯曲の 形 を かりた 西 園 寺 公望 傳だ。 成る 程 木 村 君 は 種々 工夫して 戯曲と 宣言した だけの 形 を 

取りつ くらう と はか. つて ゐる。 然し 腹の 底 を 割れば、 勿論 これが 大 歌舞伎に 上場され ると 思って ゐ 

まいし、 これで 天晴れ 舞臺効 架と やら を牧 めて 劇評 家た ちから、 これ はお 手際と ほめられたい 豫算で 

もなかつ たらう。 要するに 戲曲 形式 を かりた 傳 記文擧 なの だ。 木 村 君の 腹 をい へば、 西 園 寺 公の こと 

は 是非 書きたい、 だが 傳記 がもう 二つ も 三つ も 出た あとだし、 小 泉さん の權烕 的な ものが 出る しする 

から 傳 記の 形で は 書きたくない、 一 つ 形 を 代へ て往 けと いふの だ。 だが 小 說には 前に 一度 書いた し. 

今度 は 何う しても 戲曲 となる。 そこで 杜子美 君の 所謂 苦心 惨澹 經營裡 とい ふャッ で、 この 五 幕 十一 場 

のレ ーゼ • ドラマと なった わけ だ。 

だが 腹の 中が イクラ さう でも 戲 曲と いふ 發表 形式 をと つた 以上、 その 制約に は從 はざる を 得ない。 

且つ 作者と して は 上場 を豫 期しなくても、 何ん な 名優が 「是非 これ を」 と 所望して 来ない とも 限らな 

い、 その 邊の 用心 も ある。 それで 腹 稿を變 へた。 それ は 木 村 君から 漏らされても ゐ るし、 今 この 戯曲 

評 書五篇  五 一 一二 
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附  錄  ノ のと ころで、 本 《"s は 西圃寺 公の 心 裸の 

i で 良 まる。 例 5. 0IHr!l たしか 

illi として if^ とつし uit て i. きる。 I 

I 大き I し i ま ur か 1 例 i 一 "星 I のと こ f  、  |こ| であ 

るに せよ、 戯曲と して はチ？ り f.^.^- 

X  . 灵- として J と、 近來 こんな 1SII ぃ鎮物 はない。 ほせ 公 

ま、 戲曲 とい ふ 形式 を 離れて、 ifuL^ll  H 

望と いも 在が 明治から ま 昭和へ かけての dull; 表：； ものである。 日本的 S 的ない 、も 

-3  zi  ニの：，ャ-^は立派に：^表.^^' ひ 

4s も あらう 然し 文 札穸. 0 Kr^  ... 敎？ ひお 

化 仁。 lltff^ut  n  I 

」 ク ，。^ つ r せ 1:35- 杓-)： S いて ゐる服 (ジャ ー ぅリ 0 と- i 

が、 それ 霧つ 5 き-^  、  文明 批 f の， た。 

戥曲 r 西 圃寺|」 は 西圜寺公 の 口 を カク、、」.' "  . 


jfa ん' 1^"" 


後半の 文献 解題 は 「西 園 寺學」 の 基礎 を 成す もので、 有益 且つ 貴重で ある。 尙、 装幀に 就て 特筆す 

べき は、 最近 良心 出版 を 以て 本 皆と して ゐる 書物 展望 社の こと、 て、 背は靑 竹に 組絲を 以て/め、 題 

名 は 一 々彫刻して 居り、 ヒラは それ を 承け て 简皮を 招 ゐてゐ る。 装幀 もこ、 に 至って は 或は 一 部から 

は 凝って は 何と やらの 評 も 飛び出す かも 知れない が、 そこ は 齋藤老 のこと だから、 單に 奇拔を ねらつ 

たり、 お 向 ふの 拍手 を 期待した b しての 結 ではない。 これ は 勿論 園 公の 雅號 「竹 軒」 に 因み、 且つ 

公の 愛 杖に も關聯 さした もので、 盛られた 內容と シック リ合 致さした ものである。 それに 書物と 竹と 

の 古い 關係も ある ことで あれば、 決して 奇を 街った 考案で はない。 齋藤老 にして シテ のけた 装幀で あ 

トメ 展望 社に して 初めて 出版され る 書物で あ， ソ、 に 書籍 装幀 史上 世界的 記録 を 創った ものと 云って い 

い。 近来の 珍中の珍 としても 過賞で は あるまい と 思 ふ。 (定 價ニ圓 五十 錢、 書物 展望 社發 行) 

(昭和 八 年 六月 二十 一 日 「時事」) 

「鑌 福 澤 全 集」 第 一 卷 

告白と いふ 程で もない が、 私 も 初めは この 全集の r 續」 の 一 字に 妙な 遠慮 を覺 えた 一 人で ある T 欲 

しいの は 欲しい が、 續 だけで 正がなくて は 仕方がない」 —— この全集の題を：B^Qと誰しも 一 寸 さう 感 
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f る こ 及んで、 そん i 慮が f 無用 ま 分かった この I は」 

じさう だ。 xrl 々第一 卷を 手に する に 及ん て そん ；^,  きさ,.、 ちょく  I にある 「核 

. £き| 丄 して ゐる 。 內容 的に は§ の 字に 些も 煩は されて ゐ， ノ.^  -r, -さ 

れ だけで 立派に 獨立 I て 一 ン.. ■  rT. クま  にき 、。ム ま 象 S し M. い 大きな 興味 を もって 

何々 集」 の やうに 正 集 ベて 11 の 落ちる 籠と I ふ ^1 

第一 卷を 謹した。  ま、 iett  |主任 石 河 先生の 刊行の 餅 も ある 

この 全集の 成立、 總體の內^  "】^!^"トへば、 これ は 時事論集卽ち 時 I の 

こと f こ、 irh  r 妥 0i  。を した もので、 SI つ i 

創刊以來福 澤 I 同紙 i し Li" 雜は " ！ iil りの. f ことで 

十六、 十七 年の 三年 間 分が ギッ チリ f つて ゐる ( 0^60 き |な裏 は 本 

r 初めに |.|てその 年 ilf れ 要る 項 U  :M のる その けて ある。 痒 

i として f ある。 lld^H.,  II 

4  、  、、 齒んで ふくめる とい ふ 力 讀. W ォ 3,^ び" キ 

いところ に 手が 屈く と.^ ま t て ふ , 月 台. £1 後 は、 孜治 的に、 暢 的に、 外交 的に 

r 里 目い 勺 二る- Hy、、 想 ふに、 時事 新報の 創刊され^ 明治 十.^. 年 f  .^  .  6tc な Q 

て 理想^す る r おし さ  ，，；1,.,3ぷ，^卷と薛.^^を感じた時代でぁる ^.^,3=" の  一 ，.，6 

その他 あらゆる 點に 於いて 日本 の霞家 力 l^uuu ュ. it "でて くれ る指$を求 めて ゐ 

, ；、 ， しても や 寺の 日本 國民 は虼^ ュが y 冬 ぞキダ  ： 

I といへば いへき それ^ の it) 躍り 出された の は まさ にこの 時で ある。 先生 は 太 

こ。 輻澤 先生が 時事 新報なる 一大 炬火 を 手に 钩 一切. t 


膽に 卒眞に 細心に、 而も 空論に 走ら や 迂遠に 陷ら や、 よく 國家當 面の 問題 を捉 へて これ を 論評し、 常 

に國 民の 向 ふべき ところ を 暗示した。 先生の 暗示 は 大抵の 場合 卑近な 實 例と 平易な 一一 一一 C 辭 によって ゐ 0 

が、 最後に ズ バリ 痛快な 結論 を 投げ出す ので ある。 先生 は 決して 遠慮し ない。 瞹 味の 肯を 弄しない。 

言 ひ， 匸 いこと を ハツ キリと いふ。 服に は 公 食 も 大臣 もない。 唯 日本 民衆と 國 家の 前途 あるの みで ある。 

この 集 を 讀んだ 私 は、 始めて先生の眞面目の 一 端にふれた^^ぅな感じがした。 先生 は 世の 所謂 擧者先 

生敎授 先生と 違って、 火の やうな fightin ぬ spirit を もって ゐられ る。 一見 諄々 と說 いて 倦まない や 

うな 長 論文の 影に も、 この 火の やうな 魂 を 感じない では ゐられ ない。 十五 年 は從來 甚だ 進歩的だった 

明治 政」 肘が 民間の 政論の 勃興に 怯えて 漸く 保守 反動の 政策 を 執り 始めた 轉機 である。 福澤 先生 は容捨 

なく 反動の 精神 や 政策 を 呵責され、 却って 日本 社會の 文明 的 進歩 を 急行に 改めよ と絕 叫され た。 先生 

はあくまで も その 日本 文化の 先驅的 使徒た る 使命 を持繽 された。 

殊に 私が 驚いた の は 先生が 日本の 將來 のみなら や、 世界 列 强の將 來に對 して 豫言的 眼光 を 投げて 

ゐる ことで ある。 獨 逸の 東洋 進出 はいふまで もない が、 殊に 米國 の軍國 主義と ならざる を 得ない 點を 

論じた ところに は、 我ながら ハツと 思った 程で ある。 (「米 國の 前途 如何ん」) 

第一 卷 を通覽 して、 先生の 論敵と なった の は 東京 日々 の 福 地櫻痴 であり、 よく 二人で 遣り合つ てる 

るが、 福 地 は往々 手 ひどく 打ち込まれて 參 つて ゐる。 この 時の 蹯澤 先生の やり方 は ソクラテス 流で、 
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附  1 r-c3flB  ノ 匸，、 変の 4 冊， ぼとの 矛 腐を贲 めて ぎ址 を， 

C  - に ノニ  じ、 卞- 二？？. # のま じた 文， P を 弓 用しても 虔 ひッ" 

一 ：5 也 二： J4々 -ー 一 「i はした 後て ぶ Hr 一  Isriof  -'  ；  ？  rl 

ffl^  fi  ー员擎ももク^|^!^,1タヅラらしぃ服光かチラザ す 

) ；、 ：、？、E.U^-:^、 責んでゐても 福澤..^ き ^ダイ，； 

さする ので ある 力 そ^ぎお 力 t /つ 


程 面お，"  ；、 、ほこ VL- ま 直 皮お^ な、 P うな ことが 諧 誠の ■ から 

C き f よた お」 トノの 漫言で 本格の 論文で はない が 論文て は 道破 4-^.-.^ ベ  . , 

お IU ャ ト としての I 生 li 個 ii う。 ilr:- 

渗 A て 来る P  、p  ，き 日本 文化 鬵史の 文献 的 翁 書と して のみでな く、， の If 

る 書物と して は 申 分な く 佳 uf 日 i£s  の 配本 を 待つ。 a ん波嘗 

つ： 持. ^のお 貴と して、 讀ん I に管ケ いる 興ず あ 敢て 第二 f  - 

っす.^チ ひf?JL.^  (召 和 八 年 七月^ 日 「w」) 

店 <1 豫約、 全 七卷、 一 冊 叫圓) 


後藤 宙外氏 著 

「明 ffi 文壇 回顧 0 


I.  二ら 戈 て， Q: ころ 4- ら チヨ イチ ョィ讀 んでゐ 仁から、 全ャハ n カク "まビ 

この 書の 內 容は「藝 雷」 に 裳され て f こま 1 き 二  _,,气 "きまれて、 初め ま 

と、 ふので まない が、 今度 大學 新聞から この 書に ついて 何 irTrf 

：： し 5 めて i してみ ると、 nil  Iff 


； した。 力" 


雜誌で 讀んだ 時に、 資料 意識が 强 かった せゐ か、 大 變參考 になる もの だとい ふ 印象の 方が 先に 立って 

ゐ たが、 今度 平 心で 通讀 してみ て文學 資料と して は 勿論 好 参考書 だが、 それよりも 讀 みものと して 讀 

ん でも 與味津 々たる ものが ある こと を 知り、 實に 卷を惜 くに 忍びない 氣 がして、 讀後、 燈 下に 表紙 を 

撫 してし ばらく 瞑目した もの だ。 

「窗外 後藤 寅 之 助」 の 名 は、 われ 等に とって 大きな 名 だ。 自然主義 以前、 寫 實小說 時代の 花形 作家 

として、 いは ゆる エポック • メー カァの 一人と して、 明治 文學 史上 不朽の 印象 を 止めて ゐ る" 早稻田 

文舉 科の 生んだ 創作家と して、 文壇 的に 力量 を識認 された の は、 恐らく 氏 を 以て 第一と する。 全盛 時 

代の 氏の 名聲に は、 抱 月と いへ ども 一 歩讓 つた かもしれ ない。 その 文壇の 飛將 軍が、 時事の 非なる を 

悟って 筆 を 折り、 壇 を 下って、 さっさと 故鄕に 引退し、 我と 自ら 半 隱半俗 的 生活に 蹈晦 した。 それ も 

もう 古い。 「宙 外」 の 名が、 持主と 離れて 全く 歷 史的に なって しま ふ 程 長く 續 いた。 遂に は その 名 さへ 

も、 記憶して ゐる 人-^ が 稀に なった" 早稻 田の 人々 でさへ がさう であらう。 だが 畢竟、 氏の 名前 は 決 

して さう 忘却に 委ねて いい もので はない。 それ はこの r 回顧 錄」 をー讀 せば、 すぐ 氣付 くこと だ。 

とはいへ、 「回顧 錄」 そのものに 自己 辯 護 的な 過去の glory に 感傷す る やうな 分子が あると いふの 

ではない。 この 書の 追憶 はむしろ 極く 素直な、 誇張の ない、 識念 的な もの だ。 淡々 とした 風懷、 簡淨 

な 文字、 それが 却て 讀む者 をして 低回 去り 難い 思 ひ をさせる ので ある。 
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五 三 八 

^  錄 

11^ 第一 Ilii 纖晨 iu^^Di^i 

iyl£4n)s 時代から、 丁酉 文 社 S つて 新 實刊を 5 し nf 

氏 まに 第二 期 文科 卒|1  s^ll?  ；  { 宙外氏 を 中、 いとした 早稻 S 派 文 f と 

小說と |相當 つた 時代の ことで、 殊に 自叙 傳的 文字 カ多ハ hu1、 义 f 的 こ 早 f 派と 

も 見得る。 第 七から 十二まで は 紅葉、 柳浪の 印象が 中心と なって ゐ ：." 

と II を f  .」 とが I る 外、 紅、 柳 二 文豪 & する ii 力 多く  ntH^^. 

I  多、。 き 氏 自身の 見た ー賺 性格の スケッチな ど、 ntH, 

壽と r::H; 十"".、！ て 新 iii 顧 である。 この 時 li 木" 

がする。 にいと して 殊 i しかった の は sli なる もの、 掌 8- 

の關係も創聞 が 多く 面 f 力 私 寺 や 、  si- a 私 

して ゐ I だ。 私自身、 新 小 說の雾 て此 人の？ 雜 文を -f  ^  ^llt. 或は もっと 前 

a  it あ II つたが、 l?UHi 

pi  llfgi 梁と 詩才 i し厂」 みすら ち， ， 

11 1 個の 職と して、 flu0.ll 

その他、 子規、 古白、 綠雨 などに ついても、 nf^H^IK 氏 は 非 

¥ 九 は 抱 月の 印象、 氏の 文藝 上の 立場 は 抱 月と は反對 であった 抱 月の 秦 I 


s 然キ -義を 以て 對 if- しこ。 さ し 

代からの 親友であった。 それだけ U れ； 5」 の 事 ^ 愛 身 潔く 認めて ゐる。 だが 一面 二人 

こる が ある。  f  I 却って 抱 月 I の 人々 では I お？…？ 

すお wll^ な，：，. なと 

I 二十の 文藝 革新 會の 活動 は、 lEIS. 

史的に f  § 。今 あ rrur^rif  ill とし 一. i 

.リ い、 時に 書いて 下さった とお f 申" Jl つれ〃 K、  iiiih 

い t 、矢 張 i く s 家の 典據 となら；； r  £s の 記事 も、 これ だけ 纏まった もの は 他に ある P ま 

X 

全篇に 百 一って、 かう 、 .  X 

i の 一； し r べきぎ。 あ^ 1  一一 pi もの pf ない こ liil す 

. ^ぼ 三 藏の 時の もので はなく、  ， ^もの 力 ある こと は ある。 (I 四 If ノり 。., 

I  .i",  く 恐らく はやつ と -  I  二  n=J 1貝) の 柳^の^ 

""きい 4? チヤぐ にな" リ"！ し" ひ 

孤 f ド に 詳しい から)、 尙ほ 一  一  一、  a  (問題の I は n  H 呂 

「宙 外」 の 名の 懷 しさの 余り、 つ、 き  1考 へ.. れ るの もあった。 

大規模な、 ¥} ,  つ.^ 泡 ds^ な 文字 を 書き 凍 、 

更し 詳しい 自叙 傳を 惠んで 欲しい。 氏よ 重の f に 怒らす、 更に 

評 書五篇  今 f 文 置の 研究 も 大いに 盛んになつ、，， 

^ ナ J んぎ 4 
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附錄  >  ！、 、 ら  一 i  - き い. &r は の 

-. ..VM- 义 I、  3$M^^^L^n^^ ますます 

, . -, ミ、 二 ト、 p.,  c\  ri 円該争 z^-$si 日 蟹 mEr  〈-  5  一  C n 

分が 明白に なって 來仁 割合に 後 牛 ハカ nfi  ，： I ち 氏な どの ま 的 文 

。 ，.1 す I ともなるべき ものと して、 今のところ あなす I- ィ f 1 ノ 

觀る。 こ nu。 1 ん ばっして I い。 tin  I 

章に 俟っ こと 力 多.^ 力ら す (昭和 十 一 年 六 月ミ 日、" 十大 S) 
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